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をり--^ にかき あつめた る 藻鹽草 
やかむ もつ らし やかざる もぅし 

支那 哲學の 研究は マ T か 畢生の 事業と する 所で、 從來發 表した る 論文、 漸く 寶ん 
で 山を 成す じ 至 0 た。 而， て 或は 研究 的 態度を なて 論述した る も あろ、 或は 宣傳 
的 態度を なて 敷陳 したる を あら、 文 體もホ 文章 體と 言文一致 體と あり、 參差 とし 
C】 律なら ざれ ども 今 其 ま 要なる ものを 選び、 古代 •ょら 始まつ て 巧 代に 終 A 、各 
像 時代を 追ぅて 化 編を 成した。 若し 先. 51. じ 刊行せ る 支那 巧 學學を 講話と 餅せ 誦せ 
ば、 斯學 研究に 禪補 する 所 無くん ば あらず と 云爾。 
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支那 哲學 槪觀 

上下 約 Ill 千 歲にぷ つて 現 はれた 支那 哲學の 要旨を、 簡明に 叙述 せんことは 決して か 今 
易の 業では 無い。 其の 目的に 適 ふべ さ 方法は 種々 あるで あらぅ が、 矢 張ろ 多くの 歷 あ. 
家が 歷 をを 取扱 ふやぅ に、 之を 幾多の 時期に みつて 其の 時代の 特色を 言 ふの が、 最も 
便 おな 且つ 一般の 人に 最も 了解し 易い 方法と 思 ふ。 そこで 支那 哲學 では】 上古、 二 中， 
ホ、 一二 近世の S 時代 化かけ る。 

ま 郡 巧 學槪觀  -  - 
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. 古とは 先秦卽 ら堯舜 時代から 秦 の始皇 までの 間を いふ。 卽ら西 曆祀元 前 二 五 〇 年 
な 前の ことで ある。 中古とは 秦の 始皇な 後、 唐の 末まで、 卽 ち西曆 紀元前 二 五 〇 年 —— 

'維 元 後 九 六 一 一年を いふ。 近世とは {木な 後 現代まで、 卽 ち西曆 紀元後 九 六 一一 一年な 後を い 

ふ 0 

..上古 化 巧る ては 支那 民族の 思想が 段々 發 達して、 諸子 百 家の 學が 並び おつた。 この 
時代が 最も 複雜 で最る 興味 ある 時代で ある。 中古の 時代に 巧ろ ては 萬 事 漸く 整围 する 
と共に、 外國 とのを 通 も 愈 頻繁と をろ、 思想 上から いへ ば 佛敎の 渡 巧と いふ 重大な 事 
件があつて、 本國に於ても之に剌戟せられ道敎の成立とな.^^、 佛敎と共に己敎對立と 
いふ 興味 ある 現象を 惹起した。 近世は 儒敎の 勃興 時代で、 娜敎 道敎の 刺戟に ょつ て、 
儒敎 に】 生面を 開いた ので ある。  •;  ，. 

II 

:‘ 上古 化 於て 薑 まら 見て 最も 輿^を るのは、 其の ホ 葉卽ち 春秋 戰國 時代で あぅ 


堯舜巧 湯 文武 巧 公と いふ やぅな 歷 代の 聖 天子の 言行は、 極めて 尊崇ず ベ 含 幾多の 敎訓 
に 富んで 居る ことは 勿論で あるが、 化 等の 敎訓を 大成して 組織され た 孔子の 敎理を 論 
ずれば なる ので あろ。 春秋 戰國 時代 化は この 孔子の 儒敎の 外に、 諸ず 巧 家が 並び 起ク 
たけれ どる、 其の 重なる ものは 老子を 祖 とする 道家、 墨 モを祖 とする 墨 家、 瞥 子を 砸 
とずる 法 家、 惠施 都が 等に 因て 唱 へられた 名家、 都衍 、都爽 等が ま 張した 陰陽 家な ど 
である。  ， 

’ 儒家 —— 儒家の 開祖 孔 夫子は 堯舜を 祖述し 文武を 憲章し、 古來の 思想を 集めて 大成 
した 人で ある。 孔子の 說く 巧は 千 言 萬 語 皆 仁の 一 {子に 歸着 ずる。 從 つて 孔子の 所 11 仁 
とは 果して 何で あるかは、 儒家に 於て は 最も 重大なる 問題で あるが、 之を 要するに 伊 
'藤 じ齋の 解釋は 最も 當を 得て 居る と 思 ふ。 卽も 仁とは 慈愛の 德 、遠近 內 外、 充 實逾徹 

室らざるをきをいふのである。 天地生クの德あ-es、 天.の覆はざるなく、 地の載せざる 

■ 

.な 含を 見 V、 •孔子は 天意の 仁愛 じを する を 察し、 仁を なて 己が、 心と し、 之を なて 顿じ 
ま那帮 學槪觀  {二 
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接した ので ある。 孔子の】 言 一巧 皆仁德 に本づ くのは、 之を なて 天 ふは け ふと さ 日 じ？ 
からで ある。 卽も 孔子の  一*  5 は實に 天化對 ずる 傑き 信仰を なて 娘抵 として 爵 るか 
ら 、西 難に 遭遇ず る每 愈 もの 叢 固を 加へ たので ある。 かくて 孔モは ミ ドの 騒亂 、人 
段の 戴 苦を 見る に 忍びず して、 奮つ て 之を 救 はんと 欲して、 天下を 樹 遊して 其の 抱 食 
を 天下に 行 はんと」 《が、 遂に 其 《志を 窜 ことが 出 輩、 卽ら 嘗を蕃 はして 敎を後 
惟に 垂れ、 また 巧 下を 教育して 後纔 者を 養成 せんと t たので ある。 故 化 門下生 S 千、 
身 i ハ藝に 達する るのと 十餘 人の 多 さじ 達した。 彼等は 皆 孔子の 志を なて 志と したが、 
おの 最も 著しき は 孔子の 孫子 思、 及 孟子、 荀 子等で ある。 ぞ 思は 孔子の 思想を 繼 をし、 
^ の ホ だ 明言し なかつ た點を 明白に 喝破して f 天命 これを 性と いひ、 性 化 率 ふこれ を 
道と い 私、 道を 修 いる これを 教と いふと 說 さ、 天人 合】 を ま 張し、 誠を がて 天道 じし 
て 且つ 火 道で あると をした。 孟子は 3 たモ 思の 思想を 受けて、 天命の 性は 善を ろと 
速艰 心‘ 荀 ずは. 之 お反して 人性は 惡 、もの 善なる は人爲 にょると 說 .いた。 孔子の 仁、 子 


思の 誠、 孟子の 性 善 論、 苟モ の性惡 論と 夫れ夫れ 幾分の 變 化は あるけれ ども、 凡ての 
儒家を 通じて】 致せる 點 は、】 身を なて 天下 國 家の 本と し、 己を 修めて がて 人を 治い 
ベ さ ことを 說く顯 にある。 換言すれば 人格の 完成 化ょ つて 之を 家题 天下に 及 •ほさん 
とする 顯 にある。 

道家 — 道家の 開祖 老子る ホ 支那 じ 現 はれた 他の 一 方面の 思想の 大成 者で ある^ 佛 
蘭 巧の ラクペリ— や ラフ ネットな どは 老 すを なて 孔子とは 圣然 相違せ る 思想を 抱 さた 
る ものと し、 恐らくは 老子は 支那 思想家で ある，^ い、 事に ょろ ては 巧 度 地方からの 移 
住 者で ある 脅い かと 論じて 居る。 成稱 老子の 思想は 之を 孔子に 比する と、 穗 々の ffl 違 
が あるのは 事實 である。 實際 的と 抽象的、 お 閒辦と 巧 世間 的、 現實 的と 理想的 等の 巧 
違が あるけれ ども、 うた 查く 巧 同じい 點も少 くない 第一には 老子 も修 己を なて 治 人の 
本と し、 築 一一には 老子の 查篇を 通じて 絕 ぇず 天下の 經 輪を 說& 、築 S 化は 王を なて 域 

中四大 の】 として 君 まを 重視し、 繁 四には 聖人を® び、 驚 五には を 語を 引用し 古を 尙 
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ぶ 等の 諸點 はを く 儒家と 同じい。 蓋亂 世に 巧ち ては 一方には 之を 救 はんとす る 思想が 
起ろ、 又】 方には 之を 厭 ふ 思想が 起る のは 當然 であつ て、. 儒家と 道家とは この 一 一大 傾 
向を 代表せ る ものである。 楊 朱の 爲 我， 王 義や莊 子の 無用の 用な どは 無爲 自然を 奪び、 
ffi 間とは 查然沒 な 渉の 態度を 執らぅ とずる ものであるが、 閲祖 老子は 無爲 自然を 皴吹 
してな て 天下の 亂を救 はんと 欲した ので ある。 

墨モ —— 開祖 墨 •子のを 張は かぅ である。 抑る 天は I 視 同仁で あるが 故に、 人類 も ホ 
兼 愛 交 利で なければ をらぬ。 a を 愛ず ると 同じく 他人を 愛し、 己の 親を 愛ず ると 同じ 
く 人の 親を 愛し、 何等 自他の 別を 設けのを 兼 愛と いふ。 卽も 今の所 謂 博愛で ある。 惟 
人の 直に 相爭 S、 盜賊の 人を 害； 5 諸侯の が攻 むる が 如きは 皆 兼 愛の 念な きが 爲 めで 
ある。 故に 世の 騷亂を 化め て、 社會の 平和、 萬 民の 福祕を 謀る じは この 兼 愛を 巧 ふょ 
ら 化なる はない ので あると。 卽も墨 子は 社 會學者 的 見地から 萬 民の 幸福の 爲 めに 兼 愛 
誰を ホ 張した ので ある。 


•-法 家 —— 管 仲を 細と し、 申 不審 •商 鉄を 經て韓 非に 至つ て 其の 說が 大成 せられた "巧， 
等は 亂化 を 救 ふに 儒 墨の 仁愛を なて しても 到底 實 効は 無い。 老子の 偕 淡 無欲の 敎は到 
底 行は る、 もので ない。 譬 へば 悼 馬を 御す るに 戀策 をな てせ ねばならぬ ごとく、 亂世 
の 民を 御す るには 法 術を なて せぬ ばなら の。 信 賞必爵 をが て 人民を 率む ねばなら ぬと 
說 く。 儒 墨の 德治 論を 排 して 法治 論を を 張ず るので ある。 之を 要するに 天下 闕 家の 經 
論を 說 くもので ある。 

名家 —— 惠施 •鄭祈 •を 孫 龍 等を 名家と いふ。 希臟に 起つ た說辯 論者と 頗る 類似せ る 
學源 である。 飛鳥の 影は 移らず、 もの 驛 間に 於 y 新に 影が 出 ホる ので ある。 射 放つ た 
矢は 巧かず 化 まらざる 瞬間が ある。 1 尺の 棒は 日に 半を 取る も 萬世盡 きず 等の 說 をな 
して 居る のが、 をの 最も 有名を る 白馬 非 馬 論、 堅 白 論で あらぅ。 白馬は 馬 じあらず と 
は、 白馬と レふ槪 念の 內 をと 馬の 槪 念の 內 をと 廣狹の 差 あらて 一致せ ず。 故に 白馬は 
馬に 非ず とい ひ、 堅 白 論とは こ、 に 堅 白 おありと せんに、 手に 執らて 堅を 知り、 目で 
.支那 巧 學槪觀  た 
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見て 白を 知る 故に、 堅 おと 白 おとの 一一を ろと いふ。 槪 念の かがみ、 知覺 のみ 析を 試み 
たもので ある。 所謂 論理的 遊臟を 弄して、 天下 國 家と 何等の 關係 なさ 議論を したのは 
先秦 にあら ては 唯 このぶ 家の】 派の みで ある。 

陰陽 家 — 陰陽の 一一 元と 木 火 丈 金 水の お朽 との 交渉に i つ で、 宇 あ 間の 現象 や 人間. 
萬 殺の 事件が 支配され て 居る とい ふ 見地から、 吾人 日常の 巧爲を この 法則の 下 じ 置か 
ぅとず る 一種の 議論で あつて、 寧ろ 或點夕 では 迷信と もい ふべ く、 おんど 何等 科學 的. 
根據が 無い といつ y も 差 支が 無い と 思 はれる が、 このを 張は 戰國に 起つ て 中 おの 初に 
盛 行し、 現今に 至る うで 支那 民族は 勿論 我が 日本 國 民の 日常生活にまで も大 なる 影響. 
を 及ぼした ものである。 例へ ば 日の 吉凶、 人相、 家 巧、 方 巧の 如が をい ふが 如 さは。 
此の】 派の 唱へ 出した 巧で ある。 

之を 要するに 先秦化 巧ら ては、 上述のを 派が 並び 起 0 で 其のが 說は 夫れ夫れ 特色が 
あるけれ ども、 を 派に 共通せ る點は 典は 天下 國 家の 經 輪を 說く 巧で ある。 出世間的？ 


非現實 的の 傾向 ある 道家で さへ も、 其の 開祖 老子には なな 天下 聞 家を おる、 ことが 曲 
ホを かつた。 苟 くも 志 ± 仁人は 天下の 亂を 見で 坐視ず る 化 忍びを いので あらぅ。 一方 
化 於て は 是れ卽 も 支那 民族の 特色で あると るいへ や ラ。 卽ち 支那 哲學は 何が まで も 人 
をに 直接の 關係 ある もので なければ さを 論議ず る ことを 屑し とせぬ ので ある。 儒羅の 
如く 天を 說 いても、 老子の 如くを 之义玄 なる 道を 說 いても、 論理的 遊戲 として 之を 說 
< のでは ない、 之を なて 吾人の 人を 觀の おおと せんが 爲め である。 尹 文 子の 大道 下篇 
化 曰く、 

天地を 彌 論し 萬 おを 籠絡ず と 離 も、 治 道の かにして 群生の 餐拖 する 所に 非れば、 聖 
人 措いて 言は ざるを り。 

此の 思想は 獨ろ 上代 哲學 のみでを く、 支那に あろて は 古今を 通じて 渝 はらざる るのと 
がふ。 

一二 
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秦の 始皇が 天下を 統一して から、 處± の 横議に 菩 しみ、 天下の 書を 集めて 之を 燒さ 
儒生を が 殺した ので、 天下の 思想界は 一時 少 からぬ 影響を 受け たれ どる、】 度國民 0 
間に 勃 輿した 思想は、 をれ が國民 生活に 根抵 をを する 限ろ、 みして 消滅す る舊は 無い 
ので ある。 先秦化 起つ た 六 派の 哲擧る 種々 の おを なて 中世な 後に 傳 はつた のは 當然で 
ある。 

儒家 - 先秦 化を ろ V 天下の 思想界を S みして 其 二を おつた 儒敎 は、 秦 のお皇 0 

時、 始皇の 政策が 儒敎と 衝突す る觀少 から ざク しが 爲め 化、 壓 迫を 被む ろし こと も最 
も甚 しかつた が、 漢が 天下を 統一して から 秦 時の 故老が 殘闕 せる 經 典を 携ぇて 之を 敎 
授 し、 儒生の 熱必 をる 研究 化ょ つて 漸次 盛大と なろ。 漢武 帝が 天下 思想界の 統一を 謀 
るに 儒敎 をな てして から、】 躍して 國敎の 位 管を ち 有し、 巧 謂 儒家の 經典 も奎部 整理 
せられ、、 がく 支那 國 民を 支配す るの 運命を 開拓した ので ある。 然し 漢魏六 朝から 唐 じ 
至る 違で 化輩岀 した 儒者の、 經典硏 究じ對 する 貧ぶ ベ さ 努力は 決して 忘る、 ことは が 


ホ a が、 天下の 思想界と いふ 見地から いへ ば、 中世 培學化 於て は 漢の董 仲舒、 隋の义 
中子、 唐の 韓退 スを韩 等 ニー ユ 有名の 人る あるが、 儒者は 殆 んど閉 却し y る 差 支ない の 
である。 

道家—- 漢 初は 在ろ ては 黃老學 として、 上は 壬を 大人 ょら 下は 凡 民 化 至る うで 皆 之 
を 喜び、 魏晋の 際には 若莊學 として、 所謂が がの お 賢、 阮籍 •山濤 •稀康 •向秀 •劉 伶 • 
阮咸 •王戎 等が まとして 之を 遵奉し、】 代の 風氣 をして 滔 々とし V 老莊に 向は しめた。 
漢 初の 黃を學 は無爲 自然を 倚 r ひ、 之を 天下 闕 家に 用 ひて 巧が あつたが、 魏晋の 老莊學 
は 無用の 用を まとし、 國家社 貪と 沒を锁 にし V、 苟る牲 命を 亂 世に 圣 ぅせんと した。 
同じく 道家と いつても 漢 初と 魏晉 との 祖尙 する 所の 相違 ある 飄は 咬た 之を 知らねば な 
ら ぬ。 

遵家 はまた 戰國が 衆を 唱 せられた 神 伽 不死の 說 、陰陽 家の ま 張す る 種々 の所說 、及 
び 支那 民族に 巧 はれた る 俗間 信仰 等と 協同して、】 種の 宗敎卽 も 道敎の 成立を 促し 
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た。 道 敎は後 漢の張 道 陵が 首唱ず る 所で あるが、 老子を 開祖と 仰ぎ 之を 太上老 君と 稱 
して 世俗の 情 仰を 蹲ず るに 至っ た。 最初は 極めて 簡單 であっ たが、、 王と して 晋葛洪 • 
化 魏寇謙 之 •染 陶茲景 等の 手 化ょ って 純然たる 祟敎の 形式を 具備ず る 化 至った。 夫には 
後 漢の明 帝の 御代に 渡 巧した® 敎の 刺戟が 與 って 大 なる 力 あるは 勿論で ある。 漢 、魏、 
晋の 時代は 表面上は 儒敎の 勢力が 盛で あるが、 天下 人 ふの 奥底に 强き 力を 有した のは 
.寧ろ 道家 若く は道敎 であっ たので ある。 

墨 家 一 -お聲 あ 上では 中世の 巧 期には な修墨 家に 屬 する 學 者のを 巧せ しこと を 知る 
けれどを、 其 等の 著述 も傳 はらず、 殆んど 消滅せ るが 如 さを 様と 思は る、 が、 墨 家の 
，主張は 中世な 後に 巧っ ては 支那 民族の 社會 生活に 於て、 實際 的に 行 はれて 居っ たと 思 
はる、 理由が ある。 近世に 於で る 墨 家の ま 張は 巧 をら ょく 實 際に 行 はれて 居る が、 を 
の 事は 後に 讓る とし で、 少く とる 中世な 後の あ學 あには 墨 家の 系統を 繼 承す るるの が 
無い のる ホ事實 である々 


其 他 名家の 巧說は 先秦じ 於て は苟子 •中世に 於て は 董仲轉 に 對 L て、. 極めて 顯 著なる 

影響を 與 へて 居る が、 支那 民族の 如さ實 際的國 民には、 殆んど 論理的 遊戲化 類す るぶ 

家の 所說 は、 永く 慧 影響を 殘す ことが 無 かつた のは 勿論で ある。 讓 の所說 は哲學 

ょ 6 は攀 ろな 治學に 巧い ので、 これは 漢な 後には 食 鱗 的巧欧 上に 應 用せられ て 居る。 

陰陽 家は 道家と 結合し 道敎 として 後世に 重大を る 影響を 輿、 たことは 前に も 述ぺた 通 
ろで ある。 

之を 要するに 先 秦の六 派 哲學は 中世に 巧ろ ては、 幾多の 變 化を 來 して、 なほを 命を 
有する ものは 儒 •道 •墨 •陰陽の 四 派と なつた。 其 中で る 儒敎は 表面的に 遇ぎ ず、 冀 家は 
僅に 實際 生活に 面影を 殘 し、 陰陽 家は 道家に 攝 取せられ、 最も 根祗 あろ 最も 有力なる 
擧 派は 道家で あると いつても 過言で あるまい。 化し 中世の 下半期に はこの 道家に 取ク 
て 代る ベぅ 偉大なる 一派が 勃 輿した。 是は云 ふ 迄 もを く佛敎 である。 晋 •巧 C 齊 •染 ，陳 • 
隋 •巧 等の 数 化は 查く 娜敎查 盛の 時代で ある y 天台 •華嚴 •禪 等の 大乘姊 敎が勃 輿した、 
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事實 は、 獨ら 中世 哲學に 於ての みならず。 を 今 東西に ぷゥ V も希觀 い儀觀 である。 然 
しながら 此方 面は 支那 佛敎 をに 讓ろ てこ、 じは 之を 措く。 とる かく 儒敎 •道敎 •佛敎 0 
一二 敎が 併ぶ しで 相互のを 渉が 巧は る、 と 北 ハに、 幾多の 論難 攻擊の ホ、 遂に 融合い 運を 
銷 いた。 お 世哲學 は實に 化の 一二 敎 融合の 果實 である。 

四 

近世 お學 をは 更に 之を 一 一大 時期 じみっ ことが 出來 る。 卽もお 明哲 學と淸 朝哲學 との 
二で ある。 お學 上ょ るいへ ば 巧 明哲 學は 支那 お學あ 上に 於いて 最も 興味 ある 時期で あ 
る。 淸 朝は 哲學的 見地から いへ ば 頗る 貧弱で あるが、 ま那の 現代 思想界と 最も 密接の 
M 係が あるから、 巧 明 あ 學と典 化 少しく 詳細の 叙述を 試みたい と 思 ふ。 

五 

宋明 時代に 於 V は 久しく 振はなかった 儒敎 も、 道 佛二敎 の 刺戟に ょっ て 俄に 勃興し 
で、 天ての 思想界は 巧び 露敎 のま 配す る 所と なった。 あ 明の 儒 學は孔 をの 流を おむ こ 


とは 勿論 なれ ども、 原始 禱敎 とは 頸る をの 趣を 異にし 髙尙を 哲學的 傾向を 帶 •ふるに 至 
つた。 之を かては 程 朱 學と陸 壬學の 二と をる。 程 朱 學卽も 巧學は 吾人が 仁者た ろ 聖人 
巧らん とずる じは、 居 敬 窮理の 方法は ょらぬ ばなら のと 說け ども、 まとして 格物致知 
じょらん とする もの、 换富 すれば 經驗を 重んずる るので ある。 陸 王 學卽も 明 儒の 學は 
我、 むを 明か 化し、 良知を 致せば 可なら とする もの、 換言すれば 思索を 重んずる るので 
ある。 丽 して 佛老の 思想を 加 睐し來 ろて 儒 敎の新 解釋を 試みた る點は 同】 である。 

原始 儒 敎卽も 孔孟の ま 張ず る 所に 4 位々 y は、 其の 目的は 修己治 人に 巧ろ、 其の 思想 
の 根祗化 横は るるのは 上天の 信仰で ある。 天命を 遵奉し 僻 仰天 地に 愧ぢ ざる 確信の 上 
に、 天下 國 家の 泰平を 企圖 せんとす るので ある。 然るに 宋 明の 儒者は、 程 ホで も 陸 王 
でも、 间 じく 天を 說 いては 居る が、 彼等の いふ 所の 天は、 孔孟の 言つ た 天とは 餘 程を 
王の 趣が 違つ たるのを る ことは 爭ふ 可らざる 事實 である。 孔孟の 天を ま敎 的と いは 

だ、 程 朱 陸 王の 天は 哲學 的と いふべ さで ある。 孔孟は 天を 入裕視 して 居る が、 程-朱 陸 
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は 天を 人格 視せ ずして、 寧ろず おを 支 酷す る 原理 原則として 解釋 して 居る。 これは 恐 
らく 大乘 佛敎の 哲理の 影響で あらう と 思 はれる。 從 つて 孔孟は 天の 信仰に 就て 餘 6 多 
くを 語ら ざれ ども、 其の 確固 不拔の 信仰の 閃 さが あろ-^ と 見ぇ、 別に 宇宙の 實 巧に 
就ての 議論を しを かつた ので ある。 然し 宋 明の 儒者は 實 巧に 就ての 議論に あ々 とし、 
歲 は理氣 二元論を なし、 或は】 元氣 論を 說 き、 或は、 心 卽理說 を ま 張して おる。 勿論 信 
仰を 有せ 於譯 ではない が、 孔孟の 如 ミ 人格 神を 信ぜず して、 哲理を なて 立脚® として. 
居る ので ある。 卽 も哲學 としては 孔孟 時代ょ ろ も、 朱 明 時代の 方が 興味 あるのは、 こ 
れ 等の 理由 化を ょるので あらう。 今 こ、 には 宋 明哲 學の 代表と して 朱 王 二子の 所說を 
述べ やうと 思 ふ。 

朱 子 —— 朱す の 宇宙論は 周 子の 太極說 と、 程が 川の 理氣 二元論と を 総合した るので 
ある。 周 ぞは本 體を無 極而太 極と いひ、 聲も なく 臭 もを く 形 もない から 之を 無 極と い 
ひ、 其の 造化の 秘本で 萬 物 發展の 原理で あるから 之を 太 極と いひ、 合ぱ せて 無 梅而太 


極と いふ。 太 極の 外に 無 極な く、 無 極の 外 じ 太 極を し。 さて 太 極には 巧 動么靜 止の 二 
方面 あら、 活動的 方面を 陽と いひ、 靜止的 方面を 陰と 名づ く。 この 陰陽 二氣 から お 巧 
卽ら 水火 木金 生の 五 元素を 生じ、 陰陽 五 巧から 萬 物が 生ずる といつ て 居る。 彼は 陰陽 
五行を 氣 といつ て 居る が、 太 極の 何物た るかを 言は をい。 然し 周 モの太 極ょ 寧ろ 游で 
ある。 次に 伊川は 师氣二 元を 承認して 居る。 氣卽ら 陰陽の 二氣が 相を つて 离 物を 生ず 
る夕 陰陽の 二氣相 交は る 所な は 卽も理 である。 換言ず るは 氣は萬 物の 形を なすが の 
質 料で あるが、 この 質 料は 理卽ら 宇宙を 支配す る 巧の 法則に ょつ て斯の 如き 活動を な 
ず ものと 見る ので ある。 勿 論理 .V 氣 とは 相 化つ V をし、 氣無 さの 理 なく、 理 なきの 氣 
無しと いふので ある。 おすは 化 上の 二 說を綠 合して、 宇宙の 本 體を太 極と い 心、 太 極 
をな て 理氣二 元を 綠 合せん と 試みた と 思は る、 が、 彼は 矢 張 太 極は】 個の 理の 字と い 
つて 居る。 卽ら 理氣二 元を 綜合す る 處の太 極は 矢 張ろ 理と 見る。 この 理は絕 對的理 で. 

あつて、 理氣楠 對の理 の 上に 立つ をので ある。 卽も 彼は 棚 對的理 を &C 滿 おせず して 
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更に 其の上に 絕對的 理を賛 いたので ある。 か、 る 思索 法は 起 信 論の 論法と】 致す ると < 
いふ ことで ある。 卽も 彼の 說は 理氣 二元論と いふ も 大過な く、 或は 理 一元論と いふる 
ホ 差ち ない ので ある。 

此理が 宇 巧の 本體 である。 天と いひ 帝と いふ も 皆 この 理を 指した ものである。 絕對 
的理卽 t っ太 極から 理氣二 元と なら、 理氣一 一元 じよろ で一 切の 活動が 巧 はれ、 現 はれて 
森羅萬 象と なる。 人を 物 も 皆 この 理氣二 元よ ろなる ので ある。 然 らば 何故に かくの 如 
く 千 差 萬 別を をず るかと いへ ば、 氣に 偏お淸 濁の 別が あるから である。 氣の 偏る 者は 
物と なろ、 正しき 者は 人と をる。 同じく 人と な ちても 淸氣 を受 くれば 聖人と なら 濁氣‘ 
を受 くれば 凡人と なる。 而 して 理に 於て は聖凡 賢溃の 別な く、 人 > '一物と も 亦查く 同一 
である。 換言すれば 理 よろいへ ば 萬 物】 源、 人と 物と、 聖と 凡との 區 別が をく、 氣よ 
ろい へば 千 差 萬 別、 聖と 凡と、 人と 物と 皆區 別が ある 0 である。 彼は この 理じ 本づく 
を 本然の 座と い； 5、 氣 じ本づ くを 氣 質の 性と 名 づけて 居る。 卽も 本然の 性 よろいへ ば'， 


聖凡 人物 皆 同一で あ A、 氣 質の 性よ ちいへ ば、 人物は 勿論、 聖凡も 亦 同じから ざる も 
ので ある。 本が の 性 よら 見ても こじ 萬 物】 體觀を 建設す る ことが 抽 巧る。 氣 質の 性よ 
ろ 兌れば 凡人る とよ 6 聖人と 同じから ざれ どる、 修養に よ クて氣 質を 變 化して 聖人た 
る ことを 得と 說 く。 而 して 其の 修養 法は 前述の 如く 居 敬 •窮理 の 二 綱に よるので ある。 

玉す —— 王子は 陸象扣 の、 5 卽理說 の 上に 彼の 學說を 建設して 居る。 象 山は 我が、 5 卽 
も實 巧で あると 說 いたが、 モ陽 明は 更に 進んで 良知 卽ら實 巧と 見る。 良知とは 、むの 虛 
靈明覺 なる 能力を 指す。 宇宙 間の 萬 物は 皆 我が 度 知の 作る 所で ある。 このな 知は 遍滿 
充塞して、 が 遠 不滅で ある。 然しを がら 吾人は 私慾に. 蔽 はれ 天理に 純なる ことが 站來ず 
して、 良知を 放つ て 求む る ことを 知らないの である。 故に 吾人は 盛 人た らんと 欲せば 
唯 この 良知を 致せば 宜 いので ある。 陽 朗の學 はかくの 如く 極めて 直截 糊 易で ある。 

ホ 

采 明哲 學 は道備 二敎— 特に 佛敎 思想を 加げ して、 孔孟の 化 想に 託して 自家の 哲學を 
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を 張し、 孔孟の 眞 意とは 頗る 其の 题が變 0 たものと なつた。 もこで 淸朝考 證學が 勃 職 
して、 孔孟の 眞 相を 闡明 せんと 試みた ので ある。 をづ經 典の 硏究 に圣 力を 注ぎ、 あ 明 
儒者の 解釋の 誤變を おさんが 爲 めに、 文字 •黃 句. の 解 釋：* -<6 始めた。 文字 章 巧の な讓 
明瞭に して 初めて 經 文の 意義 明か 化經 文の 意義 明かに して、 初めて 聖賢の 眞意 明かな 
るべ しとい ふま 張で ある。 顧炎武 、黃 祭義、 閣若穗 、胡渭 等ょり 始まつ たこの 硏究法 
は、 惠棟 •戴 震を 經て 漸く 岐路に 入る に 至つ た。 文字の 硏究は 手段で、 經 文の 解釋は 
目的で あつたのを 、遂には 手段を なて 目的と し、 文字の 研究に 沒 頭して、 本 巧の 目的 
化を 返る ことを 知らざる に 至つ た。 彼等の 努力の 結果 經 文の 字義は 頗る 萌瞭 となつ た 
が、 經 典に 見 はれた る 義理に 就て は 多く 之を 顧みざる るの、 如く、 巧 謂 「論語 讀 みの 
論語 知らず」 ともい ふべ さを 樣と なつた。 是れ 蓋考證 學の餘 鱗で ある。 

此の 劈 風を 屑し とせざる】 派が 鞠 巧に 至つ て 勃興した のは 亦當然 であらぅ。 此の】 
波は 考證を 度外視ず る譯 ではない が、. ょく 目的と ず 段との 別を 知ち、 經學の 大目 的ぶ 


義理を 措いて 外にを いこと を 知り、 極力 義理を ま 張す るるので ある。 卽も 春秋な 羊學 
疵是 である。 彼等の 主張 じょれば 孔孟 義理の 學 は、 盡子沒 後を く潭沒 して 傅 はらな か 
つた。 巧 明の 儒者の. 王 張は 孔孟 い眞意 じけ はを いもので、 唯 彼等の 主張の みが 千載 不 
傅の 眞惹を 傅へ たるのと いふので ある。 化し この 一派の いふ 所の 義理は 巧 明 儒者の ま 
張す る 所の 義理とは 雲泥の差が あるので ある。 

彼等の 說 じょれば 、孔子の 眞 意を 知るべ^ 經 典は、 四書 五 經の內 、獨 4 孔子の 自か 
ら筆 削した 春秋で なければ をらぬ。 泰 秋の 一二 傳— 左巧傳 •公 羊傳 •穀梁 傅の 內 、な 羊 傅 
でなければ ならぬ。 公 羊 傳の內 、愚る 大巧な ことは 春秋 一一 一世の 義と いふ ことで ある。 
春秋は 魯隱 公から 哀 をまで 十二な 二な 四十 二 年の ことを 記錄 して あるが、 之を I 二世に 
分 も、 隱 •桓 •莊 •閔 •億の 五代は 據亂の 世で ある。 文 •宣 •成. 襄の四 代は 升 平み おで あ 
る。 昭 •を •哀の S 代は 太平の おで ある。 據亂は 卽ち亂 世で ある。 升 平は 禮 記の 臟運儲 
じ 所謂 小康の 世で ある。 太平は 同じく 禮運篇 の 所謂 大同の 世で ある。 世の中は 初め 就 
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れて居 V も、 次第に 進步し C 升 率 •小康の 世と をろ、 遂に 化 子が 出現して 春秋を 壽か 
る、 化 至つ で 太を •大同の 世と なつた と說 くの が、 化の 春秋 一一 一世 說の 要領で ある。 彼 
等の 說 にょると 小康の 化には 國 家、 王義 •君主々 義 •階級 主義が 巧は る、 ので、 昔の 禹 • 
湯 •文 •武 •成 王 •周を の 治世は 夫れ である。 大同の 世に 至って 世界 •王義 •自由 ま義 •平等 
ま義 •社 會ま義 が 遣 減な く 巧 はれる と說 くので ある。 卽も 彼等に 從 へば 孔子は 太平 大 
同の 世を 理想と し •孟子る ホ 同じく 太平 大同の おを 理想と した。 苟 子が 後の 儒者は 之 
を 知らず して 唯 化 子の 升 平 •小康 說 のみを 視述 して 居る と說 く。 斯 くの 如くに して 彼 
等は、 孔子が 大義 名み を •王 張した 春秋を なて、 反つ て 民 ま々 義の經 典と 化せし めんと. 
する ので ある。 

巧 明の 哲學 は佛敎 思想の 上に 建設 せられた 樓閣 である。 仰いで 其の 輪 輿の 美を 見れ 
ば、】 として 儒 敎の經 典に 本づ かざる ものを けれども、 其の 基礎は 悉く 佛敎 思想と い 
はねぶ ならの。 若し ホ 明哲 學を 佛敎 思想に ょる 儒敎の 新解釋 とい ふこと が 出 巧るなら 


ば、 同等な 上の 確實 をな て、 鞠 近 春秋を 羊學 派の 說 は、 西洋 思想に ょる 儒 敎の新 解釋. 
とい ふこと が 出 巧 やぅ。 何故かな らば 其の 用語は 悉く 儒 敎の經 典に 本づく けれども、 
其の 根本 思想は 基督 敎的 世界 觀 や、^ ッッ •の 民約說 等で あるから である。 この 春秋 
な羊學 派に 屬 ずる 者の 雄なる を康 南海と い。 今尙 現を す。 試みに 之を 叩か ば 果して 何 
とい ふで あらぅ。 

セ 

滅滿 興漢を 標榜した 第】 次 革命は 其 巧 成る に垂ん として、 滿蒙 回藏の 漢人ょり 背 さ 
まらん 事を 恐れ、 俄に 祟 旨を 變更 して 五 族 共和を 呼號 し、 漢滿蒙 圆藏の 五 族を 現は せ 
る 五色 旗を なて、 滅滿輿 漢の旗 職と 代へ たが、 當 時に 於て は 孔子が 君を の 大義を ま 張 
する を惡 み、 或は 孔子の 祭祀を 廢 し、 或は 孔子 廟を觀 つに 至つ た。 これ 卽も 孔子の 君 
ち 論は 比 ハ 和國に 適せぬ と 思つ たからで ある。 然しながら 中華 巧國 成ろ て 幾 くもなく 思 
想 統一の 必要を 感ずる と共に、 孔子の 敎を 5 て 統一す るを 便利な" と賓 へ、 遂に 前に 
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述べた 春秋を 羊學 源の ま 張を 採用して 、孔子が 君 匿の 大義を ま 張した のは、 孔子の 小 
乘 的敎理 である。 孔子の 大乘 的敎理 は卽ら 太平 大同 ま義 であつ で。 換言 ずれば 孔子は 
典 和ま 義 であ 0 たの だと 附會 し、 新聞に 雜 誌に 繰 ク 返し 其の 主張を 叙述した ので あ 
る。 旣 じして 袁世訓 が 帝王の 業を 觀器 する や、 化 等の 諭 說はホ 新聞 雜誌 ょろ 其の 影を 
絡つ たのが、 最近 一二 一一 年來の 支那の 現が である。 

八 

之を 要ず るに {水明な 後 現代に 至る まで、 思想 巧の 覇權 を擾 つた 儒 敎哲學 の槪觀 は、 
上巧述 ぶる 通ら. である。 佛敎 哲理の 影響の 下に 發 達した 宋 明哲 學 は、 原始 儒敎と 頗る 
もの 避を 異にする こと も 大略 述べた つる i であるが、 西洋 思想の 影響を 受けた 最近の 
春秋な 羊學 波の 說も ホ、 原始 儒 敎と異 る ことは 別に 指摘す るまで も 無い と 思 ふ。 然し 
を がらた とへ 外國 思想の 影響は あつても、 矢 張ろ 支那 思想た る ことは 免れを い。 何處 
1>^でも人生に直接の影響あらんことを要求して、 決して所謂論理的遊戲に墮つる？と 


が 無い ので ある。 

近代 哲學 あに 巧り ては、 儒敎が 思想界の 覇權 を搔ク たけれ ども、 前に もい ふ 通 A、 
一度 國 民の 間に 勃興した 思想は、 決して 消滅ず る 答は をい ので ある。 卽も 儒敎の 外、 
道敎は 信仰と しすま 郝國 民を 體を 支配して 居る。 孔孟の 儒敎は 信仰の 基礎の 上に 立つ 
たが、 近代 お 寧は 哲學の 上に 思想を 組織した ので、】 般 人民の 信仰は 道 敎が么 を 支配 
する 化 至つ たので あらぅ。 無論 佛敎 •回數 •耶蘇 等のを お敎が あるが， 回數 •基 瞥敎の 
信者を 除いては、 佛敎徙 といへ ども、 を 妓道敎 の 信仰を 取つ て 居る。 勿論 儒 敎は讀 書 
人間に 持て 囉さ むる 外、 一般人の 日常生活 にも 風俗 習慣と なつて 巧 はれて 居る 事も歡 
くは をい が、 道敎の 信仰は 支那 人のを 部を 支配して 居る ので ある •又 墨 家の-王 張は 支 
郝 人の 日常生活の 內 に、 ぉ鄉 人の 機關 たる 會館 、同業組合 たるな 巧、 其 他の 社會 事業 
となぅて、 現に 巧 はれて 居る ので ある。 

化 
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予 は上來 支那 哲學 あを 上古、 中古、 おおの S お 期は 分つ て、 を 時代の 重要なる 思想 
に 就て 夫々 要旨を 叙述した が、 眼識 ある 讀 者は 已に 古今に 通じ、 化ての 學 派に 通じ 
で、 一貫した る 傾向 あるを 發 見した であらぅ。 卽 ち】 言な て 之を 蔽 へば 、ま 那哲學 は 
常に 實際 生活 > •密接の 關係 ある も 0 たる ことで ある。 人生に 直 挨の關 係を さるのは、 
なる におらぬ とせら る、 ことで ある。 これ 卽 ち】 方に 於て は 支那 哲學が 實踐哲 學の方 
面に 於いて 不磨の 傾 値 ある 所がで あ々、 又 一方に 於いては 支那に 純粹 なる 科 學の發 達 
が遲 々た々 しがな である。 


先秦思 恕槪觀 

時の ホ 今を 論ぜず、 處の萊 西を 論ぜず、 大凡 化の 世の中に 光彩陸離たる 思想が 出る 
ことがあ 6 貧す。 化 光彩陸離たる 思想は 決して 一朝】 夕に 出た ものでは ない、 义斯の 
如 さ 思想は 必ず 時代精神 其 ものの 背景の 上に 活躍して 居る ものであると 云 ふことは、 
恐らく 何人も 疑 ふ 人は なから ぅと 思 ふので あ A 建す。 もこで 支那の 思想 あの 中で、 殊 
にを 種の 思想が 併び 起 もました 所の 先秦の 思想界の 如 含 も ホ 化 例に 漏れを いもので あ 
をます、 もこで 其 飄化就 さ 違して 今日は 御 話を して 見たい と 思 ふので あらます、 施秦 
の 思想界， に 於け るを なる 思想と 云 ふ ものは どんなる のかと 申し 違す と、 を 記の 太史公 
の 自序の やには 六つの 學 派を 擧げて 居ち まず、 をれ は 陰陽 家、 儒家、 墨 家、 名家、 法 
家、 道 德と是 ホで あろます、 尙义漢 嘗藝文 志に 依ります、 と、 太 あ 公 自序ょり 一曆 詳し 
< 、凡て 十四 鸦擧つ V 居ら 皆ず、 是は 後の 鶏 論の 便宜上】 寸 面倒で ござい すが 書 皆 
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すと、 卽も 儒、 道、 陰陽、 法、 ぶ、 墨、 縱 横、 雜 、農、 「小說 、詩 賦」 兵、 數 術、 方 お 
の 十四で あらまず。 是か詰 6 先秦に 現れた 思想の 查部 であると 巧して 宣 からぅ かと 思 
ひずす、 藝文 志に 依ち ますと、 化 十四の 學 派と いふぶ のは もれ-^ \ 本づく 所が あると 
を ふこと を 述べて あらを すが、 もれに ょろう ずと、 儒家は 蓋し 司 徙の官 から 出た、 司 
徒と いふ 者は 敎脊を 掌る 者で あらう す 道家は 蓋しを 官 から 出た もので あらぅ、 陰陽 家 
は曆を 司ろ 違す がの 義 和の 官 から 出た、 法 家は 理官 から 出で、 么 家は 禮官 から 出た もの 
であら ますと 云 ふ 輸に其 外のを 學派 一々 其 本づく 所を 述べて ござい 皆す。 其 議論は 私 
並 ハの 葛 じ 依る と 必ずしも 操る ことが 出 巧ない 所で、 大分 議論が あらぅ と 思 ふので あら 
うすが、 孰れ 此 十四の 學 派が もれ^^^ 本づく 所が ある ことは 勿論で あろ 3 す、 然し 今 
日は 十四の 學 派の 淵源ず る 所を 論ずる とい ふ逵 がご ざい 貧せ の。 今日 御 話す るのは 化 
十 巧の 學 派が 活躍し 今した 當 時の 社會的 背景と 此 等の 學 派との 關 係を 述べて、 こ、 は 
褐げ ました 先秦 思想け 槪觀を 論じ c 見やぅ とな ふので あら 寺す。 無論 槪觀で ございな 


して、 I 々詳しく 中し ますを らば 到底 一時間 や 二 時間の 話では 盡 さる ことでは ござい 
令せ ぬ、 極く 要領を 申 上げて 見やぅ と 思 ふ 次第で あろます。 十四の 學 派の 中で 化處に 
括弧を 付けて 置きました 「小說 、詩 賦」 と 云 ふやぅな ものは、 是は巧 謂 今の 小說 とは 
少し 違； S まずが、 兎も角 思想の 方から 云へ ば 大した 關係 はない ので あろます、 查然な 
いことは あろ 違せ のが、 先づ 大した 關 係は 無い ので、 此處で 問題と しては あとの 十二 
學 派を まとして ホ 上げて 見たい と 思； 5 ます。 後の 學 者の 內に 或は 九 流と 申しまして 化 
の 儒、 道、 陰陽、 法、 名、 墨、，. 縱橫 、雜 、農を 數 へる やぅな 人 も あろます が、 今日は 
なに 擧げ ました 是 等の 學 娘が 起ろう したのは、 もれ f 共通の 社會的 原因が あると い 
ふこと を 申 上げて 見たい と 思 ふので あ 6 ます。 

巧に 化 秦と云 ふのは いふ 迄る 無く 秦の始 皇帝な 前で まとし で 春秋® 闕 時化の ことで 
あら 脅ず、 春秋 戟巧 時化と 云 ふのは どぅ 云 ふ 時代で あつたか 先づ 共の 時代を 申 上げな 
ければ な 6 ませの が、 周の 文 玉、 巧 王が 天下を 統一し 寺して から 数 代の 間は 能く 王髓 
が' 秦 おお 槪觀  こ托 
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が 行 はれて 居ち うした、 幽 王に 至つ V 暴虐 無道で あつて、 さぅ して 褒® とい ふ婦 火に 
溺れました、 さ^して 遂に 西の 犬戎 から 殺されて し聋 a ました、 其の 子の 平 王と 云 ふ 
人が 東遷して 洛 陽に 都ず る ことにな ろろ し 巧、 其の後 周りち 室の 權力 •か 衰微し で號な 
天下 じ 巧 はれず 王室は 有れ ども 無 さが 如き 狀 態で あつたの であろ 脅す、 ム 、こで 齊の桓 
を、 晋の 文な、 秦の穆 を、 楚 莊 王、 たび 越 王句踐 の五覇 がを に 興ろ まして、 さぅ して 
諸侯の 會盟を まどろ、 漸次 强大 の國が 弱小の 國を 合せう して、 さぅ して これう で澤山 
の 諸侯が あつたの が 段々 減つ て參ら をして、 春秋の 時代 じは 列國の おなる 者は 周、 
魯 、衞 、晋 、鄭 、吳 、燕、 齊 、宋 、秦 、楚 、越の 十二 諸侯と なら 3 した、 養れ から 尙 
ほ 下つ て戰國 時代に 至て は秦 、楚 、燕、 齊 、趙 、韓 、魏 のと 雄を じ 强を爭 ふと 云 ふや 
ぅな 有樣 になつ V 居らう した、 其 春秋 戰國の 間に 兹に 擧げ 皆す やぅな 學 派が、 相 前後 
し V 世に出 V 參 つたので あらまず。 其學 派の 出ました まなる •原因は、 王と して 周 室の 衰 
，敎 した ことで ありうした、 巧 室の 權 力が 盛で あつた 當 時は 造 苔の 刑、 亂 民の 刑と 云 ふ 


やうを 刑罰が 巧 はれて 居つ た、 卽 ♦ゎ當 時の 典據 である 巧の 思想の 外に、 事新しく 異様 
の 意見を 述べる 者を 罰し、 若く は 人民を 惑は し 治まを 害ず るるのを 罰ず ると いふ やう 
な 刑罰が、 W 室の 權 力が 盛んで ある 當 時は 行 はれて 居ろ ましたが、 夫 等の もの も 周 室 
の 衰微す ると 共に 悉皆 行 はれな くを ろました 、もこで 勝手に 自 みの 意見を 述べる 人 も 
出て 巧た ので あるます。 さう して 諸侯が 互に 强 を爭； 5 ますから、 盛ん 化 人材を 登庸し 
やうと 試み した、 其の 結果は を 地 化 人材の 輩出を 促して 來 たので あ々 ます、 かくて 
當 時の 列强は 自國の 富强を 謀ら 他國を 侵略 せんこと 試みまして、 始終 戰爭 が絕ぇ 建せ 
ぬので、 人民は 申ず まで もな く 非常な 困難に 蹈 つたので あらます、 昔は 租稅の 方から 
串し ましても、 農作物 化對 しで 十分の】 だけの 租稅を おつて 居た ので あろ 建す が、 政 
鸯の 膨脹 或は 丘 ハを 動かす ことが 度々 あろます 爲に 、夫れ だけでは 迎も 經豐が をら を 
い、. 隨 つて 租稅も 段々 と增 如して 參 らました、 論語を どを 見まして る 化 子の時 代に 魯 
の國 では もはや 十分の】 でな くして、 十分の 二を 取つ て 居つ たと 云 ふこと であ々 3 
先秦 思想 槪親  ミ ー 
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す、’ (論語 顏 淵篇參 照イ是 はいふ 迄 も 無く 魯國 のみでは 無い ので わろ 3 す、 且つ かの 
二の 外 色を の 雜稅が 段* に附 加つ て參 つたので あちまず から、 人民は 誠に 生活に 因つ 
たので あらま ス斯 0 如き 時代 K 於 さま」 で羣を る 人は 化の 人民 《馨 に對 して 
之を 救濟 しやぅ と考 へる ので あク うす、 义有爲 の 志を 抱く 者は、 此 時代に 隙して 自分 
の 手腕を 揮は ぅとい ふやぅな ことを 葛へ るので あろうして、 卽も當 時の 巧 想 巧に がて 
孚度 二樣の 思想が 起つ て參 つたので あろます、 一は 天下の 喪亂に 乗じて 大に 自分の 
手 臓を 揮は ぅ、 大に 抱負を 巧は ぅと 哀 ふやぅな 英雄 芦み 傑の 人で あろました、 义 一は 天 
下の 喪亂を 哀しみ 生 民 塗炭の 菩 しみを 救は ぅと 云 ふ 葛を 起ず 者で あら 或ず、 此 時代の 
喪 亂に乘 じ 風雲に M 會し V-K に爲ず をら A とす 又は、 なは を 積極的 0 傾向を 帶び 
た 人と 名付けて 置 した、 之に 反して 化 時代の 難 苦を 救濟 しやぅ と 云 ふやぅな 人を 
策ょ 名が けで 消極的と 致して 置いた ので あろます。 春秋の 十二 諸侯 若く は戰國 のと 雄 
などは ど ラ S ふ 事を 考へ たかと 云 ふと、 詰ら 皇 0 富 强を圖 ミ、 國力 《發展 を 期し 


他网 との 絲爭に 勝を 制し、 他 闕を藤 倒す ると 云 ふこと が 重大なる 問題で あつたの であ 
ら 3 ず、 下が-唯今 お 巧のを 闕が 富國强 兵を 圖 つて 居る やうな 工合で あろました、 春秋 
戰闕の 諸侯 達は T 度 今の 歐羅 むじ 列 强對畴 して 居る 形勢と 似た やうな 關係 であ 6 うし' 
た。 今の 言葉で 申しまず をら ば、 其 時代は 所謂 軍國 主義と か 若く は 帝闕 丰：義 と 云 ふや 
うな ものが 巧 はれて 居つ たと 言つ て宜 からう と 思 ふので あらます、 卽も 彼等の 眼中に 
は唯闕 力の 發展と 云 ふこと ばからで あろます、 或はを 闕對 立して 居ち ますから して、 

お 互に 外交 政策を 巧ね て 勢力の 平均を 圖る 、所謂 バランス •オフ •パ ヮァ とい ふことは > 
春秋 戰國 時代に 於ても 最も 大 なる 問題の】 であ 6 ます。 もこで 彼等が やつた 事を 巧が 
と 外を •この 一一つ じ 別け る ことが 出 巧ます、 さて 內 治の 方では 富 國强丘 ハを 圖 ると 同時 じ‘ 
自國の 統治が 旨く 巧 はれねば をらぬ、 卽 ら富國 、强 兵、 統治と 化 云つ の 事に 分かれ や 
うかと 思 ふので あら 寺ず。 先づ 第】 じ國を 富ず と 云 ふ 方から 申しまず と、 當時じ 現い 
ました 學 派の 化 想を 考 へて 見まず と T 度 二種 類に 分れ y 居々 ます、 專ら農 本ホ義 を說： 
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いた 一派と、 をれ から 殖產 興業を 盛んなら しめ やうと 云 ふこと を考 へた】 波と、 斯う 
一一 派に なつて 居ろ ます。 今の 樣な 時代なら ば 農 本ま義 のか じ 商工業を なて 國の 本と ず 
ると いふ 様を 色々 な 方法 も ございませ うが、 を 代に 於て、 且つ 转に 支那の やうな 闕± 
の廣い 所、 農產 物の 豊富な 所で 農本主義 とお ふ ものは 國を 富まず ことじ 於 さまして 最^ 
も 目的に 適つ たもので あらう と 思 ふので あろます。 をれ を 特に 主張した のは 魏 のを 徑 
秦八 商觀此 二人で あつて、 李 狸と 云 ふ 人は 霉ら 地力を 盡 すの 敎 .とい ふ ものを なて まし 
た、 ± 地の 力を 盡 す、 卽も 成べ く 適當な 方法を 用む て、 成べ く 適當に ± 地からの を產 
物が 澤山 出る やう じず ると 云 ふやうな 方法を や々 ましたの が 李 徑と云 ふ 人で あち 建 
す。 をれ から 時代が 少し 後に なら 寺す けれども、 商 轉と云 ふ 人は 專ら 農業 政策を 用む 
して、 さう して 所有る 方法を がて 農民を 保護 獎勵し 農 產顿の 豊富に なると 云 ふこと 
を 試みた ので あらまず。 商 子の 農戰 、靈 令二篇 には 其を 張が 委しく 述べて あ 6 咬す、 
彼等は 專ら 農本主義 のみを 執々 した か、 管 子 卽ち法 家の 祖 であろ ます 管 子は 農業を 


獎勵 ずると 同時に 又 j おに 於て 殖產 興業を 非常に 獎勵 しろした。 或は 山から 金 簡を採 
掘し 或は 海の 潮を 採つ y 之を 煮る と 一で ふやぅる ことる 致しました、 殊に 牧畜を 昭勵し 
山林の 經營を も 努め 3 して、 其方 面に 於て 非常な 巧勞の 有る 人で あろまず。 管 仲が 居 
らました のは 御 承知の 通ら 齊の 國卽 今の 山 東 省の 地で あろます からして、 彼等は 鑛產 
卽も 川から 巧 令す 所の 鑛 物は 非常に 當 富な 所で あらまず、 义周圍 は 海で 繞 つて 居ら 資 
すから して 鹽を 採る と 云 ふこと る餘程 都合が 好い ので あち 脅した。 率 煙の 說は 學說と 
して 傅 へられて 居々 うして 相當じ 效果が あつた やぅであろう すが、 商 轉の如 さは 大 化 
農 本を 義を實 行して なて 自 みの 仕へ て 居つ た 秦國の 富 瞒を圖 ，り、 遂に 後世に なつて 天 
下 統一の 素地を 作つ たので あ も 今す。 管 仲は 農 本ま義 と殖產 興業と も 併せ 用む 聋 して 
齊の 富强を 助け 遂に 自分の 輔 けて 居つ た桓 公を して 諸侯に 覇 たらし 化て 五 霸の隨 一と 
致ず ことか 出來 たので あろます、 化 人達は 其 意味から 言つ て餘お 目的に 適つ た 政策を 
巧つ たので あら す。 
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，でれ から 强 兵の 方法と 致し 達して は、 色み な 人が 化 丘 ハ攀の 硏究を やろ ました。 始終 
戟爭が あらます 爲 に、 兵學 の硏究 とい ふこと が 非常を 勢を 料て 勃興 致し 違して、 巧 謂 
兵家 者 流が 起ら ましたが、 中に を 孫子と か吳モ とかは 其 傑出した 人で、 孫歷 、范® な 
ども 裳馨 をした ので あるが、 殊に 孫子の 兵法の 如 含は 現今で ずら も 最も 進歩した お 術 
と 殆ど】 致す る 巧が 多い と 云 ふ 化で、 餘程 のな 源な 兵法の 本を 遺して 居ろ ます、 漢お 
はょ ると 丘 ハ 家は 之を 兵權 謀、 おお 勢、 陰陽、 丘 ハ 技巧の 四 種 じかつて あろうして、 钱時 
非常に 發 達して 居た ことを 暗示して 居 皆す、 而 して もれは 卽 も各闕 がを に爭 つた 結 巧 
必 嬰に 迫られて 助て 來 た】 の學 派で あらます、 巧 謂 兵家が 兵法を 硏究 したは か 6 でな 
く、 農本主義を ま 張した 商 鉄の 如き も 其 法は 就て は 餘释の 硏究を 致しまして 兵法の 著 
述を 遺し V 居ら 等す。 墨 子の 如きは 此戰爭 には 非常な 反對 で、 非戦論者 であり 平和 論 
者で あるに 拘 はらず、 矢 張 兵學の 必要を 藏じ 咬して、 兵法に 關 してな 派な 著述が グざ 
いまず、 彼は 蓋し 時勢に 迫られて、 武裝的 平和の 必要を 考 へで、 さぅ して 兵法に 就て 


巧當じ 自分が 硏究 しな 上で ホが 論を ま 張した ので あらます。 楚の王 樣が將 じ 宋の闕 を 
なめ やぅと しの 時化、 黑 子は 宋 とは 幾分の 關 係は あろろ すが、 自 か化關 係が あると 云 
ム理 おでな しに、 自分の お 和 論と を ふを 義の 上から 大じ 之を 憂へ まして、 非常な 長距 
離の 所を 祖 がけて 楚の 國に參 ろ、 さぅ して 楚 王の 前に 大化 平和主義を 論じ ミした、 遂 
に假設 的に 戰 寧の 眞 似を 致しまして、 楚の 王様が 將に 攻め やぅと したな 輸般 とい ふ 入 
の 難 明した 攻 道具と 自分の 防禦 術と を戰 はせ まして、 遂に 完 をに 防禦 I 得た 所から 楚 
の王樣 が戰爭 をず る ことを 思化聋 らしめ た ことがあ ろます、 さぅ 云 ふやぅな 譯 で、 平 
か 論者で すらる 兵法に 就て は大 に硏究 するとい ふやぅな 有樣 で、 をを 强ふ すると 云 ふ 
ことに 就て は餘 释を國 おに 研究を 致した ので あろます、 卽ら化 十四の 學 派の 中に 兵家 
の 起つ たのは さぅ いふ やぅを 原因に ょると 思 ふので あらう す。 

次に 闕家 統治の-方で あら 皆す が、 國を 統治ず る 上からは 巧す まで もを く 第一に 必要 
な ことは お 權の擴 大卽ち 君 ま權の 鶴ぶ と 云 ふこと であろう すが、 次に 必要な ことは キ 
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チンと を まつた 法と いふ ものが 其處に 設けら る ことで あろ 讀 す、 をれ と 君 まが 臣民を 
統御ず る 所の 術で あち 寺ず、. 今】 つは 官吏を して 服務 規定を 嚴 守せ しむる ことで あろ 
うす、 な 上 四つの 事柄が まとして 硏究 された ので あろます、 其 中で 法の 事を 特に 硏究 
しう し 巧のは 商歡 であら ますが、 臣民を 統御す る 所の 術 及び 官吏の 服務 规 をと いふ 方 
面に 就て 特に 面白い 奶究 をした のが 申 不善と 云 ふ 人で あろ 3 した、. 何れも 是は法 家に 
屬 する 人達で あろ 身す が、 夫 等の 人々 の 硏究を 最後に 纏め V 自分の 一家の 言を 爲 した 
のが 法 家の 大成 者た る 所の 韓非 であろ まず、 斯ぅい ふ 法 家な どと 云 ふ 人は 矢 張 時勢の 
必要に 迫られて 出て 來 たもので あろまず。 

一 をれ から 外を 間 題の 方に 就て 申しますならば、 是は 十二 諸侯 若く はと 雄が 互に 對立 
し V 居つ た 時 ばかろ でな く、 昔から かを とい ふこと に 就て は、 支那は 於て は隨 分硏究 
.され \」 居らます。 中國は 文明は 踞 達して 居ろ*^ ずが、 同時に 非常に 文弱に 流れで 居ろ 
うす、 隨 つて 古代に をろ ては 阳 又は 化の 方から 夷狄が 盛んに 巧め で 参ろ 3 した、 をれ 


は 周 時代、 或は もつ と 前から さぅ いふ 傾向が あらまして、 中 國の义 物 か 離ん 化な つて，， 
菊くなる と 直に 後から 蕃族が なめて 滚て 荒らす と 云 ふ有樣 でありました ので、 化 蕃族 
に對 する 外交が 色み な 事で 硏究 されて 居ろう す。 义中國 に 於ても 諸侯が を 地に 割據し 
で 居りました ので 諸侯 同志の 外交 も必婪 であ-^ うす、 と乏 ふやぅな 次第で 外交問題 じ 
就て は隨み 色々 と硏究 されて 居々 ますが、 殊に 春秋 戰國の 際に 於& まして 化 外を の發 
達と いふ ことは 驚く ベ さるの が あつたの であろ をず、 4、 れ は】々 例を なつて 申 上げる 
ことは 止めて 置きまず が、 例へ ば 論語を どに も 其 事は 見ぇて 居 6 ます、 論語の 憲問篇 
の 中に 孔子の 言つ た 言葉に 「爲 各 轉誰葦 _ ，創 之 一世 叔討 _~論 之 T 行人 子の 修„ 飾么责 里子 
產潤 二色 之 一」 と あろます、 鄭の國 は 强大國 の 間に かを して 居つ たもので あろまず から、 
殊 k 外交 術が 發 達して 居つ たので、 斯の 如く 外 巧 文書を 作る とさな どは 色々 な 人が 硏 
究 して 作つ たと 云ふ爲 に、 鄭の國 家を 安泰なら しめたと 云 ふこと で、 孔子の 如 さも 之 
を 大層 椎獎 され 居ろ まず。 其當 時の 外交のを 様は 例 へげ 左 傅、 戰闕 策な どじは 非が じ 
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詳しく 嚴 つて 居々 寧ので、 若し 之を 外交的 手腕 又は 外を 的 見識の ぉる 方が 左璧戰 
國 策の 如きろ？ 響に なれば 義雲 S なる 所が をら は 忘 かと 思 ふ 次第で あり 
違す。 を 送 問題は 列 國の囊 が 激しくな るに 從 つて 益々 硏究が 盛んにな 喜し で、 
戰國 時代に 入ら しては 所謂 合從 連衡と 云 ふ】 一大 傾向が 出て 參ち ました。 合 從と云 ふ 
のはを 那の 中國を 南から 化 《列んで 居る 諸侯の 同盟で あら 今す、 連衡と 云 ふのは 東と 
西との 諸侯の 同盟で あら 3 すが、 是は 审す讀 でもな く其當 時に 於で 秦の闕 が 段々 强く 
なろ まし 《から」 V、 に當 らぅと 云 ふ 必要 上、 他 奚國の 同盟が 卽 も合從 であ 
ろうす、 而 して 秦國を 宗主と して 他の 國が 之を 尊ぶ と 云 ふの が 連衡で あちます、 申ず 
まで もを く當 時の 馨に 於て 勢力 平 巧の 方法で あら季 、合 從を說 いたり か 有名な 蘇 
秦 であろ 3 す、 蘇 秦と云 ふ 人は 鬼を 子と 云 ふ 人に 學び して 大に辯 論 術を 硏究 しまし 
た、 張 儀は 連衡の 方を を 張した ので あろ 3 す、 蘇秦張 儀の 風を をけ て 後で 出た 從横家 
とい ふ 者 ホ か 擧に遵 あらざる おで あろます を國對 立の 間に 必要に 迫られて さぅ いふ 令 


うを 辯 論 術の 硏究 とい ふ ものが 段み 起つ て參 らました、 而 して 其 辯 論 術の 硏究 が繼て 
名家を 流の， 勃興を 化して 居ち まず。 名家 者 流と 云 ふ ものは 物の 名前と いふ ものの 硏究 
或は 物の 名前と 實 物との】 致す るかし をい かと 云 ふやうな 問題、 或は 自分の 槪念其 も 
のの 分析、 或は 吾が 物を 知覺 ずる、 知覺に 付ての 硏究 とい ふやうな、 今の 言葉で 云へ 
ば 純然たる 論理 學の範 圍に屬 ずるる のが ある やうで あら 皆ず が、 例へ ばを 孫 龍の 白馬 
非 馬 論は 白馬と いふ 槪 念と、 馬と いふ 槪 念との 相違を 根據 としで 白馬は 馬に あらず と 
い つたので、 論理學止の外延-^.內包との關係を說いねものであら、 堅白論は知覺の分 
析を 試みた もので ありまず、 併し 是は 矢張當 時のを 國對 立の 關 係から 合 從述衡 の 論が 
起ら 贫 して 辯 論の 硏究 をな した 巧から 促されで 巧の  一 0 學派 であろ 咬す。 夕家其 もの 
は 直接は 化國家 統治の 問題 或は 外夕 問題な どには 觸れ てむ せの けれども、 ちれから 
促されて 出た 一の 學派 であろ す。 さう 云 ふやうな 關 係で 今迄 申 上げ 皆した 法 家、 兵 
家、 縱橫 家、 名家、 斯 5 いふ 學 派は 何れる 積極的に 國 家の 騷亂に 際して、 風雲に 際 會 
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して 大に自 みの 抱負を 展べ やぅと 云 ふやぅ を 方面を まとした 學派 であな ろす。 

をれ から 次に 移ろまして 此騷亂 に 於 さまして 大に人 巧が 菩 しんで 居る、 化 苦しみを 
どぅかして 救 ひたいと 云 ふこと を考 へた 中には、 何處 まで も此 苦を 救； 3 たいと 養へ 終 
身 其 爲じ盡 さぅ と 云 ふ 一派の 思想が あると 同時に 自 みの 微力では 到底 此騷亂 を 救 ふの 
力が 無い、 寧ろ 退いて 獨ろ 己れ を 善くし やぅと 云 ふやぅな】 派の 思想が 起つ たので あ 
ろます、 卽 も何處 咬で も 此騷亂 を 救は ぅと 云 ふのを 積極的と いふなら ば、 到底 救 ふこ 
とが 出來 ないから 擧ろ獨 ろ 己を 善くし やぅと 一方 ふのは 消極的と いふ ことが 出來 やぅ か 
と 弦 ふので あら 違す。 もこで 何處 皆で も 救は ぅと 云 ふ 積極的の 學 派は 思想 上から と 政 
治 上から と兩 方から 說 くこと が 的 巧る と 思 ふので あろまず、 先づ 順序と して 政治 上の 
ホから 申します をら ば、 な 治 上の 方から 當 時の 時代を 救は ぅと 云 ふ 事に 就て は 君を 權 
を 曾 重す る こと、 王道を 實 現ずる こと、 社會 政策を 皴吹 ずる こと、 此の S に々 つ こと 
が 街 巧る と 弦 ふので あらう す。 君 權の霉 重を ま 張した ものの 中で、 特に 著しい のは 化 


子の 大義 名か說 であ も-咬ず、 孔子の 考に 依る と 時の 騷亂 の甚 しいのは、 王室の 權 力が 
衰 へて しまつて、 諸侯が 跋層 ずる 爲 である、 君 ま 權の實 重が 完垂に 巧 はれ、 昔の 周 公 
の 定めた 禮が完 をに 巧 はれて、 諸侯が を々 其のみ を 守つ て 巧くならば、 天下は 泰平で 
あると 云 ふ 葛で あろ 咬して、 其爲 じは 春秋を 著し】 統を大 にず ると 云 ふ 卽も君 おの 霄 
嚴を 益々 大 ならしむ ると を ふこと を 特に 力說 された ので あら ず。 審秋 時代には まだ 
孔子が さ、 •っい ふこと を說 いて 居られ 皆ず が、 盡 子の時 化に 至つ ては 王室の 硬嚴は 溢々 
衰へ うして 王室は 殆ど をれ ど 杯 無き が 如き 狀 態は なつた 爲 に、 孟子は 其方 面は 餘ら强 
く說 いて 居ろ 脅せの、 併し 孔モ の說き 背した 大義名分 說は 後に 馈 子に 至つ て 强く說 か 
れて 居ち ます、 化 織 じ 於き ましては、 法 家 者 流の 君 權擴大 と 儒家の 說く 巧の 君 權霄重 
と 動機は 違； 5 うすけれ ども 其 結果に 於て は 同じく】 致して 居る 次第で あ A3 す。 

をれから次じ王道の實現と哀ふことはどぅ云ふことかとおし^^ずと、 是は孔モや盖 
子の 極力 ま 張した 所で あろ して、 特に 孟子の 議論には 其方 面は 非常に 精細に 說 かれ 
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V 居ろ まず、 盖子 お篇の 中の S 箇所に 其 意見が 述べて あらまず が、 要ず るに 化 人民の 
衣食住の 困難を 無い やう 化して 民力を 休養して、 さう して 仁義 道德の 敎が完 姿に 人民 
の 間 じ 普及し まして 萬 人を々 其 所を 得て 巧く と 云 ふやう を 遣 A 方で あろ ずず、 梁惠ま 
章句 上に 見を て 居ろ 違す 所を どは もれを 述べた もので あろます、 少し 長う ございまず 
が一 寸讀 みまず と不 ，違-農 時臺不 レ？ 勝 食-化。 穀物 餅 作の 時に 農民を 使役せ ぬ やう 
化する 數醫不 ，入， 一巧 池 _ 魚籍不 ，巧 二 勝 食-化。 細 網で 何も彼も 獲ら 盡す やうな ことを し 
ないやう化ずる。 斧斤が，時入_-山林^ 材木不^5\勝用1也。卽も山がなども春夏の樹木  ‘ 
縣 育の 盛なる 時に 材木を 伐る やうな ことを せの。 かくて 穀與二 魚 儀- 不レ巧 二 勝 食^ 材木 
不 ，可 勝 用^ 是使 U 民 養， 生 喪， 死 無- 憾 化。 養 達喪完 無- 憾 。王道 么始 化。 生活 上の 困 
難が 無く、 をを 養 ひ 死を 喪して 减 ならしむ るのは 卽ら 王道の 始 である。 五献 之を、 樹^ 
之な^桑。 五十を可，~があ|.清矣。 鷄豚狗錠之畜。 無^失--其時？よ十者可=な養*肉矣。 百 
献之 旧。 勿 Jtu 其 時 T 數口之 家。 巧- 1 が 無 t 飢矣 。かくて 生活 上の 不 をが 除かれ、 萬 民 


替其 所を 得、 之に 加 ふるに 敎育 をな てして 人々 をして 孝 傑の 何物た るを 饰 らしい，^ 
ば、 壬たら ざる 者は ホ だ 之れ あらず と說 いて •こざい 寺ず。 粗稅を 取る のじ. る 必ず 十分 
の 一を 取つ て、 其 外の 雜稅は 取らない と 云 ふやぅな ことを 述ぺ y ござい う すが、 租祗 
は 十分の】 が 一巧 適當 であると 云 ふので、 をれ ょりな 上を 取る 者が あつたならば、 是 
は 恰も 自 々隣家の 鷄が 庭先に 入つ て 巧た 如ら 是は 結構で あると 云 ふので 盜 いやぅな も 
のじ 似て おる (滕 父を 下篇參 照) 义 十の】 でも 餘ら 多過ぎる から 二 十分の一の 粗稅 をな 
らぅと 云 ふやぅ を 者は 是 はぃ 骆 小難 卽も 夷狄の 道で あると 云 ふやぅな ことを 述べて、 
(吿子 下篇參 照) 孟子は 夫 等の 方面に 付て 詳しく 彼の 見る 所を 述べて 居ろ ます、 申す ま 
でもな く 半道 實 現の 時代には 娜 寡孤獨 とい ふやぅな 窮民に 對 しでは 相當の 方法を 用む 
て 之を 養 ふので 所謂 祉會 政策の やぅを ものる 無論 行 はれねば をら のので あろ 3 す。 な 
上は 孟子の 述べた 王道の 大要で あろます、 然し 其具體 的の 巧 法論 化 まろ 達する と、 非 
常 じ 話が 襄く ならまず し、 孟子 ばか々 が 言つ たので る あろ 違せ ぬし、 後の 荀モな ^ る 
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孟子よりも 一層 詳しく述べて 居ろう ずから、 •^れ に 就て】 み 申しまず と餘く 長く をみ 
咬ず. からして をれ 皆 省いて 置き- 3 ずが、 さぅ いぅ やぅな 王道の 實 魂. •旨がへ い 林 ー レ 
を 民に 施く と 云 ふとで、 社會 の救濟 をし やぅと 云ふ焉 であら 3 す。 然るに 特に 祂會政 
策と いふ ことを 標榜し y 自分の 學說 をを てた のは 農家 者 流 及び 墨モ であ A 建ず、 化 農 
家 者 流は 有 T 爲二神 農 者 之 言 一 者 許巧よ とを ふと か 孟子 じ も 見ぇて 居 A まず、 彼の 說 によ 
ると 君主と 臣民と 肩を 比べ 共に 耕して 天下を 治める、 市で 賣る 所の 物は 値段は 必ず】 
をし V 霞く やぅに ずる、 例へは おも 綿 ホ も 長さが 同じければ 値段は 同じ じする。 麻で 
おへた 物 も 或は 木綿で おへた 物 も 同じ 重さ をれば 赖 段は 同樣に する、 五穀は 米で もを 
でも 粟で み 豆で も獅 目が 同じければ 同じ 値段は して 置く、 もれから 挪 などは 大 さが 同 
じければ 非常に 精巧に 出 來た物 も 或は 粗つ 爆く 編んだ 物で 同じ 大 さの 物は 同じ 値段は 
ずると 云 ふやぅな ことを 此許 行な どは 說 くので あろ 違す (滕 文な 上篇參 照) 社會 政策 
V! よ审 しながら 無差別 平等を 說く 巧の 一種の 巧激 思想、 凡て 禁 働を なで 是 等の 物を 裕 


ると を ふこと を說 くので あろます からしで、 最る 過激なる 社會キ ー義の やぅな •王 張で b 
み 違す、 孟モは 申す 迄 も 無く 此許 行の ま 張を 駭擊 して 餘 力を 遺 こさな かつ々 ので あろ 
まず、 漢 をに 農家の 弊を 論じて 君 おを して 並び 耕さし め 上下の 序を 亂る とい ふのは、 
化の 許 巧の 輩を いつた ものと 思 はれ 脅ず。 さぅ いぅ やぅな 過激な 化 おも 時代 か 之を 喚 
起した のであろう す、 墨 子を ども 社會 政策を 說 きました けれども 許 行の やぅな 過激な 
幸： 張では あろ ませの。 

をれ かも 思想 上から 申し 違ず るなら ば、 偽を は 仁義を 說 き、 墨 子は 兼 愛卽も 平等 無 
差別に 誰も 彼を 同樣じ 愛する とい ふやぅ を ことを 說い で、 大に闕 民の 反省を 促した の 
であち す、 もれと ffl 掘ぶ ベ さは 平が 論で あちう すが、 宋輕 、墨 子な どは もいで あク 
皆ず、 •黙 寧と いふる のは 非常 じ慘檐 たる 舊 毒を 流ず ので あろず ずから して、 彼等は 戰 
霉に對 して 口を 極めてな 擊 しまして、 何處 3 でも 平和^ 維持し なければ ならぬ、 をが 
.を 維持す るに 付て は宋輕 などは 侮られても 自分は ま觀 的に 辱を 受けた と 化 a さへ しな 
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'すれば 宜 いので あると を ひ、 墨モ は戰爭 とい ふことは 巧 害を つて 一利が 瓣 いと 云 ふや 
うな ことな ど 述べまして、 大に 平和 論の 皴 吹に 從 事して 居ら 享 、此の やう 畫和論 
考非戰 論者が あつたと 云 ふとは 掌、 莊モ 、孟子、 荀子 などの 羣に 散見して 居り 
享が 上述べ たやうな SQ 思想が 併 奮 ミ、 さう して 霞 的に ど ラ かして 人民の 
屈 苔を 救は うと 云 ふので、 孔子の 如 含は 席暖 皆る に逵 あらず、 墨 子の 如きは 其 住居の 
御飯を 炊く 煙突が 黑 くなる 暇 もない 位に 天下を 周遊し S み 0 理想を 皴吹 しでので あ 
.ちまず。 

次に 消霸の 方を 中し すと、 到底 赛 《力では 時い 困苦を 救 ふだけ の 力が 無い と 

5 所から 挈 《琴は 雲 整を 義」 たので t 妻、 聖人が JS 有つ て® 

榮刑 政を 設け て天 下を 蒙ん として 居る、 而」 て 是れが 却つ て 國家靈 の 基で ある、 
聖人 巧せ ざれ 寞盜止 ず、 斗を 剖 さ衡を 折れば 畏ザ はずと 云 ふやうな 譯 で、 縛で 無 
-爲 でし で 化ず ると を ふ 方法を 執れば、 却て 天下は 巧 纔じ 平和に 治 咬る とち ふやうな こ 


とを ま 張した ので あら す、 是は當 時に 於 さまして 帝國 •王 義をま 張し 富 阔强店 ハを 圆ク 
て 居つ た 人達の す 化 入る 譯は あろを せの、 を こで 大 言は 粗 耳に 入らず と 憤慨して 見 3 
した けれどる 到底 駄目で あ 6 した、 卽も 自然主義、 が 任 主義を がて 天下を をめ やう 
と 1K ふとを 說 きました けれどる 何人も 耳を 傾く る 者が 無 かつた ので、 老子は 關を 出で 
て去-*=^、 己れ獨ろ善くしたのであろまず。 老子の如きはなほ天下の政治を論じて居る 
0であ<^ii^すけれども、其巧て者流に至Aまして查く世間と沒交涉とをみ、專ら自己獨 
善を 主張した ので あ もます、 卽 b 莊子 はまと して 無用の 用を 鼓吹し ました、 世間 的に 役 
には 立たない と 云 ことが 自分 一己に 取つ ては 役に立つ と 云 ふこと であろ まず、 莊 子が. 
或 時 魚を 釣つ て 居り 建したら ば、 楚の王 樣が莊 子の 賢なる を 聞いて 禮を 厚う し 聘を重 
うして 之を 招いて き 相に しやう とした 巧が、 莊 子が 其 使者に 巧つ て 溝^ 中に 尻尾； 5 い 
て 居る 所の 龜 と、 宗廟の 中に 鄭重に 保を せられて 居る 所の 龜と どもらが 幸福で あるか 
と 問うた ので あらまず、. 宗廟の 中の 霜は たと へ 鄭重に 取ら 扱 はれても 生命を 棄て 、短. 
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らます、 溝の 中 じ 尻尾を ひいで 居る のは、 誠に 不潔で 不幸の やうで あるが、 を かは あ 
ろます、 使者 曰く もれは 溝の やに 屍 尾を ひいて 居る 龜の 方が 幸福で あると。 もこで 莊 
子が 自 みは 卽も 溝の 中に 尻尾を ひかう と 思 ふ、 卽 らち 樣の 招聘に 應 ずる ことは 出來お 
と 云つ て斷 つたので あろます、 例へ ば 橘 や 瓜の 如き 果物は 其實が 食べられる 卽心 役に 
をてば こ， V 枝を がられた 6 蔓を 切られた ろす ので あるが 役に立 もさへ しなければ 天然 
をを うずる ことが 出來 る、 油の 如 さは 燃へ るから 人が 燃やず、 隨 つぶ 油 其 ものが 無く 
をつ てし 咬 ふ、 漆の 如きは 役に立てば こも 幹を 割かれて 痛い 思 ひを しなければ ならの 
もこで 無用の 用を 說 くので、 彼の 主張は 自家 濁 善で あちます、 楊 朱の 爲我 ま義の 如き 
もを く 自家 獨善 であらます、 例へ ば 髮の毛 一 本を 抜いて もれが 天下の 爲に なつても、 
自分は 髮の 毛を 拔 くのは ィャ である、 絕對に 自分自身を 守つ て 天下の 爲を思 ふことは 
しないと 云 ふやう を 自家 獨善 ま義を 執つ V 居ろ ます。 是 等の 人達は 天下の 爲 すべから 
ざるを 是 て實慨 した 誇め、 若く は 巧く も 性 命を 亂 世に 垂 うする と 云 ふやうな 考 から 起 


0 たもので あちます、 其 か 是の亂 世に 巧た のは 卽 神仙 家 若く は 迷信の 輩で あら^ず、’ 
巧を い 無智の 人の 間に も迷僞 は相當 k 盛んで あろます が、 割合 K 生な 競爭の 劇しい 都 
會じ 却て 迷信の 盛んな ものが ある やうに 思 3 ずが： 支那に 於ても 上代から 迷信は ご 
ざい ず けれども、 戰國の 際に 至つ ては 愈々 甚 しくな つた やうに 思 はれ 皆ず、 孔子の 
如きは 怪力 亂 神を 語らず とて、 頻 6 に 迷信を が 破 するとを 務められ 1K したが、 到底 化 
子の 獨 力で 出來る ことでは あら 令せ が、 寧ろ 戰國に まつて は大に 迷信が 盛んにな つた、 
义此 世の中に 於て 己れ の 生命は 非常に 不安 固で あると 云 ふので、 却て 神仙 不死の 術を 
學ぶ 人が 盛んに おて 來 ました、 尤も 神仙の 術を 學ぶ 人は まとして 山 東 省 あた A じ起ク 
食した、 山 東 省と 云 ふ 巧は、 海に 面して 居つ て 屢氣樓 などが 見ぇ 聋 ず、 この 廢氣樓 が 
見を 咬す ので、 海中に 蓬萊 山が 巧る と 云 ふこと を考へ V 海中の 神仙の 山に 巧きたい と 
を ふこと を考 へて たので あら せう、 是は矢 張 現世に 對 して 悲觀 した 結果、 さう いふ 
お想るのて巧たらうと戚うのであら1^^ず。 迷信の中じは陰陽家とい ふものがござい3、 
が秦 思想 槪觀  ‘  五一- 
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ず、 陰陽 家と いふ 者は 本來の 目的は 曆を 正しくず ると 云 ふこと であろ 咬して、 一年を 
十 ニケ 巧、 一巧を S 十日、 一日を 十二 刻に 分つ、 さう して 春夏秋冬を をめ、 を 夏 秋を 
は 於て 夫れ夫れ 爲 すべさ 月 令を をめ ると いふ やうな ことが 陰陽 家の 目的で あ*^ 達す 
が、 併し 陰陽に 拘泥ず る 人に ならます ると、 複雜を 種々 の 迷信が 伴つ て參 つて 居ろ ま 
もれから 又 方技數 術と 云 ふ 中に も、 マァ 方技數 術と 云へ ば 大抵 想像が 付きます が、 
を々 な 迷信が あるので あら 3 す、 例へ ば龜卜 、占篮 は 昔から あろ 令す が、 をれ から 色 
みな 迷信が 起ちまして 人相 家相の 吉凶と か 云 ふやうな ことな どが 哲 々說 かれて 居々 ま 
ず。 是 等の 迷信は 矢 張 時代精神の 不健垂 な 結果と して 現れて 巧た 思想で あろ 建ず。 化' 
處 化擧げ ました 十四 家の 中の ル說 家と か詩賦 家と を ふ ものは、 もれを 讀んで 其 やに 現 
れて 居る 人生 觀を 詳しく 硏究 しますならば、 又 時代精神と 結が け V 論ずる ことが 出 ホ 
ると 思 ひ 咬す が、 をれ は 姑く 措きまず、 其 他の 學 派は 上に 述べた とうろ 皆 をれ t 時 
代 思想に 依つ て 惹起され たもので あみます、 唯雜家 だけは 省きました が、 是は 儒、 道、， 


名、 法を どい ふを みを 思想を 混ぜた もので あみ ミす から 態と 省いて 置 さ した。 な 上 

■ 

述べた 巧を 圖 にす ぶと 次の やう 化を るかと 思； 5 ます、 
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さて 太 あなみ 自序を 見 ずと 易の 大傳に 天下は 一致は して 巧 慮、 同歸 にして 殊 塗と あ 
るが、 如何にも ホの 言で かの 陰陽、 儒、 墨、 名、 法、 道 德と云 ふやうな 學 派は、 何れ 
も 也 天 f のが まらむ ことを 努める もので あつて、 其 言 ふ 巧の 路は 違つ て 居つ て 或は 綺 
しく 或は 簡單 であると 云 人相 違は あるが、 其 目的は 皆 一致す る ものであると 云 ふ 意味 
を 述べ V 居な ます、 是は 大體に 於て 如何にも 尤もな ことで、 化の 積極 消極の】 一派を 述 
じて ち那 思想の 查體 を掩ふ 巧の 言葉と 申して 宜しい やうで あ A まず、 尹文モ 大道 下 編 
に 斯うい ふ 言葉が あろます 雖-彌 -1 縮 天地 i 籠* 絡 萬 品い 治 道 之 か、 非-。 群生 所-- 餐舉聖 
人 措而不 J 旨 化と あろ す、 卽ち 例へ ば 天地を 網羅し， 一切の 現象を を 籠して 居る やう 
な 問題で あ 0 て も、 是が 天下の 政治の 問題に 直接 關 係が 無い、 人間の 實 際を 活に 直接. 


影* の 無い ものは 聖人は 措いで 論ぜず と 斯うい ふこと を 述べて あ 6 をす が、 是 は尹义 
早な どと 云 ふやうな 名を 化屬 する 人の 言つ たこと では あろ すけれ ども、 太 ホ 公の 自 
序の 說 とも】 致し 如何にも 能く 支娜 思想界い 李- 體の 精神 或は 傾向を 言 現した 言葉で あ 
6 まず。 を こで 先秦 思想界には 種々 雜 多の ものが 雜 然と 現れて 來 たやう であ 6 咬ず け 
れ どる、 之を 纏めて 見 違す と、 强じ圖 を 書いた やうを 工合に 總て 時代精神の 背 黃の上 
は 活躍して 居る と 云 ふこと が臟氣 ながら 分る かと 思 ふので あら 達す。 便を 上漓釋 的の 
やうな 方法で 御 話を 致し 3 したが、 是は矢 張歸納 的に 研究した 結果で あろ 迂す 、僅の 
時間で 御 話す る 上には 斯うい ふ 方法で 御請した 巧が 却す 槪 念を 明かに ずる ことが 出 ホ 
ると 思； 3 ましたので、 少し 如何は しいと 思； 3 つ、 演釋 的の やうな 方法で 御 話した み 第 
であ-c^.^す、 尙修詳しく申上げ.^ずならばょほど長時間を要し達すので、 今口は大體 
の 事を 申 上げて 御 淸聽を 煩した 次第で あろ ず。 

先秦 思想 槪觀  おお 
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洪範を 論ず 

简書洪 範は黃 モが武 王じ對 して、 天意の 巧る 處 、彝 倫の 叙 つる 所を 答へ たる ものを 
ら 。贊子 曰く、 

我聞巧昔、 縣煙--洪水^ 巧--陳其五巧^ 帝乃震お、 不苗訂洪範九嚼^彝倫攸^數、 縣則 
適死、 离乃關輿、 天乃錫--禹洪範九禱^ 彝倫攸^叙、  ■ 

お 範化禱 は 天の 禹に錫 ふ 所と なせり。 帝と いひ 天と いひ、 其 語は 異れ ども、 要ず る 
は 天の み。 陳 遭は 之を 論じて 曰く、 

洪範九禱、 天が不^錫^鱗而錫^禹、 此事奇怪、 而載巧_-尙書^ 反復讀"之乃解、 所レ謂， 
我聞巧昔者、 贊モ上距--絲與。禹千年矣、 天帝之錫不^錫、 乃在昔傳間之語化、洪錠么 
文、 奇古奧博、 千年な巧、 奉爲-祕寶： な爲出^自--天帝^ 贊子吿=武王1^ 述--其巧で聞. 
か k 化 耳、 至 心 爲=龜 文 r 則 尤當- 一存 而不で 論、 東赛讀 書記を ぁ 


龜文 云々 は 之を 後 文に 譲る。 彼は 洪豁化 曝を 天帝の 錫へ る ものと いふは 奇怪に しで 
艇 すべから ざる こと、 し、 所謂 贊モが 傅 聞の 語を 述べた るに 過ぎず、 措いで 論ぜ ザし 
V 可なら とな せら。 是れ卽 も 儒者 氣 質の 論な ろ。 古は 民族の 如何に 關 せず、 神人の 關 
係は 最も 密接に して、 其の 交渉は 最も 頻繁なら しと、 後世 人の 到底 想像し 裕べ& 巧は 
あらず。 我國 •化 於いても、 上代は 勿論、 や、 降っても 其例甚 多し。 例へ ば 道 鏡が 不臣 
の 心を 抱 さし 時、 宇佐 八幡の 御 神託 あろし が 如 含、 嚴 として 正を に 記された ろ。 希腦 
.の 上代は 神人のを 涉 最も 頻繁なら しは、 何人も 之を 疑 ふ 者を かるべし。 猶太 じ 於いて 
もホ然 り。 例へ ば 舊約垄 書を 閱せ ばモ •- ゼ、 H ホバ 等が 常じ穗 々の 垂示を なせる を 見 
る。 然 らば 支那の 上代に 於いて、 天帝が 禹に洪 範を錫 ひし も 亦 怪しむ に 足らざる な A。 

天 錫の 形式に 就いては、 所謂 河圖 、洛 書の 說 あ"®'。 河圖は 易繫辭 上、 論語、 禮記禮 
.運篇 に 見ぇ、 洛 書は 易繫辭 上に 見 ゆ。 上繫に 曰く、 

河 巧^ 圖 、洛 出：. 書、 聖人 則 i 么、 

洪範を 論ず  お セ 
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上繫の 論は 專ら 易に 就いて いふ。 卽も 聖人は 河圖洛 書に 則つ で、 易を 作れら とい ふ 
をろ。 然るに 劉歇は 河圖を 易に、 溶 書を 洪範 化々 つて 說を なせ々。 漢誓 五行 志に 曰く。 
劉 歇な爲 、が 義繼 ，.天 而 王、 受_ ，河 圖： 則而畫 ，之、 八卦 是 化、 禹治 洪水 r 錫 _i 洛書 r 
法而陳 ，之、 洪範是 化、- 

上繫の 文を なて 言は^ 河圖 、洛書 おは 易に 就いて いへ る もの をれば、 洛 書を 洪範に 
繫 くるは 斷じ てなる ベから ず、 然れ どる 今 暫く 之を 措く。 書 僞孔傳 にも ホ 曰く、 
天與，禹、 洛ぉ，書、 神龜負^文而出、 列，~於巧： 有，數ま。于九^€遂因而第，之、な成>~ 
九 類：  、 

神龜 、洛 書を 負 ふは 經に其 事な し。 唯尙 書中 候な び 諸 緯に見 ゆ. とは 孔顯 達の 旣に道 

破 •せる 巧を ろ。 さて 神 龜が貪 ふ 巧は、 洪範圣 文と しては 多 含は 過 r るの 嫌 あるを な 

♦ 

て、 學者ホ 之が 說を爲 す もの あろ。 漢書 五行 志には 初】 曰、 五 巧 ょら 次 九 曰、 嚮孰五 
福 r 畏巧 __ 六 極-皆で 凡ぶ 六十 五 字は、 皆 雛馨の 本文を A とい ひ、 劉 向は 初】 曰、 次 二 


白 等の 二十と をは 巧が 加へ たる もの、 して、 雛 書の 本文は s 十へ 字なら とい ひ、 劉 欲 
はな 成 敬 用、 農 用 等 十八 字 も ホ爾が 叙す る 所に して、 摊 書の 本文は だ •、二十 字の みと 
いひ、 降つ て 檀君 山に 至つ ては、 

河圖洛 雲、 化を-- 化 朕 r 而不 ，巧：. 知 王 嗚盛尙 書 後 案 所 引 
とい/、 ら 。是れ 後世 河圆洛 書の 圖の後 儒に よつ て附會 せらる、 所な なるべく、 皆なる 
化 足らざる の 論なら。 王 鳴 盛 曰く、 

漢儒雖^有，圖馨配=卦騰-之說い ホ^詳=圖書何狀^其じ乂矣、 俗說紛々之論、 な--五巧 
生成 圆 _爲^ 河圃 r が U 太 一 下行 九宮圖 1 爲 -1 洛書 T 巧：. ホレ詳 化、 尙赛な 案 
斷じ 得て 痛快を 極： 3。 神龜洛 書を 負 ふ V」 出で しじ 非 ずん ば、 天 錫の 形式は 如何。 愚 
按ずる に离は 直接に 天帝の 垂示を 受けた るの み。 化 人は 神を 見ず 神の 聲を 開かず、 而 
して 聖人 獨 6 よく 神の 姿を 見、 よく 神の 聲を既 く。 多くの 宗祖、 敎祖の 如き 错此 類な 
ろ。 ホ 何を か 怪しまん や。 思 ふに 禹聖德 あら、 洪水を 治めて 天下に 大造 あら、 民、 むを 得、 
洪餘を 論ず  お 九 
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舜の讓 を 受けて 位に 卽 くや、 ホ來傳 はろ でる 道德 政治の 法則を 硏究 して、 この 洪範九 
禱を 成せる もの、 禹 は蓋自 からが て 天啓と なし、 をろ、 ホ 他意 あ々 しじ あらず。 而し 
て 恐らくは 後人の 幾分 かの 補足を 經 て、 夏 殷を經 て 周 初に 至ら 贊丰 之を 武 王に 傳 へて 
永く 經 世の 寶 典と なれる をろ。 

洪 範の圣 文を 禹の 作と せず して、 其 間 幾分の 補 ああ々 とする 說 は、 旣 に化顯 達の お 
義に見 ゆ。 彼は 初】 曰 ょら 威 用 六 極まで 六十 五 字を なて、 禹の第 叙す る 所と して、 一 
五 巧が 下 更に 化 禱の義 を倏陳 ずる 所は 卽も寶 子の 作な ろと なせち。 玉 鳴 盛は 反 對の意 
見を 述べで 曰く、 

お 一 曰 五行、 一節 六十 お 字、 旣爲茜 書 本文 r 則自 1 五行な 下、 皆禹 所-推 衍- 化、 
然其中 曰， 而 曰， な 曰：. 乃 者、 爲 K 贊モ吿 ，一武 王-之 辭い若 n 八 欧^ 若 五紀 ^ 若 J 禍極 r 
疑化爲__禹之語： 繁モ無，所_耐益^ 其餘諸禱之中、 必多3贊モ巧_-满說1ザ知、皇極1 
禱 、凡 一音 五十 四 字、 較_ 姐嚼 ：獨詳 、蓋 洪範所 i を， 此 化、 傅 疏斬梦 初 一次 二等； 


爲-禹 所 寡、 遂謂 T1 曰 水 二 曰 火が 下、 直？ 六 曰 弱 r 盡屬ュ 贊子之 言； 而與義 無 ♦ 

涉 、禹么 文太少 、裳 モ么文 太 縣’皆 非 化、 尙書後 案 

予は 旣化洛 善の 說を 取らず、 瑪は 天啓に ょろ 自 から 洪範を 作爲サ るを のとず。 而し 
で禹の 作る 巧は 寧ろ 巧】 曰 五 巧の 一節 六 十字にして、】 五行が 下 更に 六 曝を 解說 せる 
巧は、 後人の 補足な ろと 思 ふ。 今傳 はる 所は 繁 子の 演說 する 巧 なれ ども、 獨ろ贊 子の 
作の みに あらず、 多くの 賢者の 巧說る ホを の內 に包羅 せられた るべ さは 想像に 難から 
ず。 予は王 鳴 離の 說を 取らず、 亦孔顯 達の 說に 育從 する 能は ざるな ろ。 孔王旣 に臆說 
をな す、 予もホ 新に 臆說 をな す も ホ 可なら ず や。 

洪範 とは 大憲 、大法と 云 はんが 如し。 其の 大法は 九 嚼卽ら 九個條 ょろ 成る。 今を 條 
に 就いて 簡 短なる 說明 をを さんに。  ‘ 

一、， 五な 五行は 水火 木金 ± を 云 ふ。 其の 性を 云は、 水は 潤 下、 火は 炎上、 木は 曲 
直卽ら 揉して なて 曲直なら しむべし。 金は 從革卽 右 火に 從 つて 銷鐵せ しむべし、 ± は 

洪綻を 諭ず  六 一 


孝 那を學 の 巧を  すこ 

卽 も稼穗 すべし。 其のが をを は* >贼 、苦、 酸、 辛、 甘是 をろ。 洪範 中には 唯 この 五 巧 
を列擧 し、 其の 性と 其の 味と を 記述ず るの み。 思 ふに この 五 巧は、 印度の 五大 說の如 
く、 哲學的 考察に ょろ V、 宇 巧の 元素を 唯此五 巧の みと^る に 非ず、 人生に 必須なる 
もの、 この 五 巧なる ことを いへ るに 外なら ざるな ち。 孔顯 達の 尙書 正義に、 

壽傳 を、 水火 者、 巧 姓 之 求-一 飮 貪-化、 金 木 者、 巧姓么 所-- 興 作-化、 ± 者 萬 物 之 巧こ資 
掌 也、 是爲 ，入用 r 五行 卽五材 也、 襄 二十と 年左傳 云、 天生 U 五 巧 民 並用 含、 
といへ るは 確然 動かすべからざる なち。 巧 謂 六府は 水火 金 木 ±穀 一^ 計 年) にして 五 巧の 
か、 別に 穀を擧 げたろ、 此 點に關 しては 化 顯逵旣 に 其の 說 あら、 曰く、 

襄二十ぶ年左傳云、 天を__五材： 民並用^之、 卽是水火金木十一、 段用：^化自資化、 彼 
惟 お材 、化 兼な fe 爲 j ハ府 •者、 穀之 於-段 ホ 急" 穀是 ± 之 所-生、 换 於-主 y 言" 之 
化、 尙霊義 

蜂し 得て 頗る 明瞭、 ホ 吾人の 陳 辯を 要せざる なら。 さで 五行は 人生 必須の ものた 


A、 故に 苟 くも 人君た る もの、 必ず 之を 重視 甘ざる ベから ず。 是れ '烘筋 第一に 五 巧を 
褐 けたる 所な なろ。 拱 範がお 行を •畑陳 せる 縣に賜 はらず して 巧 化 賜は ろた るは 之が 爲 
をみ。 啓が 有 唇 巧を 伐つ や、 もの 五 巧を 威 侮ず るの 罪を 鳴らせる が 如 さ (利 ^ 。巧 亦 之 
が爲 なろ。 

二、 五 事 五 事は 貌 、言、 視 、聽 、思な ち。 洪範に 五 事を 解して 曰 <、 

貌戸恭 、言 戸從 、視戸 明、 聽日 ，聰 、思 戸赛 、恭作 Jf、 從が k、 明 作， 暂 、聰 
作， 謀、 眷作 k、 

貌は恭しかるべし、貌恭しければ卽、心自から肅な.c^。 言は從じ就て、馬顯は發ぃ言當^ 

使^ 巧レ從 とい ひ、 鄭 を、 僞孔傳 皆 之 化 同じ。 をみ 繁露卷 十四 五行 五事篇 化を ホ 化 文を 

引いて 從 ふべ さなら と 解せ み。 或は 然ら む。 然れ ども 予は 寧ろ 論語の 言 順の 意に 解し、 

言は義理化順ふ0意.\.解せんとす。 然れどネ義理に順なれば人卽も從ふ。 人の從ふは 

もの 義理 化戾ら ざるが 爲 ならと 見 巧れば、 もの 解は か異 ある も、 其 結果は 同じ かるべ 
巧範を 論ず  々ミ 
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し。 卽 も言從 へばな て 治むべき なろ。 視 、邪 おを 明かは すれば 明哲に して 惑は ず。 

聽 、聰明に して 是非を 洞察 ずれば、 卽も 謀る 巧 必ず 成ち、 事に 臨んで 思 ふこと 替 深な 
れ ば、 卽も聖 にして 通ぜ ざるな きな々。 な 上の お 事は 皆是れ 自己の 德を養 ふ 所な を述 
ベた る ものな ろ。 馬融 及ぴ鄭 玄は恭 、從 、明、 聪 、奪を 人君の 事と し、 肅 、义 、暂、 
謀、 聖を 人臣の 事と なすは、 理に 於いて 巧な しとい へどる、 寧ろ 孔穎 達の 

一人 之 上、 有-- 此五 事-化、 . 洪歸本體、 輿，-人ま-作，法、 皆據--人を-爲^說、 貌 

總レ身化、 口言^之、 目視^之、 巧聽^之、 、む慮1之、 人を始=於敬。身、 終^通--萬事^此 
お 事 爲= 天下-之 本 化、 尙書 正義 

といへ るの 妥當 なる じ 如かざる なろ。 五 事は 卽も 人君の 己を 修 むる 巧が にして、 ホ 治 
人の 大本な ろ。 がを 傳に五 事を 五 巧に 配し、 貌を 木、 言を 金、 視を 火、 聽を 水、 化を 
主に 配し、 其 後 董伸舒 、劉 向等苟 くも 五行を 說 くもの 皆 之を 祖述せ ろ。 事は なほ 後 文 
に詳 かなろ。 


三、 八 政八欧 とは 食、 貨 、祀 、司 空、 司 徒、 司寇 、賓 、師是 なり。 洪範 には 唯 この 
八を 列擧 する のみに して、 別に 說 明を 加へ ず。 惟 ふに 食は 民の 天な ろ。 故に 堯舜 E3 ず 
最も 食を 重し とす、 盖巧 をして 食 乏しから ざら しむる は、 君 まの 最も 重大を る责 化な 
ろ。 故に 食を 第一と して、 貨 之に 次ぐ。 而し y 祭祀 ホを 化 次ぐ。 上古 祭政一致の 風な 
て 想 見す るに 足る。 孔顯 達の 尙馨 正義には 
八 政 者、 人 ま 施 政敎於 民-有 こ 八 事 也、：： 食、 貨 、祀 、賓 、師 、お， 事爲 こ之么 T 
三卿擧 ，官爲 ，名 者、 11 一官 所， ま 事 多、 若な = 一字， 爲 ，名、 則 巧， 掌不 ，盡 、故 擧， ，官名， 
な 見， 義、 

とい ひ、 食貨祀 賓師の 五は をの 事を 指して 名と し、 司 空、 司 徒、 司寇 はもの 宫 を舉げ 
て 名と すと をせ々。 彼が 事と 宫 とを 雜ぇ擧 ぐると いふは 當ら ず、 寧ス 彼が 不可な ろと. 
せし 鄭 をの 說 の當れ るを 覺 ゆ。 鄭玄は 曰く、 

此數 本- 1 諸 其 職 先 後 之宜一 化、 食 謂，. 攀__ 民 食， 之官い 若。 后稷 ，者 化、 貨掌 _ ，金廚 I 之官、 
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若，- 周 禮司貨 賄- 是化 、祀 掌-一 祭祀-之 官 、若-一宗 化-者 化、 司 空 掌 ^ 居^民 之官 、司 徒 掌 ド. 
敎^民之官化、司寇掌^が--盗賊-之官、賓掌--諸侯朝觀-之官、周禮大巧人是化、師掌-- 
軍旅， 之官 、若 二 司 馬， 化、 巧 書 祀義所 引 

江聲 、王 鳴 盛、 孫 星 衍等皆 鄭說を 取る。 之を 要するに 八 政は 卽も國 家の 統治 機關 な¬ 
を。  么を舜 典 及び 周禮と 比較す る じ、  頗る 輿 味 ある 相違を 發 見すべし。  之を 圖に 示せ 
ば 下の 如し。 

舜典  洪 觀  周禮 
.  后 磯… — こ：： — 貪  家宰  . 

化 rr‘ . 貨  (養搜 

を  秋宗- . . 祀 . . . 宗化 

司を： . •' — 司 空 . . . 司 空 

司產 . . — 司 徒 . . . 司 徒 
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:± . 司寇 . 司寇 

缺 . . . 賓 . ：•( 大 行人) 

缺 . ： 師：： . …… 司 馬 

虞 . . . 缺 

典樂 . . . 缺 

納言 . 缺 

齊 典と 洪範 とは 大同 少 異なれ ども、 外人は 接ず る賓と 軍務を 司 どる 師と舜 典に 缺け 
V 洪 範に存 し、 周禮に 至ろ ては 家宰を 設けて 百官を 線ぶ るが 如き 時代の 推移を 見る じ 
をるべし。 

巧、 五紀 五紀とは 歲 、月、 日、 星辰、 曆數是 をろ。 歳を がて 四時を 紀し 、巧を な' 
で 一月を 紀 し、 日を なて】 日を 祀す 。二十 八 宿を に 見えて なて 氣 節を 叙し、 十一 一辰な 
で 日月の 會 する 巧を 紀 す。 M して 二十 四 節氣の 度を 曆數 してな て 曆を爲 る。 五 祀は卽 
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ち 民 化 時を 授 くる 所な、 堯舜 3 巧 最も 之を 重んず、 堯の義 和 氏は 命じて B 月 星辰を 曆 
象した る (堯 典)、 舜の谴 » 玉衡を 察せ しめたる (舜 典) が 如き 卽是 なろ。 

お、 皇極 天子は 大中至 蓝の德 をな て 臣民の 模範た るべ 含を 述べた る ものにして、 
洪範九 禱の內 、もの 最 重を 置く 所は 皇 極に 巧ろ、 おに 之を 說明 ずる こと も ホ 頗る 詳細 
を 極む。 今を の 大要を 記すべし。 

天子 身を がて 民を 率 ひ、 民 皆 この 敎化從 は、、 ホ淫 過、 朋黨比 周の 惡 なく、 天下 皆 
大中至 正は 歸 すべし。 化 庶民 謀 あろ 爲す あろ 守る ある ものは、 汝 宜しくを を 收錄す 
べし。 中 おに 協は ずと 雖 も、 咎 惡を爲 さざる るのは、 其の 巧 長 化 由つ てを 之を 用 ふべ 
し。 汝 宜しく 汝の 顔色を 安んじて 下人に 謙し、 德を 好む 者には 之に 福を 輿へ ょ。 然ら 
ば 庶民 皆奮勵 すべし。 孤獨 なる をな て 之を 虐 ぐる 勿れ。 窩 明なる をな て 法を 巧 r る 勿 
れ 。苟も 有爲 のが 能は 擧げ- て么を 用； 5 ば 邦 其れ 昌 ならむ。 若し 正 人を 用 ふる 能は ざれ 
は 人を え ふ. の 恐 あ々、 誤つ て 不德の 人を な 用せば 遂に 事を 敗る の悔 あらむ。 君 またる 


道は 須 らくを 平 無私に して、】 點愛 僧の な あるべからず。 故に 曰く、 

無，偏無挺、 遵_主之義： 無肴，作知、 遵_-王之道： 無肴，作，惡、 遵_~壬之道： 無^ 
偏 無 J 黑 、王道 藻々、 無 J 黑 無， 偏、 王道 平 令、 無， 反 無， 側、 王道 正直。 

かくの 如く なれば、 天下 皆 中正に 歸ず べし。 斯道は 常に 巧ぅ C 謬らず、 なて 天下 後世 
の訓 とすべ 5 ものにして、 天意に 順なる 巧 なの ものな ろ。 なに 曰く。 

是 彝是訓 、于： .帝 其訓。 

民智此 敎に從 は、 まさに 天子の 光を 益すべき なろ。 天子よ く斯 くの 如くならば 卽 民 
の 父母た るに 負かざる なろ。 故に 曰く、 

天子 作 民 父母 T な 爲__ 天下 王 T 

之を 要ず るに 天下を 治りる の 道は、 天モ自 から 大中至 正の 德 あちて なて 民を 敎導 しか 
能に 任し、 蠢 邪を 退け、 孤獨を 欺かず 顯 貴を 恐れず、 偏な く黨 なく 王道 潔々 たるべし。 
是れ卽 も 常 巧 不易、 天意は 順なる 所な なろ。 天子よ く斯の 如く なれば、 よく 民の 父 巧 
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た A、 天下 之に 歸 せざる はを 含な ち。 

六、 一二 德 S 德 とは お直、 剛克 、柔 克是れ な々。 S 德に 就いては 諸說 あり。 而 して 
之を 大別 ずれば 一一と なる。 

】 、孔顯 達は 僞孔 傅の 意を 敷衍して、 S 德を なて 人君を 謂 ふとな して 曰く、 

此吉德者、 人君之德、 張弛を心ーー化、 】 曰正直、 言能お_-人之曲>使^直、 二曰剛克、 
，言 剛强而 能な^、 一二 曰柔克 、言 和柔能 治、 

をに あつて 王肅を 初と し、 ホ 明の 儒者は 殆んと 悉く 化說 にょ も、 淸 朝は あつて は雍 正、 
あび 孫 星 おの 如き、 皆 化說を 取る。 

二、 鄭 をは 一一 一徳を なて 人を】 德 あろと し、 人臣を 謂 ふとな して 曰。 

あ直を平之人、 克能化、 剛而能柔、 柔而能剛、 寬猛相濟、 3成^治ぶ^巧、 剛則强、 
柔則 弱、 化 陪_ ，于滅 じ T 之 道、 非 苗 化 也、 一二 德人 をを-】 德 T 謂 U 人臣-也、 

巧を 能と 解す るは 可なら。 然れ とも 剛克 を剛 が能柔 、柔克 を柔而 能剛と 解ず べき やを 


やは 疑問な ろ。 今 暫く 之を 指き、 一二 德を 指して 人臣を 謂 ふの 說 は、 淸朝い .漢學 者 多く. 
が 之に 據 る。 

二 說は皆 一理 あろ 共は 通ず。 然るに 王嗚 盛は 曰く、 

鄭 云、 一二 德擇 _ ，使乏 者： 蓋 天 モ無感 、用 又 其 職、 而 天下 之德、 才質不 X 齊、 大 約？ 
此 S 等-故 隨 U 其 時 地所 r 宜 巧：. 之、 若人 君自有 n 此 一二 德 T 而隨 ，時が お U 于極 r 此義已 
を I 皇極 一鳴 中 I 矣、 鄭說是 、傳非 化、 か 書 後 案 
頗る 有力の 說 なろ。 然 々といへ ども 臺 極は 天下に 君臨ず るの 大方 針を 述べ、 こ、 じは 
立德の活用を述ぶると見るる大なる支障を見ず。且つ呂刑にいへる、惟敬二お刑1*な成-- 
一二 德 ，の 語は、 僞孔 傅に いふ 如く 剛柔 正直の 兰德 なること 疑を く、 成とは S 德の 人才を 
養成ず るの 意に あらず して、 S 德の 活用を 完成ず るの 意なる を 見れば、 聲く五 義じ從 
ふを 巧と せんか。 平 康は平 {かを いふ、 庶徵 中に 家 用 平 康の語 あり、 平康 なれば お直を 
なて 治むべし。 鹽弗 友は 强禦 不順、 卽も剛 能な て 治い べし。 變 友は 和 順、 卽も柔 能な 
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V 治い ぺ し。 沈潜 高 明の 語、 僞孔傳 はは 之を 天地と し 君 居に おせる は 取る 化 をらず、 
馬融は 

沈 陰 化、 潜が 化、 陰 伏 之 謀、 謂 S 亂臣 賊子 非-】 朝】 夕么漸 r 君 親 無 n 將將 ~ 而誅 、窩 
明君 モ 、巧な， 德懷 化、 

とい ふ。 按ずる 化 高 明の 語は 皇 極に 無， 虐_ 一常獨 T 而畏 ，高 巧.， と 見 ゆ。 こ、 に 所謂 窩巧 
は卽も かの 皇 極に いふ 所と 同】 なるべく、 馬 巧の 說は 當れク 、且し 沈潜は 高 明の 反對 
化して、 必ずしも 陰が の 謀と 解ず るを 用ね ざるな ろ。 明邵寶 曰く、 

ご 一 德么用 五、 が = な 施 r 之 者 兰、 世 化、 人 化、 地 化、 世を 者、 周 禮平國 就 國新國 之 謂 化， 
人云者論語求化退、 ぉ化兼^人之謂化、 地云者、 中庸南方.之强、 化方之强之謂化、欽 

を 書經巧 引。 

! 二 德の用 五とは 經 文は 巧 謂平康 、屢弗 友、 鐵 友、 沈潜、 鳥 巧の 五を いふ、 周禮 云み は 
大 司寇么 職の 文 をら。 之を 施す 所な を、 お、 人、 地の 一二と いへ るは 其義具 さじ 瞒 はれ 


ろ。 王 鳴 盛は 之を 人臣に 就いて いふと なすが 故に 時、 地の 二と し、 那寶 はを を 人君に 
就いて いふと なすが 故に 世、 人、 地の S とするな ろ。 雍 おは 曰く、 

三德者、 巧，，1巧宜^民善：.俗、 協ュ之于中^當，重=敎化上^而刑賞自兼用み之、巧元諸儒、 
大築從 ，一世 道 上 ~說 、如， 呂刑 所謂 刑罰 世輕世 重、 周 官巧謂 刑 _1 新 國>  用-一 麟典 r 刑 n 亂國 • 
用こ重典？ 刑，，平國，用，中典い 似..說向_~】邊~ま^邵氏兼-1せ與，人與*地言，之、 其義較 
備 。欽を 害經。 

當 年の 意は 必ずしも 邵 氏の 說の如 < .精緻なら ざるべし、 然れ ども 如上の 意を 含む とい 
ふ も ホ 巧げ ず •而 して 之を 後人の 鑑戒 として 讀い 際は 必す雍 あのい ふが 如く 解せ ざる 
巧から ず。 次は 經 文に 

惟 辟 作， 福、 惟 辟 作， 威、 惟 辟 玉 食、 臣 無， を， I 作 J 禍作 ，威 玉 食 r 臣之 有，， 作 J 觸作 ，威ぶ 
食： 其 害， I 于而家 r 凶_ 一 于而國 T 

とい ふが 如き、 君臣の々 を 明らかにし、 君を の霖嚴 を 化す 勿から しむるな ち。 後の 法 
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家 者 流は、 特に 化顯を 重視せ る ものな ろ。 

と、 稽疑 卜證の 人を 採用し、 事の 疑は しきは 之を 卜盜 せし む。 龜を卜 とい ひ。 蕃 
を 館と いふ。 易を が義 巧の 作 とせば ホ 噪雖を 要せず、 若し 伏義巧 郵を畫 する は 疑問な 
ろと ずるる、 易が 周 代な 前よ ろ 巧 はれし ことは 勿論なる ベく、 周官大 トー ーー 易の 法を 司 
どる、 曰く 連 出、 歸藏 、周赛 、もの 經郵を 八、 をの 別を 六十 四と いへ ば、 洪範 化證を 
いふみ 怪しむ 化なら ざら む。 卜 盛の 長短に 就いては、 僖四年 左 傅に 證短龜 長の 語は 盖 

八) 

動かすべからざる 斷案 をらん。 孔額 達が 之を 辨 じで 龜篮智 等しと いへ るは、 洪範の 本 
文を 解す る 化 於いては 當 さに 然るべき じ 似 たれ ども、 上代の， 一般の 習俗よ々 いへ ば 恐 
らくは 當ら ず。 卜に はお 兆 あろ 曰 雨、 曰 露、 曰 蒙、 曰驛 、日 克是 なろ。 恣に二 あ A、 
曰  <貞 、曰く 悔是 なろ。 五 兆のぅ ち、 雨とは 僞孔傳 に 似 雨 者と いひ、 霧は 似 _ 一雨 化 _ 者 
といa、 蒙は陰闇、 驛は氣落不=蓮屬^^は兆巧を錯とい へみ。 卜法に就いては諸家說 
をなず るの あ 6 しが、 其 精確なる 事は 到底 知る 巧から ざろ しも、 彼の 段墟 よら 得た る 


% 


龜が獸 背の 卜じ 使用せ しものに 就いて 之を 考 ふれば、 略 其の 法を 窺 ひ 知るべき が 如 
し。 をは 暫く 之を 措&ホ 代に あろて 卜 堂を がて 疑を 巧せ しは、 卽も 神慮の 巧る 所を 察 
ずる 所が なれば をの 重視せられ しこと 想 見ず ベ さなち。 

さて 洪範 じは 龜笼 の應 用に 就いて 說を なして 曰く、 S 人 占へ ば 二人の 言に 從 ふ。 も 
の 多 數に從 ふなろ。 若し ここに 事 あらて 疑惑せ ざる 時は、 君、 王は 先づ 之を 思慮し、 更 
に 之を 卿 ± に 謀ろ、 みに 龐 人に 及び、 次に 卜 簾に 問 ひて 之を 巧ず べし。 を 口】 致、 龜 
篮 おじ 從 ふと 含は 之を 大同と いふ。 其 身康屬 にして 子孫 皆吉 なろ。 汝の 可とする 處、 
魏鑑 典に 可と ずれば、 卿 ± 庶民 否と する もまを ち。 卿 ± 可とし、 龜篮 之を 巧と ずれば、 
君 まと 庶民と をと ずる もまな ろ。 な 上は 皆 多 數じ從 ふが 故な ろ。 若し 君、 王と 龜と 可と 
し、 證 、卿 ± 、庶民を とする 時は、 之を 國內じ 於て する はま なれ ども、 之を 國 外に 於 
てず るは 凶な ク 。例へ ば 祭祀 冠 婚に巧 なれ ども、 な V 師を 出し 征 巧すべからざる が 如 
し。 人 皆 之を 可とする も、 龜笼共 じを とする 時は、 謹し みて 事 V- 擧 r る 勿れと。 
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八、 庶 徵庶徵 とは 雨、 曝、 煥 、寒、 風、 時是な A。 雨陽懊 寒風の 五者來 6 備は ろ、 
を 其 叙を なて し、 皆を の 時の 宜しき を 失は ざれば、 庶掌 蕃殖す。 若し 其の】 極備 なる 
か 極 無を ければ 凶な ろ。 庶徵 じは が 徵及ぴ 咎徴の 一一 あろ、 君の 巧爲の 如何によ ろて、 
或は 休徵 來う义 はを 徵 生ず。 


休徵 

/肅 なれば 時雨 之に 從ふ 
义 なれば 時 陽 么に從 ふ 
暫 なれば 時焕 之に 從ふ 
謀 なれば 時 寒 之に 從ふ 
一聖 なれば 時 風 之に 從ふ 


咎徵 

'なをれば 恒雨 之に 從ふ 
僧 なれば 恒陽 之に 從ふ 
豫 なれば 恒澳 之に 從ふ 
急 なれば 恒寒 之に 從ふ 
真豕 なれば 恒風 之に 從ふ 


王の 職は】 切を 兼ね 猶歲の 四時を 兼ぬ るが 如し、 卿 ± の 職は 月の 如く、 師 尹は 惟れ 
曰の 如し。 歲 月日の ゴー 者を もの 常に 從 へは 巧穀 巧ろ、 若 巧 あはる 無ければ 政治 明かな 


ろ。 寶 良な 用せられ 國 家を 康な § 。'若し s 者を の 位を 易 ふれば 巧穀 成らず、 國 家昏亂 
して 寶良 隱れ 、君 もの 柄を え ひ權居 命を 擅に ずぺ し。 撫 民は 譬 へば 星の 如し 0 星に 武を 
好む あろ 雨を がり あ A。 民の 知惡 同じから ざると ホ然ク 。日月の 運 巧は を 夏 あ i、 ち 
たの 關 係は 常 法 あろ、 宜しく 民の 好惡を 察して をを 治むべし と。 此顯に 於いて 洪範は 
音に 譬喩 的に 君臣の 關 係を 歲 月に 比する のみならず、 人事は 天象と 密接の 關係 ある こ 
とを 認め、 君の 行爲 如何は 直らに 庶徵 A. をつ て 表は ると をせ ろ。 漢 代な 後化證 行せ し 
五 巧 說は實 にこの 顯に 於いて 洪飽 に本ヴ く。  ‘ 

九、 五福 六極壽 •富 •康樂 •攸 好德 •考終 命を 五福と いひ、 凶 婿が •疾 •憂 •貧 •惡 •弱 
を 六 極と いふ。 洪 難には 唯 五福 六 極の 名を 列擧 ずるの みに して、 別に 之が 說 明を 加へ 
ず。 思 ふじお 福は 天意を 奉戴して ょくもの 職責を 盡 くず ものに 對 ずる 致 嘗 化して、 ム、 
極は のな 對 なる もの じ 加 へらる る 神罰なる べし。 孔顏 達の お義 に、 

ち福六極、 天實得：^爲^之、 而歷--言此-者、 な，，人生，，於世7 宵，-此福極^爲^善致^禍、 

洪歸 を. 論ず  セ， こ 


ま 那を學 の硏を 

爲 ^ 致* 極、 勸 -- 人君-使-行 レ 善 化。 

をい へる は 確 論な ろ。 

洪範化 禱の內 、最後の 二個條 は、 君 去が ょく 洪範を 遵奉ず る やを やに 對 する 賞罰に 
して、 實じ君 まの 巧爲を 制裁 V. る 所な なろ。 庶徵は 君 まが 代表す る國 家じ對 して、 團腊 
的に 下さる、 制裁に して、 五福 六 極は 君 まじ 對 する 個人的の 制裁なら 。君主は】 國の 
代表者な るが 故に、 君を 0 一言一行は、 個人的の 制裁を 蒙む ると おに、 义團體 的の 庶 
徵 となろ y 見は る、 なろ。 而 しで 庶徵は 寧ろ 君 まの 巧 爲じ對 ずる 警戒と る 見るべく、 
福 極は 寧ろ 直接の 賞罰と も 見るべき をち。 禮記昏 義篇じ 曰く、 

男敎不^修、陽事不：.得、 適見-於天^日爲：^之食、 婦順不^修、 陰事不心お。適見--於天叫 

月 爲^之 食。 

中庸に 曰く、 

國家將 ，曲；、 必 を， 賴祥- 國家將 ，じ、 必を = 妖孽パ 


是 等は 政治の 如何が 庶徵 となろ て 表は る、 をい ふなろ。 中庸 化 曰く。 

大 德必将 -- 其 位 r 必 得-- 其祿 r 必 得-- 其 名 r 必 得，， 其壽 ~  な大德 者必受 ，命。 

是れ德 ある 者の 天 賞を 受 くるを 言へ るなら。 洪 難の 思想が 後世は 行は る、 もの、 化 類 
猶 多し。 今一々 之を 列擧 せず。 庶徵卽 ら團體 的の 辭 裁は、 君 ま 若しくは 有力者の 行爲 
化して 初めて 天象を 動かすべし。 福 械卽ち 個人的の 制裁は 獨 A 君 まの み 化 止まらず、 
臣民 も ホょ く 天意に 顺 なれは 福を 鶴、 天意に 順は ざれば 極を 得べ し。 卽も 君を は 勿論、 
臣民と 雖 も寫壽 なる は 天意 じ 順なる が爲 めして、 貧に しこ 且つ 夭す るは 天意に 順なら 
ざるが 爲 なろ。 若し 政治的に 何等の 關 係なければ、 臣民は 福 極を 得る に 止まれ どる、 
をの 巧爲が 政治 上に 關係あ 八 ば 或は 君 まの 恩賞を 受け 或は 刑罰を 受 く。 化の 場合に 於 
ける 賞罰は 君を が 天に 代つ て 臣民を 賞罰ず る 所な なろ。 皋陶 誤に。 

天 叙 = 有 典 r 翻= 我 五 典： お 停 哉、 天 秋， ~ 有禮 f 自 ，~ 我 五禮： を， 庸 哉、 同 寅協恭 、和衷 
哉、 天命 _ 一有 德：五 服 五 章 哉、 天 討： 看 罪 f 五 刑 お 用 哉、 政事 懲哉戀 哉。 

洪 巧を 論ず  セ 九. 
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とい ふが 如 含、 上述の 精神を なて 之を 讀 まざれば 到底 解すべからざる な*®"。 檀巧 上に 
曰く、 

乎夏喪--其モ-而喪--其明^曾モ弔^之曰、 吾聞^之化、 朋友喪-明則哭"之、 曾モ哭、 モ 
夏ホ哭曰、 天乎予之無^罪化、 曾モ怒曰、 商、 女何無^罪化、 吾與^女、 事=夫モ於辣 
洒之間 r 退而老 U 西 河 之 上 r 使 M- 西 河 之 民 r 疑* 女 於 夫 モい爾 罪 一也、 喪-- 爾 親^ 使-- レ 民 
ホで を-聞 焉 、爾罪 一益、 喪-- 爾チ 喪-- 爾明 S 罪 一二 化、 而 曰-妾 何 無 fe 輿、 モ夏 お-- 其 
杖， 而拜 曰、 吾過矣 、吾 過矣 、吾 離 群而索 居、 己 义矣。 

子 夏の 如きは 卽ち 個人と しで 天罰を 受けた る 一例な ろ。 斯 くの 如く 君を 若く は 臣民の 
巧爲 如何ょ ろて 直 もに 嘗 罰を 受く として、 病災 不幸の 如き も 皆 天罰と 解釋 ずるは、 蓋 
單 純なる 上代の 思想な ち。 人事の 複雜 をる 必ずしも 斯 くの 如く 單规 ならず。 極惡 無道 
をる こと 盜 妬の 如くして 壽觸を 得、 亞人 君子 反つ て 不幸 短命 じして 巧ず る もの 顔 屑の 
如 さあ々。 換言 ずれば 禍福が 正義の 巧爲 とお 化 例す る 時は、 上述の 點に 就いて 疑問を 


生ずる ことなし といへ ども、 禍福が 正義の 行爲と 反比例す る 時に 當 つでは、 斯人 にし 
てこの 疾 あろとの 歎と なろ、 所謂 天道 是か非かの 疑な き 能は ず、 是に 於いて か 老列楊 
莊の如きは極端なる宿命觀をなて僅かに安立を求むれども、 禱敎にあ.e^ては卽も然ら 
ず。 孟子 曰く。 

天將 ，降 大任が 是人 ~ 化、 必先苦 _ 一 其ム志 r 勞 U 其筋曾 ^餓_~ 其體膚 f 空 n 乏其 身： 巧拂 _~亂 
其 所， 爲 、所。 な 尹 瓜 忍 柱、 曾 二 益 其 所 V 不， 能、 きで 
艱難は をを 玉 成せし めんが 爲化 降され たる 天の 恩 龍と 觀 して、 天を 信ずる こと 愈 堅 
く、 毫も 天道の 是非を 疑惑せ ざるを ろ。 かの 張橫渠 の® 銘の 下半は この 意味を 一層 强 
く 言 ひ 表は せる ものを ろ。 之を 舊約圣 蕾に 見れば、 約 巧 記 四十 二 章に 述 ぶる 所の 約 百 
が幾多の試み化對して、 毅然として動かず、 ちの神を信ずること愈確固た-c^しが如き. 
は、 卽も孟モ橫渠の思想に類ずるものな-cs。 然し如上の思想は人智や、進步したる後 
化 おるべく 上代に あらては 洪範 にいへ るが 如く 巧爲 如何にょ A て 福 極を 受 くと なせろ 
ホ， 節を 諭ず  八 一 


ま那替 導の 巧究  夕こ 

は 蓋 當然の 信仰なる べきな ち。  '  • 

之を 要ず るじ洪 範の學 は、 自己の 德を養 ふ 所な ょろ、 天下 國 家を 治い る 巧な に 至る- 
うで、 之を 組織的に 叙述せ る ものを ク 。五 事は 卽も 自己の 德を修 むる 所な なろ。 聖人 
は 五 事を な V 德を 修め 中 おを 履み、 を 極を 建て、 民を 導き、 風を 移し 俗を 化し 悉く やお 
の 德に歸 せし む。 故 じ 九 禱の內 、最も 重きを 置く 點は皇 極に あク 、故に 皇極 をな. て 九 鳴 
の 中に 讀 けり。 而 して 五行を 修め 八 政を 齊 へ、 五 紙を 治めて、 なて 民を しでを 其 所を 
得しめ、 躬ら 一二 德 をな て國 家に 臨み、 事の 疑は し 含は 之を 卜篮 に考 へて、 なて 鬼神と 
其を 凶を 合は せ 庶徵を 察し 陰陽を 變理 してな て 四時と 其を を 同じぅ ず。 斯の 道は 卽も 
天意 化 版に して 先王の なて 敎 となす 所な なろ。 果して 斯の 道を ょくせば 卽ち 五福を 得 
y 六 極を 違る べ& なろ。 其の 立論 正大、 倏理 整然、 之を 中外は 施し 古今に 通じて、 實 
は 洪範の 名に 負かざる ものと いふべ し。 


孔子の 三 大事 業と 一貫の 道 

孔子は の 東 曲 阜の片 田舍に 一が 長の 子と 生れ、 幼に して 孤と なら 家る ホ 貧しく、 或 
は 倉庫の 書記と なろ 绒は 牧蓄の 小吏と なろ て 僅に 口を 潮せ しが、 其の 非凡なる 資性に 
加 ふる じ 熱、 むなる 勉勵 をが てして、 弱冠に して、 早く 巳に 其の 名を 國老に 知られ、 早ぶ 
の 巧た ゥ學ぶ もの 漸く 多く、 年と 也 ハに 其の 德長 ずるに なび、 一驢 して 興な を饼理 ずろ 
局に 當ク 、居然と し V 頤 君の 師 となろ、 不幸 幾 も 無く 失敗す るに 及び、 鄕闕を まを 巧 方 
を 周流して 道を 天下に 巧 ひ 蒼を を 救 はんとせ しも、 遂に 意を 得ず して 鄉 里に 終 おせら 
れ た。 其のと 十餘 年の 一生に 決して 多幸では 無 かつた。 當 時の 王侯は 其のを 時に あ々 
ては 金 殿玉樓 にお 臥し y 孔子の 遣々 としで 席 暖かなら ざるに 似ず、 珍羞 方丈 孔子の 魔 
餓 ゆるが 如く をらず、 供奉 幾 巧 常 化 顔を を 承け ホ だ 言は ざるに 聞き ホ だ 命ぜざる に從 
ひ、 何一つと して 意の 如くなら ざるは 無 かつた。 然し】 旦冢 中の 人と なれば 杳 として 

化 子の 41 一大事 業と 一貫の 道  ル ーニ 


支那を 學の 研究  八 巧 

ホ 聞く 所 無いで はを いか。 孔子は 其の 生 時に あらて こを 不遇で あつたが、 其の 遺風は 
四海に 溢れ 年を 經 るに 從 つて 益 其の 光輝を 發揚 せんとず。 これ 果してが の爲 か、 チは 
私に 謂へ らくこれ 卽 孔子の 一を 渥に 於け る S 大事 業 及び 其の 生 渥を 一貫せ る 偉大なる. 
精神に ょる ものである。 S 大事 業とは 曰く 經世的 事業、 曰く 敎育的 事業、 曰く 述删、 
而 して 之を 一貫せ る大 精神は 卽も 仁で ある。 孔子の 111 大事 業は 凡て 孔子 仁徳の 發 現に 
かならず。 近來 孔子に 就ての 論評 も歡 からず 世に出で、 チる ホ 先に 孔モ敎 を 著は して 
孔 .：敎 の 大意を 叙述した が、 孔子の 眞 面目は 實化 上述の 觀 にあろ 思 ふ。 請 ふ 順序を 道 
ぅ C 其の 大要を 說明 せむ。 

一 響 的 妻* 

孔子は 晚 年に 至つ て 自ら 其の】 生を 回顧して 十 有 五に して 學 におず と 述べられ、 
化の 志學 とはな 見に ょれば 卽ら 先王の 道を 學ぴ 、なて 天下 萬 民を 救 はんとの 志を 確立 
せられた ことで ある。 當時情 室は 有れ どる 無き が 如く、 諸侯 放を にして をに 强を爭 ひ' 


民 其 生を 安ん ずる ことが 出 巧な かつた。 孔子は か、 る 世の中に 出 でられた ので、 其の 
至大なる 同 倩ムは 痛切なる 感慨と な々 到底 默 止す るに 忿 びず、 如何にもして 世を 治め 
民を 救 はんとの 大志を 起された ので ある。 故にを として 先王の 道を 學ぴ 、堯舜 な來の 
大憲修 己 治 人の 義を 思； 5、 非常なる 熱、 $ を 3 て 自己の 修養を 積み、 著々 として 進境 あ' 
ち、 S 十に して 而立の 域に 達し、 經 世の 大方 針は 臣に 確立して 眼底に 明と なつた。 其 
の 大綱は まとして 左の 五個條 である。 

第一 大義を 明に し 名分を おす こと 
第二 德 治ま 義の 確な 

第ー ニ 民力 休養を 謀り 國民敎 育を 振興 すべさと 
第 四 禮樂の 制を 
第五 人ブを 登庸す ぺ きこと 

修己治 人は 堯舜な 巧の 大憲 である、 卽も君 まは 身を なて 天下の 模範、.，；， ら ねばなら 

孔子の 己 大事 業と！ 貫の 道  八 五 


受那巧 學の巧 巧  八 六 

ぬ。 而し y 政治の 大綱は 上述の 五 個條の 外に 出で ぬ。 今 孔子の 言行を 雜へ 引いて 一々 
其の 實證 を擧 r る ことは 到底 此の 簡單を 論文の 盡 くす 巧で 無い から 其の 大要を 云へ 
ば、 第一は 孔子が 春秋を 著は された 眞 意は、 孟子の 云 a し 如く 大義 么 分を 明に せんが 
爲 であつ た。 其の 他 孔子が 泰化 •文 王を 至 德と稱 し、 一二 桓の僧 越を 憤"^、 正 名を なて 衞 
の 亂をぞ るの 第一 法と し、 或は 陳恆の 逆を 討たん とせられ しが 如き、 皆 此の 爲 であ 
る。 第二に 其の 德 なを ま 張せられ しことは、 政を 爲 すに 德を なて すれば 化 辰の 其 巧に 
居て 衆 星の 之に お ふが 如しと 云 ひ、 或は 之を 道く になを なて し 之を 齊 ふるに 刑を な义 
すれば 民 免れて 孤づる こと 無しと をはれ たこと じ 因て 知る ことが 出來 る。 第 S に 孔子 
はこの 德 政を 施ずに 就て 先づ 民を 富 皆し 而 して 後 之に 敎 ふる 道を なて せんとせられ 
た。 民を 富を す爲 には 積極的には 種々 の 施設が 無ければ ならぬ、 消極的には 國 用を 節 
して 民の 時を 奪は の樣 じせねば ならぬ、 かくて ほ 力 休養の 實擧 ろ、 民を して 衣食に 窮 
ずる こと 無から しめて 後 之を 敎へ 闕民敎 育の 振興を 計らん とせられた。 かの 民を 愚に 


する 政策は 老莊あ 學の敎 ふる 所、 法 家 者 流の ま 張した 處 で、 孔子の 意では 無い。 第 四- 
に 周は  夏 殷の二 代に 監み 郁々 とし  y  文なる もので あつた、  おに 孔子は まとして 巧の 制 
度に 依られた けれども ホ 其 間に 取 給を なす 志が あつた。 孔子が 顔 回は 語ろ て 夏の 曆法 
を 行 ひ跋の 車に 乘 6 周の 冕を 服し 舜の 音樂を 執る と 云 はれた のにょ つて、 大約 其の 禮 
樂 制定の 方針 も 想像す る ことが 出來 る。 第五に 孔子は 人才 登庸を 重んじ 國 政の 興廢は 
一に 繫 つて 其の 人を 得る や 否やに 巧ろ とせられた。 卽も 哀公に 答へ で 其 人を すれ ぼ 其 
政擧 其 人 亡ければ 其 政 息り と 云 はれた。 

な 上の 五大 綱は 已に 孔子の 胸中に 定まつ たが、 之を 實 際に 施設せられ たのは、 卽ち 
魯に 化へ て 司 還と なられた 時で ある。 孔モの 相と なるや 其德 はちら 人民に 徹底して 幾 
も 無く 一國氣 然として 風に 嚮 ふた。 而 して 孔子は 一二 桓の權 を 殺ぎ 魯の公 室の 勢を 張ら 
ん とし、 S 桓の根 擦と なせる S 都を 虞つ 策を 建てられ たが、 不幸 じして 其 業 成る に垂 
ん として 中途に して 敗れた けれども、 實じ其 大義 名み 主義を 實巧 せんとし たので あ 
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る。 之を 外にして は夾 をの 會に 於て 齊 人は 孔子を がて 禮を かれ どる 勇 無しと 思 ひ、 武 
力を なて 魯を壓 服 せんとし たが、 孔 すは 武備を 嚴 にして 禮を 執つ て 動かず、 ょく 弱を 
を 相け て 强齊の 暴を 制し、 なて 國 勢を 張つ た 如き、 其の 實際的 手腕を 偉大なら しこと 
が 分かる。 唯 其の 位に をる こと 餘ら 短日月で あつた 爲 に、 充 みに 其の 大經 輪を 巧 ふの 
違が 無 かつた のは 遺喊 である。 魯を 去つ て 後 四方を 周流せられ たのは 民を 救 はんが 爲 
めで あつた、 之が 爲じ 或は 不可を るを 知つ て强て 之を 爲ず 者との 批評を 受け、 或は 己 
を 知る 無くん ば业 まんの みとも 評せられ、 或は 义天將 に 夫子を がて 木 鶴と 爲 さんと す 
とも 評せられた。 

II な 育 的 事業 

周の 盛 世 じ 於 V は 王宮 國都 ょら 間 巷に 至る うで 學 校の 設 あらざる 無く、 師儒は モ弟 
を敎へ V 道を 知らし め、 敎 育の 制度は 完備して 居つ たが、 周の 中葉が 後は 周 室 衰微し 
て 諸侯 あを となろ、 敎 育の 制度 類廢 しで、 天下 喉唔 の聲絕 ぇで 刀 槍の 響の みとを つた。 


化 子は この 際に 站 でられた ので、 孔子 弱冠の 頃已に 其の 名を 聞いて ホら 學ぶ もの 數か 
ら ず、 魯の國 ち 孟僖モ も 亦 其 ニモに 遺囑 して 就て 學ば しめた。 

孔子は 圓滿 ま聖の 性格を なて して 身を なて 子弟の 模 難と なられた。 其の】 擧 手】 お 
おは 皆 子弟を 敎 ふる 所な である。 而し y 其の 人を 敎 ふるには 毫を 差別を 置かず 進んで 
聞かん とする 者には 暮んで 之を 敎 へ、 兩 端を 叩いで 竭 くさ ずん ば 化まず、 循 ♦として 
善く 人を 誘 ひ 子弟を して 罷 まんと 欲して 罷む 能は ずを 其の 才を竭 くさしめ た。 孔子の 
如きは 眞に 天成の 敎育 家で ある。 孔子は 嘗て 自ら 人を 講へ y 倦まず と稱 した。 この 人 
を講 へて 倦す ずと 云 ふことは が 易なる に似て 賞は 甚だ 困難なる ことで ある。 身 親しく 
敎 育の 巧に 當 つた 人は 必ず 我が 言を 首肯 せらる、 であらぅ。 これは 子弟に 對 して 胸中 
に歸 る、 計の 同情 ある 者に 非 ざれは 決して 不可能の ことで ある。 若し 果して 眞にモ 弟 
に對 する 同情の 偕 値を 知る もの あら ば、 其の 人は 卽も眞 成の 敎育 家で ある。 化 子は 絕 
大の 同情を 有せられ たるが 故に、 ょく 子弟の 性情を 知ろ を 其 性に 從； 5 て 其の 才 をぶ 就 
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せし むる とを 得た。 孔子の 敎授 法は 所謂 啓發 的に して、 孔 巧の 敎 巧は 詩 書禮樂 であつ 
たが、 之れ 等は 抑 も ホで ある。 其敎 育の 大本は 實に 化の 同情で あつた。 故 化 化 子の モ 
弟は 皆 孔子を 崇拜 しで 生 民 あつえが 來 まだ 孔子の かさは 有らず とし、 其の 遺風は 天下 
後世を 感化して、 萬 世の 師表と るら れ たので ある。 

III 述  删 

孔モの 目的は 民を 救 ふは をろ、 不幸 化して 其經® 的 事業は おみ 之を おに 行 ふこと を 
得ず して 終 0 た。 孔子が 人才を 敎 育した の も、 其の ま 要の 目的は 經世濟 民 化を つた。 
子弟を して 己の 遺志を 繼 いで 道を 天下 化 巧は しめんが 爲 であつ た。 故に 其の 最囑 望し 
た 高を の 弟モ顏 回が 沒 せし ときは、 哭 して 働ず るに 至ろ、 天 我を 喪 せら 天 我を 喪せ ろ 
i 歎ずる に 至つ た。 晚 年に 至つ V 其 述删じ 力を 盡 くした の も ホ 實に大 なる 寓意 ある こ 
とを 看取せば をらぬ。 他な し、 道の 天下 k 行 はれざる を 知ち て、 空しく 遺經に 託して 
敎を萬 世に 垂れた ので ある。 其の 用惹の 周到なる、 其. の 生 民に 眷 々たる、 眞に 感嘆の 


外は あらず。 

詩霄購 樂は卽 も 化 巧の 敎科 とせる 巧。 周 初 ょら 春秋 時代に 至る まで 常に 之を 尊ぴし 
i 雖 も、 特に 礼 子は 之を なて 子弟を 敎 へ、 當時 其の 殘缺を 整理せられ た。 史 記に 云 ふ 
所、 詩る と S 千餘篇 あろし を 孔子 側ろ て 三な 五篇 とを すの 說 、尙書 緯に云 ふ 巧、 嘗凡 
も S 千 二百 四十 篇 あろし を 孔す删 ろて 百二篇 となす の說 は、 巧して 信す ベから ざれ ど 
る、 殘缺 せる 詩 書が 孔子に 因て 整理せられ しは 事實 である。 易は 化 子の 熱、 むに 硏究し 
てょ く 之を 學 •は、 大過な きに 至らい と稱 せられし 巧、 十 翼は 必ずしも 孔子の 自ら 記述 
せられた るる 0 に 非れ どる、 孔子の 思想の 大部は 十 翼 やにを す。 若し 夫れ 帶 秋に まつ 
ては 孔す擧 生の ふ 化を 傾な し、 魯 あを 筆 削して 此の 書を 成されし るの、 孔子の 道は 此 
の 書に 因て 知る 事が 出來 る。 是の 故に 孔子 曰く、 我を かる 者は 其れ 惟 春秋 か、 我を 罪 
ずる 者は 其れ 權 春秋 かと、 が 上 六 經に加 ふるに 論語の】 書 あろ、 因て なて 孔子の 實巧 
せられた 所を 詳じ ずる ことを 得。 孔モ敎 の 天下 後 階に 大 影響を あぼせ しは、 其の 人格 
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の 偉た をる じょる とは 云へ、 貸に 六經 論語の 礙 とし V 存 する が爲 である。 

四 》 貫の 道 

孔子の 一生に 於け る 事實は 上述の S じ 化うる に 非ず。 孔子は 非 化なる 資性 あろし と 
は 云へ、 志學 ょろしで 悠 々自適の 域 じ 到達せられ たるが 如& は、 實に 絕大の 事業と 云 
はねば ならの。 然れ ども こ、 には 孔子の 外界に 向つ ての 大事 業を 數へ てな 上の S を 得 
たので ある。 而 して 化の 一一 一大 事業は 勿論、 孔子の 一生を 通じて 一貫した 道が. ある。 孔 
モもホ 自ら 稱 して 我が 道】 がて 之を 貫く と稱 せられた。 蓋し 化 モー 貫の 道は 發 して 經 
お 的 事業と なろ、 敎育的 事業と なろ、 或は 述删 とるな つたので ある。】 貫の 道とは 何 
どや、 曰く 他な し、 仁是 なろ。 

孔子の 胸中に 溢る、 忠恕の 念、】 片側 隱の必 、おの 亂 離を 見る じ 忍びず しじ 經お濟 
民の 大志を 起す じ 至らし め、 之が 爲 めじ 自麗不 息 終に 大聖と なろ、 之が 爲 めじ 鹤 世の 
火 方針を 實 巧せ 乂 ，こし、 之が 爲 めじ 天下を 周流し、 之が 爲 めじ 早 弟 シむ脊 し、 之が 爲 


-に .天下 後世を 慮ろ て 述删り 大業を， なずに まづ たみ 式 ある。 化卒の 言行 頗る 多端な々 
雖 も、 其の 根 おには 掘と して 孔子 仁德の 恰；， P 大磐 おの 训， A 動かず 巧から グぶ もの あ 
るを 見るべし。 なに 曰く、 孔子の】 生を 通じて】' 貫かる 大 精神 あ^、 曰く 仁是 化と。 
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敎育 家と しての 孔夫モ 

孔子は 兒た 6 し 時、 常に 姐 豆を 陳ね禮 をを 設けて 燒戲 したと いへ ば、 其 資性 已に凡 
庸で無 かろた とな はれる。 然れ ども 當 時の 人 も®々 批評した 樣 に、 天縱の 聖人と か 或 
は 生れを がら じして 知る 者と かいふの では 無い。 孔子が 自 から 十 室の 邑 、忠信 丘の 如 
& もの あらとい； 5、 又 吾れ 生れながら 知る 者に 非ず と 言 はれた のは、 決して 虛僞 でも 
無く、 決して 謙遜で も 無く、 事實其 儘で 於る。 孔子は 非常なる 奮擲 努力の 結果、 — 所 

,0  〇 、  A 

謂敏 求の 結果、 終には 大聖の 域に も 蚕ら れ たので ある。 十 有 五に し學に 志す ょろ 始ま 
つて、 漸次 進境 あみ、 お 十に して、 むの 欲ず る 所に 從 つて 矩を踰 へざる に 至つ たので あ 
る。 孔門に 遊 •ふ 者は、 目の あたら 之を 見聞した とき、 いかに ム强く 感じた であらぅ。 
彼等は 蓋し 思つ たに 違 ひない。 吾等 も 夫子と 同じ様に 奮勵 し、 同じ 樣に 努力 さへ すれ 
は、 夫子と 同じ 樣 にを むの 事は 無い 篱 であると。 而 して 孔門 弟子の 巧で， 最も 熱心に 


化すを 學 ばんと したのは 、いふ 迄 も 無く 顔 同で あつた。 即も顔 罔は 舜 何人 どや、 予何 
人 どやと 言つ て 居る では 無い か。 孔子 も 其の 努力を 認められた ので、. 顏 同を 評して 學 
を 好い と 言 はれ、 其 聰明を 愛して は囘や 愚なら ずと も、 其默識 、む 通を 喜びて は、 囘や 
我を 助ける 者に 非ず とも 言 はれ、 ずた 或 時には 我れ 同じ 如かず とも 激賞せられ たので 
ある。 がし 孔子の 如く 學を 好み 化 子の 如く 敏求 する ことは、 顏 囘と雖 もを 易で 無 かつ 
た。 顏囘は 遂化嘆 じ V、 

之 V •仰げが 彌- 高く、 之 V.- 鑽 いば 彌 t 堅し、 之を 瞻れば 前に 巧々、 忽焉 後に 巧々、 夫子 
循ク として 善く 人を 誘 ふ、 我を 博む るに 文を なて し、 我を 約す るに 禮 をな てし、 罷 
めんと 欲ず るる 能は ず、 旣に專 才を靖 ず、 立つ 巧 あらて 卓爾 たるが 如し、 之に 從は 
.觀 ずと 雖 ももを さの み、  . 
と 言つ たので ある。 其 ほか 子 貫は 

ホ 子の なぶ 巧ら さるは、 天の 階して 升るべからざる が 如し。  ， 
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と 言 ひ、 な 西孽は 違 さに 唯ぐ 弟 モ學ふ 能は ず-* 9 言 ひ、 冉 求の 如 さは、 ホモの 道を 說ばさ 

ム  $ 

るに あら ざれ ども、 力 あら ざれば なろ とも 言 ふに 至つ た。 

然し 孔子 か循 々として 子弟を 誘 はれた ことは、 顏 同の 言 じょつ て 知る ことが 曲 ホる 
し、 違た 

譬 へば 山を 爲 るが 如し、 ホ だ 成らざる 一贊 にして 止まる は 吾 か 北 るな ク 、譬 へば 
乎 地の 如し、！ 賞を 覆ず-と 雖も 進い は 吾が 往く なろ、 

A 

とも、 成は た 

、替 しょく 一日 其 力を 仁た 用なる もの あらん か、 我れ ホ だ 力 をらざる ものを 見ず、 

; とる 言つ て、 絕 をず 子弟を 激勵 せられた のじ 因つ て 知る ことが お來 る。 兎 も 巧 も 子弟 
をして 罷 めんと 欲ず る も 能は ず、 を f 其查 力を 盡 くさしむ ると いふのを M ルれば、 其の 如 
何 ばから 訓 管の 猫訣を 自得せられ たかを 察ず る ことが おが やぅと 思ぶ。 即も 他では 無 
'い、 孔子が 旨 か さ P はれた 樣 た、 人を 講 へて 倦 寺ない とい ふ. 一® にあろ。 彼の 講 V 人 


不^ 倦と いふ ことは、 甚だ 平 化な やうで、 實 はなしてを 易で ない。 聰明な を 徒なら ば、 
其の 進境が 曰に 巧に 冕を るから、 生徒 自身 も 輿 ホを 持つ が、 敎師 としても 實に樂 しみ 
を 事で ある。 然し 愚鈍な 生徒で、 いくら 敎 へても をの 耳から 入つ た 事は、 をの 耳から 
巧て 行く 稼で あつたら、 敎師 として うんざ ク せぬ 人は 少ない ので ある。 即ら 人を 講へ 
て 倦む ので ある。 化 モは顏 罔の やうな 聰明な す 弟 のみでな く、 語る に 足らぬ 互 鄉の葦 
子と雖も、 つまらぬ鄙夫と雖も、 雨端を叩いて之を竭くされたのである。 を西華が1^< 
さじ 學ぶ 能は ずと 言つ、 たの も、 決しで 溢 美で 無い と 思 ふ。 

孔子に 二十 幾歲の 時には、 旣 に名聲 四方に 聞こぇ、 或は 學ぷ もの 甚だ 衆 かつた。 其 
の 四方を 周遊 せられた 時 も、 多くの 門弟は 常に 御供を したので ある。 然し 專 、心 敎 育に 
從 事せられ たのは、 道の 遂に 天下に 行 はれざる を 知られた 晚 年の 事で ある。 孔子の 德 
性は 十五から S 十、 四十、 五十、 六十、 と 十と 約 十 年を 期して 一進 境を 劃して おる 事 
は、 孔子が 娩 年に 因から 言 はれた 通りて あるが、 化 子は 子弟に 對 せらる、 處は 、終始. 

をき 家と しでの 孔 夫ず  化 
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一 賞、 身を がて 模範と なられた。 

一 ご 二子、 我を がて 隱 せろ となず か、 吾れ 爾に隱 ず こと 無し、 吾 八 巧 ふとして 一二 一 一予 
と與 にせざる ものな し、 是れな 也、 

とは 孔子の 一擧 手一投 足が、 皆 子弟を 敎 ふる 巧な 化 あらざる なさと 言つ たので ある。 
孔子 曰く 予れ言 ふなか らんと 欲すと。 モ貢 曰く、 モ 若し 言は ずん ば、 小 子 何を か 述べ 
A と。 顏 同の 如きは 默識ム 通 すれ どる、 す 貫の 如、 さは 夫子の 言を 聞か ざれは、 之を 祖' 
述 する じ おなしと 思つ たので ある。 夫子を なて 隱す といへ る 一ニ ニモの 徒で ある。 然し 
夫子の】 言】 巧 皆 子弟を 敎 ふる 巧な をる を 知つ た 所の 彼れ 門弟 子等は 非常の 歡喜 をな 
V 夫子の 一擧一 動を 注視した ので ある。 論語 鄕黨篇 じ 記す 巧を おれば、 いかに 細かな 
事を る 見逃 かさじと した 弟子 等の 用意が 窺が はれる では 無い か。 其 化、 孔子が 師蟲に 
對 ずる 言 巧を 注視して、 子 張は 嘗 者と 應對一 •るの 道を 知つ た 如き、 皆を の 例で ある。 
孔子が 子弟を 敎 へらる、 と复 、或は 一責 して 少しる 假借 甘ら れぬ こと も ある。 宰我 


が# 寢 ねたと さに、 巧ら たる 木は 雕 るべ からず、 糞 ± の牆 はの る 巧から ずと いひ、 或. 
は冉 求が 季 巧の 爲 めに 聚敛 せる を惡ん で、 吾が 徒 じあらず、 小 モ皴を 鳴らし V 之を 巧 
めて 巧を りと 言 はれた る 如きは、 嚴乎 として 秋霜 烈 〇 の やぅで ある。 或は 婉曲に して， 
人を して 自ら 恥ぢ しめらる、 こと も， める。 子 貫が ょく 人を 批評 するとき、 賜や資 なる 
がを、 夫れ 我は を A な 暇は 無い と 言 はれた る 如きは もれで ある。 種々 の 方法は あれ ど 
も、 まとして 啓發的 方法を とられた ので、 啓發 とい ふ 語は 元來 、論語 述而篇 に 見ぇた 
孔子の 語に 本づ くので ある。 郞ら 

憤せ ざれば 啓せ ず、 徘せ ざれば 發 せず、 一隅を 擧げて S 隅を 3 て 反せ ざれば、 則 も 
樓 せざる なろ、 

と 見えて 居る、 或 為 場合には 先き に擧 げたやぅ に、 兩 端を 叩いて 竭 くし、 又 ある 場な 
じは かくの 如く、 一隅を 擧げ 示す のみで ある。 を こで 子弟 等が 自分が 硏究し 考察ず る 
習慣 も出來 、大いに 力が 附 くので ある。 かの】 から 十う で、 嗤んで 含める 樣 じする 敎 
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脊は 、子弟の 消化 力を 鈍く ずる ばかろ で、 或は 敎授 法の 退步 では あるまい か •  、 
ん化 巧の 敎科 書と もい ふべ さは、 詩 書 禮樂の 四で あつた。 これは モの發 巧で も 何で 
も 無い。 詩 嘗禮樂 を 重んずる と. 云 ふとは 春秋 時代の 風俗で あつたの である。 このほか 
射 御の 二 も あつた。 孔子 自身は 勿論、 巧 弟子 S 千のぅ もに 六藝に 通ず る ものと 十餘人 
と 傅 へられて 辰る。 もこで 詩 書は 勿論、 禮の 如き 旅行 中は も 習は された、 禮を 大樹の 
下た 習は ずとは 即も是 である。 音樂は 特に 化モの 好きで あつたので、 或る時は 一一 一月 巧 
0 巧を を 知ら 3 程に 凝られた 事る ある。 あの 無骨る の、 モ路 さへ も 堂に 上る の 手腕は 
あ 0 たので ある。 詩に 輿ら、 禮に 立ち、 樂に 成る といつ て、 非常 化 重視され て 居る。 

然るに 詩 書の 解釋 をの 如き も、 唯 訓話に 通ず るの みでは いけを い。 必ずや 眼光 紙背 
は澈 ずる 的で を けれげ ならぬ。 其の】 例を 擧 ぐれげ、  > 
唐橡之 華、、 偏 其反而 、'尝 不-爾 思^ 室是 遠而、  ' 

とい ふ 詩が あん。 基れ は 元來戀 歌で ある。 唐様の 華の 風に ひら {吹かれで 居ク のを 


見 y、_ かの花のやぅを美人を感ひ輿しなは爾を思はののでは無ぃが、爾の居る宰が遠 
s から 巧 かれない とい ふので、- 障子 一重が 鐵 のと 言つ た樣な 意味の 歌で ある。 がる 
は 孔子は 評して、 未だ 之を 思は ざるな-^、 夫れ 何の 遠き ことか 之れ 有らむ。 思 U やぅ 
が 足らぬ ので あると 言 はれた。 つを ク  - 
.仁 遠 からん や、 我れ 仁を 欲 ずれば、 斯に仁 至る 

0 藏を なて 解せられ た。 か、 る 方法を 斷 章取義 とい ふ。 化の 方法を 蠻 びた るモ 貢が、 
貧に して 誰 ふこと をく、 富んで® る 無き は 如何と 問^、 可なら、 ホ だ 貧に して 樂 しみ、 
富みて 禮を 好む ものに 若かざる な々 との 答を 得て、 詩 衞風洪 澳篇に 所謂 
か， 切 如 k 如- 琢如義 

とは 之を 謂 ふかと いひ、 媽化 始めて 輿に 詩を 言ふぺ ぎの み、 これに 往を 吿げて 巧を 知 
る ものと 賞贊 せられ、 子 夏が 

巧 笑倩兮 、美 目盼兮 素な 爲 ，鉤兮  - 
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とは 何の 謂 どやと 問 ひ、 繪 事は 素を 後に すとの 答を 得て、 禮は後 乎と いひ、 予を 起ず 
ものは 商な ろ、 始めて 輿に 詩を 言 ふべき のみと 賞賛せられ たるが 如き、 如何に 孔子が 
啓發的 方法を 活用せられ たかを 想像す る ことが 出來 やぅ。 

S 人 巧けば 必ず 我が 師 あろ、 其の 善なる るのを 擇ぴて 之に 從 ふ、 其 不善なる ものは 
之を なむ 

とい. ひ、 或は  ’ 

賢を 見て は齊 しからん ことを 思 ひ、 不 賢を 見て は內 から 自 から 省みる 
とい ふが 如資 、平 化 なれ ども 义 極めて 適切の 敎訓 で、 此の 敎を 受けた る 子弟は 實際社 
會に處 して、 至る所 じ 自己 修養 上の 餘師 を發 見した ことで あらぅ。 

孔子 敎の 理想は 申す 迄 もな く 仁で ある。 而 して 仁を 爲 すには 博 文、 約禮の 一一 方法を 
なて しなければ をら の。 然し 性 相 近し 習 相 遠し ともい ひ、 敎あ A て 類な しと もい ひ、 
資性は は 大差な けれど ネ 、習慣と 敎 育と 化ょ つて 大差を 生ずる ことは、 孔 みの 充分 承. 


巧して 居らる、 處 ごわる。 然しを がら また 人の 性 倩は 必ずし る I ならざる ことは、 化 
モのホ 承知 せらる、 處 である。 生 知、 學知 及び 齒 知の 別 も あろ、 上智と 下 愚とは 移ら 
ず、 中 人な 上には なて 上を 語るべく、 中 人な 下には なて 上を 語るべからざる ことは、 
孔子の 熟知 せらる、 處 である。 故に 化 子は 同じく 仁を なて 目的とは ずれ ども、 個人性 
をを 却し y 悉く 同じ 型に を れんとは せられない。 孔モの 門人は S モ人 とい ふけれ •ど 
も、 S 千 人が 同時に 敎 つたので はない。 或 時は 一二 二十、 或 時は 四 五十と いふ 工合に、 
孔子に 敎 育を 受けた ので、 孔子の i 生涯 やに 敎 へられた 子弟が、 一二 千 人 化 上つ たので 
ある。 もこで 門人 等は 朝夕に 孔子に 潮 炙して 居る から、 孔子は ょくを 人の 性質 も 見て 
居られる 。巧が あれば 門人 等に 對 して、 を 其の 忘を 言は しめられる ことみ ある。 顔 綱、 
ネ路の 二人が 侍つ たと さ、 其の 志を 言は しめられ たれば、 ぞ路は 
願く は 車馬 あ輕裘 、朋友と 共、 化 之を^ ろて 碳が からん  - 
と言^、 顏囘は  r 
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願く は 善に 伐る 無く、 勞を 施す こと 無 からん、 

と 言 ひ、 モ路の 問； 5 に 由つ て 孔子は  • 

ち 者は 之を. 安んじ、 朋友は 之を 信じ、 少者は さを 懷 けん 
と 言 はれた。 义 かの モ路 、曾 奪、 冉 有ぃ を 西 華 侍 坐した とき、 を 其の 志を 言は しめら 
れ 々一節の 如きは、 師弟 相 得て いかに 樂し含 事で あらぅ と、 千載の 下、 人を して 其 光 
なを 想望せ し；^ るに 足る ものが あ^。 論語 中の 名文で あるから、 文 少しく 長い けれど 
も、 之を 下に 擧 ぐる こと、 する。  .‘ 

モ路 、曾醫 、冉 有、 公 西 華 侍 坐す。 モ 曰く、 吾が】 日爾 等に 長す るを なて、 吾を な. 
てず る 勿れ。 居りて は 則ら 曰く、 吾を 知らざる を々 と。 若し 或は 爾 等を 知ら ば、 則 
ち 何を' 3 て せん 哉と。 子路 率爾と して 對 へて 曰く、 千 乘の國 、大國 の 間に 攝ク 、之. 
じ 加 ふるに 師 旅を、 W てし、 之に 因る に難罐 をな てず。 由 や 之を 爲 し、 一一 一年に 及ぶ 比、 
勇 あ 6 且つ 方を 知らし む 可き な々 と。 夫子 之を 晒 ふ。 求、 爾は何 如、 對 へて 曰く、 方 


六と 十、 若く は 五六 十、 求 や 夕を爲 し、 一一 一年 化を ぷ比 、民を をら しむべし。 輿の 禮樂 
の如#^1はなて君モを俟たんと。 赤、 爾は何か。 對へて曰く、 之を能くすといふ^非 
ず。 願く は學 ばん。 宗廟の 事、 若く は會 同、 端韋 常して 願く は ル ffl たらん-^。 點 。巧 
は.‘ 何 如。 瑟を 鼓す る 稀なら。 鑑爾 として 瑟を舍 て 化 も、 對 へて 曰 Y、 S 子 者の 選に 
異れら 。モ 曰く、 何 ど 傷まん ホを f 其の 志を 言 ふなろ。 曰く、 暮春には 蕾 服 旣に巧 
る。 冠者 お 六 人、 童子 六と 人、 巧に 路 し、 舞 零に 風し、 談 して 歸 らんと。 夫 モ唔然 
として 歎じて 曰く、 吾は 點じ與 せんと。 (下略) 

或は また 先進 篇 じは 

閔モ 側に 侍す ^ 々如た ろ、 モ路 行々 如たら、 冉有モ 貫 侃 侃 如た ろ、 子樂 しむ。 

とも ある。 孔叢 子には 顔 淵、 モ 貢、 モ路 、子 張を 四 友と いひ、 尸 子には 顔 綱、 冉伯牛 t 
子路 、宰 我、 モ 貫、 公 西 華を 六 侍と いつて ある。 論語に 四 巧 十 おとしで 
•德巧  顔 淵、 閔子 慕、 冉伯 牛、 仲 弓 
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政事  冉 ち、 季路 
言語  宰 我‘ 子 貫 
文學  モ游 、モ夏 

を 擧げて あるのは、 何人も かる 巧で ある。 化 等の 濟 々たる 多 ± を 左を に 侍せし めて* 
循 々として 道を 講ぜられた 孔子の 胸中の 樂 しみは、 いかば かろで あつたか。 想像す る 
に餘 あるでは 無い か。 

さ V 斯 くの 如く じして、 孔子は ょく 弟す の 性格を 熟知 せられて 居る から、 其の 敎は 
なして 同】 では 無 かつた。 爲政篇 に 孟懿モ 、孟武 化、 子游 、及び 子 夏 等が 同じく 孝を 
問うた 時、 其の 答は 同】 でない。 顏淵 篇に顏 淵、 仲 弓、 司 馬 牛 及び 樊遲が 同じく 仁を 
問うた 時、 をの 答は 皆 違つ て 居る。 其の 最も 著しき 例は、 子 路と冉 有と が、 同じく 閉 
くま、 化 諸を 行 はんかと 問うた とき じ、 モ路 はは 父ぶ 巧せ ち、 直に 行うて はなら のと 
いひ、 冉 有には 聞く 3、 化 直らに 之を 巧へ と 答 へられた。 其の 時 側に 侍ち て 居た 公 西. 


華が、 其の 答の 查く お反對 をのを 見て、 怪しんで 其の 故を 問ぅた とさ、 孔子は ホや遽 
く 故に 之を 進い、 もや 人を 兼ぬ 故に 之を 退く と 言 はれた。 即ら 巧謂應 病與藥 、人を 見 
て 法を 說 くので あつて、 其の 人に よつ てを f 其のが を 成さし めんと せられた ので ある。 

化 子の 敎 育法は な 上述べ々 通ろ である。 而 しても の 感化 力の 偉 火なる 點は實 に 敬服 
ずべ さで ある。 顔 淵が 仰 鑽の禪 篤 かつた 事は 前に 言つ た 通らで あるが、 夫子に 事 ふる 
ことは 眞じ 父に 事 ふるが 如くで あつた。 モ 貢は 夫子を 贊 して 仙 尼は 日月なら とい S、 
夫子の あぶ 巧から ざるは 天の 階して 升る 可から ざるが 如しと い； 5、 义ホ民 ありて よら 
が 巧 夫子の 如 含は あらず とも 言つ て 居る。 宰 我は 夫子は 堯舜に 賢る と 遠し とい ひ、 な 
若は 類を 出で 萃を拔 さ、 生 民 あつでよ 61$ 來 、ホ だ 孔子より 盛なる あらず と稱 し、 曾 
をはな 漢 がて 之を 濯； 3、 秋 陽な て 之を 暴す、 瞒 々として 尙ふ ザから ざるの みと 言つ て 
居る。 す 弟 等の 倾 倒、 心服せ る こと 斯の通 A である。 これ 實に 孔子の 偉大なる 人格が 然 
らしめ たので ある。 儀の 时\ 嘗て 孔子を 評して、 天將 さに 夫子を なて 木 鋒と 爲 さんと 
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すと言クたが、 孔子は獨-^>當時の木錢たらしのみでなく、 實に萬世の師表である。 


孔子の 宗敎觀 を 論じて 理想的 聖人 堯に 及ぶ.、： 

< 

孔 手の 敎 ふる 所は 實 踐淪理 である。 其の 說く 巧は 經世濟 民で ある。 高遠なる 巧理、 
ま 妙なる 宗敎を 論ずる が 如 さは 彼の 志で ない。 彼の 特色は 寧ろ 彼れ な 前の 迷信 的を 活 
を 打破して 人を して 道德的 生活を なさし いるに 至つ た點 である。 然しながら 孔子の 巧 
說 k な、 夺； 然京 敎钓を 彩を 缺く とい ふるの あら ば、 夫は 大 早計の 謡は 免むな い 思 ふ。 
易の 十 翼 や、 禮 記の 諸 篇は穗 々の 疑問る ある ことなれば、 暫く 之を 措く として、 專 ，ら 
論語に 就いて 之を 見る も、 彼の 宗敎觀 を髮繁 する ことが 曲來 ると 思 ふ。 

孔子の 臺觀を 論ず さ g 空 又は 當時 Q 疆を 於け る囊舊 仰 又は 囊蜜活 
を 知らねば ならぬ。 何と なれば 如何なる 偉 入 も、 社會 の露圍 氣を脫 する^は 出 來^か 
ら である。 思 ふに 支那 國 民は 古來 天の 信仰 あび 靈魂 不滅の 思想を 有して 居る。 所謂 鬼 
(又は 往 々鬼神と いふ) は 不滅の 靈魂じ 名 づけた るので、 皇天 上がは 天を 人格化し たる 
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名稱 である。 予は穗 々の 機會に 於て、 屡" 支那 人の 所謂 天、 なび 猫に 就いての 意義を 
論述した から、 今兹に 之を 叙述す るの 煩を 避けて、 唯 天な び 觅の倩 仰がち 那國 民に 於 
ける お來め 信仰なる ことを 注意して、 當 面の 問題に 移ろたい と 思 ふ。 

爲政篇 に •曰く、 非-- 其 鬼 一而 祭 化と。 鬼は 卽ち人 鬼で ある。 其 鬼に 非ざる るの、 換 
言 すれば 自家の 禍先 にあらざる るのを 祭る は、 幸福を 饒俸 せんとす る 讚 誠の、 むは 曲づ 
るを ので、 孔子の 取らざる 巧 なれ どる、 其 鬼即も 祖先の 靈 魂は 之を 祭らの ぱ なら 於。 
故に 曰く 祭 t 援 W 祭 レ 神 如-- 神を C 八偕篇 其 他 大廟に 入って 專每に 問 ふの 禮を盡 
くずが 如 含、 彼は 鬼神のを をを- 認 わ、 敬虔の 情 どなて、 之 じ 仕へ たので ある。 泰伯篇 
に 曰く、 

禹吾 無-間然 r 葬-- 飮 食- 而 致-孝 乎 鬼神^ 惡 •表 服 •而 致-美 乎 織 冕-を々 
大 禹を稱 して 間が するな しとい ふの も、 孝を 鬼神に 致し 祭服を 美に する を 理由の】 
とし V 夏る。 卽ら 孔子は 靈魂 不滅の 觀 念が あつたので 、支那 古來の 信仰を 承認した の 


である。 然し 人は 死後.. 俩 を. な 境遇に 置かるべき か、 生前 行事の 善惡じ つ」 賞罰を 
受 くるが 如 さ こと あるか、 是れ 等の 問題に 就いては、 詩 書の 中に 一ニ ニの 解答を お 見す 
る ことが 出 巧る けれども、 要ず るに 支那 闕 民は 餘ろ 明瞭な 葛を 有して 居な かつた が、 
孔子は 寧ろ 生死の 問題には 深く 志 入る ことを 避け、 措いて 之を 論ぜ さるの 離 心 度を 取つ 
て 居る。 先進 篇に 曰く、 

季路問^事--鬼神： モ曰、 ホ苗化^事：^人、 焉能事^^、 曰敎問^巧、 曰ホ^知^生、 焉知^ 
.死、 

朱モ はこの 章を 解して、 始を 原ね て 生す る 所がを 知る に 非 ざれば、 必ず 終に 反ろ て 死 
ずる 所な を 知， る 能は ず、 蓋幽嘶 始終 初めょ 6 一 一理な し、 化 之を 學 ぶに 序 あ々、 等を 趙 
ゆ 可から ず、 故に 夫子 之じ吿 r る こと 化く かしと いつて 居る。 を I 繫齡鹤 じ 誰へ る 
.原 A 始 反， 終、 故知 死生 之說 r 

を 孔子の 巧說 とずれば、 朱 モの說 る 之を 承認せば ならぬ と 思 ふ。 然し 予は 緊辭 傅を 孔 

孔子の 宗を觀 を 論じて 理お的 聖人 堯に 及ぶ  一】】 
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すの 巧說 とずる ことを 疑 ふるので、 從 つて 朱 モの說 は 之を 取らない。 かの 禮 記に 見 ゆ 
る 巧は 息 ふなち とい ふが 如きは、 おしく ち莊の 思想で、 斷 じて 孔子の 所說 とい ふこと 
は出來 ない。 卽すゥ 孔子は 生死の 問題に 立 入る ことを 避けた もので、 是れ卽 ^ 化 モ敎學 
の特 をで ある ピ 生死と いふ ことは、 宗敎 上に 於いては 重要なる 問題と して 論議せられ 
'る處 で、 ホ來 觀を缺 くものは、 嚴 正なる 意 巧に 於いて、 之を 宗敎 とはい ふことは 出 巧 
をい、 化觀 からい へば 孔子の 思想は 祭敎 とい ふことは 出 巧ぬ。 

がぎ じ 孔子は 上下 神祇のを 巧を 承認して 居る。 鄉黨篇 化 曰く、 

鄕人 鱗、 朝 服 而立 U 於 昨 階 r 

.纖卽 ち 追攤の 式は 上古 ょらの 風習で、 病災 不幸を 人間に 下す 巧の 惡 神を 追 ひ拂ふ もの 
である。 周禮 にょると 朝廷 化は 方 相 氏と いふ 追 鱗を 司と る宫 職な ども 設けられた。 民 
間に も 其 風俗は 勿論を して 居た ので、 追 攤の時 じは 孔子は 朝 服を 着け 昨 階に 立ら て、 
先祖な ぴ おしき 神々 を 驚かすまい とせられた。 雍也篇 に 曰く、 


務__ぉ之義7 敬__鬼神~而遠；，之、 巧，謂^知矣、 

敬虔の 情を なて 神を 奉ずれ ども、 寧ろ 敬遠 ま義を 取らねば をら のとい ふ 寒で ある。 當 
時 迷信の 甚だし かつた ことは、 左 傅、 國 語、 墨 子等に 散見す る 記事に ょつ て、 ちの】 
斑を 察する ことが 祖 巧る。 今】 ク をの 例を 擧げ をい が、 鄭子產 の 如 さ 聰明なる 政治 ま 
を どを、 當 時の 迷信を 脫 する ことは 出 ホな かつた。 然る k 孔子は 垂然 怪力 亂 神.^ 如 さ 
迷信を 語らを かつた。 (述而 篇} 要すろ に 迷信 的 生活を 脫 して、 偷理的 牛； 活を爲 すと い 
ふこと が、 孔モの 本旨で ある。 

鬼神を 敬遠し、 生死の 問趨を 語らを かつた A. すれ ぱ 、孔子は 遂に 何等 宗敎 的觀 念に 
觸る 、こと 無くして 終つ たか。 否、 孔子は 天の 信仰を をす。 孔子の 敎學 は實に 天を な 
て 基礎と す。 を 冶 長篇じ 曰く、 

子貢曰、 夫モ之文章、 可__得而輔，也、 夫す之言。，性與__天道； 不^可，_得而聞_化、 

蓋 孔子の 天道を いふ こと 極めて 罕 であつ たと 思 ふ。， てれで 子 貢は 孔巧 十哲の 一人 なれ 

孔子の 宗敎觀 を 論じて 理玻的 聖人 養に 及ぶ  一】 一二 
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ども、 この 言を をした ので ある。 朱 子は， 之を 解して、 蓋聖 巧の 敎は 等を 獵 ぇず、 子 賞 
是じ 至つ y 始めて 之を 聞く を 得て 其 美を 歎ずるな ろと いつて 居る。 恐らくは 當 つてね 
るで あらぅ。 卽ら 孔子は 妄 ろに 天道を 言 はないけれ ども、 巧に ふれて は 天を 說さ 敬虔 
の 情を 述べて 居る。 否、 寧ろ 論語 やには 天を 說 くこと が 割合に 多い と 思 ふ。 季氏篇 に 
日く、 

君子 有 =1 一 一展 ^畏__ 天命 r 畏 U 大人？ 畏 聖人 之 言 r 
天命を 畏 るとは 天命に 背く ことな からん ことを 努力す るの 意で ある。 大人 又は 聖人の 
言は、 要するに 天意を 奉戴 f る もの をれば、 此 一一 一度の 中、 最も 重大に して 根本と もい 
ふべ &は 勿論 天命で ある。 而 して 霞は いふ 迄を なく 畏敬の 意で ある。 小人は 天命の 度 
るべ く、 大人 君子の 敬 すべさを 知らないが、 唯 君子に して 天命を 知る みで ある。 死生 
命 あり、 富貴 天に 巧ろ (顏 淵篇) とい a、 或は 道の 興廢は 命な ろ、 公伯 寮 夫れ 命を 如何 
とい； 5、 ( 憲問篇 '；! 或は 命を 知ら ざれば なて 君子と 爲 すなき な*®^  (堯 曰篇) とい ふが 如 


I 


き •皆 其の 信仰ょ 6 街て たるに 非を •はない。 憲問篇 に 曰く、 

‘ネ 曰、 莫 k 饰 一巧 化。 か、 モ貢 曰、 ナ 新 ダ 其 莫^ 知^ 乎 化、 モ 曰、 ぶ^ 怨^ 天、 不^ 尤^ 人、 下 

學而 上達、 知 k 我 者 天 乎、  •  ■  - 
人. 己を 知る ものを し、 自家の 胸中、 嘴 皇天の 知る のみと。 この 信念、 確固 不拔 なる も 
0 •あろ、 もの 天を 怨みず 人を 尤 めざる 所な である。 モ罕れ 'に 命を 言 ふといへ ども、 上. 
化 引用す る 所に ょると 必ずしも 稀れ でな かつた といは ねばならの。 然 らば 孔子の 所謂 
天は 何物で あるか。 

煞】 に 天は 意志を 有し、 天の 爲ず 所は 人力の 之を 如何と もすべからざる もので あ 
る。 述而篇 に 曰く、  . 

天を = 德於予 T 桓尴其 如 そ 何 r  ’  • 

を 寧篇に 曰く、 

ぞ畏ュ於匿- 曰文壬旣沒、 文不^巧^兹乎、 天之將，喪>~斯文>化、後死者不苗知^與--於觀 

化 子の ま 敎觀を 論じて 现想的 壁人堯 になぶ  】 】 五 
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を I 化、 天 之 求， 喪 U 斯文 ~ 化、 匡 人其如 U 予何 T 
この 二 葦は 一方からは 孔子の 灭を 信ずる こと 如何に 强大 をる かを 知る ことが 出 衆る と' 
典、 じ、 又 他の】 方からは 天 愚のを る 所は 人力の 如何と るす ぺ からざる を 述べた ものと 
いふ ことが 出來 る。 又 前にを いつた 道の 興廢は 命を. を 伯 寮 をれ 命を 如何と いふが 如 
きも、 同じ 意味を 說い たもので ある。 

第二に 天は 查智 にして 欺くべからざる るので ある。 孔子が 病 じ 臥して 危篤に 繊 せら 
れた 時、 モ路は 後事を 治めて 巧 人を して 臣 たらしめ た。 後 病 や、 疫 ぇて 之を 知る にあ 
ん で、 モ路を 責めて、 吾 誰を か 欺かん や、 天を 歎かん やとい はれし が 如き (モ 罕篇) は 
卽ち もの】 例で ある。 

第 S に 天は 賞罰を 司 どる。 天意 化肯 くと きは、 之を 罰して 許す ことなく、 天意に 從— 
へば 之に 福 社を 降す ものである。 雍化篇 に 曰く、 

子 見 南 子 r 子路不 ，悅 、夫子 矢， 之 曰、 予 巧， を 者、 天 之、 天 厭， 之、 


若し 否 巧 あら ば 天 之を 厭絕 して 予を 罰すべし とい はれた ので ある。 言 ふ 迄 もを く 天に： 
斷 罪の 事實 ある こ を 承認した るので ある。 八 偕篇に 曰く、 

壬 巧賈問 曰、 與„ 莫媚 ，。於 奧 r 寧 媚= 於寵 r 何 謂 化。 モ 曰、 不 kr 獲 = 罪 於 天 r 無， 所， 禱 化， 
王孫 賈は當 時の 謬を 擧げ て、 孔子を 諷して 己の 門下に 致さん としたの て ある。 奧は巧 
臣に喩 へ 寵は權 臣に喩 へたので ある。 從 つて 天は 君に 喩へ たものと いはねば ならの。 
然し 正面の 意味は、 天意 じ肯き 天罰を 受 くるに 當 つては、 如何と もずべ、 からざる をい 
つた ものである。 述而篇 に 曰く、  . 

モ 疾病、 子路請 J 禱 、子 曰、 有， 諸、 モ路對 曰、 有， 之、 諫 曰、 禱_ 一爾于 上下 神祇 r モ 曰、 
丘之禱 乂矣、 

天神地祇に 禱 つて 福祉を 求む るは、 モ路の 言の 如く 古 巧の 風習で ある。 武 王の 疾病の 
時、 周 公が 之を 祈つ て、 武 王の 疾留日 乃も逵 ぇたと いふ ことが、 書經 金滕篇 にも 見ぇ 
て 居る。 然るに 孔子は モ路に 向つ て 丘が 禱る こと 久しと いはれ た。 もの 意は 天な 化 背， 

孔子の 京 敎觀を 論じて 理想的 聖人 堯 になぶ  一】 七 
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かされば、 天が 之に 福祉を 與 ふること を 言つ たので ある。 所謂 营 公の 謙と 稱 せらる る 
、むだに 誠の 道に かを ひな ば 祈らず とても 神 や 守らむ 
の 意で ある。 因みに 太平 御 覽八四 九に 莊モ 逸文を 引いて この 章と 類似の ことを 述べで 
あるから、 こ、 じ 引用す る こと、 する。 

孔モ病、 子貢出け^""孔子曰、 子待化、 吾坐席不-敢先^居處若^齋、 食飮若^祭、吾卜" 
之久矣  ’ 

化 子の 天に 就いて いふ 巧は、 寥 々上の 數章 に過ぎないから、 其の 詳細を 知る ことは 
出 巧ぬ が、 詩 書は 化 巧の 敎科 書で あ 今て、 孔子は 嘗て 之を 整理した ので ある。 故に も 
巧の 矢に 關 する 思想は、 大體に 於いて 化 子の 承認した ものなる ことは、 上に 述べ •たが 
化ょ クて 推測す る ことが 出 巧る と 思 ふ。 卽も 天は 孔モ敎 學の根 本義で あク て、 孔子の. 
白 常】 切の 巧 動は、 皆 この 天を 模範と せられた ので ある。 故に 陽 貨篇に 曰く、 

子 曰、 予 欲， 無 J 旨、 子賃 曰、 子^ 不 J 旨、 則 ル子 何述焉 、モ曰 天 何 言 哉、 四時 行焉、 


.巧 物生焉 、天 何 言 哉、  • 

寥 々數 言に 過ぎない けれども、 何 だ 其の 理想の 雄大なる。 卽も 孔子の 天に 對 する 信仰 
は、 初めて 天の 存在を 知る や 之を 畏敬し、 次いで 天を 信じで 命に 安んじ、 終 化は 殆ん 
ど 天と 一體 たるに 至つ たと 思 はれる。 卽 もこの 點 からい へば、 化モ はま 敎の根 本義は 
觸れ 、を こじ 安立した ものと いはねば なら 河。 然し 化 子の 謙譲なる、 自 から 天人 合一 
の 聖人た るを 3 て なぜず して、 之を 歷代先 壬の 中に 物色して 堯舜禹 湯 文武 周な の數聖 
を 得た ので ある。 而 して 孔子の この 數聖 に對 する 曾崇の 念は、 ろの 間は 幾々 か 異同が 
ある。 夫子は 絕 ぇず 周 公を 夢み、 武 王の 賢臣少 からぬ を稱 し、 文 王を 稱 しては 至德と 
いひ、 湯の 自 から 罪する を稱 し、 离を稱 しては 間然す る 無しと いふ、 舜を稱 しては お 
しく 南面す るの みとい ふ、 或は 舜禹 を並稱 しで 巍 々乎た ろと いひ、 或は 堯舜を •並稱 す 
れ ども、 特に 堯を 尊崇ず る こと 至れ 6 盡 くせろ。 泰伯篇 に 曰く、 

大哉 堯之爲 .君 化、 巍 々乎 唯天爲 k 大 、唯 堯則 k 之、 蕩 々乎 民 無- •能 名 •焉 、巍 々乎 其な e 
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成功 ~ 化、 煥乎其 有 = 文章 r 

卽ち化 子の 眼中には 唯堯 のみは 最も 偉大なる 人格、 否 寧ろ 神と して 表 はれた ので あ 
る。 換言すれば 堯と いふ 傅 說的聖 王は、 孔子の 偉大なる 理想に よつ て、 更に 奕々 たる. 
光彩 ある 神人と して 現は る、 に 至つ たので ある。 堯に關 ずる 傳說が 偉大で あろ 且つ 光 
彩 あれば ある 程、 是の 傳說を 造ろ 出した 孔子の 理想は、 偉大で あら 互つ 化 彩 ある もの と- 
いは ねばならぬ。  何と なれば 化て 神の 觀 念は、  之を 造  A  出す 民族の 文化の 程度 如何に 
よるる ので、 文化が 進步 ずれは 進歩す る ほど 神の 觀 念る ホ高尙 となる ベ &篱で •あるか 
ら である。 

チは こ、 に 堯を稱 して 敢て傳 說的聖 王と い 0 た •其の 意味は 堯に關 する 種ク Q 記綠 
を傳說 的と 見る とい ふこと で 堯の歷 史的を をを 巧を ずるので はない。 堯は實 せせ る歷 
あ 的 人物で あるが、 後人の 理想に よつ て 多くの 粧 飾が 加 へられた るのと 見る ので あ 
る。 す 張篇に 曰く、  ♦ 


子 貢 曰、 树之 不善、 不_- 如：. 是之甚 •化、 是な 君子 惡 一居 u 下流 r 天下 之惡 、皆 歸濤、 

子 貫の 說は當 時に あつて は 卓見と いはねば ならの。 封の 暴虐 必ずしも 今 吾人が 傳 聞す 
るが 如く 甚 しかつた のでは ない が、 天下の 惡皆 之れ は歸 したので ある。 堯の 場合は お 
化 之と 反對の 場合で ある。 堯 の聖德 、必ずしも 今 傅 ふるが 如く 偉大では るく、 天下の 
善 皆 之に 歸 したる のと 思 はれる。 白鳥 博 ± が堯舜 をな て查然 理想 拘假 空の 人物と いふ 
のは、 この間の 消息に 逆ぜ ざるる ので、 予の斷 じて なる 能は ざる 巧で ある。 然し ホ義舜 
の 傅說を 悉く 臆を 的 事實と 見る るのは モ 貫に 對 しても 恥 かしきみ 第では あるまい か。 
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曾ず の學說 

孔子 曰く 參化魯 ならと。 然れ どる 遂に 孔子の 傅を 得た るは 實化 我が 曾モ をろ とす。 
孔子 曾 y 曾參じ 語つ て 曰く、 

参 乎、 吾 道 I な 貫， 之。 曾 子 曰 唯。 (里 仁) 

营 子は 言下に】 貫の 義を 覺れ ろ。 衛靈 公篇に 曰く、  ‘ 

手 曰、 顯 化、 女な，， ず 爲_~ 多 學而識 こ ^者_ 乎。 對曰然 、非 歎。 曰 非 化。 予 一な 貫， 之。 

1 を 聞いて 二を 知る と自稱 せし モ 貢が、 孔子】 貫の 道を 解せ ざり しに 比すれば、 果然 
参や魯 なら ざろ しを 知るべし。 盖其 人と をら 思 誠 謹直な 6。 學而篇 化 曰く、 
吾日呈_|省吾身^ 爲^人謀而不备|乎、 與__朋友，を而不，信乎、 傅，不，脅ず、 

傳智 とは 文を ろ、 人の 爲に 謀る に忠 。朋友と をる に 信、 曾 子の S 省す る 所即も 文、 を、 
信是 をろ。 S 省して 之を 實一 何せん ことを 求む る こと 勿論 なれば、 S 省ず る 巧は 文行忠 


♦ 


信と 云 ふる 亦 不可な し。 而 して 文 行 忠信の 四は、 孔子の 常に 敎 ふるが。 曾 子 其 師の敎 
を 格 守す る こと 斯の 如し。 其の 人と ならを 想ぶ する に をら む。 而 して 其の 自らな する 
こと 極めて 重く 且つ 遠し。 泰化篇 に 曰く、 

± 不^, な不 ，1 弘毅 一任 重而道 遠。 仁な 爲 ，1 己每不 ，赤 重 李。 死 而後 已 、不- 赤 遊-乎。 
所謂 俺焉 日に 攀 々する あろ、 籍 れて而 して 後已 むの 慨 あら。 是れ 其の 遂に 孔子の 傅を 
得た る 所がな ろ。 其の 將に死 せんとす る 時。 孟敬モ に 語ろ し 言を 聞け 

鳥之將^死也、其鳴化哀、人之將，，死化、其言化善。君子巧^實--於道-者ーニ。動--を貌- 
斯遠，-暴慢？ お_-顏を-斯お^信矣。 出--辭氣-撕遠--鄙倍-矣。 筵豆之事、 則有司が。 
(泰 化) 

其の 證 直なる 風采.、 •眼前に 髮露 たるを 覺 ゆ。 然れ ども 曾 子は 徒にを 貌を 盛に する も 0 
にあらざる ことは、 其モ 張を 評ず る 語 化ょ ろて 明を ろ。 曰く、 

堂々 ず 張 化。 難 __ 與並爲 ，.仁 矣 。(モ 張) 
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而して其の道を信ずるの厚，！^、 大節に臨んで毅然として奪ふ可からざるるのあク。 泰 
伯篇に 曰く、 

可 ミな 託 U 六尺を. 孤 苛 _。 な 寄-音 里 之命蟲 -- 大 節- 而不- 可 化" 君子： <  輿、 君子 人 化。 
孟子を 孫 丑上篇 にも 义曾 子の 語を 引いて 曰く、 

自反而 縮 雖_~ 千で 人 ~ 吾 往矣。 

其 人と ならな て 想 見すべき をろ。 

曾 子は 資性 至孝を がて 聞、 こ ゆ。 韓 詩外傳 、說苑 、新 序、 戴 記、 及び 孟子 等に 散見す 
る穗 々の說 話は、 必 しも 悉くは 信し 難 けれども、 皆 曾 子の 至孝を 稱 せざる はを し。 を 
ぞ化 曰く、 

曾モ養=曾奪； 必あ_~酒巧一 將^徹、 必謂^巧，輿。 問，有^^ 必曰，有。 (中略) 若_>曾 
ま 則 可 JSJW, 志 化。 (離 宴 上) 

曾 替嗜- 幸 棄：而 曾モタ の产食 _ 幸裘 ：( 盡 、む 下) 


曾子の此の性裕は彼をして特^::^化子の孝論を祖述しで、 更は重要なる意義を加 へしめ 
た々。 巧 も 孝とは 說 文化 曰く、  ♦ 

善事__父母，者、 从，~老省^ 从，子、 子承^老化。 

是れ蓋 本 巧の 意義を ち。 故に 孔子は 孝德を なて モの父 巧に 事 ふる 道と なし、 モ として 
父母 化 事 ふるには 服從 、愛敬、 養恭 なび 幾 謙の 四 道 あろと なせろ。 

】 、 モ曰、 父在觀，_其志： 父竣觀_~其巧^ 己年無，改--於父之道： 可^謂^孝矣(學而) 

二、 モ游 間：， 孝、 モ曰今 之 孝 者、 是謂 _ 一能 養； 至 = 於 犬馬；^ 皆 能 有 不 k 敬 何な 別 乎 
(爲 政) 

一二、 す 夏 問-孝、 モ曰色 難。 戸 事 弟子 服 _ 真勞； 有 酒 食 _ 先生 饌 、曾是 が 爲奏乎 (爲 政) 
四、 子曰、 事，-父母，辨諫、 見，_志不^從、 又敬而不心谣、 勞が不^怨(里仁) 

な上擧 くるの 四條の 巧、 ミび gj のて 半は 服 從を言 り、 こ 一二は 慧を言 ひ、 一一の 下 
句及ぴ 3 の卜 半は 避 敬を 言； 3、 四は 幾 諫を言 ふ。 然るに 曾モの 孝 論は 同じく 服從 、蒙 
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志、 愛敬 及び 幾 謙を 言 ふと 共に、 更に 天子 諸侯 卿大夫 ±庶 人の 孝を 別つ て 之を 論じ、 
旦つ 一切の 德を なて 凡て 孝に 本づ くと なし、 孝に 形而上の 意義を 加へ たろ。 其の 說に 
大戴禮 記 中に て 曾 子 本 孝、 曾 子 立 孝、 曾 モ大孝 あ ぴ曾モ 事 父母の 四篇 及び 禮記 祭義等 
の 諸 篇じ見 ゆ。 曾 子 本 孝に 曰く、 

孝モ之使，人化、 不--敢肆巧^不=敢自專-化、 父死云年、 不_=敢改--父之道^ 义能事=父 
之朋を r 

これ 服 從を說 くものに し で、 父 死 S 年、 不 敎改二 父 之 道-とは、 孔子の 己に 說 ける 所な 
る こと 上に 云へ るが 如し。 曾モ大 孝に 曰く、 

孝 有 J11、 大孝 奪， 親、 其み 不 Jt、 其 下 能 養、 

义 曰く、 

烹熟鐘を、 嘗而進^么、 非^孝化、 養化。(ゃ略)養巧1能也、 お爲^難、 巧巧^能化、 を 
爲 ，難、 安 可， 能 化、 乂爲： .難、 


後者は 义禮記 祭義篇 にも 見 ゆ。 これ 養 志を 說 くもの 化して、 且つ 愛 巧 すべさを 言へ る 
るろ。 曾 子 立 孝 化 も 又 曰く、 

君子 之 孝 化、 忠愛が 敬、 

其の 下 文に 微 謙を 說い y 曰 <、 

君子之孝化。 忠愛な敬、 反，是亂化、 盡^力而を^禮、 莊敬而安^么、 傲謙不^倦、聽從 
而不 ，怠、 

曾 子 事 父母に も 又 曰く；* 

歲問曰、 事_-父姆_有，道ず、 曾モ曰、 有、 愛而敬、 夕母之行、 若中^道則從、 若不， 
ゃ，道則諫、 孝子之諫、 達^善而不_,敢争辯； 争辯者、 作，亂之所__も輿_化、 

幾 謙と いひ 微諫 とい ふ も、 爭辯 せざる 謂 化して 其の 實 は】 をみ。 

論語 泰化篇 化 曰く、 

曾モ 有心 疾お -I 巧 弟子 曰、 啓， I 予 お；^ 啓，， 予手 r 詩 云、 戰 々兢 み、 如 レ 臨 = 深 綱；^ 如， 履 こ 
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薄氷 r 而今 而後、 吾 知， 免 夫、 小 子、 

此の 語は 义祭義 篇に見 ゆる 處の曾 子の 語と 同義を ろ •曰く、 

身 化 者、 父母 之遺體 也、 不_ ，が 敬， 乎、 

曾モ大 袭篇に 記す 所に ょれば、 樂 正子 春 おを 傷 ふ V 憂色 あら 巧 弟子の 問は 答へ て 曰く、 
吾聞_,之曾モ- 曾モ聞_,諸夫モ^ 曰天之巧，生、 地之巧，養、 人爲，大矣、 父母查而を’^ 
之、 モ 圣而歸 ，之、 可‘ 阳 ，孝矣 、不 ，屬 = 其體 T 巧， 謂， 查矣 、故 君子 頃 步之不 = 敢忘 _ 化、 
此 語は 曾 子の 言行に 思 ひ 合せて 符節を 合する が 如--。 其の 曾 モの敎 なること 疑な し。 
然れ ども 若し 樂 正子の 云 ふが 如く、 孔子に 本づく とせば、 先に 擧 r る 巧の 四條 の外更 
化、 化 曾 ニモの 孝 論 第五の 個條 として 不 ，傷 二遺體 -を擧 げざる 巧から ず。 

然れ ども 曾 子の 言は 孔子の ホ だ 言 あせざる 巧 凡 S あ A。 曾 子 本 孝に 曰く、 

愛子 之 孝 化、 な， あ 致 ，諫、 ± 之 孝 化、 な， 德從 ，命、 撫人之 孝 化、 な， 力惡 ，食、 巧， 善 
不 •敢臣 __1 一一 德 r 


一二 德を おとせ さるは 壬の 孝、 おを なて 諫を 致ず は大 夫の 孝な ク 。卽も 化 巧は 王を 無人 
の 孝を 別てる もの、 孔子の ホ だ 曾て 言は ざる 巧の】 をろ、 曾モ大 孝、 巧び 祭 義篇に 曰く、 
辟處不，莊非^孝化、 事^君不ぃ忠、 非^孝化、 獲^官不^敬、 非"孝化、 朋茨不"信、 非" 
孝 化、 戰陣 無， 勇、 非， 孝 化、 

曾 子 立 孝は も 亦 曰く、 

ホ，有，君而忠を可^知者、 孝モ之謂化、 ホ：^有^長而晒下可^知者、 弟み之謂也、 (中 
略) な 曰、 孝子 善事 レ 君、 弟々 善事 户長 

化の 二 節は 孝を なで 巧 巧の 本と なし、 な 孝】 致を 說く ものにして 、孔子の まだ 曾て 言 
はざる 巧の 二なら。 曾モ大 孝に 曰く、 

夫 孝 者、 天下 之大經 化、 夫 奉 置， 之而塞 於 天地： 衡 ，之 而衡 __ 於 四海： 施 __諸 後巧而 
無，， 朝夕 7 推而 が-, 東海- 而 準、 推而 放-- 諸 西 海- 而 準、 推而 な-- 諸 南海- 而 準、 推而が 
諸化海-而準、 詩云、 自^西自^東、 自，南自^化、 無-思不一^服、 此之謂化、1 
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是れ皋 に 形而上 的 意義を 加へ しるの、 孔子の 未だ 曾て 言は ざる 處の 一二な A。 

通常 孝經は 孔子の 曾 子に 口授せ しもの な々 と稱 ずれ ども、 孝 經に表 はれた る 思想 
は、 孔子の 思想 ょらる 更に 廣大 にして、 曾 子の 言 ふ 所と 特 節を 合ず るが 如し。 唯曾モ 
の 云 ふ 所の 斷片 的なる 化 化して、 孝經に 記す 所は 首尾】 貫 秋 序 整然 义往 々ま 巧 あ A 語 
弊 あるの 相違 あるの み。 おに 予は謂 へら < 孝 經は曾 子の 巧 流の 手に 成 ろ、 曾 子の 孝 諭 
を 組織的 化 論述せ る. るのを ろ. と。 


孟子の 良心 論に 就いて 

を 子は 良知 良能の 語を 用 ふ。 而 して 彼は もの 義を 解して 曰く 
人 之 巧-- 不\ 學而 能-者、 其 良能 化、 所-- 不^ 慮而知 •者、 其 良知 化、 (盡 、む 上) 

卽も 彼に ょればが とは 學 ばず 慮らざる の 謂 ひなろ。 換言 ずれば 何等の 人 爲を加 ホせ ざ 

るを 謂 ふ。 苟 子の 用語を 借ぅて 之を 言へ ば、 巧 謂 僞を加 化せざる なる。 然 らば 已 にな 

♦ 

ふ (化 口 子 上) とい ひ、 が 字を 加 ふれば、 盡 子の 用語 法に ょれば、 先天的に 固を せる ふ、 
換言 ずれば 巧 謂 本、 むに 外 をらざる をら。 然れ ども 今 暫く 之を 措き、 (後 じ 見 ゆ) な 位と 
は、 ゾ"! S、 スの義 として 之を 解 すれば、 孟子は 果して 先天 良 ふ 論者なる か、 はた 後天 
良、 む 論者なる か、 若し 後天 良 ふ 論者 とせば、 英 國經驗 論者の 所謂 タプ ラ、 ラ ザを を 誌 
ずる か、 或は 良、 む發達 論者なる か是れ 予の此 論文に がいで な究 せんと 欲ず る耍飄 なり。 
盡 子は 先に も 引用せ る 如く、 吾人に 良知 良能のを 巧せ るを 說 さ、 又は 後に 詳諭 ずる 

を 子のを ふ 論に 就いて  一一 一二 
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が 如く 四 端の ム あるを 說く 。(公孫 丑 上) 然 らば 彼が 所謂 ダプラ、 ラ ザを を認 せざる こ 
と、 ホ 言を 待たず。 卽ら閒 題は 先天 良ム 論を るか、 良、 5 發達 論なる かの 一 一條に 歸 ず。 
而 して 堪れ實 に 古注と 新 注との 相違ず る 巧な の 一を り。 而 して 化 問 鱗は 實に 孟子 學說 
のを 豹に 關 係す、 性 善の 意義、 を 養、 擴充の 意義、 四 端の 意義 等は 皆 化 問題の 解釋如 
何に 重大なる 關 係を をず。 今兩 をの 議論の 要旨を 揭げて 之を 批評し、 なて 大中至 おに 
歸 せしめん と 欲す。 請 ふ先づ 良、 5 發達諭 者の 言 ふ 所を 聞け。 

良 ふ發達 論者の 重なる 根據 とする 織 はを 孫な 上篇に 巧ろ、 曰く。 

; 側隱之 瓜、 じ 之 端 化、 羞 惡之必 、義之 端 化、 辭讓之 ふ、 禮之端 化、 是非 之 ふ、 知り 之 
端 也、 人 之 有， 是四 端， 也、 猶„黃 有 四體 ，化、：： 凡？ の-- 端 於 我-者、 知 皆 鱗而充 _ 
~ ，之矣 、若，- 火之始 燃、 泉 之始達 r 苟能充 k 之、 お。- な 保-四海^ 苟 不若乏 、不苗 ミな 
事 U 父母？ 

今 暫く 此 論の 重なる】 人と して、 伊藤 仁齋の 說を擧 げんじ、 彼は この】 節を 解して 曰 


端、 本 化、 言 側隱羞 惡辭讓 是非 之、 む、 乃 仁義 禮智之 本、 能 擴而充 ，之、 則 成 __ 仁義 禮 
.智 .之 德-故 謂 ご 之 端 _ 也 、(盡 子 古義) 

义 曰く、 

孟子 之 意な 爲 、人 之 有， _是 四 端 T 卽性之 所， 有、 生來 具足、 不 ，待 _ ，外 求： 猶„ ，闽體 之 具， _ 
於 其 身 r 苟擬丽 充„大 之-則 能 成 こ 仁義 禮智 之德 r 猶 ，火 之始 燃、 終 至 燃， 原 之 燃-泉 
之始 達、 必至# が襄 ，陵 之蕩 ，矣 、(語 孟 字義 上) 

思 ふに 側隱 、羞惡 、辭讓 、是非の 四 端は、 是れ 吾人の 外物に 接觸 して 發 する 情に して、 
仁義 禮智 は德の 名を ろ、 故に 語壺 字義 上に 仁義 禮智四 者、 皆 道德之 名、 而 非-- 性之么 r 
と 云 へら。 四德 は廣大 にして、 側隱 、羞惡 、辭 譲-是非の ょく 盡 くず 所に あらず。 故. 
は 之を 端と 云 ふ。 孟子が 吿モ 上篇 k 
•側 隱之ム 仁 化、 羞惡 之ム義 也、 恭敬 之ム禮 化、 是非 之、 心智 化、 

孟子のを 也 論に 就いて  二う 二 
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とちへ るは、 省 文なる こと 斷 じて 疑 ふ 巧から ず。 四 端の ふは 吾人の 固 おする 者なる 
至、 猶 吾人が 四體を 具有す るが 如し。 而 して 吾人は この 四 端の ふを 擴充 して 後、 仁義 
禮 智の德 をなず ベ さ こと、 譬 へば 火の 始めて 燃 ゆる や寥 々たるの み、 爆て 之を 織に す 
れば なて 原を 燦く ベく、 泉の 始めて 達する や渭 々たるの み、 疏 して 之を 導けば なて 海 
に 放る ベ. 30/ か 如し。 この 論を 推せば 孟子が 養 性 (盡ふ 上} をを ひ、 養氣 (公孫を 上} を 云 
ひ、 鶏 (盡ム 下) を 云 ふが 如 資、 皆 極めて 自然に 解釋 せらる ベ 含なら。 然れ どる 端は 果 
して 仁 齋の云 ふが 如く 本と 解す べ& か、 はた 朱 子の 云 ふが 如く 緖と 解ず べき かは、 猶 
ほ】 考を 要す。 

抑る 孟子は 常に 性 善を いふ。 (I 巧^ 上) 而 して 牲 とは 何 ど、 彼は 未だ 之を 明言せ ず。 
彼は 吿モ のを 之 謂 性 說を駿 して 曰く、 

生之謂，性化、 猶__白么謂^.白與、 曰然、 白羽之白化、 猶_|白雪之白^白雪之白、 猶_~白‘ 
玉 之 白， 與 、曰然 、然 則、 犬 之 性、 涧 U 牛 之 性： 牛 之 性、 猶 n 人 之 性 _與 、(吿 モ 上) 


を 子の 論法の 粗棠 なることは 暫く 之を 措き、 生とは 蓋し この 形歡 をい； 5、 性とは 精神 
を 指ず もの、 如し。 彼は 性のを 義を 下さ  <れ ども、 却 0 て才の 字を 用ゐて 彼の 意を 述 
ぺ たぅ。 吿子 上篇に 曰く、 

若 夫 爲__ 不善： 非 =才 之 罪 也、 

又 曰く、 

富歲す弟多 ，賴、 . 凶歲モ弟多^暴、 非__ 天之降，才爾殊 ， 也、 
仁齋は才を解して才者性之所^能(显モ古義) と云ひ、 朱子はホは猶ほが質の如しと云 
へク 。二 解は や、 異れ ども、 要ず るに 性は 吾人の クマ レ ッキな々。 みに 彼の 所謂 善と 
は 何 ど。 彼は 可， 欲 之 謂， 善 (盡ふ 下) と 云 ふの み。 是れ 善のを 義 としては 殆んど 無想 義を 
ろと 云 ふべ し。 然れ どる 彼は 又 人は 五官 もの 嗜い 巧を 同じぅ する が 如く、 ムもホ 同じ 
く然 ろと する 巧 あろ、 理義是 をら (吿子 上) と 云へ ろ。 然 らば 彼の 所謂 善とは 理義是 な 
i とを ふ も敢て 大過な かるべき なろ。 彼れ が 性 善を 主張した るは、 思 ふに 下の 二方を 
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はよ る。 第一には 演釋的 方法に して、 第二には 歸納的 方法 是 なろ。 

演釋的 方法とは、 彼が 性 善を ま 張した るは、 中庸に 天命 之 謂^ 性と 云 ひ、 詩大雅 蒸民 
篇じ 天生-- 露 巧者 有， 則、 民之秉 A、 好 二 是懿德 •香 モ上篇 引) とを ふに 基づき 
て、 吾人の 性は 天命なら 天賦なる が 故に 善な ちとを せるな ろ。 歸納的 方法とは、 彼が 
吾人に 四 端の ふ あるを 指摘して、 この ふ理 的根據 によらて、 性 善を •王 張せ るを ろ。 

若し 仁齋 のま 張す るが 如く、 吾人の 性に 四 端の 瓜を 固有 すれ どる、 未だ 完 をなる も 
のとを ふべ から 争、 必ず 之を 擴充 して 後 始めて 其大を 致す ものと し、 性 之善不 k 可 k 特、 
而擴充之巧、 最不^可，廢 (孟モホ義) と云はぶ、 孟子の居常唱道せる性善とは唯性に 
I 口趴 巧 あちと 云 ふの み。’ 換言 ずれば 吾人の 徑は微 善の み。 按ずる に 徵善說 をを する 
のは 漢 の. 董伸舒 よろ 始まる。 春秋 繁 露、 深 察 名號第 S 十 おに 曰く、 

性 有 善 端？ 動， 之 愛- _ 父母 r 善-- 於禽獸 r 則 謂-- 之 善 ^ 此 孟子 之 言" 

，善 二 於禽獸 ，の 一語、 人を して 不陕 の感を 抱かし むれ どる、 善 端 あろとは 孟子 四 端の 說 


化して、 董モの 評は 仁 齋の說 化 外なら ずと 云ふぺ し。 陳巧 東塾讀 書記に も ホ 曰く、 
孟子 所：. 謂 性 善 者、 謂 U 人人 之 性、 皆 有 P 善 化、 非 i 謂 HI 人人 之 性 皆 純-乎 善-化、 

ホ 仁齋の 巧說と 大差な し。 且つ 夫れ、 む理學 上ょ ろ 之を 言は  < 吾人が 生れながら にして 
完查自 あの 善を 所有し、 先天的 良 ふを 具備ず と說 くょ ろ も、 吾人は 善的茄 芽を 備 へ、 を 
養 擴充の 結果、 をの 偉大を 致ず と說 くの 勝れる i 言を 待たず。 然れど 自己の 體系 とし 
てを らば 格別、 苟 くる 科學的 研究の 對象 として 之を 見れば、 この 議論が 合理的 なるや 
を やは 問題 化 あらず して、 其の 著者の 眞 意を 得た る や 巧 やが 問題た る こと 勿論な ろ。 
微善說 、良む 發達說 は 果して 孟子の 眞 意を 得た る や 否や。 吾人を して 言は しむれば、 
孟子が 大 聲疾- 味して 挫 善を いひし は、 唯 だ 何人に も 善的茄 芽あク 、微善 あちと を^し 
のみ とせば、 吾人は 頗る 不滿を 感ずる を 禁ずる 能は ず。 盡ム 上篇に 曰く、 

君子 所， 性、 仁義 禮智 、根， ~ 於 瓜 T 

この 意は 吾人の 性に 具有す る 巧は、 晉じ善 的 煎 茅の みならず 仁義 禮智 の四德 をる を 云 
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へる をろ。 然れ どる 仁齋の 解す るが 如く、 根は 本を ろ、 仁義 禮智の 四德は ムに備 はれ 
る 四 端に 本 づきて 發 達せる ものを ろと 云 ふる、 彌 縫し 得ざる にあらず。 告 子上篇 にも 

亦 日く、 

側 隱么瓜 仁 化、 羞惡 之ム義 化、 恭敬 之ふ禮 也、 是非 之ム智 化、 仁義 禮智 、非。 自レ外 
鐵で我 化、 我 固 = 有 之 ~ 化、 郎 ，思 耳矣、 

かょを 鐵す るに 非ず、 我 之を 固を すとは、 虛 ふが 一懷化 之を 讀ま <、 吾人の 本 也に この 
四德を 固を する の 意なる こと 明朗な 白を i。 た齋は 之を 解して 曰く、 

先 儒が = 固有 二字 T 便 當__ 性 字， 者、 非 化、 た 義禮智 、天下 さ達德 、本不 ，巧， 謂， 之 固 
有^化， 入 之 性 f 成- 1 天下を 德：推 H 其 所， そな 請 _乏 固を r  (孟子 古義) 

‘其辭 頗る 磬窮 せる を 見ょ。 然れ ども 吾人を して 仁齋の 立脚 觀化 あつて 此 文を 解せ しめ 
ば、 この 文に 於け るた 義禮智 とは 四德を 指す もの じあらず、 前文 側隱 之、 心た 化 云々 を 
受 ていへ る もの なれば、 吾人 四 端の ふを 固 宵ず るを 云 ふと 解 すべさを ろ。 かくで こ 


の 文 もホ觸 縫し 得べ し。 然れど 仁 齋の微 善 若く は 善 的 煎 芽 說は盖 子の 本、 心、 (吿モ 上) 
良 ふ、 又は 赤す 之ムを 解ず る 化 至つ 窮 す。 吿モ 上篇に 曰く、 

雖 ，を 李 人-者 い尝 無-仁義 之み 哉、 其 所.^ な 放 ュ其良 也-者、 亦猶 斧斤 之が* 木 化。 

义 曰く 

學問之 道 無， 他、‘ 求 U 其 放 ふ _而 己矣、 

離 冀下篇 に 曰く 

大人 者、 不 ，え U 其 赤子 之 ふ  >  者 化、 

放 ふを 求む とは、 放てる 本 也、 良 ふを 求む るの 謂なる こと 明白な-^。 而 してな ふを あ 
むる をな て學 問の 道と ずれば、 ふを 放た ずん ば 可なら。 也を 失は ずん ば 巧な ろ。 なじ 
大人は 赤子の ふを 失は ざる ものと 哀 ふなろ。 良 瓜は 卽ら 本、 む卽も 赤子の ふなろ。 吾人の 
本 巧 固を する るの なろ。 若し 吾人の 本性は 善的茄 ずの み、 吾人の な、 心は 微 善の みとせ 
ば、 赤子の ふは 微善 のみ、 善 的 前 芽の み、 而 して 之を 失は ざる ものを 稱 して 大人と 云 
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Ajg ょ、 到底 吾人の 了解ず 可から ざる 所な-ろ。 かの 所謂 良知 良能とは 良、 心の 內 をなら 屬 
性 をら。 骇 提の黨 、其の 親を 愛する を 良知と 云へ ば、 良知は 仁な ろ。 長 じて 其の 化を 
敬す るを 良能と 云へ ば、 良能は 卽ら義 なち。 離 雲上 篇じ 
た之實、 事こ親是化、 義之實、 從^化是化、 

とを ふは 之が 爲 なろ。 上に 引用せ る吿 モ上篇 に、 人に をす る ものと 雖 も、 尝に 仁義の 
ふなからん やとを ひ、 之を 受けて 其の 良、 心を 放つ 云々 と 云へ ば、 良、 むの 巧を は 卽ら仁 
義 なること 爭ふ 可から ず。 卽^ 赤子の ムも ホた 義 なることは 勿論な ろ。 故に 大人は 赤 
すの、 むを 失は ざる ものと を ふ。 堯 舜牲： ，之 化 (盡ム 上) とは 中庸の 所謂 生 知 安行と 同意 
にして、 ホ この 謂な ろ。 卽ち 孟子の 眞 意を 推す 化、 吾人の 良必は 完を自 おなる るの、 
謂に して、 善 的 肅芽あ 6、 を 養 擴充を 持つ y 發 達す ぺ さもの、 謂に あらざる こと 疑 ふ 
巧から ず。 都 魯大實 に  ，. 

胤按 、四 端の 說 孟子に 始 咬る。 仁義 禮 知日の 根本 わが ふに 備 はろ である ことを 一巧し 給 


ふなら。 ：：是を四端とを、 仁義禮智の根本な-CN。 化外义良位と一お、 本ムと云、 良 
知 良能と 云、 言は か はれ ども 何も S とつ 趣 化て、 所に ょ々 て 名稱を かへ 人の 善 也を 
いふ。 

とを へる は、 寧ろ 火簡 にあらず や。 蓋し 天命の 性、 あび 生 知を 巧を 認めた る 子 思の 系 
統を 受けた る、 盡 子が、 先天 良必 論を 殻 吹す るは 猶 めて 自然の 結果な り。 然 らば 仁齋 
の 端本 說は擴 充を說 くには、 極めて 宜然 なれ ども 本、 むな 必 赤子の、 むを 說 くに 當 つて、 
重大なる そ 盾に 撼 着せる ものにして、 吾人の ホ だ 俄に 首肯ず ベから ざる 處 とす。 

次に 先天 良 ふ 論者と して 朱 子の 所 說を擧 げんに、 彼は 公孫を 篇に 註して 曰く、 

側隱 、羞惡 、辭讓 、是非、 情 化、 仁義 禮智 、性 化、 ふ 統_ -牲 情-者 化、 端緖 化、 因-其 
情之踞：而性么本然、 可--得禍見1猶=-有^物が^中而緖見-~於外-化、 

仁義 禮智は 性に あらず しで 德 をる ことは、 た齋の 指摘せ るが 如し、 而 して 之を 性と 一巧 
へる は 朱 子の 誤謬な ク 。然れ ども 朱 モも亦 固 ょら 己は 之を 知れち。 故に 盡ム上 篇に註 
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.、* も.  A 

して 曰く、；';—.  ’ 

.  .  *  •  ■  ■- 

仁義 禮智 、惶 之四德 化、. 

座の 四德 なろ、 然るに 之を 性と 云へ るは、 なほ 盡 子が 君子 所， 性、 仁義 禮智 、娘， 於 似 I 
と 云へ るが 如きの み。 卽ら こ、 に 問題と ずべき は、 性に 固有す る四德 なる かを かの K 
にあち。 而 して 朱 子は 固を 論者に して、 た 齋は颠 芽 論者た るの 相違 あるの み。 故に U 
齋は 端本 說 良、 5 發達 論を 取ろ、 朱 子は 端緖說 、先天 良 也 論を 取れるな ろ。 端本 說良必 
踞達 論は、 赤モの ふを 說 くに 當 つて、 決して 解釋す 巧から ざる 矛盾に 撞着し、 端總說 
先天 良、 5 論に あら ざれば、 到底 了解し 難き こと 前に 述べた るが 如し。 然れ ども 朱 子 Q 
說は 义擴充 を哀； 5 達を 哀ひ養 性を 云 ふじ まつて、 端本 說の 如く 自然を る こと 能は ず、 
是れ 其の 重大を る 難 織なら。 撥充 とは 其の 微 々たる ものを 擴充 して、 漸次 もの 火を 致 
すの 義ぶ るとは 匆 論な ク。 故に 盡 すは 之を 火の 始めて 燃ぇ 泉の 始て 達する じ嘗 へたる 
なろ。 然 らば 端緖說 は擴充 を說〜 'に 當ク y、 到底 解釋す 可から ざるを 盾 ある こと、 猶 


化 瑞本說 の 赤子の ふに 於け るが 如き もの ある や 否や。 朱す は 曰く、 

擴推廣之意、 充滿化、 四端巧^我、 隨處發見、 な„皆卽^化推廣、而充_>滿其本然之量7 
則 其 日新义 新、 將 ，有， 不 ，能 n 自已 ，者 ょ矣、 

な、 心は 本ょ ら完を なれ ども、 物欲の 爲 めに 陷溺 せられ V、 人の 禽獸 と異る もの 殆んど 
希な らんと す。 然れ ども 本性の 善は 到底 磨嫉す 可から ざる もの あ A てを す。 化の な、 む 
はがに 觸れ 機に 臨みて 發 見す。 四 端の ふ 卽是な A。 故に 吾人は 化 i; 端の 心に 卽 いて、 
之を 擴充 して 本性の 善に 復る べしと いふは 卽ら朱 子の 意な ち。 化く の 如く 說 5 巧れば 
養 性 も 達 も、 皆 何等の 支障な く彌 縫し 得べ し。 唯虛必 ホ氣に 之を 讀め ば、 到底 端本 說 
.の 自然なる に 如かざる を覺 ゆるの み。 

な 上の 一一 說を 比較 ずれば、 一一 說皆 をの 長所 あると おに 短所 あち。 然れ ども ネ 盾の 多 
少 をな y もの 優劣 ^ 論ぜ ば、 端本 說は 到底 端緖 のを 盾の かき 化 勝る こ > 能 はず。 なに 
予は 寧ろ 先天 良、 心 論じ 與 せざる 能は ざるを ろ。 
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着學 派を して 言は しむれば、 儒學 には 元と 復性復 初の 思想な し、^ の 復性復 初を を 
ふは 老莊の 思想る ろ。 朱 子が 孟子を 解して 先天 良、 心 論者と なすは 老莊 思想の 彰響 のみ 
と。 老莊に 復性復 初の 思想 ある ことは、 實は薑 派の 所論の 如し。 老子が 復二歸 于裝兒 - 
を 鼓吹せ るが 如き、， での 動かす 巧から ざる 靜據 なろ。 然れ ども 儒學じ 復性復 初の 思想 
な 含 やを やは、 ホ だ 俄に 之を 決ず 巧から ず。 孔子は 上智の 人を 承認し、 又を かの 人 あ 
'るを 承認せ を。 換言すれば 生れながら じして 完查自 をの 人 あるべき を 承認せ ろ。 巧言 
ずれ ぱ先 天な、 むを 具有す る 人 あるべき を 承認せ り。 子 思に 至つ ては ちの m 心 想を 受けを 
知を 行の 人 あるを 言； 3、 又自 ，誠而 明、 謂 二 之 性， と 云 ひ、 更に 之 k 哲學が 根據を 置かん 
として、 吾人め 性は 卽ち 天命なら 天賦な ろと をし、 吾人は 天命に ょらて 先天な ふを 具 
をず とな せら。 もの 思想を 受け、 當 時の 學界じ 於て 問題と な 6 巧れ る恍を 取ろ、 特に 
性 善ぶ 巧て 自家 學說 の根據 とぶ せる 孟子が、 先天 良 ふを ま 張す るは 毫も 怪しむ 瓜 あら 
..，ず。 孔 すは. 寧ろ 常識 論者は して、. 强て夕 を 論ずれば 性 I 一一 お 說—卽 もと 智 、中 人、 下 愚 


を說 含、 モ 思は 之を 受けて 生 知、 學 知、 固 知の 一二 品、 若く は 之に 下 愚を 加 《て 四 品を' 
說 くと 其に、 一方に 於て は 吾人の 性を 天命な々 とする 萬 人 同性 說の 思想 あら。 孟子に 
至つ て 專ら萬 人 同性 說を取 A、 堯舜は 人倫の 至を ろと し 0、、 人 皆な て堯舜 たるべし 
と 云 へら。 斬く の 如く 見 巧れば、 孔子 及 ぴ思盖 の 思想 發 達の 迹 は、 歷 々として 指示し 
得べき 化 非ず や。 而 して 儒學に 於け る 復性復 初の 思想は、 實にモ 思に 始まる。 中庸に 
曰く、 

天命 之 謂， 性、 率， 性 之 謂， 道、 修 ，道 之 謂， 敎、 

天命の 性の ま、 じ 率 ふを 道 とせば、 之を 修 るの 必要な きに 非ず や、 然るに 彼は 之を， 
修りるをがて敎となせら。 自^明誠、謂_~之敎_と云ふもホ同意なろ。 この思想は猶な益 
子が 性 善を 說さ 先天 良、 心を 說 きて、 然る 猶 您擴充 、養 性を 說 くが 如^なろ 。本が 善な 
らと雖 も缺損 あろ、 故に 修めで 之を 其 初めに 復 せしめん とずるなら。 巧 も 中庸は 仁 
齋、 巧 谏 等が 言へ る 如く もと 老巧と 相 巧して、 儒學の 精神を 明か じせんが 爲 めに 作 
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る。 をの 間に 自 から 幾分の 影響を 受けし ことは 想像し 難から ず。 復性復 初の 思想 も 孰 
れか をのち 莊學の 影響に あらざる を 知ん や。 孟子が 大人は 赤子の ムを 失は ざる もの- 
と 云 ふじ まつて は、  明かに 復性復 初の 思想に して、  老子が 嬰兒 化復歸 せんこと を ま 張 
せる と 酷似す。 復性復 巧の 思想が 老莊の 影響なる や 否やは、 暂く 之を 措 さて、 もの 思- 
想が 思 荒に 至つ て 現 はれた る ことは、  斯 くの 如く 夫れ 明白な ろ。  故に 之を なて 復性復 
おを ま 張す る 端緖說 は、 儒家の 思想に あらず と斷 ずるは、 思想 發 達の 歷史を 無視す る 
大 なる 誤謬な ろ。 

或は 民く、 孟子は 頭腦 明晰なる 學者 じあらず、 寧ス氣 をな て 其の 論を 巧る 才人な 
ろ。 をの 議論 もとょら ホ 盾に 富む。 然れ どる 文を なて をの 意を 害する 勿れ。 孟子は 性 
に 善 的號茅 あるを 認め、 之を 擴充 して 仁義 禮智 の德を 養成し 得べ しとな す。 換言 すれ 
ば 吾 入の 良 ふは を 養 じょつ て お 達すべし と說 くなら。 本、 む、 良、 心、 良知、 良能、 赤子. 
を、 む 云が 如き 暫^> をの ホ 盾を 論ずる 勿れ。 要ず るに 皆 四 端の、 むと 大同小異 のみ。 た. 


齋の說 はこの 意は 於いて、 益 子の 眞 意を 得たら と、 夫れ 或は 然 らん。 を 人の 所 說の如 
くん ば 吾 ホ 巧を か 言 はんや P 
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孟子の 敎育說 

人性は もと 善 をれ ども、 欲 ふ あるが 爲 めじ 其の 本、 むを 放つ て 之を ありる ことを 知ら' 
ず醫 しを 養 其の 宜し さを 得 ば、 人 皆な て堯舜 たるべし とい ふ。 是れ盖 子の 倫趙敎 .宵說 
のな 脚 就な ろ。 偷理說 に 就いては、 今 暫く 之を 措き、 彼の 敎育說 を 見る に、 彼は 卽ら 
敎 育の 可能を 認める と共に、 敎 育を なて 本性の 善に 復歸 し、 己に 放てる 本 瓜を 求い る 
巧な の ものと し、 消極的 意義 ある ものと なせら。 而 して 敎 育の 目的は、 言 ふ 迄 もを く、 
人 ♦皆な て堯舜 たるに 巧ろ。 故に 離 宴 上篇に 曰く、. 

規矩 方 員 之 至 化、 聖人 人 淪么至 化、 

講必 上篇に 曰く 

を 孫* 曰、 道 則高矣 、美矣 、宜 __ 葱， 登， 天然 f 似， 不 ，巧， 及 化、 何不 ，使 ご彼爲 k 可， 競 

を而 日華 寧， 化、 盡モ 曰、 大谭不 T 爲 拙エ ，改 k 繩墨 5 梁不 ，爲 ，細が- 變 ，が、 殼 率い焉 


芋 引而不 ，發 、耀如 也、 中道 而立、 能者從 ，之、 

堯舜は 人倫の まなろ。 秀舜 をな て 標的と なさん ことは 美は 乃 も 美 なれ ども、 恰も 天に 
登る が 如く、 常人の 企を すべから ざる 化 似た A。 然れ ども 人を 敎 ふるに 當 ろて、 凡 蕾 
の爲 めじを の 標的を 變 なする こと 能は ざるな ろ。 

抑 も政敎 一致は 人文を 上 多くの 民族に 址ハ 通に して、 支那に ならても ホ堯 舜な來 儒家 
0 祭と する 所な ろ。 故に 孟子 も ホ 君 まとして 臣民を 敎育 する 巧な を 論ぜら。 彼が 政治 
說に 於いて、 恒產 無ければ 因て 恒ふ なきは 人情の 常 なれば、 民を 治む るには 民の 產を 
制して 衣食は 窮 ずる こと 無から しめ、 而 して 後 學 校を 設けて 之を 敎 ふるに 孝憐忠 倍を、 
な で ずべ しと 說け るか 如き 是れ なろ。 盡 、む 上篇 にも ホ 曰く、 

た 言 不^ 仁 聲之乂 又 深 立、 善政 不 ，如  >1 善 敎之得 r 民 化、 善 敕民畏 之、 善敎民 愛， 
之、 善政 得 こ 民が： 善 敎得こ 民 ふ- 

朱 子は 政と 敎 とを 解して、 政は 法度 禁令を 謂 ふ。 其の かを 制する 巧な なら。 敎 は道德 

を 子のを を說  一四み 
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ま 那を學 の巧究  一 五 0 

齊禮を 謂 ふ。 其の 心を 格す 巧が なろ とい ひ、 民 財と 民 ふとを 解して、 民が を 得とは、 
巧 姓 足ら ば 君 足らざる なきな ろ。 民 也を 得とは、 其 親を 遺れ ず 其の 君を 後 じせざる な 
6A; いへ ろ。 其 說當れ ろ。 要ず るに 君、 王の 人民を 敎 育せ る效果 をい へるな A。 

.人の 師 として 子弟を 敎 育す るに 就いては、 種々 の 方法 あらとす。 吿子 下篇に 曰く、’ 
敎ホタ，術矣、 予不^曆之敎識化者、 是ホ敎_~講之_而已矣、 

す 弟の 質疑に 對 して 滔 々と 之を 辯 じて なて 其の 惑を 解 さもの 誤を 正す こと、 孟子の 公 
探 丑、 萬 章 等に 對す るが 如きは、 いふ 迄 もを く 敎育的 巧 法 をれ どる、 別は 不 屑の 敎と 
いふ もの あち。 是れ 人を 奮起せ しむる 所な にして、 ホ 或る 場合には 極めて 有 巧なる 敎 
接を の】 をろ。 是 巧には 彼は 敎に術 多し とい ひ、 唯不 屑の 敎 のみを 擧 ぐれ ども、 盡ふ 
ふ篇 じは 之を 列擧 せろ。 曰く、 

君子 之 巧，， な 敎_ 者 五、 有， 如， ~ 時雨 化,. 之 者：： 有， _ ぶ， 德を ^有= 達， がを 7有_| 答， 問 者： 有.！ 
なお 义を r 化 五 者 君子 之 巧 __ が敎 ，化。 


化の、 五 者に 就いて 之を 見る に、 前の s 者は 感化 又は 效果に 就いて いひ、 後の 二者は 巧 
法に 就いて いふ。 而 して 其の 方法の 中、 前者は さを 敎 ふる 化 意 あろ。 後者は 無必 化し 
て 自 から 節を 後人に 垂れ 後人を 感化す るなら。 彼は 人の 師 たるを 好い をな て、 人の 大 
患 (離 宴 上) ならと すると 典、 じ、 賢者は 必ら ず不宵 者を 敎脊 ずべき を 述ぺて 曰く、 

中 化 養こ不 中- 才化養 こ 不才： 故人 樂 ，有 こ 賢 父ぶ， 化、 如 中化棄 こ：. 中： 才也棄 __ 不才： 則 
賢 不お么 相 ま、 其間不 ，能， な， 寸 、(離 宴； 卜篇： > 

伊 尹が 自 から 先知 先覺 をな てな じ、 後 知 後 覺を覺 さんと 欲せし は、 即ら 中に して 不中 
V 養 U、 ネ にして 不才を 養 はんとせ しのみ。 故に 人は 賢 父 化 あるを 樂 しむ。 然れ どる 
君子は 親から おの モを敎 へず。 離 宴 上篇に 曰く、 

公孫を 曰、 君 モ么不 ，敎 ，子 何 化、 孟子 曰、 勢不 A 何 化、 敎者必 3:. 正、 な， 正不： .行、 
繼，之な怒、 繼，之な.^お、則反夷矣、夫モ敎，我3^お、夫すホ，出_,於お>化、則是父子化 
夷 化、 父子 相 夷、 則惡矣 、古 者 易， 子而敎 ，之、 父子 之 間、 夕責 ， 善、 責 ，善 則 離、 離 

を 子の 敎育說  一 あ 一 


ま 那哲學 の 巧を  一 五 二 

則 不祥 莫， 大焉、  ： 

是れ おじ 孔子が 其 子 纏を 遠ざけし と 其の 意を 同し ぅす。 是れ 化盡の 家庭 敎 育に 冷淡な 
るが 爲 めにあらず。 寧る 大じ 之に 注意して 然 らしとは、 之を 前文 人 樂^ち 二 賢 父兄-の 語 
じ對 照して 之を 知るべし。 眞じ 家庭 敎 育の 何物た るを 知る ものは、 易 争 而敎レ 之の 頗 
る 意義 ある ことを 了解すべき なら。 孟モ 嘗て 論じて 曰く、 

君を 有 111 二樂 而で 一-天下^ 不 -- 輿を- 焉 、父母 俱脊 •、兄弟 無^故、 一樂 化、 仰 不^ 愧 こが 
天輪不 k が-一 於 人 n 一樂 化、 得-- 天下 英才 一而 敎 -- 育之^ 三樂 化、 君子 有-- 一二 樂-而 王 こ 天 
下 ：不_ 一與 な- 焉 、(盡 瓜上葛 

敎育 者た るるの 果して この 抱負 あろ、 この 氣慨 あら ば、 社會 上の 化 地 如何、 對遇 のな 
容か 何の 如 さは、 齒 ずに 懸 くるに 足らず。 予 この 文を 讀む每 に 孟子の 人と 爲 ろを 想望 
を ダん ぶ あらず 〇强 ふに 敎 育に 從 事ず る もの 須 らくこの 自重と この 自任と を かるべ か 


.，..，.孟子の 君臣 論に 就いて 

- 孟子は 自 から 稱 しで 化 子を 學 び、 孔子に 黏淑 すと いふ。 然れ どみ 君臣の 關 係に 就い 
て、 盡 子の 論ずる 所は、 化 子の 巧 論と 頗る 其の 趣を 異化し、 疑 ふべ さ 織る きじ あら 
ず。 請 ふ 其のげ 細を 語らん。 

- 孟子は 勿論 君 盾の 義を 重んずる ものを 6。 故に 人倫を 論じて 君臣 有義 とい， へろ。 論 
者 或は 孟子が 錫武が 伐の ことを 論ずる を 聞 さて、 孟子は 毫る君 芭の義 を 顧慮せ ざる も 
のとなず じ まつて は是れ 盾の 1 面を 見を る ものにして、 ホだ盡 くせろ とい ふべ からず。 
何を なて か 之を 言 ふ。 

孟子は 楊 朱の 爲我說 、墨 覆の 兼 愛 說を排 ずるを なて、 己が 化と をし、 楊 朱の 說は君 
を 無視し、 墨す の 誘は 父を 無視ず る もの 一にして、 斯 くの 如く 君 父を 無視す るは、 是れ 
禽獸 な々 といへ ろ。 (滕义 公 下) 楊 墨の 說が 果して 君 父を 無視ず る や 否やは 暂く 之を 猎 

孟子の 君臣 論に 就いて  一 五ー ニ 


ま 那を學 の抓究  一 お 四 

き、 孟子が 君 父を 無視す るを 見 V、 之を 禽獸 なら-と いふに 至つ ては、- 彼の 君臣の 義を 
重んずる 念 厚から しこと 想像ず るに あるべし。 其の 他、 彼は 孔子を 推 摩し、 孔子が 春 
秋を著はして大義名分を明かじせしことを推稱して、 孔モ化二蕃秋^而亂臣賊モ懼とい 
ひ、 (滕文 公 下) 其の 他 春秋に 關 して 論ずる 處 、騰文 公 下、 離 宴 下の 一一 篇に 見を、 景 慕の 
情 切なる もの あ 6 しを 窺 ふに ある もの あろ。 萬 章 上 篇に見 ゆる 咸を 蒙との 問答の 如 さ 
も、 ホ 彼の 意を 窺 ふに 足る もの あ-®'。 

咸な蒙問曰、 語云、 盛德之主、 若不--得而區^父不--得而モ1^舜南面丽立、 堯帥--諸侯叫 
化面朝，之、 譬膛ホ化面丽朝：^之、 舜を--譬殿-其を有^變、 孔モ曰、 於--斯時-化，天下 

殆 哉、 凌々 乎、 不 ，識化 語 誠然乎 哉、  ィ 
咸丘 蒙の 問 ふ處は 韓非モ 忠辜篇 にも ホ 之を 引き、 化 子は 拳弟忠 順の 道を 知らざる もの 
をら とお 評せら。： 若し 此語 をして 果して 信ぶ らしめば、 韓 非り 批評に 對 して 殆んど 辯 
解の辭無からん-^^^。 然るは孟子は之を解レで、 是れ君子の言にあらず、 齊東野人の 


謗なら とし、 堯 老いて 舜攝 する のみ、 堯 典に 

二十 有 八 載、 が 勸乃巧 落、 巧 姓 如， 喪 U 考姚 ni 一年 四海 遏__ 密八音 7 
と あり。 孔子 曰く、 天 無， 二日；^ 地 無 こ 二王 一と。 舜 G に 天子た ろ、 又 天下の 諸侯を 帥；^ 
て、 堯の 己年の 靡を なせら とせば、 是れ二 天子の みとい へろ。 孟子が 大義ぶ 分を 重ん 
ずる こと 斯 くの 如 5 もの あろ。 論者が 孟子を なて馨 も 君臣の 義を 顧みざる ものと いふ 
の 非な ろと いふは 是を なて なろ。 

然 らげ宽 子の 君 居 論は 查然 孔子と 其の 軌を一にす るか。 否、 其の 問 頗る 徑庭 あろ。 
予は今 こ、 じ 孔子の 火 雜夕分 說を述 ぶる ぴ 必要 あるを 知れ ども、 醫く 之を 措き、 こ、 
じは 孟 すの 所論の 頗る 疑 ふべ さるのを 列擧 すべし。 盡モ嘗 つて 齊宣 王に 吿げて 曰く、 
君么碱，臣、 如--手お：則段視^君、 如_,腹ム？君么視^臣、 如_,犬馬^ 則お視，君、 如，，國 
人： 君が &,&、 妒-崇 離驗 .草 (離 藍 下) 

又嘗 つて 齊宣 王が 貴戚の 卿を 問 ひしに 答へ て、 

孟子の 君臣 論に 就いて  】 泣 五 


麦驼‘ 巧學の 研究  】 おち 

若 有， 夫 過， 則 謙、 反， I 挺 之， 而不 ，聽 "則梦 か 8 韋下) 

とい ひしが 如 さ、 皆 後人の お 雞を免 かれざる 巧る ろ。 特化 彼の 架が 論に 至つ ては 愈 霞 
し。 梁惠王 下篇じ 回く、 

齊宣王問曰、 湯な，梁武王伐，斜、 有^諸、 盡子對曰、 が^傳有^之、 曰控滅--其君^ 巧 
乎、 曰賊^た者謂=之賊：賊^義者謂>|之殘^殘賊之人、 謂>~之 一 夫- 閒，誅= 1 夫が_矣、 
声 聞 ，賴， 君 化、 

是 等は 皆 彼が 人君に 吿げ て、 其の 過な からん ことを 望い が爲 にいへ るるの なれば、 所 
謂 對痛藥 たして、 之を なて 直 もに 孟子の 思想なら と斷じ 難き こと 勿論 なれ ども、 要す 
るに 頗る 不穩當 じして、 其の 體を 得ざる ことは 云 ふ 迄る をく、 吾人の 到底 取る 能は Vl 
る 所、 特に 一夫が を誅 ずるを 聞く、 ホ だ 君を おする を 聞かざる ならと いふに 至つ て 
は、 もの 後 おの 敎を亂 る こと 果して か 何を や。 

孔子は 四方を 周流し V、 席暖 る化逵 をし といへ ども、 若し 孔子を 用ね るるの あら ば 


卽も東 巧を 爲 さんと 欲せし なら。 然るに 盡 モは齊 梁の 君に 勸 めて、 王道を 巧は しめん 
と 欲し、 齊桓晋 父の 霸 業を 蔑視す るが 如 さ、 ホ 孔子の 周 室に 眷 々たるの 趣 あるを 見 
ず。 是れ 蓋し 當時簡 室の 勢力 查く 衰微して、 寺た 天下の 宗主た るの 實 なく、 之を 孔す 
の 時代に 化 ずれば、 已に 雲泥の差 あるじ 由る とはいへ、 抑 も 彼が 民本主義を 懐抱せ し 
じょる。 故に 盡 、心 下篇じ 曰く、 

民爲：.貴、 祉稷次^之、 君爲，輕、 是故得_~乎丘民^而爲__芳モ7 
離 冀上篇 にも ホロく、 

榮紳么 失 天下， 化、 失 __ 其 民， 也、 失，， 其 民， 者、 失 U 其、 心， 化、 得 __ 天下， 有， 道、 得 其 
民： 撕得 = 天下， 矣 、得 _ ，其 民， 有， 道、 得 _莫 お斯得 良矣、 

萬 章上篇 にも ホ、 萬 章に 語ク て、 舜が 天下を 有 もしは、 堯が 之を 與 へしに あらず、 天 
之に 輿へ しを ろと し V、 

昔 者堯藤 _~舜 於 天 r 酣天受 ，之、 暴 之 於 段 T 而巧受 ，之、：： 使 之 ま P 祭、 而巧 神享、 

を 子の 君 お 諭に 就いて .  一 五 七 


ま 那が口 學の妍 を  一 五 パ 

是天受，之、 俊--之ま^擧、 而，事治、 巧姓安^之、 是民受^之化、  .‘ 
とい ふが 如き、 皆 彼の 民 本ま義 をい ふに あらざる はるく、 この 點に 於いては 古 來ミ鄰 
民族の 天人 思想を 繼承 せる ものと いふべ し。 

予 はこ、 に 孟子の 思想を 斷じ V 民本主義と いひ、 敢て 民、 王々 義 といは ず、 何ん とを 
れ ば、 民主々 義の國 家 じあろ ては、 統治 權を 有する ものは 人民を り。 而 して 統治の 機 
關 たる 大統領と 人民との 關 係は、 別に 君臣の 義 あるに あらず。 而 して 盡モは 之と 異 
る。 人民を 賞び、 人民の 意嚮を 摩 重し、 人民の、 むを 得 ざれば 君 またる 能は ずと 稱 すれ 
ども、 已に 君主を 認む るの， かならず 、君臣の 關 係は 嚴 として 名分の 存 ずる あち、 臣民 
.ので n こ ホ ふるや 忠 をらざる ベから ずと す。 換言すれば 君臣の 義 をを 認 したる 上 化 於い 
V、 君、 王は 臣民の 意志を 黛 重すべし とい ふを ろ。 是れ ホの 孟モを 指して 民 本、 王義 とい 
ひ、 民主と 區別 ずる 巧な なろ。 


を 子の 自を 平. 等觀 

支那を を纔 いて 春秋 戰國の 際に まると、 周 室 衰微して 諸侯 放恣、 列國は 互に 强を爭 
ひ、 生 民は 塗炭の 苔を 免れず、 其 間を 種の 思想が 雜 然として 並び 起 A たる 狀況 は、 多 
くの 觀 から 比較して 宛と して 現代の 世界を 見る が 如き ふ 地が する。 一方に 於て 軍國を 
義 をを 張ず る 者 あれば、 他 巧に 於て は 平和主義を 高唱 ずる 者が あら、 又】 方に 於て 君 
權の 强大を 謀る 者 あれば、 他方に 於て は 君民の 差別を 撤廢 せんと 說く 者が あろ、 其 他 
をに 矛盾せ る 思想が 並び 起つ て、 其 間 或は 國家 社會に 害毒を 流ず 者も齡 くない。 苟も 
、心を 經俄濟 民に をず る 者は、 誰し も 之を 見て 苔 心 焦慮せ^ 者は 無から ぅ。 我が 煮 子の 
如きは 卽も 慨然と して 之を 救濟 せんとし、 盛に 邪 說淫辭 ぉ 駿裝 して、 或は 辯と 好い (滕 
文な 下) との 批評 ぉ 蒙い るに 壁つ た。 請 ふ 其 一斑を 論じて 見ょぅ。 

を 子の 自川 平等 觀  j あ 九 
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II 

自由 平等の 思想は ホ來 支那 民族の 思想で ある。 宇宙の 主宰者た る 天と、 一般ん 民と 
の關 係に 就て、 支那 民族の 抱いて 居る 思想を 考察 すれば、 明々 白々 疑 ふ 巧から ざる 擧 
實 である。 此點に 就て は 予は屢 々論艾 に 著馨に 論述した 所で あるから、 今 又を を 繰ろ 
返す ことは 业 める。 嬰ず るは 佛蘭西 革命に 際して 起つ た 天 赋人權 論の 如きは、 支那に 
がて は 開 闕な來 明 藤なる 事實 として 考 へられた る 所で ある。 天下 統治の 必要 上、 統治 權 
の 强大と 君 まの 威嚴 とを 增 さんが 爲 じ、 歴代の 君 •壬は 苔、 $ 慘瞻穗 々の ホ 法を 用 ひたに 
る拘 はらず、 開 國な來 の 自由 平等 恩 想の ために、 遂 k 其 目的を 達する ことが 出が なか 
つた 程で ある。 孟 すの 如き も 勿論 化の 國民 思想の 範 圍を脫 する ことは 出 巧ぬ。 聖人は 
我と 類を 同じぅ する 者と い^ (吿子 上) 萬 人 同性を 說 き、 人々 皆な て義舜 たるべし とい 
ふが 如 さは (吿モ 下) 卽も 自由 平等 思想を 基礎と して、 之を 倫理 道德 上に 論な したる も 
ので ある。 伊 尹む 志を 述べて、 天の 化 民を を. ずる や、 先知を して 後 知を 覺 せしめ、 先 


覺 をして 後 覺を覺 せし い、 予は天 民の 先覺 者を ろ、 予將に 斯道を なて 斯 民を 覺 せしめん 
とす、 予 之を 覺せ しむる 化 非ず して 誰 どやと いふは (萬 章 上) 萬 人 皆 同じく 天の ホり 所 
はして、 皆 同じく 知覺の 能力 あろと なす もの、 卽も 自由 平等 思想に ょつ て、 をを 政ム ロ上 
化 論 あした ものである。 其 他 孟子の 所 韻 仁政 又は 王道は おしく 國 民の 自由 平等を 肖 的 
とした もので、 特に 井田 法 や纖寡 孤獨の 待遇 法の 如， n, は 同ま義 じょる 社會 政策 的 施設 
とい ふべき である。 斯 くの 如く、 自南 平等 思想は 孟 すの 承認ず る 所で あるが、 差別を 
無視した る惡 平等、 責任を 無視した る放縱 は、 孟子の 斷乎 として 排巧 せる 所で ある。 

其 議論の 嬰 旨は 楊 墨を 排 し、 (滕义 公 上、 下盡ふ 上、 下) 農家を 駭 せる、 (滕艾 を 上 3 諸 
I 帰に 見を て 居る。 

一二  ‘ 

孟子の楊朱を駭する語は、 楊巧爲^我、是無レ君化(滕文公て)と、 楊子取ご爲我^拔こ 一 
毛- 而 利-- 天下 f 不ぃ爲 化 (盡ム 上) との 二 轟. あるの み。 楊 巧の 奪說は 今を する 所の 列 子 楊 

荒 子ッ村 も-小 等觀  一 •- •、一 
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朱 篇に詳 かで あるが、 彼は 輸 端な 個人. 主義者で、 國家 祖會と 圣然沒 交渉に、 自家 獨 善を 
計つ たので ある。 從 つて 一毛を 拔 いて 天下を 利す るる 爲さ ずとは、 楊 朱の ホ 素の ま 張 
である。 卽も 意識的に 惡意 あつて 君を 無視ず るので は 無い が、 其 巧爲は 勿論 君を 無視 
し、 國家 社會を 無視す るるので ある。 卽も楊 朱は 獨ろ 自ら 守る こと 義 、に似て 非を る も 
の あろ、 且つ 查然 孔子の 仁德の 何物た るを 知らざる ものである。 次に 孟子は 墨 モを駭 
して、 墨巧兼愛、 是無，父嬰騰文公下)といひ、 义墨モ兼愛、 摩苗放，鍾利，，天下_爲^ 
之、 (盡、 5 上) といつ て 居る。 墨 子の 著述は 殘闕 する もの 少 く、 多くは 現を して 居る 
が、 其 著書に ょると 彼は 極端な 博愛 ま義 者で、 徹頭徹尾 社 貪の 安寧 幸福を 計らん とす 
る ものである 。意識的に 父を 無視す るので は 無く、 否 寧ろ 父を 愛する こと 敢て 儒者に 
劣らざる ものであるが、 無差別 平等に 己が 父 も 他人の 父 も 兼 愛ず るが 故に、 其の 結果 
は 父を 無視ず るに 至る ので ある。 墨 者 夷之との 問答に ょると、 此點 は】 曆明 膝で あ 
る。 夷ず は 巧く、 


儒者 之 道、 古之乂 、若， 保 赤子 f 此言何 謂 化、 之 則な 爲 、愛 無 差等 r 施 由， 親始， { 滕. 
文を 上)  ' 

儒者が 萬 民を 愛撫ず る こと、 赤子を 保ん ずるが 如くせ ょと 說 くは、 我が 墨 家の ま 張‘ 
する 巧と 同じく、 愛に 差等 無く、 唯 其の 施設の 順序と して 親ょ ろ始； 3 るに 過ぎざる 化 
非ざる かとい ふ 意で ある、 孟子 之を 駿 して 曰く、 

夫 夷 子 信な，. 爲人之 親，， 其 兄之モ r 爲ゎ 君， 親 _ ，其 隣 么赤モ _ ず、 彼 有， 取爾 化、 赤 モ铜旬 
將卜乂^井、非>,赤モ之罪，化、 且天之生，物化、 使_,之一，本、 而夷子二，本故化、 (滕文 
な 上) 

夷 子は 信じ 人の 其见の 子を 親し^と、 隣人の 子を 親しむ と、 圣く 相等しと 爲ず か、 
人情 Q 自然に 從 はば 其 間 必ず 差別 ある ミと 勿論で あらぅ。 彼の 著， 保， 赤子 一の 語は、 も 
ふ 人民 無知 じして 法を 犯す こと、 赤す の 無知に して 弗に 入らん とずる が 如 さを 蠻 へた 
ので ある。 且つ 人物の 生ずる や 必ず 父母に 本づ 含】 にして 二 無し、 然るに 夷 子は 我 

を 子の 目 巧が 鶴觀  一六！ 一一 
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親と 他人の 親と を 等しと ずるは 是れ 本を 二に する ので あると。 要するに 墨 家の 兼 愛は 
孔子の 仁に 似て 非なる もの あろ、 而 して 查然義 の 何物た るを 知らざる ものである。 故 
は 楊 墨の 說を緋 せ ざれば、 孔子の 道 著 はれず、 是れ 孟子が 楊 墨を 排斥して 仁義を-王 張 
した 巧が である。 欧に 曰く、 

據墨之 道不： .息、 孔子 之道不 J 者、 是 邪說誕 ，民、 充 = 塞 仁義， 化、 (滕 文を 下) 

化 子は 唯一の 仁の 字を 說 く、 而 して 孟子が 仁に 配す るに 義 をな てし 仁義を 說 き、 化 
字の 道を 明かに したのを 見ても、 盡モ が國家 魅會を 無視した る 個人の 自由 や、 或は 無 
差別の 鶏 平等 論を 排 した ことが 分かる と 思 ふ。 

四 

騰 文な 上篇に 曰く、 神 農の 言を 爲す者 許 巧なる もの あろ、 其 徒 皆 褐を衣 履を 姻 も、 
席を 織つ てな V 食と 爲 すと， 換言 ずれば 彼等は 自ら 勞 働して 生活の資 とする ので あ 
る。 彼等の 說に從 へば、 君 まは 民と 並び 耕して 食 ひ、 扫 から 炊いで 食を 爲 ろつ、 兼ね 


て 民事を 治む ベ 急で ある、 a 號 を徵收 する が 如きは 民を 病まし むろ 巧な であると。 曰， 
i 

滕君則誠賢君也、 雖^然未，聞^道化、 賢を與^民並耕而食、 藝潑而治、今化滕を--倉展 
府庫^則是厲^民而な自養化、 惡得^賢、 

孟子は 則も縷 々數十 言 之を 駿 したので あるが、 其嬰昏 をい へば、 許 子は 必ず 粟を 種 
をて 食 ふと 雖 も、 其 素 冠は 自 から 之を 織らず、 签衙鐵 耕 もホ自 から 之を 爲 さず、 皆繫 
をな て 之に 易 ふ。 是れ巧 エの事 皆々 業に よるべく、 固 よら 耕し V 且つ 爲ず 可から ざる 
が爲 めで ある。 而 して 是れ 勿論 許 子の 徒と 雖も亦 承認せ ざる 巧で ある。 故に 曰く、 

許 モ何不 f 爲 U 陶冶 r 舍皆取 n 諸 其 宮中 _而 用 VN、 何爲紛 々然 輿-巧 エ ~ 交易、 何 許モ么 
不レ禪 ，煩、 曰 百 H 之 事、 固不 ，巧 U 耕旦爲 ，化、 

是 れ盡モ 問ぅて 許 巧の 徒 答 ふるの 語で ある。 旣に社 曾の 事 分業の 制 じよるべき こと 
を 知ら ば、 同じ 理由に よつ て 天下を 統治ず るの 職は、 農夫の 職と 兼ぬ 可から ざる こと 

を 子の なお 半樂觀  三 ハ 五 
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を 知らねば ならの。 故に 孟子 曰く、 

然則治-1天下7獨可|1耕且爲1與、 有_1大人之事^有|1ル人之事5^且 I 人之身、而巧エ之巧ド 
爲備、 如必ち爲而用^之、 是率_,天下，而路化、 故曰、 或勞^心、 或勞，力、勞^ふを治， 
人、 勞 ，力 者 治， 於， 人、 治， 於 k 人 者 食：. 人 治， 人 者 食， 於， 人、 天下 之適義 化、 

自己の 職と ずる 巧を がて、 他の 職と する がと 有無 相 通ず る も、 互に 相 病まし むる に 
非ず、 農夫が 粟を なて 陶冶の 器械と 易へ、 陶冶が 器械を なて 農夫の 粟と 易 ふる も 互に 
他を 病まし めず とせば、 君子が、 むを 驚して 人を 治い るの 故を なて 食を 民に おろ、 民が 
力を 勞 して 人に 治めら る、 のな をが て、 食を 君 ま 化 供ず る も、 ホ 互に 他を 病まし わ 
ず、 許 モが滕 に倉糜 あるの 故を なて 民を 厲 まずと いふの 非なる こと 明々 白々 とい ふべ 
さで ある。 孟子は 更に 進んで 堯舜禹 等の 聖人 民を 憂 ふること 大 にして 其 耕ずに 暇 無 か 
i しを 縷述 して 且つ 曰く、 

寮舜之治6天す^豈無，巧^用_~其ム-哉、 ホ不，用，が，耕耳、 


抑 も 文明の 進ずと 社會み 業の 發 達とは 正比例を をし、 文明 進步 すれば 進步 する だ 
け、 み 業の 制愈發 達ず るは、 巧 有る 國家 社會に 於け る 適 則で ある。 かの 農業を 勤めつ 
、闕 なを 執るべし とい ふ 許 行 0 說の 非なる こと 盡モ 0 論破せ るが 如しと 甘 ば、 工業を 
勤めつ、 闕 政を 執る こと も、 商業を 勤めつ、 願 政を 執る こと も、 ホ 同様に 非 木せ ねげ 
ならの。 をつ て 結局 政治を 所有る 人民が 爲 すべし と 論ずる 近時の 民を 主義 も ホ 同樣に 
非で ある。 文明の 進歩と 社會み 業の 發 達とは 亞 比例を 爲 すと 云 ふ 明々 白々 たる 通則と 
民を 主義との 矛盾は 如何は 之を 解釋 せんとす るので あらぅ。 許す の徙义 曰く、 

從こ許子么道^則巿寶不^薪、 國中無^礙、 雖^使ご-五尺之童-適*巧、 莫--之或。欺、ホぉ 
長短 同、 則賈相 若、 麻縷絲 絮轉重 同、 則賈相 若、 五穀 多寡 同、 則賈相 若、 購 大小 同、 

則賈相 若、 

裳し ホ 中 所有る 貨物は 皆價 格が】 をして 之を ニー ーー じする とが 無く、 五 尺 無知の 童子が 
ホに 行く も 之を 欺く ことが 無いならば 實に 結構の ことで ある。 懸 引に 巧妙なる 支那 人 

を 子の 自由 平當觀  一六 セ 
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はなつ て、 特に 上代に をつ ては、 此 くの 如 さ 議論は 殆どを は 空想と 考 へられた かと 思は 
れ る。 然し 現今の 社會に 於て は 多く 見る 巧で， あつて、 其眞理 なることは 勿論で ある。 化 
し巧價 み， 款の 意味を 定價の 意味に 解せ ず、 下 文の 布 清 長短 同じ けれ ぱ其價 等し 云々 の 
意に 解す るなら ば、 之」 は 甚だ 不條理 なる 思想と をはねば ならぬ。 許 子の 意は、 唯 長短の 
同じき の 故を なて、 ホる 嵩 も其價 等しく、 輕重 同心 含の なをな て 疏纔絲 絮の價 等しく、 
多寡 同じき の 故を がて、 米 麥暴稷 栽； 頗禮鄭 注に 據 る) の價 等しく、 大小 同じき の 故を 
がて 精疏の 別無く 暖の價 等しと する るので、 卽 も是れ 質の 巧 違を 無視して、 唯 量の 多. 
寡 的み を 論ぜん とずる るので あるから、 をれ こも 最も 不公平なる もの、 巧 謂惡を 等と 
云は ねげ をらぬ。 是れ譬 へば 黃 金と 巧 礫と 其の 價を 等しう し、 智 愚賢不 おを 同一視す 
るが 如 さを ので、 この 思想に ょれば 國家 社會の 秩序を 破磬 して 殆んど 之を 收拾 する こ 
とが 出 巧 3 やうになる であらう。 將 校には 將校 としての 訓練を 必要と し、 統治者：：^ は 
統治 若と しての 訓練を 必要と する は 勿論で あるのに、 特別の 訓練 無き 勞働 者： か 統治を 


.となら、 何等の 訓練 無 さ 一 兵卒が 軍 司令 宫 とを るが 如き、 過激、 王義の 方法を 用 ひて 國 
家の 混亂を 招いた 勞兵會 の 思想 も、 許 モ^ 思想と 其 軌を一にする ものである。 十の 才 
能 あるを が 十の 位置に 着く と、 一の 才能 ある 者が 一の 位置に 着く とは 眞の 平等で ある 
が、 十の 才能 ありて 兰 のが 置を もめ、 一の 才能 あつて 一二の 化 置を ちむ るのは 之を 惡乎 
等と いはね はならぬ 。故に 孟子は 其 意を 述べて 曰く、 

夫物之不^齋、物么情化、或相倍薇、或相か伯、或相千萬、子比而巧三^!、是亂--天下- 
化、 ち歷 小歷问 J 貝、 人豈爲 ，之 哉、 從 -- 許す 之 道 r 相 率而爲 ，僞者 化、 惡能 治-- 國 家^ 
物齊 しから ざるは 物の 情で ある、 或は 一倍 五倍し、 或 十 巧 千 萬 倍ず。 若し 强 a て 之 
を 同一と して 取极 ふなら ば 天下を 亂る 所な であを- 獨ら歷 を 擧げて 之を 喩せ るは、 
許 巧が 壓を栖 つて 食 爲 すが 爲 である。 孟子の 此論 間然す る 所は 無い ので あるが、 許 
子の 如き 過激 思想は 喪亂の 世に 於て 可な ろの 勢力を 占めた ものと 見ぇ、 荀モの 如き も 
惡 平等 思想を 排 巧して、 書呂 刑の 維齊 非， 齊の 語を 引いて 自己の 議論の 證 として 居る 

孟子の 自 をみ 挙觀  一六 九 
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(王制 篇) 。然し 今は 盡 すの 所‘ 論を 擧 ぐるに 止めて 置く。 吾人は 現代の 世界に 於ても、 
頗る 許 行の 徒 や、 楊 墨の 徒と、 其 ま 張を 同し ぅずる もの、 害毒を 天下 じ 流ず るの ある 
を 認めて、 顔る 憂慮に 勝へ ざるる ので ある。 


苟子解 蔽篇を 讚む (I 驚 難 驚、) 

解 蔽篇は 文 辭奇を じして 誤脫歡 からず、 苟モ I 一一 十二 篇 や、 最も 解し 難しと す。 文辭 
の 解し 難 さものは、 或は 意を なて 之を 讀むぺ し、 其の 思想のを 盾に 至つ ては、 遂に 么 
を 解し 難しと ず。 請ぅ 少しく 之を 論ぜん。 

解 蔽篇の 上半は、 凡を 人の 患は】 曲に 蔽 はれて、 大理じ 闇き 化を ろ、 欲顯 、始終、 
遠近、 博淺 、を 今 等の 如き 皆 蔽を爲 す 巧な なれば 宜しく 之を 解く ベ さを 論ぜる ものし 
V、 文意 明瞭 ホ 疑 ふべ & 無し。 其の 解し 難& は卽ら 化の 篇の 後半に 巧ろ。 

抑 も苟モ の. 考 によれば、 吾人が】 切の 巧爲 は、 凡て 意忠 の選擇 、判斷 によろ て實行 
せらる 而 して 人性は もとよ ク惡 なれば、 君し 吾人の 情欲の 命ずる ま、 に 從は义 、互に 
相學 ふて 亂る べし。 

故に 唔 人は 意志を なて 之を 制駭 せざる 巧から ず。 而 して 如何にして 其の 善なる 者を 選 
荀 子解蔽 寛を 讀む  ー セ ー 
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擇し 、如何にして 其の 可否を 判斷 し、 なて ょく 興の 誤謬 無き シ- 得る かと 云へ ば、 瓜卽 
も精神に一をの標準をかる巧からず。 化の標準を稱して彼はをを銜と云ふ。 何謂^衛、 
曰 道 (解 蔽篇) とを へば、 化の 標準は 卽も 荀モの 所謂 禮義 是れ なろ。 禮義の 何物た る 
かは 今 暫く 之を 措き、 如何にし V 化の 禮義卽 も衡を 知ら 得る かを 論ずる るの、 郞ち化 
解 蔽篇の 後半な ろと す。 解 蔽篇じ 曰く、 (g が づ) 

何、： 5 知：. 道、 曰、 む、 也 何が 知、 曰虛】 而靜、 

卽ち 吾人が 禮義を 知る をは、 吾人の、 む卽ら 精神が 虛】 にして 靜 をる じを々 とす。 然ら 
ば虛】 而靜 とは 何 ど。 彼は 其の 意義を 解釋 して 曰く、 

瓜 ホ 眷不 I .臧 化、 然而有 = 所謂 虛 ^$ホ_ -眷不 *滿 化、 然而 を。 巧 謂】 r 瓜 ホ __嘗 不一! 
動 化、 然而有 U 所謂 靜- 

基れ ふの 虛 一而 靜は其 事を 易なら ざるに 似 たれ ども、 必ずしも 西 難なら ざるを 述べた 
るな ろ。 彼は 更に 語を 進めて 曰く、 


人生が巧，知、 知：邮有，志、 志化者織化、 然而有，，巧謂虛：不，な^§ュ已臧；害^巧レ將^ 
受 、謂 U 之虛 r  ! 

是れ卽も虛の說明を-eN。 知とは知覺の謂化して、 志とは記憶の謂をろ。 ム化記憶する 
所 あれ どる、 其の 記憶に 拘 は- 〇 て 新に 知覺 する 巧を 害せざる を 虛と云 ふ。 义 曰く、 
ム生而有^知、 知而有，異、 異化者、 同時兼知，之、 同時兼な^之、 兩化、然而を__所謂 
一 r みを 美 一, 害， 化 一い謂 _乏 K 

吾人の 知覺は 同時に 一楚 くは 一一な 上を 感受す る こと あ， 〇/ 然れ どる】 の知覺 をな て 他 
の 知覺を 善す る 無ければ、 之を】 と 云 ふ。 又 曰く、 

必罰 裳、 簡暮 篇备則 謀、 故寞- 嘗不壽 化、 然暑 __ 所謂 靜养な _ 裏 劇 _ 

亂ホ 知、 謂 二 么靜： 

巧な 坐 臥、 外資 囊 K 感じ VJ 動かざる 能は ざれ ど A、 其の 愛を なて 知覺 能力を 亂 
る こと 無き を 靜と云 ふ。 

巧' 十 解 蔽篇を 許む  .  -ヒミ 
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な 上說く 所の 虛 一而 靜は卽 も 道衡を 知る 所がに して、 若しょ く斯 くの 如く なれば、 
菩 人の 精神は 毫も 蔽 はる、 こと 無 かるべし？， 而 して 新く の 如き 菩 人の 精神 狀 態を 稱し 
て、 彼は 之を 大淸 明と 云 ふ。 而 して 彼は 大淸 明の 効果を 述べて 曰く、 

人ム譬如=榮水： あ錯而匆^動、 則湛满巧^下、 而淸明巧^上、 則を"が見--鬚屑-而察ホ 
理矣 、微風 過ぃ么 、湛濁 動-乎 下： 淸巧亂 ，一. 於 上 r 則 不一す-な 得-夫 形 之 正-也、 ふ 亦 如- 
是 矣 、導 レ 之な レ理 、養  V  之な  A 淸 、物 莫こ之 傾^-則 足*  なをこ 是非-決* 嫌疑 ょ矣 、小物 引 k 
之、 則其おか易、 其瓜內傾、 則不^を_。3決_-粗理-化、 

彼は 特に 吾人の 精神が 專】 化して 薪すべからざる を 論ずる こと 甚だ 親切なら。 曰く、 

心 お 則 無知、.：.‘ .かを 擇レ ー而’ 一焉、  ^ 

又 日く 

巧.書を衆矣、 而倉韻猶傅者 】 化、 好^稼者衆矣、 而后稷獨傳者 一 化、好^樂者衆矣、 
而變獨 傳者一 化、 巧， 義 者衆矣 、而舜 錫 傅 者 一 化、 


勸學篇 にも ホ 曰く、 

綿 無-- 爪才之 利、 筋 曾 么强； ^ 上 食，- お •下 飮_ ，黃 泉；^ 用^む 一也、 蟹 六 跪 货而二 
莖 、非- 1W 擅 之 {八 f 無 レ 巧- 1 寄託-者、 用 k 瓜躁 化、 — 行- 1 衝 道-者 不一 至、 事-一 兩 君， 者 
不 ，を、 目不 •-兩 視-而 明、 す不- ，兩聽 ，而聰 、隱蛇 無， 足而 飛、 梧 眞五お 而窮、 

專】 なれば 卽ら其 事に 精妙なる ことを 得、 故に 曰く、 

其 精を 至化不 
又 曰く 

儘 作％、 浮游 作-矢、 而貂 精-, 於 射： 奚仲 作， 車、 乗杜作 _ ，乘馬 f 而造父 精 於 御首卜 
古な xr、 ホ 3 嘗を __ 兩而能 精 者， 化、 

成相篇 k を ホ 曰く、 

思 乃 精、 志之榮 、好而 r 之、 神な 成、 精神 相反 提嫂 日が 妙 一而？ 二、 爲 =聖人- 
精】 をれば 吾人 か 道を 知ろ 得べ •TO ことを 論ずる こと、 まれろ 盡 せちと 云 ふべ し。 彼ょ 

お 子 解 お 篇を讀 む  j セで 
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r 舜の 事を 引用して 呂く、. 

普 者舜之 治， I 天下  >  化、 不 = な， 事 詔？ 而で物 成、 處一危 之、 其榮滿 側、 養 一之 微、 榮 
矣而 ホ：. 知、 故道經 曰、 人、 む之危 、道 ム之微 、危微 之 幾、 惟明 君子 而後 能 知， 之、 

此 文は 從 巧の. 說 、多くは 尙 書大禹 讓偽孔 傅の 說 にょろ て 解かん とする をな て、 其の 義 
を 解す る i 能は ざるな ろ。 大禹 護は 僞 古文なる こと、 學 巧のを 論 なれば、 今 之を 辯す 
るの 要な し、 然れ ども 人ム道 也の 說じ 就い V は、 之を 後 文に 讓 ろて、 こ、 には 先づ危 
微の義 を 求むべし。 而 して 吾人は 須 らく 荀 モの說 じょろ て、 彼の 眞 意を 窺は ざる 巧 か 
ら す。 今 之を 解す るに 先つ て、 便 盧上養 問篇の I 節を 擧く べし。 曰く、 

堯問，，於舜-回、 我欲^致=天下ツ爲，之奈何、 對曰、 執， 一無，失、 行^微無，怠、：：執^ 
.一如 二 天地 r 行， 微如 二日 月？ 

前文 處一危 之は 堯問篇 に 所謂 執 一 無 失の 意なる べき こと 疑 ふ 可から ず。 然るに 楊侦な 
化は 之を 瞬して、 


一 謂 u、 心 一-化、 危之 當-爲 -- 之 危：な 謂禾 ，音 ま 宗懼之 謂 也、..… 處__ ム之驾 言 能 戒- 
懼 、兢 々業々、 終 使 ュ之ま _ 化、 

と 云 へら。 危の 意義は 後 文荀モ 自身の 解を 擧 r ぺし 。要するに 之を 戒懼の 謂と 解す る 
は 得た ろ。 然れ ども 危 之を 之な じ 作るべし と 云 a、 處 ム之危 云々 といへ るは、 尙 聲僞孔 
傅 為にょ る ものにして 嘗ら ず。 危之 はるとの ミと し、 堅が' 之は、 一' じ齡 、し"！^^ 
をし とすと 讀 いべ さの み。 王 念 孫は 民に 阮 元の 說を 引いて、 

楊 注 謂 S 危之當 ，作-, 之危 ，非 化、 危 ，之 者、 懼 ，蔽 __ 於 欲； 而夢危 化、 之 お 者、 己 蔽こ於 
欲， 而隋 ，危 化、 

と 君へ るは 我が 意を 得たら。 郞ら ょく 是の 如く をれば 其榮滿 側す、 滿 側とは 充 滿の藏 
はして、 堯間篇 に 巧 謂 執】 如 天地の 意な ろ。 

次に 養】 之 微は堯 閒篇に 所謂 巧微無 怠の 意なる こと 言を 待たず。 揚愤 化には 之を 解 
して、 

荀个解 胳篇を 謎む  1 b わ 
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.’微 精妙 化、.. •.養 _ ，ふ 之微： 謂， 養，， 其来義 、不 ，使 こ 異端， 亂ホ么 也、 
i 云 へら。 徴の 意義は 後 文化 荀モの 解を 擧 r べし。 要するに 精妙な ろの 解は 當れろ 9 
然れ ども 養、 む之微 云々 の說 は、 僞孔 傅の 解に ょるる のにして 非なら。， 養、】、 之、 微は 、一^. 
養 ふて 之れ 微 とょむべし。 予は今 順序 上荀モ 自身の 危微の 解を 擧 r るの 時機に 達す 
ろ。 彼は 曰く 

空巧么 中を， 人焉 、其 名 曰， 触、 其爲 ，人 化、 善 射 が 好 思、 耳目 之 欲 接、 則败こ 
其 思 f 蚊 拡之聲 聞、 則 挫-- 其 精 r 是 'W 闢 -- 耳目 乏欲 T 而 遠-蚊 祀之聲 f 閑居 靜思則 通、 
思， 仁 若- 是 、可 ご 謂， 微 乎、 孟子 惑.， 敗而 出， 妻、 巧， 謂-, 能が!^ ，矣 。を モ惡 ，臥 前 貧 
掌、 可 レ 謂-一能 S 忍一矣 、声 及 A 好 化、 闢 =耳吕 之 欲； 可 レ 龍-一能が 皆矣 、ホ レな レが 推、 

.蛟 拡么聲 聞、 則 挫-- 其 精： 可-謂. が矣 、ホ-可 J 阳 化、 夫 献酱心 化、 教 心が、！：. 
疆何忍 俩危、 

化 文誤脫 あら 讀み 易から ざれ ども、 郭嵩壽 及び 郝懿 巧の 說に從 ひて、 や 間 二 己 巧を 左 


のかく 訂正 ずれば、 極めてを 當 となる ぺし • 

を 子惡^ 敗而出 i 妻、 可 J 阳 U 能自疆 -矣 、ホ k を^ 思 化、 有 子 惡^跃 帝が" 掌、 巧 ご 謂- •能自 
忍- 矣 、ホ レ 及卜巧 化、 闢 -- 耳目 之 欲^ 而 遠-- 蚊に 之聲ず k 謂-龍 自危 -矣 、声 可^^ 

傲 化、 

要する じ 此の】 節は、 孟子の 自疆は ホ だ 思 ふに あばず、 有 子の 自 忍は 未だが む 化 及ば 
ず、 飯の 好 思して 自 から 危 しとす る も ホ だ 至 人の 微に をばざる ことを 述べた る ものは 
して、 危微 の義は 此の】 節 中に 解し 盡 くして 餘蕴 なし、 危 は卽ら 危懼 恐懼の 義 、微は 
即も 微妙 神妙の 義 なろ。 おは 賢者の 化 置と 云 ふべ くん ば 微は卽 も 聖人の 位 霞、 おを 小 
乘と云 ふべ くん ば、 微は 大乗と 云 ふべ し。 なに 微卽ら 至 人、 聖人の 境に 至る ものは 鹽 
むるな く 忍 ふなく 危 しとず るを く、 從を 道に 中る のみ。 其の 事 常人の 爲 めに 言 ふ 可 力 
ら ず、 故に 羹 未知と 云 ふ。 權高 明の 人 之を 知るべし 。故に 危璧 幾、 唯明羣 のみ 
之を 知る と 云 ふなぅ。 

苟子 解蔽篇 を讀む  ー セ 化 
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危微 i は 上來述 ぶる 所 じょろ V、 居 明か をれば、 進んで 疆 及び 人 ふ 道、 むの 語 
じ 就いて、 之れ を 解 徵 せざる 巧から ず。 道經 とは 何 ど。 楊惊 曰く、 

今虜 書を-, 化 語 f 而 云，， 道經 r 盖有 道么語 也、  . 

馨と は大震 なぇ 大 護は 晉謹 まる 所 § 妄 じて、 大震 じが 冒 

人ふ惟危、 道ふ惟微、 權禱惟 】 、 允執_~厥中^  • 

の 四 巧 十 室は、 寧ろ 荀乏靈 長 妻 さ、 且つ 論 壓日篇 0 襄寶 とを 合は せて 
成せる まな？ と、 藝慧 妾— 出て、 察 雾§ 論 f。 接 馨指語 
あろと 《說は 管 可から ず。 蠢 行は 震 善 一一 一 S 壽と 管、— と大 

をな せろ。 阮 元は 荀子 引道經 解を 著は して 曰く、 

道經 者、 黃害說 化、 此等 墓、 周 漢之閒 、尙 多。 をち 莫 戴記武 屢昨篇 、武王 
問- 黃が讚 si; 含、 在， i;  81 述- —i 一 ご 日、 護 k 晝 、產 

踞 をィ滅 、蠢 欲者從 、欲 勝壽者 凶、 然則荀 S 記 所謂 證馨 者、 霎窒臺 


を、 へ雪絕 室'^ 

奠秦 鳳；^  . .  ' 

道經 をが て黃老 の古說 なりと 斷定 せし は 眞に然 ろ。 然れ どる 阮 元は 苟モ の當時 黃老の 
古說存 する もの あ 6 しこと、 及び 大戴 記に 黃老の 古說を 引用せ るの 理由を なて、 苟子 
も ホ 之を 引用せ るな 6 と斷 をせ るは、 輕卒 をる 推論に して ホ だ 人の 信を 引く にあら 
ず。 予 おんず るに 抑み 荀モが 諸子な 家並び 起ちた る 後に 出 C、、 儒 墨 名 法 一として 遞 
ぜ ざる 處 なく、 往 々其の 短所を 排擊 して 措かず。 莊 子の 如 さは お 子 蔽__ 於 天， 而不レ 知， 
人と 論ずる が 如き、 頗る 適切なる 批判を 下せし も、‘ ホ 其の 長所を 執 もし ことは 想像に 
難から ず。 卽も 解蔽篇 中に 論す る 所、 虛 一而 靜を說 さ 至 人を 說 さ、 (ly 於 2 騎妙 耳目 
の 欲を 闢 け、 閑居 靜 思を 說 くが 如きは、 查く 老莊學 派の 思想ょ ろ 得 衆れ る 所と 一で ふべ 
し。 且つ 太平 御覽 人事部 四十 一一 引く 所の 荀子佚 文に、 

天下無--二道^ 聖入無5弼ふ^ 神人無^巧、 聖乂無，名、 聖人者天下利器化、 

とあみ。 天下 無二 道、 聖人 無 雨 ふの 二 語は、 又 解 蔽篇に 見 ゆ。 若し 此の 佚 文を も 信し 

苟子 解蔽篇 を讀む  1 \ J 
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得べ しとせば、 化 等の 語は 老莊學 派の 思想に 本づ くこと 言 ふ 迄るな し。 是に 由つ てな 
を 見れば、 道經 とは 卽も 道家の® 典なる こと 疑 ひなし。 

次に 人 ム之危 、道 ふ 么微の 一 一句は、 楊惊 注には 僞化傳 の說を 引いて 危則 難を、 微則難 
巧と 云へ ろ。 朱 子は 僞孔 傳の說 に本づ さ、 中庸 尊 句 序文 中に 之を 詳論し で、 人 ふは 形 
氣の 私に 生ずる が 故は、 危殆に して 安から ず、 道、 むは 天理の なに 原つ けど も、 形氣に 
拘 はるか 爲 めに 往 々微 じして 見 難しと 說 けろ。 其 他 巧 明の 諸 儒 人心 道心を 說 くもの 紛 
々たれ ども、 孰れ も 自家の 哲學 に本づ さて 之を 說け るが 故に、 こ、 に 苟子か 引く 巧の 
道 經の眞 意に 叶は ず。 危微 の義は 己に 前に 解す るが 如し、 而 して 人、 心 道 ムもホ 危微の 
義 化ょ ろて 推す 時は 意義 始めで 明瞭 たるべし。 即ち 人、 心とは 常人の 瓜 結ぇず 修養 こ 
ひて 危體 する の ふなろ C 道心とは 至 人の ふ、 曰 化 道と 一體 たみ 微妙の 域に 達し、 更に 
勉强を 用む ざる 也な ろ。 

な 上 論述ず るが， ど 約言 すれば、 虛 一而 靜 なれば、 吾人の 也は 道卽ち 禮義を 知と 思 ぉ 


を得ぺ し。 然して 同じく  I といへ どる、 聖賢に よ i て 其 事 同じから ず。 聖人は 一を 推 巧 
ふて よく 微妙の 域 化 入ら、 何等の 思慮 無く 勉强 なく 從を として 道に 中ろ、 賢人は 一に 
處し 危懼 戒懼 して 過つ ことなければ、 其の 榮 充塞ず べきな， りと す。 然 らば 解 蔽篇に 云 
ふ 所と 彼の 根本 思想との 矛盾を 威せ ざる 能は ず。 彼が 人、 5 をな て榮 水化譬 へ、 ま證し 
て 動かさ、 れば よく 鬚 眉を も辨 する が 如く、 人む る 物欲 之を かに 惹 くこと 無ければ、 
是非 邪 正を 辯ず べし。 故に 虛 一而 靜を 3 て 外物の 蔽を 去らざる 可から ずと いへ るに ホ 
て、 之を 見れば、 彼は 人 ふを な y ると 大淸 巧と をす ものを A。 換言すれば 人、 心は 本 巧 
是非 正邪を 辨 別して 誤らざる ものと をすな ク 。是 れ卽ら 先天 良 ふ 論な り。 舞し 彼の 性 
惑 論の 根本 •王義 よろ 說 かば、 彼は 當然 後天 良 ふ 論者なら ざる 可から ず、 然るに 彼が 解 
蔽篇 にがいて は 反つ て 先天 良、 む 論を なず は大 なる を 盾に 非して 何 どや。 是れ予 の 到底 
解ず ベから ずと ずる 所な ろ。 

苟子 解蔽篇 を讀む  】 八 一二 
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儒敎 ©目的を 論ず 

私は 化 所に ございまず 「儒敎 の 目的を 論す」 と 云 ふこと を 御 話いた したいと 思つ て 
居ろ 3 ず、 儒敎の 目的は どぅい ふこと であるかと 云 ふこと 化 付 さまして、 私は 豫て衷 
盛 協會の 夏季 講習 會の 節に 孔モ敎 とい ふるのに がて 論じました 際に 二 時間 ばから 述べ 
たこと がご ざいまず、 ちれは 私の 其 時の 講褐 筆記が 化 モ敎と 題ず る 書物 じな々 達して 
岀て居 6 ろす ので、 大凡な の 儒敎の 目的に 對 する 論は もれに 盡 さて 居る ので あろま- 
す、  其の 時には 私は まとして 孔子の】  言】  巧、  孔子の  日常の 生活から、  もれから 孔 巧. 
諸子な どの 御 話 や、 义儒敎 の 基く 所の 堯舜な 巧の ことな どに がきまして、 其の 證據を 
擧げて 御 話を したので ござい 建ず、 今日は 同じ ことは やろ たくを いので ござい 音ず か 
らして、 他の 方面から まだ 私が ホ だ 曾て 述べな かつた 方面から 矢 張ら 儒敎の 目的を 論 
じて 見たい と 思 ふので あろまず、 唯 だ 昔の 經 典の 言葉を 引 巧して 御 話を ずる ことで な- 


しじ、 少し 現代の 學問 にく ッ 着けで 論じて 見たい と 思つ て 同じ 問題を 擧 げたみ 第で あ 
ろ す、 秋は 陡の 儒敎の 目的と いふ ものを 論ずる 前に、 先づ 我々 人間の 目的は 何 所は 
あるかと 云 ふこと を 御 話を しで、 さう して 儒敎の 目的に 引 着けで 御 話と しやう とぶ ふ 
ので あ もまず。 

デ、 我々 は斯の 如くに 生を 化の 惟に 禀 けて 人間と なつ V 生れて 居らます、 此の 人間 
として 生れた な 上は 如何を る ことを して 我々 の 目的を 貫かなければ ならぬ か、 人間と 
して どう 云 ふこと をす るの がが 嬰で あるか、 生れて 巧た 所の 理由を 考 へなければ をら 
ぬ、 唯 だ ボン ャリ其 日 < を 過して 往 くやう では 所謂 辭生夢 死と 云 ふので、 まるで 無 
惹義の 生活を する やうな とでは 生れた 甲斐がない、 人間と して 生れた な 上は 生れた だ 
けの 事を ずる、 縱令天 j 祟は 如何なる もので あらう とも 夫々 盡 さねば ならが 所の 義務が 
あらう と 思 ふ、 こで 凡を 此の 人間と して 世の中に 生れた な は、 夫々 相當の 目的が 
あると 思 ひます、 先づ a つて 一般の 此の 宇宙 界の 現象に 就て 考 へて 見 建 すと、 宇 巧の 
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をら ゆる 現象は 總て 此の 自然 淘 なと 云 ふこと が 巧 はれて 居る、 自然淘汰、 言換 へす す 
れば則 も 律荐競 等で あろ 違す、 優勝劣敗で あろます、 或る】 0 の 生物が あれば 其の 生 
物は 此の世の 中に 活 きて 往 くだけの 價 値の あるる ので ある、 生活.：^ 堪 ゆる ものなら で 
其の 種屬は 必ず 發展 する もので、 若しもれ が 劣敗 者な. CN、 若く はを 活を 優に 維持す る 
ことが 出 巧ぬ もので あれば、 必ずを れは衰 へつ、 滅 じして 仕舞 ふ ものである、 有ら ゆ 
る 動物と 言は ず、 凡 もを 物は 必ず 優勝劣敗、 自然淘汰と 云 ふ 法則の 範圍を 出る ことは 
お ホを いので あ-^ ます、 人類 も间 じこと で 適者を をの 理じ 化. CV、 人類の 中で も 最る生 
活 じ適當 をる をのが 强に 生命を 維持して 往 くので、 適當 でない るのは 皆 養 こで 滅 じじ 
歸 して 仕舞 ふ、 東西を 論ぜず 古今を 問は ず、 歷お 上の 事 實を見 ますれば、 適者 库 をの 
理と云 ふ ものは 少しる 之に 例 か— 除外例と 云 ふ ものを 見 巧す ことは 巧 巧ない 0 であ y 
まし V、 總 てが 活化 最も 適當 のる のが 必ず 殘クて 居ろ ます、 羅 馬が 滅びた のる 羅 馬が 
Si 落して 仕舞つ たからで、 決して 他の 者が 俄かに をを 打 滅ぼした のでは ない、 總て物 


と 言は ず、 人類と 言は ず、 民族と 言は ず、 皆 生活は 適當 でない、 墮 落しで 生命を 維持 
ずる ことの 巧 巧を い 場合は、 悉く 滅 じして 仕舞つ て 居ろ ます、 デ あろ ずから して、 
我々 が 此の世の 中に 生きた な 上は、 我々 は 我み として 適者 生を の 法則に 遵ひ 、優秀な 
るを 活を 維持して 益々 我み が踞展 すると 云 ふことは、 我々 の 職務で ある、 卽ち 我々 日 
本人で あれば 日本人と して 優等なる 道德 なろ 身體 なら 智識な ろを 致して、 此の 人類の 
中で 最も 優等なる 位置を 占め、 さぅ して 益夺目 本人の 將 來發展 を希慧 する のが 我々 の 
職務で あらぅ と 思 ふので あろます、 もれで 總 で 化の 人類は 必ザ將 巧發展 を希黨 ずると 
を ふこと が ^<ァ 我々 の 希望で あろ 違ず けれどる、 國家 として 截 くは 小さく 言へ ば 我々 
一個人と して、 總て 化の 我々 が 此の世に 生れた 3 上は、 我々 の屬 する 巧の 家の 爲め闕 
'の爲 め 若く は 人類の 爲 に、 益々 將來 發展を 希望す ると 云 ふこと が 我々 の 最も 大事な 義 
務 であらぅ と 思 ふので あ々 違す、 さぅ 云 ふやぅな な 擦から 私は 化の 儒敎の 目的に 就て 
論じ で 見たぃ と 思 ふので あが 咬す、 デ おおが 何の某と 云 ふ 名前を 有つ て 居う すな 上は、 
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先づ 小さく 量 すれば 何 f 云 ふ 家に 屬 ずる 一人で ございう す、 fIf 申し 诗 
ずれば 宇？ 掌 S 屬 する 一人で あら？、 f がら 同時 蔓 私は 暑の 屬 ずる 巧 
め 小さい 碧ぇ？ は f では 國で あら—、 S 晏 置の 一人で あろ？、 又 

间 時化 私は 人類と しる 一人で ござい 享 、愛 鼻が 最も 器適畫 .をの 理じ適 ふ 

やぅに 將來 震を 希望す ると 云 ふな 上は、 自分自身 0 身體 f 智識な ろ、 道德 ならを 
向上せ ね；：： ぬ Q で、 これは やが ミを 小に」 ては 白 分 《屬 して 居る 家を々 がな 
ら 、又はを を大 にして は闕 なな 人類な ろの 爲 に、 晶の 光を 添へ るので ある、 この 人 
類の 爲め國 の 爲れ 家の 爲 めに 国 分の 雪が 晶の 光を 添へ ると 云 ふことは、 ちれが 口 
も自み 自身 グ： gQ 世 Q 中に をれ た 本 ホの 意義で あると 思 >^、 然るた 世 0 中には 今 雲 
でも 西洋 邊 A で 競 戰寧 をして 居ろ ます やぅ ま 合 じ、 人類の 一人と し 王 さ 場 
合と、 勵 民と」 て な S 合と 離 廳 し y ホる とを ふ人襄 るます が、 決」 て f の ある 
へさ 篱 はない、 實際上 能く 衝突 矛盾を 窒 すでは るいか、 現じを 豐じ 鶴を 削つ て帶 


ク 


つ V 居る、 をう 云 ふ 風に 互に 爭クて 居る 瘍 合には がを 標準と して 自分の 立瘍を 決めな 
ければ ならぬ かと 申し ずなら ば、 我々 はどうしても 此の 國と云 ふ ものを 中ム として 
考へ るく もやなら の、 人類と しての 一人で ある、 同時に 义國 としでの】 人で あるか 
ら 、國 と-^ 相互に 衝突 そ 盾を やつて 居る から、 我々 は 人類の 一人と 云 ふ 立場に 居る 
こ t か 3、 闕 の】 人と して 立たな くも やならぬ、 即^ 自分の 屬 ずる 民族の 爲 めに、 
自分の 屬 する 岡 家の 爲 に、 他の 國 家に 對 して 對抗 ずる 必要が あるので あちまず、 デ、 
さう 云 ふ 風に 對抗 ずるち ふな 場が 必要 だと 云 ふのは 何の 爲 めかと 云 ふと、 即ら 一方 か 
らいへ ば 正義の 觀 念の 爲 め、 又 一方から 云へ ば 自分に 最も 近い 最も 親しい 爲め であ 
る、 元來 人間には 總て 人類に お通した 所の 道 德が行 はれて 居る、 國 、家と 云 ふ總て 0 
ものを 包 合して 少しもず 盾 衝突は ない ので あろます 、もこで 併ながら 戟爭が 起る、 或】 
の闕 家が あつて 其の 國が暴 逆 無道なる 爲 に、 こもらの お義を 犯ず 爲 じ、 もれに 對 して 
對 おの 必要が 起つ マ. 來 る、 さう する も自 みは 自 みの 屬 ずる 國 家の 爲に戰 はなければ を 
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ら の、 之を 犯ず 所の 國 、正義に 背いた 敵の 爲に自 かの 國 家が 戰 ふるら は、 人類の な據 
と 云 ふ 方ぶ 姑ら く 疑では 措かなければ ならの、 措かを ければ ならな が、 义大 さな 眼で 
見る とこれ が やがて 人類の 爲め である、 人類に 於け る 正義の 觀な 、さぅ 云ふ大 をる 俊 
命の 爲 めに 戰 ふと 云 ふこと にを る、 デ あらます から、 愁 共が 詰ら 國民 としての な 場の 
場合と、 人類と して 立場の 場を と 衝突した 瘍 合には、 其の 正義の 觀 念じ 茲 いて 自分が 國 
民と して 戰 ふと 云 ふとは 立 源な 我々 の 義務で ある、 是は 自分の 道 德的觀 念に 於て 少し 
も 恥 かしくない Hi であらぅ と 思 a まず、 もれから 义儒敎 の 方から 申せば、 儒敎 は親踞 
の 別 tV 贊 くので あら 誓ず、 勿論 儒敎は 仁を 說 きます、 孔子の 仁は 傅 愛、 搏く 愛ず ると 
を ふこと で、 即ち 四海の 內皆 兄弟を ちとる 論語に ござい 違ず、 同時に 儒敎の 仁は 差別 
を 認め、 親疎の 別を 霞いて、 最る 親しい 者を 愛して、 漸巧 親しい からざる 者が 之に み 
ぐ、 最も 自 みに 近い 者を 愛して、 漸み 遠い 者が 之に 次 r と 云 ふ 態度で なければ なら 
た、 論語に 怨化報 ゆるに 德を なて すると 云 ふ 言葉が ある、 これは 老子の 言葉で ある、. 


向 ふが 自 をに 對す るに 暴虐を なて したと さには、 之に 報 ゆるに こもらは 恩德 をな てず 
ると 云 ふの が 老子のを 義 、もれは 即ら 絕對的 平等の 態度で あち 咬す、 所が 孔子は さう 
ょ 言は ない、 怨に報 ゆる じ德 をな てす ると 云 ふことは 誠に 不公平の 話で ある、 即ら德 
に報少 るに 德を なて する、 同時に 怨に報 ゆるに 直を なて すると 言つ て 居る、 即 ，り怨 に 
報 ゆる じ德 をな y し、 德の ある ものに 德 をな てす ると 云 ふと、 是は 非常な 不公平の 話 
である、 怨に截 ゆるに 直を がて ずる、 儒敎は 一方に 於て 四海 问胞と 見る やに、 又 一方 
に 於ぇ 蕾 別を もの 間に 認める と 云 ふ 立 穂で ございまず、 をれ が即も 儒敎が 親疎の 別を 
置いて 居る 所で あら 音す、 故に 儒敎の 方から 苗-しま ずと、 我々 は闕民 としでの 立 機を 
軍： く 見て、 鼓 も' 近い 最も 親しい 自國の 爲に戰 ふとい ふ覺 悟で なければ ならぬ ので あろ 
まず、 巧で 今 ホし 受 した 通ら じ、 我々 は 人類の 一人と して、 闕 民の 一人と して、 家族 
の 一人と.！ て將 來縣展 ずると 云 ふこと が 我々 の 大目 的で ある、 即も 適者 生が の 理に遵 
;5、 自然 掏な の 原則に 背かぬ やうに、 我々 が 自分の 發展を 大目 的と ずるを らば どうを 
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ふ 方法を 執れば 皆い か、 斯う 云 ふ 問題に なつて 來 ず。 

發展の 爲に自 八 刀自み が 働く 化は 二つの 方法が あらう と 思 ふ、 卽ら】 には 自己保存 
と 云 ふこと、 自分自身の 保を の爲 め、 今一つは 自分^ 種族を 發展 させる、 後繼 おを 造 
ると 云 ふこと、 化の ニクと 思う、 自分 ぉ 身を 保耗 ずると 间 時に、 自分の 穗 族を 發展せ 
しめる、 此の 兩 方面に 働く であらう と 思； 5 まず、， でれ を 儒敎の 言葉で 申せば 修己治 入 
であち まず、 旨 己 保苍は 孔子の 修 ，己と 云 ふこと、 種族 發展は 治， 人 化の 儒 敎の修 己 治 
人と 云 ふの が、 卽 .マり 自然 淘 ホの 原則に 遵 ひ、 自己 保が、 穏 族發展 、此の 二つに T 度當 
るので あろます、 其の 自己 おを はどう 云ゾ 方を をな て やれば 赏 いかと 云 ふと、 是は义 
別けて 見れば ニクになる やうで あちまず、 卽^ 消極的に 保を ずるのと、 積極 W じ 保を 
ずる、 此の 二様に ならう と 思 ふ、 卽ら 消極的に 保を すると 云 ふことは 其の儘、 進んで 
なると 云 ふこと をせ ず、 此の儘に 化の おを 保を ずると 云 ふ 所が 消極的 保存と 云 ふの 
で、 是はな共に言はせると眞の保をではない。 消極的がをは卽vr^ ー  ホ<退步する所 


なで ある、 進んで 發展 する、 積極的に 進んで 政る 態度で なければ 眞の 自己保存と 云 ふ 
ことは ぉ ホない、 消極的に 此の儘 先き に 進まん か、 自 みの 信ずる 智識、 道德 、總 ての. 
顯 にがて 我々 は 一日-'-^ と 退歩ず る、 例へ ば 戰爭で 防禦ず るに しても、 敵軍から なめ 
て 巧る のを じつと 待つ て 居て 防禦して 居る だけでは、 其の 防禦は 成 劾 甘ぬ、 積極的に 
な擊的 防禦り 立場に 居らなければ 淡して 眞の 防禦、 保存は W 來 ない、 もれで あク まず 
から、 我々 の 自己保存と 云 ふこと には、 消極と 積極の 二方 法が をる が、 穗備 的が をの 
實 がなければ、 決し V 自己 保を の 目的を 達ず る ことは 巧 巧ない、 佛蘭陋 などに 能く 流 
巧して 居な 資す ッ フィ、 キン デ 八、 シス ブム 、卽ら 一一 兒 制度、 夫婦と し V 早 供を 二人 
な 上 生 U ことは、 自分の 生活の 爲に鍾 々の 方面から して 甚だ 係累が 多い から、 子供を 
二人な 上 育てない と 申して 居ろ ます、 この 二兒 制度は 下 度 消極的 保' おじな ろまず、 夫 
婦にモ 供が 二人なら ば 自み達 夫婦の 代らに 二 兒を殘 すから 人口は 增 減ない 箸で ある、 
所が 實麟 はどぅ かと 云 ふと、 自み 達. か t くな つても 二人の 子供が 完查に 育 ミ ば宜い 
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が、モ供は必v^しも完垄じ育なない、一 一兒制度にょると必ず入口が段み減つて巧る、 帮. 
蘭 西は 現じ 人口 か 減つ たやうな H 合で、 消極的 保存は をれ であろ まずから 退歩す るの 
で， あなます、 一一 一人子 供を 育て、 漸く 現狀を 維持ず ると 云 ふとを 聞て 居る、 二人の 夫婦の 
間に S 人の モ 供は まづ 積極的 方法で あろまず、 化 積極的 方法で 始めて 現狱を 維持す る 
と 云ふ譯 であります、 本當の 自己保存 设 積極的 じ灌り 態度を 執らなければ、 眞 のがが は 
掛 巧ない ので あらます、 を こで 儒 敎の修 己と 云 ふ も 同じ 護で、 已を 修める じは 積極的に 
修める のが 必要で ある、 決して 消極的に 已れ 自身を 修める と 云 ふ HJ では、 眞 のち 己が 
存の 目的を 達する ことは 曲 巧ない、 已を 修める と 云 ふことは、 是は哲 々の 方面から 說か 
れ ませう、 併し 私は 修 己と 云 ふことは、 身體 、智識、 道德 、化の S 方面から 說 かれる と 思 
ふ、 卽ら 身體を 益々 健圣 にす る こと、 智識を 益々 磨く， こ 云 ふこと、 及び 道 德的度 養を 
益み 勵 いと 云 ふ、 此の S つの 方法に 依つ て 始めて 修已と 云 ふこと が 出 巧る ので あち ま 
す、 己 ど 修める と 云 ふこと も、 自み 自身が 鍵杳の 人間に なるとち ム とで あらまを うが、 


かなく とも、 今 申 上げ 違した 積極的 保存の 法則に 依れば、 我々 は 自分の 親、 若く は自. 
.みの 先生よ 6 な 上に 進 なく もやなら の、 若し 自分の 兩 親な $ 、自 かの 先を の稻 度に 
止 或ち うずれば、 下 度佛蘭 西の 所謂 二兒 制度と 同じで、 是は本 當の修 己の 方法に 適は 
ない、 我々 は 是非とも 身體 、智識、 道德に 於て 自 みの 先を よらな 上に 進み、 自 みの 兩 
親よ 6 が 上に 進まなくて は、 眞の 自己 巧を の 目的は 達せられ ぬので あろ 脅ず、 巧し 我 
，々が 先を よろ 總 ての 點に 於て 劣ろ、 兩 親よ 6 も總 での 點に 於て 劣るならば、 我々 の 願 
ずる 家族が 我み の兩 親の 巧る 時よ らおつ た 家族と なる、 國家 人類の 點 から 見て、 巧々 
が 自分の 先輩よりも 劣るならば、 我々 の屬 する 將來 の國 家、 將來 0 人類と 云 ふるのは 
.段々 廢 落に 近づく 譯 である、 我々 が 先輩を 凌 r だけの 發展 をして、 始めて 眞の 自己が 
をな A、 眞の修 己と 云 ふこと が 班來 るので あら す、 デ、 幸に 何讓 にも 我.々 は修 己の 
機 關を與 へられ y 居る、 化の 國 家から 敎脊 機關を 具へ てな 派に 與 へられて 居る、 我々 の 
.免 輩が 教育され たるの よら 數等完 查な機 關が出 衆て 居る、 旦 我々 は 東洋の 昔 葉で 申し 
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まずと 四 貧、 四 奪から して 我々 は敎を 受けて 居る、 何を 四 摩と 云 ふん、 君、 父、 巧、 
長、 之を 四黨と 申しまず、 化の 君 父 師長の 四 ♦にょつ て 我々 の修 己と 云 ふ 方法を する 
やぅを 機關が 出來て 居る、 君は 我々. を 治めて 下さる、 親は 我々 を 化んで 育て^ 下さる 
先生は 我々 を敎 へて 知德を 磨いて 下さる、 長者は 我々 を 誘披し 引立て 下さる、 此の 百 
么 師長の 四つの 道德 をな て 我々 を】 人前 じして 下さる、 之に 依つ て 巧々 は 向上の】 ぇ口 
を 辿つ て往 くので ある、 さぅ して 而も 我々 の兩 親なら 我々 の 先輩が 敎 育され た 時代ょ 
をズッ と進步 した 時代に 在つ て、 ズッと 進歩した 機關に 化つ て敎 育され つ、 あるか 
ら 、我み は 是非共、 我々 先輩を 凌がなければ をらぬ 責化 ある 義務が あろ 3 す、 若し 
我々 が 先輩な 下で あるる らば、 則 も 我々 自身の 罪で ある、 もこで 巧々 は 其の 修養を す 
るので あ々 ますが、 其の 修養 法は 如何なる 方法を 採る かと 云 ふと、 儒敎で 申す とま 觀 
がと客觀的とのニクの方法であ-e^ます、 孔モの學說はを觀的、 を觀的の兩方面を兼ね 
で居るのであ.c^ます、 然る化营モ、 子思、 孟モとをふ人々は化モのま觀的方面じ進ん’ 


だ' 人間で あ. ろます •モ 夏、 冉 求、 荀 子と 云 ふ-人達は 孔子の 客觀的 方面に 進んだ 連中で* 
あちう す、 を觀的 方面の 人々 は 傅 道 的方廚 、客 觀的お 廚の子 夏、 苟モ 等の 人々 は 傅 終、 
卽も儒 敎の經 典を 傳 へる 方面に 進んで 居る、 孔子は 化の 二つを 兼ねて 居られ 違す、 卽ら 
ま觀 的を 觀 的の 兩 方面を 兼ねて 往く hT かがの 儒 敎の敎 であろ 过 す、 孔子の 言 はれまし，. 
た 巧の 傅く 文を 學 ぶと 云乂 のはを 觀的力 面で あらろ す、 卽も 智識を 外に 求い る、 之を 約 
する じ禮 をな てす、 禮を がて 我 身を 檢束 する、 是は卽 もま 觀のホ お、 內 箱で あろまず、 
顏モ がいつ た 語に 我を 博む るに 文を が V し、 我を 約ず るに f 賊を がて する、 憐 文は を觀的 
巧 面 約 禮と云 ふのは 卽 もま 觀的 方面で ある、 中庸の 言葉で 申 L 聋す ならば 中庸の 削學 
じ 道る は 博 文、 德 性を 曾ぶ は卽 も約禮 、孟子の 言葉で いへ ばを、 む 養 性、、 むを をし 性を 繫 
ふは、 ま觀 的で ある、 大學の 言葉で 云 ふと 致 知 格 物、 知を 敦し 物に 格る と 云 ふ、 が 物は 
色々 說が あらまず が、 物の 道理を 極める と 私は 見て 居ら 聋 す、 この 致 知 格 物と 云 ふこ 
とはを 觀 的に 當 る、 さぅ 云 ふ 風に 儒 效の經 典を 見る と、、 王觀 客觀兩 方を 兼む でな〜 も. 
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0 であると 云 ふ 風 じ 始終 說 いて あろまず、 卽 もま 觀と云 ふ 方面と を 觀と云 ふ 方面と、 
始終 相 並んで 始めて 向上の 一路を 辿る、 論語には r 學而不 思 則 罔」 と ある、 卽 もを 觀 的， 
の懷 文と 云 ふこと ばからして 居つ て、 巧 省を やらなければ 則^ 岡し、 卽ち眞 の 理解が 
出來 ぬ、 又 同時に r 思而不 學則殆 J と ある、 是は唯 だ 思と 云 ふま 觀的 0 方法の みを 用な 
ると 則 殆し 、をれ だけで ば危險 で、 眞の 道を 得る ことは 出來 の、 斯ふ 云つ て 居る、 

ま 觀を觀 兼修め る、 もれが 此の 儒敎の 方法で、 此の方 法を 取つ て 進んで 往 きさへ すれ 
ば、 我々 は 必ず 總 ての 機 關が完 垂に備 つて 居る から、 先進を 矮 r に 決して 困難は な 
い、 又 先進を 凌がを ければ 眞の自 曰 保を はお 巧ない、 眞の修 己は 削來 ない、 卽ら 先進 
先輩を 凌 r と 云 ふこと に 依つ て 始めて 日本の 國家も 益々 發展 する、 ルに しては 我々 個 
人の 家 も 益々 發展 する、 大 化して は 人類 も 益々 文明の 域に 進い ので あち 1K す、 デ、 若 
しも 化の 修 己と 云 ふこと が出來 、眞の 積極的 修 己と 云 ふこと が 出 巧たならば 、もこで 
巧々 の 道德總 て. のことは 巧 巧た、 卽ち 右の 手 だけは もれで 具つ た、 卽ち儒 敎の修 己は‘. 


もれで 出 ホる ので あらまず、 巧 •か 儒敎で は修己 卽ら自 みだけ 修 つたと 云 ふとでは をら 
をい、 をれ だけで 濟；^ ならば 是は 純然たる 個人 ま義 である、 をれ だけでは 巧 巧 德が出 巧 
て も 德がお 巧た  <  けに 止 建る、 儒敎 では 其の 巧 巧 上つ たものを なて、 今度は 更に 世の中 
に 感化を な ぼす と 云 ふとを 說 くので あらます 、会れ を 名 づけて 治 人と いふ、 修 己と 治 人 
は 左右の 兩 手で、 修己游 入 兼備は つて 始めて 眞り {元を な もの^ 言へ る、 治 人卽も 人を 治 
める と 君 ふこと である、 治 人と 云 ふと 往 々人が 行政官と なつで' もぅして 人民を 治める 
ことの やぅに 解し すが、 儒敎 では さぅ でない、 成程 行政 宫は 人を 治める から 治 人で 
あろうす、 をれ は 治 人の 本體 、併ながら 必ずしも ちれに 化 まらぬ、 我々 が德を 修めて 
自 みの子 弟を 敎 へる のる 矢 張ら 洽 人の 1 つで あ々 聋す 、學 校長と なつて 學 校を 整理す 
るの も】 の 治 人で あらぅ、 銀巧會 社の 長と なつて 自分の 部下を 統御す るの る 治 人で あ 
ろ ませぅ、 或は 婦人なら ば 家の ま婦 となつ て 自分の 奴婢を 使 ふの も 一つの 治 人で あら- 
ます、  のみならず、  子弟た るるのと 離 も 矢 張ら 治 人を なすこと が掛來 る、  論語の 爲政 
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篇的やにかぅ い ^こ>-がある 、 或人が化子に い ク てモ奚不^爲，政と云 つたことがあむ 
ます、 孔子が 政治の 當局 者に ならを いのを 殘 念に 思つ たので あなを す、 をれ から 孔子 
の言这れるのに 「書云。 麥乎惟孝。 友^于，|见弟*?施^於_~を政パ，是ホ爲^政。 奚其爲，爲， 
政」 と 言つ V 居る、 卽らモ 弟と して 親に 孝行を 盡 し、 或は 兄弟に 友愛す ると 云 ふこと 
も卽ら 一の 政治で あると 書經 にいつ て あると 答 へられた ので、 特別に 國 家の 當局 者と 
なつて 國 民を 治める ばかち が 治 人と 云 ふので はない、 卽もモ 弟と して 親に 事へ る もの 
る 此の 治 人と 君 ふので ある、 卽ら 何も 行政官 ばかろ が 治 人と 云 ふので はない、 我々 總て 
の 人は 日常生活に 於て 治 人が 助 來る譯 である、 デ、 治 人と 云 ふこと を やる に 付て は、 
我々 が 養； 5 得た 德を なて、 我々 は 更に 自分の 後繼 者を 養成して 自分な 上の 人間を 造. 
る、 を こで 始めて 治 入の 目的を 達ず るので ある， 自分と 同じ、 甚 しきは 自分な 下の 者 
を 造つ たのでは、 本當 の敎晉 者で もなければ、 本當の 政治家で もを し、 本當の 銀行 會 
社の 長と も 言へ ない ので ある、 君し 自分な 下の 人し か 造れぬならば 其の 國 家、 其の 學 


校、 其の 銀行 會 社は 皆 段々 衰へ るので ある、 自己保存 、種族 發展と 云 ふことは 出 巧な 
いので あ A 建ず、 自己 保を、 種族 發展と 云 ふ 方は 進む には、 どぅしても 自分の 後繼者 
は 円かな 上に 造る 必要が ある、 自分な 上に 造つ たので 儒 敎の巧 謂 治 人の 目的を 完 をに 
達ず るので ある、 同み が 上の 人間を 養成す る にがては、 謂は 义 有らゆる 方法が あろ 3 
せぅ、 敎育 者と しては す 弟を 敎 育す るに、 § 分が 上の 俊才を 養成 ずるならば 治 人の 目 
的を 達した ものである、 銀巧會 社の 長と して 自 みの 部下を 自分な 上に 養成ず ると 云 ふ 
こと も 治 人の 目的を 達した ので ある、 女子の 如き も 若し 結媳 をして 完全の 兒 童を 產む 
ならば、 これ 卽ら治 人の 一の ホ 法で ある、 今の 新しき 女と 云 ふ 連中は、 結婚は 婦人の 
目的 だ やを いを どと 滕 手を ことを 言つ て 居る っ あれは 儒敎の 方から 申せば、 此の 治 人 
と 云 ふこと じ 背いた 譯 であらます、 婦人と しては 必ず 完查 のモ 供を 產んで  自 みな 
上の な 派な 子憐を 育てる ことが 儒敎で 申す 眞の治 人の 目的に 適 ふ、 化の 治 人の 目的を 
到達して 始めて 國 民と 云は ず、 圃體と 言は ず、 總 てのものが 段々 發展が お ホる、 卽ち 
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自然 濁な の 法則に 依つ て、 其屬 する 巧の 闕 家、 興屬 ずる 所の 人類が、 段々 院 上の 一路 
を 辿る ことが 出來 るので あろ 聋 す、 デ、 此の 修己治 人が 儒敎の 目的で あるり であ々 違 
すが、 此 0 ことを 儒敎の 方で 最も 組識 的に 書いた るの が 大學と 云 ふ 本であろう ず、 先 
程 中庸の 御 話が ぉ聋 したが、 や 廬と云 ふ 本は 儒 敎の經 典の 中で 儒敎の 哲理と 云 ふ 方面 
を 論じた 本で あら 達す。， V こで 大學と 中庸とは 經 となら 緯 となるべき るので、 需敎の 
經典 中、 兩 々相 待つ て 左を の 手の 如くなる もので あろ 達す。 け ふは 儒 敎の修 己 お 人を 
現代 生活の 方面から 御 話した 次第で あろ 建す。 


四 維に 就て 

私は 凹 維と 云 ふこと に 就で 少しく 御 話して 見たい と 思 ひまず。 四 維、 卽与禮 、義、 
廉 、恥の 四つ、 言 a 換れば 四 本 柱 この 四 本 おが 近 ホは 餘精危 かしくな つて 居る、 缺け 
て 居る とは 申し 脅せぬ が、 餘释危 かしくな つて 居ろ はせ ぬか  > 'ぶ^まず 。もこで 四 本 
柱の 御 話を 致して 見たい と豫て 化つ て 居ろ 咬した ので、 其 說をホ 述べ やうと 思 a まず 0 
四 本 柱 卽* り 四 維と 云 ふことは 管 子^ 云 ふ 書物に 載つ で おる ことで、 其 管 子の 中に 四 
本 柱 がら やん と、 しつから して おを ければ 國が 滅亡ず ると 云 ふこと が 蕾いて あら 建す 
尤も かの 說と 思； S 呼ず。 化 四 本な 即も 禮義廉 恥、 之を 一つ  < 御請ず ると 餘 A 援く 
なら 身ず がら、 最後の 孤と 云 ふこと を静 しく 御 話して、 其 他は 一通 御 話しで 見やう と 
、思いう ず。 
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化 岡 本 柱がなければ、 先 づ雨國 の國お 館で 申せば、 辕黯 役の 座る 場が がなくなる 譯 
で、 極く 簡單を 建築で る 四 本の おが 嬰る、 其 一本がなければ. 家は ぶたない、 ホ ぁ 鼎な 
どは 鼎 足と ちつて S 本 おで、 人間は 二 本 おで あるし、 案山子は 一本 おで あるが、 閥 家 
は】 本 足では いかの。 大厦の 覆へ らいと ずる や】 本の 能く 支 ふるところ にあらず で 一 
本 足では 國は 立つ ことが 出來 ない、 必ず 四 本 おがなければ ならぬ と 思 a ま 1-。 

二 

借 四 本 足の 第一の 禮 はどぅ 云 ふ 事で あるかと 云 ふと 是れは 誰る 知つ て 居る 事で、 禮 
を 重んずべ 含 事は 常識の ある 者は 知らぬ ことは あろを せぬ が、 禮の 中で 一番 重い るの 
は 何かとち ふと、 冠婚雞 祭と 云 ふ 四つの 禮 法が あろ 違す。 冠す る こと、 結婚す る こと、 
葬式を する こと、 祭を ずる こと、 是が 人生の 四大禮 儀で あろまず。 此の 禮 儀が 完備し 
なければ ならの。 冠と 云 ふとは ど ふ 云 ふ 事 か、 是は 不幸 化して 現 巧 普通 一般には 缺け 
て 居々 ます、 昔は 冠の 牆と审 しまして、 是は卽 も】 人前の 人間に なつた と云ム とを 示ず 


爲 めの 禮 で、 卽ら 日本の 言葉で 申せば 元服ず る ことで あみます、 元服を して 成年は を 
つた、 一人前の 人間に なつた と 云 ふこと を 示す 禮 であち ます。 虛禮と 云へ ば 虛禮に 巧 
違ない けれども、 冠 禮と云 ふ ものは、 是で なて】 人前 じな つたと 云 ふとを 適切に 知ら 
せて 其 自覺を 當人じ 喚 おさせる ので あろ 貧す、 モゥ 子供の 葛へ で 居て はいけ をい、 自 
みは 一人前の 人間に なつた と 云 ふ 目覺を 有つならば 自ら 自带 'ふが あち、 隨 つて 亂 暴り 
事を しないと を ふこと じを らうず、 冠の 禮は 昔は 重く 視 たので あらます が、 維新な 巧 
此禮 •か廢 りうした のは 甚だ 悲しり ベ 含 ことで あもうず。 冠の 禮は 帽子を 被る こと、 今 
は 幅 子は 子供の 時から 被つ て 居 クミず、 昔の やぅに 總變で 居つ たものを 眞 中を 刺る と 
ち ふことは あらま ゼ ぬから、 どぅ 云 ふ 形式で 冠の 禮を巧 ふかと ち ふことは 今 おには 具 
體 的の 案は あク聋 せぬ が、 併し 成年に なつた と 云ふ自 覺を與 へる と 云 ふ 方法を 何とか 
をめ て 置く ことは 宜 いこと であらぅ と 思 U まず。 今の 處 では 四大禮 の】 つは 缺 けて 仕 
舞つ て 居る と 云ふ譯 であろ す。 結婚の 禮 はどぅ か、 是は 現を 種々 の 形式で やつて 居 
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ます。 無論 昔と 今とは 方法は 違^ます けれどる ぶ 飯に 巧 はれて 居る と 思 ツ ます。 位、' 
し 西洋の 文明が 參 ，夕聋 してから な 齋自曲 結 婿と 云 ふ ものが ある、 昔に 植 めて 下等の 賓 
しか やらを かク たるので あら 違ず が、 此 頃では 親の 冒を 偷んで 互に 引 張 合つ て 結婚し 
たと 云 ふこと が隨 みに 巧 はれで 居ろ をす、 をれ は 結婚では るい 共同を 活 である、 もう 
ち ふこと が ほつ^^--^ 思想界の 一 劃には 流 巧して 居ろ 違す が、 是る 甚だ 围 つた 事では あ- 
る 逆い  かと 思  ひまず。  成程 儀式と ち  ふるのは 詰らぬ  もので 虛禮の やうで あり 違す  けれ 
ども、 其 處に禮 と 云 ふ ものを 設けて やれば、 もこで 男女が 始めで 夫婦と るる 資格が 曲 
來 りと 一 お ふので、 是も缺 くべ からざる ところの】 つの 禮で あると 思^ます。 もれが 無 
くな ク y 仕舞へ ば、 忽 もじして 合 ひ、 义忽 もに して 離れる と 云 ふこと を やろ ます 或は 
此 最近に 至らまして は、】 一重 結赌と 云ふ國 家の 法律で 禁じた もの さへ 行 はんとず る 者， 
が ある やうです、 斯う 云 ふ ものは 思想 巧には 誠に 危險の もので、 思想界を 毒す る ものし 
であらうかと窃じ考 へ て居ちうす。 併しながら大韓に於て結婚に就ては完備して居^-^ 


ます。 もれから 葬 まの 禮 、是は 現 巧 色々 の おまで 巧 はれて 居ろ まして、 何の 缺點 もな 
いやぅ 化 思 はれう すが、 實麟化 於て は 餘程缺 けて 居る やぅ 化 思 ひます、 と 申す のは、 
舊 幕府の 時代 じ 於て は、 御 承知の 通ら 服 忌 令と 审 しまして、 親屬の 不幸の 際には 直系 
卑屬 並に 霄屬の 人達が 何日 間の 喪に 居る、 或は どれ だけの 服に 居る と 云 ふこと が 極つ 
て 居た ので あぅ 咬す、 現今に 於 含う しては 昔の 武家時代の 服 忌 令に 依つ て習膊 として 
やつて 居ら 戈ず けれども、 極つ た 服 急と 一 •るふ ものは あ 6 ませぬ、 卽ら 親が 死んだら 必 
す 五十 日の 喪に 我を は 服さなければ ならない と 云 ふこと を國 家の 法律では 極めて 居ら 
ない、 是は唯 帮慣上 昔から 化來 つて 居る じ 過ぎない、 其 0 服 忌 令の 無い と 云 ふことは、 
がのを へでは 縣み曰 本の 國 家を 發展せ しいる、 卽^ 家族 ま義 など、 一 お ふやぅな るのを 
益々 お 長 t て おくと 君 ふ 上には 非常な 故陷 だら ぅと 思 U 達ず。® 式の 禮其 物は 差 支 あ 
らうせ ぬが、 糞が じ關 して 居る ところの 服 忌 制度の 無い と 云 ふのは、 國家 として 非常 化 
TV 備 では あるまい か、 何か是 、に 就て は 棚 當の哪 度を 造る と 云 ふことは 必嬰 だら ぅと 綠 
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で 葛へ て 居る 次第で あろうす。 祭の 禮 、是る 相 當に行 はれて 居らます、 國家 としで も、 
例へ ば歐 家に 巧蔡 ある 人は お 魂 社の 如き 所に 祭つ て 居ろ 3 ず、 或は 一つの 神社を 立で 
、祭ぅ まず、 佩 人と し y も 祖先の 祭を 致しまず、 をれ に 就て は 大した 差 支は ないやぅ 
です が、 是は 益々 しつ かち やつて 賞 ひたいと 思 ふ 次第であります。 冠 婚囊の 四大禮 
の 中で 殊に 缺蹈 あらと 云 ふべき ものは、 冠の 禮 、及び 葬禮の 中で 服 息 令と 云 ふ ものが 
無い と 云 ふこと であらまず 夕 兎を 巧る 四つの 禮 はどぅ やら 斯ぅ やら 巧 はれて 居ら ま 

Ml 

人を の 吳禮は 今 审是た 通ろ であ々 ますが、 我 又 間が 一人前に なると 一 5 こと 
に 就て ょ、 どれ だけ S ぶ ミ 者を 有つ て 居る かと 云 ふと、 是は 塞の悬 に 於耸き 
しては 四つの 雪ぶべき 者が あろます、 何かと 云 ふと、 君 父 師長の 四つで あろを す 之を 
暑と 申し まて 我々 は 四 尊を くして 一日 も 化 世に立つ ことは 窠 ない、 四 奪な くし 


て 我々 は 一人前 じなる ことは 到底 出 巧ない ので あらまず， 卽も君 あつて 我々 は 立ら、 
父 あつて 我々 は 育ら、 師 あつて 我々 を敎 へ、 長者 あつて 我* を 導く ので あら 皆す、 巧 
黛と 云 ふ 者は 我々 の 一人前にな るには 非常 じ顯 係が あるる のと 思； 3 ます、 君よ じ對す 
る 日本 國 民の 忠義の 必の 厚い と 云 ふこ、 こは、 今更 申す でもない、 化徵は 非常 じ結稱 
であろ ます、 親に 對 して 我々 日本 國 民の 孝行で あると を ふことは 幾多の 例外が あるけ 
れ ども、 大體じ 於て 非常に 結辕の 事で あろます、 忠孝を 貴 •ふとを ふことは 先 づ大體 じ 
於て 差まない やうは 思 a ますが、 唯 師に對 する の 遺が 廢れ て、 殆んど 師道の 尊 嚴が地 
じ墜ら たと 云 ふ S は 誠に 歎 かは しいと ころの 一つで あら 聋す 、能く 地方を どの 師範 學 
校中學 校と 云 ふやうな 所 じ 「ストラィキ」 が 起な ミす、 さう し y 敎師 シ排 巧ず る、 是 
れは 師道の 霉 嚴が衰 へた 證據 であろ 3 して、 苟も 自分に 對 して 人の 人た る 道を 敎 へて 
吳れ 、自分を 導いて 吳れ る、 是じ對 して 反抗ず ると 云 ふことは 非常に 歎 かは しい こと 
であろ ずが、 是 には 相當の 理由が ある だら うと 思 ふ、 何が 故に 其 師道の 奪嚴が 地に 壓 
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もて 仕舞つ たかと 云 ふに、 種々 の 原因が あると 攝 U ますが、 私の 籌 へでは 五つ ばかり 
ある やぅで あら ミす、 第一には 不幸に して 敎師其 人に 人格の ある 人を 求め 得を いと 云 
ふこと、 敎師其 人は 敎師の 職の 如何に 貴重なる ものであると 云 ふこと に 就て 何等な 信 
もな く V、 唯 あ 食の 爲じ敎 師と云 ふ 職を 假に 執つ て 居る に過ぎない、 敎師の 天職の 何 
物た るを 忘れて、 さぅ して 敎師 の爲 すべから ざる 事を ずる ことが 隨分 ある、 是れが 子 
弟の 敬服を 受ける ことが 掛來 ない 巧な の】 つで あろ ませぅ、 何故に 新の 如く 人格な & 
人が 敎師 にを るか、 もれには 種を 社會 上の 原因が あらぅ と 思 的う す、 ~ 敎師の 天職 其の 
賴 は、 誠に 貴い ものに 拘ら ず、 敎師其 者は 社會 上の 位地 も 低し、 社會 から 敎師を 貧ぶ 
の 念る 少 いし、 此 世の中に 於て 他の 方面を 見る と、 或は 堂々 とやつ て 居る のじ、 敎師 
だけは 誠に 見窄らしい 有樣 をして 居る とを ふやぅな 詰まらない 事に 屈托を 致し 寺し 
V、 さぅ して 敎師 自身 じ 自信がない と 云 ふやぅな ことが 恐らく 重なる 原因で あらま ザ 
ぅ。 をれ から 第二に 敎師其 人の 生活の 餘裕 のる いと 云 ふこと であな ず、 敎師其 人の 


集活 に餘裕 がない と 云 ふこと には、 隨 つて 敎師に 卑屈の 感じを 起させまず、 ホ 徒み を.. 
様を 見る と、 或は 巧 じ 依つ ては 非常に 立派な 眞似 をして 來 る、 例 へば 貴族の 子 巧で あ- 
る とか、  或は 非常な 富豪の す 弟なら ば敎師 ょろ も モットな 派を 眞似 をして 居る、  學校 
化 ホる 時は 兎も角 外に 出る 時には 自動車に 乘 A、 馬革に 乘 つて 居る、 敎師 はどう かと 
ち ふに。 羊羹を の 洋服を 着て 十年一日の 如く ブク 歩いて 居る、 其 爲に敎 帥 も 詰ま 
.ら のと 思 ふ、 さう して 自分 >- 擧生 時代には 殆んど 同等 化で あつた、 或は 自分ょ クオ 能 
に 於て は 下 だと 看做して 居つ た 者が、 他の 職を 執ろ、 或は 銀行 會 社に 抽 る、 或は 政治 
寧を 學んで 政治 社會に 飛び出した 人は 隨分窩 位 大宫化 陸つ て 時め いて 居る、 敎師は 十 
年】 日の 如くに 働いて 所謂 體の かまる 間 もない と 云 ふを 樣 である、 をれ で 敎師の 卑屈 
の ふが 益々 卑屈に なつて 來 る、 敎師の 生活は 餘裕 がなければ 人才を 敎育界 に 招く こと 
が田來 ない と 云 ふとになる、 是が 重なる】 つの 原因で あらませ う 今一つは 社會 上の 地 
なの 低い と IK ふこと、 是も囊 に 苗し 令した が、 社會 上の地位の 低い と敎 帥の 夫 職の 霉 
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いこと を 理屈では を 知して 居ても、 化 人の 悲し さには、 是は 誠に 詰らない と 云 ふ 感じ 
を 起して、 而 して 敎師の 自覺が 進まず 精； S 上に 遂 U を 生ずる、 もこで 敎 帥に 眞の 人才 
がお來 ない と 云ん ことにな らまず。 もれから 生徒の 父兄が 敎 帥を 輕 蔑ず ると 云 ふこ 
と、 敎師は 我が 子を 托して、 我が 子に 人の 人た る 道を 敎 へて 賞ら ふ 人なら ば、 非常に 
尊敬し なければ ならぬ と 思 ふので あろます、 例へ ば自 みの 娛樂 にす ると ころの 繪を一 
ク 描いて 賞 ふ、 或は 何から ょつ とした 工事を 賴 。と 云 ふのに も、 隨み其 職工な ろ、 或 
は畫 家に 對 しては、 其の 報酬に 志 破な 事を してる 敎 師に對 しては をん な 事は 考 へを 
い、 而も 家庭 敎師の 如き ものを 雇つ て 居る 人は、 家庭 敎師其 者を 恰も 自分の 雇人の や 
ぅに 待遇ず る 人は 少 くない やぅに 思 す、 小學 校の 敎師 などに 就て 見まず と、 子弟 
の 父兄が 家庭の 中で ル學 校の 先生の 言つ た 事に 統て 頗る 冷淡で あつて、 あい 靑ニオ に 
何が みる もの か、 社會 上の 經驗 もな し、 敎師 では あるが あんな 者の 言 ふ 事を 信用す み 
はおる ことは ない、 噓 ばから を敎 へて 居る と 云つ て、 自分の モ 弟の 前で 禱晉 して 見夕 


i、 或は 敎師 を輕 蔑す る 言葉を なて 詰 するとい ふことは、 是 から 育つ ところの 子弟に. 
敎 師を輕 蔑ず る、 心を 起させる 巧な であろ ます、 是が 師道の 尊嚴 地に 墜らる 巧な の 一つ 
であらます、 をれ から 子弟 其 人が 善良で をい、 即も今 申しました 敎師に 人を の 無い と 
云 ふこと、 敎師の 生活に 餘裕 りない と 云 ふこと、 敎師 の社會 上の 地 化の 化い こと、 父 
化が 敎師 を輕 蔑す る こと、 子弟が 善良で ない と 云 ふこと、 是が經 となみ、 產 とを つて 
子弟を して 敎師に 反抗させる、 隨クィ ー敎師 には 良い 敎師 は來 ないし、 51 ストラィキ」 と 
玄 ふるのが 勃發 ずると 云 ふこと にを つたので あろ 貪ず、 大事な 次の 時代の 闕 民を 養成 
すべ 客と ころの 敎師其 人を 新の 如く 輕 蔑し、 新の 如く 無視す ると 云 ふことは、 闕 家の 
政策と してな して 宜い 事で あるまい と 思 ふ、 是は敎 師化對 する 禮と云 ふるのが 今殆ん 
ど 見る ことの 凹來 ない 一つの 原因で あろ 聋 せぅ、 此の 獻 からを してる 四つの なの 中の 
1 つは 蟲が峻 つて 居る と 云 ふことは 言へ ませぅ とお； 5 違ず。 
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もれから 第二の 柱の 義じ 就て 御請 致したい ので あろます が、 義と云 ふる 0 は 普通に 
義理 人情と 云 ふ、 もれから 今】 つ 能く 使 はれで 居る 0 では 正義と 云 ふの が ある、 元々 
義と云 ふことは 事の 宜しく 行 はれる ことで ある、 事に 當 つて 其 宜し さを 轉 るの が義で 
あらまず、 さぅ して もれが 正義で あり 違 ず、 或は もれが 義理で あ-^ まず、 能く 人情と 
義理と が 衝突す る やぅ じ專 へられ. て 居つ て、 義理に 於て は斯の 如くし なければ ならぬ 
けれどる 、人情に 於て 忍びを い、 人情に 於 V は 忍びない けれと も、 義理に 於て 是非 化 
の 如くし をければ をらない と 云 ふ 風に 普通に 考 へられて 居らを す、 義理と 人情との 衙 
突と 云ム ことは、 能く 御を 知の 通ら 近な の戲 曲な どに 取扱 はれて 居ろ 聋 す、 其 他文學 
的から 能く 取扳 はれて 居ろ ます、 併し 義理と 云 ふことは 事の 宜しき こと、 卽も 亞義で 
あろまず から、 必ず 人情と 衝突ず るるのと いふ ものでは をい、 本當の 義理を らば、 人 
情と 義理とは 兩 立す るみので をければ ならの、 總 ての 場合に 於て 義理 人情と 衝突ず る 
ものでは あろ せの、 若し 義理と 人情と 衝突す るるら げ 義理の 重さに 從 はなければ な 


ら の、 義理と 云 ふこと が 今 どう 云ふ狀 態は をつ て 居る かと 云 ふと、 まづ 今の おの 中 く 
は 義理と 云 ふことは、 十分 世人る 能く 知つ で 居ろ、 又實 際に 義と云 ふこと が 割合にょ 
く 巧 はれて 居る やうに 思； 5 ます、 今の 巧の 中では 今擧げ ました 四苯 柱の 中では 義 とを 
ふな だけが 餘程 完垄に 巧い ことで あらう と 思； 5 ます。 

五 

次に 廉と云 ふ 柱、 この 廉と云 ふ枉が 今の 世の中では 必ずしも 完查 でない やうで b ろ 
‘V-  簾と云ふ字は廉潔とホし分ょす、 或は淸廉潔白とも申し，^す、 どう云ふ場合こ喪 
潔と か、 淸廉 潔白と 云 ふこと が實際 役に立つ かと 云 ふと、 義務の 觀 念が 廉潔の 精神の 
人に 依つ て 能く 實 巧され るので あろ 3 す、 不幸に を 今の 我が 日本の 世の中は 大豐化 於 
で 黃金萬 能の 裡の 中の やうで あら 3 す、 哉は 成金 崇拜 であろ まず、 殊に 戰爭 にな々 3 
してから 成金と 云 ふるのが 方々 じ 輩出し 建して、 世界の 非常の 大戰亂 に 際して、 我が 
國が 少し ばかろ の 金が 出來 たと 云 ふて 有頂天に なつて 金なる 哉と 云ふ考 へが 巧 間一賊 
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こ 生じて 居る やうで あら 咬ず、 成程 將來の 世界の 競 爭場裡 に 起 もまずに は 富と いふ 
ことが 非常に 重大の もので あつて、 富の 力が をければ 何事 も 出 ホない に 相違ない、 如 
何なる 强大國 と 日本が 戰 つてる 日本が 將來 負けない、 或は 日本の 完垂 なる 獨立 とを ふ 
ことを 維持ず る 上には 富の 力と 云 ふ ものが 最も 重大を る もの、 一つで あ 6 ませう、 併 
し嘗 のみを 崇拜 ずる 黃金萬 能 思想と 一方 ふるのは 決して 健を のる のとは な はれない、 富 
ぶから 崇拜 ずると 云 ふこと になる と、 あらゆる 方法に 依つ て 富を 得 やうと する、 是は 
狭して 健全なる 方針で ない、 あらゆる 方法で 富を 得たい と 云ふ國 巧の 精神う 現 はれて 
投機 事業が 起つ て來 る、 卽^ 山を 張る と 云 ふこと が 盛んに 行 はれて 來 る、 例 へば 傅 奕 
をが クと云 ふこと が 投機 事業の】 つで あち 達す、 闕 家が 之を 非常に 國 民に 善 あらとし 
て 禁じ-^ した、 富鑛 とを ふ ものは 投機の 一つで あろ 達ず、 國 家は 害 あろと しで 禁じ 音 
した、 之が を 日では 化 罪 者と しで 取扱つ て 居ら 哇 すが、 幸か不幸か 現今の 日本は 架し 
て此 精神を 貫徹せ しめて 居る かどう か、 私の 見る ところでは 勸 業廣络 とか 脖蓄懷 券と. 


か 申しまして、 五圓 をろ、 十圓 なち、 二十 圓を ろの 債券を 發 行して、 畿を 引いた 結果、 
當 つた 者 化は 五百圓 をろ、 千圓 なろ、 二 千 圓吳れ ると 云 ふので、 是は體 裁の がい】 穗 
の富鑛 であらぅ と 思 ふので あろます、 非常に あれは 日本の 精神 巧に 害毒を 流す もの だ 
と 思 ふので あら ず、 新 ふ 云 ふ 事を しなければ 日本の 國家 のが 政が 甘く 行かを いかと 
な ふと、 誠ぃ-情けない 、もんな ことでは 誠に 困つ たもの だと 思 ふので あ ず、 をれ 
释じ黃 余； 萬 能の 思想が 行 さ 渡つ て 居つ て、 國 家が 一方に 禁じて 居つ て、 一方に 許す と 
云 ふこと ならば、 闕家 自身が 闕 段を 欺く ので あつて、 譬 へば 耳を 摊 ふて 鈴を 盗い の 類 
であらまず、 ちれを がて 國 民の 健全の 發 達を 望む のはむ づ かしい もので あらぅ と 思 
ふ、 をい 職へ であもう すが、 木じ緣 ろて 魚を 求む るが 如しと 云 ふのは さぅ 云 ふ 事で あ 
ろ 咬せ ぅ、 さぅ 云 ふ 風に 投機 事業が 盛んで あると か、 成金 崇拜 とを ふ 時代に 於て、 か 
何にも 廉潔の 精神、 淸廉 潔白の 精神が 日本の 國 民の 間は 出 巧ない と 云 ふことは、 誠に 
當然の 事で、 义 誠に 歎 かは しい 次 築と 思 ふので あろまず、 西 鄉南渊 翁の 詩と しで おら 
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れて 居ら 脅ず 中に、 吾 家 遺 法人. 知を。 爲モ孫 不買 美 旧と 云 ふ 句が あろます、 卽も 我が' 
家の 遺 法を 人が 知つ て 居る かどう か、 私の 家の 法では 子孫の 爲に 立派な 田地を 買 0 
て 置かを い、 卽ちモ 孫に 琼を 遺して 置かを いと 云 ふので あろます、 をれ だけの 氣慨の 
ある 人が 今 あ々 聋 すか、 どうで あろます か、 上は 大人ょ々 下醒 夫に 至る まで 富を モ孫 
た 遺さない、 さう して 子孫を 健を に敎 育を して 置く、 をれ だけの 氣慨の ある 人が 今 あ 
らます か。 どうで あろまず か、 もれ だけの 氣慨 がなければ こも 王な 大臣に して 隨分職 
を漬す 人が ある やうで あろます、 最早 じくな つた 人々 の 中に も、 明治の 功臣と 云 ふ 人 
みの 中に も、 其 日本の 文明が 是 だけ 進んだ に 就て は 非常に 巧勞が ある にも拘らず 利益 
と云ふ問題の前には頗る遺臧の人物が少くなかクたやうじ思ふ、利益と云ふ問禮の前- 
化は惡く言へば、 化能の人をもあつたやうに思ふのであら達す、 論語の中に見^利思-k 
義と云 ふ 語が あろを す、 自分は 是 だけの 物を 欲しい と 云 ふ 場合には、 必ず 義に 於て 是 
は 取つ て 善い もの か、 顧い もの かと 哀 ふこと を考 へて、 然る 後なら なければ ならぬ と 


云 ふ ことがあり-^ す、 是は 孔子の 敎 であろ 皆す が、 如何にも 是は 善い 敎で あらぅ とぶ 
ふ、 今の 世の中に がて 淸廳 潔白の 人が かない 爲に何 か 利益に 臨んだならば 父す 兄弟 置 
に 解つ て 其 利益に 疆 くので あろず、 す、 利の ある 巧には 恰も 磯の 甘 さに 付く が 如 さを 樣 
で、 利がなくなると瓦化反目して爭ふと云ふことがかなくない、 見^利の尸義と云ふ人 
が 甚だ 少 いと 思 ふので あら 違して、 此點は 誠に 遺 減の 次煞 であら 咬ず、 若し 利 雜が眼 
の 前 じある 時分に、 自分が 化 利益を おる のが 善い か、 憩い か、 正義で あるか、 正義で 
ないかと 云 ふこと を、】 つ舊 へるならば、 砂糖を 嘗め 過ぎた 爲に 犯罪者になる 議貞も 
あるまい、 或は軍繼を嘗めて問題を起ず將校もないであろ^^せぅ、 所謂續職とをふ罪 
名の 下に 狐 罪 者と して 拘禁 者の 中に 這 入つ た 人の 如 さは、 利益に 眼が 胺 らんだ 人で あ 
る ミい か、 卽も 廉潔の 德に 乏しい 人では あるまい か、 廉潔と 云 ふ德は 非常に 轉微の 巧 
化 あるので、 易 さしい やぅで いづかし いもので あら 或す、 或は 建築を 致して 居る とこ 
ろの 建築が 其 建築費に 比較 ずれば 非常に 粗 未に 出 來て化 舞つ た、 或は 罐 詰の 中に 石塊 
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を 入れる と 云 ふ 話、 是は 話で あろ 脅す から、 實際 かどぅ か 分ら ませの が、 さぅ 云 ふや 
ぅな 間違つ た 事が あると 云 ふのは、 唯 百れ の 利の みを 計つ て、 義理の 何物た るを 知らな 
い爲 めで あろ を せぅ、 蓉し義 の 何物た るを 知るならば 自分 一個の 利益と 云 ふこと を 計 
ると 云 ふことは ない 答で ある 咬ず、 所謂 商業 道 德の巧 はれな いのも 廉潔の 精神が をい 
.爲 めで あろ*^ す、 廉潔と 云 ふ ものは 何も 利のを いやぅ にせょ と 云 ふので をい、 正義で も 
物を 取らぬ のが 廉潔では あら 違せ の、 正當の 利を らば おつて 差 支 あ 6 皆せ の、 お當 か、 
不正 當 か、 をれ を 判別す る 精神が をければ ならぬ と 思 ひう す、 もれ-ならば 商業に 從事 
して 雛鍊の 利を 營ん でも、 其 者が お當の 利を 得たならば 差 支は をい、 自分の 職務を 潰 
して 利を 得る のは 不お當 の 利であろう す、】 時の 利益を 計つ て 永遠の 利益を 失 ふの が 
不正 當の 利で あろ 違す、 脫脂 綿の 中 化鑑樓 綿を なぜ V 賣 ると 云 ふのは 不お當 の 利益を 
もめ やぅと したので あ々 ます、 もれが 爲は 日本 帝 國の體 面を 巧し、 日本が 國の 信用を 
墜 して、 日本で 製造した 物は 巧び 買 ふことは 眞を 御免で あると 一 お ふ 風に 方々 から 言は 


れて 居る と 云 ふ 話を 聞 さ 咬した が、 是は 確に 廉潔と を ふ 精神が をい 爲め であろ ます、 
私が 熟々 目 本の 現 狀を考 へて 見ます と、 上 大人ょ ろ 下 匹夫に 至る まで 廉潔の 精神が 甚 
だ 乏しいで は あるまい か、 卽ら 日本の 國 家に 對 ずる 廉と云 ふ 一つの なは 敵る 蟲が 噫つ 
て 居る、 外見は 稍々 をして 居る かも 知；； のが、、 むは 始んど 白 磯で 峻清 されて 居る ので 
ないかと 思 ふので あらます。 

六 

れ 3 ら最 後の 恥と 云 ふこと であろうす、 此恥 とを ふなは 四 本な の 中で も义 一つの 
火 さな 柱で あろ 3 す、 禮義じ 反さ、 義理に 反く と 云 ふことは 恥づ かしい 次 載で ある、 
巧に 不忠を し、 親に 不孝を し、 其 他の 者 じ 不人情を する のは 恥を 知らを いので あろ ま 
す、 又 帥と して 自覺 がな く、 自信がない と 云 ふのは、 恥ヴ かしい 次第で あろ 音す、 义 
不お當 の 事を し、 お義に 反く 事を して、 恥を 知らない 者、 是も 誠に 西つ たもので あ A 
建す、 もれは 廉潔の 反對で 貪慾で ある、 併しを がら 孤と 云 ふこと を 知つ て 居る 衣ら ば 
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与 お上げう した 禮義 廉潔と 云 ふなは 完查に 維持され る嘗 でを ろまず。 禮義廉 恥の 四ゥ 
の 中で も 恥と 云 ふこと が 最も 我々 自身の ム得 として 必耍の 事で あらぅ と 思^ずす から 
して、 特に 孤と 云 ふこと を 詳しく 說 明して 見やぅ と 思 ふので あ A まず。 

今 申ず 遁 をに 恥と 云 ふ ことがあれば、 禮に 反する ことるな し、 義を 忘れる こと もな 
し、 廉潔と 云 ふ 德を失 ふこと るな > ので、 恥と 云 ふこと が一 番人 間に 取つ て 大きな 事 
でもら ぅと 原 a をす、 卽与 孟子が 恥 之 於， 人 大矣と 言つ て 居 A ます、 恥を 知つ て 居るな 
らば、 人間と してし 價 値は 維持され るの てあらぅ、 禪の中 化は 隨 々厚顔無恥の 人が 少 
くを いので あちます、 朝、 に 言つ た 事と、 夕に 言つ た 事と、 始終 違つ て來 る、 巧 謂 朝 令 
暮 なと 云つ て、， 王義 もなければ、 節操 もない と 云 ふ 者が 隨み少 くない、 見渡した とこ 
スが 政治 界に 雄飛して 居る 人 じして、 更に 主義 節操を 長い間 維持ず る 入が あろまず 
か' •どぅで あろ 違す か、 或は 堂々 たる 大政 黨の 人に し で 恥を 知つ て 居る 者が あるか、 な 
いか、 窃 にを へて 見ず すと、 私は 甚だ 遺 減ながら 日本の 現在の 政黨の 如き、 其の 化 現 巧 


の 大人の かさ、 恥を 知る 人が 極く 少 くない かと 思 ふ、 恥を 知つ て 居るならば 到を ぶ ホ 
ないやぅ を 事を して、 厚顏 無恥の 事を 致して 居る。 

化と 云 ふことは 色々 化 分けられ るので あろます が、 是れは 一一 一段に みけて 言 ふこと が 
出來 達す、 化 人に 對 する 恥、， れ から 己に 對 する 恥、 ちれから 天に 對 する 恥 この S ク 
じみる ことが 出 ホまず。 卽， X 第一が 他人に 對 する 恥、 是は 恥の 極く 幼稚の もので あろ 
違ず。 第二の己に對ずる恥は、 ^vれょら】ホ進んだもので、 もれょら更じ一步進んだ 
ものは 天に 對 する 恥、 神 樣じ對 して 恥 かしい と 云 ふので、 化處 違で 至らの ければ 本當 
の 恥で ない ので あろず ず。 他人に 對 する 恥る々 ける と 色々 じなる やぅで あらまず、 唯 
一個の 人に 勤して 恥 かしい i 云 ふなら ば、 其 人の 居ない 所で あれげ、： ノ 」 んな 事を して 
も 恥 かしくない とを ふ 感じが 起る ので あろます、 巧の 人 k 對 して 恥 かしい と 化 ふなら 
ば、 甲の 人の 盾ない 時け i 勝手の 事を する、 是は 甚だ 幼稚で あらます、 或は ザじ對 して 
くなくて 、人に 對 して 恥 かしい と 云 ふなら ば、 人の 見て 居ない 所で あれば 恥 かしくな 
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い、 暗闇を らば 惡い 事を しても 恥 かしく をい、 さう 一ぶ ふ 事に なつて ホ ずと、 制服 制 
循を 着けて 居れば 耻 かしい、 併しながら 鳥が 幢を 被つ て 居れば 何處の 誰れ だか々 らの 
かも 耻 かしく をい、 是れが 極め V 幼稚の 耻 であら 令す。 次に 家に 對 して 耻 かしい、 卽 
も 自分の 家名を 傷つけを いやう に、 自分の 祖先の 名前を 巧さない やう 化したい、 之を 
傷つける と 家に 對 して 耻 かしい、 此 感じは 人に 對し V 耻か しいと 云 ふょりも、 小し 進 
んで 居らます、 家の 名前に 對 して 恥 かしい とを ふので 家ぶ を 重んずる と 云 ふことは 甚 
だ 結構で あろます が、 もれを らば 立派の 家に 育つ て、 立 破を 家の ぶ 前を 醫 して 居る 人 
ならば 觅も 角、 惡い 言葉で 中す と、 何處で をれ たか 譯の 分らぬ と 云 ふ 人間なら ぱ 、自 
みが 憩い 事を しても、 さう 云 ふやう じ 家る をい やうな、 誰 だかからの 位の 程度の 人な 
らば、 家を 重んずる 精神 も 少ない ので あろ 咬ず、 段み 個人 ま義が 盛んにな つて 家族ち 
.義 が衰 へて ホまして は、 自分 一' 個の 活動が 直らは 一家に 影響を及ぼし、 自分自身は 唯 
一個人で をい、 一個人で あると 同 持に まの 一人で あると 宏ふ 感じが 鈍くな つて 來ま 


す、 家を 思ふ馈 神が 薄くな つて 巧ます、 を こで 家の ぶ 前を 辱 かしむ るな と 云 ふ 道德的 
觀 念を 養成す るのは 必要で あろ 3 すが、 然し 耻と 云ふ颠 からい ふと 更に 一層 上の もの 
が あろます。 次に 郷里、 卽ら 自分の 鄕 里に 對 して 耻 かしい、 化鄉 里に 對 して 耻 かしい 
と 云 ふ 精神が 义 I 等 上で あらます、 例へ ば 小さな がを らばが の 人間と して 斯ぅ 云 ふ 事 
をして は耻 かしい と 云 ふ 感じ かおる、 然し 其鄉 里を 離れて 仕舞へ ば、 耻 しいと 云ふ考 
はなくをつて仕舞；5ます、 巧謂旅の耻は搔擒\しと云ふことがあ.c^ます、 昔はが勢詣を 
しまず のじ、 例へ ばな 戶の 中なら ばを の夕 前は 直に 分々 ますから 耻 しい 感じを 致し ま 
す、 處 が一 步江戶 の 地を 離れて 仕舞 ひます ともれは 忘れて 仕舞っ て耻 しい 事を 致し ま 
ザ、 巧 謂 旅の 耻は 搔擒 てと 云 ふ ことがあ す、 卽も鄉 里と 云 ふ 制 哉を 脫 して 仕舞つ 
て 自分の 守る 所を 失 ふので あります、 是も 薄弱の もので あら 令す、 モゥ ーつ 谴んで 社 
會じ對 しで 恥し い、 卽も社 貪 的 制裁 言換 ふれば 道德的 制裁 じ 對 して 耻 しいと 思ふ觀 念. 
が あつて、 此 にがて 耻と云 ふこと が隨み 立派な ものに なつて 參 なます、 處が 道徳的 制 
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截じ對 して 耻 しいと 云 ふ 感じは、 社會道 德の衰 類した 時代に 於 V は 制裁に るらぬ、 所謂 
人の 增 もと 十五 H と 云ふ譯 で、 日本の 現今の 社會の 如き も、 立派を 人物と して 尊敬を 
受けた 人が 罪惡を 化して ずつ から 人 謹を 落して 居つ たが、 漸く 復活して け 舞つ たと 云 
ふやうる 事は 隨分 多い ので あろ 聋 す、 若し 其 人が すつ か々 精神を 乂替 へて 悔 改め 立派 
を 人物 じを つたを らば 復活す る こと も 結構で あ々 ます、 併し 其 人が 果して 悔； ：5 改めた 
がどう かは 疑は しい、 近年 じがて はさう 云 ふ 人が かくを いやう であろ 違ず、 別にぶ を 
申し ませの が、 さう 云 ふ 人は かくない やうで あろます、 もれから モゥ】 つ 進み 3 ず 
と、 國家的 制裁、 言換 へれば、 法律 的 制裁、 化 制裁に 對 して 耻 かしい と 云 ふ 感じを 适 
ず 者が ある、 處が是 は耻の 道德的 制裁ょ ろる モク 少し 下等の 者で あろます が、 此道德 
的 制裁なら ば 餘程化 精神に 於て 採るべき 所が あるが、 國家的 制裁、 法律 的 制裁に 對し 
で耻 かしい と 思 ふ うな 人間は、 巧 も 法律に 反かない、 •所謂 法網を 潜ち さへ すれば 巧 
しい 是は どんを 惑い 事を しても、 法律上が 罪 者 じなら をいならば がし V 耻 かしくない、 


是 等の 對他 的の 恥と 云 ふのは まだ 低い 耻 であら 皆ず、 是 が！ 步 進んで. お 心に 對ず る耻 
と哀 ふので 道徳的の 耻 とな す、 自分自身 斯ふち ふ 事を しては、 人が おょうと、 見 
まいと、 社會 的の 制裁が あらう と、 あるまい と、 家の 名前を 巧 さう と 巧ず 咬い と、 を 
は國 家の 制裁に 觸れ やうと、 觸れ 皆い と、 自 みの 良、 心が 承知 しないと 云 ふ ものに なつ 
て、 本 當の耻 といへ るの V あろます、 さう 云 ふ 良、 5 じ 於て 耻 かしい と 云 ふ 感じが あれ 
ば、 斯う 気 ふ 事を ずるに 忍びない ことじなる、 實際 良、 むに 於て 耻 かしい と 思へ ば、 縱 
令 人が 見る くても、 所謂 獨ク を愼 し，^、 或は 俯仰 天地に 愧が ずと 云 ふところの 立派る 
所に 進んで 巧き 脅ず、 或は 言換 へれば、 旨 分で 如何にも 道 德的滿 おを ずる、 を こで 本 
當の 蹄と 云 ふこと になつ て參 る、 化 道 德的じ 自分で 満 あずる、 さう して 自分で 惭 うを 
ふ 事を する に 忍びない ところの 人間 じを つて、 始めて 本 當の耻 の 何物た るを 知る ので 
あ々 資す、 是が 纏て 神樣じ 對し耻 かしい と 一 H ふこと になろ 咬ず、 某 督敎の 所謂 天國は 
なの 胸に 巧 A て、 卽心 良心は 天から 賜つ たもので ありうす、 儒敎 では 天命 之 謂， 性、 我 
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みの 生れつきは 天から 賜つ たもので ある、 其完を 無缺 のる のが 我がな ふとして 胸の 中.， 
は あるので あろます、 我が 良、 心 巧 物を 我が物と 思つ ては ならぬ、 是は 神樣の 物で ある、.， 
哲學 的に 言； 5 ますと、 大我 小我の 關係 であろ ろず、 元々 小さな 我が あつて、 是が艇 が 
れば 大きな 我れ、 宇 街の 我れ じなる、 宇宙は 卽も良 ふ 其 物で あ クタす、 もこで 良、 むに 
於て 耻 ri しいと 云 ふるのは、 同時， に 天に 對 して 耻 かしい と 云 ふ じ なつて 巧る、 物欲 
の 念 私慾の 念に 蔽 はれる と 良 ふの 光卽 も、 心 光を 蔽 はれて 仕舞^を す、 ふ 光を 蔽 はれ 良 
、むの 何物た るを 知らない やぅな 人間に なつて、 耻の 何物た るを 知らない やぅ 化な ろ ま 
ず、 卽ち 良、 心が 無くして 耻の 何物た るを 知る ことは 出 巧を いので あらます。 を こで 耻 
と 云 ふこと が 非常に 重大の なり】 0 であろうず •か、 不幸に して 此耻と 云 ふことは 今は 
餘程少 いやぅ であろ まず。 

日本の 國 家を 支持す ると こる の枉 はな 上に のべた 禮義廉 耻の四 本の 柱で あみます 
が、 其 中の 或 物は 蟲が峻 つて 居ら、 或 物は 外形の 堂々 たるる のが あつて 中は 白 磯に 喉- 


はれて 仕舞つ て、 唯一 劃に どうか 其 物ら しい 巧が あるけれ ども、 此耻の 如 含に 至つ て 
は 其 何物た るを 知らない 者が、 政治 巧 或は 商業界、 其 他の 方面に 横行 跋詹 しで 居る の 
では ある いか、、 む 光を 蔽 はれ 耽の 何物た るを 知らない やうを 有 稼では ないか、 我が 
日本に 於け る 此四本 柱は 危ぶな かしい 狀態 にある やうに 思 ふので あろ 3 す、 總 ての 
世の中に 於て 樂觀 論者と 悲觀 論者と 云 ふ 者が あろ すが 樂觀 的に 見る と 云 ふこと が 义 
非常 じ宜 いこと で、 今は 縱令惡 くても 將來 非常に 善くなる と 云 ふ 人が あ A 違す、 併し 
ながら 今の 世の中は 危ぶない 世の中で あると 云つ て大聲 疾呼して 闕 民の 覺醒を 促す の 
も ホ 必要の ことであります、 私は 敢て悲 "觀 論者と 云ふ譯 では あろ ませの けれども、 現 
がの 世の中に がて 四 本 柱の 缺 けて 居る ことを 說 くを であろ ます、 さて 斯の 如くに 四ネ 
柱の 缺 けて 居る のは 何の 爲め であるかを 考 へて 見やう と 思 a 建す。 

•  セ 

々の 四 本 柱の 段々 日本で 缺 けて 巧た 重なる 原因は、 蟹す るに 生を 西 難の 爲 では ある 
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咬い か、 生活 上圃 難で あれば ある 程 ゆつ くろした 事が 出 巧ない、 どぅしても 明日の 食 
じ围る やぅな 者で あれば、 道德の 何物た るを 知つ て 居つ てる をれ が出來 をい、 所謂 貧 
の盜 みと 云 ふこと じを なう す、 貪に 迫られて 據 ろな. く惡い 事を すると 云 ふこと が、 實 
じ 一般の 人情で. あ 6 咬して、 確に 日本の 四 本 柱の やの 總 y 大きな ものが 潰れ かかつ て 
巧る のはを 活固 難の 爲め であらぅ と 思 ふ、 で、 管 子の 言つ たこと に 衣食 足 晒 知 _|禮 節-と 
1K ふ 語が あらう ず、 卽もあ 食に 窮 する 者は 駄目で ある、 併し 苟る 道德 をな V 自ら 巧ず 
る 人は 縱令 現を のを 活が 如何に 围難 であらぅ とる、 あ 食が 織 令 足 6 なくても、 昔の 武 
± は 食は ね ど 高 楊枝と 云 ふ 化の、 心に なつて 欲しい、 孟子の 言つ た 語に 無-- 恆產- 者 無二. 
恆必 一と 云 ふこと が あろまず、 恆 の財產 がを ければ】 をの、 むがない、 無二 恆產 _而 を二恆 
ふ者： 惟±爲^能、恆の產なくてる恆のふがある者は、 唯±が之を能くする1こ云ふので 
あ々 ます、 ± 君子た る 者は 恆產 がなくても 恆 瓜が あるので あろ 違す、 苟も 道德 の何賴 
たる ことを みる ± 君子は 恆の產 がを くても 恆のム がるければ ならの、 卽ち禮 義廉耻 の.‘ 


巧 物た る ことを 十 かに 考 へて、 日本の 今の 缺 抱に 對 して 大聲 疾呼して 戴 さたい と 思 ふ 
ので ぁらます、 徳不- 孤 化 有 レ 隣と 云； 5 ます、 諸君が 禮義 廉耻を 重んぜられ、 又 自分の 
關係 甘ら るる 範哟內 じ 於て 道德を 鼓吹され ると、 日本 闕 家の 將 巧の 道徳的 精神の 維持 
は 恰も 大海に 巧を なら’ 么れば 波が 岸まで 波 あずる 如く じ、 ずつ と 日本の 闕 家を 風靡す 
る ことが 出 巧ない とも 殿らない ので あろ 違す。 

v:  ぉ.. 誕 が 惭ホ 
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道 敎の攝 生 緩に 就いて 

鑽敎は 後 萬の 張 道 陵に ぶろ で 創唱 せられ、 六 朝に 至つ て 大成せられ たる 一種の 宗敎 
である。 張 道 陵の 子孫は 魂に 江 西 省の 龍 虎 的に 在らて、 張天師 として 一世の 寶 崇を受 
けて 居る が、 道敎 じは 嚴然 たる 本 支の 關 係が 無く、 を派獨 立に 發 遠せ るが 故に、 張 夭 
師を宗 とする 一源の 外に、 多くの 流派 ある ことは 勿論で ある。 を 派 成立の 歷あ的 研究 
は 暫く 之を 他 目に 讓 ろて、 今日は 專ら道 敎の攝 生 法 じ 就て 所見を 述べょぅと 思 ふ。 攝， 
を 法は 唯一で なく、 を 源の まとす る 所 も ホ 夫々 異同が ある やぅで あるが、 之を 總 括し 
て 大變を 叙ず るつ ら である。 

抑も攝 生と を ふ 言葉 及び 攝 生の 目的は、 老子 第五 十 黃に是 ゆるの が 鼓 初で ある。 曰く、. 
蓋閒 善攝击 を、 陸行 不 ，遇 こ 兜 虎： 入表不 接，， 甲兵： 児 無 南， 投_ ，其 巧 虎 無， 巧 苗 „與， 
爪 T 兵 無 X 所 参 其 巧： 夫 何故、 が， 其 無， 死地 r 


攝 生の 目的は 卽ら 死地 無 さの 域に 達する ことで ある。 攝 をの 結果、 死地 無 さがな に、 
其效果 として 货も其 角を 投 ずる 所な く 虎る 其 爪を 猎く 巧を く、 兵 も 其 巧を をる、 巧な 
貧に 至る。 死地な しとは 如何なる 意味なる かを 確め るには、 みの】 章を 引證 とせげ な 
'ら の。 卽も 第五 十 _ 恥 章に 曰く、  ’ 
含徳么院者、 化，，之於ホす，化、 毒蟲不^蠻、 猛獸不，據、 攫鳥不，撰、  、 
含徳の 厚* a をは 恰も 赤子の 如く、 毒 蟲も蠻 さず 猛獸も 害せざる ものである。 前 葦に 
は 善く 攝 生して 死地な き 者と 云 ひ、 後 章には 含德の 厚さ 者と を； 5、 其 文は 巧 違 あれ ど 
も、 其效 祟に 就ての 要旨は 頗る 相似て 居る と 思 ふ。 老子は こ、 に 赤子と 言へ どる、 ホ 
がんで壁兒と云ふ語を用むて居る。 專ぃ氣致^柔、 能如_一嬰兒_乎 (十章) とか、 我獨泊 
み、 其未^兆、 如--嬰兒之ホ，.お(二十璋)とか、 又は常德不，離復_~歸が嬰お，(二十八章) 
と 云 ふの 類、 普 化 お 十五 章の 意と 间 じ。 特に 一一 十八 章の 常德不 ，離 後 __ 歸於婪 兒_ の 文 
は、 常德不 ，戎、 復二歸 於 無 極 _ 巧び 常德乃 お、 復_~ 歸於樸 ，と 相 並びて 用； 5 られ、 裝兒、 .， 
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無撼、 樸は醫 同じく、 老子の 所謂 道を おを したる のと 見るべき である。 雙兒 又は ホを 
ので 眞欄媛 じして 何等の 作爲 をく 虛飾 なきを、 道の 無爲 自然に 譬 へたる のと 思 はれ 
る。 もこで 含德の 厚. ぅ 者は 嬰兒 、無 極、 又は 樸 じ復歸 した ものと 見る る 差 支 ある 皆い と 
思 ふ。 又 同時に 善く 攝 生して 死地な しとは、 嬰兒 、無 極 又は 樸 に復歸 した ものと 見る 
も 差 支 あるまい とお ふ。 換言すれば 死地 無しとは 裳 五十 五 章に 所謂 長生ん 視の 意に 
して、 吾人は 道と 一體 となろ、 有限の 現象界を 脫 して、 無限の 本 體界に 入ろ、 常住 不 
滅 天地と 共に 長久なる を 言 ふので、 此塊然 たる 肉體の 3、 神仙 不死と なる を 言 ふので 
をい。 卽も 老子の 所謂 死而不 t 者壽 (一 二十 S 章) の 意と 云 ふべ さで ある。 祝ん や 老子 
は 第 十！ 二 章に 

吾 所， が？ 大患， 者、 爲_ 一吾有 - 身、 及， I 吾 無-身、 吾を， 何 患： 

ともい ひ、 あ體は 罪惡の 根源と も 見て 居る ので ある。 然るに 其 後を 受けた 钟子 •莊す 
な攝生 宜し. n； を 辟れば、 化 あ 身の 寺、 水火を も 踏むべく 風雲に 御し V 四海の 外 化 も 遊 


ぶこと か 出 ホる、 卽も卽 身 雲 ふなる ことが 曲 巧る と說 いて 居る。 是 A 恐らく 梳 端な 
る 形を を用ゐ て、 譬喩 的に 理想を 說 いわ もので、 眞 人の、 む 境の 無碍なる ことを 說 いた 
ものと 思 はれる 0 然るに これが 神仙 說と 合致して 後の 道敎を 開く じ 至つ たので ある 〇卽 
も 後の 道敎 では、 攝生 宜し &を 得れば 神仙 不死の 人と なること が W ホる と說 くので あ 
る。 響 すれば 道 敎に寶 る攝董 § 的は、 神仙 不死の 人と なること である。 其方 
法は 唯一で をい、 種々 の ホ 法が おる。 ム 「脈 厚を 追 ふて 之を 說 明し ょぅとぶ ふ。 

後の 道敎 徒は 羣の 巧に 旣に攝 を 管 論じて あろと いふ。 虛こ惹 鼓 こ 其 腹 _  (一一  養 
を靜 坐の 葵 勢と 解釋 し、 谷 神 不死、 是謂 = を 化 ~  (六 章) を 
谷養化、 乂能養^神則不^死、 を天化、 于^人爲^鼻、 化地化、 于^人爲^口、 天養卜人 
な-- お 氣： 從-鼻 入藏- 於ち 地 養 レ 人な こ 雷 詔-口 入藏 こか 腎 ご、 読 選 
とい； 5、 一禱の 呼吸法と して 解釋 する ので ある。 然しながら 此說は 老子の 眞惹 じ當ら 
ぬ ことは、 聲 辯を 要せぬ も 思 ふ。 老モ 化は 別に 具體 的に 攝を 法を 諭 じた ものは 無い が 

道が の攝生 法に 就いて  一-ミ 圧 


■ホ 那巧學 の巧究  .  二 互.； ハ 

'莊モ には 旣に 其方 法を 論じた ものが あると 思 ふ、 莊 子は 攝 をの ことを 養生と 云 0 て 居 
るが、 もの 意が は 腐 下 牛を 說 くの 說話 にょつ で 見ても、 肖 然に從 無理を せの こと、 
解して 善 支ない と 思 ふ。 然し 莊 子の 內 には 今一 層具體 的に 養生 法を 說 いた 所が ある。 
刻 意篇じ 曰く、 

就 こ錢澤 ^處_~ 閒曠 r 釣， 魚間處 、無爲 而已矣 、此 江海么 生、 避 化 之 人.、 間 暇者么 巧， 巧 

化、 

炊 呼吸、 化， 故納 ，新、 熊經鳥 申、 爲 J 壽而 G 矣 、化導 引 之 十/養 お 之 人、 彭 祖壽考 
者 之 所， 好 化、 

前者は 靜坐 法の ことを 述べ、 後者は 呼吸法の ことを 述べた ものと 見る ことが 出 巧 やぅ 
と 思 ふ。 熊經鳥 ホとは 呼吸の 隙に 於け る 姿勢を おか 合した るので、 首を 伸す ことで ある。 
陸德明の音義に司馬の說を引いで、 熊經は若，_熊之攀^樹而引,氣也と解し、 鳥申は若= 
鳥 之 顏啡一 化と 解して 居る。 化故納 新は 故氣を 化いて 新 氣を納 る、 こを、 後世には 此語 


じ本つさて化納法を說くものがある。 導引とは音義に李巧を引て、 導ぃ氣令^和、則<邀 
令， 柔と 解して ある。 要ず るに 一種の 呼吸法に ょつ て 形を 養 ひ 長壽を 致すべし と 云 ふ 
論者が あつたの である。 尤ぇ刻 意篇は 拳外篇 0 一  なれば、 莊モ富 筆で ない、 拳 
の 巧 下落 流 《手に 成つ た 芝と 思は る、 夕內篇 の 巧に を靜 達浸關 する 文と も 解 
し 得べ さるの が あると 思は る。 齊物諭 化 曰く、， 

南郭ず蔡隱^儿而坐、 仰^天而噓、 塔然似^喪_,其满；^ 

司 庶’說 に稱身 化、 身與 k 神爲 k 锦と いひ、 渝權 はもの 意を 受けて、 更 化稱寓 也、 神 寄 於 
身 f 故 謂， 身爲 ，寓と 解して 居る が、 恐らくは 當る資 い。 觀は匹 綿の 意、 今の 言葉で いへ 
ば 相 對的觀 念、 差別 的 見解で ある。 郭 注に 此 文を 解して 
同-- 天人： 均-, 彼我； 故 外 無，- 與費歡 、而 牌。 焉解鹽 、若 矣__ 其 酷 匹 
と 言 ふのは 動かす 可かざる の說 である。 な 憑て 坐す が靈 ならば、 天を 仰で 噓 すが 
呼吸で、 塔 然稱を 喪 ふは 其 結果で ある。 旣化巧 對的觀 念 差別 的 お 解を え ふが 故に、 我 

道 敎の攝 化 法に 就いで  こ 一二 ご 
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ま 那营學 の 郁を  二 一一 一八 

彼の 別が をく 無我の. 狀 態とを る。 子 篆が今 者 吾 喪-我と 言つ たのは 其爲 である。 几に 
憑つ て 坐し、 曝 然として 蓋别的 見解を 失 ふに 至つ たとは、 坐禪 入定と 似て 居る ともな 
ふ。 大宗 師篇に 亦 曰く.、 

墮， ，枝體 論，- 聰明： 離， 形 去. 知、 同-- 於 大通茄 謂-坐 忘^ 

莊子雪 じ 魔-技 體 一を 解して 離 ぃ おとい a、il 二 聰明 一を 解して 去-知と いひ、 同 二於大 通-を 
解して 猶 ，太 虛之 無碍， といへ るは、 簡 じし V 要を 得 y 居る と 思 ふ。 卽 .T 枝 體た墮 vT' 聰 
明を 飄 くとは、 忘， 一 其が 膽 r 遺 二 其す 目 ~ (大宗 師篇) と同藏 であらぅ。 而 して 斯る狀 態に 
をる のを 坐 忘と いへ ば、 坐 忘な 矢 張ら 禪をと 似て 居る のでは ある 脅い か。 なほ 坐 忘の 
反對 は坐馳 (人間 世篇) とを ふこと であるが、 こ、 には 別に 言 ふ 必要は あるまい 。な 上 
は內篇 に 見 ゆる 靜坐 法の】 斑で ある。 次に 莊 子は 鹽 おと 苦 ふこと を 述べて 居る。 犬 
宗師篇 化 

古之眞 人、 其寢不 ，夢、 其覺 無， 憂、 其食不 ，甘、 其 息 深み、 眞人之 化な， 騷 、衆人 之 


息 3  i 喉、 屈服 者、 其 塔 言 若，， 唾、 其嘗 欲深 者、 其 天機 淺、 

と 云 ふは、 卽も眞 人の がが を 述べて、 呼吸法 化 論な したる ものである。 後世に まクて 
は娜 巧は 數 息を 說さ 道家は 鍾 息を 說く として、 相並稱 ずるに 至つ た。 さて 靜 坐と 呼吸 
法とは 相關嘟 して 離るべからざる 密接の 關 係が あると 思 ふ。 要ず るに 靜坐 呼吸の 法は 
旣は內 篇に見 ゆるから、 莊モの 時化 已に其 端を 開いて、 莊子 0 巧 •下を 流の 時^に ょ 化 
納導 引の 法と して 盛ん 化 ま 張され たものを る ことを 想像せ しむる 化 おる ろで b る。 

tt 納導 引卽ら 一種の 服氣 法は 攝 をの 法と して 第 I じ ま 張され たるろ ので あるが、 之 
と 殆んと 同時 化說 かれた る攝生 法は、 服 食 法 义は藥 が 法で ある。 戰國の 末 化 燕 齊の間 
k 方術の ± 起 つて、 專ら 神伽說 を鼓坎 したが、 彼等は 海中の 仙 化に 神仙 あろ 仙 藥を有 
ずるが 故に、 之を 得來 つて 服 食 すれば、 神仙た る ことを 得る と說 いた。 即も 最初は 山 
藥を 仙のに 求めん とする ので 秦始 皇が徐 福を 蓬萊 山に 使した るが 如 さは もの 適例で あ 
る 後 化は 仙 山に 仙藥 あろと 云 ふ 思想と 典 化、 自 から 仙 藥を鍊 らんと する るの 起る。 

道 敎の攝 生 法に 巧いて  こ ミ. I 


支那を 學の巧 巧  一 一巧 〇 

繼 南す のか 篤 中には 鍊丹 法を 詳論した ものが あろて、 劉 巧は 之を 得て 國 巧を 靡して 鍊 
金を 試みて 成らず、 殆んと 死罪に 處 せられん とした 事が 劉 向本 傅は 見 ゆる 通 6 であ 
る。 を 詩 十九 首の 一は も 
服 食 求 _| 神仙： 多 爲義が fe、 

と あれば、 この 服 貪 法は 當時 頗る* 巧した る ことが 想像 さるる •抱か 子に ょると 天下 
有數の 名山は 華 山、 泰 3、 霍山 、恒 山、’ 嵩 山な 下 都合 二十 八 あろて、 (金 丹篇) 化 等の 
山中には 仙藥玉 芝を 生す るが 故に、 我み は 登つ て 之を 採集ず べきで ある。 化し 山中は 
は 狐狸を 始め 種々 の 障害 あるが 故に 昇 山符を 佩び、 明鏡 徑九寸 な 上の るのを 背後に 懸 
け、 ま 日を 擇ぴて 登山し、 若し 玉 芝を 發 見した 時は、 禹步 法に ょつ て 進んで 之を 取ら 
ねばならの。 (登 涉篇) 鍊丹 法は 名扣化 入ろ 齋戎 沐浴、 人事を 絕 も、 決して 巧 磯を 近つ 
けず、 俗人と 往巧 せず、 不信者に 知らし めず、 同志の 者 一一 一人な 上を 伴は ずして 丹を 鍊 
ら ねばならの。 (金 丹篇 且つ 仙藥 りが がは 丹砂、 黄金、 白銀 雲丹が 下 十 種 (仙 鷄篇) あ 


ら 、調合を も 記述され たる もの あれ ども、 藥 ぶが 俗人の 稱 呼と 舆 るが 故，」 口 傅が をけ 
れば成 巧 しないの であると 說 いて ある。 

♦ 

ホに 攝生 法の 第 S は 房 や 術で ある。 蓋 人情の 免る 能は ざるる のは 食を の 性で ある。 
神仙と なれば 霞を 食 ひ 露を 吸 ふて 生を 長 ふす る ことが 出來 るから、 もの 飘に 於て は甚 
便利で あるが々 とへ 神仙と なる も 巧 女の 欲を 禁絕 する ことは 凡庸の 堪 ふる 能は ざる 所 
であらぅ。 こで 攝生 法の】 として 房中 術を 說 くるの が 起つ たので あら ラ。 房中の 術 
ちの 宜しき を 得れば、 女を 御す る 多々 益 善なる ものである。 靡曼蜡 腐は 伐 性の 斧で あ 
るが 故は、 をの 道を 知ら ざれば 一兩 人に して 死を 速くに おる が 其 法 宜し さを 得れば、 
之に 因て 神仙と なること が批來 る。 卽ら黃 帝の 如 さは 千 二百の 女を 御して 昇天せ なと 
も 傅 へられて 居る (微 晉篇) かの 素 女經の 如きは 此の ま 張から 著は された 蕾で あるが、. 
專ら 房中 術を ま 張した 一派 も あつたの である。 

攝 生の 第 四 法は 善 巧 功徳を 積む ことで ある。 抱 朴子對 俗篇に 回く、 

道な の攝を 法に 就いて  二 四 一 
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人欲 _ 一地 仙 T 當^な U 一一 一巧 善 f 欲 U 天 仙 r 當 d 聲 一千一 一巧 善 r 碁を-一千】 巧 九十 丸 善 f 而忽 
復ゃ巧 = 1 憩 r 則盡失 U 前 善 T 乃當， 。復更 起 = 善數 ，す、 

天地には 司 過の 神 あなて、 S 尸蟲 仪び寵 神を 使役して 人の 罪が を 知ら、 化す 所の 輕重 
にょろ 大 をる 者は 紀卽も S 哥 日の 壽 がを 奪 55、 ルる る 者は 黨卽も 互 日の 壽 命を 摩 ふて 
をを 罰する ので ある。 (微 晉心而 して 善を 積み 巧を 立 つれば、 巧 築に 壽 命を 益ず。 なに. 
善行 巧德を 積めば 神仙と なること か岀來 るので ある。 寵 神は 巧の 晦に 天に 上ろ て 人の 
罪が を報吿 する が、 一一一 尸蟲は 六十 日每じ 庚申の 日 じ 天 化 上つ て 人の 過失を 云 ふ もので 
ある。 この 一一! 尸蟲な 人が 生 さて 居る 間は、 身中に 拘束 せらる、 が、 死の ると 吾人の 身 
體を 遊離して 自 もじ 遊 巧し V が縱 なること を 得る ので、 がんで 人の 過失を 言 ひ、 もの 
早 死を 祈る ので ある。 かの 庚申 待と V 終夜 寢を いのは、 化 S 尸蟲の 昇天を 防 r 爲 めで 
ある。 さて 觀かモ 時代には 穂 善 立 巧み 千 二 巧 善を 連續 して 遂行せ. ねば、 偶】 惡を 巧つ 
たと き 前の 善 巧は 悉く 消滅す と 論じて 居る が、 もれでは 俗人には 苑んど 不可能の 事 


であつ て、 巧 暴ち 棄 じ' 陷ら しめる ので、 巧 世 化 まつて は 善惡を 加減して、】 巧 每じ牧 
ちの 決算を なし、 漸 をな て大 をる 功果を 擧げ しめんと 謀る に 至つ た。 巧 過 格なる をは 
卽も 夫れ である。 功過 格は 道藏輯 要に ょれば 約 ご 一種 あろ、 其採點 法に 夫々 異同 あれ ど 
も、 要するに 某々 の 善行は 加幾飄 、某々 の惡 行は 減 幾 観と 定めて、 加減 增橫し •义月 朱 
の 得る 所の 都數 をを いる 方法で ある。 觸關嘉 の 妻が 糸卷 じな 糸な ぶを 卷 いて、 愛 おの 
善行を 獎 卿した とい ふ 話は、 恐らく この 功過 格で 方を じ 思； 5 付資 たる もので あらぅ。 

が上述ぶる巧道敎の攝生法には、 服氣、 服食、 房ゃ術なび穗善の四法あクて、 ^vの 
目的は 神仙た るに 巧ク 。ち モが攝 をして 死地 無き じ 至る と說 いたのを、 文ホ述 りじ 解 
釋し從 つて 頗る 奇怪なる 方法 も 論ぜられ たが、 此四 法は 化 も服氣 、服 食、 巧 中 術ぶ び 
積善の 順 巧に 發 達した やぅで ある。 攝生 すれば 神仙と なるとい へば、 頗る 奇怪 化 似た 
れ どる 修養 すれば 聖人と なると 說 く儒敎 、或は 他力 若く は 自力 じょつ て神佛 となると 
說く 耶蘇 敎 、佛敎 と 其大晉 にがては 本 巧 大差な & ものなる ことる ホ 知らねば ならぬ。 

道を の擺 おを に 就いて  二の 云 


を那 お口學 の硏究  二 四み 

寅老の 思想と 云 ふ ものが 最も 流 巧した 時代で あらます、 其 次の 武 がの 時代には どうか 
と 云 ふと、 武 帝は 一 體 非常に 聰明な 人で あら して、 さう して 武 ホな 前の 文が の 時代 
じな 派に 國が 治らました 故に 闕 庫が 充實 して 居ろ ます、 を こで 巧ぶ はを 爲の すを 抱い 
て、 外 匈奴に 向つ て 高祖の 受けた 所の 耻搔を 雪ぎ、 內は 天下の 思想 おを 貌】 せいこと 
を圖 つて 儒敎 を獎勵 した 時代で あら 皆ず、 卽ら武 帝に 於て 儒敎が 殆ど 闕敎と 云 ふやう 
な 地 化を 得た 時代で あろます、 もれから 次の 哀帝 平 帝の 時代は、 外戚 王 氏が 權を 審ら 
はした 時代、 天下の 學者 達が 權力 家の 鼻息を 窺； 5、 王 氏に 阿ねる と 云 ふやうな 所から 
識緯 とい ふ を 言 ひ 出した 時代で あろます、 漢 代に 於て 最も 流 巧した 讓緯 思想 卽も未 
巧 記の やうな ものは 化 時化 起つ たので あちます、^ れ から. 後漢の 光武が が 巧び 天下を 
ホら げ ましてから、 次の 明が の 時代に 佛敎渡 巧と 云 ふ 大事 件が あろまず、 是 はどうし 
ても 】 つの K ボ，ク メ  I キ ン グとしで勘をしなければならの時代で あ ります、 最後の 
桓 が、 靈 帝^ 時代、 是は 外戚^ 宦官が 互に 權 威を 爭； して、 王室は あれ ども 無き が 


如き 時代で あ々 まず、 其餘 には 天下の 學者 達が 盛んは 節義を 相尊ぴ 、時の 政局の 屡 f 
遷 つて 巧く 政治 巧の 混 亂に對 して 非難を 加へ ました、 遂に 季膺 、陳蕃 等を 首領と して 
是等 有力の 人達が 當局 をに 忌 身れ て 一時 化 悉く 巧ら 盡 された 黨 鋼と 云 ふ 大きな 事件の 
あつた 時代で あり 咬す、 ちれから 遂に 漢が 滅びて 魏 、晉 となる、 斯ぅ 云 ふ 風に みけて 
串す ことが お 巧まず、 尙 これを 精密に 論じますならば 色々 と审 すべき 事る あろまず 
し、 化 五つの 時代な 外に も 色々 御 話すべき 事が 澤山 あると 思 ひます 併し 時間の 都合 も 
ござい 皆す からして 大要を 申 上げる 化 止め 違して、 今日は 殊に 儒道 一一 敎の 方面に がて 
御 話を し V 見やぅ と 思 ふので ございまず。. 

先づ 便宜上 道敎の 方から 御 話を しやぅ と 思 ひ 3 すが、 道敎： si がで 御 話を する に 付て 
は、 先づ其 時代の 狀況を 御 話しなければ をら ませぬ、 秦 の始禀 がが 天下を 統一し ます 
な 前は、 と國 互に 雄を 聲 a ろして、 を 地方に 割據 して 互に 戟爭 をした も、 敵の 領地を 
奪つ たらす る ことを やつて 居らう したので、 一日 も 太平の 日と 云 ふ ものは 無 かつた の 
漢代 想. 漫  二 四 セ 
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であろ 3 ず、 もこで 人民 多數 は、 謂は ジ 塗炭の 菩 みを 受ける と 云 ふ 有様で あつた、 ち 
れ おに 秦が 天下を 統一した 時には、 人民は 騷亂を 免る、 ことが 田 來て眞 に 幸福で ある. 
べき 篱 であつ たので あろます が、 不幸 化る 秦の始 皇帝が 虐政を 施して、 所謂 仁義を 施 
さず して 天下を 普し めました ものです から、 人民は 其 虐政に 苦しみまして 迎も堪 へ 助 
れを くを つた、 もこで 陳勝吳 廣と哀 ふやぅる 連中が 曲て 一た び 難を 侣 へて、 天下 之に 
響應 して 秦の 天下は 遂に 減び てけ 舞 ふと 云 ふやぅな 譯 化を つたので あろうして 四方に 
豪傑が 並ぴ 起つ て 互に 秦が失 ふた 鹿を が 止め やぅと したので あろます が、 所謂 高才逸 
あの ± が岀て をれ を 射止めた ので あろまして、 漢の 高祖が 天下を 統一す る やぅ 化な つ 
たので あ 6 ます、 前に も 御 話 致しず した 通ろ、 長い間の 戰國 骚亂を 秦の始 皇帝が 統一 
してな 巧、 漢の 高祖が 天下を 平らかに して 統一す るう で數十 年の 間、 非常を 西 難を 趨 
へ 忍び、 非常な 苦痛を 受けた ので あ々 ますから、 何を 差 措いても 先づホ 息し をければ 
をらぬ、 非常な 渡勞の 後には 何ょ 6 も先づ 休息して 睡眠を 貪る と 云 ふょが】 番 必要で 


もる、 もれと 同じく 人 段 達 も 非常を 虐政の 後には 何ょ ろみ 休息ず ると 云 ふこと が 必要 
であつ たと® ふ、 をれ には 了 度、 無爲 化して 化する とい ふ、 無爲 自然を がで 主義と し 
た 所の 黃 ちま 義が 非常に 歡迎 された と 云 ふのは 當然 であらう と 思 ふので あ々 建す、 二 
I 一一の 例を 擧げて 申し 皆ず と、 漢の 高祖が 秦を繫 破つ て關 中に 入つ て孺モ 嬰^ 擒 にした 
後に、 關 中の 父老と 法 S 章を 約した と 云 ふこと がご ざいず す、 法 己 章と 云 ふのは 殺， 
人 者 死、 傷 又 者な 盜お J 非と 云 ふたつた 一ニ ヶ條 で、 其 化 一切の 秦の當 時の 苛政を 除い 
て 仕舞 ふとを ふぶ を 約束し 4 したが、 是 は無爲 にして 化する と 云 ふ黃老 ま義と 餘ぽど 
似て 居り 建ず、 是が 大に當 時の 歡迎を 得た ので、 漢が 遂に 天下を 統一す ると 云 ふ 基礎 
は 化の 法 S 章から 起つ て 居ろ 建す、 漢の 高祖が 天下を 統一して から 八 年して、 惠 帝が 
位に 卽き ましたが、 惠 帝の 君 おが 無爲 のな を爲 すと 云 ふこと が扭 記の 中に も馨 いて ご 
赛い 皆す、 惠 がの 匿で 曹參 、汲黯 は 無爲の 政を なし、 蓋 公を どは、 無爲の 政は 今の 化 
じ 於て は 最も 必要を ものである とち ふこと を 論じて 居ら 違ず、 さう 云 ふやう を譯 で、 
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寅老の 思想が 最も 其當 時流 行した、 かくの 如く 黃老の 思想が 漢 初に 流行した 理由は 幾 
0 かに 分ける ことが 出來 まず、 第一 化は、 秦の 苛政に 權んで 居つ た 人の ふに 慰 巧を 與 
へて 休息せ しめたと 云 ふこ-^、 築 二に 漢の 高祖と 云 ふ 人は 楚の 地方、 今の な 蘇 省の 沛 
縣の 人で、 沛の亭 長と 云 ふので あろ ずから 今の 言葉で ホし まずと が 長 位、 宿場の 長 
位を 極めて 微 々たる 役人で あろ 音せ う、 學 間を 何もない 一の 木 强漢に 過ない、 從 つて 
簡易と 云 ふこと が 高 禍の氣 に 入る ので あろ 聋 ず、 國を 建てた 高祖 其 人の 人格が、 黃老 

の 無爲を 喜んだ こと、 此 ニクの 理由は 黃老の 敎が當 時流 行す る やう 化を つた 原因で あ 

ろ 

らうと 思 ひを ずが、 をれ と 同時に 义見遁 ず ことの 出來 ない 第 己の 原因は、 秦の始 皇帝 
な 前は は、. 殆ど 天下の 思想界を S 分して 其 二を 保つ と 云ふ狀 がで あつた 儒敎の 政策 
が、 秦の 天下の 政策と 查 く反對 であ ッた爲 に、 秦の始 皇帝が 天下を 統一す ると、 儒敎 
じ對 して 非常な 藤 迫を 加へ て、 善 物を 燒き 儒者を が 埋めに する 化 まつた ので 禱敎 が】 
時 非常 じ衰へ 果て 居つ たと 云 ふこと 第 四は、 儒敎其 物は どう 云 ふ 海を ま 張ず るかと 云 


ふと 巧 謂 禮樂刑 政を ま 張す るので あろます、 黃 が、 老子の 學 問の 無爲自 がを 霉ぶ A. 云 
ふのと 爵 つて 頰 巧な 形式と か、 制度と か、 さう 云ふ铃 々しい 事が 儒敎 じは 說 かれて 居 
るので あ々 ず' ず 司 馬 還の 父、 司 馬談の 言葉を 借ろ て 言 ふなら ば 儒者は 博く し V 要 寡 
く、 勞 して 巧 少なし である、 斯うを ふやうな 學說が 巧々 休息を 思 ふの 際に をれ られる 
と 云 ふことは をからう と 思 ふ、 卽も黃 老が流 巧 するとを ふじが ては 二つの お 利を 條件 
が あろ、 儒敎が 流行す るに を、 なかつ たと ち ふこと には、 二つ の 不利なる 條俾が あつ 
た、 之を 合せて 見れば 四つの 原因が 經と をろ 緯 とを つて、 漢の 初め じじ 黃老學 が 流行 
ずる 主にな つた 次簇 であらう と 思 a まず、 を こで 其當 時は 黃老學 を悅げ ない 者は 無い 
やうな 有樣 であろ まして、 漢の 高祖の 如きは 乃公 馬上に 天下を おたな 又 何ど讀 蕾を 事 
とせんと 豪語し、 或は 高祖の 前 じ 儒者の 冠を 着けて 來る 者が あわ ば 辞 祖は直 もに 其 通 
を 叩 貪 落して 小便を しんけ たとい ふ 位の 亂 慕な 人で あつたが、 この 高祖 じ おつて 儒敎 
を鼓唤 して、 ふを 儒敎に 向けし めた 家 ホが あつた、 其 陸 黃と云 ふ 人で あち す、 こ 
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の 陸賈で ずら、 其の 著述 新語を 見 呼す と矢曠 6、 政治の 根本は 無爲 であると し、 無爲 
をが て 道の 基と 說 いて 居る、 又 前に 审 上げた 司 馬 談の如 会 も 陰陽、 儒 •墨、 ぶ、 法、 道德、 
道德は 黃若學 であろ す、 化 六 家み f】 長】 規 あらと 云 ふじ 拘 はらず、 老子の 學問 のみ 
は 淘じ完 を無缺 なる が 如くに 批評して 時と 遷移し 鄉に應 して 變 化し 俗に か； も 事に 施し 
て 宜しから ざる 所な く、 指 約に して 操ろ 易く、 事 少なく して 巧 多し と 言つ て 居ろ ま 
す、 黃老學 は 政治 上、 學術 上から 申して る 或は 個人の 趣味と 云 ふ 方から 申しても、 斯 
ぅ 云 ふ 風に 流行した ので ありうし で、 黃老的 代表者と も 云 ふべき 淮南子 か 黃老を 鼓吹 
して 居る と 云 ふことは 申す 咬で もない ことで あろ 違す が、 淮南 モと對 ぶした、 巧 ど 同 
時代に 於 で 儒者の 代表者と るい ふべき 董仲舒 さへ も 春秋 繁 露の 中に 人 またる 者は 無爲 
をな て 道と 爲す (離合 お篇) とい a、 或は 人 まの 態度を 論じて 志は 死が のかく 形は、 委 
あの 如く 精を まんじ 神を 養 ひ 寂寞 無 爲三掌 冗 神篇) と說 いて 居々 3 す、 斯ぅ 云 ふ 風で 
黃老 派の 學 者は 鹤論 のこ 儒ち で すら 黃を無 爲の說 を悅ぶ VI を ふ有樣 であろ ミず 0 


で、 漢 初に 編纂され ました 禮 記、 禮 記は 御 承知の 如く お經の 一で 儒 敎の經 典で あらま 
すが、 其禮 記で さへ も 黃老の 學說を 到る 巧に 見る ことが 助 巧る と 富つ て宜い 位で、 殊 
に蔡 しいのは 禮 記の 禮運 篤と 云 ふ一篇 じは 純然たる 黄老 思想を 述べて あろ 寺す、 义他 
にも 黄 老化 想の 加 城され て ある 所が 澤山 ございまず、 さぅ 一ぶ ふ 風に 黃老の 風 想が 非常 
じ 流 巧した ので あらう す。 

所が 化黃老 思想と 君 ふ^のが 戰國の 未 巧から 燕齊の 地方に 起ク ました 神仙 說と 加味 
款 しまして、 是が 非常 じ 世人の 信用を 博し、 大きな 信仰を 博す る やぅに をつ たので あ 
ろまず、 例へ ば 秦の始 皇帝 V 漢 Q 武帝 などは 神仙 不死の 藥を來 めた、 秦 の始皇 がの 如 
&は徐 福と を ふ 人に 命じて 壺興 童女 五， 巧 入を 船に 乗せて 蓬萊 山に 神仙 不死の 襲を 求め 
L めた とを ふやぅる とが ある、 遂に 藥は 求め 得な かつた けれども、 此 神仙 說が黃 をの 
說と加 巧され て、 統 巧を 來ず因 じを つた、 で 化 神仙 說 はどぅ 云 ふ 原因で 起つ てがた か 
とを ふと、 第 一 じ 佛敎の 言葉に 厭離 稼 ± 、欣求 浮 丈と 宏 ふとが ござい 身ず、 穂ら はし 
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い盡を S 離れて 淨ま 境を 求めたい と 云ふ靈 、是は 騷亂の 奮は 必ず 起るべき 
恩 想で ある、 是が 神仙を 冀ひ 不死の 藥を 求める と 云 ふ】 クの僵 であらう と 思 ふ、 を 
れ から 第二には 喔 星つ て 國家 統一 Q 事業が 窠上 つて 仕舞つ て、 一切の 事 也の 儘 
ならざる はない を樣 にを つたに も拘ら 於、、 心に 化せない ものが 一つ ある、 卽も壽 命 其 
物で ある、 壽 命は 人力の 如何と もずべ からざる ものである、 もこで 何とかして 長命を 
したいと 云ふ考 へが あるので^ 仙と 云 ふとを 求める や ラに なつた ろで あらう、 是が神 
仙說の 勃興を 促した 重 も 如る 原因で あらう と 思 ふので あろ 違ず、 然るに 化 神仙 說がど 
うし V 黃憲 想と 一致した かと 云 ふと、 挈が旣 に 長羡視 、長く 葦て たく 視る 
と 云 ふ i を 言 ミ 居る、 此挈 0 長生 久視と 云 ふ 0 は 理想を 述べた をで、！^ の 肉 身 
の 儘 化 惟 Q 中に 長ら へて 何時 でを 生 さて 居る 意み ではなくて、 吾'^ が絕對 とな 一ず 
れば 長生 乂視 、死ず とも じびざる ものに をつ て ホる 所謂 死して 亡ぴ ざる ものは 壽 とを 
ふ 意 ホで 長生 乂視 を唱 へた、 化つ て聲 をを しなくて はなら のとを ふこと も 言つ たので* 


'あろ す、 攝 をの 意 おる 後に 御 話し 致しまず が、 巧體の 養生と を ふ 意が は餘ら 加味 さ 
れて 居らのと 思 ふ、 をれ から 次の 列ず、 莊 子を どは 神仙が 現を 化を 巧し 得る もので あ 
ると 說 いた、 もこで 神仙 說と黃 若 思想と】 致す る ことは を 易く 祖來 た譯 であ々，^ す、 
吾々 の 命は 長く もを いので あるけれ どを、 修行に 依て は 神仙に をれ ると 云 ふ考へ 主、 
菩ク の、 心の中に 起つ た 人 ホ觀に 基く がの 考 へで あつて お 祗が眞 に 深い、 前に 申し まし 
々黃 老化 想が 漢 初に 流 巧した のは 政治 上の 原因で あつた、 今度は 黄 老化 想が 歡迦 され 
'るのは 我等り 人 ホ 觀の上 じ 根祗が あるので、 是が漢 代に 流 巧した 原因の 最もを 力なる 
ので あら 3 す、 もこで 黃老 思想に 於き ましては、 生じ 寄な ろ 死は 歸 なりと いつで、 ぉ 
世の中 藍！！々 Q 假 A  Q 宿で ある、 死んで 仕舞 ふと 本當 の 自分の 鄉里 k 歸る ので あると 
說 くので、 こ 0 やぅな 厭世的 思想は 道家 じ 於て は 到る 所に 現 はれて 盾々， ミす、 ち子自 
身る 肉 身を 罪惡の 本と しまして、 我が 大患 ある 所 0 は 吾が 身 あるが 爲 めな A、 我 か 身 
な資化 及べば 我 何の 患 か あらんと 說 いて、 巧 身が あるから お 味、 お 色、 五 音が 甚 々の 
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五官を 刺戟ず る 爲に遂 ひが 起つ て 罪 憩を 犯す、 若し 巧體が 無ければ 罪 憩 若くな 誘惑に 
對 して、 さぅ 云 ふ 危險に 暴露す る 必要は ない ので ある、 肉體 が】 番罪惡 の 本で あると 
見た ので あろ 寺す、 卽 も言換 へれば 厭世 觀 であら 聋 す、 此 厭世 觀 から 出發 したに も拘 
ず 老子 自身 じ 遂に 絕對觀 を 得た、 超絶 的 入 お觀に 到達した 人で あつた、 列ず も 莊子も 
普 厭世 觀 から 出發 して 生死】 如の 絕對的 人生 觀に 到達した 人であります、 所が 化 厭世 
的 傾向から 助發 してを 化 一如の 絕對的 人生 薇に 到達ず ると 云 ふことは 中々 が 人には 能 
し 難い 巧で あら 脅す、 化 人には 割 底 巧 雛で ある、 •たこで 漢の 初めに 於て 黃老 が悅 がれ 
て、 世の中を 厭 ふ、 世の中は 詰らない ものである 厭は しい ものであると 見た 巧の 凡人 
はどぅ 云 ふ 風に 進んだ かとを ふと、 是 等の 凡人は 此 世の中は 眞じ 詰らを いもので あ 
る、 もれなら 成るべく 渝 快な ものと して 過したい、 神仙 說 にょれば 巧々 はを を 不死と 
なること が 出 ホる とい ふけれ ども、 事實に 於て 長を 不死は 不可能で ある、 人の 生命と 
ち ふ ものは 色々 努力しても 到底 如何と もずべ からざる ものである、 もこで 化 人は 進ん 


下 超絶 的 人 ホ觀を 獲得ず る ことが 曲來 ずして、】 變 して 自暴自棄 じなら IK ず、 極端な 
快 樂ま義 、極端な 現世 ま義 となる ので あ々 ます、 漢の 時代に 於 さまして は 厭化觀 から 
祖發 して 極端な 現世 ま義 になつ たので あら 建す が、 これは を々 を實 例を なて 證明 する 
hT か 出 巧 令ず、 伙：： し 化 兩漢を 通じて 厭世 觀 から 出發 して 極端なる 快樂 主義に なつた と' 
云 ふこと にがては、 曾て 數年 前哲 攀雜 誌に 於て 述べの 之 がご ざいます か して、 今 目 
は 例證を 取つ て 委しく 御 話ず る ことは 止めて 置 さます、 兎も角も かくの 如く 生. 化の 大 
閒 題に 逢 著して 信仰を 求めた が、 まふ 立命を 得難.^ して 迷つ て 居つ た、 其 速つ て 居つ 
た 所で あり ずから して、 後 漢の明 帝の 時に 佛敎が 入つ て 巧る と、 其 佛敎が 直 もに 猫 
んな勢 ひを なて 扶植され る になつ たので ある、 何等 開懇 されざる 灿 種を 卸しても 
中 令ぅ うく 發 生し かぬ けれども、 立 飯に 開壑 みれ た 所へ 娜敎と 云 ふ 極が 入 0 て 巧た 
から 非常な 勢 ひで 盛んにな つたの だと も 思 ふので あろまず、 道敎の 方の 大耍は 先づさ 
う 云 ふやう を ことにを ろ.^ す。 
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さて 禱敎 であ もます、 儒敎 はどう かと 云 ふと、 今 申ず 通な に漢の 初めには 黄え 思想' 
が 非常に 流行して ねた にも拘らず、 又 儒 敎の經 典が、 秦のお 皇帝に 燒 かれ 其後漢 楚^ 
爭亂の 際に 散佚して 仕舞つ たの にも拘らず、 漢が 天下を 統一して から 十數 年に して、 
高祖の 次の 惠 おにが て 挟書の 律、 書物を 持つ て 居る 者は 罰する と 云ふ秦 時代の 法律が. 
除かれる と 儒者は 奮つ て經 典を 觉集 すると 云 ふこと に 著 手した ので あ クタず、】 方に 
於て 朝廷の 方で も經 典の 殖 集に 努为 をして 獎® をされ ましたし、 又 河間獻 王る 非常に 
骨 巧つ て經 典を 蕾 集した、 さう して 歎に 於て は 朝廷ょ ろ も 河間獻 王の 方が 多い と 云 ふ 
化に 集つ たので あろます 、さうる ふ 有力を 保 譲 者を 得て 儒者は 非常な 努力を なて、 辉 
典を 鬼 集し 違した が、 讀 み：^ くい お 文、 冉い 文字で 書いた の や、 又經 典が 散ら々々 ば. 
ら になつ たら、 拔 けたろ 缺 けたろ した もの も あつて 甚だ 讀 みにく かつた にも拘ら- 
ず、  漸み 整理を して 行つ たので あろます、  さう して 儒敎發 達の 基礎と 猜  へた、  さう  f 
ろと 巧が み 時に なつて 懦敎が 俄然と し V 勃 輿す る ことにな つたので あらます、 武 帝の 


餘化薰 仲舒が 天子に 對 策を 奉 A まして、 3 ぅして 儒敎 をな て 天下を 統一し なけ^ぶな： 
ら のと 云 ふこと を 申 上げた ので、】 躍して 儒 敎が岡 敎と云 ふ 域に 3 で 進んで 參 つた、 
縱令其 根 戳に黃 お 的 思想が 行渡つ て 居 つても、 表面上には 觀廷 が儒敎 を獎勵 ずると を 
ふことはおて、 天下に儒敎が並日及して、 儒敎其物が思想おのオーッリチ|となるやぅ 
な有樣 であつ たので あろます、 どぅして 武 帝が もれ 鸦禱敎 を錢勵 した かと 云 ふこと 化 
がき ましては 多くの 理由を 擧げる ことが 出 巧る やぅで あちます。 

鑽 一には、 武 帝は 天下 化は 色々 な 思想が 紛 刹して 居 A 達すから 、政治的 統一の 外に 
恩 想 上の 統一と 云 ふ を考 へたので あろ ませぅ、 卽も 思想 上の 統一と 云 ふょの 必要 か 
ら 、何 か 然るべき 思想で 統一した いと 思つ て、 を々 な 學說を 物色して 搜 したので あ々 
聋ず 、これが 第一の 原因で ある、 然るに 前に ももょつ と 申し ましたが 武 がは 巧爲 なお 
をで ある、 遠く 四方た 國の 威光を 發揚 した 人で あらう す、 さぅ 云 ふ 性格の 人で あるか 
-ら 到底 黃 若の 無爲 自然と をぅ やぅな ことは 悅 ばを いに 違； 5 ない、 これが 第二の 原因で 
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あら 遺ず、 次に 君 まが 思想界の 統一を 圖 るには どぅしても 君 權を强 める とを ふこと が. 
必要で あらます、 所が 君主の 權 力を 非常に 强 く鼓坎 した 攀 破は 法 家 者 流で あり 違ず、 
卽も法 家の 說を探 用しても 宜い譯 である。 然し 是は武 帝の 一代 前の 景 がの 時に、 景帝 
が 臣霞錯 とを ふ 人が 化 法 家の 學を用 ひまして、 天下を 統一し やぅと か、 つた 所が 美事 
に 失敗して 吳楚と 國の亂 と 云 ふ 非常な 騷 ぎを 戀 起した ので あ々 す、 卽も法 家の 學で 
天下を 統一ず ると 云 ふ は、 景 帝が ひどく 手を 燒 いて 居る、 武 帝が 苗び 其方 法を 執ら 
ぬのは 尤 であると 思 ふ、 築 四には 儒敎の 忠孝を なて をと ずる 思想、 忠孝を 鼓吹した 備 
敎は 君主が、 天下の 思想を 統一す るには 最も 便宜な 思想で あろます、 もこで 多くの 思 
想の 中で どぅしても 儒敎を 採らなくて はならぬ と 云ふ譯 になつ て參 ちう ずを こで 儒敎 
が 採用され たので あろ •ずが、 君主 自身み 考は 思想界を 統一ず る、 殊化君 まの 權 力を 
强め ると 云 ふとが 重なる 目的で あつたから、 儒 敎の經 典の 中で る 何が】 香 鼓吹され た 
かと 云 ふと 春秋な 羊學 であろ ます 大 一統を 說 くな 羊學が 儒敎の 代表的 經典 として 非常. 


化 流行した のは さう 云ふ理 おであら うと 思 ふので あみ 3 す、 第五には、 な 上の 瑚 由の 
外に 尙 長い間 か、 つて、 儒者 ♦か 非常に 努ぞ S 典を 整理して 殆んど 完成の 域に 建し 
て 居つ わと 云 ふこと る 一つの 原 固で あろ ませう、 儒敎 を獎勵 しやう と 思 つても 經典か 
出來て 居ない と 云 ふを らば、 これを 採つ て闕じ 表彰す ると 云 ふ 譯化巧 さませぬ か、 立 
派に 經 典が 整理され て 居つ たのは 實じ 化合で あつたので あろまず、 第ム 、こは、 或を が 
儒敎を 採用す る 前には 寶太 おと 云 ふ 方が 居りました 、此方は 非常に 黃老學 を をんだ 人 
であらます から、 寶 太后が を 出になる 間は 儒敎を 操る 譯じ いかない、 所 か 贫老學 を 僻 
んた寶 太后 グ崩 御され たと 云 ふ •か 儒敎の 頭を もら 上げる】 つの 磯を にを つた， 今一 
ク第 よには、 靈を最 含んだ 雲 賈；^ と 云 ふ 人が 時の講 とを. つたと 云 ふこと で 
あ A まず、 是は 支那の みならず 何處 でる あら 違せ うけれ ども、 朝 巧の 當局 をが 最もを 
んだ學 派が 勃興す る 化便盧 であると 云 ふことは 爭 はれない 事實 である、、 U 上 ホ 述べ 脅 
したち Q 習瓷待 ミ、 儒敎が 俄に 勢力を 占めて 闕敎 Q か 地を 度る やう じな つ 
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た 次第で あらぅ と 思 ふので あろ す。 

所が 幸か不幸か 儒 敎獎勵 と 云 ふ 方法が 宜し さを 得な かつた、 どぅ 云 ふ 方法を 3 てし 
たかと 云 ふと、 儒 敎の經 典を 學ん で、 相 當の攀 問が ffl 來た 人は 之を 採用して 宮吏 とず 
る、 卽 もぶ 嚳と 利益と を ふるのを なて 朝廷の 當 局を が獎勵 したので あろ 皆ず、 是が爲 
は 一時は 非常に 盛大を 極める に 至つ たけれ どる、 恰も 花瓶の 中の 生花の やぅな もので 
粮祗 がない、 黃老學 は 人生 觀と云 ふな 場の 上に 立つ て 居ろう すから、 一時は 衰 へた 如 ぃ 
く 見ぇても おが 深いので あろうす、 儒敎は 一時 花が 換 いてる おおか 無い、 上は 夕譽利 
溢を がて 誘 ひ、 下は 义 名利を 得ん が爲 めに 儒 敎を擧 ぶと いふ 有様で】 時は 非常に 流行 
V あつた けれども、 獎勵の 方法が 其 宜しき を 得な かつた から 禱敎 にと つては を だ 不利 
益で ゐ〇 たみ 第で あ A 或す、 卽も儒 著 達は 非常な 熟 也を なて やつた 人達 も あろ^す け 
れ どる、 夕< の 人達は、 孔子 孟子の やぅを 熱誠が あるで もを し、 ス孔モ 孟子の やぅを 
德を 養成す るで もない、 之を なて 國を 治める と 云ふ大 をる 抱負を なて やつた ので もな 


い、 槪し 擊 物の 註 輝と 君 ふ 方に 沒 頭し、 訓 詰に ばか 6 沒 頭して 居つ た、 一般 大多數 
は 唯 もれを 方便と して 自 みの 名擧利 達を 圆 つたので あるから、 及第して 官吏に なれば 
儒 敎の縛 典は 忘れて 化 舞 •ふとを ふやうな 有樣 V あるから、 思想 おを 統一 するとを ふこ 
との 表面上に 於て は】 時 成功した やうで あるけれ どる、 おおに 於て は 何等 見る ベ 5 も 
のはない ので あろ 達す、 もこで 表面上の 利益の みを 求めて 徒に 榮 達を 圖 ると 云 ふやう 
を 人間 ばから 多く 出 ホた 譯 であ 6 ます、 もれが 爲に 前に も 御 話した 通ろ 哀帝 平 帝の 際 
じは 當局 おの 鼻息を 窺つ て 識緯と 云 ふやう を ことを 多く 述べる やうに るな つた 次第で 
あらう と 思 ふので あち 3 す。 

御 話の 順序 上、 化處で 識緯に 就て 簡單 な說 明を して 置き ませう、 識緯と 云 ふこと 
は、】 口に 識絳 と】 緖 にして 仕舞い 咬す が、 みけて 申す と 是は違 ふので あつて、 識と 
云 ふ 方は 所謂 ホ來記 であろ す、 ホ 巧の 事を 豫 言す るるので ある、 緯の 方は 是は經 に. 
對 ずる 名目で ある、 經は經 典で あつて、 緯は 其の 橫絲 となつ て 之を 助ける ものである， 
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然しを がら 橫絲 であるので 自然 わき 道に 入つ た 所の もので、 經の やうに® 重し 信用す‘ 
る譯 には 參ら ぬので あろまず、 緯の 方には 隨み 種を の 迷信 的の 事が 入つ て 居っ て、 識' 
と 似た やうな とが 多い るので ずから、 之を 合せて 識絳 の學と 申ず ので あろ かす、 例へ 
ば 周の 武 王が 殿い が 王を 討っ て黃 河を 渡らい とずる 時に、 白い 魚が 船の 中 化飛遂 A だ、 
义 火が 辦ん で來て 王の 陣屋に 止っ たか もれが 烏に なった、 是は 天命が 武 王に 降った 化 
だと 云 ふやうな ことを 中す、 かう いふ ことは 周の 時代から あつた やうで あろます、 是 
は 何 J ん もょ つと 鍵つ たと が あると、 之を なて 其 部ての ± 氣を皴 舞す る爲 に、 王者に 天 
命が 下っ た 兆 だな どと 云っ て、 所謂 英雄 人を 欺く に過ぎないの であろ をせ うが、 漢代 
じ まって は 斯今云 ふ 事柄を 名け て受 命の 符と 申す ので あろます、 董仲 舒の對 策に 之を 
受 命の 符と 巧 して 居らます、 で董仲 舒に從 へば 春秋の 哀公の 十六 年に 西 狩 獲麟と ある、 
この 麟 鱗を 得た のは 孔子が 天命を 受けた 符 であると 說 くので あろます、 これは 武 帝が 
受 命の 符の 有無を 尋ねられた 時に 董仲舒 が、 受 命の 符は あるる のと 御 答した ので ある、 


天子が 受 命の 符の 有無を 疑 はれた とい ふのは、 當時 一般に 受 命の 符じ 就ての 議論が あ 
つた ものと 思 はれる、 巧が 受 命の 符と宏 ふとは 今 申しました 通ろ 白い 魚が 飛遂ん だと 
か、 火が 流れて 烏と なつた とか、 黃い 龍が 出た とか、 黑い龜 が 曲て ホた とか、 麟麟が 
巧た とか、 赤い 雀が 巧々 とか、 さぅ を ふ 事を がて 受 命の 符と一 お 0 て、 是は化 人に 天命 
が 下つ た 兆しで あると 云 ふこと を 申して 居ります が、 ちれが 愈ぐ 文字と なつて 明かに 
何々 と 書いた るのに なつて 出た のは、 卽ら本 當の識 となつ て 出た のは 漢當 の： 主 蔡轉じ 
ょると 王莽が 天下を 奪 はんとず る 時に 始 つて 居ら す、 蓋 時の 學 者は 壬莽に 媚び 誰つ 
で、 識繞と 云 ふるのを 始め V おへた やぅで あな 音ず、 孺モ 嬰を 立つ る 年に、 武功と い 
ふ處で 井戶の 中から 白い おを 掘 出した、 其 おは 上が 圆く V 下が 四 巧で ある、 上の 圓い 
のは 天に かたど々、 下の 四角な のは 地に かたどつ たものと 坂 はれる が、 其 巧に 丹 書で 
吿一妾 漢公莽 1爲_ 皇帝-とを ふ 八 字が あつたと いふ ことで ある、 漢書には 特命の 起る 化 
ょろ 始 3 ると ある、 卽も 識緯は 王莽の 時に 始まつ たとい ふので ある、 是は今 吾々 化 言 
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はずれば、 時の 學 者が 王莽に 媚び 誰つ て さう を ふ 物を おへた に 違； 5 ない が、 時の 人は 
天命が てジ たと 思っ た、 王 葬は 此の 吿二 安漢公 莽-爲 -- 皇 が-と 云 ふ識义 によって 天子に 
.なろ ました、 是が流 巧- V' なつで、 いろ < の識 文が 出て ホる ので、 玉 莽は旣 に 自分は 
皇帝の 位に 卽 くと 云 ふ 口 わを 達し 1K したから、 今度は 俄に 識絳と 云 ふ ものに 艇 迫を 加 
4 て、 斯 ふるのは 止めて 仕舞は うと 云 ふので 或は ちれを 奏した ものは 罪に 處 ずると か 
を々 な 事を やろ ましたが、 一遍 起つ たるのは 急に 止い 譯 にはい かない、 後漢の 光武が 
る劉秀 化に 卽 くと 云 ふ 識义じ 依て 皇 がに なつた、 もこで 識緯 の學は 後漢じ 至っ て 益 f 
流行ず る やうに をつ たので あち 違す、 識絳の 起源は 上 化 申す 通^で あ々 寺す ので、 唐 
孔穎 達は 泰誓疏 に 識緯の 說は漢 哀帝 平 帝の 世 じ 起る と 論じて 居ろ ます、 化 穎 達 ばかち 
で 無く 後 漢荀爽 も 其 起源は 前漢の 未、 哀 平の 際に あると 論じた とい ふよが、 荀 悅申馨 
俗 嫌篇じ 見ぇて 居まず、 然し あ 記 秦本紀 によると 盧 をお識 父を 錄 して 之を 上つ た MJ が 
見ぇ まて. から、 識轉 。始 廣 ぃ：： 時で あらを せう が ともかく 王 葬^ 頃 じな つ C 盛 化 もで 


はやされ たので あらまず 後漢の 光武帝は 卽 位の 初めに、 モ莽の 時に 天下の ± が 節義が 
を かつた と 云 ふとに 付て 非常に 憤慨され て、 國を 治い るに 儒敎 をが てず る、 さぅ して 
天： 卜の ± を 鼓舞 獎擲 して 節義、 心を 養 ふと 云 ふこと に 著 眼した、 自分の 友達で あつた 嚴 
ネ 陵と 云 ふ 人を 非常に 優遇して、 節義を 尊ぶ と 云 ふこと を 天下に 示しました、 後漢 には 
儒 風が 一時に 揮 ひう し V、 所謂 火學 生が 數巧 人一團 となつ て、 盛んに お 論 •ど 鼓吹して 
忌禪 なく 當 時の 规 政を 非難す ると 云 ふ 有様で あらまして、 是が黨 鋼の 災を 惹起して 李 
膺陳蕃 な 下 正議の ±數 巧 人を ート 網に 殺して 仕舞 ふと 云 ふこと になつ た、 さぅ ずると 
節義を が y 人に 誇る と 云 ふた 巧が、 命を 失つ てに 堪らない と 云 ふので、 巧 も 性 命を 亂世 
じを ぅずる とい ふと、 なら ± 風 類廢 し儒敎 もす つかり 衰 へて 仕舞 ふたので あり 聋 す。 

今の 識緯の 御請を 致しう したから、 引續い V 前 漢後漢 に 通じて 流行し ました 陰陽 五 
巧 說の御 話を しなければ なら ませぬ。 

〇 ぶ  行  相勝說 
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〇 五行  相生說 
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J  -  I  - - 

大轉： •炎 帝：： 黃 帝：： 少 峰：： 願 頭 

陰陽 家と 云 ふのは 都 お、 都 爽と云 ふ 人から 始まる 0 であつ て、 戰國の ホつ 方に 起ク 
て 居ろ まず、 都衍 、鄰爽 は 孟子と 時を 同じぅ した 人で あろます、 化 陰陽 家と 云 ふ 人達 
は 元 ホ 易に 基き まして 曆を 加味した るので あつて、 春夏秋冬に 應 じて 月 ♦にやる べ& 
行事は 斯ぅ 云 ふるので あると をめ V、 謂は < 毎月の 行事を をめ て 之に 從 へば 榮 へる、 
之に 逆へ ば じびる と 云 ふ MJ を 述べて 居ろ まして、 元 巧の お義 はもんに 霜い ものでは ご 
ざい 達せの、 然し 非常に 迷信が 夕 いので、 司馬談 る 陰陽の 術は 大祥 にし y を譯 衆し、 


人を して 拘 はつて 畏る 、所 多から しい、 然れ ども 其の 四時の 大 順を 序す るは 失 ふぺか 
ら ずと 言つ て 居らまず 都衍 は五德 終始の 說を なして、 帝王が 天下 化 君臨す るのは 五德 
卽ら 五行の 德 にょる ものと 說 くので、 彼の 說 はお 行 相 勝 說と云 ふので あろます、 前に 
擧 げた 圖の內 の鑽】 で、 この 說 では •五行の 順序を ± 木金 火水と する 卽ち 木は 主に 勝ち、 
をは 木に 勝 も、 火は 金に 勝 も/氷は 火に 勝つ ものである、 卽ら壬 者が 天下を 治める 化 
は此 五行 巧 勝の 順序に ょ 6 て、 後の 王朝は 前の 王朝 じが 勝らて 之に 取つ て 代つ たるの 
である、 虞は ±德 をな て 天下 化 王と なろ、 夏は 主にが 勝つ 所の 木、 木德 をな て 天下 K 
王と な々、 殷は 木に 勝つ 所の 金、 金德 をな て 天下に 王と なろ、 次に 周は 金に 勝つ 火、’ 
火德 をな て 天下の 王と なつた ので あると 說 いて 居る、 鄰衍 鄰爽は 周の 人で あろ 3 すか 
ら 火の 次の 氷に 付て はどぅ 云 ふ 壬 朝と 云 ふこと に 論ぶ ずるに まらな かつた、 其 都衍鄰 
爽の 五行が 勝 說じ對 して 後に 五 巧 巧 生說が おつた、 前に 擧 げた 圆の 第二で あろます、 
是は漢 代に 起つ たので もろ ず、 此 說に從 へば 王者が 代る のは、 次の 王朝が 前ので 朝 

湊 か恐恕 みが お  こ J、 た 


受那 當學の 巧を  一ー セ 0 

に 巧 勝つ たので なくして、 前の 王朝から 次の 王朝が 生み出され だので ある、 卽も 木は 
火を を じ、 火は ± をを じ、 ±は 金を 生じ、 金は 氷を 生ずる ものである、 王朝の 代る の 
は 其 法則に 依る ので、 大 峰は 木德を なて 天下に 壬と をつ たから、 次の 炎 帝は 木から を 
じた 火德 をが て 天下に 壬と なち、 次の 黃 帝は 火から 生じた ±德 を 化て 天下に 王と なち、 
小 峰は ± からを じた 金德 をな て 天下 k 王と なろ、 願瑣は 金から 生じた 氷德 をな て 天下 
に 玉と なる、 斯ぅ 云 ふ 順 巧で 玉 朝が 代つ て 行く となる‘ ので あらまず、 是は漢 .代の 著述、 
又は 其 前後の 著述を 見ます と木德 と金 德 とか 火德 とか 色々 書いて ございま すが、 其 中 
には 相 勝と を ふ ホで 說 をな てる 人 ももれば、 相 生と 云 ふ 方で 說を 立てる 人 もあク 3 ず 
ので、 同じ 五 巧で も 大變そ 盾し V 居る 場合が ある、 其 矛盾し 屯 居る 場合は が勝說 であ 
るか、 相生說 であるか、 是は 相勝說 だから 斯 ふを つて 居る、 是 はが 生 說 だから 斯 ふな 
つて 居る と 鑑別を しで 見なければ、 混同して さつ ぱク 分らない と 云 ふ 結果に なろ まず、 
要するに お 巧 巧を と 相 勝と 云 ふ說が 出て 參 つたので あら 今す、 是も唯 王朝が 代る とを 
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ふと ばから を說 いて 居れば 何等の 關係 はない ので あろ 或す が、 此 五行、 木 乂± 金 水を 
なて 說 くと 云 ふとを を ゆる 方 厨た 持つ て來 て、 例 へば 時候で も、 方角で も、 食物 でも 
あ 服で も 色彩で も 其 他 精 禪 作用な ども、 色々 な ものを 木 乂丈金 水に 配當 して 說 くと 云 
ふとが 盛んに 流行した ので、 是が 非常なる 影響を 來 したので あ々 ます、 此 五行 說の本 
づく 所は 洪難 であろ ますので、 洪範 五巧傳 など 云 ふやぅ をる のが 著は され、 漢書な 下 
の亞史 化は 多く 五行 志と 云 ふ ものが あつて、 種々 の 迷信 的の 議論 や傅說 やを かしな 事 
が 善いて ござい 聋 す。 

さて 上來 私は 漢 代に 於け る 儒道 二敎の 大要な び當 時流 行を 極めた 識緯 、陰陽 五 巧 等 
の 一斑を 述べました、 S からが 私 Q 諸君 £批_評を 請； 3 たいと 思 ふ 所で、 今まで 申 
上げた Q 寞體 に關す 5 槪念 をを ミ 戴 さたい とを ふ 序論に 過ぎな かつた ので あらま 
す、 今 申し 咬した 儒敎 、道穀 にか さまして、 化て たお 通した 一つの 傾向が あるか 無い 
ろ、 これが 今日 申 上げ やぅと 思 ふ要點 であ々 3 す。 

漢 巧思賴 のが 向  こヒ- 
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もれで 先 づ道德 、卽も 道敎の 方から 申 上げます が、 道敎は 前に】 通ら 申 上げた 通ら、 
老子は 吾々 の 肉體其 物を なて 罪惡の 本と 見た ので ある、 お ホは 吾 所 3 なを づ 大患 一 者爲こ 
吾 有で 身 及 k 雲 口 身 喜 y 何 患- (十】】 一章 言 申して 居りまず、 然るに 吾々 は 善く 攝 生ず 
れば 陸巧不 ，遇-一 咒 虎；^ 入 ぃ軍不 レ 被 二 甲兵^  (.五十 黃心 陸上を 步 いても 動物の 危害を 受ける 
ことるな し、 軍隊に 入 つても 人に 斬られる と 云 ふやうな こ ともをし、 夫は 何の 故 かな 
れば 死地な きをな てな ろと 云 ひ、 或は 長生 乂視の 道 (五十 九 章) と 云 ふこと を說 いて 居 
らます、 是は查 く 老子の 所謂 道德 的に、 吾々 が 修養の 結果 絕對と 合】 すると 云 ふ 意味 
を 述べた もので、 卽も 所謂 死而不 k じ者壽 (一二 十一 一一 章) と 云 ふ 意味を 述べた ものに 違 W 
ない、 この あ 身の 或 皆 長生 久視と 云ふ譯 では 無い と 思 ふ、 是心 理想論です、 老子は 抽 
象が の 議論を した 人、 理想を 說 いた 人で あち 違す、 其 次の 列み、 莊子 はどう 云 ふ 意 巧 
に說 いたかと 云 ふと、 今度は 巧の 理想論で はない、 一層 具體 的に 實 例を 說か をければ 
滿 巧が 抽 ホない やうに なつた、 列 子の 黃帝 篇に黃 帝が 華 背の 國に遊 ぷと云 ふ 記事が 載 


つて 居らう す、 舉 背の 國は 申す 迄 もな く 理想 國 である、 义 同じ 黃が篇 の 中に 列 姑が^ 
と 云 ふ 神 川が あつて、 其神阳 には 神人が 住つ V 居る と 云 ふ 精密な 記事が ござい 連ず、 
この 神人は 風を 吸 U 露を 飮ん で活 さて 居る、 五穀な どは 食は なくても 巧 さて 居っ て、 い 
は 淵 泉の 如く おバ處 女の 如しと いふ 記事が ございまず、 莊モの 逍遙 遊篇化 もが 藐 姑が 
の扣じ 神人が 居ろ、 肌膚は 氷雪の 若く 綻約處 子の 若く、 五穀を 食は ず、 風を 吸 a 露を 
飮 んで活 さて 居る と 云 ふやぅ じ 書いて ある、 吾ら が 修養の 結果、 死す とも t びざる る 
のじなる とを ふだけ では 滿 おしない、 現に 神 川に 神人が 居る が、 吾々 も 修養 すれば か 
の 神人の やぅ じなる とい ふ具體 的の 說 明がなければ 不十夕 だと 云 ふやぅ を 感じが あつ 
たやぅ であら 著す、 もこで 具體 化と いふ 考 へが 漢代 化を つては】 層甚 しくを つて 居 3 
す、 卽 vT を 子は 西の方 關を 出で、 其、 終る 巧を 知る 者が 無い とい ふが、 あれは 死んだ の 
ではない 、老子は 仙人 じな つたの だと 言は をく もや 滿あが 巧 巧ない、 もこで 老子は 化 
人と して 盞 かれて 居ら、 列 仙 傅を どには お 子を 仙人と して 書いて 居 もます、 列 仙傳は 

藻 代 思想の 傾み  こ セーニ 
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漢劉 向の 著と あ'^ 令す が、 多分 後 漢人の 作で あらう とい ふこと であろ ます、 ともかく， 
列山傳 などい ふ 書物 も 助 巧て 老子の 外 多く 0 仙人の 傳が のせて あろまず、 理想 境を 描 
いた ものが 一變し V 嚴 生の 結果 仙人と なる、 ので あるます 、又 例へ ぶ 周 末 や 秦の始 皇帝‘ 
の 時が に 於 y は、 吾々 は 藥を飮 め ば 仙人は をる、 其 襲は 仙人の ffi つで 居る 山に あるの 
だと 云 ふ 寒へ であ ク たが、 もれで •は滿 足を しない、 自分自身が 其 藥を姨 つて 仙人に なろ 
得るものである-^^云ふことを說出して漢代にがては蝶金術が非常な勢^で勃興して居 
り 3 ず、 是 がう 咬い 工合に 利 導され ると、； 近世 歐洲の 化 學は中 惟の 嫌 金 術ょ 6 起つ た 
やう. をエ 食ち 郡に 於 V」 るを 派な 化學が 起つ たか も 知れない が、 其方に 向は ず 唯】 種 
の鍊金 ぉとして 變な ものに なつて 終つ て 居 まず、 をれ から 同じ 神仙を 學ぶ 化が き 3 
し V も、 今の 藥を 嫌る と 云 ふ 外に 靜 坐を、 呼吸法と も 云 ふ •へきる のが 漢 代に 至つ て 盛 
んじ說 かる、 やうに なつた ので あ々 す、 靜坐 呼吸の 事に がさ 3 しでは、 お 子の 齊物 
が顺 に 南郭子 蒸 几じ隱 つて 坐し、 天を 仰いで 噓 し、 瞻養稱 を まふは 似たら と あるのは、 


靜坐 呼吸の 二 法 及ぴ其 效果を 述べた もの、 樣に 見を まずが、 然し 初めて 文献に 見えて 
居る のは 莊 子の刻 意篇 でございます、 錄澤に 就き 間 曠に處 6 魚を 釣り 間處 し無爲 のみ 
とい ふのは 靜 坐の ことを 述べた もので、 W 吻 呼吸し 故を 化さ 新を 納れ 熊經烏 申、 壽を 
がすの みとい ふのは 呼吸法 じ 就て 述べた ので ある.^ す、 最る是 は莊モ の外綺 であな 3 
すか ご>、 巧 ドの 者の 書いた るのに 違； 3 あ A ませぬ が、 さう 云ふ靜 坐げ 鉛 のぞ 法を も述 
ベて あろ 違す、 漢に 至つ ては をれ が一 層 詳しくな つて 巧た、 老子は 虛 、心赏 腹；； 一一 毒ぶ 
ち ふこと を說 いて 居る、 此 虛ふ實 腹と 云 ふことは 前後の 文章から 見ても 無知 無欲で な 
ければ ならぬ と 云 ふこと を說 いたる のに 違； 5 ない、 是が漢 代には どう 解 輝され たかと 
云 ふと、 虛ふ實 腹は 胸を すかして 腹に 氣を 充實サ しいる、 謂 旧式の 靜坐法 おもやう じ 
解釋 した、 もれから 老子の 中に 谷神不 ，死、 是謂 __ を 化 _ (六 孽) と 云 ふ 音 葉が ある、 を 
は空虛 である、 もこで をの 神と いふのは 本 體八盧 無なる ことを 臀職 的に 說 明した もの 
: である、 換言 ずれば 谷 神とは 卽 ら本體 である、 不死とは 其のみ 遠なる をい ふ、 玄 化、 
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化は 「めす」 である、 動物の 化が 撰 山 子どもを 生い やうを 工合に 本體 から 一切 萬 物か雖 
展 する、 然しを がら、 本 體は虛 無で あるから、 ネ體其 物は 吾々 の 見る こと も閒 くこと 
も出來 ない ものである、 知るべからざる ものである、 を こで 之を 玄 化と 謂 ふ、 るは 幽 
をに し V' 知るべからず 見聞すべからざる の 意で ある、 本文の 意味は 斯う 云 ふので ある 
が、 之を 漢代 はどう 解釋 した かと S ふと、 ハ 合 神の 谷は 「やしな ふ」 と 解す るので 神を 養 
へば 詰ろ 不死の 人と をる ので ある、 もれから をは 天で ある、 人に 於て は 鼻で ある、 化 
は 地で ある、 人に 於て は 口で ある、 を 化卽も 鼻と 口と で】 種の 呼吸法を 行へ ば 不死と 
をる と 解ず る、 斯う 云 ふ 風に 老子が 理想を 說 いた ものが、 漢 代に 入ろ では 頗る 具體的 
に說 かれて 居る ので あちます、 先 づ道敎 はさう 云 ふ 工合で ある。 

ホに 儒敎 はどう かと まふと 此 傾向が 尙 著しい、 何故かと を ふと 一體 老莊學 派は 抽象 
的 理論的の 學 破で あるから 先づ化 位で 濟ん だので あろ ませう が 儒家は さう は 參らな 
い、】 體需 家は 具體 的の 學 派で あらず すから、 道家ょ らも 著しく 化 傾向が 見ぇて 居る 


♦ 


やうで あ 6 まず、 儒敎 とおしで も 非常に 範 圍が廣 いので 一み 申ず ことは 曲來 ませぬ か 
ら 、化處 では 儒家の 根 本義に がて 申して 見やう と 思 ひ 3 す、 儒家の 根 本義は 何かと 云 
ふと？ 共は 始終 申す ことで あら 1K すが 夫は 天で あク ます、 孔子は 天と 云 ふことは 餘ク 
申し せぬ が、 併し 巧に 觸れて 天に 對 ずる 固い 信念が 言語に 現 はれて 居らまず、 例へ 
ば 孔子が {木 乂桓趙 に 迫害を 受けた 時に 天生 = 德於予 7 桓離其 如， 予 何と 申して 居ろ まず、 
又 医 人の 迫害の あつた 時に 天 之 ホ， 喪 こ 斯文， 化、 匡 人 其 加， 予 何と 云つ たこと も ありま 
す、 何れる 天に 對 する 信仰の 固い ことを 現は した 言葉で あら 違す が、 最も 著しい のは 
孔子が 曾て 予 欲， JfJ 旨と 言つ た 所が、 モ 貫が、 モ如不 J 旨 則 小モ何 述焉と 言った、 さう 
すると 孔子が 天 何 言 哉、 四時 巧焉 、巧 物生焉 、天 何 言 哉と 巧 さ •れ 皆した、 之を がて お 
てる 孔子の】 言 一 朽は皆 天に 則つ たもの だと 云 ふこと が 分る ので あ A 皆す、 其 孔子の 
天を 貧ぶ と 云ふ考 へが 中庸に 至っ て、 天命 之 謂， 性、 率， 性 之 謂， 道、 修 ，道 之 謂， 敎と云 
ふ、 性 道 敎の說 となつ たので あら 寺す、 どうしてる 天と 云ふ考 へが 儒敎 では 基礎と を 
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るるので あ 6 ます、 漢の董 伸舒に 至つ ては 更に 巧 明 膝に 道之大 原、 沿- >于 天 r 大不 ，變、 
邀ホ不 2 .變 (天人 對簽) と 明言す るに 至つ たので あ 6 .咬す、 唯 儒家の 內 ではなす のみは 
天を 自然と 見て 機械的に 解釋し 天と 人との 關係 はを いと 申して 居ろ 違す が、 其 牠の懦 
者は 凡て 天を 宇を のま 宰著 であると 云 ふ 風に 考 へて 居ろ まず、 天は 總 でを 支配し、 善 
惡を 監視して 善い 者には 福を 輿へ 惡い 者には 禍を與 へる、 特に 王を じ： 大が 命じて 天に 
代 0 て 天下を 治めし むる ものであるから、 王者は 常に 天意を 奉戴し なければ ならの、 
若し 暴虐 無道に して 民の 信望を えへ ば、 天 もホ眷 寵を與 へずして 他の 明德 の^ 君子に 命 
じて 代つ て 君 またら しむる、 是 れ卽ら 革命で あると 解ず るので、 儒敎じ 於て は 天が 根 
.本義で あ A ます、 此 天に 付て は 今少し 精密に 御 話すべき であろ 寺す が、 天に 就て はな 
も屢 々論じた ことがあろ す、 尙服部 博 ± を 初め 多くの 人が 說 いて 居らます から、 今 
は】 み 之を 詳論す る ことは 智 いて 置きまず が、 觅に角 天は 儒 敎の根 本義で あちます、 
天 其 御は 吾* 人生を 支 おず る 巧の るので あつて、 宗敎 的に 言 ふなら ば 天は 卽も神 儀で 


あら IK す、 もこで 天に 就て 漢 代には いかに 之を 解釋 した かど 述べて 漢代 思想の 具體化 
の娜證 とし やうと 思 ふので あち 違ず。 卽も 天は 關 ずる 賓が 陰陽 五 巧說と 配合され で、 
妙な】 種の 說が おつて 參つ たので あち 1^す。- 
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黑帝  汁光祀 …… 化、 を、 水 (巧 大微宮 五 帝座 屋) 

第】 圖は 示しました 通ろ 天の 名稱に 就て、 爾 雅^ 釋 天と 今尙書 歐陽說 と二說 あらま 
ずが、 爾 雅の釋 天では 春を 蒼天、 夏を 吴 天、 秋を 晏 天、 冬を 上天と 說い てあらます、 
歐陽說 では 春が 吴 天、 夏が 蒼天、 秋が 受天 、冬が 上天と を ふこと になつ て 居ます、 春 
と 夏との 名稱が 入れ もが ひに なつて 居ろ ます、 斯ふ云 ふ 風化 天 其 物を 春夏秋冬の 四時 
に 配合して、 春と を ふ もの、 特色を 現は す爲に 或は 蒼天と 云 ひ、 或は 吴 天と 云 ふぶ 前 
を附 ける、 夏の 特色を 現ず 爲に吴 天 或は 蒼天と 云 ふ 名前を 附 け、 秋は 夏 天、 冬は 上天、 
奧 とを ふ 字には 「あはれ む」 と 云 ふ 意味が あるので 秋に 配合し、 をは 空が 窩 いから 上天 
とを ふやぅ じ 其 特色を 現は したので あみ す、 是は漢 代に 至つ て おつた 說 であろ 咬ず、 
この 吴 天、 蒼天、 是 天、 上天と 云 ふ 言葉は 詩經の 中、 巧みに 出て 居ろ ます、 併し 其 多 
くの 場合を 見耸 ずと、 了 度 化 規則に 當 嵌る 場合 も ござい すけれ どる、 化 規則に 當嵌 
ら ない 場 八 口も 少 くないの であち す、 卽も詩 經に用 なられて 居る 實咧 で、 この 規則を 


說據ぶ y る ことは 出 巧ない、 化 規則には 當 嵌らを い、 當 嵌らない のは 無理 もない ので 
あろ 寺す、 周 代に 於て は 吾々 の 感情の 上で 天に 概 みを 望い 場合には 曼 天と 云つ て 居 
る、 天の 洪大を 謠ふ 時には 吴 天と 云 W、 天の 窩 いこと を 諸 ふ 時には 上天と を ふ 風に、 
天に 對 する 自己の 感情に 依て 天を 呼 •ふので、 をの 時*^ にょつ て 名前が 違つ で 居る、 を 
れを漢 代に 至つ て 五行 說 に配當 し、 泰夏秋 冬に 配當 して 斯う 云 ふぶ 前を 附 けた、 詩人 
は 蒼天 吴 天を どい ふ 言葉が 後世 四時に 配當 される とい ふこと を 知らないから 自 かの 滕 
手に 天を 稱 する 時に 名前を 呼んだ ので、 後世に なつて 作つ た 規則で 之を 潍 しやう とし 
て も 詩 經に現 はれ V 居る をのが】々 當 嵌らない のは 勿論の 話で ある、 化 四つの ぶ 前を 
蕾 夏 秋 冬に 當嵌 あた ばかろ ならば 別に 不可思議を ことは あろ 違せ のが、 之を もう 少し 
變 つた 演 味に 解釋 ずる やう じを つた、 天が 總 てを 支配ず ると 哀 ふことは 前にる ホした 
通ら 上代から 傳 へられて 居る、 又ぶ 巧、 木 乂± 金 水と を ふ ものが】 番人 生に 必要 V あ 
る、 洪懿に 五行を 擧 げたのは 化 意味で ある、 この 木 火 ± 金 水は 哲學 的に 言へ ば お 元で 
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ある、 ^vれで漢代のぶ巧說にょる木火±金水を蕃夏秋冬と東西南化とに配當する、 春 
は 木の 作用が 支齡 し、 夏は 火の 作用が 支 酷し、 秋は 金の 作用で あつて 冬は 氷の 作用で 
ある、 其 夏と 秋との 間に i を 置いて、 ±が± 用を 支 酷す る、 斯ぅ 云 ふ 風に 見た、 之を 
方 巧に 當 嵌めるならば 東は 審で 木、 南は 夏で 火、 中臾が 主用で ± 、西は 秋で 金、 化が 
冬で 水'、 斯ぅ 云ぶ 風に 當駭 めて、 木 火 ± 金 氷の 五つの 順に 循環して 四が が 巧 はれて 居 
ると 見る、 蕾は 木の 作用が ま 配して 居つ てこれ が 段々 過ぎて 來 ると 火の 作用が 支 酷す 
る こと、 を 0 て 夏と をる、 夏が 過ぎて 又 ± 用が 過ぎる と金の 作用の 秋と なる、 秋が 過 
ぎる と 氷の 作用で をと なると 云 ふ 風に 見る のでず、 是 だけなら ば 別に 珍ら しい ことは 
をい、 天と 帝とは 少し 意味が 違； 5、 體の 巧から 天と いひ、 用の 方から がと いふと 區別 
が あるけれ どる、 宇宙を 支配ず る 神様を 皇天 上帝と 見る と、 春は 皇天 上帝の 木 的 作用 
が 支配して 居る、 夏は 皇天 上帝の 火 的 作用が 支 おする、 生 用は 皇天 上帝の 主 的 作用が 
ま 配し、 秋は 皇天 上帝の 金的 作用が 支配し 冬は 皇天 上帝の 水が 作用が ま 配ず ると 云 ば 


♦ 


ねばならぬ、 然し もれ だけでは 漢 代の 入には 滿 足を 與 へない、 もこで 各々 の 作用を】 つ 
宛 人格 的の 神と して 夫れ---^ 名前を 與 へたので あら 達ず、 卽も 第二 圆に舉 げたやぅ 化 
春を ぞ酷 ずる 作用を 名け て 青 帝、 靈威 仰と 云 ふ、 靑 帝、 靈威 仰は 吾々 をち 酷す る 神の 木 
的 作用で ある、 夏 も 同じ やぅな 理由で 赤が、 赤 媛 怒と 云 ふ 神樣が 支配す る、 ± 用は黃 が、 
を樞 紐と 云 ふ 神 穂が 支配ず る、 秋は 白 帝、 白 招 おと 哀 ふ神樣 がち 酌す る 冬は 黑 帝、 汁 
光 祀と云 ふ 神樣が 支配ず ると 見る に 至つ た、 化 木 火 ± 金 水 五つの 作用を 五つの 神 機と 
見る のが 卽も 天に 五つの 神樣が あると 哀ふ 五天が であち 咬す、 天上界に 於て 五つの 神 
礫が あるが 上は 人間界に 於ても おつの 帝王が ある 嘗 である、 を こで お 人が、 五つの が 
王が 出來 た、 をれ から 天地人 ー ニスに 配當 した S 皇と云 ふの も お 巧た ので ある、 卽^漢 
代に 五 巧說が 流行し ys 皇五 帝說が 起つ たので あらます、 一二 皇は 誰某で ある、 お 帝は 
誰某で あると を ふことは 諸說 になれ で 居ら すが、 を わを 考證 して 中す 必嬰 はない、 
五 巧說が 勃興して 天の 五つの 働きに 五天が と 云 ふ 名前を 附 けた、 を れんら 五 人が •力 出 
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巧、 其 上に S 皇が 設けられて S 皇 五を 說が 起つ たので あク ます、 吾々 じ 言は をるなら 
ば 五天 帝は】 つの 天と 云 ふるの、 働きの 五つの 方面で ある、 五天 帝は】 つの 天の 屬座 
である、 一つ宛 名前は 別にを をす るが 譬 へば S 位】 體 論と 同じ やぅ 化 五天を 一體 論で 
ある、 所が 旣に 五天が、 卽も 五つの 神樣 が出來 てを々 別の 働きを する ので あろます か 
ら 、其 一つを 取つ て 是が天 其 物で あると 言ふ譯 にいろ」 ませぬ から、 今度は 五つの 屬性 
を總 おする 垂體の 天 其 物を 言 ひ 現は す 必要が ある、 之を 化 辰、 耀魄寶 と 申し 違ず、 是 
は 天を 一つの 人裕と 見、】 つの 神樣と 見た 時に 名け た 名前です、 其 人格の 働 5 を 春 夏 
秋を、 五行の 働きと 見た 時 じ 五 0 の 名前が お 巧て 參 つたので あ々 うす、 是は 確かに 漢 
代の 五 巧 說の勃 輿した 時 に巧 巧た もので あつて 頗る 具體 的に なつて 居ろ ます、 もこで 
天は 唯一の 替 であるのに 化 辰、 耀魄寶 が あら 又を々 特殊の 働 さを 有して 居る 五つので 
帝が あろ 皆す から 合は せて 六 天と なる、 天 化 六つ あると 云 ふ 六 天說も 出た ので あろ ま 
ず、 巧く の 如く 六 天神を 造つ たな 上は、 其 神のを 住居を を ある 必要が なつて 參 る、 化 


辰、 耀魄寶 は 何處じ 巧る かと 云 ふと 紫微宮 にある、 今の 化 極 星で ある、 其 他の 五天 帝 
は 何處に 居る かとち ふと、 紫微宮 でも 宜さ 、うなので あるのに 大微宮 五 帝座 星、 どの 
邊と 云ん ことは 私は を じ ませぬ が、 大微宮 の 五が 座 星に 五 入が 居る とを ふこと を說〜 
やうに なつて 参らました 、次第-^ に具體 的と なる ので あろます、 この 五 帝を 設けた 
處から更に進んで感生帝の說も地て參るのであ.c^-^す。 

都衍 、鄰爽 等の 說 いた 五行 巧勝說 若く は 後の 五行 相 生 說に從 へば、 或る時 代は 木德 
をな て 天下 化 王と なると か、 火德 をが て 天下に 王と をる とか 云 ふに 過ぎな かつた、 巧 
が漢 代には をれ では 満足が 出 巧ない、 旣に 五天 帝と 云 ふ 人格 神が 巧 巧た ので ある、 唯 
木 德と云 ふこと でな く、 木德を 代表ず る靈威 仰と いふ 神が ある、 もこで 或る時 代の 君 
まは 木德 をな て 玉と なる のでなくて、 靑帝卽 ら靈威 仰の 子孫で ある、 或 王朝の 先祖は 
靈威 仰で ある、 或 王朝は ホ 煙 怒の 子孫で ある、 若く は含樞 紐の 子孫で ある、 白 招 拒の 
子な である、 け 光 紙^ モ孫 であると 云 ふやうな ことを 說 出した、 是は感 生を の說 であ 
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つて 卽も 一種の 帝王 禍權說 である、 帝王の 驚 嚴を强 く 言は むが 爲 に、 がか 普 遮の 人民 
ょ 6 變 つた 人で あると 云ぶ ことを 言は むが 爲に 造り 尚した もので あつて、 一禮 の神婚 
傳說 であらう ず、 神 赌傳說 は 有 ゆる 民族に 巧 はれて 居る ので、 我國 でも 西洋で も何處 
にで も あらます から 珍ら しくは あちを せぬ が、 此神媳 傳說と 五行 說 をく つ附 いた 殊 
に 五 巧說に 五天 帝を くつ 附 けて 參 つた、 其 處じ漢 巧の 特色が ある、 其 神 媳傅說 は經典 
の 中では 詩 經の中 じ 現 はれて 居る、 大雅 のを 民篇 、魯頌 の 閥宮篇 、商頌 のを 鳥.、 長發 
篇を どじ 現 はれ V 居る のが 唯】 の 材料で ある、 經 典な 外の 緯書を 取るならば 帝王 世が 
を どに も 多くの 神 婚說が 0 ウて 居る が、 これは 暫く 措く ことと する、 詩 控じ朗 はれて 
居る 巧を 見る^. 唯、 周の 祖后稷 は 母の 姜 源が 居 人のを 趣を 踏んで をんだ ものである、 
殷の祖 契は 巧の 簡狄が 燕の 卵を 呑んで をんだ もの e あると 云 ふこと で、 巧な 上を ろし 
な ことは 說 いてない、 をれ だけでは 漢 代の 人は 滿 あしないで この 神 婚惦說 と 五天が を 
くつ 附 けて 殷 周の 祖契盾 稷は卽 も 天帝の 子 おで ある、 卽^殷 の 祖先の 契と 云 ふ 人は 黒 


帝 巧 光 祀のイ 孫で ある、 汁 光が が 燕の 卵と 化して 簡狄に 通し-一 J 契を 生 A だので ある、 

周の 先 愛 后 營雲繁 •衰 Q 足 管 踏んで 孕んだ、 其を 迹は靑 帝、 歷 仰の 蓋 

であつ た、 I 與威 仰は お迹と 化して 姜 源と 通じて 后 磯を 生んだ ので ある、 周が 靑が鑛 威 
仰の 子孫で あるから、 前 朝の 殷は 木を 生い 所の 水、 卽ら黑 が 汁 光 祀のモ 孫で をければ 
ならぬ ので ある、 新く 云 ふ感を 帝の 說は 查く漢 代の 一切を 具體 化する 傾向から 出て 巧 
たを であ ク 3 す、 尤る總 ての 場合に 於て 事物を 具體 的に 考 へて 巧を ければ 滿 おしない 
と 云 ふことは 有 ク 得る ことで、 だ那に 於て は 上代から さぅ 云 ふ 傾向が あろ 咬ず、 例へ 
ば 御 先祖の 祭を 致します 時 k、 唯 御供 物を した だけでは、 果して 御 先祖 巧が 款 けられ 
たで あらぅ か、 供物が 依然として るとの 儘なる を 見て は感 愤上滿 足が出 ホない 0 です 
から、 一族の 中から 男の子を 引つ 張つ て ホて、 もれに 食物 やお 酒な どを 進 わて、 御先 
樣が へて 下さ。 たので ある、 款 けて 下さつ たの だと 考 へる、 之耗ピ ミの て あ 
ろまず が、 其す 供に 食べさせて 御先 祖樣が 食べて 下さつ たと 宏 つて 満足 するとい ふの 
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を、 卽も 事物を 具體 化する ことで、 この 傾向は 周 代から 傅クて 居る、 然しながら 漢巧 
に 至つ V 殊に 其瓣 普が 極 違 つたので あろ 3 ず、 前の 識緯說 の 如く 白い 魚が 飛んだ、 龜 
が 出た、 龍が 出た、 是 はお 子に 天命が 下つ た 兆しで あると 云 ふだけ では 滿 おせず、 具 
體 的に 善き 記された 物が 出て 來 なければ 滿 足しない と 云 ふこと になつ た、 是が 易の 解 
釋 などに 於ても 非常に 其倾 向か 著しくな りまして、 唯卜笼 をす る のみでな く、 漢 代では 
非常に やか 身し く 象 數と云 ふこと を說 くやう になつ た、 其 結果 之じ對 する 反抗 思想が 
次の 魏晋六 朝に 至つ て 起つ た、 若し 魏晋六 朝 或は 後世 違で る漢 代と 同じ やうな 具體的 
傾向が 摩つ て 居るならば、 私が 特に 之を 漢化 思想の 特色と して 御 話す る 必要は ない の 
であ々 ます、 卽ち この 具體 化ず ると いふ 考は 戰國の 未に 起つ た 思想で あちまず けれど 
も、. 漢 代に 至つ て此 傾向が 特に 著しくな つて 參 つて、 後の 魏晋 になる と是 とを 然反對 
した 思想が 盛んに 起つ たので あろ 聋 す、 魏晋に まつて どう 云 ふ 思想が おつた かと 苦 ふ 
と 六 天說を W き 壞す爲 に 壬肅の 一天 論が 出て ホる、 お 天 ホの 說は をく 誤で ある 威生 帝 


說 のけ 誤で あると ち ふこと を說 いた、 無論 此王 肅の說 には 個人的に 鄭玄の 六 天 說じ反 
對 しやぅ と 云 ふ考を 籠つ て 居ち うすけれ ども、 瞎代 思潮が 斯ぅ 云 ふ 事を 言 ふのに 對し 
V を對 であつ たので あろうす、 易の 解釋に 就ても 漢 代の 具 體 的に 論す る 象數說 じ絕對 
反 對の王 弼の說 が 出 まし V、 象數を 垂然排 巧し まて 圣く 理想論を なして、 當 時化 歡迎 
された ので あろ 脅す、 この 理想論 的に 說 くと 云 ふことは 一巧には 道敎 、佛敎 等の 影響 
もあ-c^ましてもれには义色々を理をるござ い3せぅが、 漢代に於て具體的じ餘6極端 
で說 いた 反動と して 规想 的に 說 くと 云 ふ 傾向が 强 くな つたので あろ 3 す、 さぅ して 
ホ 代に 於て は 天は 理な ろと 誘く やぅ じな つたので あろうず、 漢 代に 於て は 迷信 的に 天 
を 神様と 見て 六天說 などる 起つ たが 魏晋に 至つ て 六天說 などが 捨てられて 更に ー ホを 
進めて 巧 代に 至つ ては 天は 理を ろと いふに 至つ た、 之には 無論 佛敎の 影響が あり 咬ず 
けれども、 兎も角 さぅ 云 ふ 風 じな つて 來 たので あろ 咬す。 

之を 要ず るに 漢代 思想の 倾 向は、 物を 具體 的に 說く とち ふ 傾向が 强 かつた、 老子の 

漢化思 おのが 巧  .  II 八 か 
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理想的、 抽象的に 說く學 源で さへ も 之を 具體 仏ず ると 忌 ふ 傾向が 强 かつた、 是が漢 代' 
思想界の 一般に 通じた 傾向で あらう かと 思 ふので あらまず、 尙 上述の 外に も 色々 な 方 
厨から 說 くこと が 街來る やうで ありまず けれども、 餘ろ瞥 々しくな ろ 3 すから をれ だ 
けで 話を 終つ て 置き 皆す。 

附言 

講演の 際、 自 タロ漢 代の 倾 向が 具體 化する にを る ことを、 種々 の數 例を 舉げ て證叨 する に 化め で、 何が にか 
< の 如く 眞體 化する に 至りし かの 理 おに 就て は、 遂に 諭 あする に 至ら ざり き、 そは 自 かにが て 種々 のをが 胸 
中に 存 して、 未だ 之を まとめる の 暇 無 かりし が爲 めで ある、 講演 後 二 己の 人ょり 其の 理由に 就て 質問を をけ 
たれ ど、 •自分は 未だ 明瞭に 之に 答 ふること が出來 ぬと 歐 つた、 然るに 木 村泰資 君は 印度に も 恰も 漢 化と 同じ 
やうな 傾向を 帶 ぶる 或 時代が ある、 而 して 其 時代の 具體 化の 斑 巧は、 學者 間にの か 化 まつた 學 問が、】 般化 
俗に 普及した 爲 であつ たと 語られた、 聰明な 讀 者は 旣に自 をの 上 來の諭 文に 就て 看 巧 せらる、 であらう が、 

漢 化具體 化の 中 ふ點は 五巧說 である、 而 てこの 五 巧 說は實 際 生活に 密接の 關 巧が あり、】 肢化 俗に も 巧ぶ し 
たので 其 點じ經 典. が學 者の かに 巧リ披 はれた のとは 相違して 居る、 木 村 君の 說は大 に 理由が をる と 思は わる* 
なに こ、 に附說 して 大 ホのを を 待つ ので ある。 


秦皇 漢武の 思想界に な咸 せる 影響^ 

一.— 

秦始皇 累世の 餘烈 にょろ、 六國を 滅ぼして 宇內を 統一し、 南は 巧 機の 地を 取な てな 
が 象 郡を 體 さ、. 化は 萬 里の 長 城を 築き 匈奴を 却く る ことおな 餘 里、 威 四海に 振 5、 お 
下 雌 服せ ざるな し、 もの 功業の 赫 々たる、 もの 規模い 雄犬なる、 多く もの 比を 見ず。 
漢 興つ て旣に 六十 年、 父祖 勤儉の 後-ど 承け、 充實 せる 國 庫を 雜 し、 內は 文化の 燦然と 
して 前 ホを 空しぅ する あろ、 外は 匈奴を 擊 つて 平 城の 辱を 雪ぎ、 國威 遠く 西域に 雖據 
す、 漢武 帝の 如 5 亦 固ょ 6 不世出の 英 まなろ。 二 帝の 事蹟を 詳述ず るは 別に 其 人 あん 
り。 チは 專ら 一一 帝の 思想界に あぼせ る 影響を 論ぜん とす。  ‘ 
二 

寨 皇漢武 を並稱 して、 必ず 先づ 想； S 起ず べきは、 二 郁の 神仙を 喜びし 事なる べし。 

秦皇漢 がの 思恕界 にぶ ぼせ る 影響，  二 丸一 
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始 皇は徐 福を 遣は して 蓬萊 山に 神仙す 死の 仙藥を 求めし め、 漢武 は少翁 どして 反 魂 香 
を 燃き てを 夫人を 劈* の 間に 望い。 神仙 遂に 得つ からず、 天下の 富を なて する も ホを 
の壽を 如何と もすべからず して 組 けら。 二 帝の 聰明を なて して 神仙 不死に 惑 ふは 何 
だ。】 には 生を 暮び 死を 惡 むは 人の 常 情に して、 貴 天子た ろ 富 四海を をら、 一切の 事 
唯を の 意の 欲ず る ま、 なろ といへ ども、 唯 生死の】 關はホ 之を 如何と もずべ からず。 
二には 長生 久視の 說お莊 の 哲學に 本 づきて、 旣に戰 國の際 ょら 勃興し、 燕昭 王の 如 さ 
も 海外の 神 山を 濁 仰せし こと あろ、 當 時の 思想界に 於いては、 決して 不即 能の 事 じあ 
らず となし、 こと。 是れ二 帝の 神仙を 求めし 巧な なろ。 其の 惑た るは ホ 論ずる を須む 
ず。 然れ ども 獨み二 帝の みに あらず、 當 時の 人 も 亦 等しく 神仙を 求めん とし、 延 いて 
は 道 敎の發 達を 促し、 みく 天下 後世に 影響を 及矮 せろ。 

一二 

始資 、，ふ 周 末の 亂を 平げ て 天下を 統一し、 武 帝は 思想界の 混亂を 治めて 之を】 は歸せ 


しむ。 をろ 事 或は 鶴して ホ異る 巧を さ？^ あらず* 

始皇み 南 おして 天下に 王 巧る や" 天下の 兵を がめ て 之を 咸 陽に 聚 め、 銷 して 金 人 十 
二を 爲ち 、律 度量衡を) にし、. 車軌を 同じぅ し、 馨义 字を 同じぅ し、 自 から 始 皇帝と 
號し 、二世 ミ 世 之ろ なて 萬 世に まら、 之を 無窮に 傅 へんと 欲す。 天下 統一の 實 斯に擧 
も、 萬 民 皆 仰いで 毕 明の 治を 望む。 春秋 I 統を大 にす る孔 すの 理想 も、 始 皇化冀 つて 初 
めて 實 現せら とい ふぇ 誰か 然ら ずと いはむ。 是れ 卽ら武 がが 董仲 舒の對 策に ょり 化を 
六經 孔子の 言は あらざる 諸モ巧 家の 說を a けて 思想界の 統一を 圖 ろ、 天下 靡 然として 
風に 嚮 ひ、 儒敎は 殆んど 國敎の 位置を 占いる に 至らし と、 事 稍 相 類ず とい ふ 所 3 な-^。 

凹.  - 

始皇 固ょ ろ 不世出の 英雄を ろ。 旣に 天下を 平げ て、 意縣 々氣 鳥ぶ る。 而 しで 輔弼を の 
人 無く、 政治 もの 宜を 失； 5、 圆書 果して 驗 あろて、 胡亥に 至つ て秦 遂に じぶ。 是れ天 
下を 郡縣 にし 井田を 改易し 事 古を 師 とせざる が爲 か。 曰くを、 ホ 田の 行は ざる 旣に久 
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しく、 時變 ずれば 法 も ホ變ぜ ざる 可から ず、 郡縣は 寧ろ 天子の 實嚴を 益ず 所な なち。 
蓋し 苛 法を 用む て 仁義を 施さず、 獲ろ にず 急の 工事を 起して、 民を 哀れ 違 ざ もしは、 を 
の 遂に じ滅 せし 所な なら。 予想へ らく 秦を 亡ぼず 者は 胡に 非ず して'、 李斯 ならと。 李 
斯の變 法を 非と ずるに あらず、 李 斯が苛 法に よらて 仁義を 施さく るを 非と する をら。 
天下 統一の 實は 孔子の 理想に よる も、 統治の 法 孔子の 敎に 依ら ざち しは、 もの 滅じ趣 
を 廻ら さ*、 る 巧な をろ。 

武 帝に 至つ ては 卽も 然ら デ。 儒敎 をな て 天下の 人 瓜を 統一す。 是を なて ± 民 皆な 孝 
節義の 何物た るを 知る。 故に 武 帝の 臨年漬 武の議 輿ら、 國庫空 乏して 巧 ふ 漸く 離散せ 
ん とせし も、 輪臺自 から 罪ず るの 詔 下ろて ± 民 皆 泣 さ、 因て なて 天下を^ 山の 安き に 
置けろ。 秦皇 漢武の 瓦に 相 異る巧 あろとは 之を 謂 ふなろ。 

な 

李 斯の秦 を 治い る や、 法治 主義に よろ、 黙 首を 愚 じず るの 策を 取ろ、 書を 燒き懦 を 


が 化ず。 暴は 固ょり 暴な ろ。 然れ どる 諸 生の 横議 之を 招致せ しこと も 亦 知らざる 可 か 
ら ず。 天下 初めて 混 一し、 人、 心の 動搖 未だを まらず、 諸を 撰み に 意を なて が改を 謗ろ 
て。 齡 首を 惑亂 すると ^3^、 往 々にして 鍵 血の 手腕を 振 ふ。 暴は 固ょ 6 暴な ク 。然れ ど 
も當 局の 菩 、むが 察せざる 可から ず。 當時博 ± ろ {巨 職と ずる 所の 書を 燒 かず e 醫 藥卜嚴 
穗樹の 書を 燒 かず。 楚 人の 一 煙、 阿房の 府庫を 焦 ± として 後、 是 等の 書 悉く 滅 ぶ。 李 
斯の 暴政、 或は 統治の 便法た るを 失は ざれ ども、 をの 天下の 思想界に 巧 ぼせ せる 惡影 
響は 爭ふ 可から ず" 先秦の 文化を 破壊せ る こと 其 一な ろ。 自由の 廢 想を 歷 迫せ しこと 
貫 二を り。 

田蜘 - 公孫な、 董仲舒 等が 武 がを 助けて 儒學 を獎勵 する や、】 經に 通ず る ものは 用む 
て 之を 吏と ず。 後世 科擧 の法是 k 碟騰 す。 班 固 嘗て 曰く、 天下の 主 靡 然として 儒敎じ 
向 ひしは、 蓋し 祿 利の 路然 らし 心るなら と。 其の 志ず 所 利祿に をれば、 ちの 讀り 所は 
たと ひ璧 經賢傳 といへ ども、 德を 修め 人を 濟 ふに 於いては、 能くす る 巧 果して 幾何 ど 

秦皇漢 巧の 思想界に 及な せる 影響  二 九ぶ 
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や 遺 經を敗 殘の餘 は 荒 集し、 訓話を 散佚す るに 垂ん とする じ 偉へ、 天下 後世を して 聖 
賢の 堂奧 を髮議 ずるを 得しむ るは、 實に漢 儒の 力に して、 儒 學獎勵 の 効果を ろ。 然れ 
どる 孽ら 六經 を奪崇 して， 諸子 百 家を 禁絕 せし は、 其の 影響す る 所 必ずしも 佳良な ろ 
とい ふ 可から ず。 もの 自由の 思想を 壓 迫せ しこと、 爭ふ 巧から ざるる の あれば なろ。 
六 

之を 要するに、 秦皇は 法治 ま義 にょろ 儒 敎を壓 迫す るに 似て、 もの 事は 卽ら 孔モ大 
一統の-理想を 實 現し、 漢武 は德治 主義 化ょ 6 諸子 巧 家を 排斥す るに 似て、 儒 敎の眞 意 
はを だ 必ずしも 殘す 巧な しとい ふべ からず。 秦皇 は名實 おに 思想界の 應制 者と な-^、 
漢武 はを の 名は 儒敎 の獎勵 者に して、 實は 思想界 一を 壓迫 せる こと 歡 からず。 


太史 公の 當代 思想家 評論に 就て 

あ 記の 太 お 公 自序 中に、. 司 馬 還は 父 太 あ 公 談の當 代 思想家に 就ての 評論を 載せた ぅ 
蓋 其の 意見は 大體に 於て 自家の 遵奉ず る 巧なる ベく、 當代 思想界に 關 して 最穩 健なる 
批評と 信じ たれば ならむ。 然れ どる 彼の 修めた る あ 記に 就て 之を 見る に ホを 然司 馬談 
の 意見と】 致ず とを^ 難き に 似たち。 請 ふ 試みに 先づ司 馬談の 評論の 大意を 擧げ 、次 
化 司 馬遷の 之と 相違せ る點を 指摘し、 少しく 愚見を 附 すべし。 

司 馬談は 陰陽、 儒、 墨、 名 法、 道 德の六 家を 舉げ 化の 六 家は 其の 立言の 旨は を 相違 
すれ ども 其の 歸 する 巧は 皆 一にして、 おに 天下の 治平を 務 いるものを々 とし、 陰陽 家 
を 論じて 曰く、 

陰陽の 術大祥 じして 忌講 多く、 人を して 拘 はらて 畏 る、 所 多から しり 〇然れ ども 其の 

四時の 大 順を 序す るは 失 ふ 巧から ず。 請詳篇 に雜 パ： 認謂 i 博 善 也。) 
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後 文 更に 其 意を 評 典 I して 陰陽 家が 四時 二十 四 節に 就て を敎 令を 設け、 之 じ 順 ふ 者は 昌 
へ、 之に 逆 ふ 者は 死せ されば 則 t ふとを ふ も 必ずし る然ら ざるを 辯し、 春 生し 夏 長し 
秋收 め冬藏 する が 如 さは 天道の 大經 四時の 大陋 なる を 一 おへち。 11^ 豕を諭 じて 曰く、 

儒 著は 博 ふして 要 寡く 勞 して 巧 かし、 是を がて 其事盡 くは 從^ 難し。 然れ どる 其の 
若ち 父子の 禮を 序し、 夫婦 長幼の 別を 列ぬ るは、 易 ふべ からず。 

儒者は 六藝 をな て 法と す、 而 じて 六 藝經傳 千 萬を がて 數 ふ、 累世 其學に 通ず る 能は ず 
當年其 禮を究 むる 能は ず、 これ 其の 博 而寡要 勞丽少 巧と 云乂 所な をろ。 今や 六 輕の注 
疏尝喬 に 千 萬の みならん や。 若し 徒に ホ 疏を追 ふて 訓 詰に 汲々 たら ば、 獨ろ要 寡く 巧 
少含 のみなら デ、 其 弊 言 ふに 忍びざる もの あらん、 太史 なの 言な て璧と y ベ さを ろ〇- 
S 家を 論じて 曰く、 

墨 者は 儉 にして 遵 a 難し、 是を なて 其 事 編く は循ひ 難し。 然れ どる 其鹽 本節 用は 廢 
ず 巧から ず。 


墨 家の 說く巧 s 節 w 節 葬の 說 は、 君臣 奪卑の 別を 廢し 、時世の 推移を 蔑視した る もの 
をる がな じ、 彼は 儉而 難遵と 云へ-^。 

を 家を 論じ V 曰く 

法 家は 嚴 にして 恩 少し、 然れ ども 其 君臣 上下の かを おすは 改む 巧から ず 
法 家は 親疎を 別たず、 貴賤を 殊にせ ず、】 に 法に 斷 じ、 親々®々 の恩絕 ゆ、 故に 之を 
少恩と 云 ふ。 名家を 論じて 曰く、 

名家は 人を して 儉 にして 善く 眞 をえ はしい。 然れ ども 其の 名實を おすは 察せざる 可 
からず。 

名家の 說く 所は 巧 察が 餘 頗る 巧妙を 極め 人を して 之に 反く 能は ざら しめ、 專ら 名に ょ 
ろて 決し 其の 實を 失は しいる もの あら。 道家を 論じて 曰く。 

道家は 人の 精神を 專 一を らしめ、 動いて 無形に 合し、 萬 物 レィ膽 足せし む。 巧の 術た 
る や 陰陽の 火 順に 因ら、 儒 墨の 善を 巧ろ、 名 法の 要を 撮ろ、 時と 遷移し 物に 應 じて 

太史 公の C な 化 思想家 評論に 就いて  二 九九 
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變 化し、 俗に 立 も 事 じ 施して 宜 からざる をく、 じして 操ら 易く、 事少 くして 巧 
多し。 

儒者は な 爲ら又 •王は 天下の 儀表なら、 着へ て臣 和し、 ま 先んじて 臣隨 ふと、 化の 
如く なれば ま 驚して 臣 逸す。 道家は 然 らず虛 無を なて 本と なし、 因循を なて 用と 爲 
す、 故 化猜神 安を、 無爲 じして 自ら 化ず べしと。 卽与 他の 五家に 就て はを 一長】 短 あ 
るを 認 いれ どる、 獨 6 雪を 道家に 歸 したろ。 

な 上司 馬 誘の 巧說は 大體に 於て 頗る 肯繫を 得た るる Q なら 唯靈二 家に 就て ょ霸 
論の 餘地 頗る 多し。 今 先づ司 馬遷は 果して 蒙 裳の 說を 奉ずる るの f 寞 •。やを 驗ず 
るに、 漢書 本 傅には 大道を 論ずる 時は 卽も黃 老を先 化して 六 經を後 じすと 評 ずれ どる 

必ずし を 然らず m 道 二 家 基 yj、 父は 謹 差 委れど A 子は 儒家を 重んずる こと 

至ら 盡せ るを 見る。 を 記には 孔子を なて 之を 世 家に 列 せら。 而 して 曰く、 

詩に これ？ 高山 仰 止、 景行行 止と、 f 能は ずと f 心 之 じ 雲す。 貧巧馨 


を讀 み、 其の 人と 爲 なを 想 おす、 魯に 適き が 尼の 廟堂 車服禮 器を 觀 る。 諸 生 時を な 
て禮を 其の 家に 習は す、 余化囘 之に 留 A て 去る こと 能は ずと 云。 天下 君 王 賢人に ま 
ろて は 衆し、 當 時は 榮 ゆれ ども 沒 すれば 己い。 孔子 ホ あ十餘 世に 傳へ學 者 之を 祭と 
す、 天子で 侯ょ ち 中 國六藝 を 言 ふ もの 夫子 じが. 中ず、 ま 聖と謂 ふ ♦へし。 

孔子は お 衣の み、 本祀は 帝王の 爲に設 くる もの をれば、 孔子を なて 本紀に 列す 可から ず 
がれ ども 列傳に 記せん は 尊崇の 情に 於て 忍びざる もの あ A。 故に 彼は 之を 世 家に 列せ 
しなろ、 孔子を 世 家に 列す る こと 必 しも 夫子を 尊崇す る 道に 非ず、 至聖の 人は 王侯の 如 
& 人爵の 上 じ 超越す。 然れ ども 彼の 微意のを する 所は 之を 誌と せざる ベから ず。 而し 
て彼は化子を評して至聖な-=^と謂へ.c^。之を彼の老モを莊子ホ韓と併せて列傳とし、詩 
して 深遠な ろと 謂へ るに 化すれば、 大に徑 庭 あるを 見るべし。 太を 公 自序に ホ 曰く、 
幽厲の 後 王道 缺け 禮樂衰 ふ。 孔モ舊 を 修め 廢を 起し、 詩 書を 論じ 春秋を 作ろ、 學者 
今に 至る まで 之に 則る。 獲麟 ょりな 來 巧巧餘 歳に して 諸侯 相 兼ね お 記放絕 ず。 

太を 公の 赏巧 思想 冢評締 に 就いで  】二0】 
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司馬遷 が父談 の 遺囑を 受けて 於絕 せし お 記を 修めし も實は 化モの 春秋を 修めし 遺 葱は 
做 へ るな-CN。 其他彼の孔モを曾信し儒家を重んぜし微意は特に儒林の爲に傳を設けし 
に 因る も 之を 明に する を 得べ し。 

儒道 二 家に 對 ずる 父子の 意見が 如上の 相違 あるに 就て は 二 個の 理由に ょる もの、 如 
し、】 は 個人的 理由、 二は 社會的 理由 是な ろ。 

一個人 的理を 

司馬談 は! <? 良を 唐 都に がを 楊 何に、 歡 ^を黃 子に 學 ベろ。 卽も 其り 道家に 對 する 素養 
大 ならしる、 六 藝に對 する 學殖は 比較的 大 をらざる しが 如し。 然るに 司 馬遷は 道家に 
對 ずる 素養 無^に 非れ ども， 寧 ス儒敎 に 就ての 素養の 洪大な ろしに 加 かざら さ。 彼は 
自ら 十歲 にして 旣に 古文を 誦せら とい へら。 儒が 傅は ょれば 弘安國 化學ぷ とい^、 索 
隱 には 之を 解し V が 生じ 學 びた ろと いひ、 劉 巧は を 傅、 國語系 本 等の 書なら と 云へ ろ。 
もの 孰れ か當れ るかは 明瞭なら ざれ ど、 を 秋を 董仲舒 に學ぴ しことは、 彼が 云 ふが か 


く。 其の 他 彼が 六藝に 就て 充分なる 素養 あぅ しことは 言を 待たず。 斯の 如き 父 モ學間 
の 相違が 其の 見識の 上に 大 なる 影響 あ々 しは 勿論な i。 

因に 言 ふ、 あ 記に 散見す る經說 の硏究 は、 司 馬 還の 六 藝に對 する 素養の 如何を 見る 
上に 缺く 巧から ざると おじ、 漢代經 尊の 硏究化 も 頗る 重要 なれ ども、 未だ 是れじ 著 
手す るの 暇 無 さを 遺械 とす。 を 志の 人 この 大業に 著 ホ せられん ことを 望む。 

一社 會的 理由 

.上述 個人的 理由の 外 じ 看過ず ベから ざるは、 常時 學巧 一般の 風潮な ク 。西漢 の 初は 天 
卞秦の 苛政 じ菩 しみて 人、 む 簡易を 喜び 自ら 黃老の 學じ倾 注せら。 漢高 砸秦を 破らて 關 
中に 入ろ、 法 S 章を 約して 深く 伊' ふを 得た るが 如き、 惠 帝の 若臣無 爲垂 拱の 政を 爲し 
(觀 本音 舞な 黯が黃 若の 觸を 巧む、 淸 靜無爲 じして ぉ. 5 を 得しが 如ぶ JII5 雌な .V 當 

時の 風尙を 察すべし。 卽も漢 巧 最初の 學者 陸寶の 如， 30, も無爲 をな て 道 基と なした ろ、 
;漢 初の 思想 巧は 卽も 道敎垂 離の 時け にして、 同 馬談の 道を 論は 巧 じ 其む 代の 代表的 

太 お八 ムの當 化 なお 家 評論に 就て  一一 1  〇  j 一一 
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議論と 稱 すべし。 武 帝の 時 董仲舒 天人 對 策を 上ろ て懦敎 を推霄 し、 其 他 諸子な 家の 學 
を飄くべろ~を論じ、 <ム孫？？15の如き儒をなて白あょ6上つて111公とをり、 其他一經に通 
ずる ものを 官に 登庸ず る 道 開けて ょ 6 ノ 、天下 衾 然として 儒 學に嚮 へろ。 司 馬 遷の崇 儒 
說は卽 其 時代の 代表的 議論と 稱ず べし。 司 馬 巧 父子の 意見の 相違は 述 ぶる 如く 父子 索 
養の 如何に 關 する 個人的 理由の かじ、 斯の 如梦社 會的现 由に ょるを のに 非る か 否か。 
.錄 して 博雅の 君子の 是正を 待つ • 


陸 賈の學 

蘇 張 縱橫の 流漢化 入ら. て颤 生陸賈 あろ。 鄙を は 其 終を を ふせず 陸生 獨ク與 天 年を を 
ふせら。 賈か 初めを を 3 て 鳥 祖に從 ふや 口 辯を なて 名 あら。 尉 化を 說き南 尴を擧 けて 漢 
服 事せ しめ、 巧を なて 大中大 夫に 任ぜら る。 漢島 手に S 尺を 提げて 天 ドを 統一し、 截 
氣 傲然 慢 篤を 好みて 儒 冠に 溺 ずるに 至る。 賈獨 ら從容 として 時々 進んで 詩 菩を說 く、 
窩祖 篤つ て 曰く 乃公 馬上に 之を 得た 6 安ん ど 詩 書を 事と せいやと。 巧 曰く 馬上に 之を.. 
得 巧れ とも、 寧を 馬上を なて 治い ベ けんや、 湯 武は逆 取して 之を 順守ず、 文武 並び 用. 
ふるは 長久の 術な A。 昔は 吳王夫 差 智伯武 を 極. めて じ； 5、 秦じ 刑法に なじて 滅 ふ、 さ 
きじ 秦 をし V 天下を 幷 せて 仁義を 巧 ひ 先聖に 法ら しめば、 陛下まん ど 得て 之を 有せい 
やと。 帝 敷を あら、 贾に 命じて 秦が 天下を 矢 ふ 所な と 藻の 天下を 樽る 所な と ホ 今の ぶ 
敗と を 論ぜし い。 新語 十 S 篇 はこの 命を 奉じて 著は せる ものる り。 一篇 葵す る每 じが 

隆 賈の學  n.o を 
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を だ 善と 稱サ ずん ば あらず、 左右 皆冀 歳を 呼べ々。 秦の 挟書 律 ホた 除かれず、 お 馬 傍 
惚の 際、 特に 君を か 苟も 儒と し 云へ げ慢 罵して 措か ざし 時化 當ら 、毅然として 道を が 
て 人 まを 解镇 せしめた る 陸賈の 如きは 眞に 得難 さの 人颇と 云は さる 可から ず。 あ 記に 
陸 賞の 言を 叙して 逆聪喉 守の 說 あ々、 故に 先 儒 多く 之を 議サ ろ。 然れ ども 新語を 讀む • 
に 此の 說 ある こと 無し、 司 馬遷か 己の 意を なて 文飾した るに 非る 無き を 得ん や。 

著書 

新語 十二 篇は實 に 其 學說を 窺 ふべ 含 唯一の 村 料な $ 。劉 向と 錄 には 新語 二 卷とあ -V 
漢書 藝文 志には 二十 S 篇と 見へ、 隨 唐志崇 文書 目には 皆 二卷と あろ、 王 應麟の 玉 海に. 
は 道 基、 術 事、 輔 政、 無爲 、資 執、 至德 、懷 慮のと 篇 のみを 擧 げたろ、 然れ ども 漢魏 
叢書 本には が 上の 外辨 惑、 愼微 、本 行、 明 誠、 思 嫁の お篇を 加へ て 十二 篇あ A、 錢 福. 
の 巧に 篇次 今に まる で說妄 なさ こと 此の 如きは 鮮 しと 云 へら。 漢書 藝文 志の 博 ふる， 
巧獨 6 異說 あれと も、 今 現 巧の 漢魏叢 箸 本に i らて 彼の 學を 叙ず べし。 


學說 
根本 化 お 

開卷 第】 道 基篇に 曰く 

傅に 曰く 天 萬 物を を じ 地を なて 之を 養 ひ、 聖人 之を 成し、 巧德參 合して 道 術 生ず？ 
これ 實じ 彼の 根本 思想な ろ。 宇 {由 間 一切の 現象、 日月の 代 明、 星辰の 列 序、 巧 時の 序、 
陰陽の 調和は 勿論、 山川 草木 魚 か 禽獸の 如 さ、】 として 天地 相承け 相 感じて 成らざる 
もの 無し。 天地 陰陽の 二 氣は卽 も 宇 {由の 本體 なろ。 聖人 この 自然の 現象に 準 り て 人を. 
の 法則を を 心、 これを 道と いふ。 道 基篇に 曰く、 

先聖 巧 も 仰て 天文を 觀 、俯して 地理を 察し、 乾坤を 圖 書し、 なて 人道を をむ。 民始 
めて 開悟し、 父子の 親 君臣の 義 夫婦の道 長幼の 序 あるを 知る。 

人偷の 道は 天地の 道に 則ろ て 成せる ものにして 決して、 聖 入の 杜撰に あらず、 蔽 はれ 
で赔かろしを民も其敎にょろて始めて開悟すべ&な-c^、 これ實に儒家の思想にして、 

睹 胃の 學  二 1C セ 
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其 云 ふ 所 一に 何 ど 繫辭と 相似た る や。 

政治 論 

先聖の 天下を 治い る や、 あ 食 住を なて 急務と をし、 農 桑を 敎 へな 河を 疏 通しが 車の 用 
を 設け、 法制を をめ て 是非が 惡を 明に し、 辟雍库 序の 敎を 設けて 禮義を 明 化し、 音樂 
を 興して 風を 移し 俗を 易 ふ。 之を 要ず るに 物を 統へ變 に 通し 順 性を 治め 仁義を 顯 はす 
夙な を々、 之れ を 親近に 巧 ふで •疏 遠の 者暮 ひ、 之を 閨 巧の 內に 治めで 名馨 外に 馳 せ、 
巧 天地に 合し 德 陰陽に 配ず る ものは 仁義 これを ろ。 

(1 ) 輔政 

天下の 廣大 なる】 人の 能く 治む へきに 非ず、 なは 湯は 伊 尹を 學け 周は 呂 望に 巧して 
天下を をけ たろ。 天下の 治まる と亂 るとは 輔政其 人を 得る と 否と にあ ク 。仁義を なて 
ふ 胸と をし 賢 能を がて 股 脈と せは ホた 治まら さる 者 あらさる をろ。 なに 輔政篇 に 曰く、 
夫れ 高に 居る 者は 自ら 處る こと 安から さる 可から す、 危を 履む 者 はぜに 巧す る こと 


固から さるべ からす、 自ら 處る ことをから されは 墜ら 、杖 化 化する こと 固から され- 
ば かる 是を なて 聖人 高に 居  A  上に 處 るには、  仁義を なて 巢と爲 し、  危化 乗り 傾を 魔. 

むはは 聖賢を なて 杖と 爲 す。 . 堯は 仁義を なて 巢と爲 し、 舜 は禹稷 契を なて 杖と 

をす、 故に 高く して 益 固く、 動て 益 固し。 . 德 天地は 醜し 四 表に 光 被し 巧 無窮 

に 垂れて 名 不朽に 傳 ふ。 盖 自ら 處 るに 其 巢を得 杖に なする 化 其 材を得 たれは なろ。 
秦は 刑罰を な V 巢と をす、 故は 覆巢破 卯の 患 あろ、 趙 高李斯 をな て 杖と 爲す 、故は 
傾か 跌蕩 の禍 あり •何も やなす るが 非 をれ はなら。 

歸 政の 賢愚 お 邪を 辨す るの 道は 如何。 護夫は 賢に 似て 美 言は 信に 似たら。 之を 聽く者 
は 惑； 5 之を 觀る 者は 冥し、 賢 知の 君に 非れ は實に 之を 辨じ 難し。 辨惑篇 に 曰く、 

夫れ 衆 口の 毀馨 はち 浮 ひて 木 化む とい^、 静 邪の 抑 ふる 所は 直を なて 曲と 爲す 。之、 
を視て 察せす。 白を なて 黒と 爲 す。 夫れ 曲直の 形を 異にし、 白黑の 色を 異にず るは 
天下の見易き所な'*^、 然るじ自ら謬6て其是非をみ明すること能は さるは衆邪么を. 
陸賈 S 學  1110 九 
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誤れは をろ 

衆 邪の 入 去を 誤る こと 實に斯 の 如く 甚 しき 者 あ- 。なに 二世は 鹿を 見て 馬と し 曾 母は 
巧を おじ 垣を 踰 ぇて 走れろ、 意に 阿ら 寶に從 ふ 者は 蠢 邪の 言を ろ、 巧に 逆； 5 意に をは 
さるは 忠良の 言な ろ。 人 ませ 美に 惑 ふて 菩 言の 良藥 なる を覺ら ず/人君 賢 良を 特て補 
なと 爲ず ベぅ-を 知ら さるに 非す。 しかを 其 賢 良と し 其方 おとせる 所、 多くは 蠢 邪なら 
ざるは 無し、 これ 皆 化 惑の 爲 なら。 寮僖朝 化を すれは お 賢皆聲 化隱れ 、天下 傾覆せ さ 
らんと 欲ず る も 得べ からず。 おは 正邪を 辨す るの 道は 先つ この 惑を 打破す る 化 巧ら。 
(二) 法制 

巳に 仁義を 巢 とし 賢 良を 杖 とせば 天下の 治 お期して 待つべし。 而 して 如何なる 法制を； 
か 施くべき。 術 事篇に 曰く、 

萬 世 不易 法、 を 今 同が 綱 

巧 下を 洽 むる 所な の 法制 祀 綱は 萬 世 不易なる もの あ i て存 す。 义 王は 東夷に 生れ 大焉 


は® 売に 出つ、 お 殊にして 地 もホ遙 に隔れ ろ、 され ども 法制の 大ま 意に 至ら y はが I 
な 6。 其 細目の 如きは 時化よ ろ處 によ々 て異ら さるべからず、 之を 譬 ふれは 良馬は 獨 
ら驟鹽のみに非ず、 利獄は惟じ干將のみに非ず、 美女は獨-^>西施のみに非ず、 忠臣は 
獨ら呂 望の みに 非ず、 書は 必ら ずしる 仲 おの 巧に 起らず、 藥 は必ら ずし も扁 鶴の 方 
じ 曲て さるが 如し。 唯 天則に 合 ふるのは なて 法と 爲 すべく 時勢に よらて 權行 すべさな 
ろ。 思 務篇に 曰く 

天地に 法ろ て 其 事を 制し、 世の 便じ 因ろ て 其 義を設 く、  ‘ 

と 則 も 彼は 萬 世 不易の 大綱 頼を 認 むる と共に、 時勢に よろ て變通 ある 可， を 認めた る 
な-®'。 唐 ホな 後に 巧ろ て尙 井田の 法を 說 くが 如 さは 恐らく 彼の】 笑に 價せ ざるべし。 

写一) 理想的 治世、 

彼の 理想的 至 治の 世は 果してい かなる ぺ含 か、 則ち 無爲 にして 化する じあを。 無爲 
篇に 曰く、 

陸 賈の學  一一 一二 
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夫れ 道は 無爲 ょち 大な るは 無く、 巧は 謹 敬ょ ろ 大を るは 無し。 何を なて か 之を 言 
ふ、 昔虞舜 天下を 治い るに 五線の 琴を 彈じ 南風の 詩を 歌 ひ、 寂然と して 國を 治む る' 
の 意 無き か 若く、 漠 として 民を 憂 ふるの、 む 無き か 若し、 然して 天下 治まる。 

义至 德篇に 曰/、、 

君子の 治を 爲す や、 塊 然として 事 無き が 如く、 寂然と して 聲を 含が 如く、 官府 吏 無 
5 が 如く、 亭落民 無き が 如く、 間 里 巷に 認 へず、 老幼 庭に 愁 へず、 近 & 者は 議 する 
所 無く、 遠き 者は 聽く所 無く、 鄰驛 夜行の 吏 無く、 鄉闆夜 名の 征 無く、 犬 夜が へ 
ず、 鳥 夜 鳴かず、 若者は 堂に 息 ひ、 T 壯者 田に 耕 おし、 朝た 在る もの 君は なに、 家 
は 巧る 若 親に 孝な ろ、 是に 於て 善を 賞し 惡を 詩して 之を 潤色し、 辟雍库 巧を 起して 
之を 敎 韻し、 然して 後 賢愚 議を 異化し、 廉鄙 科を 異 はし、 長幼 節を 異にし、 上下 差 
あら、 强 熟相扶 け、 小 大相懷 き、 貧卑 相承け、 嫣 巧相隨 ふ、 言は ずして 信 あち、 怒 
ら ずして 威 あ •り、 赏發甲 利 お 深 刑 刻 法を. 恃ん で、 朝夕 切々 として 後 行 はんや。 


.JO 見るべし、 隧賈は 儒家の 思想を 本と すと 雖も尙 秦漢の 際の】 般 思潮に 洩 る、 こと 能 
はず、 秦の 苛政 化 困み て 簡易 直截を 喜ぴ 、老灌 無爲の 道を 尊崇した らし 面影 か瞧 然と 
して、 この 至 治の 世 中に 現は る、 に 非ず や。 

結論 

之を 耍 ずるに 陸黃 は學者 じあらず、 故に 其學說 としては 何等の 哲學 的を 察 ある こと 
無し、 儒家より 出で 縱 横の 流を 汲み 老莊 の學を 瞥見せ る】 政論 家に 過ぎ ざれば なろ。 
然が ども 廳 傲なる 高祖を して 節を 屈して 善と 稱 せしめた るが 如 さ、 引て は漢】 代の 文 
逢 開 おに 輿つ て 力 あらしが 如き、 ホ 豪傑の ± と いふべ 参を A。 
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王 充の學 

I 事 積 

乘漢 、が 元年 間にを ろて 能く 書を 著は して】 家 言を 爲 せし 者は。 ち符 、伸長 統 及； 5 王 
壳の 一一 一子な ろ、 而 しで 充 最も 珍と せらる 

壬充 字は 伸 巧、 會稽上 虞の 人な ろ。 光武 建武 S 年を なて 生る、 (西曆 紀元せ と 年) かお 
たらしょ ら嬉鐵 する に狎悔 をが をず、 傅 輩がん て 雀を 探ろ 禪を捕 ふれと る、 充 獨ろ肯 
せず。 父誦之を奇とす六歲にして書を習ふに恭順禮敬大人の如し八才化しv^書館に上 
るに、 兒童皆 或は 過失 あるか 爲じ 或は 書の 醜なる か爲に 鞭げ たる、 而て充 獨ろ書 日は 
進み 又 過失な し。 後 京都に 到ち て 業を 太學に 受け、 扶 風の 班處化 師事し 博覽を 好みて 
章句を 巧らず、 家 貧 ふして 書 無き をな て 常に’ 络 陽の 書肆に まら 其賣る 所の 書を 閱 し、. 

.一見 すれば 輒， r 記憶す 遂に 廣く衆 流 百 家の 言に 通ず。 後鄉 里^ 歸 6 お居し y 敎授 す。 


♦ 


其論說 始は說 異なる が 如くに して 終に 理實 あち。 な爲 らく 俗儒 文を をら て 多く 其眞を 
失 ふと。 乃 も 門を 閉も 思を 潜め 慶弔の 禮を絕 も、 巧 儒墻壁 じを 刀 筆を 置 さ 得る 所 あれ 
ば 巧ら 之を 記し、 論衡 八十 お篇 二十 餘萬 言を 著は し、 物 類の 同異を 釋し時 俗の 嫌疑を 
化す。 刺を 董勤 辟して 從 事と 爲し治 中に 轉 ず。 章 和 一一 年辭 して 家に 歸 る。 友人 同 郡の 
謝 夷吾 上書して 充を薦 あて 曰く、 充の天 ネは學 の 加 ふる 所に 非す、 前世の 盈顿孫 卿' 近 
漢の楊 雜劉向 司 馬 遷と雖 も 過 •くる こと 能は さるな ろと。 肅宗 特に 詔して 公 車を なて 徵 
せし も 病て 行か デ。 年と 十髮 白く 齒 落ち 志 力衰耗 する に 及んで 養性嘗 十六 篇を作 i、 
嗜 欲を 節し 神を 養 ふて 自らを る。 永 元 中 病で 家に 卒す。 

著書、 

論衡 八十 五篇 

今 招致 一 篇を闕 き、 をず る もの 八十 四篇 なち。 對作篇 は 聖賢の 書 皆 止を 得ず して 作 
れ るを 述べ 見 論衡の 作る 所がを 記して 
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論衡 者、 巧 T な絳 -- 輕重之 言 M 心， 眞 僞之ぞ 化、 非 __苟 調 文飾 辭、 爲-杳 偉之 觀 •化 
といへ ろ。 盖し衡 はを をち、 輕 重を おす 巧が をら。 王充此 書を なて 衆論の 是罪 曲直 
騷 然として みつをき 者を 平にす る こと、 衡を提 V- 雛鍊を 權らて 失は ざる か 如くなら 
しめんと 欲す。 其 抱負の 大 なること 見るべし。 蔡營吳 じ 入て 始て化 書を 得て 秘 おし 
y 談助 となす。 時人 豐の異 書を 得た るかと 疑 ひ、 或 人 其 帳 中を 搜 求し V が I 銜を 得、 
數卷を 持 も 去る。 營 之に 了 寧して 曰く 唯 我と 爾と 之を 共に せむ、 廣 むる こと 勿れ 
と。 其 後 王 蘭 會稽の お 夺と爲 ろ、 又 之を 得たち、 許 下に 還る に 巧んで、 時人 其才の 
進める を稱 ず。 或 曰 < 異人を 見し に 非 すん は 當に異 書を 得し をるべし と。 是化 由て 
世に 傅 ふ。 今 之を 讀 むに 實に充 の 博 覽多識 なる を 察ず るに 餘 あろ。 充 の學說 は專ら 
化 書は 由て 見るべし。 

養 性 書 十六 篇 

論衡自 が篇化 記ず る 巧に ょれば、 充 と十才 はなんで 氣力衰 おして、 萬ら 性 命を 巧 養 


せんと 欲し 其 法を 錄し 此嘗を 作れる が 如し。 自が篇 に 曰く。 

養レ氣肖守、 適食則酒、 閉^明塞，聰、 愛^精自お、 適輔，，服藥引導；^ 庶冀性命巧レ延 
斯鑽不^老、 旣晚無，還、 靈^書示，後、 

といへ A。 彼は 晚年 じ まろて 當時 一般の 風潮に 免れず、 服藥 神仙を 求めん とせし 遵 
家 奢 流 化 傾 さたる には 非る が、 隋 嘗經籍 おな 下 皆 之を 載せず、 佚す る こと 旣じ 久し 
く、 今 其詳を 知る k 由な し。 

護 •俗 節義 十二 篇  . 

政務 之 書、 

後漢壽 本 傳に錄 せず、 自紀篇 に 回く 

俗性貪^進忽^退、 牧^成棄^敗、 充升撥在^ぶ么時、衆人犠附、廢退窮居、舊故叛去、 

を = 俗人 么寡恩 r 故 閑居 作 =議 俗售義 十二 篇； ^冀 俗人 觀 k 書 而良覺 、故 直 露 其义 
集み 1 俗言： 
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とい ひ 又、 

充旣疾 __ 俗情 r 作， _ 謙 俗 之 書： 义旣 T 人君 之な、 徒 欲， 治， 人、 不： .得 _鼓 を- 不 庭.！ 
其務 ： 慾 情 苔 思、 不*睹 知 話、 故 作-政務 之 書^ 又 傷。- 僞書 俗文、 多不 U 實誠 r 敢 
爲 II 論衡之 書- 

と いへ  ろ。  是 等の 書 今 皆 傅 はらず。  其詳を 知る に 由を し。 

二擊說 
一、 本體論 

王充は 一元 氣 をな y 宇宙の 本體 とを せろ。 萬 物 之 生、 皆 琴 一元 氣~  (言 毒篇) と、 これ 
其 根本 思想な ろ。 この】 元素は いかにし y 天地 萬 物を を 生ずる はま々 しが、 論巧篇 化 
隆 陽の 氣 凝つ y 人と 爲 ると いひ 义齊 世篇に 

1 登 I、 I が， 熬 、穀赛 、繫； ？1。 氣 r 

.とい S、 自然 篇じ又 之を 詳說 して、  ’ 


夫 天 覆 一 於 i 上、 地 偃^ 於^ 下、 下氣蒸 上、 心氣 萬 物 自生 = 其 中間 _ 矣、 

といへ ろ。 卽 も】 元氣が 分れて 陰陽 0^ 二と なろ、 挽 言 すれば 天地の 二と を 气二氣 合 
乂て萬 物を をず とを せろ。 而 して 訂兎篇 に 曰く、 

夫人 巧- 1 が 生， 者 陰陽 氣 也、 陰 氣生爲 骨肉；^ 陽 氣生爲 精神 叫 
陰陽 二 氣を說 く觀は 易 じ本づ 含、 二 氣を骨 巧と 精禍 とじ 分說 せし は 蓋 古 巧の 魂魄の S 
想に ょる。 然れ ども 彼は この 一元 氣 がか 何に して 天地 陰陽の 二氣じ 分る、 ことを 得し 
か、 二 氣の關 係 如何 等の 疑問に 就て は、 何等の 詳細なる 說 明を 與 ぇざク さ。 

人と い； 3 软と いふる 其の】 元 氣を禀 くるに 於て は卽 一を な。 なに 曰く 人物 化 (IUI) 
と、 而 して 其區別 ある 巧 0 の 者は 何 どや。 辯 祟篇に 曰く、 

夫傑髓 一一 育 六十、 人爲 ，乏 長； 人物 化、 萬 物 之 中、 が が 於 化、 

と 知的 作用の 有無を なて 人と 物との 區 別を 認めたら。 然 らば 何故 じこの 人物の 別を 生 
じ、 且は 人に 賢 猿の 差を 律す るに まろし か、 卽も多 か、 厚薄、 和 偏 じょる のみ。 齊世 
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偷 に、 

夫 天地 氣 和、 卽 生， ~ 聖人 f 

'とい ひ、 自然 篇 に、 

至德 純渥么 人、 禀- ，天 氣多啟 熊 則-天 自然 紙驚嘉 不霉 i 徳； 不レ 似-- 一た 

地 f 营二不 曾 末 ぉ 者不似 化、… •影 卽議、 I を^ レエ、 y 賢 L、 が齡 

といへ々。 而 して 何故な 禀氣の 差等を 生ずる に 至らし かに 至ろ ては、 遂に 何等の 懿明 
をも爲 さず。 

二、 性 論、  - 
性 論は 盡荀が 後の 大 問題な A、 世 硕あ子 賤漆雕 錦を 孫を 子の 徙は皆 性に 善 あ 6 惡あ 
らと說 含、 吿 子は 性に 善惡の 分を ろ， こと 譬 へば 水の 東西を 分つ 無 さが 如しと 說 さ、 劉 
モ政陸 賈の如 さを ホ 之. に 論及し、 董仲舒 は 陰陽を がで 說さ據 雄は 性善惡 混と 論ぜら。 
然れ ども ホ だ歸】 ずる 巧を 見ず。 王 充卽も 率 性 本性の 二篇を 著は して 詳じ 之を 辨ぜ A 


其 論は 曰く、 

人は 出 ハに】 元 氣を禀 く、 然れ ども 厚薄 少 多の 別 あら、 故に 性に 善 轟 賢愚の 差 あろ、 
猶 九州 田 ± の 性善惡 均から ずして 黃 赤黒の 別 上中下の 差 あるが 如きを も。 性の 善 憩に 
關 せず、 十五 才な 下の 兒 童は 譬 へば 練絲の 藍に 染 むれば 靑 く、 丹に 染 むれば 赤くなる 
が 如し、 性善變 じて 惡と なるべく、 性惡變 じで 善と なるべし。 唯 漸染の 如何に あるの 
み。 堯舜の 民は 比屋 封ず ベく、 榮 がの 民は 比屋 詠ず ベく 民を なめずして 然 み、. 卽其 化- 
は をろ て 性に 巧らざる を 知るべし。  肥沃 禱满は  ±  地の 本性な ろ、  深 餅細娜 厚く 糞壤を 
加 ふれば、 禱确の 者 も ホ 稼樹豐 茂なら。 ± 地 高し と 雖も鋪 をが て 削ら ば 低から しむべ 
く、 山中の 鐵も 鍛錬せば 利义 とならむ。 况んや 人は 五常の 性を 含めら、 賢 聖ホだ 之を- 
鍛鍊 せざる のみ、 性の 不善を 患 ふるに 足らざる なりと。 (I 陋) 

王充は 本性 篇に 於て は 古 巧の 性 說を歷 史的に 叙述し、 其說を 批判し がて 自家の 說を 
確め た 6。 其 硏究の 方法 極めて 見る 巧き 者あク 。然れ ども 其 本性 論が 猶不完 をに して 
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そ 盾 多き じ 至ろ ては 爭 ふべ からざる 者 あろ。 今 數步を 譲らて 性化馨 あらと 假定 せんに、 
性惡 なる 者い かて か 五常の 性を をい (率 性) 換言すれば 五常の 性と なら 得 巧^ 萌芽を な 
する ことを 得ん や。 彼が 敎 育の 絕 對的價 値を 認めた るは 卽 よし、 然れ どる 查然 性惡の 
者 とせば いかにして 化して 善と なち 得べき か、 我 之を 想像ず る こと 能は ざるな り。 こ 
こじ 注意ず ベ 含は 禀氣有 = 厚薄^ 故 性 有 二 善惡 一也 (率 性) とい 气义人 之善惡 、お ニー 
元氣 U 现を二 多少 T 故 性 有-- 賢愚- (率 性 一と 論じた る ことな々。 これ 本 よら 彼の 本體 論よ 
ろ當 然演釋 せらる べ& ことなれ どる、 巧 儒の 氣禀說 は 早く 已に 王充の 道破せ し 所る る 
を 記ず べきな ろ。 

一二、 倫理 說、 

蓬 麻の 中に 生ずれば 扶 けずして 自ら 直く、 白 紗總に 入れば 染めず して 自ち 黒し と 
は、 習 ふ 所の 善惡質 性を 變 易す るを 云 ふな 6  (I 機) 摩は 卽 て" 性を、 治れ 德を 成す 巧な を 
ら 。譬 へば 穀の 始めて 熟する を 粟と い. ひ、 之を 春き 其规 織を おろ、 么を繫 けば 卽も飯 


となろ， 甘巧峻 ふべ し， 粟 ホ だ ホと ならず ホ ホ だ 飯と なら ざれば、 食は と卽ら 人を 傷‘ 
ら む、 人 Q 學ば ざるは ホ だ 猶穀の 飯と 爲ら ざるが かし。© 人性 A と 善 惡を必 らず陶 
治 修養を 待たざる 可から ず。 故に 自然 篇に 曰く 
人道 有 __ 敎訓么 義^ 

と。 然れ ども 天地 氣を 合は せて 人 自ら 生ず、 猶 夫婦 氣を 合せて モ 自ら 生ずる 如し (I 画) 
天地 意識的 化 人を 生ずる 化 非ず と雖 も、 人が 已に 天地の 氣を禀 けて 發生 せるな 上は、 
當然 天地の 無爲 自然なる に 做は ざる 可から ず、 禀 氣薄少 じして 道 德に遵 はず 天地に 肯 
さるものは 卽 もを 爲 にして 失敗を 招く を 免れず、 かの 苗の 長ぜ ざるを 閔 へで 之を 助長 
がしめ たる {水 人の 如き 卽 これる ろ。 若し 夫れ 黃帝 老子の 如きに まろて は 賢の 純なる 者 
をら。 (1) 

黃ち之 操、 を 中活灣 、其 治無爲 、あ^ 身お^ 己、 が 陰陽 自 和、 無^、 む- •於 爲^ 而物自 
化、 無.意--於ま 而物^21成。(|) 
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易 曰、 大人 輿 U 天她 ，合 二其德 ，と。 無爲 自然にして 天地と 其德を 合する に 至つ て 其德添 
達る Q 

ち 充は是 k 至つ て 自然 ま 義を說 き 無爲を •里 張せ ろ、 卽も漢 代 一般の 風潮と 同じく 道 
家の 思想を 重んじ 老子を 奪崇 する こと 至れろ。 自然 篇に 

な- 1 孔子- 爲 k 君、 顏淵爲 レ 居、 尙夕 能， I 議吿 ：況梦 老テ資 君、 文モ 资臣 乎、 がが 
文 子、 似 _ ，天地， 者 化、 

といへ るが 如き、 卽も 老子を なて 孔子ょ ろる】 頭 地を 拔 きたろ とせし を 見るべし。 

四、 宿命 說、 

ち 充の學 說中最 著しき 者は 極端なる 宿命 說 をろ。 彼は な爲 らく 人生の 幸 不幸 遇不 S 
.はか 論、 死生 壽夭 貴賤 奪卑 、一として 宿命に あらざる は 無しと。 開卷 第】 逢 遇 篇に先 
づ 喝破して 曰く。 

，操行 有 U 常 賢 r 仕宫無 _ ，常 遇 r 賢不 賢才 化、 遇不遇 時化、 


因て 古今 幾多の 聖賢の 遭遇を 擧げ 、終に】 場の 說 話を 引て 曰く、 

. 昔周人、 有，仕數不遇、 年老白首、 泣_,涕於塗，者い 人或問^之、 何爲なず、 對曰、 吾 
化數 不遇、 自傷 _ ，年ち 失， 時、 是な泣 也、 人 曰、 仕 奈何 不， ，一遇， 化、 對 曰、 吾 年少 之 
時、 學^爲.-文、 文德成就、 始欲__仕宦^  乂君好用^老、 用^老まじ、 後ま义用^武、 吾 
更爲 ，武、 武節始 就、 武ま 又た、 少ま始 立、 好 用，， 少年 7 吾 年义老 、是な ホ =嘗 一遇， 
化、  • 

人生の 遇不遇は を然 宿命に して 人力の 之を 如何と るすべからざる を 述べて 遺憾な しと 
いふべ し。 人 礫 磯の 群 上を 巧く 化、 或は 足下に 死す る 者 あろ、 或 ば圣活 傷らざる 者 あ 
ろ、 人 吿の幸 不幸 も 亦 之に 異ら ざと なら。 (幸 偶) 況んや 人の 世に 處 ずるに 當 つて 鄉里 
に 巧ろ ては S 累 あ々、 朝廷に 巧ろ ては S 害 あろ、 古今 才德の 人 多く 之に 遇 ふ。 一二 累と一 
は 何 どや。 

• 】 曰、 凡人操行ス|,能_|愼擇^友、 友同ム恩篤。 異ふ疎薄、 疎薄怨恨、 毀-~傷其巧叫 
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•一1曰、人才窩下、不苗貼=釣同-同時並進、高者得^榮、下者漸憲、敷=傷其巧- 
一二 曰、 人 之 交遊、 不 ，能 = 常 歡：歡 則 相 親、 忿則 疎遠、 陳遠 怨恨、 製 = 傷 其 巧 T  (累寄 
篇) 

ご 一善とは 何 どや 

I 曰、 位少人 衆、 仕者爭 進、 進 者 寧， 位、 見， 將巧毁 、增が 傅 致、 將昧不 ，明、 然， ，納- 

其 言 r 

二曰、 將吏異^好、 淸濁異，操、.淸吏增_~郝々之白7 擧，_渭々之言7 濁吏懷_~慕恨^ 徐 
求 __ 其 過： 因。 繊微之 謗 r 被な U 罪 罰 r 

一二 曰、 將或幸 佐 吏 之 身 T 納_~ 信 其 言 r 佐 吏 非 淸節 r 必拔 ，人 越， み、 を， _ 失 其 意 7 毀 
会 過， 度、 淸あ之 仕、 抗 U 竹 伸， 态 、遂爲 ，所， 僧、 聲二 傷於將 r (累審 篇)、 

其 まだ 進まざる や 一二 累 あろ、 己に 進 用 せらる、 や I 二 害を 蒙む る、 難い かな 免れん ろ 
i •而 して 王充は 化て 是 等を なて 命と るせ ろ、 


命 祿篇に 曰/、， 

化 人 姐 偶 巧 遭 累害 r 皆を^ 命 化、 を U 死生 壽夭之 命 r ホ 有 _ ，貴賤 貧富 之 命 T 
几 も 首 目 あるの 類 含 血の 屬命 あら Vo るは 莫 し、 命 貧賤に 當れば 之を 富貴 じすと る猶禍 
.患に 遇； 5 命 富貴に 當れぱ 之を 貧賤に すと も猶禍 患に 逢 ふ。 才 高く 巧 障く とも 必ら ずし 
ネ 富貴なら ず、 智 寡く 德 薄く とる 必ら ずし も 貧賤なら ず、 其寫 貴なる じ當 つては 神助 
あるが 如く、 其 貧賤なる に當 つては 鬼禍 あるか 如し。 これ 皆 命な ろ。 人力の 如が とも 
すぺ からざる 所。 於に 命 富貴 なれば 求 巧ず して 自ら 到ろ、 命 貧賤 なれば 除かん とずる 
乂不 巧な 彼は 更に 一步を 進めて 人生の 貴賤 貧富は 化て 天上 巧の 星 位化關 係す る 
着と なせを。 命 義篇に 曰く、 

天を =巧 官 r 有 >_ 衆 星 f 天 施， 氣而衆 星 巧， 精、 天 巧， 施氣 、衆 星之氣 、巧 __ 其 中 _矣 
人禀 ，氣而 生、 含， 氣而 長、 得， 貴 則 貴、 得， 賤則賤 、貴 或秩を = 高下 f 寫或貨 有 多少 t 
お 盧位普 卑小 大之 巧， 授 化、‘ 
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前にる 云へ る 如く 死生 壽 夭る ホ 命に かならず。 (Ig 覇 I) 然れ ども 么を 詳說 すれば 分つ 
て 二 品と なすべし。 何 どや 
一 曰 所 當觸値 之 命、 

..二 曰 疆弱壽 夭 之 命、 

巧常觸 値とは お 燒壓溺 を 云； 5、 疆弱壽 夭とは 禀氣の 摩 薄を 云 ふ。 前者は 偶發的 をれば：. 
其 期を 云； 5 難し、 後者は 卽 ら巧歲 をな て 期と なすべし、 夭死す る 者は 化を 祟 氣の薄 さが 
爲 のみ 霉  • . 

•而 して 此 等の 命は 必ら ずし も 知 6 難 さを 患へ ず、 彼の 考に よれば、 命の 吉凶は 內 外‘ 
二 面よ 6 察知す る ことを 得べ し、 外は 吉驗 となろ て 地に 表 はれ、 巧は 骨相に よ々 て 其 
表 候 V 知るべし。 吉驗篇 に 曰く 

凡人 禀- 一貴 命 於 天 r 必 有.- 吉驗- 見 U 於 地 r 見 _i 於 地^ お 有-天命 _ 化 、驗見 非， 一、 或、 以 
•_ 人物 r 或な __ 蘭祥 r 或な „ 光氣 r 


.を 巧 幾多の 例を 歷擧 して 吉驗 なる 者を 證 せろ。 又 骨 巧篇に 曰く、 

人曰命難^知、 命甚易^知、 知，之惊用、 用--之骨體： 人命禀，，が天： 刖有，表，，候於體7 
察 _ ，表候 ，巧知， 命、 猶 t 察， ~ 斗 解， な 知み を矣 、表 候 者 骨法 之 謂 化、 

.こ、 にも ホ 古 巧の 例を 引て 壽夭 貧富 悉く 骨法に ょろ て 知る ベ さを 證 せを。 

彼は 巧に 墨 家の 無 命 誘と 儒家の あ命說 とを 擧げて 之を 辯 じ、 又 S 命說 を辯駭 せろ。 
其 こと 命義 篇に詳 をろ、 今 其 嬰を 摘ま 0。 

無 命 論者の 論據 とする 所に 曰く。 昔歷 陽の 都は 一宿に して 沈んで 湖と なち、 秦將白 起 
，は趙 の 降を を 長 平にが し 四十 翦衆辟 同時に 死せ ろ。 かくても 猶命 あらとい ふこと を 得 
ぺ きか。 を 命 論 若は 曰く、 これ 卽 もが 命なる 所がな ち、 命 溺死ず •へし 故化歷 陽に 相 集 
達れ ろ、 命滕 死すべし 故に 同じく 長を に 降れろ と 

壬充 之を 論じて 曰く、 歷 陽の 都 男女 おに 沒し長 平の が 老少 並び 埋 い、 萬數の 中必ら 
ず 長命に して ホ だ 死す ベから ざら し 者 あろし ならむ、 時の 衰微に 遭 ひ お 革 並び 起ろ 其 
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’壽 を查 ふす る ことを 得ず、 一 國 悉く 鱗 ゆれば 其間必 らず祿 盛に して ホ だ衰ふ 可から ざ 
る 者 あらむ、 これ 國の 災禍に か、 れ ばなら 故に 國 命は 入 命に 勝ろ、 壽 命は 祿 命化隊 
ると。  ， 

次に S 命とは 何 どや、 

一、 お 命 
一一、 隨命 
ご 一、 嫂 命 

お 命とは 本禀の 自得す る 者、 卽ら 本巧吉 にして 求めず して 福 自ら まるを 云 ひ、 隨 命と 
は 勤 嫂 努力 すれば 福 至り 情欲を 縱 じすれば 凶禍 至る を 云り、 遭 命とは 巧 善 化して 意 か 
にも 凶 禍じ逢 ふを 云 ふと。 これ 所謂 S 命說 なろ。 王充义 之を 辨 じて 曰く、 凡を 人の 命 
を受 くるは 己に 父母 氣を 施す の 時化 在ろ て 吉凶を 或れ ク 、夫れ 性と 命と じ 異れク 、操 
.巧の 蕃惡は 性な ろ、 禍福 吉 のはが な， CN。 或は 善を 巧 ふて 禍 ぉ得る ぶこ^を 證 にして を 


の なれば なろ。 或は 惡を行 ふて 福を 得る はこれ 性惡 にして 命吉 をれば なら。 命吉 なれ 
ば 善を 巧は ずと 雖もホ だ必ら ずし も 福 無くん ば わらず、 命 凶 をれば 巧シ勉 いと も 未だ 
必ら ずし も禍 なくん ば あらず。 恣 妬莊廳 のの 暴 じして 壽を なて 終らた るシ見 ば、 隨命 
の 說其驗 無&を 知るべし。 顏淵化 牛の 賢に して 或は 夭死し 或は 惡疾 にか、 れク 、隨命 
の 福を 得べ くして 反つ て 遭 命の 禍 あるは 何 どや。 隨 命と 遭 命とは 畢黃兩 なすべ から ざ 
るなら と。 璋 

王充深くお命說を信じたク、 なに坦蕩お淡怨尤する巧なく、 不二貪^進な自巧^ 不に 
，憩， 退が 怨 r 人、 同 二を お •而齊 二死 生 r 釣-- 吉凶- 而】 こ 敗 成- (卽) の 境界に 到達せ ろ。 化し 
彼の 命 論は 人を して 命の まを 負んで 息愼 ずる 巧な く、 命の 凶に 屈しで 努力の 精神を か 
らしめ、 恐るべ.5^憩結果を生ずるじ至るべし。 論の當否は云はずとネ明化して、 宗敎 
的偷理 的の 熟れょ 6 見る る 皆 取る 可から ざるな ろ。 

五 迷信を 駭 ず、 

壬 売の 學  一二 一ー ニ 
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論 衡の馨 は 其 名の 示ず が 如く、 衆論の 是非 曲谊 紛然を るを 辯 正す る 所がなら。 而し 
て當 時の 迷信に 就て は 特に 急懼 なく 之を 辨じ •其 言 痛快を 極む。 九虛 、一二 曾、，, 加 ぁ、 
計 鬼な 下の 諸篇 、皆 世俗の 久しく 惑 ふて 覺る 能は ざる 所を 明に せろ。 今 其 重なるを を 
擧げて 其】 斑を 示さ 0。 

甲、 天人の 關 係、  ‘ 

天は 下 萬 民に 照臨す* おに 善を 行 ふ 者 化は 福 ま ろ、 惑を 爲す 者には 禍來 る。 禍福の 
應は皆 天な ろ (福 虐) 。若 夫れ 人君は 天の 特に 寵 して 億兆の 君師 とならし むる 者 なれば、 
夫 常 化駿視 し、 聖王 起れば 鳳 風 麟麟の 瑞祥 あろ 五 風 十雨 其 時を 失は ずな て 之を 褒す 
(211)。 然れ どを 人君 政を 爲 すに 道を 失 ずれば、 天災 異を 降して 之を 懿吿ず (淵 g)。 其譜 
告 必ずし を 同】 輸に 街ず 雷は 天の 怒を み、 寒 媪は其 書 おな ろ 其 他 古來の 變怪妖 
異  一* は列擧 すべから ず、 而 してな めざれば 災其身 化及ぷ 、異を 先にして 災を 後に する 
は 先づ敎 へて 後 之を 談 する の義 なら (講吿 )0 故に 韻 然改俊 德を修 むれば 災異も ホ 化 


む、 人君は政をがて天を動かすことを得るを6(||)。と、 これ巧謂儒家の套語な.0^0 
王充は 之を 辯駿 して 曰く、 化 も 人の 窮達 禍福の 至る は、 をを 大 化しで 則 も 命な々、 之 
を 小に し. ては 則ら 時な 6(1)。 古 ホ 禍福 應 報の 傅說を をす 者は 皆虛 を々 とて、】々 其 例 
を 擧げて 之を 辯證 せら 聖 王の 德化 非れ は 鳳凰 牒騰を 致ず こと 能は ずと、 此言妄 なろ。 
文 王 孔子は 仁聖の 人な ろ、® を 憂 ひ 民を 爛 みて 利害を 顧みず、 故に 拘 厄の 禍に遭 ふ。 
而 して 鳳 K は獨ら 能く 自ら 其 身を 查 ふす、 其 深謀遠慮 聖人ょ ろ 賢れ ろと 爲 すべさ か、 
春秋 じ 曰く 西 狩 獲麟と 衰魯に 田で、 身を 敕 すは 何 どや。 且つ 鳥獸の 知は 人と 通 ぜず何 
をが て國 のを 道と 無道と を 知らん や。 廣大 なる 天い かんだ 言語 通 ぜず情 指 達せざる の 
細 物を 使 ふべ なピ 、物る ホ 天の 使と なる を 得ざる なろ (指 瑞) 。譜吿 の 如 さ最笑 ふへ き說な 
ら 。天道は 無爲 自然な ろ。 もし 人を 講吿ず とせば これ 有爲 にして 無 爲に菲 ずと いふべ 
し。 天の 災異 ある 譬 へば 人の 病 あるが 如し、 化 豚 不順 なれば 疾病 生じ、 風氣 知せ ざれ 
ば災異 あろ。 災異 あれば 天闕 政を 譜吿ず とせば。 疾病 あら ば灭復 人を 謎を すべさ か 
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(籠 吿) 。天は 至 高大な ち 人は 至 卑小な*®' 人の 天地を 動かず こと 能は ざるは 瓣磐 火の 鼎 
を 焚く 能は ざるが 如し (麵) 。之を 要するに 天人 密接の 關係 あろと 爲 すは 皆妄說 なろ と • 
彼は 天の 人事に 輿ろ 知る 龍は ざるを 辨 ずるに 卑近の 例を なて して 曰く、 論者 曰く 天は 
窩に處 ろて 卑に聽 くと。 今假 ろに 录 をな て 耳目を 備 へたる 者と せんに、 化て 耳は 首に 
あら、 天の 人を 去る こと 數萬 里に して、 其 耳目 極めて 高遠を ろ、 いかで か、 人事を 察 
する を 得ん や、 之を 譬 へば 人 樓臺の 高に 上れば、 地上の 縷犧を 察する ことを 能は ざる 
か 如くな らんの み。 天を がて 氣な ろと せんが、 氣は 雲煙の 如し、 をん どょ く 人の 辭を 
聽 かんや (變 虛) と。 

然らは 能 湯 大亭に 遭 ふて 自ら 責 むる 化 五 過を なて して 雨を 祈々 しは 何 どや、 春秋に 
巧謂大 零して 雨を 求む るは 何 どや。 成 王 周 公を 疑 ひし 時 疾風 雷電 あろし は 何 どや。 將 
义忍 雷風烈 化は 孔子 必ら ず變ぜ しは 何 どや。 もし 天人の 蘭 係 無くん ば 古聖 先王 何故に 
斯の 如くを る。 これ 當然 おろ 巧る 巧 さ 疑 巧な ろ、 王充 之を 辯 じて 曰 <、 


陰揚不 k 和 災變發 お、 或 時 先® 遺を、 或時氣 自然、 卽 新、^^^^ 心、^^ 斬 
惡徵 、何一^ ま 乎、 引 レ 過. DU 責恐有 レ 甲 軟 こ^ 磬 方-新が 3 賢が-- が、 (感 類) 
旱は 湯の 爲じ まらず 雨は 自ら 責めし が爲 じあらず 自然の 氣 のみ 0( 感 類) 祭らざる も ぉ 
然として 自ら 雨 ふろ、 求めざる も曠然 自ら 曝す。 零は 民の 望を 慰む る 所な、 孝子 慈 巧 
の 病 化 益 無 さを 知る も卜 鑑祈禱 ずるが 如きな々。 且つ 零の 祭る が、 天 か 神 か 雲 雨の 氣 
かは た 泰山 か。 笑 ふべき の甚 しきな ろ (I) 疾触 迅雷に 變 ずるは 天地の 激氣を 敬ず る 0 
み、 雷電の 變じ當 々て 成 王の 畏懼せ しは、 疑惑の 念 あるに 當 i て 物 類に 感ぜし のみ、 
皇天 大 雷雨を なて 之を 責 いると いふは、 未だ 其實事 あるに 非るなら (g) 

乙、 鬼神 

ffi 人智な 爲 らく 人 死 すれば 鬼と なる、 寃枉 をな て强 死せ る 者は 其怨を 報じ、 鬼 或は 
德を 報ず、 例 落杜伯 《鬼は 質呈 をが ク 。塞 《鬼は 上帝 K 乞 ふて 晋を 罰し、 或は 
草を 結んで 恩人 化 巧 名を 獲 しめたる の 鬼 あるか 如 さ、 义武 王の 疾 あらし 時 周 公 祈 祭し 


王 充の學 


己ー ニ 五 
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て 曰く、 

予仁齊考、 能多才多藝、 能事_|鬼神^ 乃元孫、 不^を，旦多才多藝，{^) 

周を の 葬 化して 鬼神を 稱す るを なて 見れば、 其を 巧は 決して 疑 ふ 可から すと。 (瓶') 
王充 之を 辯 じ V 曰く、 人は 赖 なら 物 も 亦 物な ろ。 物 死して 鬼と 爲ら ざるに 人 死して 
何ど獨 6 鬼と 爲 らい や、 化 も 人の 生ける 所な は精氣 なろ、 精 氣は施 膝に ょらて をず、 
人 死 すれば 命脉竭 さ、 隨 つて 精氣滅 ひ、 形體砖 敗して 灰と なる。 之を 譬 ふれば 氣の人 
を 生ずる は猶 水の 氷を 生ずる が 如し、 氷 凝つ て 氷と なり、 氷釋 くれば ホ 水と なる、 氣 
凝つ て 人と なら、 人 死 ずれば 氣化復 る、 之を 觅 神と いふ 其 名の 異 るを なて 知 あ クて禍 
害を 爲 すと ずるは 誤れろ。 故に 曰く 

人ホ^生、 巧，~元氣中^ 旣死復，_歸元氣，：：人ホ，を無，巧，知、 其死歸__無知之本- 何 
能 有， 知 乎、 

と。 人の 死す るは 猶乂 の滅 する が 如し、 人 巧して 知な さは 猶火 輝な さが 如し。 若し 人 


死 すれば 卽も 鬼と 爲る とせげ、 蘭 願な 來の 死者の 數の 累計は 遙化 今人の 數 ょら 多 かる 
ベく、 幾千 黨の鬼 天地 間に 充滿し 堂に 滿ら 庭に 湿ら 道路 上 一 步じ j 鬼を 見る ザき るろ. 
と (論 死) 

之を 要するに 世の 巧 謂 鬼は 死人の 精神 化 あらず して、 皆 人の 思念を 想の 致す 所な 
ろ〇 換言すれば 神 經 作用を ろ。 人 病めば 憂懼す 憂懼 すれば 因て 鬼の 組づ るを 見るな 
ろ。 神經 作用 卽も婦 念を 想 或は 目に 發し 或は 口に 發し 或は 再化發 す。 目に 潑 ずれば 卽 
ち 其 形を 見、 すに 發 すれば 卽ら其 聲を聞 さ、 口に 發 ずれば 卽ち其 事を 言 ふ C (訂 鬼) 彼 
は 訂鬼篇 に 更に この 巧 影を 兌る 所な を 詳細に 分說 して 曰く 
】 、人 之 見^ 鬼、 目 光 與_ ，臥亂 ，化。 

氣 倦み、 精盡 きて 臥し、 忽 ら眠覺 いるに 當 々、眼 花膝亂 して 鬼を 見るな ろ。 卽 
ち 獻而目 光 反、 反而 精神 見 人物 之象矣 な々。 病に 臥せる 著 及びな 老の 鬼を 見る 
も 亦 精 氣衰耗 して 目 光 反照す るか 爲 な々。 

王 巧の 擧  ミ 三ヒ 


ま 那营學 の 巧を  ニニ ニん 

11、 鬼 者 人 巧， 見得 之氣 化々 

外氣じ 感じて 病を 得、 其氣盛 なれば 卽 病る ホ 篤し、 而 して 氣盛 なれば 髮薰 とし' 
て 人物の 象 見は る、 病 者 因て 之を 見る をろ。 故にの が 中に 病む 者は 出 林の 精を 
見、 越 地に おむ 者は 越 人を 見る は 之が 爲を A。 

一二、 鬼 者 老物之 精 化、 

物の ちた る 者は 其 精 人と なる、 ホ また 老 ざる 者は して 其 性能く 變 化して 人の お 
を 象る 者 あら。 病で 精氣衰 劣ず るに 乘 じて 巧つ て 之を 犯ず をち。 

四、  鬼を本生-一於人^ 時不：^成^人、 變化而去、  . 

願琪 氏に 一一 一子 あら、 死して 疫 鬼と をる、 其】 は 江 水に 居る 之を 虐 鬼と 爲 ず。 其 
一一は 智 水に 居る 之を 觸觸 鬼と 爲 ず。 其 一二は 人の 宮室 奥 隅に 居ら 善く 小兒を 驚か 

五、  鬼 者 甲 こ 之 精 化、 


甲乙は 天の 別 0:»)氣 を々。 其 お 人 化 象る。 病んで 巧 せんとす る 時は、 甲乙り 
神 至る。 

六、 鬼 者 物 化、 

これ 凶惡の 類な ろ。 人 病んで 巧 せんとす る 時 之を 見る。 其 象 人に 似た ろ 或 叉 鳥 
獸じ 似た- CN。 或は 鬼と いひ、 或は 凶と いひ、 或は 魅と い； S、 或は 禮と いふ。 

お、 人 且_~ 吉凶 r 妖祥 先見、 人之且 ，死、 見 百怪 r 

凶禍 垂死の 時、 妖鬼 見は る。 然れ ども 妖見 はる、 爲は 娩 禍を 受け、 觅來 るが 爲 
に 巧ず るには 非るな ろ、 且化 凶な らんと して 妖豫め 見は る、 こと あ-ち、 ホ 生の 如 
きは これな ろ。 凶 至 0 て妖ホ 見は る、 こと あち、 を 伯の 如き これなら。 この 妖 
祥 鬼神なる 者は 皆 太陽の 氣 之を 爲 すなを 陰 氣は骨 巧を 生し 陽氣は 精神を をす。 
人は 二氣を 具備せ るが 故に 骨肉 精神 共に 强健 にして 其 形見るべし。 然れ ども 见 
な卽 太陽の 氣 化ょ ろて をず、 而 して 太陽の 氣獨ら 盛 じん V 陰 無 さが 故に 徙 k 能 

里 巧の 學  1】1 吉か 
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< 象を爲 せとる 形を 成す こと 能は ず、 精氣 あれ どる 骨肉 無く、】 且 恍惚と して 
卽 ら復滅 t ずるな ろ。 

彼が 鬼を なて 神經 作用を ろ 幻影な ろと せし は 頗る 其當を 得た ろ。 然れ どる 第二な 下 
に々 說 せる 所、 當 時の 迷信を 辨 ぜんとして 遂に 查く 迷信 誤認を 脫 する こと 能は ざろ し 
は 惜しむべき なろ。 

彼は 尙四證 、辨 祟、 誌 術、 解除、 卜證 等の 諸篇 に、 諸種の 迷信を 辨較 せろ。 今】々 
之を 擧げ ず。 彼 書は 普く 當 時の 傳 說を揭 げたれば、 窠敎 思想 あび 迷信の 風を とを 察ず 
るには、 頗る 有益の 材料と いふべ し 


:苟悅 お 鑑を讀 わ 

申 鑑五卷 は 漢荀悅 の 著は ず 所な ろ。 悅は淑 の 孫、 檢のモ をろ。 獻 帝の 朝に 化へ、 曹 
換の府 に 辟 ぜられ 、孔融 なび 弟 或と 同じく 禁中に 侍講た ろ、 志 獻替に 巧れ ども、 謀 用 
ゆる 所を し、 乃 も审鑑 五篇を 作る。 蓋 其志經 世に 巧ろ、 然れ ども 當時 政權曹 氏ょ みお 
づる も】 言の 之に 及ぶな く、 融と 或とは 曹 氏の 旨に がふを 3V 其 巧 然を得 ざ 6 しも、 
悅獨ら 優游壽 をな て 終 ふ。 所謂 濁世に 處 して 苟も 性 命を 命ぅ せる もの 其 人 多く 稱 ずべ 
きを 見ず。 故に 余は 儒學 あを 撰して 其 人を 取らず。 然れ ども 彼の 著 申 鑑はホ 見る べ& 
の語少 からず。 苟も 其 人を なて 其 言を 廢す 巧から ず とせば こ、 に 一言ず る も ホ 止む ザ 
からざる を々。 彼の 巧 事は 後 漢書 本 縛た 詳 かなろ、 建を 十四 年を、 年 六十 一 一而して 申 
鑑五篇 は 之を 後世に 傳 ふ。 

ホ 鑑巧篇 、曰く 政體 第】、 時事 第二、 が 嫌 第 己、 雜 言上 第 四、 雜 言下 第五 是 なろ。 

苟悅申 鑑を讀 む  吉 四】 


支那 哲學 の硏宛  =1 四 二 

审鑑 とは 何 ど j 政體 第一に をの 義を 解して 曰く、 

夫 道 之 あ、 仁義 而己矣 、お 典な 經 ，之、 羣 籍な絳 ，之、 詠， 之 歎， 之、‘ 弦， 之 舞， 之、 前 
鑑旣 明、 世復 申， 之、 故 古之藝 王、 其 於，- 仁義-化、 申重而 己、 篤 序 無， 疆 、謂-之 お 
鑑 r 

從 つて 政體 第一に 叙ず る 所は、 彼の 經 輪の 嬰 旨を 窺 ふるに あるべ さものと ず •曰く、 
立 _ ，天 之 道 r 曰陰與 ，陽、 志 _ 一城 之 道 T 曰剛與 ，桑、 立 _ ，人 之 道 r 曰仁與 ，義 、陰陽が 統 
e 其 精 氣-剛 柔が晶 _ 直 ハ辭形 r 仁義な 經_ ，其 事業 f 是爲 ，道化、 故 化 政 之大經 、法 敎而 
巳矣、 敎者陽之化化、 法者陰之符化、 た也者慈，化者化、 義化著宜^化者化、 禮化者 
履，化者化、 信也者守：^化者化、 智化著知，化者化、 是故好惡な章^之、 喜怒な范^之 
哀 樂化恤 .之、 若 乃 二 端^ 不 ，憑、 五德 ^雜 禮不 ，離、 六 節 |@不. 俸、 則 S 才お 序、 
五 事を 備 、百 H 惟禮 、庶績 咸熙、 

なの 本は 仁義の みなる 巧が、 政の 大經 は法敎 のみなる 巧な の哲學 的根據 は、 卽も 易の 


陰 族 二元論に をる を かるべし。 彼 じみに 政體を 論じて 曰く、 

天作，道、 皇作，極、 ち作，輒、 民作，茲、惟先哲王之政、】曰承^天、 二曰お，身、 ご一巧 
任^賢、 四曰恤^民、 五曰明：^制、 六曰立^業、 承^天惟お、 お^身惟常、 任^賢惟固、 

恤，民倦勤、 明^制憔典、 立^|惟敦、 是謂--な體-也、 

是れ卽 も 醇乎たる 儒家の 言に して、 儒敎德 治ま 義の 眞髓 はな 上の 數 語に 盡 くと 云 ふ も 
溢 美に あらず。 而 して ホ 萬 世 不易の 敎 たら ダん ば あらず。 彼の 所謂 政體 は、 吾人が 今 
日 謂 ふ 所と 意義 同じから ざるは 勿論な ろ。 彼は 進んで 政治の 術に 論な して 曰く、 

政治 之 術、 先屛 <1 四 患： _ 乃 崇_~ 五 政 r 1 曰僞 、二 曰な、 S 曰 放、 四 曰 奢、 爲亂 X 俗、 

私壞^法、 な越.軌、 奢敗^制、 . 是 謂，， 四 患： 興 = 農 桑， な 養- _ 其 生 r 審 6 好惡 ~ なお •_ 

•其 俗： 宣_| 文敎 一な 享桌 化^ 立 = 武備 扣秉 _ 真 威： 萌-費 罰な 統 -- 其 法^ 是 謂-五な^ 
其說 何等 斬新なる 者 あるを 見ず。 然れ ども 眞规は 常に 淸 新なる ことる 亦 知らざる 巧 か 
ら ず。 彼の 本傳 中には 卽 もこの 一節を 引けろ。 賢 能に 巧ず るに 十 難 あるの 說 、頗る 聽 
荀悅中 鑑を讀 む  一二 四 一二 


ま 那を學 の硏究  H 巧 四 

くべき もの あろ。 曰く、  • 

】 曰不，和、 二曰不^進、 一ーー曰不^化、 四曰不^終、 五曰な_-小怨_棄_,大德^ 六曰な_,小 
過- 11-- 大巧；^ と 曰な-- 小 失- 掩 -- 大美 f 八 曰な，， 奸評 _ 傷， ~忠 お f 九 曰な-- 邪 說-亂 あ 度 f 
十 曰が _ ，議嫉 ，廢 _ ，賢 能； 是 謂，， 十 難： 

是れ 獨ら君 まじ 對 する の璧戒 たるの みならず、 凡を 人の 上に おろ て 人が を 指揮す るち 
の、 必ず 知らざる 巧から ざる 處 たち。 

時事 第二な 下は 彼の 識見を 窺 ふべき るの みからず。 今 其 一ニ ニを 錄 す。 備博 ± に 曰く、 
仲お作，經、 本 】 而已、 古今文不^同、 而皆自謂_~眞本經^ を今先師、 義 】 而'己、 異ド 
家别^說不^同、 而皆旨詞を今|^仲尼邀而靡^^、 昔先師竣而無，閒將誰使^巧^之者、 
秦之減^學化、 書藏--於屋壁： 義絕--於朝劈，逮^至_,漢輿： 收-~撼散滯^ 固已無_,夺：學~ 
矣 、支 有，- 磨滅 r 言 有- 堯夏 r 出を- 宪 後： 或學者 先， 意を-所 _ ，借 萃 後進 巧な、 彌 な 
滋蔓 、な-:. 獨 十，^ 流、 天水 違 行、 而設 者紛如 化、 執 不_ ，俱是 7 比 而論こ 之、 么有 __ す卜 


參者 ~ 焉、 

所謂】 經專 問の 學 者が 我が 道獨ら 奪し とを せる 偏見に 對 して、 頂門の一針と 云 ふべ 
し。 至德要 道に 曰く、 

或曰、 至德要道約爾、 典籍甚冨、 如而博^之が求^約也、 語有^之曰、 有^鳥將^來、 
張，羅な待，之、 得^鳥者一目化、 み爲--】目之羅^ 無_|時得|^鳥矣、 道雖^嬰化、 非レ博 
無， を 通， 矣 、博 __ 其方 r 約 U 其說：  . 
博 文 約禮は 孔子の 敎 ふる 所、 霖德性 道 問 學は子 思の 敎 ふる 所、 兩を相 待つ て 而し後 得 
たらと なす。 專 ら貧德 性の みを 論ずる は 一目の 羅を なて 烏を 補 へんと ずるの 類、 多く 
道 問 學を言 ふは 博く して 嬰 寡き の識 ある 巧な、 必ず 博， I 某 方 _ 約， 豆 ハ說 ，の說 をが て當れ 
ろと なす。 

が嫌窮 S には 卜篮 、方 忌、 形相、 神仙、 養 性 等の 迷信に 就て】 を 之を 辯駿 せら。 今 
一み 之を 擧げ ず。 唯 其】 を錄 ず。 

苟悅申 鑑を讀 む  一二 四な 


ま 那替學 の硏究  】ーー四一、 

世稱緯書伸お之作化、 臣焼叔父故司空爽辨，之、 蓋發_,其僞-化、 有^^_~於中興之前^ 
終 張 之 徒 之 作 乎 

緯書を 信じで なて 自家 學說 唯】 の 根本と をす 輩は なて 如何と をす。 若し 夫れ 彼の 擧說 
化して、 震 共通の 問題に 觸 る、 者は、 卽ち徑 情の 論 f。 臺雜事 窒に詳 かを 
々。性とは 何 だ。 曰く、 

を 之 謂， 性 化、 形神是 化、 

生 之 謂 性とは 吿ぞ のま 張に して、 漢 代に あろて は殆ん ど學者 間のを 論た ろ。 惨とは 巧 
體 化して 神とは 精神を る ことは 

を- 氣斯有 k お、 有ぃ 神斯寶 好 惡喜怒 之 情， 矣、‘ 

の 語 化ょ つて 明かな々。 彼は 善惡の 標準化 就では、 遂化 一言 も 之に 論及せ ず。 蓋 常識 
ょろ 見て 自明の 事と るし、 なるべし。 然れ どる 旣に 孟子の 鬟論 、苟 子の 結果論、 及 
ぴ董 子の 完具馨 の 論 あれば、 之に 關 して ニー 日 るかる 可から ざる 雲ろ。 彼は 性に 就 


ては 諸家の 說を歷 評して、 自己の 意を 述べて 曰く、 

或 問 n 天命 人事^ 曰 有-- 一二 品- 焉 、上下 不 移、 其 中 則 人事を 焉爾 、命 相 お 化、 事相 遠 
化、 則 吉凶 殊矣 、な 曰、 窮理盡 性、 な 至- >  於 命^ 孟モ稱 •- 性善^ 荀 卿稱- •性 惡^ 公孫 モ 
曰 性 無-- 善惡 i 楊 雄 曰、 人 之 性 善惡渾 、劉 向 曰、 性情 相應 、性 不- •獨 善^ 情不 •- 獨惡叫 
曰 問，， 其理 T 曰 性 善 則 無-- 四 凶^ 性惡則 無-一】 一仁^ 人 無-善 惡^文 王之敎 一也、 則 無" 
周な管蔡： 性善情惡、 是榮が無ぃ性、 而堯舜無^情化、 性善惡皆渾、 是上智懷"惠、 

而下愚挟，善化、 理化ホ^究矣、 惟巧言爲^然、 

一一 一品の 說は 天命 人事を 問 ふに 答 ふるの 語なら と雖 も、 下 文に 云 ふ 所、 上下 不 移と 其 中 
とは 正は 孔子の 上智 下 愚と 中 人と を 指し、 命 相 お 事相 遠とは 孔子の 性 相 近習 巧 遠を 指 
す ものなる こと 疑 ふ 可から ず。 之を 性 一二 品說 ならと 云 ふ も 誰か 然ら ずと 云 ふ もの あら 
•ん 。而 して 孟子の 性 善 論、 荀 卿の 性惡 論、 楊 雄の 善惡混 論と を歷 評する 所は、 殆んど 
唐韓退 之の 性 一一 一品 說の先 驅と云 ふべ し。 且つ 彼が 取る 巧の 性情 相 應の說 る、 亦 韓退么 
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の 性情 相 雲 Q 違と 云 ふべ し。 性情 相應 Q 說を 取る が 故 K、 當時 或は 性 善 偕 驗の說 
をを す者檢 、彼が 務めて 之を 排巧 ずるが をら。 

或 日、 仁 性 化、 が惡情 化、 仁 常 善、 而が惡 或 有 k 憩、 馨 -- 情 惑-也、 曰 不ぃ然 が 
霎 隻取舍 化、 賽- ，於 外：. 故 謂，， 之 情- 爾、 寞-孚 性- 矣 、仁義 蠢 "之囊 化、 

何 嫌-- 其 常 善；* が惡 者善惡 未-有 レ 所 レ 分化、 何 怪_- 其 有で 霧、 凡 言 レ 神 者、 莫レ近 こが 氣^ 
有 レ 氣斯質 形、 声神斯 有-, 巧 曇 辑怒么 情- 矣 、故人^を 接、 喃 __氣 之 y お 化、 氣 
有-- 白黒： 神を-, 善 惡；^ 形 輿 __ 白黒 _ 偕、 情 與__ 善 惡~ 偕、 

霞を な 5 へば 性は 管して 情は 凄 え S は— ろ、 而 して 之を 性の？ とを 
ひ、 赛蓋 はる 故 K 之を 情と 云 ふ、 娶 性化窒 くとは 其 意を 述べた るを々。 且つ 
好惡 をみ て善囊 だ ミ 所を 辜と 云 ふが 如 さは、 情は を A ならず、 义必 しる 惡 
をらざる の 意 於 述べて 遺撼 をし。 

或 日、 人 之 於， 利、 見而梦 之、 能な-- 仁義- 爲レ節 者、 是性割 其 情 ~ 也、 性 少情 多、 


栓不こ 能 fe- 其 情： 則 情 獨巧爲 -惡矣 、曰す が、 是善惡 有-! 多 か-化、 非禱 化、 を 又 
こ 於 化- 嗜 ，酒 嗜 ，肉、 肉 勝 則食焉 、酒 勝 則飮焉 、化 二者 相與爭 、勝者 行矣 、非-- 巧な 
為義、 性欲 為 尚 化、 有 又-於 此 r 好 資 義、； 義勝則 義取焉 、利 勝 則 利 取焉、 
化 二者 相與爭 、勝者 巧矣 、非 _ 一 情欲 一得 k 利、 性欲* 得 i 義 化、 

情惡 にして 性 之を 制して 善を 爲 すの 說を論 破して 極めて 明瞭と 云 ふべ し。 因て 經を巧 
て 之を 請して 曰く、 

易稱 、乾 道變 化、 をを 極 命 r 雲 日， 善 物を 有， 性 化、 觀_| 其 所 言、 而 天地 萬 物 之 情 
巧， 見矣 、是 言， 傾者應 ，威而 動を 化、 昆蟲壁 木 皆 有：. 性焉 、不 _~盡 善， 化、 天地 聖人を 
稱 ，情焉 、不 ，ま シ惡 化，、  '  .  . 
彼は 遂に 凡 情 寫ム志 者、 皆 性 動 之 別名 化と 云 以、 情 何 ま， 惡之 有と 云へ ろ。 卽ら 彼に 
從 へば 唐を 勁の 復性滅 情の 說の如 含 も ホ 排斥す べ& 論たち。 

性已 KS 品 あろ よせば、 性の 善 憩と 敎 育との 顧 係は 如何。 彼は 化 問題を 論じて 曰く、 

.苟悅 中 錢を讀 む  吉巧か 
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或曰、 善惡皆性化、 則法敎何施、 曰性雖^善、 な，敎而成、 性雖^惡、 待^法而消、 唯 
上智 下 愚不： .移、 其み 善 惡交爭 、於， 是敎扶 __ 其 善 r 法が， _ 其惡 7 
性 ご 一品 說は 孔子に 歷胎 し、 子 思に 至つ て 漸く 明かに、 荀悅化 至つ て 完成し、 韓 愈は 更 
は之を祖述せらと云ふべし。 申璧篇は寥々たる短篇な.0>と雖ネ、 ホ頗る彼の擧力を見 
るに 足る るの あトノ 、故に 今 其 要旨を 論ずと 云ん。 


竹が のぶ 賢に 就て 

がが のと 賢とは 晉蕾稀 糜傳化  、 

巧 •-與 神を-者。 惟陳 留阮籍 •河 內山濤 、豫 „ 其 流， を、 河 內巧秀 •沛國 割 伶 •籍兄 モ《, 

鄭 郡王戎 、遂爲 _ 一が 林之游 T 世が 謂が がよ 賢 化、 

と あるに 本づ く。 當 時に 於て、 或は 少く とも 晋書 編纂 'M 前に 於て、 旣に 竹林のと 賢と 
を ふ 名稱が あつた ことが 明白で ある。 されば nV の 順序 も阮籍 、の濤 、穂康 、お秀 、が 
伶、 阮咸 、王戎 と 呼ぶべき である。 なほ 竹林の 游と云 ふことは、 をの 穂 礎傳の 外に 山 
濤 、王戎 、阮 咸の傳 やにる 見ぇて 居る。 而 して 淸談と 云 ふことは 王 戎の從 弟 王 衍の傅 
k 見を て 居る。 

が 林のと 賢の 名は 後世は まつても 恰も 雷の 如く 轟いで 居る が、 當 時な ぴ や、 之に 後 
れて 所謂と 賢と 其の 趣拘を 同じぅ したる ものは 猶少 くは ない。 例へ ば阮籍 のモ渾 字は 

か 林の 七 質に 巧て  こ  二云一 
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長 成.、 從 子阮修 字は 宣モ 、阮咸 の子瞻 字は 千里、 壬 戎の從 弟 ま お义ヴ をの 四 友と 稱 せら 
れ たる 王 澄 •王敦 •澳凱 •胡 巧 輔之や C 晋書 胡 巧 前ぶ 傳ぃ费 州の 八 伯と 稱サ ふれた る阮な •觀 
璧 •胡 巧輔之 •卞 季蔡講 •阮孚 •劉 殺 •羊曼 (晋霉 羊 量 S などの 如き 皆 夫れ である。 この 風 
は當 時に 於て】 種の 流行を なした るので ある。 而 してを の唱 首は 實化 阮籍 、山 濤の二 
人を 推さねば ならぬ、 

さてが 林のと 賢と いへ ば、 もの 人物 風流 閑雅 さながら 神 伽の かさる のと 想像 さる、 
が、 本傳 にょつ て 彼等の 行爲を 見る と、】 二の 例外は あれ どる、 大體に 於て 彼等 化 お 
通の 觀が あるのを 發見 する。 をの 第】 は嗜 酒と 云 ふこと である。 阮籍は 酒を 嗜み 、酣 
飮を 常と し、 二 斗の 酒を 飲む と あ A、 山濤は 酒を 飮み八 斗に 至つ て 巧は 辭ふ ともろ、 
劉 伶は 常に 鹿 車 化 乗ろ 一壺 酒を 携 へ、 妻の 諫 むる にも 拘 はらず 禁ずる こと 能は ず、】 
飮一解 五斗に 至を 遂に 酒德 類の 文を 作つ た、 阮咸は 酒を 飮 むに 復が 腹を 用わず、 酌む 
化大 盆を なて 酒を 盛つ た、 もの 他 阮修の 如 さは 步巧 ずると き 常にな 錢を杖 頭に 掛け、 


酒な に 至れば 乃ら 獨ろ 酣暢 した- 0 ある。.. 第二は 彈 琴： お ふこと である。'  阮籍は 能く 嘯ぃ 
き 善く 琴を 彈 じた、 阮咸は 妙に 音律を 解し 善く 琵 置^ 彈 じた、 阮瞻は 善く 琴を 彈 じ、 
苟 くも 聽 かんこと を おむれ ば、 貴賤 長幼を 厮 はず 皆 之れ が爲 めに 彈 じたと ある。 第ー ニ 
は 忘 形 怒と 云 ふこと である。 阮籍は 得意た るに 當 つては、 忽も 形骸を 忘れ、 時人 多く 
之を 擬と 謂つ た。 劉 伶は 常に 鹿 車に 乘 ろ】 壺 酒を 携 へ、 人を して 錶を荷 ひて とに 隨は 
しめ、 常に 巧 すれば 便 も 我を 埋めょ とい 0 た。 これに や、 超脫を 巧つ て 居る とる 思は 
れ 、を 巧の 念懷化 忘る、 能は ざるる のと 見 ゆるが、 とる かく お 怒を 遺る、 ものと いふ 
ことが 出 巧る。 阮咸の 如きは 酒を 飮む とき、 羣豕 あろ 巧つ てを の 酒を 飮 むに 咸は 直ち 
はを の 上に 接し 共に 之を 飮ん だと ある。 不潔と も 思は ない と 見ぇて、 おと】 巧に 酒を 
がむな どは、' 確に 脫 俗と 云 ふとと が 出 巧る と 思 ふ。 第 四に 不拘禮 敎と云 ふこと であ、 
る！* 阮籍は 巧の 隙 終に 人 •と 碁を 圍み居 レが、， お沒 すと 聞き 對 者は 止めん こ， とを 求めし 
も、 留めで 賭を 決し 酒を 飮むこ A>11 み。. 又 葬らん と不 ると さ にん 蒸 赃を食 ひ 一 一斗の 酒 
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を飮ん だ。 鞭 ばょ く靑肖 眼を なし、 •禮 俗のを を 見れば 貸 眼を がて 之に 對 し、 同 臭味の 
人と 對 ずるには！® 巧 眼-をな てしたの', で、 禮裕 ，のをを を疾 むこと 難の 如しと ある。 もの モ 
蘿も少 にして 環 達を 慕が 小節を 飾らず とおる。 主戎 の. 如き も读の 喪に 居ろ、 禮 制に 拘 
はらず、 酒を. 飮ん 肉を 食： S 或は 奕 撰. を觀 巧と ある。 

...をた 娶 ずるに 一所 謂 お 賢の 键 は、 世 侮の 形式的 道 德を排 巧し、 輕の 旨然だ 化せ、 偕 淡 
寡慾、 物 外に 超然た-るを 實ん だので あ-る。 然しが がら 例 かも ある。 ま 戎は父 鴻が凉 州 
化を つ V 官 じ牵せ しと ミ 故 吏が 瞒數巧 萬を 贈ク たのを、， 辭 して 受けな かづ々 ので、 
もの 名を 顯は した けれども、 晚年 じは 利を 輿す を •がみ、 虜く 八方の 園 田 氷 雖を收 めて 
天下に 痛く、 蓄續 ずる 所 限を く、 自 からず 籌を 執つ で晝夜 計算し、 恆 'に 足らざる が 如 
く、 义自 から 奉ずる こと 極めて 儉素 .であ. つた。 女が 裴觸は 適き 錢數 萬を 貸しし に 久し 
ぅ レて 還さず、 をの 後に 女歸 寧せ しに、 •ち 巧は 悅 びず、 女 邊に錢 を 返しで 然る 後に 歡 
ぶ、； 從子婚 せんとす、 巧は-もの 單 あを 遣 $ 、婚訖 れば卽 ち 之 ぉ 取ろ 返せ $ 、义 家に 好 


を わ ク 常は 么を賣 るに、 人の 種を 得ん ことを 恐れて 常に もの 技を 鑽せク 。之を なて 世 
人 化 識られ 、膏 菅の疾 稱 せられた とを ふこと である。 彼の 如 さは 例外で あつて、 と 
貪の 面 巧し ともい ふべき であらぅ。 彼 自身 も晚 年に  : 

香 昔 與_| 稱敕 夜、 阮關 祭？ 酣 _~暢 於此： 竹林 么游 、ホ 預_~ 其 ホ r 自= 穂阮云 じ： 吾便爲 

3 時 之が， I 覇姗： 今曰視 ，之雖 金、 逆 蓄ュ阳 河；^ 

も 歎息して 居る。 

さてと 賢の 徒が 上述の 如き 行爲 をを すに 至つ た 哲學的 根據は 何かとち へば、 嘗 ふを 
もを くち 莊 思想で ある。 阮籍の 傅には 博 覽_ ，豬籍 -尤 好， _ 莊老 ，と あら、 穂 銀 も博贊 無， 
ター 該 通： 長な 二若莊 ，と あろ、 向 秀も雅 好 二ち 莊之學 ，と あろ、 山 濤る性 好 二莊老 ：每隱 
^ 身 自晦と あ々、 壬衍の 如きは 巧 事を 論せ ずし y 終日 淸談 し、 聲 名籍甚 、傾， _ 動 當化叫 
妙 善 二を 言： 唯 談_ ，老莊 I じたので ある。 もの 思想は 發 しては 達莊論 (阮籍 いとな ク 、大 
人 先を 傳 C 阮籍) となら、 酒德頌 となつ た。 大人 先を 傳の 要旨は かぅ である。 
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惟之 所謂 君子、 惟 法是修 、惟 禮是克 、手 執，， ま璧 r あ 履 =繩 墨 f 巧 欲， 爲， ，目前 檢 f 言 
‘欲 \爲-1 無窮 則 r 少稱 -I 鄕黨 f 長 聞-一 鄰國 T 上 欲 k 圖 ui 二 公 7 下 不^ 失 九州 牧 7 獨不レ 見 
’-3 雞蟲之 處；- 揮 中 f 逃-- 乎 深 縫；^ 匿-一 乎壞絮 r 自が爲 >_ 吉宅 ，化、 行 不„ ，敢 離，， 縫 際；^ 動不 
^ 私 出 __ 禪贊自 が？ 得 _ 一繩墨 ~ 也 、然炎 お 火 流、 焦真滅 ，都、 碟蟲處 ，李 輝 中； 而不 
•\能^出也、 君モ之處_,域內^ 何異_,,夫蟲么處=輝中，ず、 

禮 俗の 君モを 罵つ て 半 風 子の 輝 やに 處る化 異ならず と 云へ るは、 彼が 白眼せ 上の 人 
を 見た所な である。 酒 德頗に 曰く、 

お 人 先生な， _ 天地， 爲 1 葫 T 萬朝爲 U 須臾 r 日月 爲_ ，扁騰 r 八荒 爲 = 庭 徽^ 巧 無，， 徹述 r 
唐 無 U 家 廬：模 美 席 苗、…… 

頗る 物 外に 超然たるの 趣が あるでは ないか。 而 して 兩 者の おに 莊モの 口吻た る ことは 
か 論で ある。 が秀の 如きけ 莊子隱 解を 作つ た。 をの 價 値は 就て は 本 傅に、 

-莊树 奢 ュ巧か 數十篇 ，：： 秀乃 爲芝隱 解； 襟， 寅を 趣； 振 _ 起を 風； 讀^ 者、 超然 瓜 


悟、：：惠帝之世、 郭を又述而廣^之、 ‘儒墨之述見^鄙、 ，道家么言遂盛焉、 

と ある。 郭 象の 莊子往 は 頗るょ く 出 巧た るので あるが、 大體に 於て 向秀の 注に 本づい 
た 和のと いへ ば、 向秀 のをの 出 巧榮も 想像され るので ある。 要するにと 賢の 思想の 哲 
學 的根據 は老莊 である ことは 新ろ 通ろ である。 

- 彼等は 如上の 行爲を 善良なる 且つ 適當 なる ものと 思つ たで あらぅ か。 阮籍は 嘗てを 
の モ藏字 長 成を 戒 しめた ことがある。 

モ渾を 長 成、 を， _ 父 風-か 慕 U 通達 T 不 ，飾，- 小節 7 籍謂 曰、 仲を 已豫 -- 吾 化 流 T な不， 
得 こ復爾 r 

伸を と： b ぶの モ咸 字は 仲を で、 竹が と 賢の 一人で ある、 汝復た 然る ことを 得ず とい ク 
て 之を 戒 しめたの である。 义山濤 は 王 おを 批評した ことがある。 

ちが 字夷甫 、神 情明秀 、風 葵詳雅 、嘗造 __ 山濤； 濤 嗟嘆 良久、 旣 去、 目而 送：. 之 曰、 
你 物ち 樞 。生， _ 聲馨兒 r 然誤 _ ，天下 蒼生， 者、 ホ B 必非 =此 人-也、 丢 傅) 
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.王衍 は 終日. 淸談を 事と し】 世を 聲動 したので、 後. 進の ±景 慕せ ざるな く、 矜窩孚 難 
遂に 風俗を 成して、 果して 晋の 天下に 大 害を 招致し、 自身る お 勒じ薇 さる、 じ 至つ た 
ので ある。 この 竹が お 賢の 二 大昔 領の 言を 見る と 如上の 如き 巧 爲を是 としたの ではな 
いと 思 ふ、 ち 衍る將 に 死 せんとす るに 臨て は 頗る 前 罪を 後悔した ので ある。 本 專こ曰 

く、  ！ 

巧將 i が 顧 言 曰、 鳴 呼吾曹 雖^不 k 如，， 古人；^ 向 蓉不ご 祖_ -尙浮 虛^戮 ^ 力な 匡 __ 天下 猶 
夕不- 至- ~ 今日： 

尤る阳 濤は言 天下を？ 者は 王衍 である i 批評して 曼 が、 山濤こ S スち觀 の 一 
人で、 壬衍 輩は 山濤 等の 風を 攀ぴ其 波を 據 げた 者と 言 ふべ さで あらぅ。 廟亭 林は 已に 
をの 意を 論じて 居る。 日 知 錄卷十 S、 正始に 曰く、 

昔 者輸紹 么父康 、被^ 殺-, が 晋文王 r 至， 一武 帝 革命を 時 f 而山濤 薦_ -么入 仕^ 紹時屛 __ 厨 
.な 巧 T 欲； 辭す T 就、 濤謂 ^ 之 曰、 爲卜肴 思  >  を乂矣 、夭 地 四時。 猶 お。 消 良；^ 而 巧が.， 


人ず、 一時 傳誦 * な爲ュ 名言 T 而ネ ，知， 其 敗 ，義 傷， 敎 。ま* 於 率， 契 下 r 兩 無， 父 者*. 
化、..：. 如 一一 山濤 ~ 者、 旣爲 こ 邪 說么魁 叫 

譽 がの 所說 は. 正議 議論 易 ゆ 巧から ざる ものである。 人の 性は もと 善。 彼等は 善良な 
る巧爲 とも 思は ぬけれ ども、 强 いて 性を 矯めて 居 巧ので ある。 阮 鍵が 巧の 喪に 居て 酒 
を飮み 肉を 食べ どる、 擧レ 聲一號 、吐 一化數 升、 戲涛骨 立、 殆 敦レ滅 A 性と 云 ふが 如き、 
性を 嬌 りる こと 甚し& が 故に、 又もの 悲しみ も ホ-層 甚 しいので ある。 阮咸が 豕と典 
化 濟を飮 み、 或は 續鼻禪 を蟲モ した 話の 如き、 强 いて 奇矯の 事を した 形 述も無 さに あ 
らず 思 ふ。 

然 らば 何故に 其の 必要 あつて、 か、 る 巧 爲を敢 てした か。 阮 Si はもと 濟 世の 志が あ 
0 わけれ ども 性 命を 亂世 にを ふせんが 爲め にか、 る巧爲 をした ので あつた。 本 傅に 曰 

く、 

をこ曹爽嘯|.政、 ぉ爲-_參軍^ 籍因な^疾辭、 屛_1於田里7歲餘而爽誅、 時入服--興遠識叫 

がが C 亡肾に 就て  一二 お 九 
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又 曰く、 .. 

籍本有 -1 濟世志 T 屬 U 魏晋之 際 7 天下 多 故、 名 ±少^ 有-- 圣 奢；^ 籍由 苗疋不 ^與__ 世事^ 
遂 酣飮爲 ，常、 文 帝 初 欲 T 爲 U 武 帝， 求* 婚於籍 い籍醉 六十 日、 不苗知 J 呂而 止、 鐘 會數. 
を-時事， 問乏 、欲 T 因， i ハ 可否， 而 致， 之 罪い 皆な，， 酣醉 ，獲 堯、 

詠 懐 詩を 讀めば 頗る 阮籍の 志を 察する ことが 助 巧る ので ある。 さて 之は 阮籍 のみで 
るい。 の 濤の如 さも 曹爽ろ 難を 避けた 一人で ある。 王 戎は晋 室 方に 亂 る、 を なて 遽伯玉 

<  S 

の 人と 爲 がを 慕 ひ.、 時と 舒卷し 蹇譜の 節な しと ある。 卽ち孔 明の 出師 表 化 所謂、 巧垂 
H 性 命 于亂世 r 不 k お-一 聞達于 諸侯， の 意で あつた。. 穂康の 如きは 時の 權臣鍾 會の爲 め 化 
陷られ で 遂に 身を 殺した。 卽も 彼等が か、 る 巧 爲を敢 てしたのは 苟も 性 命を 亂 世に 垂 
ふせんが 爲 であつ た。 最も ー ホに 於て は 彼等の 性格る 隱者的 f 脫俗 的で あつた、 阮籍： 
は嗜一酒能嘯、 善彈^琴、 當二其得意^ 忽お_一お駭7 時人多韻，_之擬- とあク、穂康は天質 
自然淸靜寡慾、 含，'垢匿^瑕とあ-4、 其他皆類似の性格であ〇て、 夫で老莊をる嗜んだ. 


ので ある。 彼等は 老莊を 好んだ 結果、 か、 义 思想を 懐"^ 化 まつた ことぶ •を然 無い とも 
いへ. のか、 寧ろ 老 莊は體 裁ょ い口實 とした ものと 思 はれぶ。  ‘ 

禮 俗を 蔑視ず るに 就て は、 儒 墨 お 法を なでを のあ學 的根據 とずる ことが 田 巧 於のは 
明白で あつて、 別に 說明 ザる 必要は ある 或い。 言 ふ 迄を なく 宠莊化 口實を あめむ ばな 
ら の。 況 んや當 時に あろて は 秦漢の 際から ち莊が 流行して 居た ので ある。 韓退么 原 道 
篇に乂 于秦 r 黃二 老于漢 ，と ある 通ら、 漢 代に あろて は黃老 は大 流行で あつた。 をの 
理由に 就て は 別に 一篇の 論文と レて 詳細‘ に 述べた ことがあ るから、 こ > には 略し やぅ 
を 思 ふ。 老子が 流 巧 すれば 當然莊 モも著 眼 せらる べきは 勿論で ある。 洪稚 をの 說に 
自=漢興7黃老么學盛巧、 文景因^之な致^治、 至--漢末^ 祖_1尙玄虛- 於心疋始變こ黃 
老：而 稱__ 老驾陳 壽魏志 王 裘傳畫 一日、 稽康好 言， _老 莊：老 莊幷稱 、實始 = 於此 ：奚窗 

讀 善記卷 十二が 引)  ’ 

陳禮 は馬季 長の 本 傅を 引いて、 

かがの セ 賢に 就て  一二み 一 
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馬 季長己 言， ~ 老莊 r 洪雜 をを、 始 於康 r ホ驟 非、 (東 塾讀 書記 卷 十二) 

と 評して 居る が、 予の 見る 所を なて すれば 淮南モ には 莊モを 引く こと 整 だ 多く、 且要 
略訓 には 老莊之 術 云々 の 語 あろ、 馬季 長に 始まる と 云 ふ も ホ 非で ある。 を 記に なを ぉ 
ホ 韓と云 ひ、 老莊 のみでな く 申 韓をも 併せ 稱 して あるから、 暫 らく 之を 取らず。 武帝 
な來儒 敎大化 起つ たけれ どる 老莊 思想は 巧變 はらず、 思想界の 根 おに 橫 はつて 動かす 
巧から ざる 力が あつた。 揚雜 、壬 充- — "王充 は 特別と してる — 等の 著述を 見ても 老 
莊の 影響が 歷 々として 指す ことが 出 巧る。 老莊 思想は 雨 漢を遊 じて 猶 盛で あつた。 從 
つて 巧 林の お 賢は こ、 にもの 口實を 見出した ので ある。 

みに 時世が 彼等を し V 世と 浮沈せ しむる の 止む を 得ざる 化 まつた とを ふが、 亂 世を 
らば 進んで 之を 濟 ひ、 身を 殺して 仁を 成す も ホ 巧なら ず や。 ホの 氣 節の ± は 皆然ら ざ 
るは なし。 何故に 魏晋の 際 化は 亂を 避け 身を 垂ふ せんとす る 者の み 多い のか。 阮错、 
扣濤 、王 戎の如 さ皆當 時の 大屋で ある。 何が 化身を おして ヒを 馬す の氣 節が 無 かつた 


か •勿論 いづれ の 世 化が つても 亂を 避けて 身を 垂ふ せんとず る老は ある。 老子の 關を 
出で て 去ろ。 莊 モの犧 半た らんよろ は、 巧漬に 尾を 曳く 所の 龜た らんこと を 希望せ る 
が 如き、 何れの ffi 化る 其の 例 無 さに しる あらず。 唯 魏晋の 際化滔 ♦風を ぶした のは 何 
故で あるか。 これ 化は ホ 相當の 原因が あつたと 思 はれる。 

後漢の 光武帝が 氣 節を 尙ん で、 天下の ± 風を 鼓舞して から、 II 一代な 下、 風な の 美なる 
こと 後漢化 如く ものは ない 有樣 であ 0 て、 所謂 黨 銅の 難に も 仁に 依ろ 義を 踏みて、 命 
を 拾て 顧みな かつた (日 知錄 壬う 兩漢 風俗) 然し、 を膺 •陳蕃 等を 首領と し、 一二 君 •八 俊 • 
八 顧 •八な •八 厨 等の 目 あろ、】 大團 結を をして、 時の 政治を 評論し 毅然として 屈しな か 
つた 節義の 出が、 漢 ホの 黨 鋼に よつ て】 朝は して 或は 殺され 或は 瓢 せられて よろ ±風 
一變 する に 至つ た (後 漢書 黨鋼 傳) かの 蔡聲の 如 さは 卽ら 節義 衰而 文章 盛の 始 である。 を 
つ曹壺 德が冀 州を 有つ や、 SS 令を 下し、 たと ひ 巧 辱の 名を 負 ひ、 笑は る、 巧 あ- <='、 
不仁 不孝を る も、 治闕 用兵の 術 ある ものは 之を 登庸 せんとした。 (日 か餘 十一 一一 兩漢 風俗 レ是 

かがの セ 賢に 就で  一一 一六 一二 
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れ ，ょら ± 風 大に變 ずるに まつた。 晋お 祖泰始 元年 傅を 諫官 とを クて 上疏 して 曰く、 

..近 者魏武 が- 1 法 術；^ 而 天て 貴-一 刑名 f 魏文 慕，， 通達 f 而天 下賤，， 守 節；^ 其 後 綱が 不^ 聲 
が縱盈 ：一 朝、 遂俊 I 天下 I 無* 復 淸議い (日 知 錄集體 所 引閣若 巧說〕 

上の 好い 巧は 下焉ょ 6 甚だし さも， のが ある。 魏武な 巧 天下に 臨い に 法 術を なて し 通 
達を なて して 而 しで 天下 ± 民の 節義を 貴ばん ことを 望む は、 所謂 木 化緣て 魚を 求む る 
の 類で ある。 よ 賢 輩の 節義を 重んぜざる はか、 る 因緣も あると 思 ふ。 苟もを 命を 亂お 
化查 ふす ると 六 ふことは、 <  た とへ 消極的な 意氣 地な さものと 批評が あつても、 必 しる 
絕 對じ惡 いこと ではない。 然し 苟 る】 國の大 おとして 濟 世の 職に あるを がら、 徒に 世 
と 浮沈して 殆高 浮誕の 風を 成す 化 至る のは、 絕對化 非と すべさ ことで ある、 お 賢 輩の 
巧爲は斷だて恕ずることが巧來ぬ。 顧亭がが國と_一於上；敎淪，_於下^  ^発戎瓦儀、 を臣 
屢 易、 非-一林 下 諸賢 之咎 f 而 誰を 哉、 (日 ぉ錄 十ー ニ 正 ぉ) と 云つ たのは 當然の 論で ある。 巧 も 
遮を 天下 風敎化 致ず 者は 茲に馨 みる 所がる けれぶ をら の。 


文中 子の 哲擧 

、  A  > 

* '  文中 子に 就いては 十餘年 前に 哲學雜 誌 (？) 上れ 有 馬 敵な 君の 論說 あ々 しを 記 
憶 すれ どる、 今 之を 參酌 する 暇な し。 i 謀焉 
( I ) 馨蹟 をび 著書 

文中 子は 隋 末の 大儒 王 通 字伸淹 のお講 なろ。 彼の 行事は あに 於いて 考 ふべ さもの 無 
- く、 獨 6 隋唐 通錄に 其の 織 行 あみし をが て 史臣に 削られた ろと 稱 ずる こと、 巧羅 公武 
の 郡 齊讀書 おに 見 ゆ 今隋眷 を 見る に 王 通の 傳無さ こ-*- 羅 巧の 言の 如し。 然れ ども 舊唐 
書 隱逸傳 王績傳 中には 

ぶ 通 字仙淹 、大業 中 名 儒、 號_~ 文中 モ~自 有 一 傅、 

，とを ひ、 別に 文苑 傳王 勃傳 やに 附記して 曰く* 

祖通 隋蜀郡 司戶書 佐、 大業 ホ、 棄 i 官歸 、な.！ 著書 講學 -爲 化 U 春秋 體 例^ 自こ獲 

を 中子のを 學  ゴー 々ち 
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麟 後： 歷 -1 秦漢 ，至：. 於-, 後魏： 著-- 祀年之 書 r 謂，， 么 又 化-, 孔子 家 語、 揚罐法 言 
例；^ 爲 -- を •王對 答之說 r 號 曰-- 中說 f 皆爲， ~ 儒 出 巧* 稱 、義擧 元年を、 巧 人 靡な 等、 巧 
お 議謡曰 文 や 子： 二子 福 時、 福辣、  . 

新 唐 書 隱逸傳 王績傳 やは は、 

ぶ 通隋末 大儒 化。 聚， ，徒 河汾 間： 傲， 古作 U が經 r 又爲 •，が Isr な擬- ，論語 r 不 ，爲 •諸 
.儒 ~稱 道^ 故書不 ，顯 、惟中 說 獨存、 

と 云 ひ 文藝傳 王勃傳 には、 

初祖 通、 隋末 居-台 牛溪 -敎授 、巧 人甚 衆、 眷 起，， 漢魏 ，盡 ，晋 、作，， 一が！！ が §5 
•畜尙 書 r 後 t こ 其 序-有， 錄無 者十篇 、勃 補， 堯缺逸 f を 著 =11 十五 篇叫 
と 云へ ろ。 彼の 行事の あ 上に 散見す る ものな 上 0 四 節に 過ぎ ざれ どる、 互 化 相補 U て 
凡 も 彼の 巧 事を 想像す るに 足らい。 而 して 彼の 蕃書は な 上の 記事を 參 酌して 六 經及ぴ 
中說 あろし も、 唯中說 のみを せし こと 新 唐 書 化ょ ろて 之を 知るべし 。故に 新 唐 書藝义 


兹 化は 唯 儒家に 王 通 中說お 卷を錄 ずるの み。 や 說は又 文中 子と タクく、 今を する 巧 巧 
魏 叢書 本は 上下 一一を とし、 之を 十篇 にかて ろ。 通考 本は 文中 モ十卷 と あら 蓋十篇 をな 
て十卷 とを する のをら む。 漢魏 叢書 本 化は 阮通序 あ々。 巧 子を 書 本には 又 別， に 巧人杜 
淹撰 文中 モお 家を 添 ふ。 ：‘ 

一巧 謂 杜淹撰 文中 子 世 家' は 文中 モの世 系 及び 行事を 錄 する こと 甚詳 なろ。 而 して 其の 
大要は 中 說に錄 する 巧に 膽 合す。 故に 今 之に 依て 中 說を參 酌して 其の 大要を おべ、 次 
い で 所見を 附 すべ し。 

王 通 字は 仲 穂と 云 ふ。 龍 門 0 人な ろ。 ffi 々書 香の 家な ろ •今 下に 其の 路 系を 揭ぐ〇 
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.广 模歸 131 か ~邮| 誤 
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-彥讓 —傑議 議隆讓 巧， 
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寨替學 0 巧 ぉ一 I  ィ襄ル 
文中 子は 隋開皇 凹 年を なて をる。(| 群蘇譜 5 が S 巧) 傅へ 言 ふ 父 之を 盛して 坤の師 化 
をく 化 遇 ひ、 をを 祖た吿 ぐ。 祖 白く 是れ索 主の 勤な ぇ 君德 あちと 雖を 其の 時 じ 非 
ず。 是モ 必ずょ く 天下の 志を 通 ぜんと 遂に 名 づけて 通と 云 ふ。 開皇 九年陳 じだ、^^ 
鳥 « の 歎して 曰く、 王道 叙 無し、 天下 何爲れ ど】 となる かと。 文中 モ 時に 年六才 則ぶ 
を々。 憂を あろて. 巧く 通 聞く 古の 邦を 爲む るるの 長久の 策 あ^。 故 化 四海 常に 一統 
ず、 後の 邦を 爲む るるの 苟且の 政を 行 ふ。 故に 魏晋 5 下數巧 年を まある をし、】 是】 
葬 何の 常 か 之れ をら むと。 化 高 之を 異 とし、 遂に 告 ぐるに 元經の 事を なて す。 文中を 
拜 して 之を 受 く。 書を 東海の 李 育に 受け、 詩を 會稽 の夏规 に擧ぴ 、禮を 河 東の 關チ巧 
化 蹲 ひ 樂を化 平の霍 なじ おし、 錫を 族 父 仲 華に 葛へ、 あを 解かざる こと 六歲 、其の 
勤勉 化の 如し。 仁壽 S 年 をな て 冠し、 慨然 蒼 ホを 濟ふ志 あ々、 西の 巧 長を にお 
ぴ 文が 見て 太平 十二 策を 奏す。^ II 詔 帝大化 焼び て 謙を & 卿に 下ず。 を卿悅 びず 
轉に 縣化蕭 牆の禍 あらんと ず。 文中す 郎 もを 巧。 おお 太子 廣 帝を おして 位化卽 く^ 若 


を場帝とず。 太業元年一 たぴ徵すれどる至らず、 巧汾化歸風しでなたず""{誘^||)見 
子の 業を 纔 r をな て 自ら 巧ず、 嘗て 曰く、’  - 
千載 而 下、 有， 紹 -- 宣尼么 業-者 い菩不 ••得 而讓- 化、 (m ぉ) 

詩 書を 續き 歷樂を おし 元經を 修め 易 道を 讚し、 九 年 化しで 成る。 門人 遠 さょら 至る も 
の甚 多し •か 淹の撰 文に ょれば 左の 諸子を 擧 けたら、 曰く 河南の 董 常、 太 山の 姚義、 
京 化の お淹 、娜 の李靖 、南 陽の 程 元、 扶 風の 寶 威、 河 東の 薛 化、 やの の賈瘦 、淸 巧の 
房を 鈴、 鑑 鹿の 魏徵 、太 原の 溫大雅 、顯 川の 陳叔 達、 是 等は 皆 其の 鋒々 たるる のな 
なげ關朗篇にょれば、 巧弟子の-六藝に通ずるもの.‘を^して々 

禮—寶 威、 賈窠 、姚義 -、；■  夕 '  /  -  .  . 

樂 1 溫彥 構、 杜如晦 、-髮 達、 :r /  r;  ./  V- 

善 —— 杜淹 、房 禱、 魏徵、 - 

& —— 李靖 、薛 方た、 裴 蹄、 王珪、 

r  文 や 子のを 學.  5C み 
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元 經—叔 お、 .，， 

六 經—董 常、 化璋 、薛收 、程 元、  - 
といへ ろ。 卽 もを 唐 創業の 功臣 殆んど 皆 彼の 巧 人を. 〇。 巧して 濟 々多 ± の 巧 弟 中 彼の 
董 常を 見る こと、 恰も 化 モの顏 回に 於け るが 如く、 嘗て 董 常を 評して 其顏巧 之流ぞ 
(解 地} といへ ろ。 且つ 董 常の 文中 モ化 先つ てを せし こと， ホ 顔 同の 孔子に 先つ が 如し。 
周易 篇に 曰く。  こ 

董常 死、 子哭 ，之、 終日 不： .絕 、門人 曰、 何 悲么深 也、 曰 吾 悲_ ，夫 天之不 ，相， 道化、 を. 

す沒 、吾 ホ將 ，逝矣 、明 王雖 ，輿、 無 „ なを，， 禮樂， 矣、. 

後屢徵 すれ どる 就かず、 大業 十 S 年 (卽 も義擧 元年) 疾んで 卒す。 年 一二 十四。 前文 
周易 篇に吾 ホ 將逝矣 の 話は S 十餘才 の壯者 文中 子の 話と しては 注意ず べき 觀な A とす 
巧 弟 等相議 して 曰く、 吾師は をれ 至 人 か、 詩 書を 續き 禮樂を 正し 元經を 修め 易 道を 讚 
し， 聖人の 大寶 、天下の 能事 畢 る、 伸 尼 旣化沒 L て 文な 化 巧らず や。 易に 曰く 黃裳 一巧 


を、 文 巧 一中 化、 と 請ふ說 して 文中 ぞと 言は A と。 其 著書は-  ..一- 
，禮論 一一 十五 篇 (十 卷)  樊論 二十 篇 (十 卷 )、^ 

續壽百 五十 篇 (二. 巾 五卷)  續詩 S 畳 ハ十篇 (十 卷)  . 

元經 五十 篇 (十五 卷)  贊 易と 十篇 (十 卷)‘ 

化 等の 書は 唐 武德四 年 天下 大は をうる 化 巧んで、 其 弟 疑に 授けし こと 杜 海の 文に 見 ゆ 
れ ども、 今傳 はらず 唯 や 說十篇 をを する のみ。 

，今 中說 にょらて 文中 子の 所謂 六 經を考 ふるに  •‘ 

一、 元經 は皇 極議義 (禍父 傑の 著) に 因て 修 いる 巧に して、 之を 孔子の 蕾 秋に 擬 せる 
.'もの をら、 故に  - 
天下 無 = 賞 詩？ 一一! 巧載矣 、元經 巧，， 得 不一. 興 乎 {解 道) 

'-^?をひ元經が お，名ず (|易) とい；5、 又 

‘蒂秋 元經が U 平； 道： 是輕重 之權衡 、曲直 之繩獻 益、 失 則 無知， 取， 衷矣、 を) , 

义中ネ のが 學  己 七 一 


、  ま 雕巧學 の巧究  1ユ セニ 

と 云へ ろ。 而し V 晋惠 帝に 始まろ、 (歸 類) 陳じぷ 化 終ろ、 (織 史) 南 化の 疑を 斷 し、‘ 
<1 维) 其の やに 元魏を 帝と なせろ、 (I を) 凡を 其 大要を 想像すべし。 今漢 魏叢誉 やに 
1 冗 經十卷 あろ、 薛收么 を 傳し阮 逸 之に 巧せ ろ。 文 獻通考 本は 十五 卷 とず、 雨して 羅 k 
を 武の郡 齊讀書 志に 之を なて、 阮 逸の 假 託と をして よら 後人 皆異說 なし。 なに 今 ホ 
をれ を 論ぜす と 云 ふ。 

二、 續 詩は 時變論 (於 ||;> に 因て 惨む る 巧、 問 易 篇に續 詩の 因 y 修 むる 所な を說 いて 

曰く 

諸侯不以员：.詩、天モ不^採，風、樂官不1達，雅、國を不，明，變、嗚呼巧則久矣、詩. 
巧 U な不 f 續 乎、 

而 して 詩 やに 採錄 ずる 巧 化を み 代なる ことは、 禮樂 篇に續 詩な 辯 六 代 之 俗と あ i、 
其 他 王道 篇に 薛收の 問に よ A て 巧な 多。 然るは 天地 篇 はは 續詩 によろ て セ 代の 損益 
を視 るの 語 あろ。 未た 孰れは 從 ふへ きかを 知ら ざれ ども 暫く 多數 がの 法は よ々 てム C 


巧と ず。 天地 篇 には 續 詩を 論じて 

巧--な諷7 可--巧達一 巧5な蕩^^ 巧-|な巧處1^ 助則巧、 乂則孝、 多見-洽就么情叫 
といひ、 又た上巧_-1】一綱^ 下達二五常-の語あぇ 且つ事君篇には四ぶ五志の說ぁろ、 

曰く 

薛收問-|續詩5^モ曰、を--四名-焉有--五志-焉、何謂--四名^一曰化、天子巧3な風-* 
天下， 化、 一一 曰な、 蕃臣 所，， 一な 移-其 俗 •化、 一二 曰頌 、な-成功 •吿 -- 於 神明-化、 四 曰 
歎、 な陳 ，識立 U 誠于 家-化、 凡此四 者、 或美焉 、或 勉焉 、或 傷 慕、 或惡焉 、ホ 誠 
焉 、是謂 五 志 r 

續詩の 大略は なて 想像す るに 難から ざるべし， 

ミ、 續 書は な大篇 化ょ ろて 修 むる 所。 天 地籍に 巧く、 大義 之 燕甚矣 、詩 書 可¬ 
な 不  t  續 乎、 

是れ 詩と 同じく 續 書を 修めし 所な なろ。 而 して 書中 錄 する 巧は 天子の 義 凡を 四、 大 

义 中子のを 學  一二 七 一二 


ま 那巧學 o 巧を  一ニ セ 四 
臣の義 凡よ あろ、 周を 篇に 曰く  ：. 

賈磬問--續書之義- 子曰、 天モ么義、 列，，ず歸，者を^四、 曰制、 曰詔、 曰志、曰策、 

犬ち 之義 、載-- 于 業-箸 有：， と、 曰 命、 曰訓 、曰對 、曰 讚、 曰議 、曰 誠、 曰諫、 

雨して 續 書の 漢 ょら 始まる こと 王道 篇中 薛收の 問に ょろ て 巧な ろ。 文中 モ 之に 答て 
曰く 

六國么 鱗、 じ秦之 酷、. 吾 不^巧 尸 聞 化、 又焉取 _ -皇 綱-乎、 漢之統 __ 天下 ~ 化、 其 除 
殘穂 r 輿， 段 更始、 而興 _ 直 ハ視聽 ，乎、 

天地 篇 にも ホ 曰く 

二 帝 ご 一王、 吾 不_ 詔而 見， 化、 拾， 扇 異將ま 之 乎、 

是れ 其の 漢 ょろ 始まる 巧な をろ。 其 篇數は 文中 モ世 家には 巧 五十 篇 とい 

へどる、 唐 

馨 化は 百 二十 篇と あろ、 馨百 二去晏 十八 篇を中 候と」 百兩 篇を尙 書と する こと 
鄭 をの 說 くが 如し。 營 化雪續 ぐ、 恐らくは 篇數 をホ尙 書と 同じく 互 一十 篇 なろ 


.しなるべし。 

四、 其 他 彼は 又 禮樂を 正し、 王道 之 駭久矣 、禮樂 巧， な 不ちお 乎 {紙 地 一と 云； 5、 を， 禮樂 r 
な 旌二後 王 之 失 顯樂) と 云 ひ、 又 易を 賛 して 孔子の 旨を 巧 化せろ と 云へ ども、 其の 詳 
細 お 就 V は中說 には 又 之を 記さず。 蓋 彼の 最 力を 盡 くせし は元經 あび 續詩書 じあ， 
ろ。 之を なて 門弟 モを敎 へ义敎 天下に 重れん となせ ろ。 然れ ども 今皆傳 はらず、. 
其 詳細を 考 ふる 能は ざるな ろ。  -  ... 

鳥 

彼は 又 別に 中 說十篇 あろ。 文中 子の 行事、 其の 爲 人、 其の 學問 等を 知るべき ものは 唯 
化 書 あるの み。 然れ ども 中 說を讀 む 者は 何人る 化 書が 果 しで 文中 子の 言る みや。 を 
やに 就い y 疑惑の 念を 起さ だる 者は あらざる べし。 蘿 公武の 郡 齋讀書 志には 之を 論じ 

て 曰く、  I 

今觀 •_ 中說 r 其迹往 々僧 聖人； 模擬 幫竊 、を， 深 巧 怪 笑， 者い 獨貞觀 時諸將 相、 若 _| 
房 杜李魏 一一 溫王陳 f 皆 其 門人、 チ嘗 が， 化爲 ，疑、 な， 見 李德 お關朗 薛道衡 事： 然を 

文中 子のを 學  一ニ セ 五 
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な ュ其皆 妄 ~ 化、 通 生 II 於 開 皇四年 T 而德 林を な H 十一 年 T 通 適 八歲、 固 未 一有- ~ 巧 入 ^ 
通 仁壽四 年、 嘗 一到， 一長を r 時德 林を、 已 九載矣 、其 書 乃 有，. 子 在 _ ，長 ま；^ 德が 請^ 見-^ 
歸援 ，琴 皴 ，豪 之 か： 門人 皆沾ホ 襟、 關朗在 _夹 和ち 見，， 魏孝 文； 自こ太 和 下已； ま __ 
牛； 之 年 甲 辰 T 蓋 一巧よ 年矣 、而其 善 有 k 問，， 禮於關 す 巧 f 隋壽薛 道 衡傳稱 、道 衡仁壽 
や、 出爲， 囊州總 管： 至-, 嫣帝卽 位， 巧 還、 本 紀仁壽 二 年 九月、 襄州總 管 周搖卒 、道 
銜之岀 、當- 在-- 此 年， 矣、 通た壽 四 年、 始 到， 長を； 是 年鳥祖 崩、 蓋 仁壽ホ 化、 义隋 
書稱 、道 衡モ收 初生、 卽出繼 -- 族 父 儒 r 養-- 於 儒を r 至-- 於 長 成 r 不 ，識 -- 本 生 r 其 書 有 
T 內あ薛 公 見， 字 於 接 ま f 詰-ー モ收- 曰、 汝を事 も、 用，， 化 一.1 一事， 推焉 、則な __ 房杜 輩， 爲 
I 一巧 人 T 抑 又 巧^ 知 矣、  .  ‘  7; 

露 公武の 言 ふ 所は 普 信に して 徵 ある ものな ろ、 何人も 化の 非難に 對 して 义 中子を 辯 謹' 

ずる 能は ざる ぺ し。 陳龍川 嘗て 义 中子を 暮ぴ 之を 類 巧して 十六 篇 となせ A、 がれ どろ 
又 


な.，中說-あが論語^ な-董常-化ュ顔モ^ お6巧人-言、 而名额之執なを、 巧=を儒をお 
】言 、•而 斥， 之 無 U 擁辭 T 化讀 •- 中說 1 者么 F 同琴鸣 
と 言へ ろ。 是れ蓋 や 說を讀 い 者の 何人も 想起す る 所 をるべし。 程夕 曾て 义 中子を ff し 

で 曰く--.':  i ぐ？  r もぐ 夕、 e  - . 1  '  ■' 

ち通隱德君子化^~當時有，_少言語1 後來爲ュ人傅會7 不^可1謂--查書^ 其巧處、 殆お* 

f 荀揚 所， 及、 著 II 續藝之 類 T 皆 非 一一 其 作 r  ,  ,  ’ 

是れ蓋 中 說に關 ずるを 論と 云 ふべ し。 然 らば 义や 子の 說く 所は 如何なる 點に 止ま i 
て、 後人の 傅會 せる 所は 果して 如何、 到底 之を 辨別 する こと 能は ざる も、 予は 今專ら 
や說に 依らて 化 書中に をはれ たる 思想を 辿ろ て 之を】 をの 組織の 下 化 論述 せんとす。 
文中 子の 言と 後人め 傅 會と雜 採ず る處 あらは、 讀者 自ら 之を 判別して 巧を ち。 若し 夫 
れ义 中子を なで 烏有先生 となず もの 化 就いては、 チは あ 巧 揮 塵錄の 言を 引用し で 之に 
對 ふべ し。 曰く、 ；， 

.ま 中子のを 學  一ニ セ セ 
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文中 子隋末 大儒、 歐陽 文忠な {木 景文修 = 唐 書 f 房お傳 中、 略 不^巧 __ 其 姓名 或 云、 
其馨 阮逸僞 作、 ホ。 一必 有-一 其 人 T 然 唐を 習 之嘗有 J 曝，- 文中 モ f 而劉禹 錫 作-一王 肇® 墓 
誌一^ 序載-莫家世行事畜詳、 云_-內多，-偉人； 則與-,書所こ言合矣、 何疑之穿、 又皮曰 
休 有 _ 一文 や モ碑 f 見_| 於义辉 7 

(三) 貧の 性格 

文中 子は 化 モを學 び、 巧 住 坐 就 常 化 孔子たら A ことを 期す る 者な ろ。 孔子が 天下を 
周流して 屢隱 者に 遇 ひしが 如く、 文中 子る ホ屢隱 者に 會 せろ。 孔子が 往 々天下の 木緯 
をな て 目せられ、 聖火を なて 評せられ しが 如く、 文中 モも ホ屢ま 人を なで 目せられ、 
或は 大賢を なて 評せら る。 論語 中には 鄉黨 の】 篇 あろて、 孔子の 起居 動作を 描く こと 
極めて 詳 をろ。 而 して 中 說 にる ホ 文中 モの 起居 動作を 描く こと 甚だ 詳な 兩 々對照 
し 巧れば、 中 誘の 論語を 模 做せし 觀 、歷 ♦指摘すべし。 

魏巧篇 に 曰ん 式.：':. '  V  - 


す謁こ 見隋祖 - 1 接 而陳こ 十二 策 T 

盖大に 遺の 行は るべ さを 見 たれは なろ。 然るに 據 素が 文中 モを徵 せんとず る や、 之は 
答へ て 曰く  - 

{^屬 之 南、 汾水之 曲、 有-- 先人 敝廬在 r 可 3 な 避 U 風雨 r 有^ 田 巧 3 な 具-- 饋粥 r 彈 ^ 琴 
著^®、 講^道勸^義、 自樂化、 願君侯お^身な統--天下^ 時和歲豐、 則通化受^賜さ 
.矣 、不 .願. 仕 也、 (I 君) 

遂に 仕へ ず。 化 ふるを 欲せざる に 非 デ、 仕 ふるは 足ら ざれは なり。 其、 5 は ホた 曾て 天 
下にを せ ずん は 非ず。 故に 魏徵 、杜淹 、董常 等が を 其 志を 言 ふに 當 つて、 董常 曰く、 
願 聖人 之 道行-- が 時 7 常 也 無， 事，- が出處 化) 

文 呈卽も 之 じ 量る は是 か爲？ 。藻 5!' 齡 龍謡捷 I 穀强 言) 河 上 丈 人 S 結 S) 

嘗 つて 义 中子を 評して 曰く、. 

何居乎斯人化、 ム若：，醉=六經^ 目若，營_|四海^ 何居乎、 斯人也、 {一君) 

文中 子のを 學  一一 一七 化 
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ホ 叫 ホ 人 も 亦 曰く 

何謂逵 々者、 无 ，急 歎、 子 曰 非，， 敢急 f 傷_ ，時 怠， 化、® 君) 

二 丈 人の 評ず る 所、 及ぴ 文字 中の 答 ふる 所 化を つて 彼の 志の 荐 ずる 所を‘ 見るべし • 
磬 説 S い i 八い 文} 從子王 珪は卽 ち 日く、 

菩 聞-一 關朗 之擎矣 、積亂 之 後、 當基 _ ，大賢； が 習 = 禮樂； ^莫レ 若ュ吾 驾天未 ド？ 道、 
振-- 斯文-者 、非-字 誰 歎、 (I 朗) 

鄉人 巧を 薛 なは 卽ち 曰く、 

壬巧を，-祖父1焉、 有，，子孫，焉、 雖^然乂，，於其道7 鍾，_美於梟，化、 是人必能叙_,彝倫， 

食* へ 盧樂) 

妾 V 篇 

薛 をの 謗は 頗る 孟僖モ の 孔子を 評する 化 似た ろ。 年^ 仲 長子 光ろ ホ 曾て 文中 
子 0 門人た 語 つて 曰く、 

子 さ. 師其ま 人 乎、 死生】 矣 、不 ，得， _與^ 之變； AM を) 


ま 人 及 ひ 死生 一矣の 語は 莊モの 常套語なる ことは 注意すべし。 事は 猶 後に 詳 をろ。 廚 

<、 

モ叫^自-,蒲關：^ 關吏陸逢止こ^^曰、 ホ^可3な遞，，我生民，化、 子爲^之宿、 翌日而行、 
陸 逢 送. 子 曰、 巧矣 、江湖 鑑臟 、非 n 鑛漬 所， を 化、 

盖し 隋祖を 兌て 道の 巧 はれざる を 知ろ、 遂に 之を 去らし 際の 事なる べし。 然れ ども 目 
は 四海を 營 み、 時の 怠る を 傷け の 人は、 決してを 民を 避る、 人に 非るなら。 前を や、 
ず 盾せ るを 見るべし。 且つ 出關の 事は 甚た 老子 出 關の說 と 巧 類し、 陸 逢は 僅に 一宿を 
得れ ども、 關令尹 富は 卽もお 千 言を 得しとの 相違 あるの み。 事は 猶 後に 詳 なろ。 而し 
で巧 人の 文中 子を 見る ことは 言 ふ 迄 •も 無し。 ち 孝 巡は 夫子の 道は 孔子に 劣らず とい 
ひ 〇  ( 解 道 j 程 元は 盖天 之を 啓く 積學の 能く 致す 所に 非ざる なろ と稱 せり。 (J 樂) 

次に 文中ず の 風聚に 就いては、 龍 巧 關の吏 仇 葛の 語 頗る 詳 なら。 魏棚篇 化 曰く、 
吾視 -- 其 顏-類 如 化、 重而不 ，亢 、目燦 如 化、 澈而不 ，瞬、 口敦如 化、 闕而不 ，張、 凰 
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驟龜 背、 鬚 軍： 至， 腰、 參如 化、 輿， 之 行、. 俯然而 .色卑 、輿：. 之 言、 た然 而後 應 、浪驚 
槐旋而不，懼、 是必有，異^人者也、 吾聞，之、 天下無，道、 聖人藏焉、 鞠躬守，默、 斯 
人殆似 化々 

其の 溫柔 敦厚なる 風聚晝 くが 如^を 見ょ。 唯 S 十歲 前後の 壯者 たる 文中 子の 鬚 か參如 
として 垂れて 腰に まるが 如きは、 頗る 異 とすべ 5 るの あろ。 

次に 彼の 日常の 巧 動じ 就いては 事 君篇じ 記す 所、 最詳 なろ。 曰く、 

モ間 居嚴然 、其 動化徐 、若， 有：. 巧， 慮、 其 行 化、 方 若， を， 所， 畏 、其 接， 長 化、 恭令 
然 、如 末， 足、 接 n 幼 考：溫 々然 、如 看 こ 就、 す 之 服、 儉な孽 、無 _ 長物， 焉 、綺羅 
.錦霸 、不： .入 _~于 室 T 曰 君す 非 _ ，黃白 _ 不： .御、 婦人 則 有 __靑 碧 f モ寡 J； 黃 、無，， 款饌- を 
必 去， 生、 味必 適、 果菜 非 n 其 時 r 不 ，食、 曰 非 天道， 化、 非 其 生  >不 ，食、 曰 非 U 地 
道， 化、 鄕人有 _,窮 而索 者^ 曰 •爾 於， 我 乎 取、 無， 擾_ ，爾隣 里鄉黨 _爲 ，化、. 我則不 ，厥、 
，鄕人 有， 焚、 を必ホ 巧、 反必 後、 す 之 言、 應而不 ，嘻 、唔必 有， 犬 端 f 子之鄉 、無， 爭 


者^ 或問_-人善^ 子知，，其善^ 則稱^之、 不：，善、 則曰，ホ，_嘗輿义，化、 子濟，，大川7 を 

，風 則 •止、 不 ，登， 高、 不 ，履， 危 、不 ，乘 ，徑 、不 こ奔駭 r 鄉 人を e 水生 之 役-則 具 こを 緯 
技巧、 曰 吾 非 接， 夫夫， 化、 

其の 自 から 持ず る こと 謹嚴 、物を 待つ こと 寬裕 、自 から 奉ずる こと 儉 素、 人を 救 ふに 
吝奮 をらず、 攝 生を 重んじ 危 さじ 近づかず、 人の 善を 稱 する を樂 しみ、 鄕人も ホ自か 
ら 其の 德化 感化して 相 爭ふ者 無 か A しこと を 記述して 遺憾 無しと いふべ し。 

ぃ  (ご 一) 诞の賣 的 

文中 子の 目的は 王道の 實現 におろ。 不幸 じして 王道の 暗く して 明かなら さる こと 旣 
に 久し。 故に 彼は 開卷 第一. 化厲聲 疾呼して 曰く 
t 甚矣 、壬 道 之 難， 巧 化. 

と。 千歲 ょろ 上、 聖人の 上位に 在る ものは 周 公に 若くな 無 レ。 千歲 ょり 下、 聖人の 下 
位に 在る ミは 畢じ 若く は 無」、 愛 沒 して 聖人の 道行 はれず。 孔子 沒」 て聖 入の 

を 中子のを 學  ミ \ 「こ 
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遺傳 はらず。 周 孔の道 巧 はれず。 是れ 王道の 明か をらざる 巧な なち。 (齋 篇) 是を なで 
王道を 實 現せん と 欲せば、 須ら  /N  周を 化 子の 道を 巧 ふべき なち。 孔子は 嘗て 曰く、 如 
し 我を 用ね る 者 あら ば、 吾夫れ 東 周を 爲さ むかと。 文中 モもホ 曰く、 

如有--用^我者？ 吾其爲--周を所。爲乎、(献地) 

命 あら 如何と もずべ からず。 おじ 孔子は 退いて 六經を 修めたち 。文中 モもホ 遂に 道の 
夫 下に 行 ふ 巧から ざるを 知る。 故に 曰く、 

千歳 而 下、 有 t 紹 n 宣尼之 業， 者 い吾不 U 得而譲 ~ 化、 地) 

德 か六經 を續修 せし は實に 么か爲 をろ。 

(四) 政治 說 

若し 彼を 用 わる 者 あら ば 彼 果して 如何を る 政を か爲 ずべき。 禮樂の 政 卽是を A。 彼 
嘗て 房 玄齡に 語つ て 曰く、  - 

王道 盛、 則 禮樂從 而輿焉 、非 _ ，爾 巧， な 化、 爲君一 


里道篇 にも ホ 曰く、  • 

二 ご 一子 皆 朝之預 i 議 者、 今 言-政が 不 k 托、 是 天下 無- 疆 化、 言- 聲而不 表 i 雅、 景 

天下無，樂化、 言^文而不^ぶ：^理、 是天下無^文化、 王道從^何而巧乎、 

是れ實 化 彼が 禮樂を 正せし 所がなら。 故に 曰く、 

王道 之 駭乂矣 、禮樂 す-な 不-正 乎、 (S) 

彼は 嘗て 自 から 謙遜して 

吾 於 U 禮樂 r liL 失而已 、如 U 其 制作： な 俟__ 明哲 

と 言 ひし も、 其の 自 から 任す る 所は、 义巧 化觸れ V 言に 發 せら。 董 常の 巧す る や、 ズ' 

中モ 之を 哭 する こと 終日 じして、 門人に 語つ‘ て 曰く、 

菩悲 夫 天之不 r 相 .v 道化、 之モ お、 吾ホ將 k 逝矣 、明 王雖^ 興、 無。- な定 -- 禮樂 -矣、 

へ 問る ン 

产篇 

卽も 禮樂の 政の 如 は 房玄齡 輩の 及ぶ 處じ 非ず。 唯 夫子と 董 常との み、 ょく 之に 任ず 
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巧し とを せし なみ。 周 公篇に 曰く、  - 
逾 ，•其 變 r 天下 無 U 弊 法 T 執 其方 f 天下 無， I 善敎 T 
然 らば 禮樂の 制定に 至らて は、 彼は 方化變 通の. 妙. を 極ん とず。 孔子は 嘗て 顏 回に 語々 
で禮樂 制を の 方針を 示せり。 文中 モの巧 針は 蓋し 彼が 正した る禮樂 中は 明らかを りし 
ならむ。 今 其の 書 散佚して 其の 詳細を 知ら 難しと 離る、 暫く 中說に 依つ て 之を 想像せ 
んか 、彼は 曰く、 

冠禮廢 、天下 無 居 人， 矣、 昏禮廢 、天下 無，， 家 道， 矣 、喪 禮廢 、天下 遺 __ 其 親， 矣、 祭 
禮廢 、天下 忘-直 ハ祖 ，矣 、嗚呼 吾 ホ， 如，， さ 何 立 己矣、 

冠婚 喪祭を なて 人生の 大 禮と爲 せし は 明らかな ろ、 其の 他 述お篇 には、 

宗祖 廢 、而巧 姓 離矣、 

とい a、 家族 主義を ま 張し、 事君篇 には、 

嫁娶而論^が、 夷虜么道化、 君子不^入_直ハ鄕7 古者男女之族、 を堅*德焉、 不__な^が 


爲 で禮、  '  、 
とい ひ、 婚禮を 正ぅ すべ 含を ま 張せ ろ、 嫁娶 せんとして がの 多寡を 論ずる は、 夷虜 の‘ 
道な ろと いふが 如 さは、 薄志弱行の 靑 年輩を 痛駡 して 遺憾 無しと いふべ し。 天地 篇に 

曰く、 

薛で±問心葬、モ曰貧者敏_-手を：富者具，，棺擲：封域之制無，廣化、不^居，，良田：古- 
者不 U 戸 死傷で 生、 不- 夕厚爲 で禮、 

儒家の 葬 禮の重 且大じ 過 r るに 對 し、 取捨の 意を 寓 し、 墨 家の 極端なる 節 葬に 陷らず 
して、 擧ス孔 モの易 めんょ ろは 寧ろ 戚め ょの 訓じ 適； 5、 頗る 時勢に 切なる を覺 ぇずん 
は 非ず。 天地 篇に 曰く、 

ぞ藝 J^、 登場 歲不 ，過 •，數 ち T な 供 U 祭祀 冠媳 賓客 之 酒 _ 也、 成， 禮則 止、 モ之 室、 酒 
す， 絕、 

嫂が 禮を 雷ん ぜ しこと ホな て 想 見す るに おる。 法制に 就いては 別に 言 ふ 處を兌 ざれ ど 

义 中子の 曾 如  ご 一八 七 
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も、 

無.^ 敵之國 、其 刑必 平、 多 欲之國 、其が 必 削、 

とい ふが 如き、 彼が 信賞必 詩と 民力 休養の 意見を をせ しを 想像ず るに おるべし。 

な 上述ぶ るか 如く、 彼の 意見は 頗る 取捨す る 巧 あれ ども、 大體に 於いて 彼の 政治 說 
は復 まま 義な ろき。 立命 篇に 曰く、 

賈讀曰、 淳灘樸散、 其可^歸ず、 子曰、 人能弘，道、 苟得_,其巧- 如，反，掌爾、|;|} 治 
亂相易、 繞淳有^曲、 興衰資_~乎人^ 得え在_~乎敎^ 其曰_~太舌不，.巧，復、 是ホ，知_,先 
王 之 化 _ 化、 詩 書禮樂 、復 何爲 裁、 

彼は 卽も詩 書 禮樂を 用む、 且 其の 人を 得 ば、 太古 復 すすから ざるな しと 言へ ろ。 而し 
て 彼は 理想的 至 治の 世を 述べて 曰く、 

ホを聖王巧^上、 田里相距、 鷄犬巧間、 人至_,老死^ 不，，相往來： 盖自ぉ也、 是以が 
治之代、 五典潜、 五禮措、 五服不，章、 人知__飮食^ 不^知_,盖藏^ 人知__雜ぉ^ 不卜知^ 


..愛敬： 上如--標技^ 下如-野鹿-何哉、 盖上無爲、 下自を故也、{;^;> 

是 こまつて 彼は 老子の 語を 引用せ ち。 先は 述べた る 曲關の 記事 あ ひ 至 人の 語 等に 化り 
合は せ V、 彼が 知らず 識ら ず、 ち 莊の說 を 混せ るを 見ょ。 老子に 禮樂 を廢棄 して 民樸 
に歸 るべ しと 云 ひ、 彼は 讀書 禮樂を 用む て 民 淳に復 すべし と 云 ふ。 其のず 盾に 就い は 
彼は 關知 せざる もの、 如し。  ， 

彼は 四民の 別 五 等の 序 等の 如き 階級 制度を 是認せ ろ。 (誦) 而 して 其の 最もな 意ず べ資 
は闕 民の 輿論を 實重 せし ことなろ。 問 易篇に 曰く、 

議其盡 _ ，天下 之 ふ _ 乎、 昔 黃 帝を， I 合 宮么聽 r 堯 巧-- 觸室之 問 T 舜 有-- 總 黃之訪 r 皆議 
之 謂 化、 大哉 乎、 幷= 天下 之 謀 i 兼-- 天下 之智 一^ 而理 得矣 、我 何爲 哉、 恭 k 己 南厨而 
已、 

禮樂篇 にも ホ 曰く、 

議天モ 所 _ ，が 兼 巧 而博聽 1 化、 唯 至 公之 ま、 爲 n 能 擇~ 焉、 
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萬 機を 論に 決せん とする 衆議 制を 是認ず ると 典に、 天モ ょく 至な の、 むを がて 天下に 君‘ 
臨す ベ 含を 述べた るか 如 含、 殆んど 現今の 立憲 君、 王政 體を豫 想す る もの あろ。 是れ盖 
し 儒者の 理想と する 巧な ち。 儒は 卽ら至 公を 尊ぶ、 然れ どる 君 まの 實嚴 はお 然として. 
動かす 巧から ざるな り。 孰れ か儒敎 をな て 民、 王 的な をと 云. ふ。 

(五} 鐘說 

彼は 多くの 儒家と 啊 じく、 義務 論と して S 綱を 肢 ろ、 德論 として 五常を 取る こと、 
天地 篇に 見を やる 薛收の 語に 由ろ て 明な ろ。 曰く、 

菩嘗聞 _ 美 モニ論 矣 、上 明 己一 一綱 f 下達， 吉 常！^  . 

述を I 扁 にる ホ 曰く 

薛收問^た、 子曰五常之始也、 問^性、 モ曰五常之本化、 

たを がて 五常の 始 となす を 見れば、 五常は 卽らた 義禮智 信を る こと 疑 ふ 巧から ず。 机‘ 
して 性を なて 五常の 本と なすを なて 之を 見れば、 盖 五常の 德は 性の 基礎^ 上に 大成 サ‘. 


らる べしとの 意なる べし。 なほ 性に 就いて 彼の 考を 見る に、 王道 篇に 白く、 

..哉を 而 行， 之、 哉利而 巧， 之、 或畏而 巧， 之、 及 _ 直 ハ 成.. 功一 化、 

是れ 正に 中庸に 巧 謂、 生 知を 巧、 學知利 行、 及び 闲知勉 行の 語と 同じ。 卽も 彼は 子 
なと 同じく 己お 說 をなる るのと いふべ し。 彼は 新く の 如くを 知 ま 巧を 認 いるに 拘 はち 
ず、 却つ て 天啓の 聖人を 認めず、 何人 か學 問に 由ら ざれば、 成德の 域に 至る 巧から た 
となせ り。 禮樂篇 に 曰く、 

元 汝知乎 哉、 天下 未， 有 __不， 學而成 者 _ 也、 

然 らば 其の 所謂 學 とは 何 どや。 天地 篇に 之を 解して 曰く、 

學者樽 誦云乎 哉、 必化貫 U ず 道 r 文 者 巧 作 云 乎 哉、 必化濟 U 乎義 T 
卽^學 問の 目的は 道を 貫く にがろ、 博 覽多識 の 如ぅ 未だな て 學と言 ふ 巧から ず。 其の 
他事 お篇 に、 

ホ 之を 化辨 ，道、 今 之 あ也耀 ，文、 
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と 云 ひ、 或は 义 

古 么义化 約が 達、 今 之 文化 繁 W 塞、 

と 云； 3 しが 如 含、 其の 志のを する 所を 見るべく、 洗 鍊雕琢 みみを これ 事と せし、 隋膚 
の 文人に 對 しては 正に 頂 巧の】 針と いふべ し、 學 問の 目的は 聖人た るを 學 ぶじを るべ 
きこと、 ホ 言を 待たず。 然るに 彼は 又 嘗て 成人を 論じて 曰く、 

姚義之 辯、 を 靖之智 、賈璧 魏徵之 正、 薛收 之. 仁、 程 元 王 孝 逸 之 文、 加， 之な = 篤 固 r 
串， 之み I 禮樂： 可 S な 爲__ 成人  >矣、 

乳す 嘗て 成人を 論せ しと 何 ど 其の 相似た るの 甚 たしき。 要するにな 上述ぶ る 所は 純が 
たる 儒家の 見なろ。 然れ ども 彼の 倫理 說は义 頗る 老莊の 見を 混ず るるの あ々。 天地 篇 
に董 常を 評して 曰く、 

常 化 其 殆坐忘 乎、 

顏圓が 坐 忘せ しこと 莊 子に 見 ゆ、 董 常は 卽も 文中 子の 顔 同を ると 前に 述べし が 如し。 


夫 地篇义 曰く、 . 

董常曰、 夫子之道、 與^物而巧、 與物而去、 ホ無^巧：^従、 ま無^巧^お、 

廓然 大公、 物 巧ろ て嗯應 ずとは 易に 見 ゆれば、 必ずしも 老莊の 見と いひ 難しと 雖 る、 一 
頗る 老莊の 見と 類す る もの あるは 疑 ふ 可から ず。 又 曰く、 

モ 謂-程 元-日、 な 輿-- 董 常-何 如、 稻 元日、 不 -- 敢 企-常、 常 化 遺 ュ道驾 元 化 夢む 
義 r 

其の 事は リモが 子 貢に 顏 罔との 儀 劣を 問 ひしと 相似で、 其の 言は 卽も 老莊の 思想な 
ち。 仲 長子 光 嘗て 文中 モを 評して 曰く、 

モ之師、 其至人ず、 死生 】 矣、 不^得<-輿^之變^|を) 

是义莊 子の 語の み。 是を 先の 政治 說 中に 擧 げたる 理想的 至 治の 惟の 殆と 老子の 理想 國 
と 同じさ 等に 參照 ずれば、 彼の 倫理 說 るが 知らず 識らず 頗る 老莊の 影響を 受けた るを 
览る べし。 
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(ホ) 京敎觀 

彼は 孔子を 學ぶ 者な ち。 故に 其の 宗敎觀 も ホ 孔子と 巧 似た ろ。 王道 篇化 曰く、 

子讀 -1 無 鬼 諭， 日、 ホ， 知， 人、 焉知 真、 

孔子が ホ 知 生、 焉知 死と 云へ る こと、 其の 造語 相似た ろ。 彼は 焉ん ど觅を 知らん とい 
へどる 鬼神を 認めざる に 非ず。 鬼のを 巧を 認 いると 離る、 孔子と 同じく 敬して 之を 遠 
さけんと するな ろ。 故に 天地 篇に 曰く、 

陳叔達閒，.事-|鬼神，之道い 子曰敬而遠^之、 

天地 篇に又 巧く、  .  .4  ‘ 

問，祭、，何獨祭化、 ホをこ祀焉、，有，祭焉、 を心旱焉、 一ぶ者不^同、 古先聖人巧。_な竣。 

>  S 才之奧 一也、  . 

天神には 祀 とい； 5、 地祇には 祭と い； 5、 人 鬼には 享と宏 ふは 周禮 k 記す る 巧に して、 
彼は 盖芝說 ミら しこと 明な ろ。 卽も 彼は たた 天地人 0 一一 一才を 謹す るろ みなら 


ず、 祭る じを の 禮を講 •くさん とする をろ。 今 s 才化 就ての 彼の 所見を 考 ふるは、 

氣爲： .上、 お 聚^ T、 識 都-- 其 中 r 而 S 才備 矣、 (g) 

と 云 ひ、 或は 又、 

夫 天 者 統= 元 氣~焉 、非 比蕩 々蒼々 之 謂 ~ 化、 地 者 統= 元 お ~焉 、非 U 业^川 丘陵 之 謂 I 
化、 人者統 n 元識 I 焉 、非 >1 业圓首 方 お 之 謂 ~ 化、 (1} 

と 云ふ氣 とおとは 明 了に して 說 明を 待た ざれ どる、 識 とは 盖 知識の 識 にし y 精神的 作 
用を 言 ふ、 彼は 又 天神を 解して、  • 

遠 則 冥 n 諸 ふ， 化、 ふ 者 非， 他 化、 窮 ，理者 化、 故悉本 n が 天 r 推_> 神 於 天 
と 云 ひ、 她祇を 解して、 

至哉、 巧物生焉、 萬類お焉、 (中略) 形化者非，化化、 骨巧之謂化、{;|) 

と 云へ ろ。 其の 言 ふ 所 明瞭なら ざれ どる、 要ず るに 天は 元氣を 統べ、 人 之を 得て なて 
ふとし、 地は 元 形を 統べ 人 之を 得て なて 骨肉と をず が 如し。 勤禪を 論じ で、 

文 や 子の 背學  ご I か 五 


ま那が 口學の 巧を  互 九を 

お禪之費、 非^古化、 徒な夸-~天下7 其秦漢之侈必乎、{;|) 

と 云 ふが 如き、 醇 儒の 見と して 頗る 貧 重 すべさな ろ。 

彼は 弟子 董 常の 死せ. しと 含、 歎じて 天の 道を 巧け ざるを 悲し いと 言 ひしが 如き、 (I) 
或は 又 

命 之 立 化、 其稱- ，人事-乎、 故 君 モ農ぃ 之、 (I) 

と 云 ふが 如 穿、 天命に 就いで 惑 ふの 念 無き 能は ざろ き。 然れ ども、 

賈遵曰、 甚矣、 天下么不^知^す也、 子曰、 爾願^知乎哉、 姑修焉、 天將ぃ知^之、 ぁ 

人 乎、 (I) 

と 云 ひ、 遂に 

洽亂運 化、 窮達 時化、 吉凶 命 化、 一巧】 を、 をな k 數 ま、 尝徒云 哉、 (g) 

と 云 ふじ 至つ ては、 旣化 まふ 立命の 域 化 到れる を 見る、 彼 嘗て 或 人の 長生 不死の 道を 
問 ひし じ 答へ で、 


じ義不，修、 孝傅不^ホ、 奚爲，長生^ 甚矣人之無，厭化、{;^} 

と 云 ふが 如き、 人の 務む べきは 卽 ちた 義 孝弟に をろ、 生 巧の 如きは 貸に 巧の 當さ にが 
る ぺき處 、吾人の 如何と もすべからざる 處 、となせ るを 見るべし。 

次 化 彼は 儒釋 道の S 敎を 論して 曰く、 

詩 書盛而 秦世滅 、非-- 仲を 之 罪， 也、 虛 を長而 晋室亂 、非 _ ，を莊 之 罪， 化、 齊戒 修而梁 
國 ち 非-, 釋迦之 罪-化、 易夕云 乎、 苟 非-其 人； 道 不=虛 行^ (I) 

其の 言 易 ゆべ からず。 佛敎を 論じて 曰く、 

或 問 A 佛 、子 曰 聖人 化、 曰 其敎何 如、 曰 西方 之敎 化、 中國則 泥、 巧 革不ぃ 適^ 越、 冠 
冕不^可=が么*が、 ホ之道化、(|) 

傭の 聖人た るを 認 りれ どる、 其敎は 之を 巧 度は 用 ふべ し、 之を 支那に 用 ふ 巧から ずと 
なせろ。 旣 にして ホ 曰く、 

耗元 曰、 S 敎何 如、 ぞ 曰、 政惡 -- 多 巧， 义矣 、曰廢 k 之 如何、 子 曰、 非 =爾 巧 1 な 化、 

ホ 中子のを 學  ミ 
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眞君建德么事、 適お--推^波助^欄、 縱^風化一^綾爾、 モ讀--洪範纖義>曰、 ーーー敎於心祐乎 
. 可，一矣、 程元魏徵進曰、 何謂也、 ぞ曰、 使。^民不^倦、^;|) 

政の 多 門なる は 思想の 統一を がぐ る 所なる るを なて、 始めは S 敎の 並び 巧は る、 をな 
て 之を 不可と し、 唯 其の】 を 取ろ て 他の 二を 廢す るのを 易なら ざるを 認めた ろ。 然れ 
どる 撰範纖 義を讀 むに あびて S 敎 合】 の觀を 抱く に 至れろ 洪範 « 義の 何物なる かは 今 
之れ を詳 じする にを をし。 要ず るに 彼の S 敎 合一は 政治的 見地ょ' りなるな ク。 

(セ) 結論 

中說じ 記ず る 巧、 種々 の 方面に 關 する もの あ々。 攻 上述ぶ る 巧は 彼の 學說を 見る 化 
おる ベ 含 諸問題に 就いて、 其の 大要を 錄せ るに 過ぎず。 然れ どる 上に 述る 巧に ょろ て 
之れ を 見る も中說 なる もの、 價値 及び 中說 におつ て 見た る 文中 子 其 人の 如何は 凡も么 
を 想像ず べし。 お 儒 頗る 文中 子を 推し、 或は 漢 後の 一人と をす ものみれ ども、 其の 
人と 其の 譽 とおに 頗る 怪しむ るべき 處 あるは、 ホ 言を 待たざる る A。 


唐 李 熱の 哲 寧を 論 ダ 

_、 事蹟な び 著書 

李 熱 字は 習 之、 幼に して 儒學を 勤め、 博學 好古、 文を 爲 .CN て氣 質を 尙ぷ •真 元 十 
四 年 進 ± の 第に 中ろ、 始め 校 書 郞に巧 じ、 累 還して 元 和の 初、 國モ博 ± あ館修 選と 爲 
る。 常に 謂へ らく、 を 官の紀 事、 實を 得ず と。 乃ら 建言して 曰く、 大抵 人の 巧は 大善 
大惡 、世に 暴る るを に 非れば、 皆 人に 訪 ふ。 人 周知せ ず。 故に 巧狀說 礫を 取る。 然れ 
どるを の 狀を爲 る 者、 皆な を 巧 生じして 苟言虛 美、 文に 溺れて 其理を 忘る。 臣 請ふ專 
を 指し 巧を’ 載せ、 賢不 おお 錫から しむる こと、 假令ば 魏徵は 化 其 諫爭の 語を 記せば な 
て 直言と をす におろ、 段 秀實は 化 司 農 巧を 倒 用して 逆 兵を 逍； S、 を那を 々を 記 
せ ばな て 忠烈と 爲 すに 足る が 如くせ む。 然ら ざる 者は 考巧 太常史 館に 刺して 受 くる 
こと 勿ら しめんと、 詔して 可とす。 巧遷 して 考巧 員外 郞 となる、 諫議大 夫を 景儉 、翔 

唐を 飄 のが 口學を 諭す  一二 か 九. 
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を 表して 自ら 代る。 景儉 斥けられて、 熱 も ホ 朗州刺 おとなる。 時に 十五 年な ろ。 旣に 
して 又 召されて 禮部郞 中と をる。 颠性峭 a、 論議 屈する 巧な し、 化へ て 顯官を 得 ダ、 
響々 として 樂 まず。 宰 抑を 逢ち^ 見て、 其 過失を 面 巧す。 逢 ま 之と 校せ ず。 飄ムに 旨 
ら 安ん ぜ ず。 請暇 •百日に 滿も官 を 免ず。 逢 ま •更に 奏して 廬州刺 あを 授 く。 太が の 初、 
乂クて 諫議大 夫 知 制 請と なろ、 中馨舍 人に 改 む。 後出で、 鄭娃刺 あ、 桂 管 都 防禦 使、 
潭 卿刺史 、湖南 觀察 使に 歷 化し、 九年襄 州刺史 、山 南東 道 節度 使と なろ、 會昌 中、 鎭 
化 卒す。 論して 文と を ふ。 著は す 所 文集 十八 卷ぁ 9。 

二、 韓愈 及び 佛と李 熱 

苯 熟が、 韓 愈に 從游 せし は、 貞元 十二 年 愈が が 州の 位た々 し 時に 始まろ、 其 後退 之 
.の兹 ずる 迄 二十 九 年、 終始 渝 はらず。 祭 吏 部 韓待郞 文に 曰く、 

貞元十二、 ぶ作，~か州^ 巧遊^自^徐、 始得-|ぶを^ 視-~我無能^ 待，我な^友、 講，文析 
レ 道、 爲 ，益 之 侵、 二十 九 年、 不 ，知 二 巧乂 T 


韓 愈は 稱 して 我は 從 つて 游ぶ といへ どる、 李 熱の 韓 愈に 於け るは、 之は 師事せ るに 
非ざる をみ。 を 熟は 從游後 二 年 化して 進 ± に 及第し、 又 二 年 化して 韓 愈が 從ぶ算 の 女 
を娶れ A、 事は 文集 昌黎韓 君 夫人 京 兆韋巧 墓誌銘に 詳 かなろ。 從 つて 韓 李の 情證 頗る 
密 なる もの あろ。 卽も 祭文に 曰く、 

老聰言 J 壽 、死 而不 ，じ、 兄 名 之 重、 星斗 之 光、 

巧 陸 惨 書に も ホ 曰く、 

我友韓 愈、 非 な 世 之 文 r 古么 文化、 非 U を 世 之 人 T を 之 人 也、 其詞 輿，， 其 意 _ 適 、が 
を モ旣沒 、ホ 不： .見 過 於 斯~ 者い 

韓 愈の 文章 人物を 推 尊ず る こと 新の 如き もの あ々。 韓 な巧狀 じは 巧ち 曰く。 

自=貞 元 末-な 至 _ ，於な r 後進 之 ± 、其 有， 志， _於 古文， 者、 莫 ，不_| 視 ，公が 爲 I .法、 

巧ら 其 人に 師事せ ずと 雖 も、 其 文を 姉と ずるる のをる こと 巧 かなち。 

韓 愈は 居常 佛を排 する をな て 己が 巧と なす。 而 して 李 熟 も ホ ま 佛齊論 あ々 て 頗るを 

唐を 翔の 曾學を 論す  四 〇一 
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を排 す。 义答徊 州 開 元 寺 僧澄觀 書に 開 元 寺の 鐘銘を 作る を 嫌し とせざる の 意を 述ぺ て- 

日く、 

吾之銘 -- 是 鐘， 化、 吾縣 ，明， 一聖 人 之 道， 焉 、則 於，， 釋巧 _ .無 J 儘 化、 •吾縣 ，順 _~釋 巧之敎 7 
.，雨 述-焉 。則 惑  >  李 天下， 甚矣 、何賣 ，李 吾 之先覺 ，化、 

然れ ども 後 遂に 之に 銘 ず。 時は 貞元 十五 年、 卽ら韓 愈に 從游 ずる 後一 一 一年な ろ。 澄觀 
は、 華 嚴宗の 傑 僧に して、 恰も 化 年を なて 國師號 を 賜は る。 吾 將に釋 巧の 敎に 順つ て 
述べん とする か、 則 も 天下を 惑さん こと 甚 しからむ といへ ば、 當時 頗る 佛敎を 知ろ し 
こと 明かな ろ。 且つ 去佛齊 論に も ホ 曰く、 

惑^之者溺-一於其敎： 而排^之者、 不：.知--其ふ^ 雖-辯而當一^ 不，能^使__其徒，無*講而 
勸 。巧者#、 故 使； 其 術， 若， 彼 之 織， 化、 

彼が 傭 敎に鐵 して 旣に 幾分の 知る 所 あろし こと 推知 すべさを々。 化し 頗る 佛敎た 知 
れ ども、 或は 儒 釋の相 矛盾す るを 疑 ひ、 又 或は 儒釋の 其ム化 於て 必ずしも 衝突せ ざる. 


を 思 ひ、 信疑 相-半ばし たるの 狀あ A、 然れ ども 彼が 遂に 鐘銘を 著は したる を 見れば、 
其の 信の 遂に 疑に 勝ちた るを 察ず べし。 されば 禪學 五燈じ 戴す る 巧、 李熱藥 山の 問趨 
は 恐らくは 謡 言に あらざる べき をら。 杰 ナ鄭朗 州の 剌 あなろ し 時、 藥 山に 謁して 道を 問 
ふ。 藥山答 ふるに 雲 在-- 靑 天-氷が をな てす。 李飄 欣偃拜 謝しで 偈を 述べで 曰く、 
鍊こ得 身が 一 似 一-鶴 お T 千 株が 下 兩酌經 、我來 問： 一道 無 一一 餘說 -垂 A 巧 一一 靑天 一水 巧 レ 瓶 
華 顯が朗 州の 刺史 とならし は 元 和 十五 年に して、 開 元 寺の 鐘銘を 撰せ し 後 二十 一年、 
進 ホ' に 及第せ し 後一 一十一 一年を 經 たち。 復性 書】 云扁は 彼の 二十 九歲の 作なる こと、 な 性 
下 篇に見 ゆれば、 彼が 藥 山を 見る 後の 作と いふは 誤な ろ。 蓋 儒釋の 一致を 信ずる の 後、 
鐘銘を 撰した るな 後の 作 をるべし。 

乙 一、 復惜 滅情說 

復を 書は 上 中. 下の 一二 篇 ょら 成ら、 上篇は 性情の 關 係を 論じ、 中篇は 復性 滅储の 方な 
を 論じ、 下篇は 人生の 須臾なる を 論じて 學ーピ 勵>^ ベ. さを 云 ふ。 彼は 開卷 第一に 喝破し 

藤を 謝のを 學を 論ず  四 C 一二 
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て 曰く、 

人を 巧 3 が爲 ，-聖 入 _ 者 性 也、 人 之 巧。， な 惑，， 其 性， 者 情 化、 喜怒哀 懼愛惡 欲と 者、 皆 情 
之巧^爲化、 憬旣昏、 性斯廣矣、{;社) 

と 情 循環を々 巧つ て 性を 惑は し、 性を して 充實 する 能は ざら しり。 彼は 之を 喩 すに 
か 火を なて して 曰く、 

氷么渾化、 其流不，淸、 乂之煙化、 其光不^明、 (，非，_氷火淸明之過，化、 沙不^渾、 流 
斯淸矣 、煙不 ，驚、 光 斯明矣 

水の性は もと 淸澈 な々、 もの 之を 濁す る ものは 沙 泥を ろ。 ちの 濁す に 方つ て、 性豈 
は 遂に 有る をからん や。 久しく 動かさ ざれば、 沙泥 自ら 沈み、 淸 明の 性、 天地を 璧 す、 
かょら 來る化 あらず。 故に もの 濁ず や、 性を とょろ 失は ず、 もの 復 する 化 及んで 性 ぉ 
生ぜず。 (中篇) 然 らば 情とは 何 ど 曰く、 

倚 者 性 之 動 化 (B 


倚を 性 之 邪 也、 知-! 巧爲 ，.邪、 邪 本 無 一有、 ふ 寂不： .動、 邪思自 息、 惟 性 明 照、 邪 何 
巧. 生、 發  • 

情は本無邪妄のるのなち。 然れども情はもと性の動にして、 性にょ-c^ておる。 あに目 

<> 

無，性則倩無^所，を矣、 是情由，性而生、 情不_~自情1 因，性而情、 性不，，自性： 由，货 

曼 S) 

天地 間の 萬 物、 皆 一氣を 受けて 其 形を をし、 或は 物と なち、 或は 人と をる。 (下 篇) 
故に 其 性 皆】 をろ と雖 も、 をの 氣を受 くるが 淺深 あろ、 必ずしも 均しから ず。 (上 篇) 
故に 聖人は 性を 得て 惑は ざる ものな み。 百姓は 情に 溺れて 其 本を 知る 能は ず。 終身 其 
性を 見ざる なろ。 聖人と 離る 尝情 なからん や。 ふ 寂然 不動に して 邪 思 自ら 息み、】 切 
の 情は 皆 性の 上に あつて 動く をな て、 情 あ. 〇 と 雖もホ だ 嘗て 情 あらざる をろ。 吾人 終. 
局の 目的は 邪 妾の 情を 滅 して 天命の 性に 復 ろ、 廣大淸 明、 天地を 照らす じ 巧るな ろ。 

唐を 麵 のを 學を 論ず  四 〇 お  ‘ 
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(上 篇)  ’  • 

然苗ば 復性滅 情の 方法 如何。 彼は 其 お 法に 漸 あるを 說 き、 先づ其 法を 述べて 曰く、 
弗， 慮雜 怠、 情 則不垄 、情旣 不達、 乃爲 >1 巧 思： 亞思 者、 無 k 無：. 思 也、 

無慮 無 思、 卽ら正 思の 方法を な V、 妄 情を 生ぜ ざら しむる をな て 第】 著 手と ず。 化 
方法は 卽も 其、 むを 齋戒 ずる 所がに して、 猶 ほを だ靜を 離る、 ことを 得ず。 静 あれば 必 
ず 動 あ A、 動 あれば 必ず 靜 あろ、 動 靜の相 對的範 圍を脫 せ さるる の なれば、 ホ だを の 
至れる るの あらず。 故に 曰く、 

ホ靜之 時、 知 = 也 無 r 思 者、 是齋戒 化、 知 U 本 無 P 有， 思、 動靜皆 離、 寂然 不 ，動 者、 奪 
至誠 化、 霞 

本 巧 思 ふこと をる’ をき を 知ろ、 動靜皆 離れて、 始めて 寂然 不動の 域 化 入るべし。 是れ 
卽ち 至誠に して 修養の 極致を ろ。 卽ち 性に 復 ろ、 天道に 合】 する ことを 得、 寂然 不動 
(諫卽 も 體)、 感而遂 •通 (明卽 も 用) を 致ず なろ。 がに 曰く 


誠而不，息則虛、 虛而不^息則明、 明而不，息、 則照，_天地，無，遺{^) 

或は 廣大淸 明。 照 二 乎 天地 一 (上 篇) とを 本性 淸 明、 周 _ 一流 六虛一 (中篇) とる いふ。 寂然- 
不動、 動 靜皆離 るれば、 親ざる の 見、 聞かざる の 聞 あろ、 物 至の 時 (格 物)、 其 ふ 照 令 
として 明かに 辨 じて 物 化應ぜ ざる (致 知 一な ろ。 なに 曰く、 

不，観不，聞是非，人化、 視聽昭々、 而不^起，_於見聞_者、 斯可矣、 無，不，知化、 無， 
弗， 爲 化、 其、 む 寂然、 光，， 照 天地 7 是誠之 明 化、 

晝は 作し、 夕は 休い 者は 凡人な ろ。 彼等は 物と 共に 作し、 物と 共に 休し、 常に 顿に 
動かさる。 吾人は 卽ち 之と 異々 、晝も 作す 所な く、 夕る 休い 巧な く、 作す も 作す 化 非 
ず、 休る 休 じ 非ず と觀 じ、 作 休 二者を 離れて 存 せざる に まれば、 吾人の 本性は 終に じ 
且つ 離る、 ことなく、 悠久 無疆 たるを 得べ さな AO (下 篇)  ’ 

四、 結論 

歐陽修 の 李 類を 論ずる や、 專ら幽 懷賦を 推賞して 曰く 

窜李隸 のが 口學を 論ず  四 0 セ 
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嗟乎使ご-當時君モ^ 當易-其嘆^老嗟^卑之瓜^ 爲，熱所^憂之瓜い 則唐么天下、 豈有ろ 
亂且 tl 裁、 

復性 書の 如きは 中庸の 義疏 のみに して、 無用の長物 でろ とを せら。 幽懷 賦の價 値は 
あに 歐陽修 の 論ずる 所の 如し。 然れ ども 復性 書に 至ク ては、 更に 一層 重大なる 意義を 
をす。 其 中庸を 解ず る ものなる こと 勿論な ろと 雖 も、 之に 新 意義を 加が せんとず る も 
のをろ。 故に 其 言 昔の 註解と 同じから ざるを 問 ふ 者に 答へ て、 彼な レ 事 解 者 化、 我は 
な 通 者 化 (中篇) とい ひ、 中庸を なて 儒家 唯】 の 性 命 書と なし、 

鳴 呼 性 命 之書雖 k を、 學者莫 >- 能 明！^ 是故皆 入-- 於 お 列老釋 ^ 、 不 k 知者、 謂。 夫子 之 徒 

不，足„,な窮=性命之道7 信，之者皆是化、{^} 

と 歎じ、 自己の 解釋 をな て 誠 巧の 源を 開く ものと し、 烏戲 夫モ復 生、 不 k 廢二吾 言 •矣 

♦ 

(上 篇) と稱 せろ。 

おが 性情を 對ぶ せしめ、 性を を靜 不動と し、 情を 妄邪 とし、 蘇を まとして 復性滅 情 


を 鼓吹せ るは、 周モの •王 靜說の 淵源と もい ふべ く、 义 性を 龐靜 とし、 形を なて 氣に本 
づぐ となせ るは、 張子の 虛氣對 立の 先驅 とる いふべ し。 性 善 倩 惡の說 は 旣に漢 代に あ 
A で、 董仲舒 が 性情を 陰陽に 配せ る 化 始^< ぶと いへ ども、 吾人は 擧ス佛 敎の眞 如 無明 
の說 に本づ くと 見る の穩當 なる を覺 ふ。 之を 要するに 彼の 所說 は、 佛敎的 精神を なて 
儒 敎の經 典を 解釋 せる ものにして、 おに 近代 哲學の 端を 開ける えの な乡。 


唐を 翔の 营學 をみ 班ず  巧 0 か 
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程 巧の 四 先生 

橫渠 逝て 關 やの 學振 はす 天下の 學± 靡 然として 伊 洛に歸 しぬ。 二 程 モ同瓜 協力 聖學 
を皴 吹し 後學 を誘披 せし か、 明 道は 幾 もな くしで 沒せ しもが 川獨 6 載 然として 天下の 
表と を々 あ 巧の 多 ±彬 々たろ。 而 して 其 尤は卽 も 所謂 精巧の 四 先生 これな も。 誰 ど 四 
先生とは、 曰く 謝上蔡 、曰く 楊龜 山、 曰く 游廣 平、 曰く 呂鹽 0 これを ろ。 上蔡は 聰明 
鱗 輩を 壓し 氣象剛 方な ろ、 玩物喪 志の 誠 ある 所。 龜 山は 穎悟に して 氣象 和平な ろ、 道 
南の 歎 ある 所、 廣 ホ篤學 にして 氣質溫 厚。 藍 田は 深 潜纔密 化して 顔 同の 目 あ $ 、上蔡 
の 巧には 朱漢上 あら、 張橫 浦る ホ 其 思想を 繼 承し、 陸 學の先 河と をる。 龜 化は 獨 6 酱 
壽を 得. て 遂に 南宋 洛學の 大宗と をろ、 朱 晦卷張 南 軒は 皆 其 巧 化出づ 。廣 平の 後、 流戚 
餘韻 世に をず る もの あらと 雖 も、 其學 遂に 振は ず。 藍 田 早く 沒し龜 山の 後の 大 なる 
に蔽 はる。 請 ふ 四 先生の 面目を 窺 はんか。 


謝 上 驚 

第三 早. 事蹟 

謝上蔡 名は 良 佐 字は 顯 道、 壽春 上蔡の 人る ろ •故に 人 呼んで 上蔡 先を とい ふ。 嘗て 
明道扶 溝に 知たら し 時® て 之に 從 ふ。 始み記 問を 務め 自 から 該博を 負む。 明 道に 語る 
.化 前を を稱 引して 一字を 遺さす。 巧 道 曰く 賢 記憶す る こと 何 ど 多 さ、 抑 も 玩物喪 志と 
いふべ しと。 上 蔡赦然 敷 汗 背に 狹 し。 明 道 曰く、 これ 卽も 側隱の ふを りと、 因て 徒に 言 
語を 學ぶ ことなく 靜坐 修練を 勸 0。 上蔡 化に 於て か發憤 興起し 苟も 事理 ホ だ 通 徹せ ざ 
れば 其顯挪 たろ。 元 豐八年 進 ± の 第に 登ろ 州 郡に 歷 仕す。 應 城の 令た ろし 時 胡 义定州 
郡を 巡視し 巧つ て 弟モ禮 をな て 上 蔡に見 ゆ。 伊川と 別る、 こと 一年に して 復 巧つ て 見 
ゆ。 伊川 其 進 學を問 ふ。 答て 曰く 化た 一矜 字を 去 6 得た ろと。 曰く 何の おど。 答て 曰 
くモ 細に 顯檢 ずれば 病 痛 悉く 此 裏に 巧ろ と。 伊川 歎じ で 曰く これが 謂 切 問而お 思なる 
ネ のをろ と。 建 中 靖國の 初巧對 す。 徽宗 之を 用 ふるの 意 あろし も、 上 蔡な爲 らく 上意 

程 門の 四 先を  四】 一 
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誠 をらず と、 乞 ふて 西 京 竹 木場に 藍たち、 大寧博 ± 朱 震 往て敎 を 請 ふ。 上蔡 因て 論語 
を 說きモ 見齊衰 者の 章と 師冕 見の 章を 擧 で 曰く、 聖人の 學は微 をく 顯 なく 巧 外を し、 洒 
掃應對 進退 ょら 上天 道に 達ず る聋で 一な て 之を 貫く、】 部の 論語 此に盡 きたち と。 或 
曰く 建 中の 年號德 をと 同し 恐らくは 佳なら じと。 上蔡 曰く 恐らくは ホー 播遷を 免れし 
と。 因て 口語に 坐せられ て獄に 下され 廢 して 庶民と 爲 す。 上蔡沒 せし 時、 廣平其 墓に 
誌ず、 然れ ども 其 文を V 佚 せら 故に 其 事蹟を 詳に する こと 能は ず。 著は す 所論 語說あ 
ろ 世に 行は る。 又語錄 S 卷あ 6 朱 子の 編輯せ る 所を ろ。 

第一 一章 學說 

上 蔡は二 程の 門 じ 遊ぶ と雖 る、 其 得る 巧は 實に明 道に 由れ ろ。 巧 道 も ホ 頗る 上蔡の 
才を 愛す、 嘗て 其 外に 馳せ V 博覽を 事^す るを 誠し め、 思を 內省的 化 致さし む。 上蔡 
を 化 於で か 離 然として 之を なめ。 專 らふ 性を 硏究 して 巧 道の ふ 論を 推究 し、、 心は 卽 
た、 仁は 卽覺と 論じ、 矜 とぶ 利と を まら 持敬靜 坐し 默識必 通智懐 擺脫の 境に 至ら V 止 


‘ む。 其擧明 道の 直覺 的を るを 受け 更に】 步を 進め、 橫浦象 山の 學を 開けろ 

( 1 ) 也 論  ‘ 
たとは 何 どや 天地の 懐 これの み、 天地を々 の德 あら 萬 物は 寓 す、 なに 萬 物 皆 春 底の 
意志 あらと。 これ 明 道の 仁說 なろ。 上 蔡叟に 之を 推說 して 曰く、 仁とは 何 ど、 活 者を 
仁と 爲し 死者を 不仁と 爲 す、 今人の 身體麻 遮して 痛蘿を 知らざる もの 之を 不仁と い 
a、 知覺 あらて 痛 穫を識 る これを 仁と いふ、 桃 杏の 核 種て 生すべき るの 之を 桃 仁 杏た 
とい ふ、 生 意 あら 此を 推して 仁 見るべし (錦 幾) と。 卽ら 仁を 說 くに 生 意を なて ず。 こ 
れ其 師說を 推して 獨 得の 地に 蚕れ る 者 化して 橫 浦の 學を おす 巧、 抑 亦 後 儒の 批難を 免 
れ ざる 所なら。 

仁は 天の 理 にして 寸毫の 杜撰を 交へ ず、 而 して 上蔡は 仁を なて むな りと 說 破し、 公 
は卽も 天地の 實 巧なら と爲せ A。 曰く ふは 何を た是 のみ 增) と。 又 曰く 人、 心は 天地 
と】 艘 、巧愁 意の 爲に自 から 小 了す、 理に 化せ 物に 因て 芭與る こと 無ければ 天の み、 

程 門の 四 先を  •  四 一ー ニ 
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農た て 天地と 一艘なる のみを らん や、 巧卽ち これ 天地を  >  り 一一 特) と。 又 曰く 挪の 性を 
論ずる は 儒の ふを 論ずる が 如く、 佛の 瓜を 論ずる は 儒の 意を 論ずる が 如し (If) と。 
其 ふを 重んずる こと 見るべし。 唯 4 を盡 くず 時は 卽も 天と】 をら 我は 我に 非ず 天な 
ろ。 然れ とる 其 支 離し 去つ て 天と 一なる こと 能は ざる 者は 實に 人欲の 私 あるが 爲を 
ろ、 上蔡 曰く 天理と 人欲と 相對 ず、】 かの 人欲 あれば 卽ら 一分の 天理を 滅却す、 一み 
の 天理を を すれ ぱ卽ち 一を の 人欲に 勝 も 得、 人欲 纔化肆 にして 天理 滅 す、 おに 巧せ 藏 
を 巧 ひ 杜撰 事を をせば 所謂 人欲 肆 なろ (I 厕) と、 纔に 私意 あれば 卽も 天と】 たる こと 
能は ず、 然 らば 其 私意の 由て 起る 巧は 如何、 上蔡は 未だ 之に 論を する の 暇 あら ざ 6 
ろ •り 

(一一) 修養の 工夫 

瓜は 卽仁 にして ふを 盡 くず 時は 天と】 體 たら 動作 語默 天に 非ざる 無く 巧 か 一たら 巧 
人の 名た だ。 而 して 天と】 たる こと 能は ざる 者は 私意 人欲 じ蔽 はる、 が爲 なろ、 巧蔽 


を 除く 巧な は 實に持 敬 窮理に 巧ろ。 な 意に 蔽 はる 故に 名利 矜夸の 念 あろ 一切の 痛 病 化 
裏ょ ろを ず、 上蔡 曰く 鋼蔽自 欺の、 心を 懷き虛 黯自大 の氣を 長ず るは 皆 名を 好む の 故な 
ら(|^}と。 故に名利の關を打破して後始めて學に進りべく、 窮理のH夫にょ•c^y始 
めて 之を 打破すべき なら。 上蔡 曰く 名利の 關を 透し 得ば卽 これ ル 歇の處 、窮理 の 工夫 
に藉 ろて 此じ 至ろ て 方に 聖域に 入る ことを 望むべし (鶴 顶) と。 

曰く 學者須 らく 理を窮 いべし、 物々 皆理 あら 理を窮 むれば 則 も 天の 爲す 所を 知る、 
天の 爲す 巧を 知れば 天と 一た 6 往く 所と して 理に 非るな し、 我 あれば 理を窮 〇 る こと 
能は ず 人 誰か 眞 我を 知らん や。 窮理の おは 旨 然化勉 めず して 中 6 思は ずして 得 從を獲 
じ 中る。 問 ふ理は 必らず 物々 にして 之を 窮めん か。 曰く 必ず 其大 者を 窮めん、 理 は】 
而 B。 】 處 にして 理窮 れは觸 る.、 處皆 通ず、 恕は其 窮理の 本 歎 (If) と。 見るべし 上 
蔡の學 簡易を 尙 ぶと 雖も尙 窮理を 閑却せ ず 伊川の 口吻と】 に何仑 同じさ や。 然れ どる 
:を意 すべさ ことは 必 窮其大 者理】 雨 己 矣の二 巧 化して、 上蔡の 所謂 大 者とは 必に 外を 

程 門の 四 先生  四】 五 
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らず 且つ 之を 窮む るの 法と して、 彼は 靜坐持 敬を 3 て せら。 曰く 道に 近き は靜に 如く 
は莫 し、 齋戒 て 其 德を禍 明に ず 天下の 至靜 なろ、 也の 物を 窮^る 盡 •くろちり 而 しで 
天は 盡 くるを し、 之を 如何ん ど 之を 包まん (Is 心と。 又 日く 間 ふ 太 虛は盡 くる 無く、 心 
は 止まる 有らまん ど 合一を 得ん、 答て 曰く 公 止まる 有る は 巧 化を 相 ふるが 爲 なら。 若 
し 用 ひずん ば 何 ど 止まらん や (錦 逆 A.。 又 敬を 說て 曰く 敬は これ 常化憧 々化して、 む嚇 
を 法と ず (Ilf) と。 憧 をとは ふ昏昧 をらざる の 謂に して これ、 5 上に 就て 工夫を 爲ず處 
なら。 卽 靜 坐して 其德を 神明 じし 本 ふ 常じ皎 々たろ。 是 にがて か默識 心拖智 懐擺脫 
の 境に 達すべし。 これ 上 蔡の學 の 簡易 直截なる 所に して 抑 亦禪に 遠から ざる 所な ろ。 
唯 願と 異る 所は 唯 其で 學 上達を 說き 、化 各 事必ら すし も 高遠を 要せず 且つ 小處 ょみ 看 
'る、 疆 掃應對 上に 就て 誠意を 養ひ來 るべ しとを ふに あるの み。 

楊龜山 

第一章 事蹟 


♦ 


上 蔡は實 に 程 巧の 冠 冕な ろ而 して 之に 次で 敢て 讓ら ざるを 龜山 となす、 請 ふ 其學を 
論ずる に 先つ て 其 行事を 見ん か。 

龜 山は 姓 楊 名は 時 字は やな、 學者 奪んで 龜山 先生と いふ。 南鍊州 將樂の 人な ろ •  U 
宗皇脯 五 年を なて 生る。 幼 じして 顯異 能く 义を屬 し 稍 長して 學を經 ぶじ 潜む。 熙寧九 
年 進 ± にな 第し 河 州 司馬參 軍に 調 せらる。 時に 河南の 二程モ 孔孟の 學を 講じ、 河洛の 
± 靡が 之に 從 ふ。 龜山卽 ら官に 赴かず して 明 道に 見 ゆ。 明 道 喜ぶ こと 甚 しく 每じ言 
ふ。 楊 君會し 得て 最もを 易な ろと。 其 歸る時 明 道 之を 目送して 曰く 吾 道 南矣と 明道沒 
して 後 伊川に 從 ふ。 嘗て 横渠の 西銘を 著は せし や二释 深く 之に 推服す、 而 して 龜 姐は 
其 兼 愛に 近き を 疑； 5 之を 問 ひ、 伊川の 理】 か 殊の說 を 聞て 始めて 豁然 疑な し。 州 郡に 
歷 仕して 治蹟あ 6 或は 龜 山の 像を 畫て 之を 祀る もの あるに 至る。 其 盛名 遙に 高麗 じ閒 
ゆ。 時化 天下 漸く 多 故なら 因て 巧され て 侍講と なら 進言す る 所 多し。 王 ま おが 學の妄 
を 辨し其 從祀八 列を 降し、 遂に 罷ら る。 高 崇の卽 化し 玉 ふと さ 巧され て 侍講と な A、 
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幾 もな く 致仕し、 紹興ぉ 年 四月を す。 時に 年 八十 S。 著書 龜阳集 四十 二卷 あろ 9 
第二 章學說 
( 一 ) 宇宙論 

龜 山は 明 道の 學を繼 承して 一元論を ま 張して 曰く 天地を 通じて 一氣 のみ (I 福^ 薩叫 
記) 氣 合して 生じ 盡 きて 死す、 凡 も、 5 知血氣 あるの 類、 物と して 然ら ざるな し 合の ホ 
に 非ず 盡の往 に 非ざる を 知れば 其 生や 樞 浮、 其 死 や氷釋 、晝 夜の 常の 如くに して 悅戚. 
する におらず (鎌 と。 卽 も】 元氣 をろ 如何にして 天地 乾坤 千 態萬狀 をなずに まる， 
か。 龜山 曰く 夫れ 氣の闇 闢往來 尝に窮 あらん や。 閨あ 6 闢 あろ 變是じ 由つ てを し其變 
常 無し 易に 非ず して 何 どや、 輕 くして 淸 める 者は 上つ て 天と 爲 ろ、 神 之に 應 じて. 乾と 
爲 る。 重 くし V 濁れる 者は 下つ て 地と 爲 ろ、 神 之に 應 じて 坤と爲 る、 天地 乾坤は ホ. 
是 異名に して 同體其 本は 一物な ろ、 變 生して 則 も 名な つ。 天に 在つ ては 象を 成し 地：： i 
をつ ては 形を ぶず も亦此 物な ろ。 化變 化な 巧に ょらて モ 態萬變 生す。 變 化は 卽 てっ 神の 


爲ず 所な ろ (請 计^ 南) と。 卽も 宇窗の 現象 千 變萬化 ぁる 巧な は、 一元の 氣一動 一 靜或嗦 
屈し 或は 伸び 神妙 不可思議なる もの ぁれば な A。 本 體は卽 も實巧 にして 現象は 卽ら 集‘ 
滅 す。 龜 山は 之を 影と おとに 譬 へて 曰く、 影は 形に 從 つて 有無す これ 生滅 相 なれば な 
ろ、 佛眷て 云 一切 有爲 法は 夢巧袍 影の 如しと、 これ 正に 其實 有に 非る を 云 ふなち、 然ら‘ 
ば 生滅せ ざる 著は 何 ど (f? 十) 卽も宇 {由の 本體 なる 二兀氣 これな り。 

.'天地 間の 萬 物 皆 この 本 體の發 現に 外 をらず、 故に 曰く 夫れ 天地の 間に 盈‘ク もの 皆 物 
なら、 而 して 乂も 其】 に 居る、 人は 物の 靈而己 (S} と。 人 も 物 も 畢竟 一の み 唯 人は 卽 
も 萬 物の 靈 たる 所な の ものは、 人は 天地の 中を 受け V、 生ずる が爲 なろ。 龜山 曰く 夫 誠 
天 之 道 性 之德化 (Ig) と。 卽も 誠は 人の 萬 物の 靈 たる 巧な にしで 實に 天人 合！ の 契 鱗 
を々。，  . 

、.  (二) 偷理說 

上、 目的 
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人生の 目的は 健を し、 學 んで馨 人た るに をる のみ、 學の 極に 室ら ば 聖人た る こと 難 
からざるな-=^。 然ろと髓る古來璧人たるるの無さは何どや。 其學至らざるが爲のみ、 
難 人た る こと 當だ 難し、 故に 擧者璧 人を がて 學んで 至る 巧し と 云へ ば、 人 皆 之を 嘲笑 
してな とず、 夫れ 聖人は 固ょ-^ ホ だ 至ら 易から ず、 然れ 'ども 若し 聖人を 舍て學 ばく 何 
を 3 -てか 準 的と 爲 さんや。 故に 曰く 學 者の 聖人を 視る こと 其猶射 者の 正 鶴 じ 於け るか 
如き か、 巧 力の なぶ 巧 遠 巧 や 否の 齊 からざる あらと 離る まだ 正 賴を舍 て 射を 言 ふ 巧 含 
著 あらざる をら、 ± の 聖人を まること 或は 相 倍 薄し 或は 相 か 巧し 造る 所 固 ょら 同じ か 
ら ずと 離る、 ホ化璧 人を 志さず してが て 學を言 ふべ S 者 あらざる なろ (gllll) と。 

聖人を がて 學んで 至るべし と爲す ことを 得る 一が なの 者は 何 どや、 顔モ 曰く 舜 何人 ど 
や予 何人 どやと 爲す ある 者は ホ是の 如し。 孟子る 亦 曰く 人 皆、 W て堯舜 たるべし と。 盖 
天地萬物 一 性なればな-^0(獅輔痛齡議)學者之を知らば豈に發奮興起せざる可けんや。 孔 
巧 弟子の 痛 其師じ 事へ V 流離 困 頓死に 類しても まら さるが 如き 馨 、ど 要め 利を がんと す 


るに 非ず 其 あ；^ る 所 極めて おにして 流離 困 頓瀬死 も 道 ふに をらざる あれば なら、 學 者* 
化を 知ら ば 學の已 む 巧から ざるを 知る 巧を ろ。 

下、 方法 

夫れ 天下を 通じて 一氣 なら、 而 して 人は 天地の 中を 受けて 生れ、 其盈虛 常に 天地と 
流通す、 寧 も剛大 に那ず や惟自 から お 體に楷 せらる 故に 其 至大なる を M ず 其至剛 なる 
を 知ら さろ な- 〇/ 若し 直を なて 養は、 天に 受 くる 巧の 至大 至 剛の氣 を 暴ず る こと 無 
し。 人 皆 私意な ふを て 之を 養 はんとず、 これ 皆 苗を 樞 くの 類の み (|腳} 。故 じふを 洗 
な、 むを 忘れ 意を 誠にして 鏡の 明なる が 如くず べし、 勝、 心 あるが 如き 最 不可な り、 龜 
山 曰く 若し 勝 也を 懐けば 之を 事に 施す に當 ろて 必らず 己の 是非を なて おとし 窒礙 なさ 
能は ず、 又 之を 固執して 移らず、 此か 機巧 變詐の おて 生ずる 所な ろ、 勝、 むを 去 も盡く 
して 天理に 循ふぺ し (f 賊) と。 故に ふを 治め 氣を養 a 德に進 建ん と 欲せば 必らず 直を 
'なて ずべ 資 なら。 維摩 經に 直ム是 道場と いふが 如き 眞に然 A。 

巧 門の 四 先を  四 一二 
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。如何なる かこれ 直にして 誠なる、 如何なる かこれ 曲に して 妄 をる、 其 道を 知る は卽’ 
ち 致 知 格 物 これな ろ。 曰く 致 知は 必らず 格 物を 先と す、 物 格ろ て 後 知 至る。 知 至 つで 
觀に 止まる を 知る、 これ 其 序なら 學; > 。又 曰く 學者致 知 格 物を がて 先と 爲 ず、 知を だ 
望ら ざれげ 善を 釋て么 を 固執 せんと 欲すと も 未だ 必ら ずしみ 道に 當ら ざるを な、 鼎錢. 
陷 葬の 踏む 巧から ざるは 人 皆 之を 知る。 世人 敢 y 之を 蹈 ざるは 之を 知る こと 審 なれ 
ばを ろ、 身を 下流に 致せば 天下の 惡皆 之に 歸 ずる こと 鼎鍵陷 巧に 異る ことなし、 而し 
で 或は 之を 蹈んで 之を 避けざる は ホ だ眞に 之を 知ら ざれば をち、 若し 眞に 不善を 爲は 
鼎錢陷 葬を 蹈 むが 如梦を 知ら ば 誰か K- 善を 爲 さんや 細) 因て 龜 山は 致 知の 方と して 
最も 六經に 重を 得け ろ、 曰く 六經は 聖人の 微言 じして 道のを する 所なら、 道の 深奧は 
言の ょく 轉ふ可 さじ あらず と雖 も、 聖賢の 聖賢た る 巧 なを ホ めんと 欲せば 六 經を舍 て 
孰く 化か 之を 求めん、 學者當 に 之を 精 思し 之を 力行して 超然と して 言 意の 表に 默會 せ' 
ば 則 も 庶幾 からん か (11 傳 了。 又 嘗て 讀 書の 法を 語つ て 曰くが 身體 之、 な、 心驗之 、橫 


を 默會が 幽間靜 一之 中、 超然 自得 於 書 言 象 意之 表 (ff 十) と。 之を 要するに 學者 聖人の 
必らず 學んで 至る ベ 旨を 信じ、 致 知 格 物ょ ろ 始めて 眞に 直を な で、 心を 治 あ 氣を養 ふべ 

を 知り、 お、 心 妾 意を 除 まし 盡せ ば、 天下の 物 擧げて 我 じがら 內 外を 合せ 物 我を 一に 
ずる 所な なろ。 

見るべし 龜扣の 論ずる 所 悉く 伊川の 學の 外に 出で ざる ことを、 聖人を がて 學的 とな 
すべし と 論せ るは 顔 モ好學 論の 注 脚に して 致 知 養 氣を說 く 所 ホが 川の 說に外 をらず、 
其 六經を 重視す るが 如 資山蔡 の 直截なる と 少しく 趣を 異にせろ これ やがて 南 渡 洛學の 
宗 となる 巧な には あらざる か。 

游廣を 

廣 平の 蕃書 久しく 完本な く 今 僅 じを する 所 文集 四卷 やにて 學說の 見る 可 5 者を し， 
なに 今 之を 略す。 

呂藍田 

鞋 門の 四 先な  四 二 己 
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第一章 事蹟 

畳 巧 兄弟 四 人ぁク 、曰く 大忠 、曰く 大 防、 曰く 大 釣、 曰く 大臨 これな ろ、 皆 横渠り 
巧に 學び 其說を 遵奉ず る こと 極めて 篤し。 賴渠沒 して 後截 モ化歸 す。 藍 田は 卽も 呂大 
臨な ろ。 

呂大臨 字は 與叔 。京 兆 藍 田の 人な ろ。 學者稱 して 藍 田 先生と いふ。 橫渠 卒する に 及 
び 程す じ 見て 其 學を卒 ふ。 當時謝 上 蔡游廣 お楊龜 山と 相 並んで 程 門の 四 先生と 稱 せら' 
る。 與叔の 婦翁張 天 燕 嘗て 人に 謂て 曰く 吾顏 回を 得て 婿と 爲せ ろと、 其 人 じ 推 重 せら 
れ しこと 知るべし。 藍 田 博く 群 書を 極め 尤禮に 通ず、 獨 居の 時と 雖 も歡然 危坐して 其 
德を 涵養す。 伊川 先生 其 深潜鎭 酱を稱 す。 藍 田嘗で 詩を 賦 して 曰く 
學か，-元凯，方成：.癖、 文到--相如-始類^俳、獨なュ孔巧-無-】事-、 巧輸3顔モ得--ふ齋^ 
と 伊川 之を 賛し y 本を 得たら と 云 へら。 元藏中 大學博 出と 爲ク縣 書 省 正字に 運る、 
范祖禹 之を 薦めし も ホ だ 用 ふるに 及ばず して 卒す 年 四十よ。 が 川 深く、 其 早 沒を惜 め 


ろ。 を邑銘 一篇は 其學を 述べ 盡 して 遺 減な し。 其 著は ず 所 あ 詩大學 中庸を 一 卷禮記 巧 
十六 卷 孟子 講義 十四 卷 文集 二十 八卷 あろ。 

第二 章學說 

藍 旧は 賴渠 なが 川の 緖餘を 受け、 人性を 論ずる じ 本然 氣質 をな てしお 子の 學を爲 す 
所がは 氣 質を 變 化する じある のみと 論. せら。 而 して 彼の 學說の 中心 點じ卽 も、 む說 にし 
て、 修養の 工夫と して 喜怒哀 樂ホ發 前に 求めん とずる 所は 前人 ホ發ろ 論に して 後 巧 
.豫章 延平か 录發が 前の 氣 象を 看る の學 風を 開く 所がな も。 

二) 性 論 

人 天地の 中を 受けて 生れ 自 から 天地の 德を 具有す。 柔强昏 明の 質 異れら と 雖も其 心 
の 然る 所は 皆 同じ、 たで 蔽じ淺 深 あろ、 故に 昏 巧の 別 あろ、 凛に 多寡 あら 故に 破 弱の 
みあろ、 理の 同じく 然る 所に 至っては 聖 愚る 異る所 無し。 (雄 親) 因 V 藍 西は 氣禀 に强弱 
の 分 あら 蔽に淺 深の 別 ある ことを 譬瑜 をな て 示して 曰く、 性は】 化、 流 巧の 方 馴柔を 

程 門の 四 先生  巧 一一 五 
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巧あるは性に非ず。 譬へ ばこ、じ己人あら、 一 人は密室の內に居-=>。 】 -^の帷幌の下は 
居ら、 一人は 廣 都の 中に 居れろ とせんに、 一一 一人の 見る が 音 明を 異なる ぺ し、 これ 教目 
同から ざる， か爲 ならん や、 其 居る 所に 隨 つて 蔽化淺 深 あれば なら。 (^) と。 故 k 君子の 
學 をなず 巧な は氣 質を 變 化する に 在る のみ。 德氣 質に 勝ては 則 愚者 も 明に 進 心へ く柔 
者る 屬に 進む ベ 5 なら。 (韓屬 I) 而 して 藍 田は 聖 化の 同性を 認めた るの みならず ホ 天 
地 間の 萬 物 皆 同性を ちとし、 人と 物との 別 ある 所な は 唯 氣禀に 開 塞 偏 おの 別 あるか 爲 
なろ、 人は 天地の 中を 受けて® ずる も 物は 其 偏を 禀け V 生ずと なせろ。 曰く 蔽に開 塞 
あろ 故に 人物た ろ、 禀じ偏 ああ 6 故に 人物た ろ、 故に 物の 性は 人と 異る者 幾 希な 6’、 
惟 塞て 開かす 故に 知は 人の 明なる じ 君かず、 偏にして おならず なに 才は 人の 美なる は 
若かず、 然れ ども 人に 物に 近 さ 性 あろ、 物 化 人に 近 さ 性 あるは 化が 爲 なろ、 人の 性に 
がて 開 塞 偏正盡 さくる 巧 無 けれげ、 物の 性 も 未だ 盡 くず 能は ざる ことを し、 已 なろ 人 
をろ 物な ろ、 其 性を 盡 くさ ジる莫 ければ 天地の 化成る と。 卽も藍 田は 橫渠 伊川 


0 如く 本然 氣 質の 別を 認 むる と共に、 义明道 先を が 人 傲の 別は た •、氣 化 偏 お あろて 推 
鍾の 力を 有する. と 巧と にある のみと 論せ しを 承け たるな み。 

(二) をム說 

呂モ 曰く 赤子の、 心は 良 ふなら 天の 衷を 降す 巧な はして 人の 天地の 中を 受 くる 所 巧な 
ろ。 寂然 不動 虛明 純】 天地と 相似たら 神明と 一たら、 傅に 曰く 「喜 怒哀樂 のを だ踞サ 
ざる 之を 中と 謂 ふ」 と 其れ 此を謂 ふか (I) と。 これ 實に證 旧の 根本ぶ 想な も。 故に 曰 
中 者 道 之 所 由 出 (II) と。 更に 之を 詳論して 曰く 率 性 之 I 阳 道と 則 性に 循 ふて 巧 ふ もの 
道に 非るな し、 化 性 中 別に 道 あるじ 非ず、 中は 卽性 なろ、 天に をて は 命た 6 人に 巧で 
は 性た ろ、 中 ょら 凹る 者 道に 非るな し、 中は 道の 由て 出つ る 巧と いふ 所がな 6 と、 义 
白く 幕 怒 哀樂の ホだ發 せざる は卽も 赤子の、 むなら、 其を 發じ當 A て 化 ム至虛 にして 偏 
倚す る 所な し、 故に 之を 中と いふ、 此 、心を が V 萬 物の 變に 應ず往 くと して 中に 非るな 
し、 云 ミ 大人は 其 赤子 0、 心を 失は ずとは 乃 も 所謂た 執 厥 中な ろ爲 勢と。 即も 赤子の 
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、むは 良、 むにして 未 發の中 これな をと なせら、 化、 心は 天理 天德 にして 聖化皆 一を ろ、 聖 
寶は 之を 喪 ふこと なく 此ふ 常に 昭 々としで 鑑の 明に 衡の 平なる が 如し、 愚者は 禀 弱く 
ft 深く 私意 勝ム橫 生し 物欲に 還 動され 遂に 天、 むを 喪 ふに 至る、 因て なに 勝 も 慾を 窒く 
の 方を 論じて 曰く、 聖人の 學 中を がて 大本と なす、 堯舜 天下を なて 相授 くる も ホ 允 執 
厥 やと 哀ふ のみ、 何を か 準則と して 過不及を 知らん や么を 此必に 求む る 0 み。 化、 むの 
動く や 助乂時 無し 俩じ從 つて か 之を 守らん や、 之を 喜 怒哀樂 ホ發の 際に 求む るの み。 
是 時化 當 ろて 此 ふは 卽 赤子の、 むにして 化、 心の 發 ずる 所は 純ら これ 義理を ら搞懲 と。- 
惟 先立 乎其大 者、 則 小者 不能 奪、 欲區 々修身が 正 其 か難矣 (I) と、 其 所謂 大 者を 立つ ると 
は 則 も 其、 むを 守る に 喜 怒哀樂 ホ發の 際にぶ むる に 在る のみ。 これ 實じ後 來羅豫 章李延 
卒の學 を 開ける 者と いふべ？ なら。 

な 上 四 先生の 面目の 一斑を 叙述し 終れろ。 四 先を を 百の 性の 近き 所を 得て を 見る 巧 
を 異にせる 跡歷 ♦指すべし、 此 等の 相違の 顯は後 巧二大 系統を 惹起せ る 所に 幾多の M 


係な さに 非ず。 而 して 二稱の 門下 猶 論ず ザ さ者顿 多し、 胡 巧呂巧 巧び 尹 巧靖王 震瀑の 
如き 醫後學 影響を 輿へ たる 者な々、 猶 がを 得て 論ずる 巧 あらんと す。 


辯 巧の 巧 先 坐  四 二 か 
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誠 敬の 說 

r 

おは 誠 敬の 說 とを ふ 題で 审 上げます るので あろます が、 誠と 云 ふこと から 嗯次 御請 
を 進めて 參 々身す。 誠と 云ぶ ことは 嘘で をい 僞ろ でない と 云 ふこと で、 至つ て 簡單に 
して 別に 六ヶ しい ことる 何も ございませの。 朱 子を どが 誠の 解釋は 眞實無 妾と 云 ふこ 
とを 申して 居ろ ます。 誠と 云 ふことは、 此頃 口癖の やぅに 學者も 政治家 も 誰し も 言は 
をい 人は ございう せぬ、 誠、 む 誠意 事に 當 ると 誰も 彼 も 言つ て 居る ので あらう 1。 苟も 
普通 敎 育を 受けて 少く とも 中等 释 度が 上の 學 校に でも 入つ たと 云 ふ 人なら ば、 誠と 云 
ふこと を 言は をい 人は 一人 も 無から ぅと 思 ふ。 卽も總 ての 人が 誠、 む 誠意と 云 ふこと を 
能く 申します。 併しながら 其 誠、 む 誠意と 云 ふ 人 か。 果して 誠と を ふこと を 知つ て危る 
だら ぅか、 どぅかと 云 ふこと を考 、て 見たい と 思 ふ。  . 


ぶは どうぇ 口に 誠と 云 ふ 人は 必 しも 誠を 知つ て 居る のでは をからう と 思 ふので あろ 

今す。 例へ ば 彼の ソ I クラ ブスの 智德 合】 論と を ふ 立場から 考 へで 見 寺す ると、 ソ f 

クラ ブスと 云 ふ 人は 知日 識と云 ふ ものは 德 である、 我々 は 無智を る 者で あるが、 なに 智 

識を 磨いて 參ろ ますれば、 もれが 德 であると を ふこと を 申して 居ろ ます。 智識を 磨 

ミ、 或る 事を 知れば、 其 處化直 もじ 實 行と をる。 實巧 する からして 其 人は 徳窩さ 人間 
•  • 

化る る。 知つ たばかろ て、 巧知つ たこと を實 おしなければ、 もれは 德离さ 人で るるけ 
れ ば、 德を 養； S 得た ので もない。 智 は則德 也と 言 0 やのは、 直ち 化實巧 しで 我 もの 化 
なる ふ 云 ふこと を 言つ たもので あらう と 思 ふ。 王 陽 明の 知 巧 合】 說るホ 同じ やうを も 
ので、 知る と 云 ふことは 直 も 化 行 ふと 云 ことで ある。 巧 ふと 云 ふこと で 初めて 眞に崎 
るので あると 串して 居ろ ます。 唯 物の 道理を 聞 さ 知つ たぶ け、 或は 口  K 言つ ただけ で. 
は 知つ たとは 言は ない、 必ず 完圣に 履 巧して 初めて 知つ たと 言へ るので あちます。 も 
こで か 行 合】 と 申します。 知る と 云 ふことは 則 も 巧 ひの 初めで ある、 巧 ふと 云 ふこと 
强敬〇 お  田 1|二 
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は 則 も 完查に 知ろ 得た ことにを ると 一 お ふこと を 申して 居ち まず。 其ッ— クラ ブスの 知 
德 合一 論、 或は 王 陽 明の 知行 合】 說と云 ふこと から 考 へて 見 ますれば、 誠を 眞に 知ろ 
得た と 云 ふことは、 完查 にもれ を自 みの 身に 體 し、 をれ を完 をに 實 行し 得る と 云ふ乂 
でを ければ、 誠を 知つ たとは 言へ をい 箸で あろます。 

ミ 

斯 くの 如き 立場から 考へ 建ず と、 粗 两化巧 謂 誠、 む 誠意と 一友 ふこと を 口にする 巧の な 
治 家 化しろ、 學 者に しろ、 眞に 誠を 知ろ 誠と 云 ふこと を 了解し 得た 人は 幾 入 あるかと 
思 ふので あらう す。 私共は 無論 誠と を ふことは 到底 肯 分で 知つ て 居る とは 巧て 审 しま 
せの。 迹る知6得ると云ふ段化なつて居-<^ませね、 ゃ庸化誠は天の道な々とごさいま 
ず。 誠と 云 ふ ものは 天地 自然の 道て あ々 ます。 天は 誠と を ふ 事を K て 一貫して 居ろ ま 
ず。 天地の 化 有らゆる 現象と 云 ふるのは 、おて 化 誠を なて】 貫して 居ろ ます。 誠が わ 
れば こを、 卷夏秋 冬 其 時を 違へ ずして、 萬 物は もれ t をを 遂げる、 自然に 調和 的は 


世の中が 行 はれ V 行く と 云 ふことは 誠と 云 ふ ものが あれば こを であらまず。 故に 誠ぶ： 
天の 道な りと 中し まず。 我々 の 終始 務 むべ さ 所は 化 誠と 云 ふこと を眞化 知り 得て、 さ. 
ぅして 天地 0 道と 我 ♦と 一體 になる と 云 ふこと であろ ます。 我々 は 誠を 完 をに 履行す. 
ると 云 ふこと が、 我々 の 務めで あちまず。 もこで 之を 誠にす るは 人の 道 ならと 中庸に. 
說 いて あろうす。 卽ら 誠は 天の 道で あつて、 之を 誠にす る こと、 誠を 我々 が完 をに 自 
々の 身體に 養； 5 得る と 云 ふこと、 これが 卽も 人間の 務めで あろます。 ですから なは 到 
底 誠と 云 ふ ものを 得た 者で も 何でるな い、 然し 化 誠と 云 ふこと を將巧 自分の 身體 化體. 
驗 し體轉 する ことを 巧め やぅと 思 ふので あちます。 

ミ、 

之を 誠にす るは 人の 道な みと 中庸に 說 いて あろまず が、 我々 と 云 ふ ものを 完 を^ 
に體 得し 體驗 したと 云 ふなら ば、 誠は 天の 道で あるから、 もこで 初めて 天人 合】 と 云 
ふこと が岀 巧る、 我々 は 直らに 神と 一禮 じなる ことが 田來 る、 其 誠と 云 ふ ものは、 ネ 

誠が の說  四 111111 
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巧 巧々 が 有ソて 居る、 次して 困難な ことで あろ 身せ ぬが、 不幸に して 日常生活に 於て 
有らゆる 誘惑が あらまず 爲に 誠と 云 ふるのは をつ て 居 つても、 もれを 體得 ずる ことは 
围 難であろう す。 卽も 努力して 我み 本 來有〇 て 居る 誠と 一 ぶふ ものを 完 查化體 得すれ 
ば、 卽 天人 合一の 域に 至る ので あら うす 。天地の 道は 誠で ある、 我 ♦が眞 に 誠を 鶴 
たなら ば、 卽も 天地 鬼神を 感動せ しむる、 天地 鬼神 ずら 感動せ しいる から、 人を 感動 
せし むる ことは 言 ふ 迄 もない。 我々 が 子と して 誠を がて 親に 化へ たなら ば、 親は 我々 
の 誠に 感動ず るで あり 音せ ぅ、 我々 が 誠を なて 君に 仕 へるならば 君が 感動され る、 朋 
まじ 交 はるをら ば 朋友は 我々 の 誠を 信ずる であ'^ 寺せ ぅ。 唯】 つの 誠を 自分の！ 生の 
巧爲の 肝要を 耍 として、 さぅ して 人間 社會じ 立つ て 有らゆる 場合に 少しる 差まない じ 
違り をい、 昔舜が 非常に 親孝行で あつで、 非常に 頑固な 阿 父さん 口八ヶ ましい 网巧さ 
んを 感動せ しめたと 京 ふこと である、 至誠で あれば 人は 必ず® 動す る 善の もので あ 
る、 孟子の 所 誰 ま 誠にして 動かざる ものは ホ •たこれ あらず とは 其 意 ホを 記した ので あ 


らます、 誠心誠意 なんと 云 ふこと を 口に 八ヶ 咬し く 言は ので も、 眞に 誠を 有つ て 事 化 
當 つたならば、 •たの 誠が 有らゆる 人に 貫徹して 其 ことが 完 をに 行 はれない 篱 はない の 
であ 6 ます。 口に 誠、 む 誠意な どと 言 ふ 人は 案外 誠、 心 誠意で ない。 誠と 云 ふ ものは 戟と 
色と を大 じせず と ありまず 、非常に 嚴 かを 顏付 をして 如何にも 私は 誠で 御座る と 言つ 
で、 をは 非常に 何 か莊嚴 な聲を 巧して、 我は 誠、 む 誠意を がて 此 事を やろ ますと 云 ふや 
ぅな 顔 付 やら 聲音 などを がて 吹聽 致しましても、 本當の 誠がなければ 到底 駄目な もの 
である。 本當に 誠で あれば もんな 吹聽 をし なくても、 んな颜 付を しなくても、 必ず 
誠と 乏ふ ものは 人に 貫徹す る笞 をので ある。 ま 田 松 陰 先生は 嘗 V」 孟子の 至誠に して 動 
かざる ものは 未た これ 有らず と 言 ふたのを 是 はどぅる 間違 ひでは ないか、 自分は 是稍 
誠を なて 事に 當 つて 居る が、 自分の 至誠が 違 だへ じ 貫徹し るいと 云 ふて、 が 陰 先生が 
嘆息した ことがあち 違す、 さて 嘆息し つ、 が 陰 先生 も ふと 氣 がいて、 あ、 是が 卽も自 
かの 誠が 足らぬ 所で ある、 自分は 誠を なて やつて 居る と 云 ふこと を 自分が 思 ふだけ 
郎 敬の 說  些二五 
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が >  旣 化 誠の 不十分な 所で ある •人が 自分の 誠に 感動し をい とい ふことは 自分の 誠が 
ちらを いので あると いつて 居ます。 是精 誠で あるのに 人が 感動 しないと 思 ふ ふが、 卽 
も 誠^ 足らざる 巧で あると、 これは 如何は も 尤もな 考方 である。 さう あるべき ことと 
思 ひます。 本當に 誠で あれば 口で 言は をくても 必ず 感動せ しいる、 天地 鬼神を 感動せ 
しむる のみ をらず、 無 かなる 葦 木禽獸 と雖も 感動 甘し むる 篱の ものである。 

四、 

易の もに 「中を 豚 魚吉」 と 云 ふ ことがあ々 ます •易の 言葉は】 體謎 見た やうな こと 
で 何の ことか もょ つと 見た所で 分 6 惡 いので あろます が、 「中を 豚魚吉 J なろ と 云 ふこ 
とは、 中と 云 ふのは、 我み の 也、 孚は 誠、 也の 中に 完垂な 誠が あろ 3 す。 化孚は 誠と 
间じ 意が であらます。 易では 誠と 云 ふ 言葉は 孚の 字を 使 ひ 違す。 本當 化が 中に 完圣な 
誠が 充實 して 居ろ-ますと、 をれ が 最も 無知なる 豚の やうな もの、 或は 氷 中に 泳いで 居 
る 魚^ すら 感動せ しむる。 卽も 我々 の 誠が 啄の やうを 若く は 魚の やうな ものまで 慶動 


せし いると 云ふ譯 で、 有らゆる 事に 當 つて 音で. ない ものは をい とを ふこと を 述べた の 
であらます。 是は 中を と 云 ふ 郵の說 明で あろます。 

此 間と 尾 先生が 今年の 御講霉 始めの 御 話が ござい 或して、 矢 張ら 誠の 御 話が あらま 
したが、 もの 槪 略を 申せば 「觀 鹽而不 ，薦有 苗 願 若」 と 云 ふ 易の 文句を，、 御 講書 始め 
化 御 進講に なつた さぅ であろ 夕 す、 神樣化 御參ら する 時に 先づ 手を 洗： 3 淨 めまして、 
唯自 みの 目的は 神様で あつて、 神と 人と 對 をした 形に な A まして、 何 か 御供へ する 物 
を 持つ て 行つ て、 將に供 へんと する じ當 ろて、 自分の 誠を ふの 中に 充 々おへ y 居る と 
哀ふ のが T 鹽而 不薦」 と 云 ふこと であら 迂 す。 手を 洗つ て 神様に 供へ 物を 持つ て 御藤 
めする 違での 間 誠 ふ 誠意 神樣を 信ずる の 念が あつて、 初 あて 本當の 誠で あろます。 其 
誠を がて 上と しては 下に 示す はおる、 下は 其 上の 君主の 誠と 云 ふ ものを 仰いで 見る に 
足る と 云 ふ 意味を 述べた もので あろ すが、 之を 主屋 先生の 御 講書 始めの 時に 御難' 講 
はなつ たの ださぅ であみ ます。 矢 張ら 中を と 同じく 誠必 誠意が あれば、 上た る 人は 其裤 

誠 敬の 訟  四 一ニ セ 
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をな て 下に 法た るに お々、 下た るるのは 其 上の 誠の 德を 仰いで 奪 敬す ると 云 ふ、 卽ち 
もの 誠が あれば、 神様は 感應 されまして 神と 人とは 巧 感ずる ので ある。 卽も 誠と 云 ふ 
ものが あれば 豚の やぅなる の 魚の やぅな もの すら 感動す る、 神 樣に對 するならば 神樣 
も感應 される。 义人も 其 誠に 依つ て感應 すると 云 ふこと が屢 々斯の 如く 易の 中 化 述べ 
てあらう ず。 菅 原道眞 をの 歌に 「ふだに 誠の 道に かを ひな ば 祈らず とても 神 やま もら 
ん」 と、 云 ふ 歌 も 矢 張々 同じ ことを 述べられ たるので ある。 本當の 誠と 一 お ふ ものが あ 
れ ば、 眞に此 神人 合】 の 域に 至る ことが 出 來る譯 であらます。 其 誠を 養成 するとを ふ 
ことが 我々 の 人の 道で、 天の 道は 誠なる が 故は、 天人 合】 に 至る ので あろます。 さて 
誠を 養 S 得ました 際には、 其效果 として 如何なる 困難は 遭 つても 少しも 精神の 動瑶を 
起さを いと 云 ふこと に歸着 致します。 

五 

度ホ易が巧1^すけれども、 易の震の身に 「震驚二巧里_不^喪ニヒ曾~」、 とをふ义巧が 


あらます、 是 は一體 どぅ 云 ふ 意味 かと 言へ ば、 巧 里と 言へ ば 日本の 約 十 里は 相當 致し 
まて 非常な 大雷が 鳴ろ まして 十 量 方を 驚倒せ しむる だけの 大雷 であっ で 其の 樣 
る 酷い 大 雷が 頭上に 落も掛 つても、 不 華を 曾^は 匙て あろ まて 曾と 云 ふのは 變 
曾の 酒、 雪 香と 云 ふ ものを なで 香 ひを がけた 酒、 蓋を がて 靈を 汲んで 今 御供へ 
をす ると？ 時に 方 ミ、 呈 四方を 藝ち S 大 雷が 鳴つ ミ 其 蒙 落さない と 
ち ふ 意 ホで ある。 昔 一二 國の 頃に 魏の曹 操と 蜀の 劉備 との 二人が 宴會を やつで 居ろう し 
た曹 操は 天下 Q 英護薑 と 我と 0 みと 言 ふた 0 で、 劉備は 墓から、 をん をに 偉い 
人 Ai 思 はれ、 臺 人物と なつて 居る S 避けたい と 思 ひました から、 何 かが かあつた 
ら 思った 程の 偉い人 間では なかっ たと 思は 甘 やぅと 思 ミ 居 ミた。 巧 か 俄に 雷 か 酷 
く 鳴っ たから、/ 劉備は 御飯を 食べ V 居っ た箸轰 落して、 我は 大層 雷が 嫌 苗 あると 
まふ 風に 態と 震の 風を し V、 墓を 誤魔化さ 5 とした ことが ござ^す。 量る 驚 
倒せし むる 程 § なれば、 大抵 0 人は 措く 更失 ふに 違 ひない。 併ながら 匙を 持クて 

誠 S 說  四 互 九 
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居る 其 人の 精神 狀 態は どうかと 言 ふと、 唯 查ふ神 あるの み 自分の 前に 神 樣が髮 露と し 
て 御出でに をろ 自 々は 誠、 心 誠意 渾身の 誠を 遂 めて をく 神樣化 酒を 汲んで 差 上げる と 云 
ふ 時で あろまず から、 外の 人は 措く 巧を 失 ふやう に 驚く ことがあ つてる 呵遙に 蚊が 嗚 
いて 居る と 云 j 風で、 延を取 落す やうな 不始 ホを 爲 さない、 卽も不 喪 ヒ豐と 云 ふこと 
は誠ム誠意の極に至ろ^^すと如何なる大事件に遭〇てる少しる 措く巧を夕はの、 精神 
が動搖 して 轉倒 する ことは ない とを ふ 意味を 述べた ので あろまず。 

六 

易には 誠の 德を 述べました 巧が、 まだ かに も ございます けれどる、 適切なる ことは な 
上の S ヶ條 であろ ます。 誠は 有らゆる るのを 感動せ しめ、 上と して 下 じ 示し 下と して 
上を 仰 r もの、 誠が あれば、 有らゆる 西 難に 遺 つても 少しも 精神の 動搖を 巧ず もので な 
いと 云 ふこと を 述べた。 是は 最も 面白い と 思 ひます るので 化 話を 申 上げた 譯 であろ ま 
す。 自分 もま だ 誠を 養 ひ 得た もので あ々 ませの が、 が ホは】 生 懸命に 養 ひ々 ぃ、 巧 謂 


之を 誠にす るの 道を 努力したい >思^ 違す。 現 巧 化 於て は 唯 至誠の 境遇を 想像す るに 
過ぎない ので あら 或ず が、 これには 程 伊川の 實驗 がご ざいまず。 程 伊川が 時の 政治家 
に 僧 まれて 洁 州と 云 ム 巧た 流された。 所が 揚子江の ま 流に 當 ちまず 漢 水と 一おふ 川が ご 
ざいまず。 其漢 水を 船 下ら 致し し で、 其 途中で 酷く 暴風雨が お 6 身して、 船が 將に 
轉 覆せん とずる ことがあ つた。 乘 をが 皆 驚い V 神佛 をなず る 著が 多 かつた、 或は 號哭 
ずる 者が 多い、 時化 先生は 泰然自若 として 居つ た。 幸 ひ 船が 無事に 着さまして、 上陸 
する 化當 々まして、 一人の 爺さんが ござい 皆して、 先 さ 程 先生は 皆が 大層 ふ 配して 騷 
いだ ム化 いたら 叫ん た 6 して 居ろ ました 時に、 泰然と して 居られた のは どぅ 云 ふ譯か 
と 聞 含ます と、 先生は 誠 敬を をず るの みと 言 はれた。 卽 fO 誠 敬と 云 ふ ものを、 心 化を じ 
て、 ふが 誠 敬と 云 ふ もので 充實 して 仕舞つ て 居つ たからして、 措く 所を えは なかつ 
巧。 他の 人が 驚 さ 恐れた にも拘らず 伊川 先生は 泰然自若 として 居 0 た。 かくの 如く 伊 
川先集が誠敬とをふものた就て自みの實驗がござい 1^^ず の で、 易の註釋を嘗含違し 

誠 敬の 說  四 四 一 
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て、 曇の 「震 驚な 里 不喪ヒ 曾」 の 所に、 誠 敬と 云 ふ ものが あれば 巧 里を 驚かす ほど 
0 雷 震が あつても、 泰然自若 として 居る ことが 岀巧 ると 云 ふこと を 書いて 居ろ ます。 
これは 伊川 先生が 自 みの 經驗に 依つ て 善 かれた ので、 如何にも 是は 尤もな 說 だと 思り 
達ず。 を こで が 川 先生は 流された 後數 年に して 再び 呼戾 され 寺した 時に、 巧 人達は 之 
を述 へで 驚きました。 先生は 肉が は 麗しく 顔色は 善くて 髮の白 毛 も 幾らか 減つ て 居る 
と 云 ふやうる、 實 にどう を 立派な 福々 した 樣子 をして 歸 つで 巧ら れ た。 駭誦に 遭 つて 
は總 てに 不自 田を 爲め顏 をは 憔 俘して 仕舞 ふと 云 ふの が 普通で あろ す。 然るに 伊川 
先を はかくの 如くで あつたから 巧 人 共は 驚& 咬して、 どう 云ふ譯 かと 聞き 或した 扔 
が、 擧 問の 力で あると 伊川 先生が 答へ た。 卽ち誠 敬と 云 ふ もの、 效果 であろ ます。 非 
常に 面白い 話で あつて、 さう 云ぶ もので あらう と 思； 5 ずす から、 願く ば學 びたいと 向^ 
つて 居- ON まず。 

セ 


.大 鹽巧齋 先生は 皆 樣が御 承知の 通ろ、 陽明學 者で あり 皆す。 陽 明を 崇拜 して 中み 氣 
焰 家で あつて、 どぅも 敢て 人に 許さない、 滅多に 人を 實敬 する やぅを ことは ない 人で 
あら 咬す。 陽 明 學一點 張ろ で 朱子學 などは 讀 まを いど 云 ふ 頑固を 人 かとい ふと、 中々 
見識 も 廣く鸦 が 川の 化 話を ども 讀んで 居つ たものと 見を 違ず。 或 時 中 齋は自 みの 學問 
の 先輩で ある。 中 江藤樹 先生の 小川が の 御 墓に 參詣 しょぅと 云 ふ ふを 起しまして、 大 
阪 から 參 ろまして 恐らく 大 津邊ら であろうせ ぅか、 船に 乘 つたる のと 見ぇます、 琵暂 
湖を 横切つ て 小川が に 行つ て參 諸が 濟ん で歸途 じを ろ 違した 處が 、途中で 非常に 敦山 
鼠が 荒れて 参ろう した。 恰も 秋の 木の葉を 弄ぶ が 如くに 波が 烈しくな つて 船を ゆク上 
げ ゆろ 下します。 船頭が 酷く 恐れう しで、 我は 誠に 先生に 對 して 濟 或ない。 見渡す 所 
何 處も彼 處も般 一艘 居らう せぬ。 斯の 如く 天變 地異が あると 云 ふことは、 眼 ある 所の 
船頭は 皆 知つ て 居つ た爲化 船を 出して 居な かつた。 私は 先見の 朗が 無くて 船を 出し 
た。 をめて魚腹化葬むられるに違ひない。 私はをいが先生に對して濟1^ないと斷御-0^ 

誠 敬の 話  四 四 一二 
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を お上げ 皆した。 且つ又 酷く 弱つ て 仕舞つ た。 船頭 ずら 弱つ て 化 舞つ て 身體が 動かを 
い、 外の 者は 一人 も 動ける 者は をい と 云 ふやぅな を樣 じを つた。 中齋 先生 も 酷く ム祀 
をして 是は 詰らない。 どぅを 自分る 化 處で氷 中の 藻屑と をつ ては 殘 なと 思 はれ.^ した 
が、 ふとが 川 先生の 漢 水の 遭難の 際 誠 敬を 存 した 結 梁と して、 が 川 先生が 少しも 暴風雨 
に 驚かな かつた と 云 ふこと を舊へ 柏し まして、 中齋は 今日 此 時と 云 ふこと じ氣が 慕き 
違して、 さぅ して 一生懸命 じ 丹 巧' に 力を入れて 誠 敬を をす ると 云 ふ 工夫を 致した ので 
あら 違す。 さぅ ずると 其 效果は 著しく、 船の 動搖 今にも 闕覆 ずると 云 ふやぅな ことは 
氣 になら なくを つ々。 ふ靜じ 波の まに 咬に 咕齋自 から 艦權を 操つ て 居 皆 乎と、 幸 ひ 風 
も靜 になつ て參 6 船が 無事に 岸に 著く ことが 岀來 た。 もれで 摆生 きかへ つた やぅな 氣 
持に をろ をした。 中齋自 から 自 かの 經驗に 化ろう して、 が 川 先を の 言つ たのは 誠化是 
は 結構を ことで ある。 事實其 通み であると 云 ふこと を 述べて 居ろ ます。 これは 洗、 い 洞 
劉 記の 中に 書いて ございす す。 や 齋の學 說は殆 んど剔 記の 中 じを 羅 されて 居る と 言つ 


てを いなで あらます。 其 中で 露寶 湖の 遭難の 文章が 最も 長くて 宜つ义 ぶ 文と 見る ベ さ 
もので あろます。 

誠 敬を なした 結果と して、 遭難の 際に 少しも 驚かない、 是 は當然 さう あるべ さ こと 
であろ まず。 非が じ 面白い 話と 思 ふので あ 違す。 が 川 先生な どは 始終 誠 敬を をす と 
云 ふこと を 申して 居々 聋 ず。 是 まで 易を 引 さ 寺して 誠と 宏 ふこと を 上げました が、 誠 
と 敬と が對 をして 說く のが 學 者の 常で あろます 。化 誠と 敬との 二つの 關 係を 申 上げて 
化 御 話を 終々 たいと 思^まず。 

誠と 云 ふことは 是 まで 縷ク申 上げました ことで あろます が、 簡單に 申せば 誠と 云 心 
ことは 目的で ある、 或は 效梁 である。 敬と 宏ふ 方は 其 手段で あらます、 敬の 結果と し 
V 誠を 得る 或は 誠と を ふ 目的を 達ず る ことが 巧 巧る。 斯うを ふ譯 であろ 寺す。 

八、 

敏と云 ふのは 我々 の 精神を 修養す る 巧の 方を である、 どう】 お ふのを 敬と を ふか、 が 

お 充の學  巧 巧 瓦 
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川 先生は 敬を 解し- 1 ま 一 無 適と 云つ て 居 音ず。 を 一 無 適とは 一を， 壬と して、 さすし で 
外に、 むを 散らさな いこと であら 咬ず P 孔子の 言つ た 言葉に 「操れば をし 捡 つれば むぶ 
掛入 時を し」、 むと 云 ふ ものは 出た 6 這乂 つたろ をつ た 時が をい、、 むは 眼から も 口から 
も 耳から も 出で 巧く。 非常に 綺麗な ものを 見て 悉皆 をれ に 見惚れて 居る 時は、 卽 b. 瓜 
は 眼から ももら の おへ 行つ て tt 舞 ふ。 口 も 鼻 も 同じで、 心が もれに 引かれて 仕舞ぶ 時は 
ふは 何時の間にか もつ もへ 巧つ てけ 舞 ふ。、 心は 掛 たろ 這乂 つのら 致して 居る。 自分で 
氣が 付き 聋 すと チヤンと ふは 居る が、 ラクから して 居る と 也は 出て 仕舞 ふ。 をの 意げ 
を 孔子は 操れば をし 捨 つれば じぶ 出入 時を 含 ものであると 言つ て 居る。 化 敬と 云 ふこ 
とは 其 ふを 失は ないやう に、 此 部屋の 中 じ チャンと ま 人 公を 置いて 置く、 チャンと 必 
を 失は をい やうに する。 さう すれば 他の ものから 引かれる とか 或は 物欲 じ蔽 はれる と 
一ぶ ふやう を ことは ない。 チャント 其 私と 云 ふ ものを 取 守つ て 外に、 ムを 散らさない 
例へ ば 部屋の 中に 雨戶が 四方 開いて 居ク ましても、 其 中 じ 主人な が チャンと 居'^ ま 


すなら ば 泥棒が 這 入つ て 巧る 舊 はを いが 、を 人を が 部屋に 居ろ ませぬ ければ 何處 から 
も 留守を 姐つ て 空 家 姐び を や々 うず、 泥棒が 這乂 つて 巧ます。、 むと 云 ふま 人 公が おろ 
をせ ぬければ、 眼から 這 入つ で 大事を ものを 持つ て 巧く 鼻から も 口から もの 方から 巧な 
入つ て ホて 持つ て 巧く やぅを ものである、 ま 人な が チヤンと 部屋の 中に 居らなければ 
駄目で あると 云 ふこと を {木の 學者 達が 說 いて 居ろ 或ず。 是 はま 一 無 適と 云 ふことの 說 
明と して 明瞭に 細か k 說い たもので あろまず。 さぅ 云 ふ 風 k 巧々 の、 むと 云 ふ ものを 貧 
重—- て チヤンと 忘れない やぅ じして 置く 狀 態を 名が けで 敬と 申し 貧す。 

. 九、 

其 敬と 云ふ狀 態を 巧つ ことに 付き しては 之を かける と 二方 面が あり 咬す。 卽も自 
かが 先 づ相當 じを 貌 態度を チヤンと 嚴 かにず る こと、 容貌 態度を 嚴 かにす ると 云 ふこ 
とさ、 55 も絳 神を 敬と いふ 狀 態に 置く 巧が の】 であら 違す。 例へ ば 正服 化帽を 著け て 
チヤンと しで 居ち 咬す と。 どぅ ももょつ と 惡い眞 似 も出來 ませの。 蕃 流しで 鳥 打擔を 

誠 鞭の 說  9 马 b 
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穀 .つて、 さう し V 手を 懐に 突 这んで 居れば、 其邊で 變を眞 似を して 步 いても 恥し くな 
いやう を氣が 致します。 服裝に 依つ V 精神が 支配を 受ける ものである。 敬と 云 ふこと 
たは 必ず 一面は 外界から 敬を 養 ふとを ふ 必要が ある、 この 外貌の 見掛の 鄭重を ことを 
恭と 申し す。 見掛 ばか 6 鄭重に して 居つ て簿 神が 伴つ V 居らなければ 獻 目で わる。 
轄 著け たやうな 眞 似して 置いて、 心の中で 舌を 曲して 居つ ては 駄目で あら 3 ず。 精神的 
'方面から 本當化 敬と 云 ふ 精神が をければ をらぬ。 是は卽 も 敬り 巧 面 的 方が であり ま 
ず。 恭敬の 二つを 對 立して 申し 音す と、 恭と云 ふのは 外界から 瓜を を 一 無 適の が 態に 
置く、 敬と 云 ふのは 內面 的に、 むを 主】 無 適の 狀 態に 置く のを 言 ふので あらます。 內か 
相俟つ V 敬卽 らま】 無 適と 云 ふ 精神 狀 態に 置く と 云 ふこと が 出 巧 3 ず。 もうして ま】 
無 適と 云 ふこと が完 をに 出 巧ます と、 其 結果と して 誠と 云 ふ 域に 到達ず る。 卽ら 神人 
合一と 云 ふこと が 出 巧る。 其 神人 合】 に 至 6 違 ずれば、 如何なる 巧 難な 場合に 禮 つて 
も動摇 する ことは をい と 云 ふ 效果を 巧す ので あろます。 


之を 要ず るに 誠 敬と 云 ふのは 敬は 手段で あろ 誠は 目的で ある。 或は 其效果 であると. 
S ふやぅな ことじ 歸著 ずるので あろます。 大撞 もんな ことで あ す。 
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事 上 磨鍊に 就て 

1 體渝理 と 云 ふ ものは、 東泮 西洋と 異 つた ニクの 倫理は あらろ せぬ。 併ながら 別け 
て 見れば 東洋 倫理は 實践 的の 傾向が ある。 西洋 偷理は 實踐を 疎かに する のでは ない が 
其 特色を 申せば 西洋 倫理は 寧ろ 理窟に 富んで 居る。 東洋 偷理 はどぅ も 理窟の 方は 少. 
く、 其 代ろ 實践の 方に 優れて 居る。 斯ぅ 云 ふ 特色が あると 一 お ふことは、 恐らく 何人も 
認める こと、 思 ふ。 其 處で此 東洋 倫理の 實踐を 重んずる 事柄を ホず と、 事 上 磨錬と 云. 
ふこと が、 東洋 倫理の 特色に なつて 居る。 夫れ で 化 話を して 東洋 偷理の 特色と を ふ も 
の、】 端を 窺 ひ々 且つ 夫に 對 して 私の 卑見を 添へ たいと 思 ふ。 

事 上 磨 鍊と云 ふ 言葉は、 御 承知の 通ら 明の 王 陽 明と を ふ 人の 使つ た 言葉で ある。 辜 
と 云ぶ のは 總 ての 我々 の經驗 する 事柄で ある。 日常 我々 の經驗 ずる 事柄が 何でも 此事 
で、 其 事に 當 ると 云 ふの が 卽も事 上の 意味で ある。 磨鍊 i 云 ふのは、 側へ ば 金 鐵を锻 


へて 巧 磨し 鍛鍊 ずる、 之と 同じで 磨鍊は 事化當 つて 我々 が 其 精神を 鍛鍊 する、 鍊 .触ず 
ると 云 ふ、 化 意味で ある。 夫れ が 事 上 磨鍊の 意み である。 是は其 だ簡單 であるが 、之 
を 詳しく 言 ふと、 王 陽 明の 巧學 から 言は ねばなら ぬので、 其方には 餘ク深 入ち はし ま 
せの。 併ながら 事 上 磨鍊と iM ふこと じ 就て 申 上げる 爲 に、 チ ヨット 之 だけは 言つ て 置 
く 必要が ある。 夫れ は 何で あるかと 云 ふと、 誠意、 致 知、 格 物、 是 である。 陽 剛の學 
問は、 致 良知の 學 問、 良知を 致す と を ふこと である。 或は 之を 簡單 k 致 知と も 云ぅ 
て、 これが 陽 明哲 學の 根據 である。 其處で 我々 の 修養に 就て は、 どぅ 云 ふ 事柄から 眷 
手せ をければ をらぬ かと 云 ふと、 我々 の 精神 活動の 中で、 意思と 云 ふ もの、 化 想 思と 
誠にす ると 云 ふこと が、 我々 の 修行に 大切を るるので、 是が 第一 着に やらなければ な 
ら ぬ。 我々 が 何 か 事を 爲 さんと 欲するならば、 先づ繁 一に 意思が 正しくなければ なら 
ぬ、 爲 さんと 欲ず るふが 誠で なければ をら 知。 之を 爲し而 して 學 問を する、 茲 にがて 
始 わて 致 良知、 卽ら立 破なる 精神と なること かお 衆る ので ある。 是が陽 明の 學說ブ あ 

お 上 磨鍊に 就て  四 近 一 


を 那巧學 の 巧を  四 お 二 

る。’  ■ - . 

#  *  •  ■- 

其 處で化 意思を 誠 じする と 云 ふこと に 就て は、 どう 云 ふこと を すれば をし いか、 是 
は儒敎の經典の1である、大學の本文を見ると、 欲，誠--其惹，者。 先致_,其知^致，知 
を 一 あ 一物。 と 云 ふ ことがある。 大學の 作者に 就て は 議論が あろます が、 兎を 巧孔 巧の 
う もで 相當の 者が 書いた るので ある^ 認められ、 而し V 此 意思を 誠に せんと 欲するな 
らば 知を 致す 化を ろと 云 ふので あるが、 其 知を 致す には どう すれば 宜しい のか、 夫れ 
は 格 物 > '云 ふこと をず るが 宜しい、 卽も 意思を 誠にす ると 云 ふことは、 第 I じ 格 物と 
を ふを のから 始まる と 云 ふこと じなる。 其 處で此 格物致知と 云 ふこと じ 就て、 種々 諸 
をの 說が ある。 陽 明は 陽 明 流の 說を立 0 て 居る。 兎に角 種々 なる 說が ある。 例へ ば 格‘ 
はま 也と いひ 來化 とい U、 巧 格 化、 又は お 化と 解釋 する。 化 四 通 A じ 分けて 居る ので 
ある。 至 化と を ふのは、 物の 道理と 云 ふ ものが あるを らば、 其 物の 道理 じ 十 か 自分が 
熟練す る、 其 物の 道理の 正しい 所に 自分が 行く と 云 ふ 意が、 物の 道理と 云 ふ ものが あ’ 


れ ば、 其 道理の 巧まで 巧く、 到達す ると 云 ふので ある。 巧 化と 云 ふのは 物の 道理を 我 
身上に 持も來 す、 卽も 此方から 巧く と、 持つ て ホる のと 墓 ふので ある。 夫れ から 巧 格 
也と 云 ふのは 巧 r と 云 ふので、 物が ある 爲 み. 良、 心と 云 ふ ものが 迷 ふ、 自己から 外物に 
對 して 惑の、 心を 起ず、 卽^ 外物は 正しい 位を 迷は すから、 化 刺戟を 防がを ければ なら. 
ぬと ち ふこと に 解 韓 する のが、 巧 格と を ふ もの、 意が である。 是は 有名な 司馬溫 公の 
說 で、 夫れ から 正は おすので ある 物を おすと 云 ふの が 陽 明の 說 である。 之に 就では 尙 
詳しく 申 上げねば をらぬ ので あら 違ず が、 夫れ は 姑く 措いで、 陽 明の 此の 正 化と 云 ふ 
のは 唯今 申 上げました 通^、 物を おすので、 お當 にす る、 違は の やう •にす る、 違は ぬ 
やうに ずれば 知が 究められ、 隨 つて 意思が 誠になる とを， ふ 意味で ある。 

.扱て 物 ち ふのは 何かと 云 ふと、 之に 就て は種禱 諸家の 說が あるが、 夫は 差 措いて‘ 
镑 明の 說を ホし ますと、 我々 の爲 さんと 欲する 巧の 事柄を 指ず ので、 我々 の 意思が 今 
將じ爲 さんと 欲する 事柄を、 物と 云 ふので あると、 斯う 云 ふので ある。 朱 子に 言は ザ 
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ると 物と 云 ふのは、 化を IK 下の 有らゆる 物を 物と 云 ふと 斯う 申して 居る。 陽郎 はもう 
言は をい、 物と 云 ふのは 自分の ふでし ようと 思 ふ 事柄を 稱 して、 物と 云 ふので ある。 
例へ ば 我 もが 今 水を 飮 分と 云 ふ 事柄、 卽も 一の 物で ある。 私が 今 話を しようと 思へ 
ば、 私の 話ず ことが！ の 物で、 私は 怒に 話を すると 云ふ寶 なをな て來 たな 上、 正當に 
ぶふ 事を 話し ずれば、 愁は 物を 蓝 しでので す。 私が 假らに 親に 事へ ようと 思 ふ、 親 じ 
事へ る 事柄 卽も 物で ある。 君 じ 事へ る、 或は 物を 見る、 聽 く、 或は 我々 が 或る 一の' 活 
動を 爲 さんと ずる、 これ 等の 事柄は 卽も總 て 物で ある、 陽 明のは 斯う 云 ふので ある。 
夫れ から 朱 モに從 へば、 物と 云 ふるのは、 凡を 有らゆる 事物で あつて、 を觀的 事物で 
ある。 陽 明の 物と 云 ふのは、 總 てま 觀 的の 事柄で 客觀 的の 物と ミ ふのは るい。 デ 物を 
おず 化と 云 ふのは、 化 意味で あつて、 私の 意思が 爲 さんと する ことがあれば、 其 事柄 
を 相當じ やつたならば、 格 物と 云 ふこと が 出 巧る、 斯う 一 お ふやう 化 陽 明は 解釋 する の. 
である。 


夫れ から 之じ關 職ず る 致 知と 云 ふこと、 知と 云 ふことは、 卽も陽 明の. 良知で、 我 令 
の 本 巧備へ V 居るな 知で ある。 敎 すと 云 ふことは、 是は朱 子の 方で 云 ふと-我々 が沉 
く 知識を 極める、 化く 事物を 學 ぶと 云 ふこと になる、 有らゆる 事に ついて 我々 がかを 
致す と 云 ふので すが、 陽 明のは さう でない、 自 みの 良知と 云 ふ ものを、 お當じ 完垂に 
履行ず る 時に、 之を 名け で 致 知と 云 ふ、 爲 さんと 欲する 事柄を 正 當じ完 をじ展 巧した 
お 合に、 卽も其 人は 完查じ 自己の 知を 盡 したので あると 云う 义 宜しい、 をが 陽 明の 說 
である。 自己の 履行 せんと 欲ず る 事が 出來れ ば、 卽も 意の 事柄を 完 をに 實 巧した 事 じ 
をる。 をに 親に 事へ ると 云 ふ、 心を 起す、 而 して 親に 事へ る ことを 完查に 履行したなら 
ば 其 人は 意思が 誠で ある。 夫れ から 親に 事へ ると 云 ふことは、 一方から 云 ふと 物で あ 
る。 親に 事へ ると を ふこと を 完查に 履 巧 すれば、 物が あしい ので 格 物が 出 巧る ので あ 
る。 夫れ から 親に 事へ るには どう 云 ふやう にす るかを 知つ て、 之を 完奈じ 履行 すれ 
ば、 致 知が 出 巧る ので ある。 卽も 同じ 事柄を 違つ た 方面から 夕稱を 付ける ことが 出ず 
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る 格 物、 致 知、 誠意と いふは 同じ 事を 違つ た 方面から 名 づけた ので ある。 尙 詳しく 言 
は！^、 或る 一の 事柄、 例へ ば 親に 事へ ると 云 ふ 事柄、 是は 物で ある、 卽も 私が 親 じ 事 
へる と 云 ふのは、 一の 物で ある。 夫れ から 親に 事へ ょうと 云 ふのは、 私の 意思 か 事へ 
ょうと 思 ふので ある、 夫れ から 親に 事へ るのは ど ラ 云 ふ 方法で あるかを 知る は 知で あ 
る。 な 上の 專 柄を お當じ 之を 履 巧した 時に、 卽も 物が おしくな つたので、 格 物で あ 
る、 完 查に礙 巧した 時は、 所謂 知は 完 をに 盡 された ので 卽も致 知で ある。 又 完查じ 親 
じ 事へ ると 云 ふ 意思を 履行した とさ、 其 意思は 誠で ある、 斯う 云 ふので ある。 其處で 
我々 が 聖人た らんと 欲ず るには、 意を 誠にす ると 云 ふこと、 是が 第】 着手で ある。 而 
して 其扇卜 誠にす ると 云 ふこと じ 就て は、 總 ての 事物に 就て、 意のを する 巧の 物を お 
當に履 巧す る ことで ある。 お當化 夫れ を 履行 すれば 夫れ が卽も 意が 誠にな つたので、 
，での 事柄は 當然審 上 磨 鍊と云 ふこと になる ので ある。 卽も 我々 の 知識を 磨く と 云 ふこ 
とは、 お當に 事物を 履行す る、 物を 正しくす る。 我々 の 意思を 誠 じする、 斯う 云 ふこ、 


とになる ので ある。 意思を 誠に するとを ふこと 化 就て は、 爲 さんと する ま觀 的の 事 巧 
を あ當に 巧へ. ば 宜しい。 卽も其 事 巧に 當クて お 當化行 ふ、 お當に 精神を 鍛鍊 すれば 宜 
しいので ある。 卽も陽 明の 致 知、 格 物、 誠意と 云 ふこと がみれば、 事 上！； 鍊 とを ふこ 
とが、 最も 大切なる ことで あると 云 ふこと が々 るので ある。 さぅ 云 ふ祈學 的が 據 にお 
つて、 陽 明は 說 いたので ある。 

扱て 此事卜 一磨 鍊と云 ふこと、 是は巧 代邊ら から 流行した 靜 坐に 依つ て 修養ず ると お 
ふ 法、 之と 關 係が ある、 卽 も. 或み 事柄に 會ク て、 自 かの 精神を 鍛練ず る こと、 或は 事 
件に 遭遇した 場合、 社會を 離れて、 例へ ば、 山の 中に 入つ て、 獨 6 端坐して 精神を 鍊 
ると 云 ふ、 卽ら坐 願と か靜 坐と かを ふこと をす るが、 之と 此事上 磨 鍊と云 ふ ものは 關 
係が ある。 靜坐 ずる 佛敎の 言葉 V 言 ふと 坐禪 である。 佛敎の 坐 禪と云 ふこと を、 精神 
修養の 方法と して、 儒者が 之を 採ろ 來 つて 應 用ず るに、 坐 禪と云 ふこと では 餘ら 佛敎 
的で あるから、 少し 其 姿を 變更 して、 稱て靜 坐と 云 ふので ある。 佛敎 では 坐禪 、儒敎 
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では 靜 坐で， ある。 修養 法と して 靜 坐と 云 ふことは、 ホ 代に 於て 盛んに 唱 へられた。 無 
.論 佛敎の 影響で あつたの である。 其 處で靜 坐と 云 ふ ものは 陽 明 も 若い 時 やつた ので 
ず。 併しを がら 陽 明は 靜 坐と 云 ふるのは、 極めて 初 步の學 問で ある、 所謂 ル學の 工夫 
で大學 的の 方法では ない、 動搖 した 精神を グット 巧へ る ことに 就て は、 靜 坐は 相應に 
を 劾で ある。 大學 方面では 夫れ ではい かぬ、 靜 坐と 云 ふことは 小乘 的で あつて、 大乘 
的 方法は ん なる のでを いと 云 ふので ある。 夫れ で 陽 明の 大乘 的、 大學的 方法に 從へ 
げ 、卽も 化 事 上磨錬 である。 本 當の學 問と 云 ふ ものは、 進んで 事に 當 つて、 夫れ に 就 
V 目々 の 精神を 鍛鍊 する ことで あると 云 ふの が、 陽 明の 考 である。 唯 だ靜坐 許ろ して 
自分では 悟つ た 積ら で 居ても、 扱て 大事 件に 遭遇した 辟、 氣も韓 倒せん 許ら 化 驚いて 
は、 何 化を ならの。 夫れ で 事は 當 つて 其 精神を 鍛鍊 する ことが 本當の 精神 修養に 大切 
を ことで ある。 是れ卽 も 大乘的 方法で あると、 陽 巧は 說 くので ある。 陽 明の 弟子の 某 
と 云 ふ 人が、 南 巧に 居つ て 役人 か 何 かを してを た。 所が 或 時化 人の 鄉 里から 大切なる 


子供が 病氣で 危篤である とを ふ 知せ を 得た。 其 人は 非常に 驚いて 煩悶し、 ふ 配し < ぶ 
つても 居て ると を ふやうな 狼 巧を 巧した のです。 化 時 陽 明 先生は、 化處 こを 豫 てょ々 
自分の 言 ふ 所の、 事 上磨鍊 の機會 であると 云 ふので、 陽 明は 此 人に 向つ て、 親子の 馈 
と 云 ふ ものは 去るべからざる ものである。 殊に 摘 子の 危篤と 云 ふこと に 就て、 親が ふ 
酌す るのは 無理がない 、併ながら 如何に ふ 醜しても、 化感 倩と 云 ふ ものは 適度を 過ぎ 
てはいかぬ、 恕 しみ、、 5 醜ず る ことは 當然 であるが、 無暗 じが 配して 精神を 混亂 して 
はなら の、 非常に 好い 機會 である。 豫て言 ふ 事上鍛 鍊を此 時し なければ ならのと 言 ふ 
たので ず。 陽 明 先生が 新く 訓戒した ので、 其 人は 夫れ を 言 はれて 漸く 氣が落 付いて、 
ふ 配して 手を の 措く 所を 知らのと 云 ふ有樣 であつ た、 む 持が、 スッ ヵリ なれて 安 ふした 
と 云 ふこと である。 是は 傳署錄 にあろ 1 すが、 斯う 云 ふやうな 工合に 事 上 磨 鍊をや 
る、 總 ての 事柄に 就て、 我々 の 精神を 鍛鍊 する が 機會と 見る 0 である。 是は最 る 有効 
をる 方法で ある- AJ 思 ふ。 靜坐 ずる こと も當 しい、 併し 事 上 磨 鍊と云 ふことは、 もうか 
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し 進んだ 鍛鍊の 方を であると 思 ふので ある。 なおは 勿論を だ 事 上 磨 鍊が妇 ホない ので 
あるが、 世間に も隨分 理窟は 言 ふが、 其 お據の 無い 者が ある、 何でる 物事と 云 ふ もの 
は 理窟と 典に 根據 がを ければ ならぬ。 眞當 に其處 咬で 進んだ 理旌 であるならば、 巧 君 
ふ 所に 何ん となく 重みが ある、 お 横が ある。 唯 だ 机の 上で 作つ たものは 力が 無い、 學 
問で も 何でる もぅで ある、 例へ ば、 戳 争な ども 學問 的に 硏究 してを、 失れ を眞 當の實 
戰化當 つた 人と 化較 ずると、 擧問 的の 机の 上で 硏究 した 方は、 ィザ 實戰 となると、 非 
常に 渡 類す る ことがある。 然るに 舊 式の 學 間を しても、 實 戰に當 つた 人は、 ィザ 戰； 3 
となると 中々 動じない、 立派を る 態度で 敵に 向 ふ、 平常は 不 得嬰領 であ つても、 戰； 5 
となると 兵陣が 整つ て 成績が 良い、 斯ぅ 云 ふこと になる。 能く 巿 井の 無 賴漢の 中に、 
.何某と をふ俠 客が ある、 實じ 人情の 機微を 穿つ て 立派なる 態度、 立派なる 行動、 な 派 
なる 悟ろ 方を ずる 者が あつて、 却つ て 我々 如 さ 者は 氣耻 しく 思 ふ ことがある。 夫れ 等 
は 何れも 事 上 磨 鍊の巧 巧た わ 蔭で ある。 唯 だ 理窟 許ら では 巧に もなら のので ある。 


昔ち 那に趙 おと 云 ふ 能く 兵法を 談 ずる 人が あった、 此 人の 父の 趙 奢と 云 ふ 人 も、 ぉ 
偉い 兵法家で、 或 時 子供の 趙 括と 兵法の 議論を したが、 理窟では 子供の 趙 おには とて 
もな ばな かった。 巧が 父の 趙奢ジ 言 ふじは、 子供の 趙 括を 大將 として 丘 ハを 與へ ては、 
必ずや闡家を誤ると申したのである。 後趙の闽で趙おを大將とした巧、 何十萬と云.^^ 
おを 率む て他闕 と戰； 5 を 開いた が、 棠し て趙 括は 敗 化した と 云 ふこと である。 化、 ょ 
理錢 では お將 であるか も 知れない が、 實 戰化當 っては 其 力が をら なかっ たも 父さんの 
趙蓉 は、 實じ 先見の明が あ 0 たので ある。 斯う 云 ふやうな 譯で眞 .貫の 精神 ど鍛鍊 した 
者は 決して さう 云 ふ もので ない、 自 かの 身 饋 V 賞驗 し、 始めで 眞當の 錢鑛が a がるの 
である。 併ながら 自分で 體 おし、 禮臟 ずると I ぶふ ことは、 言^ 易く して 甚だ 難しい も 
ので ある。 眞 當に體 得した 人は、 口許ろ で 言 ふ 人とは 違 ふので す。 口許ち で 申す、 ょ 
眞當の 腹がない から、 能く 人 化吹聽 ずる、 廣告 をす るが、 併し 眞當じ 腹の 出來た 人は 
默 して 居る。 默識ふ 通で、、 むで 悟って 居る、 理窟 許ち 言 ふ 人は 腹が 出來て 居ない、 巧 
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謂 事 上 磨 鍊と云 ふこと が お藏 V 居を いので、 夫れ で 重味が. ない 力が をい、 腹が. 3 緣ゐ 
AJ 巧 謂 一言 一巧、 醫殺抵 が あつて、 どんを 人が 見ても 底力の あると を ふこと が々 るる 
のである。 見二が面一盎.-於背一 施二於四體^ 四體不心旨而喩び と云ふことがある。 眞述 
の 腹の 力が あれば 面に 見 はれ 背に 盎れ る、 表から 見ても 裏から 見ても、 腹 力が ある 
と 云 ふこと がみる'% して 四肢 五體 、指先な ど、 云 ふるのは 、別に 話を しない けれど 
も、 自然と 人を 諭ず 所の 力が ある。 其 處で見 於 面。 盎於 背。 纔於 2： 體 。四體 す言而 
喩 。と 云 ふので ある。 眞 當に體 得した 腹 力の ある 人には、 自然と かぅ 云 ふこと が 見は 
れ るので ある、 事 上磨鍊 、こ 云 ふこと が 坦來て 居れば、 其 人には 重みが 見 はれて、 何と 
をく 其 人の 前に 巧く と、 頭が 下る と 云 ふやぅな 感じがず る ものである。 卽ら 人を しで 
自然に 頭の 下る ことを 覺 ぇしめ ると 云 ふの が、 眞當の 體扮の 出 巧た 人で あると 思 ふ。 
禮 得隙驗 は理藉 許ろ を 捏猶ず もので ない、 我々 は 事 上 磨 鍊と云 ふこと •か、 最も 火乘的 
思 ふので、 陽 明の 說を 一言した 次第で ある。 


支那の 八 ム羊學 派に 就て 

支那のを 羊學 派と 申します のは、 春秋 公 羊 學をま 張す る I 破で ございまず •是は 申 
す 必嬰も あらます まいが、 順序と して】 體 如何なる もの かと 云 ふと、 蕾 秋は 申す までる 
をく 孔子が 畢生の、 心血を 注いで 書かれました るので あろ 3 すが、^ れじ對 して 解釋を 
下した も 《ろ 漢代 K 於て 五つ ござい.^ す、 卽も蕾 秋公轰 、春秋 賢な、 瓣秋 左巧傳 
及び 鄭 巧、 夾 巧と 云 ふ もので あろ 聋 す、 鄰巧夾 をの 二つは 或は もれを 愧 へろ 所の 先生 
ろな く 或は 停 其 ものを 書 さ 表した 書物が をい とを ふ 理由で 後世 化傳 つて 畳ろ ませの。 
詰ら 五つ 《中で 左 傳と公 羊 傅と 靈傳 だけが 遺ミ璧 《で ぉろ 享 。苗で 漢の初 
めじが さ诗 しては を 羊傳が 最も 早く 流行ず る やう じな 6 違した。 さう して 又 穀染傳 ょ 
基と 雁行し， て 巧は れ聋 した。 左轉 は前漢 じは 餘ら 流行せ ず じ、 後漢 になつ てから 行 はれ 
る やう k をつ， て 居ろ まず。 何故 公羊傳 がぶ 樣化 早く 行 はれる やう 化を つた かと 申 3 す 
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ると を 羊 傳は化 モの弟 モのモ 夏から 段み 傳 らまして 漢 巧に 至ろ ましたろ、 其 行 はれた 
おなる 原因は、 孔子の 春秋を 書かれた 筆法の 意味 合が 明 隙 じ 表れて 居る。 例へ ば隱公 
の 所に 最荀こ 元年 春 王 お 月と ある。 王と 云 ふ 字は 周の 文 王と 云 ふ 意味で ある、 卽も周 
の お朔を 奉じて 居る と ふ 意が である。 何故 お 巧で 宜 いのを 王亞 月と 云 ふかなら ば、 
日て ょ 統一を 大に ずる、 巧の 天下を 大 じず ると を ふこと を考 へて 書いた ものである。 斯 
う 云 ふこと がを 羊 傅 じ 書いて あら 寺して、 穀梁左 氏の 方には ございませの。 さう 云 ふ 
樣に 孔子が 大義名分を 明 じせんが 爲 めに 書かれ々 春秋の 眞 意が、 公す 傅に ょ クで闕 が 
.とせられ たのが 一つ。 今一つの 原因は な 羊 傅の 最後の 所に 制-- 卷秋么 義^な 俟 --な聖- 
ど ざいます、 もれは® 狩 獲 麟と云 ふ 巧の 解釋で ございろ すが、 此怠 味は 孔子が お软を 
奮いて 後の 聖人を 待つ た、 後の 聖人と 云 ふのは 誰かと を ふと、 申ず 3 でもな く 是は漢 
の 寫祖を 指す、 卽も漢 の 高祖が 德 ては 天下を 取る と 云 ふこと を 孔子が 豫想 されて、 さ 
うし で 漢の 高祖に 天 r を 治む るの 法を 傳 へんが 爲に此 春秋を 書かれた。 さう を ふ 風に 


を 羊 家は 解釋 する ので わろ 皆す。 もれが 漢の 朝廷は がて 流行ず るに 至つ た餘 程が 利な 
條件 になつ たので あ々 まず。 

一 體漢の 巧に 於て 武 帝が 儒を 獎勵 した まなる 原因は、 卽も武 帝が 漢 代の 思想界の 統 
】 と 云 ふこと を圖 つたので あろます。 漢 代の 思 瓶界の 統一を 圖 るには どの 攀問 がい、 
かとい ふじ、 お 莊の學 は 已に漢 の 初に 使れ て 居らました。 當 時は 秦の 苛政の 後を 受けて 
唐ち ますから、 無爲 にして 化ず ると 云 ふことは 兵亂 じ勞れ たる 人必に 慰安を 與 ふると 
•いふ 顯 から、】 時 歡迎を 受け 寺した が、 韓非も 言つ た 通ら 偕 淡 無 爲の敎 は 天下を 治る じ 
於 は 不便で ある。 且つ 段々 天下の 大亂も 昔の 話と なつて、 武帝 はを 爲の才 をな て 居ろ 
ろす から •無爲 にしで 化する と 云 ふやう を ことは 到底 武 帝の 氣に 入らない。 刑》 の學卽 
も 法 家の 說 はどう かと 云ます と、 武 がの 父の 景 がの 時に 轟 錯と云 ふ 者が 一度 この 法 家 
の學を •用 吳楚と 闕の亂 を 惹起し ました。 こで 思想の 統 I を圆 るには どうしても 

君 盾の 大義を ホ 張す る 儒敎が 一番 良い。 儒敎 を礎勵 ずる 上には 大義名分を 明かした 赛 
ま那 のか 单お 化に 就て  巽 お 
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秋を 羊學が 一番 偶 利で ある。 禮樂の 政と 云 ふことは 儒敎の 理想と して 重要なる もので 
あるが、 所謂 禮儀 一一 音、 威儀 一二 千な どと いつて 禮樂は 誠に 面倒で あ气 且つ 古への 禮樂 
は 早く 旣に 殘闕 して 完查に 傅な せぬ けれども* 司 馬談の 如きが 儒者は 博に して 要少 
しと 言つ て 居る 化で、 面倒で 利益が 少 い。 夫ょ ろは 名分を 巧 かじした なホ學 が一 番徑 
-利 である、 天下の 統一を 計る には 第一に を羊學 をな てせ をければ ならのと 云 ふので、 
董仰舒 が 春秋な 羊 摩を 精神を なて 天人 對 策を 上つ り、 武 帝が 喜んで 之を 探 用し、 さぅ 
してを 羊學 が先づ 最初に 儒 敎の經 典の 中の 代表と して 採用 せらる、 樣 になつ たるので 
あろます、 さぅ 云ふ譯 でな 羊學が 非常に 盛んで あろました が、 今傳 つて 居ら 寺ず るを 
を 傳は卽 ち 後 漢の何 休と 云 ふ 人が まとし で 董仲舒 の說を 本と して 註釋を 付けた もので 
あ 6 資す。 これ 程 前漢に 於て 流行した ものが 何故 後漢な 後には 流行し なかつ たか。 も 
れ から 之に 代つ て 左 傅が 勃興し ましたので あらます が、 左 傅の 勃 輿け 何に 因る かと 云 
ふと、 これには いス- ^ 原因が あろ 音す。 な 羊學が 流行した】 つの 原因は 前に 申す 


適り 孔子が 蕾 秋を 蕾いて 後の 聖人 卽も漢 の 高祖 劉 邦に 贻 したと 云 ふ解釋 どした のに あ 
ろまず が、 左傳が 後漢じ 流行した のは、 矢 張 巧 じ やうに 時の 朝廷に 阿る 所に 本づ いて 
居る。 左 傅の 昭 公二 十九 年のと ころを 見まず と、 堯のモ 探の 劉累 とち ふ おが 御 龍 化と 
なると 云 ふこと がご ざい 違す。 御 龍 氏は 龍を 養 ふ 役目で ある。 漢の 高祖の 姓は 御 ホ 知 
の 通ろ 割で あり して、 劉 氏が ホの 聖人 堯の 子孫 だと 云 ふことは 左轉 にょつ V 證 明せ 
られ る。 是が 後漢に 於て 左 傅が 朝廷に 採用され る やうに なつた 最も 蘆 火なる 原因の】 
0 であ々 をす。 其當 時にはを 傅と 公 羊 傅が 雙ス餘 程 喧嚷を 致しました けれどる、 遂に 
ももが 朝廷に 採用せられ、 愈 流行を 極む る？- とじな ろ 或した。 左 傅と 公羊俾 とを 比較 
ずれば、 左 傅の 文 奪の 面白い こと、 又 書いて ある 事實の 精細を 極めた ことは 到底な 羊 
轉 などの たぶ 所ではない。 をれ で 後世に 至つ ては 遂に 左 傅の み 專ら巧 はれて、 な羊傳 
は嗦 るで 見る かげるな いやう になつ て 化 舞つ たので あらまず。 

‘與後 唐 代では 公 羊は 九經の 一で、 學 校の 敎 科には 入つ V 居 嗅した が 游んど 見る 者 の- 
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'ないやぅ なお 樣 であらを す。 唯 唐の 喚' 助と】 お ふ 人が 抽 まして、 を 傳を緋 斥して な羊傳 i 
を おとして 春秋を 解釋 した ことがあ ろまず。 其 門下 者 流の やに 趙匡陸 淳と云 ふ 人が 出 
聋 した。 もこで 大義を かを •主張ず る 春秋 學が趙 匡陸淳 から 宋に 入つ て、 お 明 復と云 ふ 
人の 春秋 尊王 雖微と 云 ふ 著述に をろ ました。 是が胡 安國の 春秋 胡を 傅と 云 ふ もの、 本 
にを ろ、 化 春秋 胡 巧 傅が 朱 子の 通鑑 綱目の 本に をる、 もれが 日本 じ 傅つ て 彼の 神皇お 
統記 、大日 本 おと 云 ふ ものが 田る 本に なつて 居ろ まずが、 併し 公羊轉 は^ 助 等が 一時 
これを 鼓吹した 外は 其 後 殆ど 顧みる 者が を かつた。 淸朝 にを つてから 非常に 又な 羊學 
が 勃興ず る樣 になつ た、 其 勃 輿す る やぅに ならました のは 乾 隆嘉慶 の 頃からで あろ ま 
ず。 辭暖 I 箭慶の 頃に を 羊 學を說 き 音した のは おを 與と云 ふ 人で あろまず。 莊存與 ょろ' 
も 稍 先に 山 東の 孔廣 森と 云 ふ 人が 通 義と云 ふを 羊 傅の 解釋を 書きました けれども、 淸 
朝の 巧 謂を 羊學が 勃興す るに 至つ たのは 莊存 輿と 云 ふ 人からで あら 違す。 莊を與 のが 
孫の 劉逢祿 とる ふ 人が 莊を與 の學を 受けて 大に 之を なめろ しで、 これから 劉 逢祿の 後' 


は襲自 珍、 魏 源、 お 翔 鳳、 凌 曙、 戴 望な ど穗 々の學 者が 强び 出て 居らます。 一み 申し 
ましては 餘ら 面倒で あろまず から 略します が、 先づ 劉逢祿 からな 羊學が 非常に 勃興す 
る やぅ 化な つた 譯 であを まず。 を羊學 が 何故 淸 朝に なつで 俄に 勃興す る やぅに なつた 
か、 其 原因を 調べて 見まず ると、 もれには 淸 朝の 學 問の 大勢を もょ つと ホ 上げな けれ 
ばを り 建せ ぬが、 餘ち 横道に 入ら 聋 してな 羊學の 大意の ある 所を 申ず のじ 時間を 費す 
と 困らまず から ざつと 申 上げます。 

淸 朝は 御を 知の 通 6 漢轉と 云 ふ ものが 非常に 盛ん じなら ました。 漢學と 云 ふのは 中 
すずで るな く、 日本で 申ず 支那 擧と云 ふ 意味では をく、 漢 唐の 時代な ど ホず 所の 漢代 
の訓詢 常の 意味で あろます。 訓訪學 が 非常に 勃興す るに 就き 或して 閣を朦 、胡渭 など 
色み の 人が おうした が、 其 中の 頭と 云 ふ ものは 先づ蘇 州の 惠 棟と 云 ふ 人で、 惠 棟を 漢 
學の宗 •壬と 云つ て 宜しい ので あらませ ぅ。 もれから 惠 棟の 門人の 戴 震と 云 ふ 人 も 非常 
化漢學 を鼓唤 したので あらを す。 惠 棟の 一派を 吳 派、 戴 震の 一派を 瞬 派と いつて、 吳 

支那 公 羊 巧 波-就て  四 ホ 化 


送 那巧谭 の硏究  四 セ 〇 

派と 焼 派とは もとは 同じ 畑で あらます が， これを 漢學の I 一大 派 とい a、 少 しづ、 まとす 
る 巧 がらが む 咬ず。 卽も惠 棟 のぞは 經 書の 解釋を 、王化し ましたが、 戴 震の 方は 尙 進ん， 
で 文字の 解 釋と云 ふこと を 致し ましを。 例へは 說 文に 段 玉 裁が 註を 書いた、 段 玉 裁は 
戴 震の 巧 人で あると をふ譯 で、 文字の 解 釋と云 ふこと k 非常に 力を入れた。 何し ス化 
惠棟戴 震と 云 ふ 人達が 街、 又 其 巧 下達が 出まして から 漢學は 殆ど 極顯 達で 發 達して、 裳： 
の 人達では もれな 上に 出づる ことが 巧 來 ない 位に 完圣化 解 釋が岀 巧て 仕舞つ た。 後の 
擧 紫は 若し 非常を 腕が あつて さぅ して 目み の 腕を 振は ふと 思へ ば、 所謂 漢學の 方 厨で 
は 到底 惠棟戴 震】 派の 上に 出る ことは 不呵 能で あろ 資す。 唯 これ 等學 者の 硏究を 纏め 
で-つのる のじす ると 云 ふこと だけで、 新發 見を 此方 面に ずる ことは 不可能で ある。 
もれで を 力なる 人が 何 か 自分の 手腕を 振 ふには 從來 ょら 違つ た 方面に 進 なければ な. 
ら ぬと 一方 ふ 所から、 此公 羊學に 着眼す る 化 至つ たので あろまず。 

とおす 譯 は、 を 羊 學と云 ふみのは 西漢 (又は 前漢) の 頃に 今 文を なて 書かれた もの. 


であら 皆ず、 卽も 前漢當 時の 文字で 書かれた 經與 であらます。 抑 も 儒 敎の經 典は 易、 書' 
誌、 禮 、春秋の 五經じ 就て は 總て今 文と ホ 文の 二種が あろました。 古文は ホい 縫 文を な 
て 書ん れ たもので あろます。 今 文は 卽も當 時の 文字、 殆んど 今の 楷善 見た やぅる 文字 
で 書いた もので あら 貧す。 この 二種の 內 、前漢 じは 今 文學が 流行し 後漢 には 古文 學が 
發 達しました が、 惠棟戴 震 等の ま 張す る學 問は 卽ら後 漢の學 問で あらます。 古文 學で 
あら 聋 す。 卽ら 彼等の 最も 宗 として® ぶのは 後漢 の馬融 •鄭を 等で あろます。 鄭玄の 
如 さは 殆ど 神樣 として 崇拜 せられた。 所で ホ 文學の 方は 今 申しました 通ろ、 恶棟戴 震 
一派の 硏究が 細大 洩らさず。 到底 是れな 上の 力を 伸ぶ る ことが 出來 ない 殆ど 極點 まで 
に 達して 居ろ ますから、 をれ ょら も】 步 進んで 前 漢の今 文說を 主張して、 今 文の 方が 確 
かで あると い a 出した ので あろまず。 何故かな らば 後漢 古文の 方は 穗 々の 經說 を參酌 
して 己の 一家の 學を 成した もので、 鄭玄 の學は 鄭玄】 己の 見識が をつ て 居る。 今 文の 
巧は 前 漢時代の もので.、 是 はな 生からの 言 傳へ卽 てっ師 傅を 重んじて をれ を 代々 言 傅た 
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巧で 確かで あると。 斯う 云 ふ 巧に 着眼した。 其 今 文と 云 ふやに、 今 申す 通ら 漢 巧では 
懦敎の 經與は 皆を 文 今 文の 二種 あら 咬した が、 不幸に して 鄭玄 の學 問が 後が 盛んにな 
0 てから、 今 文の 經 典は 殆ど 散佚して 仕舞つ た。 詩 經に對 ずる 今 文 も、 書 經に對 ずる 
今 文 も 皆 散佚した。 唯今" 文の 中では 幸に 春秋 公羊傳 のみが 完 をに 殘 つて 居る。 を こ V 
惠棟戴 震 一源の 古文 學じ對 して 新機軸を 出す と 云 ふ 所から 着眼して、 さう して 今义學 
卽心な羊學と云ふるのを莊存與一派がま張するやうになちました。即も是れ音で人の 
や〇て居ない方面、 大に餘地ある方おに進んだ、 ^vこで今文の方が大に流行するやう 
にを つた。 淸 朝に 於け る 今 文 學は言 3 換 へれば 公 羊學と 申して 宜しい ので あらます。 
が、 他所 謂る 漢學 者は 訓話を、 王と して 大義を 外にす る 傾向が あらます ので、 之に 厭なら 
ずして 公 羊學の 大義名分を ホ 張ず る やうに もを つたので あらまず。 さう 云 ふ 理由で 公 
羊！； みと 云 ふ ものが 盛んにな つたので あらます。 莊存與 はまと してを 羊學 のみを 硏究し 
て 居ります。 劉 逢 祿は公 羊傳の 外に 書經 はも 詩經 にも 註釋が —— を觸 の註釋 であら ま 


せの がご ざい ずるし、 其 化 種々 を もの 化 も說は あるけれ ども、 をと してを 羊 傳を硏 
究 して 其 學說を ま 張し まず。 後に 劉 逢祿の 流を あんだ 多くの 學者 達は を 羊學の 精神を 
なて、 或は 禮の 方： 暗に 硏究 を及ぽ し、 或は 論語を 硏究 する、 或は 詩經 とか 馨經 とか 穗 
々な 方面 化硏究 して 巧く やぅ 化な つたので あら 咬す。  ’ 

近代に 至つ V は、 残に 最巧 中華 民 國と云 ふ 共和政 體 になら 咬して からは、 殊にな 羊 
學が 盛んにな つて 居 6 今す が、 な 羊 學と云 ふ ものを 申 上げる 化 就き 3 しては、 もょ つ 
•と 公羊傳 とを 羊學 との 相違を 申 上げて 置きまず。 傳と云 ふの^ 學と云 ふのと かし 異 
同が ござい 脅す。 傅の 方は 本文を 查部 調べて 見 寺した が、 後の 公ホ學 者が 言 ふやぅ 
な 牽破附 會に屬 する 所、 或は 吾み が 見て 怪 いべし とする 所は】 つも ござい 聋 せの。 
併し 公 羊 學と哀 ふ 方 則 も 最も 古いのは 何 休の 註で ござい 皆す が、 尙 進んで は 薰仲舒 
の 蕾秋繁 露で ごさいろ す。 これには 硝 怪しむべ^ 議論が •ほつ---^ 見を て 居み 今ず。 
が 休の 註には 大々 變を說 があります が、 近 巧のを 羊學 者には 殊に 驚くべ^ 說が 出て 居 
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みます。 をれ は 後に を羊學 のま 張と 云 ふとを 审 します から 其 時に 尙 詳しく ホ 上げ 讀 
す。 ともかく 公羊傳 とを 羊學 とは 內か 合に 於て 違 ふ もので あろます から、 其 事は 充分 明 
膝に して 置かねば なろ ませぬ。 例へ ばを 羊傳の 方は 化 子 尊王の 大義を 說 いたと 云 ふ 意 
味は 十八 刀に 表れて 居ら 受 して 所謂 春 壬 正月とは I 統を大 にす るので あ A 資す。 所がな 
羊學の 方は 孔子が 自 から 素 王を なて 居る、 即 も事實 上の 位は 無い が王樣 をな て 任じて 
.居つ たと を ふこと が 見を V 居ち まずから、 化 モを奪 ばんと して 反つ て 孔子を 累 ずる も 
ので、 餘程變 な もので あらます。 其 他 尙弗常 じ 不思議な ことが 見ぇて 居ろ ます。 おで 
申す のはを 羊 傅で 無くで を 羊擧の 方を まとして 申し 或す から 其 おつる ろで 御 聞な々 を 
願； 5 ます。 就て はを 羊 學と云 ふるの、 ま 張は どぅ 云ふ點 かと 云 ふと、 最も 重要な 热を 
一二 一一 擧げて 置きます。 

先づ 春秋 一一 一世の 義と云 ふので あを 連す。 此 春秋 I 二世の 義と云 ふことは どぅ 云 ふの か 
と ホし ますと、 八 ム羊傳 に 所見 異辭 、所 聞異辭 、巧傳 聞 異辭と ございます。 比 文句ょ 隱を 


元年 摩と 精を 一 一年 傳と哀 を 十四 年 傅との s ヶ巧 にあ 6 まずが、 是 だけなら ば 少しも 不 
化議な ことは ござい 違せ ぬ。 卽も 孔子が 奢 秋を 書かれる 時に、 化 モの實 際 見られた 事 
だけは 例へ ば 巧の ものなら ば 九十 だけの 詳し さ 化 善いて ある。 孔子が 阿 父さんを 祖父 
さんみら 關 いたと 君 ふこと ならば 精密の 度がず つと 缺 けて 居る。 又もう 少しを くつて 
を 祖父さん ょら もつ と 前の 傳 聞した 事なら は、 どうしても 事實が 詳しく 分らない か 
ら 、一層 備單 であると を ふだけ である 是は尤 な 話で 如何 化 も 春秋を 見る と、 隱公 元年 
から、 哀を 十四 年 建で 十二な 二な 四十 二 年間の 事を 馨 いて あろ 寺す が、 始の 方ょ i も 
終の 方になる お 春秋の 經 文と 云 ふ もの も餘程 詳しくを つて 居ら 皆す。 是は當 がな 話で 
あろます。 もれ だけなら ば 何を 不思議は るいので あるが、 を羊學 では どうかと 云 ふと 
之に 對し で 不思議な 說を なして 居る。 

を羊學 とを します と漢何 化の 謎です、 俩 かの 註になる と 不思議を 說を をして 居る。 
暮秋は 十二な 二百 四十 二 年間の 事を 書いた もので あろます が、 其 十二 公の 中で 昭 なを 
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.を 哀公の 一二 代は 卽も 見る 巧の 時代で ある。 なモ 自身と 阿 父さんとの 時代で あ. る。 をれ 
から 文を 宣を成 公 襄を化 四 代は 卽も 聞く 所の 時代で ある。 これは 丸 子のを 祖父さん の 
時代であろう ず。 次は 傅 聞す る 時代で、 隱を桓 公 莊を閔 ヘム 僖 公の 五代 もれは 孔子の 
嵩！^、 曾祖の 時の 事で ある。 斯ぅを ふ 風に 十二を を々 けて 見る のです。"^ れ だけなら 
別に 大し V」 差 まは 無い ので あ $ ますが、 をれ に 今少し 夢らない 不思議を 事を 書い すみ 
る。 一體 天下の 治聋 ると 云 ふのは、 初めは 非常 じ 亂れて 居る 世の やで あつて をれ. が 段 
もと 太を じな つた。 卽も隱 植お閔 倩と 云ふ傳 聞の 時代は 衰亂の 時が であつ た。 文宣が 
襄の 四ち 立 段々 世の中が 治まつ て 來て卽 ち 升 平の 世の中と なつた。 輕定哀 の S 代け 小 
がの 禪の 中で ある。 初め 隱桓莊 閔僖の 五代は 高祖 曾祖の おの やで 衰亂 0 世の中で あつ 
たが、 あ 祖父さん の 世の中 卽ち文 宣成襄 の 四が じなる と 升 平の 世の中と なろ、 孔子が 
出現され y 其效果 として 昭 、を、 哀の 一一 一代は 世は 太平と なつた。 斯ぅ 云 ふ 風に 說き畔 一 
ずが、 これは 怪しい べき 說で あろまず。 事實は 於て どぅかと いふと なす 學の云 ふ 巧は 


大變な 間違 ひで ある。 成る ほど 隱公挺 公 等 春秋 初期の 時代は 亂れて 居つ たとは 云 w を 
がら、 春秋 化 見ぇて 居る 事實じ 就て 之を 見ます と 文、 宣 、成、 襄の四 代は 決して 升 平 
i は 思 はれず、 隱桓莊 閔僖の 五代ょ ろ 優つ て 居る とる 覺 ぇない、 义授を •をを •哀公の 
三代の 如&は 決して 太を ではな かつた、 寧ろ もの 反對と 見ても 宜し L 化の 世の中で あ 
つた もれを 公羊學 者は 亂世 ょろ 丹 平と なろ 太平と なると 說 く、 是は 事， 畫ス 於す 非常 
なる 間違で ある。 之を 要するに ご 一世の 義と云 ふのは 卽 も衰亂 から 升 平と をろ 太平と な 
.つたので ある。 孔子が 春秋を 書いた ので 所謂 撥亂反 おの 業が 出來 上つ て 太平と をつ 
た、 斯ぅ 宏ふ 風じ說 くので あろます。 是が 公羊學 者の 春秋に 對 する 解 釋 で. あ A ます。 

これ だけなら ば 今 だしる であろ ますが、 淸 朝の 公羊學 者に 至つ ては 1 歩 進んで 尙】 
層 不思議なる 說を附 加へ た。 淸 朝の な羊錯 者は 前に 申しました やぅに 莊を與 劉 達祿か 
ら起 つたと 言 ふて 赏 しいので あらまず が、 其な 羊學の 大成 者と を 謂ぅ ベ さは、 卽も現 
今 化が して 居 A ます 巧の 糜有爲 と 云 ふ 人であろう す。 是 人が S 世說に 不思議なる 說を 
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附 加へ y 來 たので あろうず。 康有 爲は廖 をの 所 說に本 づき、 廖华の 先を は王闡 運と 云 
ふ 人で あちまず。 兩方共 今尙現 巧して 居ち ます。 (講演者 云、 エ’闇 雑 巧は 今た し、 恰も 
予が講演を終らて歸をせる當^^^ 朝旨新聞祖員某巧來訪王巧の計を傳へらゎたり) 王 
簡 運の 蓮の 中には どぅる 康 有 爲 說と 同じ 議論を 蔓し 甘ぬ が、 廖 すの 著述に 
は 或は 康有爲 の 巧說の 本づく 所が あらませ ぬかと 思 ひ 寺ず が、 うだ 廖 平の 著述の ぅら 
.一二し か 見 資せぬ ので 何とも 申 上げ かねる 次第で あ 6 寺ず。 この 廖 牛は 蜀の 井硏と 一で 
ふ處の 人で、 井硏 志と 云 ふ もの、 中には 廖 牛の 著述 目錄十 種を 載せて あると 承ろ 奇ず 
が、 其著述の1二しかをだ見うせ5^。 で、 おの見た難圍ではこの不思議なる議論はを 
づ康有爲の創唱と思はれろず。 卽*^こ獻有爲に至 つ て蕾秋ーーー世の衰亂-升一牛おおと云ふも 
のに 就 V 非常 K 惡議 なる 說を 述べて 寞 。卽 靈篇 《中に おる 講 諭と 些二 
世說 とを 一緖に 併せた ので あら 寺ず。 禮運篇 には どぅ 云 ふ 事が 聲 いて あるかと 一一 一 ふ 
と、 昔 大道の 完垒に 行 ょれて 居つ た 時代には 天； 卜を 公と 爲 し.、 賢と 能と を 選ぶ 詰ら 君 


まと 云 ふ ものは 天下を 我が】 族の ものと せず、 天下 公此 ハの ものと し、 世襲 制度で なく 
して 賢者を 選んで 君 まの 權と云 ふ ものを 讓 つた。 其 時化には 完垄 にお 和ま 義祖 會ま義 
が 巧 はれて 居つ て、 人々 は 己の 活動力と 云 ふ ものを 天下 國 家の 爲に 巧さない と 云 ふと 
を殘 念に 思 ふだけ で、 働いた 結果は 自分】 身の 利益た らんこと を 思 ふと 云 ふ考な 毛頭 
なか 0 た、 總 てのものを 同等に 視 々、完 をな 社 會ホ義 自由を 義が巧 はれて 居つ た 時が 
である。 之を 大同の 世と ち ふ。 其 次は 巧 湯 文ぶ 周 公の おの 中で あつ V、 化餘 代を 小康 
の® 主 一 云 ひ、 完 をな 時代とは 言へ ない。 君主の 權 乃と 云 ふるのを 家に 傅へ t 世襲 制度 
と 云 ふ ものが 巧 はれて 君主 政體と いふ ものが 成立した。 さぅ して 祖會 の狀 態が をの お 
がを 義社會 主義が 遺 城な く 巧 はれた 大同の 世の やぅ 化は 巧 かなくな つた。 其 後 益と 亂 
れて 終に 據亂の 世の中と をつ て 仕舞つ たと 云 ふこと が 禮運篇 に 書いて あらます。 而し 
てこの 議論は 孔子が 手游の 質問に 答へ た 者と いふと になつ て 居ます。 康あ爲 は 化禮記 
禮運篇 の 大同 小康の 文 巧を 春秋 S 世の 說に 附會 したので あらまず。 卽も 春秋の 太平と 
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云 ふのは 禮 記の 大同の おで ある。 升 平は 小康の おに 當 る。 衰亂は 據亂の 世で ある。 新 
ぅ 云 ふ 風化 配した。 是は 康を爲 一家の 見識で あろ 違す。 もこで 彼は この 見識を 3 て禮 
記の 禮運篇 の 註を 書きまして、 其 ま義で 之を 說 いて 居ろ 脅す。 

康有爲 の說に 依らまず と、 孔子の 思想と 云 ふのは 詰ら 進化の 理法 化 適つ て 居る。 世 
の やは 進化論のを 則の 樣化 段々 進ずして 將巧 理想の 世の中に 向 ふ、 卽も 春秋は 亂世か 
ら 段段 進んで 升を とな- CS、 遂に 太を 大同の 世に 到達した ので ある。 もれで 現 巧の 世の 
やは 世界を 國 瓦に 鑛を 削つ て 居る 時代で あつて、 太平 大同の 理想は 到底 實 現ずる こと 
は巧來 ない、 現今に 於 V は 先 づ升平 小康の 世の中で あるが、 吾々 の 終局 理想は 太を 大 
同の 世の中を 期せねば ならの。 然し 現今に 於て は 先 づ升ホ 小康の ffi の 中 k 滿 をす るの 
は 巳む を 得ない 講 であると を ふま 張で あろ 脅す。 彼が 保 皇をま 張し V 淸 朝の 天子を 尊 
ひ、 义巧 時に 復辟 論を 唱 へて 淸朝 天子の 復位を ま 張した のは、 巧界の 現狀に 於て は暫 
く 升を 小康の 君 まな 體 をな て满 あし、 理想を 縣來化 置いた 爲め であ. す。 


康有爲 は 大同 書と 云 ふ 本を 作つ て 庭な々  <  すが、 もれを 作 6 うしてから 最早 二十 餘年 

になる。 其 大同 蕾と 云 ふのは 彼の 理想を 說い たもので あらます けれと も、 御 承知の 通 

ら 二十 餘年 前と 申し 咬す と淸 朝の ホで あみ 建して、 お和ま 義社會 ま 義と云 ふやぅな も 

のを 淸 朝の 時代に 說 くと 云 ふことは 到底 不可能を 事で あ A 咬ず から、 其 著述が 出 巧た 

にも 拘 はらず、 門人の 梁啓趙 等には 其說を 示した ことは あち すが、 もれを 出版す る 

とを ふことは 彼が 承知し なかつ た。 漸く 昨年に まつて 其 大同 壽と云 ふ ものが が 版され 

皆した。 支那が 曲 ハ 和な 體 にな 6 寺し でからる はや 遠慮す る 所は をい ので もれを 出版す 

<v 

る やぅに なつた と 見ぇ 皆ず。 其 大同 書を 見 違す と、 を體の 組織から いへ ば 原稿な もつ 
と澤山 あつた ものでは ないかと 思 はれまず。 初めの 目錄の やぅな 所と 本文と 引合せて 
見 或ず と、 委しい 說 W は 僅に 前の 半分し かない、 後の 半分は 目錄 だけで 委しい 說 明が 
缺げて 盾ら ろす、 著述は 出來て 居る のを 出版 ム をい のか、 或は をれ だけで 終つ て 居る 
のか かな-^ せぬ が、 兎も角 出版され たのは 半み としか 思 はれませ ぬから、 查體化 就い 
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ての 詳しい 事は 分ろ ませぬ。 然し 大體 の、 王 張は 明瞭で あろます。 其 上の 半 かじ 述べて- 
ある 所は、 卽も國 家の 行政に 就ての 理想を 述べ-たるの であら 脅す。 共和政 體 として 巧 
かるくて はるら ないし、 且 世界 垂體を 大同、 王義 でな て 治めて 巧かなければ ならのと 云 
ふ 意 巧を 說 いて 居ら 咬ず。 是は 確に 西洋 思想を をへ て 居ろ まず。 この 通々 康有 爲は禮 
運篇の 大同 小康の 說を 春秋の S お說 じ附會 して、 さぅ して 孔子が 此考を 持つ て 居られ 
たと 云 ふこと を說 かぅ とずる もので あり 違す。 化て 自分の 發明 であると 云 ふこと では 
支那の 民族では 信用を 得 咬せ ぬので、 何 か 新說を 立てる 人は 何時で る是 は昔聖 寶の說 
いた 所の 說 であると 云 ふこと を 言は をければ 一般の 國 民が 受け 过 せぬ。 もこで 彼は 西 
洋思想出ハ和民まの思想を驭ろ、 殊に ^ ッ ソ t の民約說の如含る愛讀したをのと見ぇ、 
义亞米 利 加の 制度 佛蘭 西の 制度を ども 充分 研究の 結果、 大同 書と 云 ふ 著述を をし、 而 
して これは 孔子の 理想で あると 云つ たものと 思 はれます 。孔子の 思想が 大義 名み を說 
くもので あると 云 ふことは、 これ 迄 線ての 人の 信じて 疑は ざる 所で あろます。 然る 化 彼 


は今忽 もじして 化 子の 思想が 共が ま義 である 赴 會ま義 であると 云 ふこと を 述べる の 
は、 一般人の 非常な 驚 含を 惹起ず と 云 ふこと を 想像した ものと 見ぇまして、 其點 にが 
て も油斷 なく 辯 解して 居ろ 3 す。 其 辯 解と して 彼は 先づ禮 運篇の 註を 蕾いて 居ます。 
もれから 又を モ微と 云 ふ ものを 著しまして 、孟子の 中で 凡を 社會ま 義民 •王々 義に 近い 
や ラな 議論を 集め 咬して、 其の 註を 書いて 自分の 意見を 述べて 居ろ 咬す。 彼に 從 a 脅 
すと 孔子の 大同 思想は 之を モ游 に傳 へ， モ游么 を 子 思に 傳へモ 思 之を 益す に 機へ た。 さ 
ぅして 孟子が 後數 千年間 其 思想を 傳 へる 者がなかった。 普通 孔子は 君臣の 義を 重んず 
るるのと いふのは、 盡 子が 後 孔子の 大同 思想を 知る 者がない ので、 遂に 孔子の 眞 愈を 
誤解した ものである 。孔子が 君臣の 義を 重んずる とい ふのは 荀 モの學 である。 佛敎の 
語で 言へ ば、 荀 子の 學は孔 すの 小乘 思想で あろ、 孟子の 方は 孔子の 大乘 思想を あけた 
ので あると 云 ふこと を 孟子 微に 於て 辯 解した。 爱に 注意す べきは モ游 であろ ず。 文 
學 にはみ 游よ 夏と い； 5、 十哲の】 人では あろまず が、 人物は 餘ろ H ラ^ 人と もぶ はれ 
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聋 せ^のに、 何故に モ游を 重んずる かとい ふと、 是れは 先に ホした 通り 禮 記の 禮連篇 
げ 大同 小康の 說は 子游の 質問に 依つ て 孔子が 答 へられた、 とを つて 居る。 もれで 子游が 
之を 承け て卒思 孟子に 傳 へたと 說く 所な であち 营 ず。 之を 要するに 康有 爲じ從 へば、 
孔子の お 想の 中必は 春秋 兰お說 である、 言換 へれば 禮記禮 運篇の 大同 小康 說は 孔子の 
大乘 思想で あると 云 ふので あろ 違す。 

是れが 春秋 公羊學 派の 所謂 春秋 一二 晒 說と云 ふ もの、 大體 であろう すが、 之に 就で 一 
言批評を致しうずならば、 愁は康有爲の議論夫れ自身にそ盾があると思ふのであ-0>^^ 
す。 何ぅ 云ふ點 かと 申す と、 蕾 秋では 古い 時代が 衰亂の 中で。 段々 進歩し V 升 平、 太 
率と なつた、 卽も 理想を ホ來化 置いた ので ある。 之に 依れば 直に 進化論の 原理が 承認 
される。 所が 禮運篇 の 方は 古代に 理想を 置いた ので ある。 大同の 世の中が 段々 衰 へて 
巧て 小康と をろ、 遂に 據亂の 世の中と なつて しまつた と 云 ふ。 もれを 兩つ < 口せ やぅと 
を ふので、 左右の 掌を 反對 にして 合せた やぅな おじを つて 居る。 卽も 禮運篇 の. 說に據 


れば 進化論の が 理に 巧く ので ある。】 方は 理想を 古き に 置き、】 力は 理想を 將 來に賛 
く。 是れ がそ 盾で ある。 

尙 詳しく 專門 的に 申しますならば、 公羊學 で衰亂 から 升 平と なり 太平と なると 云 ふ 
こと も、 な 羊の 筆法を】々 調べて 見ます ると 非常な 間違が 起つ て參 るので あク ます。 
極く 簡單に 申し 寺す と、 をは 衰亂の 世の中で ある、 化 時代は 魯の國 のみを 內 として 化 
の 中國を かとした、 內 外の 別が. わつ たが、 段々 世界的に 傾いて 巧く 結果 升 平の 世の中 
になる と、 魯 と中阀 とを 併せた ものが 內 であつ て、 夷狄が 外で ある。 太 おのおの 中に 
なれば 夷狄を も 併せる。 內 外の 別が をくなる と 云 ふ 風に 說 くので あろます。 併し 此說 
き 方は 彼等は 一ニ ニの 證據 を擧げ で 說き まず けれども、 春秋の 筆法に 就て 一々 調べで お 
ると がして 當 つて 居々 ませぬ。 さぅ 云 ふ 織から 見ても 彼等の 說は 誤つ て 居ろ 違す。 卽 
ら春秋兰化說とをふものに對しては、 な羊傳其るげとして見ても誤謬があク1*^ずし、 
或は 禮運篇 と 比較した 上から 見ても 自家撞着が あるので あろまず。 
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併し 此審秋 一 一展 読と 云 ふるのが 暗々 の裡に 段々 勢力を 得て 革命が 成立 致しました" 
さう して 革命 成な 後に 至つ ては 支那の 思想界の 統一を 圖る 上から、 何を なて 統一す る 
が】 蕾宜 いかと 云へ ば、 何う しても 儒敎で 統一ず るが 一潭宜 い。 儒教で 統一し やうと す 
ると、 化 子の 敎 として 所謂 五倫の道の 內 で、 君 おの 大義と 一 お ふ ものは 址 ハが な體 になれ 
ば 無い ことで あるが、 其れを 如何に 解 釋ずぺ きか。 又 支那は 思 孝を なて 國を 立て、 居 
る、 孝は 何時の 惟 化る 巧る が、 ホ 心と 云 ふことは 君 まがを いな 上は 無い ことで ある。 之 
を 如何に 說 くべ 含 かと 云 ふ 問題が 起つ て來 る。 他の もので 統一 すれば 宜 いので あるが、 
支那 國 民を 統一す る じは 長い 習慣と しぶ 孔子の 思想が 一番 好い、 ちれには 君臣の 大 
義 とち ふことは 何う ずる か、 忠孝の ことは 何う する か、 斯う 云 ふ 問題が 起つ て 参つ た。 
革命が 成な した 當 時には 、孔子は 君臣の 大義を 說い たもので わると 云ム 所から、 草 
命黨の 一派では、 從 巧の 通ら 孔子を 貧 祟し 化 子を 祭る ことは 無意が であると 云ふ賓 
で、 蜀の 方では 孔子の 廟を毀 もましたり、 廣 東の 方では 孔子の 祭を 廢 すると 云 ふこと を 


致しました が、 化 モの敎 をな て國民 思想を 統一す るなら ば、 か 華民國 としては 是非と 
も化モ 敎に對 ずる 解釋を 改めなければ ならの ことにな つた。 を こで 康有爲 の 春秋 S が 
說 太平 ホ 同の 思想と 云 ふ ものが おが 政府に 暮 ばれて 採用 せられる やうは なつた ので あ 
ろ す。 卽も 春秋 一一 一世 說に據 ると、 忠君の 思想 君屋の 大義と 云 ふやうな ことは、 化 
子の ル乘的 方面で あつて、 大乘的 方面に 於て はさう 云 ふ ものは 無い、 卽も 共和‘ 王義で 
あら 且つ 社 會ま義 である。 太平 大同のを 義 からい へば、 內 外の 別な く 自他の 區別 はな 

いこと になる から 共和政 體と袖 をれ る。 ちれでは 革命 成立 後 裳 化凯 が 火總統 であつ た 

ち 

時代に、 盛んに 孔子の 大同 思想と いふ ことが 論議せられ たので あら 違す。 孔敎 會雜誌 
や庸 言を どい ム雜 誌の 中に、 孔子の 說は大 ホ 大同の 說 であると 苦 ふこと を 多くの 學者 
が說 くやう じな つたので あち 今す、 所が 御 承知の 通 6 袁恍凯 がが 制の 準備と して 帝王 
たらん ことを 謀ろ 寺して な來 、其聲 は 忽ち じ 影を 潜め 咬して、 孔子が 太平 大同 說 であ 
ると 苦 ふこ A. は雜 誌に も 新聞に も 出 なくなつ た。 裳が 死んだ 後 まだ 日淺 くし V 近 巧は 
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種み 政治 上の 問題が 多い 爲 めか、 或は 又  一 0 じは 太平 大同 說る 殆んど 遺憾な く 論ぜら 
れた爲 めか、 あ 巧餘ろ これに 關 する 說は ござい 咬せ のが、 兎も角る 孔子の 敎 をな て國敎 
とすべ さや 否やと 云 ふ 事が 憲法 問題と して、 一度は 否 次され うした けれども 尙 議論 さ 
れる やぅに なつて 居り 嗦 す。 穗 々の 方面に 反 對論も あ々 脅ず が、 康を爲 が 盛に 孔子 敎 
をが て國敎 とず 可し と 云 ふこと を ま 張して 居り ずが、 其题 意は、 つまぅ 孔子は 大乘 
主義に 於て は 共和 ま義 であると 云 ふこと を何處 皆で も說 かぅ と 云 ふので あ-®' 聋す 。是 
が 春秋 S 世說 の】 端であろう す。 

今一つ、 是れは 春秋 一一 一世 說 ほどに 重要な 問題では あろ ませぬ が、 革命と 密接の 關係 
あるのであらます。 春秋は九世の化を大なろとずと云ふことであゎ-^^す。 莊をの四年 
は齊襄 公と 云 ふ 人が 紀國を 討も滅 した 事が ございまして。 もれを 春秋の 經 文には 紀侯 
其 國を大 去ず と 書いて ある。 左 傅に 據 ると 祀 をが 國を擧 げて遷 つてし まつた と 云 ふや 
ぅに 解醫 して あろ 違す が、 な 羊 傅には 紀な大 去と 云 ふことは、'  齊襄 公が がを 滅ぽ した 


ので あるけれ どを、 襄 公は 賢明なる 人で あるが 故に、 紀を滅 したと 云つ ては 襄 公の 疵 
になる 虞が あるから、 賢者の 爲に 忌んで 態と 大 去と 書いた ので あると 云つ て ある。 何 
故襄 公を 賢明と を ふかと 申し 達すと。 襄 公の 九 代 前の 先祖 哀 ながが 公の 先祖に. 譜言さ 
れて 周の 朝廷から 誅 罰を 受けた 事が ある。 卽も齊 の 哀公は 九 代 前の 仇を 此 時に 至つ て 
討つ たので ある。 もれで 先祖の 爲に 仇を 報 ひた 巧から 賢明で あると 云 ふので す。 九 代 
前の 化を 討つ と 云 ふことは な羊傳 にょると 無論 善い。 もれは 國 であるから 善い ので あ 
る。 一 •國 としては 九 代の みならず 巧 世と 雖も 善い。 併 乍ら 家に 就て はさう 云 ふ 事は い 
けない。 何故ならば、 國と云 ふるのは 君 まと】 體 であるので、 卽も 先君の 恥は 今の 君 
の 恥の やうな ものである からして 之を 討つ と 云 ふことは 差 支ない。 家なら ば さう は 行 
かない、 斯う 宏ふ 風に 說 いて ある。 膜は 國 家を ろと 云 ふ 思想に 近いので ず。 

是れは 公 羊 傅の 所說 で、 を 羊學に 於ても 勿論 これを 承認して 是 とした 思想で あらま 
し- 义 、この 思 怒は 革命に 直接の 影響を 輿へ たので あち-^ す。 御 承知の 通り 明い 天下を 
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滅 した 淸 朝は 满洲 人で ある。 滿洲 人は 支那 民族から 云へ ば 蕃族で ある。 其 蕾 族が 漢民 
族の 天下を 討 滅ぼして 取つ て 代つ た。 取つ V 代つ たのは 數 世の 昔では あるけれ ども、 
漢民族と しては 巧 世 後と 雖も 之を 討つ て 化を 報ずる 必要が ある、 滿洲 人を 討ら 滅 さを 
ければ 祖先の 耻を雪 r 巧な でない。 さぅ 云ふ考 とこの 蕾 秋 九 世の 化を 大 なろ とすと 云 
ふ 思想を 結 付けた 護で あろを ず。 かの 武昌に 起ろ 3 した 第一 革命の 際には 滅滿 興漢と 
云 ふ 旗 臟を樹 て、 革命の 叫びを 揚げました が、 其當 時の 機 文の 最初に、 春秋は 九 世の 
化を 大をク とずと 云 ふこと が 書いて あつた。 あれは 卽 もを 羊蕃 秋の 思想で あらう す。 
然る じ 御を 知の 通ろ、 愈 ミ 軍 命が 成な せんとず る 際に 當ろ まして、 一方では 孫 逸 仙が 
革命軍の 大總統 とを つで 化 方の 袁世凯 と 種 ミを 涉のホ 遂に 妥餘 しました が 其 妥協の 際 
に 滅滿興 漢と云 ふ 旗 職を 樹 て、 春秋な 羊學の 精神で 巧く と宏 ふと 實際上 大變な 膊碍が 
起る。 卽も滿 族を 滅 ずと 云 ふを 張を 何 處迄も 巧 通ず ならば、 蒙を のか 含、 西 藏の如 
さ、 回 敎徒か 如 さ、 此 等の 穗 族は 満洲 廷 化ょ つて 內屬 した もので ずから、 滿 人を 滅す 


と 同時に、 化 等は 支那 中幽 とは 離れて 了は なければ ならぬ、 卽 もち 那 本部の 外は 查部 
外に 取られて 了 ふ。 卽も 蒙古 や 回 部は がれて 露 西亞に 入ろ、 西藏は 英吉利の もの じな 
ると 云 ふこと を覺 悟し をければ ならのと 云 ふこと を 知ろ ろした ので、、 孫 逸 仙 等 も成稱 
尤も だと 思つ たと 見ぇを して、 遽 かに 旗 臟を變 へう して お 族 典が と 云 ふこと を ま 張ず 
る やぅに なつた ので あろ 違す。 お 族とは 御 承知の 逆ら 漢人、 滿洲 人、 蒙 ホ 人、 同敎 
人、 西藏 人、 之を お 族と 申し 3 す。 もれで 旗臟も 五色を 用 ひると 云 ふこと‘ に變 つたの 
であら 今す が、 ともかく この 革命の 最初は 確に 春秋な 九 世の 化を 火なら とずと 云 ふ 所 
から 出た ので あを ます。 尤も をれ には 新 思想と 舊 思想との 衝突と いふ やぅな こと や、 
政治 上の 種々 の 原因が ある ことは 勿論で、 この 點に 就て は 嘗て 論じた こと も あらまず 
が、 今】々 之を 辨じ ませぬ、 ともかく 春秋は 化 の 化を 大 なろ とずと 云 ふな 羊 派の 思 
想が 又 一つの 大 なる 勢力と なつて 加は つたのは 勿論で あらます。 

要するに 淸 朝に 於け るを 羊學 とを ふるのは、 巧 漢ホ文 學に對 して 新 機輔を 出さん が 
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爲 に、 西漢今 文の 學をま 張す ると 云 ふ 所から 非常な 勢を なて 出て 參ら した もので、 
又】 方には 西洋との を 通が あら、 日本 邊 ちに 留學 する 人が あると 云 ふやうな 譯 で、 段 
み 自由 平等り 思想と 云 ふるの か 入ろ 來 つたので、 其 自由 平等の 思恕を 基礎と して 之を 
を 羊 學と結 付けて、 共和政 體に 健れ る やうを 思想が 支那の 新しい 人み の 間に 起つ て、 
新醬 思想の 衝突と 云 ふこと から 革命の 大業を 成し遂げる やうに なつた ので あろます。 

な 羊學其 もの、 精神の 結果 さう 云 ふ 事が 出來 たと 言 はんょ らも 寧ろな は - もれ も あ 

ろ すけれ どる —— 西洋の 自由 お 等の 思想が 支那 人の 中に 這 入つ たから、 •之を 某礙と 
して、 もれに 經典 としては 春秋な 羊擧の 思想を 持つ て 巧て 飾つ たので あちまず。 例へ 
ば宋 儒の 思想は 佛敎の 思想を 中位と して、 古の 經 典の 色を 着けて 出來 たやうな _譯 で、 
を羊學 派の 學 流の 學說 は卽も 西洋人の 思想を 基礎と して、 其れに 經 典の 色を 着けて 支 
郝特 育の ものを るが 如くに 見せかけて、 支那 人の 所謂 古を 崇 ぶの 思想を 滿 足させた も 
ので あると、 斯う 云 ふ 風に なは 見る ので あらます。 


*、尙委心、>^-:单話ずれば康有爲のま^s^‘、 令の外化.も多^^の公羊派の入々の事ゃ、 聋だか 
化 も 夭み が々 <  ます けれどる、 •あとは 御 質問に 依つ て 申 上げる こと 化 致しまして 、大度 

これで 御免を 蒙-^ 達す。'.  る''  ‘  .  ，  ... 
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中華 民國に 於け る 儒敎の 民主化 

若し 最も 簡明に 儒敎の 要領を 述べょ といは ば、 恐らく 何人も 儒敎 は人偷 五常の 道を 
說 くと 答へ るで あらぅ。 人倫とは 卽 も儒敎 倫理に 於け る 本務 論で あつて、 之を 分つ て 
替臣 、父子、 夫婦、 兄弟、 朋 をの 五と ずる。 五常とは 卽 ら儒敎 倫理の 德 論で あつて、 
た 義禮智 信の あで ある。 德 論から いへ ば 仁義の 二を 最も 重視ず るの 故を なて、 儒敎を 
た義道 德の敎 ともい ふ。 然し 德 論の あは 今 論ぜん とする 問題とは 直接の 關 係が 無い か 
ら 暫く 之を 措いて、 なには •本務 論卽 も-お 偷に 就て 述べょぅと 思 ふ。 

五倫に 就 y 孟子は 君段義 あろ、 父子 親 あろ、 夫婦 別 あろ、 長幼 序 あち、 朋友 信 あ も 
と 一 おつて 居る が、 漢代 あたろ から、 五偷の やで も 特に 君を、 父子、 夫婦の S 倫を 重視 
し で、 之を 一一 一綱と いひ、 君は 臣の 網たち、 父は 子の 綱たち、 夫は 妻の 網たち と說 く。 


從 .つて 本務 論じ 於て はを 孝が 最も 重要の 位置を 占めて、 忠孝】 致の 論は、 古 巧 儒者の 
極力 鼓坎 する 巧で ある。 忠臣を 求む るに 孝子の 巧に 於て すと いひ、 或は 孝を なて 君に 
事 ふれば 卽も忠 とい ふ、 忠孝 傳家久 とは 支那 我 族の 誇々 とする 巧で あつた。 

二 

然るに 先年 革命が 成 巧して、 中 难民國 が 創ぶ せられた ので、 五倫の 中の】 倫、 S 綱 
の 中の j 綱 卽も君 芭の關 係が、 宣統 帝の 退位と 共に 亡滅 し、 忠孝と いふ 双關の 中の I 
方が 缺 けたので ある。 儒敎 倫理の 最も 重要なる 一角が 崩れた ので ある。 所謂 保ず 波の 
人々 は 非常に 之を 憤慨し 歎 おし 痛惜した ことは 言 ふ 迄る 無い。 而 して 革命 黨の 人々 は 
かがに 化の 問題を 解釋 した かとい ふと 夫は 二 派に 別 かれる。 孔子は 君臣の 大義を 說い 
たものを るが 故に、 中華 民國 と儒敎 とは 相 をれ ざるを のとい ふ 見解を 取る をが】 つ。 
南方を 地に 於て 或は 孔子の 廟を毁 ち、 或は 孔子の 祭祀を 廢 止した のは、 此 種の 見解に 
をつ たので ある。 然しながら 滅滿 興漢を 提唱した 革命 驚が、 何時の間にか、 五 族 お 和 

中華 巧國 にかけ る 儒 敎の巧 ま 化  巧 かお 


を 那巧學 の 巧を  ロブ プ 

.を 標榜した 如く、 實際 上に 於で 孔乎 排斥の 不便 不利を 覺クた 彼等は、 化 子の 思想を を 
國と 一致せ しむる の解釋 をな つた。 此の 第二の 見解を 取る 者が、 現を 中華 民國に 於て 
最も 勢力を 占め、 第一の 見解は 今や 殆んど 見る ことが 出來ぬ やうに なつた。 斯 くの 如 
くにし V 忠孝を ま 張した 儒敎 は、 今や 中華 民國に 於て をく 民を 化する に まつた ので あ 

る 0 

I  二 

まづ 何故に 革命 黨は斯 くの 如く 强 いて 孔子を 擔が うとす るかと いへ ば、 夫には 種 令 
の 理由が あるが、 i^、 一の 巧 曲は 中華 民國の 思想 統】 の 必要に 迫られた ことで あらう。 
現 巧に 於て は 南化兩 みして 瓦に 相爭 が 平 會議る 思 ふやう に涉 取らぬ けれども、 何 
人 も 統一を 望 完者 は 無を、 特に 民國 創ま當 おには 統一され たる 冨の實 現を 希 
望した ことは 勿論で ある。 而 して 民國の 統一は 就て は、 矢 張 6 を那 民族の 誇らと ずる 
化 子を なて ずるの が、 化の 何㈱ をな てず るょ ろ も 最も 有 巧で ある。 第二の 理由は 孔 


子の 思想る 解釋の 方法 如何に 由つ ては、 共和 國と 衝突 矛盾を さものと 見る ことが 田 ホ 
る ことで あらぅ。 若し 孔子の 思想が 絕對に 共和 國と 相容れ のをら ば、 之を 共和 國 たる- 
中華 巧國の 思想 統 I 化 利用す る ことは 出 巧の 譯で ある。 然るに 支那 人から いへ ば、 幸 
化 孔子の ぶ 想 も、 之を 共和主義と 解ず る ことが 出 巧る とま 張ず る學 派が ある。 勿論 方 
便と して 之を 利用ず るので あるから、 彼等に 取つ ては 其解釋 が科學 的なる や 否や、 餐 
觀的 化正當 なるや 否やは 問題で 無い。 化し 其 巧に 大 なる 西 難の が 巧して 居る ことは、 
恐らく 彼等の 氣 付かの 所で あらぅ。 

四 

孔子の 思想を なて 民を ま義 、共が ま義 、社 會ま義 、であると 解釋 する のは、 所謂 霉 
秋 公羊學 波の 一波で ある。 巧る 春秋は 孔子が 畢生の ふ 血を 注いで、 霄 王の 大義を 皴吹 
した 著述で あるが、 其 解 釋の內 、今を する 巧は 左 巧 傅、 を 羊 傅、 穀染傳 の S 種で あつ‘ 
で、 之を 泰秋 S 傅と いふ。 就中 公 羊 傳は最 る 善く 孔子の 筆法を 發 明した もので、 を 羊 
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傅其赖 は元來 何等 特別な 奇怪を 解釋が ある 譯で 無い。 然るに 所謂 春秋を 羊學 派の 解釋' 
に 蜜つ ては 驚くべく 怪しむ ぺ .きものが ある-の である。 夫 も 莊存輿 や 劉逢祿 等に をつ て 
創唱 された 當 時は、 尙媛變 善は 歡 かつた が、 淸 朝の ホ 朔に廖 平、 康有爲 、梁 啓 超 等が 
最も 奇怪を る ま 張を 爲 ずに 至つ て 其の 弊 極 咬る^ 其の、 壬を る ものは 春秋 一二 世の 義 であ 

る 0 

を 羊が じは 春秋 十二を 一一な 四十 二 年間を 所傳識 、所 聞、 所見の 一二 階段に みづ て、 化 
も 記事の 體 戴は、 傳聞 する 所ょ ちる、 聞く 所は 詳しく、 聞く 巧ょ ろ も 見る 所は 詳しい 
とい ふの 意を 述べ かに 過ぎない のを、 な羊學 をは 隱 、桓 、莊 、閱 、僖の 五な は 據亂り 
世、 文、 宣 、成.、 襄の四 公は 升 平の 世、 昭 、を、 哀の 一二を は 太を の 世で あると 說 く。 
初は亂世であ^^が、 漸次進步發達して升平となろ、 孔モ田現ずるじ至つて太平理想 
の おとなつ たと 說 く。 是れ はもと 化 子を 霄 ばんと して 說 いた 所の 僻論で ある。 然し 是 
、れ だけを らば 弊害は 尙ほ歡 いと 思 ふ。 然るに 淸 未のを 羊學 者は 之を 禮詰禮 運篇の 語に 


附會 したので ある。 禮運篇 の 文は 議論 上 最も 重要なる もの をれば、 之を 原文の ま、 引 
5^ ずる こと、 する。 曰く、 

大道 之 巧 化、 天下 爲 ，な、 選， _ 賢 與 ，.能、 講 ，信修 ，睦 、故人 不 3 獨親 = 其 親 r 不 。，獨 子 
其モ 7 使 __老 を， 巧， 終、 地を， 巧， 用、 幼を， 所， 長、 矜寡孤 獨廢疾 者、 皆が， 所 jT 
興な， 分、 みお， 歸 、貨惡 ，。其 弃， _ 於 地 _ 化、 不。 ，必藏 ，於 己 r 力惡 ，_, 其不 ，お _ 一が 身 _ 化、 
不=必爲，己、 是故謀閉而不^興、 絡竊亂賊而不，作、 な外戶而不^閒、 是謂--乂巧^今 
大道 旣隱 、天下 爲 ，家、 を 親 其 親 r を モ_ 直ハ卒 T 貨力爲 ，己、 大人 化ぶな 爲ぃ禮 、城 
郭溝池3爲，固、 禮義な爲^祀、 な正_~君臣- な篤：|父モ7 な睦_1兄弟^ な和-|夫婦^ な 
設ュ制度7 な立__田里^ な賢_,勇知^ な^巧爲^己、 故謀用苗疋作、 而お由^恥起、 巧湯 
文武成王周公、 由，此其選也、 化六君モ者、 ホ，有，不，謹=が禮_者，也、 な著--其義^ 
な爲 ，其 信 r 著， 有， 過、 刑， 仁講 ，讓 、示 __ 民有， 常、 如 有 不， 由：. 化 者 r 巧， 執 者 去、 
衆 W 爲 ，狹 、是 謂-小康 r  、 
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禮 記には 之を 化 子の 語と して ある。 卽ら 彼等は 從 へば 春秋 太平の 世は 禮記お 同の 
世、 春秋 升 平の 世は 禮記 小康の 世で あると 說 く。 從 つて 孔子が 君臣の 大義を 說 いたの 
は 升 平 小康の おを いつた もので、 云は < 小乘 的敎理 である。 孔子の 理想は 太平 大同の 
世で 無ければ ならぬ。 是卽も 孔子の 大乘 的敎理 であると。 從 つて 彼等は 荀モが 君權を 
重んじた のを、 孔子の 小乘的 敎理を 得ね ものと いひ、 孟子が 君を 輕んじ 民を 重んずる 
をな て、 孔子の 大乘的 敎理を 得た ものと 說く 。彼等の 思想の おおに、 歐米 共和 國の精 
神が 橫 はつて 居る ことは 勿論で ある。 

大同の 世には 天下 爲 な、 選賢與 能と いふは、 今の 民主 國で 、大統領を 公選ず ると 同 
じく、 小康の 世には 天下 爲 家と いひ、 义大 人世な とい ふは 君 まなび 貴族の 世襲を 承認 
ずるの 意で ある。 义 大同-? 世には 己の 親子の みを 特別に 親愛せ ずしで 萬 人を ホ 等に 博 
愛ず とい； 5、 小康の 世には 親疎の 別を 承認ず と說 く。 又 大同の 世には 貨物の 浪賛を 避 
け、 勞 働に 從事 ずれ ども 自己の 利益を 計らん が爲 めじ あらず とい ひ.、 共產 ，王義 的 社會を 


承認し、 小康の おじは 自己の 私を 財產を 承認し、 禮義を 設け、 君臣、 父子、 化 弟、 夫‘ 
婦の關 係を おしく すと 說 く。 約言 すれば 升 平 小康の 世には 君主 政體 、世襲 制度、 差別 
的 博愛が 巧 はれる ので、 をの 禹湯 文武 周 公の 治世は 夫れ である。 太み 大同の 世には 巧 
ま政體 、自由 平等 ま義 、お產 的社會 主義、 が 遺憾 無く 巧 はれる とい ふので ある。 

五 

、'上述の 禮運篇 の 語が 若し 果して 孔子の ま 張なら ば、 彼等が 孔子を 共和を 義 ならと し 
で、 中華 民國と 何等を 盾せ ぬと 說 くのは 當 然と 言は ねばならぬ。 卽も 現代 支那 思想界 
は 於て は、 な 上の 春秋を 羊學 破の 說 が、 一圃を 風靡して 居る 有様で ある。 かくて 儒敎 
は 現今 中華 民國に 於て 查然民 ま 化されて 居る。 今 吾人は 數 項に々 つて 少しく 之を 論評 
して 見たい と 思 ふ。 

第一に 春秋は 過去を なて 據亂 とし、 漸次 升 平に 進み、 現在を がて 太平の 世と ずるの 
は、 禮運篇 は 現を をな て亂 世と し、 過去を なて 小康ょ ろ 大同に 溯る と說 く。 彼と 此と 

華民國 にめ ける  を 儒を の 民 ま 化  お 〇一 
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はを 然お 反對 である。 然るに 化 二者を】 致せし めんと する は 昔 尾を 顚倒 ずる もので あ 

る。 

第二は 禮運篇 の 思想は 決して 化 子の 意見に あらず、 孔子は 堯舜を 祖述し、 文武を 憲. 
章し、 特に 周 ヘムを 理想と し、 常に 之を 夢想せ しことは 論語に 確證 あみ、 決して 之を 小 
康の六 君子と して 第二義に 墮 せしめざる こと 是れ 其の】 證 である。 孔子は 禮義を 重視 
せし こと 論語に 確證 あろ、 決して 之を 小康と して 蔑視せ ざる こと 是れ 其の 二證 であ 
る。 我がち を老 として 人の 老に 及ぼし、 我が 幼を 幼と して 人の 幼に 及ぼす は孔 盖儒敎 
の 博愛の 眞義 であろ、 狭して 無差別の 博愛を 認めざる こと 是れ 其の 一二 證 である。 孔子 
は 寧ろ 堯舜 禪讓を 美と し、 湯武が 伐に 遺憾の 意を 表 ずれ どる、 狹 して 世襲 制度を 非と 
せず、 且つ 君 まの 貧嚴を 重視せ ると 是 其の 四證 である。 先 儒 旣は禮 運篇の 孔子の 言は' 
あらざる をい ふ 者 あるは、 蓋 化 等の 蘇に 見る 所が あつたので あらぅ。 

第 S は 禮運篇 の 思想は 攀ス 老莊の 思想た る こ 疑 ふ 可から ず。 老子が 大道 廢れて U 


義 あろと いひ、 禮を なて 忠信の 薄に して 亂の 首と いふは、 禮 運に 禮義 をが y がと 爲 す. 
を 小康と すると】 致す、 是れ 其の】 證 である。 禮 運に 謀の 興らざる を尙 び、 謀の 作る 
を 非と する はお モの 無爲 自然を 尙 ぶと 一致ず る こと、 是れ 其の 二證 である。 

第 四に 禮 記は 儒 敎の經 典、 五經 の】 なれ ども、 必ずしも 悉くは 信ずべ からず。 何と 
なれば 禮 記は 漢 儒の 編纂で ある。 漢 代に 於て は 儒道の 二敎 漸く 接近して 、次第に 融合 
せんとす る 傾向を 示し、 若莊學 者と 離 も 儒家の 經 典に 通じ、 儒者と 雖も 老莊學 の要寶 
は 達し、 自 から 二 敎を煤 用し V 自己の 說を 成す に 至つ た。 絶つ て當 時み 儒者が 編纂し 
.た禮 詰に 老莊 思想を 混じた のは 止 りを 得 化 ことで ある。 禮運篇 の 如きは 其】 例で あ 
る。 然 らば 何故に 斯 くの 如き 老莊 思想が、 孔子の 言と して 記されて 居る かとい へば、 
これは 莊モの 所謂 寓言、 卽も 老莊學 者の 慣用 手段で、 當 時化 於け る】 種の プロ バ ダン 
ダで あつて、 自家の 意見を 孔子に 託して 述べた ものである。 

大體 にがてな 上列擧 した 樣な 理由に ょれば、 禮運篇 を 引用し、 之を を 秋 一一 一世の 義 に 
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配ず るは 不當 である。 且つ 夫れ 自 みが 大 をる 困難の 伏在を いふのは、 よしや】 時は 化 
ま 思想を 量雙 らと說 明し で 之を 彌 縫し 得た としても、 之を がて 中養國 の與據 
とせん か、 やがて 科學的 硏究の 結果、 孔子の 大義 名々 說が 明かと なれば、 其 所に 民國 
の 自殺と いふ 危機を 歷胎 ずると 思 ふからで ある。 故に 中華 民國に 於け る 儒敎の 民を 化 
論よ、 多くの 學者 じよろ、 種* の 著述を なて、 盛に 鼓坎 されで 居る けれども、 是はル 
て徒勞である。 寧ろ削に其の據る巧ををめねばをる^^いと思はれる。 
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類 

支那 文化の 硏究 が將來 益と 必要る る ことは、 何れの 方面から 見る も 明白なる 事實 
で、 今更 事 新ら しく 云 ふ 迄 も 無い が、 其 硏究法 も ホ 多種 多樣 でなければ ならの。 茲化 
は硏究 法に 就 V 其】 斑を 說か ぅと 思 ふ。 化 其】 斑で あつて、 其を 豹を 盡 くさぬ ことは 
勿論で ある • 

古語は 眼が 徹 紙背と 乏ふ ことがある 。文字 通ち に 解 稼 ずれば 「紙の 裏 令で 見 透す」 と 
云 ふ 意 巧で ある。 紙の 裏まで も 見ぇて は 裏の 文字が 邪魔で あらぅ と 思は る、 計りで あ 
るが、 其眞 意は 斯の如 5 器械 的 又は 物理的の 意味で 無い こと も 亦 勿論で ある。 卽 記 
錄 せられた る 事件 又は 格言の 煮義 、其の 事件 又は 格言が 出來 た根祗 又は 當 時の 環境と 
の關係 等を 明瞭に 了解す るの 謂で ある。 表面の 記 錄を其 儘に 受け取る のみでは、 ち 人 
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の 退は 虫々 節穴 同様との 識らを 免 かれないで あらぅ。 裏面 (若し 裏面と 云へ ば 暗黑的 
の 聯想が あるならば 、寧ろ 根 横と 忌は ぅか) の眞 相を 看破す るので なければ、 眼光 紙 
背に 徹した と 云へ ぬ。 斯 くの 如く 銳 利なる 觀察 眼は 獨ろ與 籍を讀 む 時に 必要なる のみ 
をらず、 吾人の 日々 の 生活に も ホ 必要で あるが、 特に 支那 文化の 硏究に 於て 其 必要を. 
切實に 感ずる ので ある。 

二  h 

支那の 經典 や、 賢哲の 佳言 善 巧は 孰れ も朗 々誦す 巧 さ 金玉の 文字を なで 綴られ、 眞じ 
之を が で 吾人 B 常の 規範と し V 服膺ず 可き ものである 。特に 支那 文 學特徵 の 一として 
極めて 洗 嫌せられ たる 辭 句を がて、 簡明た 道破せられ たる 格言を 讀め ば、 其 含 涛豐富 
化して、 無限の 妙げ あるを 覺を しむる 力が ある。 故に 古 來漢學 者は 之れ を崇拜 しで 措 
くこと を 知らず、 從 つて 支那 じふ 靡す るの 有樣 であつ た。 磬く 四書 五經を 指く として 
も、 一一 十四が を讀 みて 支那が 幾多の 京敎 家、 道德 家、 思想家、 政治家、 美術家、 發 W 


家を 輩出した のを 知る 者は、 誰かす 那を 蔑視す る ことが が 巧ょぅ ど。 是れ はまと して 
英國の 文化を 硏究 した 者が 英國 を驅 歌し、 米 聞の 文化を 硏究 した 者が 米 阀を聽 歌し、 
獨 逸の 文化を 硏究 した 者が 獨 逸を 驅 歌し、 佛國の 文化を 硏究 した 者が 佛國 を諷歌 ずる 
と同樣 の也理 現象で あつて、 支那の 文化を 硏究 した 者が、 支那を 諷 歌す るのは 怪しむ 
じ 足らを いので ある。 自分 も不 背ながら ま那の 文化を 硏究 して、 聊か 其 一端た 明かに 
せんとず る 者で あつて、 僞 らず自 みの 感情を 吿白 するならば、 自分は 支那を 愛し 支那 
を 敬す る 者の】 人で ある。 併しながら 聖經 實傳を 通じて 支那を 觀 察した 時代と、 身 親 
しく 彼 地を 踏んだ 後とは 支那 文化の 觀察 法に 劃然】 時期を 劃した こと も 亦事實 であつ 
て、 所謂 眼光 紙背に 徹すて ふ 語の 極めて 意味 深さを 感じた ので ある。 

I  二 

自分が 最 おに 化 京に 行李を 解いた 時、 朝夕 起臥を おにした のは 法 學± 宮內季 す 君で 
あつた。 宮巧 君は 自 みょ 6 數 ヶ月 前に 化 京に 入つ たので、 自分は 種々 其 お 導を 受けた 
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乏 とも 少く なかつ たが、 おに、 むを 談す るの 折に、 支那を 觀 察する じは 凡て 裏から 裏 か 
らと觀 察を 試みる ことの 必要なる ことを 語 A 合つ たこと も あつた。 其後數 月に して 蘇 
峯德富 氏 燕 京に 來 遊せられ、 後 「お 十八 日 遊 記」 の 著 あろ、 內じ 論語 逆讀 法と 題す る 
節が あつで、 おしく 自 かが 宵 內法學 相 語つ たのと 符節を 合は ずるが 如き 見解が 述 
ベら れて ある。 さず がに 蘇峯 氏は】 代の 才人で ある。 措辭の 妙を 極めた る逆讀 法なる 
新語を 發 明せられ たる ことは 敬服の 至らで ある。 如何にも この 逆 讀法卽 も 眼 光徹 紙背 
法は 支那 文化を 硏究 する 方法の 一として 適當 なること が、 決して 鮮 くないと 思 ふ。； 
.論語に 巧言令色 鮮矣 仁と 云 ふ ことがある。 巧言令色の 語は 馨經 に本づ くので ある 
が、 孔子が 之を 嫌忌せ る ことは 甚 しかつた と 見ぇ、 論語には ニケ 巧に 見ぇ、 且つ 巧言 
を 色 あ恭は 左を 明 之を 恥づ 、丘 も ホ 之を 恥づ とも 乏つ V 居られる。 徙 らに辭 令を 巧 化 
し、 顏 色を 善く レて 誠實 之に 伴は ざん は、 小人の 巧爲 である、 君子の 恥づる 巧で ある 
ことは 勿論で あつて、 孔子の 訓戒を 待つ 迄 も 無い ことで あるが、 當 時の 支那 人 化は 特 


に 其弊膊 だし かつた のでは ある 聋 いか、 先ヴ巧 つて、 其 言は がる 後に 之化從 ふと 一 お 
ひ、 言に 調に して 巧に 敏 ならん ことを 欲すと 云； 5、 た 者は 其 言 や H ピ 云； 5、 君子 其 言 
に 於で 苟もす る 巧 無 さの みと 云； 5、 言の 出で ざるは 躬の逮 ばざる を 恥づれ ばな ろと】 お 
ひ、 君子 其 言の 其 巧に 過 r るを 恥 づと云 ひ、 巧言は 德を亂 ると 云 ふ 類、 論語に 之を 戒し 
むる i な舉じ 違を さ有樣 であろ、 其 他言 巧は 君子の 樞 機と 云 ふが 如 さ、 言 吁循稱 はね 
ならの こと、 及び、 むにを 無 さ 便 倭は 德を亂 る こと 等の 訓戒は 後世の 寶 哲も屢 々繰らぶ 
せる 所で ある。 朱 子は 先 後を 論ずれば 知を 先と なし 輕 重を 論ずれば 巧を 重し とを すと 
云 ひ、 陽 明に 至つ ては 更に 知 巧 合】 を說 いて 實践 躬行を 重視した ので ある。 之を 古 巧 
支那 人の 特化 辭 令に 巧みを るに 思 ひ 合は すれば、 聖 寶の此 訓戒 決して 偶然なら ざるを 
知る Y きで あらぅ。 

四 

支那に 在らて は堯 舜な來 やを 重んずる こと 至れら 盡 くせみ で堯が 位を 舜じ 摩へ、 舜 
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が 位を 禹に傳 ふる 時に な 治の 心得と して 訓を 垂れを のは 中を 執れとの 一語で あつた。 
されば 舜が 弟子に 敎 へた 四德 及び 齡 が當 時の 理想的 人物を 論じた 九 德も其 鶴 目は 趣 
ホ あるけれ ども 總て 中を 重んずと 云 ふ 一語に 總括 する ことが 出來 る。 湯は 中を 執つ て 
で 娘‘ しと 稱 せられ、 洪範化 時は 最も 中を 重んじ、 易 もが 中 おを® び、 化 モもホ 中を® 
重して、 中庸の 德 たる 至れる かな、 民 能くす る 鮮^ こと 久しと 云 ひ、 子 思に 至つ ては 
遂に 中庸の 書を 著は して 中の 德を頌 した。 然らげ 支那 人は 悉く 中を 霖崇 する かと 云へ 
ば 茜で しる 然ら ず。 賢者は 之 化 過ぎ 不肖 者は 及は ず 中庸を 得る ことを 易で 無い けれど 
も、 頗る 常軌を 逾 ずる 者が 少く 無い。 楊朱擧 疆の幫 天下に 燕ら、 天下の •ち 楊'，. 二挪せ ざれ 
ば卽も 墨に 歸す るの 勢で あつたと 云 ふが、 楊 あは 梳 端なる 個人 ま義 で*^ の爲我 ま義と 
は 社 會的义 は 闕家的 共同生活を 查然 無視した 者で ある。 墨 子は 純然たる 社 曾を 義 をで 
をの 兼 愛ま義 とは 貴賤 親睐の 別を 圣然 無視した 純然たる ホ 等 博愛を 說 くもので ある。 
斯 くの 加き 兩歷 端の 言論が 兩 々勢力を 占めを の 孰れ か 一じ歸 依す るを のみ 多くして、 


儒 敎の穩 健なる 議論に 耳を 傾く る 者は 甚だ 少な かつた。 をれ と 同樣に 一方に® 争を ま 
張し 攻 伐を がて 賢なら とする 者が あれば、 又】 ホには 純然たる をが 論者、 侮られて 辱 
とせざる ことを-王 張す るを が あろ、 支那 人には なみ 極端から 極端に 走る ものが 多い。 
英雄 首を 同ら せ ば卽ら 神仙と 云 ひ、 君す 豹 變と哀 a、 愛 惟の 激變は 太 巧の 路 にも 蠻へ 
られ 、好み すれば 毛羽を 生じ、 惡め ば瘡を 生ずと 稱 せらる。 專制 君ま闕 ょろ 一躍して 
共和 民主 國と をら、 五倫 五常を 說 きし 口頭 忽 もじして 倫 常を 滅却ず 可 旨を 說含 、深窓 
に 人と 爲 ろ、 異性を 見る を羞ぢ し處夕 も、 大道を 溜步 し-吏に 一 麗して 婦人 參政權 を ま 
張ず るが 如き、 近時 支那 閣 民の 惊 態を 見る おは、 古の 聖賢が 口を 極めて 中和を 說 さし 
も ホ 偶然 をらざる を 知る 巧 & である。 

五 

義 利の 辨は 古今 學 者の 口を 極めて 詳說 でる 所で ある。 大學末 章には 贼 利と なて 利と 
篇 さず、 義を なて 利と 爲 すと 謂 ふと 述べ 孟子には 首と し V 梁惠 王を 說 いて 王 何 ど 必ず 
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しも 利を 言 はん。 ホ 仁義 あるの みと 云 ふ。 得る を 見て は 義を思 ふとは 實に 千古 不磨の 
格言で ある。 然も 滔 もとして 利は 魅さ V 義を 忘る、 ことを 今 同一 輸 であるのは、 實に 
痛 歎に 滕 へざる 次第で ある。 莊モの 文章は 恍 洋自恣 ，實に 端倪ず 巧から ざるる のが あ 
るが、 其 思想は 大體に 於て 老子の 虛無 自然の 說を 承け， 無用を がて 世に 處し たもの 
で、 吾人の 必ずしも 取らざる 巧で あるが、 彼が 利害を 蔑視した 言論 態度は、 頗る 吾人の 
曾 敬の 念を 惹く 所で ある。 韓非 すの 言論は 深刻で 皮肉で、 な々 人を して 不快の 感を抱 
かしい るが、 彼が 父子の 愛、 夫婦の 愤 、君 おの 義 をる 無視して 不 、化 等の 關 係は 悉く 利 
己 的巧算 から 成な つて 居る^-喝破した 如 さは、 何と 云 ふ 徹底した 議論で あらぅ。 蓋學派 
の 相違は あつても、 人間を 利に 走る 者と 見て 居る 點は 同】 であつ て、 之れ. が 救 濟の法 
とし V  •老莊 は 絕磐觀 の 上に な も 利害の 端を 忘れょ と說 き、 儒者は 利を 見て は義を 思へ 
ょと 敎 へ、 韓 非は 法律を なて 之を 制御 せんとす る 者で ある。 此 等の 敎は利 賢 さ 支那 乂 
の随 格には 特に 適切なる 訓戒た るを 覺 ゆるので ある。 官 場の 事情は 由 巧 其の 代表的と 


も 云 ふべ く、 時め く大 時の 巧 じは 車馬 織る が 如く、 一旦 勢力を 失墜 すれげ 忽ら にして. 
又 門前 雀 維を 張る のを 樣 となる ことは、 古今の お 上に 其 例枚擧 ずるに 遵 がない 程で あ 
る。 利に 敏ぅ 習と して 理財の 才に 富い ことは 又 支那 人の 特色の 一とる 云 ふべ く々 匹.； 
じして 忽ちに 钮觀の 富を 成ず るのは 獨ろ 古の 淘朱 綺頓 のみでは 無い ので ある。 

ホ 

化 子は 少 にして 賤 しく、 委 吏と なつて 料 量 平 かじ、 司 職の 吏と なつて 畜蕃 息した と 
云ふことは、を記の孔モ世家に見ぇて居る通.c^であるが、倉庫の吏として穀類の出納公 
平なる こと、 牧畜 係 役人と なつて 家畜 か 漸次 繁殖した と 云 ふことは、 吾人を なて 見れば 
當然の 事 じして 尋常 人の 巧爲 に過ぎない、 ホ だな V 聖 德を稱 する になら ざるを 覺 ゆる 
ので ある。 然しを がら 化て 物を 批評ず るに 超絕的 であつ ては ならぬ。 必ず 內 巧 的で 無け 
れ ばなら ぬ、 若し 一度 當 時の 攫 境を 改察 したを らば、 をれ が 卽も擎 德を稱 ずるの 一端た 
る ことを 覺 るで あらぅ。 戰國 策で あつたかと 思 ふが、 楚 王が 欄 駒の 家畜を 飼は しりる 

ま那义 化？ ち 察と 其が 質  互】 一二 


支那を 學の妍 を  五】 凹 

に 供給 十二み であつ たに も拘 はらず、 家畜の 瘦せ衰 ふるのを 怪しんだ 事が 見ぇて 居る.。 
其 時は 卽も司 職 吏は 飼辩を 私して 居た ので あつたと 云 ふこと である、 司 織 吏は 飼料を 
私し、 委 吏は 聞納の 間に 私腹を 肥し、 官吏 皆 中 飽の弊 甚だし 含は、 支那に 於け るち 今の 
舌 一 弊で ある。 されば こも 肉を かつと 平 かるる も 奇特の 一とせられ 料 量 平 じ畜蕃 息す る 
も 藝德の 一端と せらる、 ので ある、 支那に 巧つ て 中飽の 何物 巧る ことを 知ら ざれば。 な 
て官 場を 語る にあらない。 獨ろ官 場の みで 無く、 日常生活 にも 亦 然^。 凡を 如何なる 
人 4 絕對 に手數 料な くして は、 一物を も 購入ず る 龍は ざるは 支那 社會 の現狀 である。 
セ 

.楊 震 四 知とは 蒙 求に も 載せられ、 淸廉 なる 官吏と して、 永く 後世の 稱贊 する 巧で あ 
る。 こは 楊 震が 嘗て 推擧 しむる 一人 寒夜 私 かじ 巧つ て 楊 震に 金を 贈らん とし、 暮夜 知 
る 者 無しと 云つ た 時、 楊 震が 天 知、 地 知、 な 知、 予知 何 ど 知る 者 無しと 言 はんやと いつ 
で、 之を 印け たので. ある。 廣 震の 巧爲は 淸廉 であろ、 奇特で ある ことは 勿論で ある。 


然れ どを 吾人を なて 見れ ぱ 、此 は當然 の行爲 で、 少しも 稀ら しい こと、 は 思 はれな 
い。 而 して 古今の 淸廉 なる 宮吏 として、 この】 ル 些事が 稱贊 せらる、 ことは、 總で大 
多數 がす 廉 なる 反 證と云 ふ 可 含で あらう。 趙を行 はれ、 請託 盛んなる 支那のを 場の か 
みの 通弊を 知ら ざれば、 楊 震 四 知の 意義は 理解し 難き ことで ある。 

此 種い 格言 敎訓 や、 德言善 巧を 擧げ來 つ V、 其 格言 又は 敎訓 の眞の 意義を 觀 察し、 
佳言 善 巧の 稱賛 せらる、 裏面の 消息を 達觀 すれば、 頗る 支那 文化の 化拽の 一面に 觸る 
、所が あるのを 覺 ゆるので ある。 今は 唯 其】 端を 擧げ て略ぽ 之を 論ずる に 止めて 置 
く。 を おの 立、 此 種の 見解を 推して 多くの場合を 解釋 されたならば、 必ず 辩明 する 所 
が少 くを いで あらう。 若モが 嘗て 大道 廢れて 仁義 あり、 智慧 出で て大僞 あろ。 六親 和 
せず しで 孝 慈 あら、 溺家 昏亂し V な 信 あらと、 稱 したのは、 儒 激の言 取る じ 足らの 樣 
であるが、 翻て 之を 思 ふと 大に其 味 あるのを 覺 ゆるので ある。 蓋し 眼光 紙 巧 k 澈 ずる 
の ± じあら ざれば 共に 之を 語る じ おらぬ であらう • 
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奉 馨は上 巧ょ リ淸 おは 至る. 造の ま那 思想の 大要を 極めて 平易 簡單に 叙述して 最もょ < 嬰 領を蕴 < がる ものな 
リ 。特に 淸 朝に 於け る學術 思想の 變遷が 如何に 暗々 裏に 革命を 葱 起ず るに 至リ しか、 を那の 新人の なおは が 
何なる 倒 向を 帶ぶ るかは 著者の 嚴も 留意せ るが にして 從巧祀 に 巧 はれ たるま 那舒學 おの 缺路は 本 蕾に 巧て 補 
をせられ て ホ 遺憾な し •本書は 义附錄 として 一々 原文を 揭げて 直ちに 堂奥を 窺 ふの 使に 供し ホ 著者の 議 諭り 
殺據 あるを ならしむ •嬰ず るに 本書は 对 .學 をに も專門 蒸に も 座右に 缺 くべ からさる 結が の新證 なり。 
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ネ 害は 大藏輕 典を 歷お 的に 觀- 祭して 解說的 叙述と 內を的 化 判と に 一の 體 系を なせる ものにして 型な む 到の 境 
地に 溝 引 せんとす る 案巧嘗 である、 阿 含 •乂染 •華厳 •般若 等の 經 典ょ リ諭藏 のを 部に 巧り てな 的の 僻說 をむ し 
典が を 明示した るが 故に ネ聲 をを 引と せぱた 藏の閒 がに 遊ぶ こと 肖が である •巧 おが 證の 跡を 地哪 的に 觀-だ 
して 进物 にょつ てを 詩す るが 如きは ち 巧の-方 をに 過き ざれ ども 本當 の韓を 一で わる。 —— (著者 識 } — . 
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蹄 近 社を 化 巧の 夕端 なをに 巧 ひ 社朽即 翅に關 する 帮嘗 じ蛛 からず と雖も 多くは お硏 なの 一 
々面の かに 偏し 社 貪を 巧のを 般に 渉りて 其 根本の 解決を 與 へたる もの 無し。 本證は 此齡を 
遣憾 とし 化く 貧窮 •巧 お •犯 一 非 •愧慾 的 驗路の 訊 媪に 渉りて 之を 糾織 的に 考究せ る おにて 
興 目的は 塊 代 生活に 對 する 嚴 正なる 化 判に ぁり。 今や 一切の 文化的ぶ はな 化の 巧 動は 總て 
巧 溝の 巧學的 批判に ょりて 始められざる 巧ら デ。 本當は 先づ育 諭に がて 貼が 化 巧の 自 がの 
歷 をのぶ 法律 的關 がを 明かに しを 諭に 於て 其 原理の 適用た る 邪 事 政策と 社會 政策との 訓巧 
に 就き 縷述 せリ •新人の 音 —— 社 貪を 造の 興誦 は本嘗 にょりて おて 明かと ならむ • 
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《巧を 旨を-班》 序 諭 社を 幸福の 基礎を 論す：： 前編 原論：： 第】 寫國 家と 社 會ホ義 狸 動：： が 二-巧 
社を と 犯罪…. 第一 云 早 刑法の 社 會的甚 礎 及な 適用… •第 曾 早 社を 測度の 納 織ぶ 錢 達：： 後編 か 論： 
第一を 經濟狀 態 生活 狀 態の 改善 あ 社貪衞 を：： 第二 窜性恣 を 巧に 對 ずる 豫 防：： 人類に がける 仰‘ 慾の 地 
化：： 殺寶の 意義：： 强蠢 罪の 規 を：： 男女 窠迎 罪に 對 する 所 罰.：. 讀解 罪'… 捶杂蝶 か：： 性慾 與 常と 化 
罪：： 性慾と 早熟.：- 同性 惟 慾.：- 戰蠢： ：性懲 生活に 於け る權 利..： 人颊と 性慾'..- な 的 婚姻-:. 國家破 
姻 平：. 鶴 一二 章 社會的 涵養：： 優 轉學… .別事 政お學 •… C を 細：：：！  口 略 至)：： 
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孟子の 如何なる 本なる かは、 今更を ふ 必要は ありまず まい。 私は 支那の クラ ッ シックが 隨 
分す きもので ずが、 中で も 荒 子は すきです 。.やさしいた 慈の、 むと、 どこまでも 自 々のま 
義を 眞に嘗 ねいて 巧く 一本 調 十の 純な 卒直な がが 先づ 第一に おを して 敬慕 させました。 志 
子の 人道 ま 葬 的な’ 民み ホー 講 的な 所は きつと、 現代の 若い 人々 の 思想./ 山 ハ 鳴ず る 所が 多い 
でせ ぅ。 我國に 孟子の 註糕 みは 澤 山あります' が 現 化 語に 查譯 しを 本は 一種 もない のをが じ 
遺憾に 思つ てこれ を譯 して 見る 氣 になり 数十 册の 講譯苹 とを 那で發 行され を 英文の 孟子と を參考 として 
出 巧る 文 平易な そして 現代的 言葉を 使 ふて 所謂 『漢 學』 に 拘泥せ ずに 譯す ことにつ とめました。 現代人の 
手に よ。. て譯 されし ュ血 子には また 別の 味が ある だら うと 思 ひます。 —— (著を 識) — 
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佛敎は 化を の大 まを にしで 其攪剌 たる 精神 U 獨リ巧 日本に がての か傳 はれり。 而 して 巧り 本文 明の おお、- 
彿 をに 負 ふが 貨に 多大な リ とす。 是わ姊 に 我 目 本に 於て 佛敎を 攻究せ ざるべ わらざる 所从 なり。 然れど i 
も佛敎 のを 義は靑 に 採 遠に してが し 難き のみならず 义 之に 關 する 經淪 頗る 浩潮 にして 讀披 しをから ず。 j 
本 善は 化の 學を をして 佛 な々 義 の】 端を 理解せ しむる にがて 必ず 貢献す るが ちるべし。  一 
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學は實 に贵僖 念に 本づ 含て 成る。 旣に明 道の 爲 人を 知れは 與 におに 聖擧 V •倡！； 

KsiKI 巧 D の 轉谷覆 孚城其 學風夫 抓 夫 か 轉長ぁ 9 て 
纔衆朱 陸の 二大覺 派を 開を」 {木 覺に 於で 最も 靈靈 なる 位麗を 

ち 公る ので こ、 化 伊川 程 子の 哲學を も 併 論す る 次第で ある。 善く 讀い 者成此 
i を 書の 獨ろ 一一 程す 其 人を 髮 露せ しむる のみで 無い ことを 知る であらぅ。 

序 諭：. •第一 節 上 巧 帮學： ..第！ 一節 中 巧帮學 •...第！ 二 節 近 化を 學： •.明 
道 粒子のを 壁：.. 第三 早 事蹟.：. 第一 一貴 學 問.：. 純化 替學 ：：卒 {曲論： 

人ホ觀 ：： 敎育 諭：： 政 法論.：' 異端 論.： 批判.：. か川樓 子の 巧學： 

: 第一章 载蹟： ..第二 韋學 問：.. 實 踐を攀 ....倫 现說 •...知識 論.’： 性 
論：： 一一 程 子の 比較 化 化： 影響：： 
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『をとは？ 巧とは？』 恐ら <お たちは 現を に 生きつ、 ありと いふ 悲しき を 難を 尊い 意識の 化に 何ものを も 
見 田す 擧を 得ない わ もがれない。 けれども おは 今日 自 みのをき てゐる 事の 周國の 幾人 かの 可憐な 人々 に 
とリ て慰籍 であり、 力で ある ことを 考 へた だけで もな のを 巧が 無意義で ない ことを 思 ふ。 たと へはつ き 
りと しを 哲學は 潤み 得ない としても おは それだけの 意味で もを きて ゐ なければ ならない と 思 ふ。、 が 却の 
時を 通じて この 一刹那の か相梵 りが 扶け合 ふ 寧ので きる、 まを 感じ 合 ふ 寧ので きる、 人間の 魂と 人間り 
魂との 觸れを ひを 除いて どじに を 巧が あらぅ。 (著者の 感想より) 

ア 、サア •シ モンス . ふ霸の そよ ぎ . 棄の 葉：： 初秋の 光り：： 藝涧 家と 祝む 也： •巧の 

町より . 下町 巧 まひ . 强く 化さん がを めに — 必の 弱い 靑年 — 生活の 摩から ••： 小閣跑 

の 日：： 旅 空から . & 靈の 扉を . 秋の 感謝.：. を 乞食.：. 人が 人を さばく... を ひ 子：： 

落葉の 詩 . 秋は 過ぎな . . 死の ホみ が：： 何も 望まない 日：.- を 道を 步 いて ゐる 日.':. 黃 ~ 

をな 壁に . 兄弟の 話 . 上骄の 森の あを りを：.- 父...- 秋の 朝.’.. 或る 男.... 或るを.： ■視一 

福 さるべき 罪人 . 木 權の家 . 千年 川の ほと リ： ：黃昏 のをに：.. 立 巧 おの 口..： 雲：： 巧. 

目を 巧る 時 . 摇春花 . 夢の 墓を：： 銀の 壺：： シネ ラリ ャ ....五 巧のを.：. 柳-:. をと 靑 

を . 旅人は 化より . カ フユの 窓.：. 雨 S 音は 悲し：.. 靑き 朝：： 欠 一の 詩：： ゥヲ ジオ 黃砂 

. T& 墓 …… おか あがり：： 梅 木屋り 巧：： 星は 巧ぶ..： 森を ホめば：： 十四の 夏-:. 化 巧 

は 疲れを . 光りは 逊 去の . 故鄕の 人：： 人生は 嚴肅 なリ： ..弱き 入 トルストす：： 入 間 的 

な ドスト H  7 ス キィ . メ レジュ コゥ 乂 キィと 人間 神 . 近代 入の 民を 巧： •繫術 お 論 i: 芭 

街の 內容 . 超人 諭 精子は 地に 橫 かれた：： 藝 術の 搖控 .•：  . 
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本審 は、 變 態が 理學に 造詣 深く、 且つ 催眠 實技 にがて、 殆 んど乂 神の 技能を 有 
せる 證證 が、 懲嚴魏 象を 初め、 辯を 精神 y 二 璧人お マ 幽靈の 尚 現 ヴ湖經 の 湿 傑 
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▽透視 念寫 並は 不硬 少年 辅神病 者の 瓜理 
等、 諸 經の變 態 瓜經環 懿シ飽 く聋 で、 學術 
的 且つ 通俗的に 說鄉 したる、 我 學術巧 唯一の 新著 じして、 特に 惟 上の 出師が、 
ム靈を 名と して、 證穗 の臟著 手段を 行へ る こを 素 破 おさた る.】 尊は、 最も 痛快 
を 極い。 蓉 者は' 奥に、 多年の 實驗 中ょ ろ、 錦 神 ♦治療の 鬟 例卜數 種を 詳細に 報を 
し、 就中 二 麗人 格 葛の 髓術 法な 夢の 熱實驗 等は、 をく 蕃 者の 創意に 屬 す。 致を 
を、 宗敎 家、 醫師 、法曹 家は 勿論、 一般を 庭の 父兄 諸 巧の 必讀を 望い。 
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图類 I 日 Is 正價 盒獻圖 證拾錢 |+一 一 錢圃 
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舊 化 界觀は 倒れたり と 雖も新 化が 觀は巧 だ 確立せ ず、 思想界は 絲亂し 人間は その 歸趣 
に 迷 はんとす。 是れ實 に 現代の 煩悶に して 綺神巧 一切の 病縣 なり •オィケン 傅 出が 獨 
特の 見地ょり 化 大問题 の 解決を 試みた る ものを 本書と す。 も來博 壬の 所說は 難解な リ 
と 雖も本 香の 如きは. かして がらず。 博 尘もホ 常に 本書を 最もず 易の 叙述と 稱せ 9。 そ 
して 博卜； と 親 巧を る聲 者が 是 新版に ょれる 譯筆も ホた 平 巧 流暢な り。 オィケンを 知り 
人生 問題を 解かん とする に 之を 雛かざる を 得ず。 . 


义學 i 高 森 貢 人 巧 新著 ■〔ち 巧 史的 觀 察に 成れる 晝 

袖を 致 上製 奠本 

余壹册 ニーす 五十 巧 

姐 金壹圓 を拾錢 

送斜 十二 錢 

巧鲜 まがを 歩いて 來た 著者の 頭には 幾多の 問題の み •か殘 されて 居る •ち 典を 讀んで 描いて 柏た ま 邪 も 新蹲雜 
誌を 通じて お 像して 居た 滿鲜も 共に その 眞 相とは 餘 程な； 惜睡が あつた。 旅行：：： それに J 聰明と 發见 とが 化 
が 的に 產み W されて 巧く もので をる 巧して 過よ ザ 貸を くは 時ず 間に 渡りを つける ものは 何と 云 つても 化 行が 

最も 捷楷 であらぅ。— 惟 ムに巧 巧淹業 A まな 育 
の 方面 も 思想 藝術的 方面 も 义那位 ジャパ 十ィズ 
された 蝴は あるまい 兩も その 何れ^も のに 割し 
て 义巧お 的の 見地から 巧嘗 なる 批判を 下した も 
のは 差 當リ見 曲し われる C や 常 この 缺馆の 一部 
みで もい、 から 何とかして 抓 ひ 度い と 思つ てを 
る 著を はこ 八陈 その 人 止て， り一揣 をを はさんが 爲 
と 犯 巧に 助して 袍懐 せる 巧 おを 披歷 した も 
のが 本嘗 である この 意味に がで 著を は淺 薄なる 思が を ば 飾な に閑艾 字を はです るが 如き 單 なる 巧 おの 紀 わと 
その 飢を I にせざる ことを 信じて 疑は ない。 著を の艰 仰せる 新爭 物に 對 する が識 慾と 好奇 必 とを 碗 足せし め 
著を の 胸 巧に 變勃 せる 希望と 抱負と を 充足せ しのを る 大陸の 自然と 人生との 巧を 記は 巧 もを 那問趙 を 口にす 
石'^々 の 一誠 V 冀ん もす 常で ない ことみ 確信す る。 


日本 及 日本人 本書を 評しで 罔く 

文學 物と して 面白し 
j 頗る 趣味 多 さ 巧で ぁる。 
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□東京 帝國大 學講帥 s 


3 美 先生 薪 著 


巧々 対 最上 製 葵 本 
を 壹册巧 數約お 巧 貫 

正 價讓圖 
鄭稅金 十二 錢 


本替 『自巧 補』 一 猜は查 く 自分の 领 念誦の 上に な 脚して 組織した ものである。 前編 『自我の々 巧』 にがては 
巧來 得る 岐 りの みがを 試みを。 廣義に 於け る 敎育者 或は 人の 上に 立つ 人には 其 ホ 法 上に 多少の 參考藝 と 
なるべき ものと 信ずる。 、後霸 『人 巧の 價觸』 にがては 人格の 寂 義と價 値と を論迎 的に を めんと 企てた。 即 
ち 巧 巧の 府 ものを るかを 論じて 巧擧〇 寄を； 道路 巧 他 一 絞に 人文 現を の おおと なるべき ものを をめ なて 
現代人の' 唆くべき おな を 示さん と 計つ た橫 りで をる 切に 學 者の 化 評を 待つ C  —( 著を 院心 1 


東京 帝 國大學 講師 


を. 巧 王  ！ 主 


重 新著 


舞 •罰 

四 版 
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改訂 人 機の 


力 


四 巧詞な 上製 美 率 
を當胁 一二 百廿貫 

冗 價察圆 五拾錢 

郵 親を 十二 读 

本蓄は 今ょり 十一 年爾に 一巧に 湖に 愛讀を 巧た ものである ボ 其を 久し <絕 版せられ てな た。 巧る にげ 年 
ホに 其 姉妹 篇 たる 『向 お 綿』 をげ 胺 したに 就て 巧び 讀 をから 耍 ホが 出た ので 同暫の 出版 化から して 巧び 化 
にぉる 事に なつた のでち る‘ がし 十一 年の 問に お 含の 事情 も 非" おに 愛 化した。 自分の 思 巧， 《.ホみ ル ノ發な 
して & るので ちる からな： の 儘での 再勤は 到底 許す 事が 出 ホない。 それでを 部替を 改めても かの 資 巧を 新 
にした のでを る。 もと 四拾錢 のを おの ものが 奄圓 になつ た。 巧を に 其れ丈の 差が あるか 巧 力 じ 鼠を の 判 
をに 待つべき でを るが 自み からけ 時代の 推移と 請 めら れん 蒂を願 ふので をる。 一C まを 認 )1 
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□sgssi 辕 4 雙 f 宇驟皆 人 先生 新著 日. 

菊判を 上 殺 薄 本 
全尊册 をな おを 巧 

を 價薑圆 八洽錢 

郵稅を 十二 錢 

'K 學は 儒を の 目的を 最も 善く 粧馈 がに お述 せる ものな りとは を おの 削唱 する 巧、 化窗口 
W 上の 見解に よりて 平易 明 嘶に 講述 せる ものにして 巧ず るに 大學巧 旨を けて し稱 する K 
索引 及 之 -V 密接の 閥 係 ある 幾參 有益の 硏 なをは てナ 。巧 もく も 懦教ん 何物た る わをから 
ん * 欲せば 必ず 化 書を 織いて 著者の 輝 熱せる 難詰を 周かざる ベから ず • 


□5S 謂驚謁 難文 學卡 一宇 野 皆 人 先生 歎蓉日 


講義 


菊判を 上 お 葵 本 
なを 化ぶな 八た 頁 

正懲戴 & あ 拾 疑 

S お 十二 錢 


儒敦の 目的は 大 學に備 はり、 俺を の お东義 はや 庵に 巧 かで ある。 わ < て 巧が の 二な は 巧 
となり 絳 となり。 互にが 待つ て 儒を の眞 巧を 傳ム & ミを は 如上の るが をむ てを に 大學进 
義を 著は し 今 ホ 中庸 講義を  ' す。 た學 にぶて 旣に韶 をの：；：： 啊 .を 巧 かにせ る 大方の 击け雜 
ふ 更に 中庸に 就いて 儒を お f の 辰 面 y を 了せ ょ。 巧 閑な お爲 はを 时接巧 接に 中な むちを 
を 明かに ずる ものである。 
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困 東京が 國大學 文科 助敎授 
因 東京 高等 師範 學校 敎授 


_ 宇 野醫人 先生 新蓉閥 
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^ 四六判 最上 製 讓本查 蠢册箱 入 四 巧が 頁£賣 蒙國 、を 郵 織" j 
眞版四 拾 個が 極 夥色巧 版 靈蠢葉 地闕乂 巧價賣 国/がべ をを 八錢^ 

を 學雜誌 評  本書は 著者が ホに 义部 省の 命で 度 遊した る 巧に 據リ ま那の 珍奇なる 風俗 
お 憎を 描いて 精細を 極む 川 東の 聖蹟 歷 巧の 帝都たり し 長 安裕 陽 A 巧 漢商巧 鑽江蘇 州が 州 等の 
名所 舊蹟は 勿論 都 巿高ル 大河を も 緻密なる 觀 察を 化 r 流麗なる 编 致を 揮 ふ。 日本人は 多 < ま 
那の歷 をを なり 地名を 知リホ ま那の 詩文に 通ぜリ 此の 夕少の 智識を 有して 本 香に 對 すれば 興 
味津 々として 湧く が 如くみ しにても 十八を 略を 知り 唐詩 選を 請ん ずる もの 口 讀み去 リ讀み ホ 
りて 卷の盡 るを 覺 えない、 尙卷 おには 支那の 赴を 事業家 挨測§ 巧 性 諭を リ內 を充赏 格ん 
ど 一の 閑 文字な ぐ 蓋し 近來 稀に 見る のが 著な り • 

時 翼新颖 評.  著 巧は 漢學の 造詣 巧い 人で ある 其 上 叙事 頗る 穩 健で キ ザな 文飾を’ 事と サ 
ず廣い 巧い 智識を 出 裏と して 極めて 自 田に 書かれて あるので お 間 普通の 支那に 關す るが 版 物 
の 如く 讀 むのに 不安 也を 覺え させす】々 巧る 程と 讀 をを を肯 させ 後まで 巧を を 遣す のは をら 
< 本書の 特色で あると 思ん • 


V 惜界 の日东 、窠 浮の 因を、 我等が 日を、 2 祝を この 霞に 得ぶ 
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BSSISI 鱗 文 學± 植松賣 生新 蓉 □  i。 

。，.目々 判 最と製 美本 
こか 心 獲を 一 册五百 頁 

近價盒 .、 

« 圓 煮縣錢 

郵稅を 給が 錢 

難解なる ホ 文を 最も 平易なる 假名 交ろ 文に 馨^ 下-^ 振假 おを 附し 詳細なる 語義 
と 其 索引を 添 ふ。 蓉 者が 國 民、 心理を 某 磯と し で 神代と 上古との 風俗 人 偕に 下し 

難經 なる 窗 文を 最も 平易なる 驟 I やる 評 諭 的 文章は 各 段 章に 


四 隠 


名 交 9 文に 藝 でし 振 綴 賓を瓣 し 


顯 はれて 大和民族 發展 のを 
がを 明に し 闕民歸 嚮の中 瓜 
を說 く。 是れ 本書の 特 跨な 
ら 。今や 大戰 終局して 世界 思想の 急激なる 變 動に 將じ 我圈民 思想に 及ばん とず 
世界の 日本。 夾 禅の 日本。 我等が 口 本 •これを この 審化 得よ。 (類書 中 0 巧曆} 


詳細なる 讀義 i 興® 繁 引を 添 ふ 
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滿修 吾— 新著 □  き is 


郵稅 十二 錢 一 


徽育者 0 思想-生 
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著者は 敎育 者と して 十 幾年の 苦しい 生涯を 送つ て 巧た。 肉體 にも 智識に も 多く 
の缺觀 をを つてむ た 募 者は 導かれる 方へ 進まん が 爲め眞 聲に考 へ 純辉に 感じ 强 

く實行 せんとして 幾多の 隊碍 に出會 つた。 曠 
会 乍ら 血を 流し 乍ら 猶 光明に 向て 進 違ん とし 
て 細い かすれた 聲を 出して 叫び 續 けて 巧た。 
其 聲が此 馨と爲 つたので ある。 思想り 上に 實 


轄い 禮變！ 、敎育 者 


としで を 慰 1 めと 力と を 


標ん とずる ± 據讀め 


驗の 上に 家庭生活の 上 じどれ ホ 著者が 苔惱 して 巧た か、 其 事が 何等かの 暗示を 
有つ もので あち 得たら 馨 者の 幸は 之に 過ぎを い。 

-妓 をを の 恩 想.：. 思想と 化な：.. 自立 諭..： をち とまな：： 人と 事棠： •.人と 職樂 ...徹底と お 
巧.：. な 巧を のをが：： お 巧を としての 努力.：- を ふる 人學ム 人：.. 天職：.. 綺 神化 巧と を ふこと 
..•.生 きゐ 巧の 巧な':. 巧 W と 巧 謎.' 帥 弟の 愧 誌  '. 眞 •货 の必： ..自 發的硝 神.... 二が ザ 奢の 陸 
ぶ-庭.：. 巧き 鑛ら ひ.：. 最も お戒を 巧す る 時.：. お藥 のを ゆる 頃-: 俯仰 天 姐：： 獨 居... 或る 若き 
を師： かの 運命を 苔べ：.. 吉學 巧な 師 とを 巧.：. をち をと 學巧 敎帥學 巧な 師と热 巧 ホ 巧.. 
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A  聞 


四六判な 上製 お 本 
查壺册 六： 白 お 拾 宵 

脈 戴！ □八 拾錢 

郵稅を 十致錢 


代繁的 思想 頭！ 一を 


明快 精細に 諭究ず 


思想は 力 化。 生活の 精髓 にして 文化り 中 巧 化。 宜 
哉、 を' 活革 新世界 改造の 今日 思想の がぶ の 力說と 
思想 問 越の 重視と を 見る や。 本豁は 茗ぇ獨 自の理 
想 ま義的 見地 ょら 思想の 想 義と價 値と を 徹底的に 鮮明し 代表的 思想 問 趟を 明快 精 
細に 論究せ る 者混祕 たる 我國民 思想は 本馨に 依クて 初めて 眞 巧を 關明 せらる、 と 
典に 將 衆の 標的を 見出す や必 せり 敢てふ ある】 紋劇 巧の 精鹽 を巧聲 する 所が 化。 

思' なの 種々 巧.. 理 類と 人生： 化 評と 人生： 文 W 批 許の 意義： 戰 後の 文明と 巧 凶の 使な： か ホ 思な と 
阀巧化 活：國 巧 思想の 統一と 振作： 闕巧 道德の 改造- •質 業 道徳の 振 製'. 公人の 自殺を 諭ず： 個人 ま 
義 諭： 巧 想と 义藝 ..人間性の 解か.. 义 藝と偷 理性.. な 下がす 
大巧を 日 新 間 曰く..： 何處を 見ても 著者の お而口 さが 溢 わて 居る の •か德 しい。 がに 义截 上の ヒユ J ニマズ A 
な 倫理 學と文 學の關 が 等の 章は 現代 日本に 滔 々として 人道、 正義なる 詔の 下に 陵が にを へられて 居る をへ ホに 
のかむ 滿捧を 加へ るで あらぅ。 
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議 wp 


(些ハ 判 最上 製 美 杏 I 詔 誌 丽き丽 金た 圖參駱 if 部 II). 

W 日本 馨絕の 一體に 假名 日本書紀と いふる の、 をず る 事は 從 ホ】 部の 
el 學 者に 知られて 居りが ホ だ 普く 其 存在を 知る 人が 歡 い。 本書は 著者 
が 出齋る 丈の 手を 盡 くして， 調べ 鶴た 所の 廿餘 部の 異本を 參 照して 編 
心 述し たもので ある こ 內容な 怒： 资簽漢 寧 交りに 書 下し 漢字 

^^良振擺备を陶し’賴名だ鎮寧を當て、 ！ 駿餐に簡明な 

葛語穩 § 卿へ、 囊副 として 鷄 ずへ 
璧詳繩 なる 圍錄 き濡 み。 正確なる 觸 
をを 最る 平易に 讀み 得る 幫 である。 B 想 巧 

专 i 葛が 苔 ふの 大馨 j 謹け け g 謂 謹 韻 謹 知ら 


い 齊 書 燃 二卡餘 部の 異本を 
1 1々 靜麵峰 謂べ で 編 遮 
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肥 渡 部 政 盛 先生 新著 g  Is3gis 參 11111 
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我が 國の敎 育學は 今や 入 里く 巧 詰 V 仕舞つ た。 吾 入は 之を 巧閒 せねば をらない 
本書は 斯 くの 如き 費き 使命を 帶 びて 公に された ものである。 內容は 諸 論.. 第 
一黃 明治 前半期の 敎育學 說：窮 二 章 目本魄 巧の 敎 育學說 ..第！ 二 摩 個人的 敎巧 
擧說 (を 本) 第 四 章 社 靜的敎 育學說 (熊 谷、 極 口、 吉 旧、 田 中、 野 田)： 第五な 調が 
的敎 育學說 (大 瀬、 森 岡、 小两鑛 淵). 第 六 章を 活 完成の 敎 育學說 (下 旧).. 第と 

章义 化的敎 育學說 (乙 巧).. 築 八 章 人 裕的敎 脊學說 
(中島)： 第 九章實 際的敎 育學說 (澤 柳)： 第 十葦自 
動的 敎育說 (河 踩) ..溝 十一 章.' ム巧的 敎巧說 (川 本) 
•.第 十二 章 創造 本位の 敎育說 (稻 毛).. 巧 十 兰章分 
國 動的 敎育說 (あ 川).’ 結論： の 諸 宵 f よら 化つ- 1 を 
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る。 特色は 諸家の 學 說の詳 叙と 忌糟 なき 批判と にある は 言 ふ 咬で もない。 隨 
て學 を先づ 本書を 讀 いの 義務が あろ。 敎育學 者 文 儉を驗 をは 本馨じ 仏つ て學 
者の 說の 要觀と 長短と を 知る 必要が をる 敢て弊 館の 乂 言な てな 潮に 本舊 を谁 
薦 ずる 所な である。 
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關敎育 學術會 編著 黑歸黯 頭正價 金戴圓 tvs 

鑛三版 

本書は 文 檢受驗 者の 爲 めに、 お ホの 四 萬硏究 難を 救 ぶんと して 著は されな もの 

である  。巧を は大 學中禱 •論 單壺 子のを 編に 就で ( 一 ) 解 襲 二) 根 衣 
思想 (吉) 倫經 思想 極 一政 治 思 態 舌) 寮敎 思想 (さ 人性に 關 ずる 

愚 想 (セ) 敦育恩 類 (八) 其魄 の思獎 化) 批評の 順に 記述し 其 相互 間のを 

統的願 明に かからず 骨を 巧つ た。 其化試 


驗囊胃 <  の 說をも 隨時隨 所に お 入し 且つ 
儒敎の 根本 思想た る 天 •天命 •性 •道 •敎 等の 

_ _ 觀 念を 明かに し 置き たれば 今 如何なる 問趙 

が 出ても 巧して 驚く ことは あるまい。 文 檢受驗 者の 是非 熟讀 すべきで わる。 が、 

の 他 四 誓の 思想 的 硏究は 我國に 於で もま 那に 於ても 本書が 最 

初の もので あれば 從 來の义 字の 上の 巧 究に碰 きて 居る 一般の 人は 本藉 U 依 
て儒敎 思想の 鮮 味を 巧 ふが 宜い敢 て 受驗者 •敎靑 家 •學校 •脚霄 館 並に 弘く 一般 
人 ± に礁 いる 巧 が である。 
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趣味と 修養 W •:  暫 々が 


寶者曰 4. 美し 含る りを 求め、 偉なる ものを 慕 ふ、 $ は 吾が 齢の 長す ると 共に 衰 
へぬ。 忙しき 世に 住み 化しく 言 U 化しく 動ける 間に、 吾が 必は 日じ卑 く、 日に 鈍 

くなら ぬ、 吾が 髮に 白き が 加 はら 巧く  A： 巧し く 
吾が、 むには 塵の 積ろ 巧くなる べし。 され ど 美し 
旨 ものを 求め、 偉なる ものを 慕 ふなは なほを く 
滅びた るに あらず 古今の 非凡なる 人々 の 巧を 知 
ら 言を 誦する 每に 隙ら なく 貴く も又懷 しくる S 
大 好評を 愼 L で 僧 刷出歡 )) 1 


日夜 讀 みで 反省ず べ參 


偉人の 幫巧錄 m:’ 掛ヴ 


る、 な- 〇\ 


を 


世を 救 はんとず る 者は 先づ 自ら 救は ざるべからず 國を 完了 せんとす る 者は 先づ自 
ら完 ぅせざる ベから ず 著者 こ、 に 感ずる 巧 あり 東西の 歷 おを 涉獵 して 吾等が 自ら 
救 S 自ら 完 ぅずる に 力を 與 ふべ 含 言を 集めて 化を S 百を 得たら 是れ 人の 聲 にして 

又 天の 聲 なり。 此蟲 i 寒 闕く遵 線 I 二 茵の宜 人と 一堂に 會 しで 吐 八に 談 
笑ず る感 あらん。 
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雜田 光造 幕 固 二 富 尊德の 民-王 生活を 
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送輯 


織 


本藝は 『一一 宫爲德 の 民を 生活 j の 姉 棘 編と して 書いた もので るる 前のは 翁の 哲學 若く は あ 
欄 心 ^!活 を* W として 紹 かしを。 でを るが み-度のは ろむ ご ホーむ に 至つ を < 一!^ の 人 裕と生 との 
評價を 試み それの 現代を の關 係を； ii か 九し よぅとし を ものである。 過去の 偉人に" 對 して 代 名 
詞に 「翁」 と. か r 兜 生」 とか 云 ふ 敬稱を 用ん も 事け 吾々 〇禮 儀で ぁ リ曾崇 の 表示で ぁるに も拘 
ら ず、 本書は’ 必ずしも それに 據ら ず、 時に 之を 用‘ レ、 寧ろ 「余； 次郞」 とか 「彼」 とか 云 ふ 平げ 山の 
樣 式に 出づる 事が 多 かつをのは 本 ar か單 なろ： 一^記で た<  評傳 であるから である 〇斯 かる ゴ％ H 政 か 
らおは 今度の 試 かに 於て 一方に 於て 益々 彼の 蓮 人 味を 高調す る 事を 努めた と 同時に 叉 他 
方に 於て 凹が る 丈 彼の 人間が を發 揮す 「を寺を 攻萄 り囊是 _ は 一靑牟 敎 帥の 魂 代 
る 事を 怠らない 事に しち。 卷 ホに 載せを 菅驾 を 冷 自グ慢 ちが」 に 於け る當 をの お 式、 ち 
義の敎 育と を活 とに 對 ずる 化か 難き 反抗の  I 
聲 でぁり 其 感想の 手記で ぁる 彼が 二 皆®  fc 
の 人格と 生活と に 接して 如何む る 感化を 受 

けし かは 偏に 讀 者の 批判に 待っ。 
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